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誰に あてる ともなく こ の 私信 を 書き連ねて 見る。 

1：2 州の 山の 上に 在る K 驛に 暑さ を 避けに 來てゐ る 人は澤 山あった。 彼等 は 思 ひ/ \ に 豐 かな 生活の 餘 裕を樂 し 

んでゐ る やうに 見えた。 さわやかな 北海道の 夏 を 思 はせ る やうな そこの 高原 は、 實際 都會の 苦熱に 倦み疲れた 人 

人 を 甦らせる 力 を 十分に 持って ゐた。 私の 三人 S 子供達 II 行 夫、 敏夫、 登 三 I も 生れ 代った やうな 活潑な 血 

色の い-子 逹 になって ゐた。 彼等 は 起きぬ けに 冷水浴 をす まして 朝 釵を食 ふと， 三人 額 を 寄せて 事々 しく 何 か 相 

^しながら 家 を 出て 行く の だ。 暫くして 私が、、 エ ラ ンダ の手攔 から 眼の 下に 四 五町 程 離れて 見える 運動場 を：^ 下す 

と， そこに 三人 は パンの 子の やうに 自然の 中に まぎれ 込んで、 何 かかに か 人 乎 も 借らす に 工夫した 遊戯に 夢中に 

なって ゐる。 一一： 人が 一 と 塊に なって 砂 ほじり でもして ゐ るかと 思 ふと、 テ 二 ス *コ ー トを てん-^ ばら， C に龅け 

廻って、 腹 を 抱へ て 笑 ひ 合 ふ 姿 も 見える。 その 濁りげ のない 高い 笑聲が 乾燥した 签 氣を傳 つて 手に 取る やうに 私 

まで 屆く。 母の ない 子の さう いふ はしゃいだ 様子 を^て ゐ ると、 それ は 人 を 喜ばせる よりも 悲しく させる。 彼等 

の： 擧 一 動 を 慈愛 を こめて まじろ ぎ もせす 見守る 眼 を 運命の 眼の 外に 彼等 は 持たない からだ。 而 して 運命の 服 
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は、 何時 出来心で 殘 忍な 眼に 變ら ないか を 誰が 知り 得よう。 

螯釵が 終る と 三人 は乂 乎. に/. \ 得物 を 持って 出かけて 行く。 夕餉の 膳に 對 して 彼等の 口 は 際限 もな く 動く。 而 

して 夜が 彼等 を 丸太の やうに 次ぎの 朝まで 深い 眠りに 誘 ひ 込む。 

こ- -で私 は 彼等と 共に その 母の 三 周忌 を迎 へた。 私達 は 格別の 設け もしなかった。 子供達 は 終日 を 事 も なげに 

遊び^した。 その 夕方 偶然な S で私逹 叫 人 は 揃って 寫眞を 撮って 貰 ふ 機 會が與 へられた。 そんな 事が 私に は不思 

謹に おへられる 程 その 一 日 は 事な く れた。 

かう して 暮 して 行く のは惡 くはなかった。 然し 私 は 段々 やきもきし 出した。 K 驛に來 てから 私 はもう 二十日の 

餘を 過して ゐた。 氣 分が 纏まらない 爲 めに これと 云って する 仕事 もな く 一  日々々 を 無駄に 肥リ ながら 送って 行く 

$ がどうしても 堪 へられ なくなった。 私 は 東京の 暑さ を 思った。 せめて その 暴 さに 浸って 生活しょう。 而 して そ 

のお さと 戰 ひながら 少しで も 仕事ら しい 仕事 をして のけよう。 こんな 事 をして 暮 して ゐ ては戶 棚の 中に 仕舞 ひこ 

まれた 菜 物の やうに 腐って しま ふに 違 ひない。 早く 歸 らう。 さう だん，^ 思 ひつめ て來 ると、 私 はもう 我慢に も 

そ こ に^ 殘 る氣 がな くな つ た。 

で、 私 は 母に 手紙 を やって：： 十く 山の 方に 來て 入れ か はって くれる ように 賴ん だ。 然し 母 は 私 を 休ませて やらう 

と 云 ふ 心 持から、 E 分 は 暑さに は 少しも 恐れない からと 云って、 容易に 動き さうな 様子 を 見せなかった。 その 心 

持 を 推して はゐ ながら 私 は 矢も栩 もた まらなかった。 母 は 遂に， 我を折って 八：：：： の 十三 日に 行っても い と 害き 送 

つて 來た。 

二 


私 はすぐ その 前夜の 夜中の 一時 七 分の 汽車で^ 京に 歸る 決心 をして しまった。 母 は 十三 日の 夜 か 卜 叫 曰の 朝で 

なければ K 驛には 着き 得ない。 その^ 子供達 を 女屮の 手ば かりに 任せて おくの は、 玎哀 さう でも、 心配で も あつ 

たが、 私の 逸る 心 はそんな S- を かまって ゐられ なかった。 それ 程 私 は氣ぜ はしくな つて ゐた。 

發 つと いふ 朝、 私 は 極く 氣輕に その 事 を 子供達に 云 ひ 知らせた。 三人 は 別に 氣に 留める 風 もな くそれ を 問いて、 

いつもの やうに 小躍りす る やうに はしゃいで 戶 外に 出かけて 行った。 私 は 二階に 上って、 讀 みかけて ゐた 書物 を 

忙しく 證み 終らう としたり、 怠って ゐた乎 紙の 返事 を誊 いたり、 身の ま はりの 物 を まとめた りした。 夕方になる 

と、 思 ふ 存分 散らけ ておいた 私の 部屋 も 物淋しい 程き ちんと 片付いて しまって ゐた。 人 乎 を 借りす に そんな 事 を 

する のに 私 はもう 慣れて ゐ たけれ ども、 瘦せ 細った やうに がらんと なった 部屋の 中を见 廻す と、 妙に 私の 心 はし 

ん みり した。 

タ 方になる と、 が やく 云 ひながら 子供達 はゴ ランダの 梯子段 を 上って 來た。 私 は 急いで 階下に 行った。 非常 

に神經 m で、 どうかす ると 恐ろしく 不機嫌に なり 勝ちな 八 歳の 行 夫 は、 私 を 見付ける と 「パパ」 と 大きな 聲を出 

して、 ^^通り その 日出 遇った 珍談 を 聞かさう とする やうだった が、 私 を^る といきな り 少し 詰る やうな 額 付 を 

して、 

「パ パは 今日 東京に 歸 るの」 

と：. ム つた。 敏夫は 割合に 平 氣な顏 で， 今朝の 私の 言葉 は 忘れて しまって ピもゐ る やうに、 

「何時 歸 るの」 

と： * ム つた。 行 夫 はすぐ 嵩に か& つて、 

r 敏 ちゃん 何 云つ てるのよ、 夜中の 汽車 だって 今朝 パパが 仰し やった のに、 ねえ パパ」 
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と 少し 意地 惡く敏 夫 を 見やった。 敏夫は 服 を 大きく 見張った ま、 そっぽ を 向いて、 子供が 泣く 前に 見せる やう 

な 表情 をした。 それ は 兄から やりこめられた 時に 敏夫 がいつ でもす る緞 だった。 いつでも 一人で 遊び 慣れた 登 三 

は、 二人の 兄に は 頓着な く、 鼻唄 か 何 か 歌 ひながら、 裏の 下に 身 を 丸めて 玩具 を 一生懸命に 仕舞って ゐた。 

夕餉 を 仕舞って から 行 夫 は 段々 不安 さうな 顏を しはじめた。 人で 湯に 這 入る 顷に は、 永い 夏の 日 もとつ ぶり 

と 暮れて ゐた。 久し振りで 私と 一緒に 湯 をつ かった 彼等 は、 湯殿 一杯 水 だらけに して ふざけ 廻った。 然し その 中 

にも どこか 三人の 心に は 淋し さうな 所が 見えた。 それ は 私の 心が 移る のか も 知れない と 思 ふと、 私 はわ ざと 平氣 

を 装って 見せた。 而 して 彼等と 一緒に？ II のぶつ かけっこ をしたり、 湯の 中に 潜ったり した。 それでも 私達 は 妙に 

はすまなかった。 

町から は 十 町 も 離れた 山懐に 建てられた 私の 家 は、 夜が 来る と共に 蟲の聲 ばかりに なって しまって ゐた。 客間 

と 居 問と 食堂と を 兼ねた やうな 大テ I ブルの 有る 一 間に 私達 は 着物 を 着てから 集まった。 子供達 は 伊太利 ネルの 

い 寢衣を 裾 長に 着 てよ ろけ /(\. 這 入 つ て來た e 

「 * ヽ。 ヽ 一 

一 ノノし 

と 鼻 聲で云 つ て 先づ行 夫が 私に 凭 たれ か i つて 來た。 

「汽車が 來る 時まで パ パは寢 るの …… 何 處で寢 るの」 

「荷物 はどうして 持って行 くの」 

「若し パ パ が 眼が 覺 めなかったら、 汽車に 乘り おくれる ぢ やない の」 

しふね 

など \ 子供 によく ぁる勒 念 さで 詰 じる やうに 聞きた ビし 始めた。 敏夫も 登 三も默 つて はゐ なかった。 私 は 三人 

に 頭 を まかれたり、 膝に 登られたり、 耳 を 引っ張られたり しながら、 出來る だけ 安心す る やうに 彼れ 是れと 云 ひ 


聞かした。 

ミ 

見る ともう 就寢の 時間 は旣に 過ぎて ゐた。 私 は 少し 厳格に、 寢る やうに 論した。 行 夫 は體の 力が 失くな つた や 

うに やう やく 私から 離れて、 就寢の 挨拶 も碌々 せす に 二階の 方に 梯子段 を 上って 行った。 何事に も 几帳面で、 怒 

ら ない 時には 柔順な 敏夫 は、 私の 父の 塑像の 前に 行って、 

「ぉぢ いちやま 御機嫌よう、 おば あち やま 御機嫌よう、 ママ 御機嫌よう」 

； 々^を 下げて 誰に ともなく 云って から、 私の 所に 來て、 

「パ パ 御機嫌よう」 

と 挨拶した。 而 して 梯子段の 途中で 大きな 聲で 呼び立て 、ゐる 兄の 後 を 追った。 時間が 過ぎた ので 睡 たさに 眼 

も 開か なくなった 五 歳の 登 三 は、 「パ パ 御機嫌よう」 と萠れ さうな 聲で 云って、 乳母の 首っ玉に しっかり かじり 付 

いて 抱かれながら 私から 離れて 行った。 

粗末な #3 作な ので * 私の ゐる 部屋の 上に 當る 寢窒 では、 三人の 兄弟が 半分 怒ったり、 半分 ふざけて ゐる らしく、 

ど すん/ f\ と 痛い 足音 を 響かせた。 

i:! く は 一二 人で 何 か 云 ひ 罵る 聲と、 乳母が 登 三 を かば ひながら、 けん を 持たせた 聲で 仲裁 をす る聲 とが 手に 取る 

やうに 問 こえた。 いつもなら 私が 癎瘤を 起して、 靜 かに寢 ないかと 云って 下から 怒鳴る の だが、 その 晚 はそんな 

きになれなかった。 私 は 耳 を 澄して 三人の 聲を なつかし いもの-やうに 聞いて ゐた。 乳母が なだめ あぐんで ゐる 

のを飽 痒く さへ 思って ゐた。 而 して 終 ひに は 哀れに なって、 二階に 上って 行って 三人の 間に 我 身 を 横た へた。 乳 
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母は默 つた ま、 降りて 行った、 し 

電燈は 消して あるので 寢窒 の屮は 眞喑 だった。 大きな 硝子 窓越しに は 遠くに 雨- 賓 のよ どんだ N の 無月の 空が、 

潤み を 持った 紺碧の 色に 菜ても なく 擴 がって ゐた。 雨雲が 時々、 その 奇怪な 姿 を まざ，， （\ と 見せて、 遠くの 方に 

^^が 光って ゐた。 その 度^に^ いほの かな 光が 眞喑な 寢窒の 中に も 通って 來た。 

「明日 は あれが こっちに 來る かも 知れない のよ」 

行 夫 は 枕から 頭 を 上げて 空 を： a やりながら、 私の 留守の 問の 不安 を稻 妻に かこつけて ほのめかした。 

その 巾に 铍 夫が 一 番 先に 寢 入って しまった。 登 三 は を かしな 調子で ねんね こ 唄の やうな 鼻唄 を 歌って ゐ たが、 

がりく と 虻の 刺した あと を搔 きながら、 これ もやが て 鼾に なって しまった。 寢 付が 惡 くって 眼 敏ぃ行 夫 だけ は 

北；；： 巾が 痒い と 云って いつまでも 眠らなかった。 この 子 は 生れ 落ちる とから 身 體に何 か 故障の ない 事 はない の だ。 

その 顷も 北" 屮に いぼの やうな 堅い 腫物が 澤山 出来て、 搔く とつ ぶれく した。 そのつ ぶれた 跡が 恐ろしく 痒 いら 

しい。 私が な 所を搔 いて やる と、 い \ 心 持で たまらない らしく、 背中 を 丸めても つと 搔 け/. \ と 云った。 而 して 

段々 氣 分が おだやか になって、 半分 寢 言の やうに 蚊 をよ ける 工夫 を 色々 しながら、 夜具 を 頭からす っぽり 被って 

寢 入って しまった。 

四 

、 

^際 そこの 夜 は 束 京で は 想像 も 出来ない 程凉 しかった。 蚊もゐ ると いふ 程はゐ なかった。 私 は 暑 過ぎない 程度 

に 一二 人に 夜着 を 着せて 靜 かに 下の 座敷に 降りた。 まだ 九 時だった。 で、 汽車 を 待つ 間に 讀み さしの メレ ヂコ フス 

キ ー の 「先驅 者」 でも 讀ま うとして 包み を 開く と、 その 中から 「松 蟲」 が 出て 來た。 「松 蟲」 とい ふの は 私の 妻の 


^稿だった。 私 は 知らす くそれ を 手に 取った。 而 して 知らす く 一  頁々々 と 讃んで 行った， 

ふと その 屮 から 妻が 六 歳 位の 時の 寫 虞が 出て 來た。 それ は 彼女の 忘れ形見の 年頃の 寫眞 である。 嘗て こんなと 

かわかな 顔 をして、 頭 をお かっぱに した 童女が たしかに 此の世に 生きて ゐた 事が あるの だ。 而 して その 童女 は 今 

は 何^ を 探しても ゐな いの だ。 何ん の爲 めに 生きて 來 たの だ。 何ん の爲 めに 死んだ の だ。 少しも 分らない。 そん 

な^を 思って ゐる私 はー體 何んだ。 私 は その寫 眞の 顏をぢ つと 兌 詰めて ゐる 中に、 ぞっとす る 程 薄 氣味惡 く 恐ろ 

しくな つて 來た。 .nz 分 自身 や. CD! 分 を圍む 世界が すっと 私から 離れて 行く やうに 忍 へ た。 

私 は ぼんやりして しまって 電燈を 兌た。 何 かその 光 だけが 頓 みに でもなる やうに それ を兑 た。 灯 をつ ける 前に 

は 屹度 硝子！：：' を 引いて^ 蟲の來 るの を 防ぐ にも 係らす、 二 匹の 蛾が 二 本の 白い 線の やうに なって、 くり/ \ と電 

^のま はり を 飛び 廻って ゐた。 而 して 硝子 戸の 外に は 光 を 慕って、 雨の やうに 硝子に ぶっかって 來る蟲 の 昔と、 

^か 下の 方で 喷 水の 落ちる 水 音と がさ やかに 聞こえる ばかりだった。 寂寞の 中の かすかな 物音 ほど 寂寞 を 高める 

もの はない。 ，：！： 羝の やうな 淋し さの 中の かすかな 囘想 ほど 淋し さを强 める もの はない。 

私の 眼 は ひとりでに 淚に 潤った。 私 は 部屋 を 出て 幅の 廣ぃゴ ランダに 行った。 頑丈な 木造り の 二三の 椅子と 卓 

子と が、 ^る 侏儒の やうに あるべ からぬ 所に 散らばって ゐた。 而 して 硝子 戶を 漏れる 電 燈の片 明りが 不思議な 姿 

に それ を 照して ゐた。 、、エラン ダの板 は 露に 濡れて、 夜 冷えが して ゐた。 木 や 草が うざ （-と 茂った 眼下の 廣ぃ谿 

谷の 向う に は 地平線に 近く 狹霧 がか、 つて、 停車場 附近の 電燈が 間 をお いて 螢を竝 ベた やうに 幽かに 光って ゐた" 

而 して その 先に は矢ケ 崎から 甲 信に かけての 山脈が 腰から 上 だけ を 見せて 蓖 黑に 立ち 連なって ゐた。 

^：^ もし なくなった 大空 は、 雲間に 星 を 連ねて ま，々 しく 西に 動きながら、 地平線から 私の 頭の 上まで 摘が つて 

ゐた。 あすこの 世界 •••： こ \ の 世界。 

小さき 影  九 
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私 は 椅子 や 単 子の 間 を 拾 ひながら、 、、エラン ダの上 を 注ったり 來 たりした。 而 して 子供が 遊び 捨てた 羝 切れ を 庭 

になげ たり、 脫ぎ 散らした 小さな 靴 を 揃へ て 下駄箱に 入れて やったり した。 ある 時 は 硝子 戶に 近よ つて、 その 面 

に 鈴な りに なって、 細かく 羽根 を 動かしながら、 光 を 目が けて 近寄らう とする 羽 蟲の類 を飽く 事な く 眺め やった 

りした。 如何なる 科學者 も その 時の 私 ほど 親切に それらの 昆蟲を 見つめ はしなかった らう。 如何なる 白痴 も 私 ほ 

ど 虚ろな 心で その 小さな 生き物 を 眺め はしなかった らう。 

時 問 を 殺す 爲 めに 私 は 椅子の 一 つに 腰 を 下した。 而 して 頰杖を ついて 遠くの 空 を 見やりながら、 默 然と 寂寞の 

中に 浸り 込んだ。 湧く やうな 蟲の聲 ももう 私の 耳に は 入らなかった。 かう して どの位の 時間が 過ぎた か 知らない。 

突然 私の 耳 は 憚る やうに 「パパ、 パパ …… 」 と 云 ふ 行 夫の 聲を 捕へ て、 ぎょっと 正氣に 返った。 その 聲は 確か 

に 二階から 響いて 來た。 それ を 聞く と 私 はふる ひつく やうな 執着 を 感じて、 出來る だけ やさしく 「はいよ」 とい 

ら へながら、 硝子 戶を^ ぎながら そ ー つと 開けて 二階に 上って 見た。 女中 達 は假睡 して 行 夫の 聲ゃ 私の 跫音を 聞 

きつけた もの は 一人 もゐ ない らしかった。 それで 私 は 夜の 可な り 更けた のを氣 付いた。 寢窒に 這 入る と、 行 夫が 

牛ば 身 を 起して 「登ち やん、 そっちに 行って 頂戴よ」 といって ゐた。 寢 相の 惡ぃ登 三が ごろくと 行 夫の 床の 上 

に轉 がり こんで 來てゐ たの だ。 私 は 登 三 を 抱き起して 登 三の 寢床 まで 運んで やった。 星 明りに すかして 見る と 行 

夫 は 大きな 服 を 開いて 私 を 見ながら、 

「パパ、 もっと 眞 中に 寢て もい、 の ：••： 」 と譯の 分らない 事 をい ふかと 思 ふと、 もう その 儘す や/ \ と寢 入って 

しまった。 私 は その 側に 横にな つた ま、 默 つて その 寢姿を 見守って ゐた。 


，くす ると、 今度 は敏 夫が 义 ごろ /(\ と轉 つて 來て、 兄の 胸に 巢喰 ふやう にち ビ こまって、 二人で 抱き合 ふや 

うな^に なった。 行 夫 はお を^き 込む やうに 頭 を 曲げ、 敏夫は 兄の 脇腹に 乎 を 置き 添へ す やくと 眠って ゐた。 

私 は その 兄お に I- く 夜お を 被せて、 登 三の 帶 から 下 を はだけ た 寢衣を 直して やって、 そこに 胡 坐 を かいて、 ぼん 

やり 乎-つて ゐた。 彼等 を 眠りから 呼び さます 物音 だけが 氣 になった。 幸に そこ は 淋し 過ぎる 程靜 かな 山の 中 だつ 

た。 

やがて 私 はや をら 身 を 起して 階下に 下って 靜 かに 着物 を 洋服に 着かへ 始めた。 

十一 一時が 柱の 上の 方で きしみながら 鳴った。 暫くす ると 下の 方の 路で けた、 ましい 自動車の ェ ンジ ン の 音が 聞 

こえ 出した。 私 ははつ と 思って 二階の 方に 耳を澄ま したが、 子供の 眼を覺 ましたら しい 様子はなかった。 女中が 

物^ に假： おから 起き 上って 睡 さうな 眼 をしながら 食堂に 出て 來た。 私が 一 時に 發 つと いふ 事 を 知った 義弟が な 

に 忍 ひ 立って 私と 一 銥に歸 ると いひ 出し， 而 して 自動車 を賴ん でお いて くれたの だった。 

私 は^いで 靴 を はいた。 而 して 口早に 女中に 留守の 事 を 色々 賴 まう としたが、 結局 どれ 程 綿密に 注意 をして 置 

いても 出來る だけの 蔡 より 出來 ない と 思って、 唯 「留守 をし つかり 頼む よ」 とだけ 云って、、 エラン ダに 出た。 そこ 

に は喑閽 S 屮 に 自動車 の 運轉乎 が 荷物 を 背負 ひに 來て 待って ゐた。 

私は默 つて 運轉 乎の 後に 綾いた。 細いだら， 道の 兩側 にたて 込んで 茂った 小 松から 小 松に、 蜘蛛の かけ 渡し 

た絲 にうる さく 颜を 撫でられながら、 義弟の 家の 在る 所に 行った。 義^の 妻なる 私の 妹 も、 その子 逹も眼 を覺ま 

して ゐた。 喑 ぃ往來 から 兌る と、 家の 內は 光る 飴で も 解いた やうに 美しく 見えた。 妹 は 用意して おいた 食物の 小 
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包な ど を その. ^人に 渡して ゐた。 子供 は 子供達で 銘々 の 力に 叶 ふだけ の 荷物 を ぶら下げて 自動 卓に 運んだ。 人々 

の 間から は 睦まじ さう に 笑ひ聲 などが 聞 こ えた。 私は默 つて それ を 見守った。 

汽車の 屮は屮 々人が 込み 八：： つて ゐた。 私達 は かに 向 ひ 合って 坐る だけの 場所 を 見つけて それに 腰 を 下した。 

夏の 盛りで あるに も 係 はらす、 レイン *コ ー ト では 凉し 過ぎる 位 空氣が 冷えて ゐた。 義弟 は 暫く 私と 話し合って ゐ 

たが、 やがて^ 屈さう に體を 曲げた なりで、 うつら/ \ と淺ぃ 眠りに 落ちた。 

私 も寢 なければ ならない と 思った。 電燈の 光 を 遮る 爲 めに、 ハ ンケチ を 出して 細く^ んで、 眼を隱 した 兩端を 耳 

の 所で 押へ た。 而 してし つかり 腕組み をして 心 を しづめ て 見た。 然し 駄冃 だった。 カラ ー が 鰐 をせ める のが 氣に 

なって ならなかった。 色々 にして 見る がどうしても 氣 になった。 據 どころ なく 私 は それ を 外して、 立ち上って 網 

の 棚に 仕舞 ひ 込んだ。 頸の 處は お蔭で 樂 になった。 然し 今度 は 足の 置 場が ぎごちなく つてなら なかった。 平に 延 

ばして 兑 たり、 ^ひ 逮 ひに 組んで 見たり したが、 どうしゃう もなかった。 足 は 離して 捨てる 事が 出來な い。 

半夜 位は寢 ないで ゐ ろと 思って 私 は 眠る の を 思 ひ 切った。 而 して まじ， （- と乘 客の 寢態 など を 兌 やったり、 柬 

京に 歸 つてから すべき 仕^の 順序 を考 へ たりな どした。 その にも ふとす ると 子供達の 事を考 へて ゐた。 ぼり ぼ 

りと 足 を搔 いた 其の 音。 行 夫の 胸に 巢喰 ふやう に 轉げて 來た敏 夫の 姿。 下駄箱の 前に 無頓着に 脫ぎ 散らかし たま 

まに 遛 かれて ゐる 小さい 幾つかの 靴。 …… と 思 ふと 私 は 振り 拂ふ やうに 頭 を 動かして、 又 まじ，， （\ と寢亂 れた乘 

客の 姿な どを见 た。 

汽堪が 上野； S: ポ 場に 着いた 時には 夜 はからく と 明け 離れて ゐて、 K 驛 では 想像 も出來 ない 蒸袅 さが 朝から 筌 

氣に 飽和して ゐた。 義^ を迎 へに 來てゐ るべき 箸の.！ n: 動 車 は 故障が 出來 たと かで 來てゐ なかった。 義弟 は 短氣ら 

しく タ クシ，.' の運轉 手の 溜りに 行って、 ^ぐ ー矗 出せと いって 见 たが、 生憎 ー矗も あいたの はなかった。 


「自 iS 単が 子供 迮の 眼を覺 まし はしなかった か 知らん」 

とふと 私 は 思った。 目を覺 ますと すれば 第 一 に 眼を覺 ますの は 行 夫に 遠 ひない。 目を覺 まして 見る と、 寢窒^ 

中 は^ 1= だ。 行 夫 は 大事た 忘れ物で もした やうに、 忙 がしく 寢 床から 半身 を 起して、 大きく 開いた 眼で 闇の 中 を 

c ル廻 すだら う。 而 して^ 闇の 中から 校して 來る 淋し さ 恐ろし さに せき 立てられて、 小さな 聲で、 

r '。ヽ  <- ゝ 一 

一 ノノ」 

と 呼ぶ だら う。 然し いらへ る 者がない のに 氣が 付く と， 堪らなく 淋しくな つて、 前後 も 構 はす 大聲に 呼び立て 

る だら う。 

「せき …… せき やつ て 云 へ ば  」 

私を迗 り 出した 女中 は、 物數奇 にも 夜中な どに 汽 草に 乘る 私の 事 を 不平 交りに 噂して、 戶締り をして ゐた が、 

行 夫の 聲を即 くと、 

「又 起きち やった よ」 

とか 何ん とか 云 つて 舌打ち をしながら， ぶり， （-と 一 一階 へ 行 くだらう。 

r 乂 起きた の、 駄 口 だね え。 パパ はもう 行って お 仕舞 ひに なり ましたよ。 さ、 早くお 寢 なさい まし」 

い つと き 

さう いふ 突慳^ な 翳 を 聞かされ ると， 行 夫 はすつ かり 眼を覺 ましてし まふ だら う。 而 して 一時 も 長く 女中 を自 

分の 側に ひき 付けて 置きたい 欲望から、 くど， （-と 私が 家 を 出て 行った 様子な ど を 尋ねる だら う。 女 巾が 睡 さの 

爲 めに：^ を 焦 立て 、、 子供の 心 を 少しも 思 ひやらない やうな 言 薬 遣 ひ をす るの が、 私に は 十分 過ぎる 位 想像され 
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た。 私 は. E 分の した 事 を 悔やむ やうな 心 持に なって、 東京の 土 を 激しく 踏みながら あちこちと 歩いた。 

やう やく. 2： 動^が 出來 たので 義^と 私と は それに 乘 つた。 二人 は 狭い 座席で 膝を竝 ベて ゐた けれども、 互の 心 

は 千里 も隔 つて ゐる やうに 思 はれた。 その 頃 丁度 出來 かけて ゐた 或る 事業の 事 を 義弟 は考 へて ゐ るに 違 ひない。 

私 は 私で、 他人の 眼から 見れば 餘 りに 小さな 事 を やきもきと 考へ てゐ る。 

自動 卓 は、 雜鬧し 始めた 廣ぃ 往來を 勢よ く駔 けて 行った。 寢 不足な 私の 頭 は 妙に ぼんやりして、 はっきり 物 を 

おへる 力 を 失った やうに、 窓から 兑 える 町々 の 印象 を 取り入れた。 取り入れられた 印象 は 恐ろしく 現實 的な もの 

になったり、 疝く 夢幻 的な ものに なったり して、 縮まったり 脹れたり した。 

突然 自動車が 動か なくなった。 遝轉手 は 素早く 車臺 から 飛び下りて 機械 を 調べに か \ つた。 電車が その 爲 めに 

いくつも^らなければ ならなかった。 往來の 人 は 自動車の ま はりに 人垣 を 作った。 

八 . 

私 は その 時 頭が が 1" ん とした やうに 思った。 車 外に 立つ どの 顔 もく 木 偶の やうだった。 それが 口 を 開き， 顏 

を ゆがめて、 物 をい つたり 笑ったり して ゐた。 車窓 を 隔て- ゐる爲 めに、 聲が 少しも 聞こえな いので、 殊更 私の 

感じ を 不思議な ものにして ゐた。 私 は 人々 に圍 まれながら、 曠野の 眞中 にたった 一 人坊 ちで 立つ 人の やうに 思つ 

た。 普段 は 人事と いふ 習慣に 紛れて 見つめ もしないで ゐた 人間 生活の 實 相が、 まざ， （-と 私の 前に 立ち 現 はれた 

の を 私 は 感じた。 本當は 誰でも 孤獨 なの だ、 一人 坊 つちな の だ。 强 ひても それ を 紛らす 爲 めに 私達 は 憎んで 兌た 

り 愛して 见 たりして、 本當の 人の 姿から 間に合 はせ に遁れ ようとして ゐ るの だ。 私 はそんな こと を ぼんやりした 

頭で 考 へて ゐた。 こんな 孤獨な 屮にゐ て、 しっかりと 生命の 道 を 踏みし めて 行く 人 は どれ 程 悲しいだ らう。 …… 


お 然.； ：： 動ポが 励き 出した。 自動車 を 園んで ゐた 人達 は 急に 木 偶から 人間に 還った やうに 怪我 をお それて 道 を 開 

いた。 私も亦^ 體な 妄想から 救 はれて ゐた。 而 してす ぐ 子供達の 事 や 仕事の 事 ゃを考 へて ゐた。 

^に^りつ くと 母 は 驚いて 私の 時なら ぬ歸 宅を迎 へた。 而 して 孫 達が 可哀 さう だからと 云って 大 あわてに 支度 

をして 冗顷 K 驛に 向って 發 つて 行つ た。 

私 は 始めて 安心した。 安心す ると 同時に 仕事の 事が た^- 一  つの 執着に なって 私に 逼 つて 来た。 私は單 衣の 袖 を 

まくり上げて 机の 前に 坐った。 机の 上に は 東京 特有の 黄塵が 薄く たまって ゐて、 汽車の 煤煙 を 水道の 水で 淨 めた 

私の 指先に 不愉快な 感 觸を傳 へた。 暑さ はもう 私の 胸の あたり を-ぬら，， （\ させす に はおかなかった。 それでも 私 

は 凡て の 事 を 忘れて 燒 くやう に氣負 ひながら 原稿に 向った。 

w くして 私 はぎよ つと 物音に 驚かされて 机から 上體を 立て直した。 夏の 日 は 光の 津波の やうに 一 時に 瞳孔に 押 

し^せて 來 るので 眼 も 開けなかった。 寢 不足に まけ、 暑さに まけ、 焦慮に まけて 私 は 何時の間にか 假寢 をして ゐ 

たの だ。 額に も、 胸に も、 背に も、 腋の 下に も、 膝の 裏に も、 濃い 脂汗が 氣味惡 くにじみ 出て ゐた。 

誰 を K めよう。 私 は 自分に 惘れ 果て &ゐ た。 少しば かりの 眠りで あつたが、 私の 頭 は 急に 明瞭 過ぎる 程 明瞭に 

なって、 私 を 苦しめた。 

私の 眼から は 本當に 苦しい 淚が 流れた。 

私に はもう 書く 事がない。 眼 を覺 ましてから 私が 書きつ けて おく 事 は是れ だけで 澤山 だ。 私 は 誰に あてる とも 

なく この 私信 を 書いた。 書いて しまつてから 誰に あてた もの かと 思案して 見た。 

さう だ。 この 私信 は 矢張り 私の 子供達の 母なる 「お前」 にあて よう。 謎の やうな こんな 文句 を 私の 他に 私ら し 

く珂 解す るの は 「お前」 位な もの だら うから。  (一九 一 九 年 一 月 五日— 十二 日、 r 大阪 毎日 新聞」 所載〕 
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自已を 描出した に 外なら ない 「力 イン の 末裔」 

自已を 描出 しれに 外なら ない 

「カイ ン の 末裔」 - •• 

私 は 舉ぉ 院の 寄宿 舍に 入った 頃から 密かに 文舉書 を耽讀 した。 元 來文擧 の 方面に 行きたい 希望で はあった が、 

家が 喧しかった し、 自分の 才能 を 疑って ゐ たので、 十二 歳の 時から 小さい ながらに 農業に 入らう と 決心した。 中 

學を 卒^して、 札幌 の^ 舉 校に 入った が、 そこで も農舉 の 事より は、 寧ろ 文學、 殊に 英文 攀に 親しんだ。 農舉校 

を 卒^して から 外國に 行った。 外國 では 周 圍の覊 絆から 遁れ て、 主に 文舉 を讀む 事に 日 を 送った。 日本に 歸 つて 

來 ると、 丁度 「白樺」 が 創刊され たので、 私 も その 同人と なり、 初めて 作品 を 世に 問 ふ 機會を 得た。 そして， 大 

疋六ハ 牛 七月に 「新 小說」 に 送った 「力 インの 末裔」 などが 緣 となって、 文壇の 一般的な 注意 を 引く に 至った。 

しかし、 私の 處女作 は、 本當 をい ふと 「力 インの 末裔」 ではなくて、 世の中に 發 表した もので は 「かん/、 蟲」 

とい ふの がー^ 初めの 作 だけれ ども * 評 壇と いふ やうな もの i 注意 を 受けた の は、 この 作 だと 思 ふから、 その 作 

に 就いて 少し 曾 はして いた ^ く 事に する。 私の 作物に は、 世評で は 自己 を 主題と した 主觀 的の ものと、 他 を 主題 

とした 客觀 的な ものと 1 二つ ある やうに 一 百 はれて ゐる けれども、 私と して はさう 區 別され た 二つの 種類の どちら 

を 害き 現 はす 場合に も、 自己 を 書き 現 はして ゐ るの だ。 よく 自己 を檢 察して 見る と、 自己と いふ もの &內容 は 可 

也複雜 で、 其廣 さに も、 其 深さに も、 苟 めの 自分と して は 思 ひも 設けなかった 種々 相が 伏在して ゐる 事を發 見す 

る。 さう して、 共 極々 相の 偶然 的と もい ふべき 總 和の 上に、 私の 現在の 實 生活が 成り立って ゐ るので ある。 然し 

あら 一 、 

乍ら 創作的 意志 を川ゐ て、 その内 容を撿 めて 兒 ると、 そこに は； えに 何等かの 述絡を もちながら、 個. *< に それ 相 


當の獨 立 性 を もった 幾多の 生活が 現存して ゐる事 を發^ する。 私 は その 各々 に藝術 的の 表現 を與 へんと する 欲^ 

を感 する。 『力 インの ぶ裔』 は 一見 客觀 的の 作物に 兌え ながら， ^として それが 自己の 描出で あると いふ 理由 は そ 

こ に 在る。 

自然と いふ 大きな 力 は、 私達 は それ を 如何に 征服し、 如何に 共和し 行くべき か を はっきり ど 知る 事が 出来ない 

で *  ^に その^に 模索の 生活 を續 けて ゐる。 それ は 痛ましい 人生の 葛藤の 一 つ だ。 玆に 一人の 自然から 今 掘れ 出 

された ばかりの やうな 男が ある。 而も 掘り出された 以上 は、 それが 一 人の 人間であって、 その 母胎なる 自然と 嚙み 

八 I： はなければ ならない 運命 を 荷 ふと 伺 時に、 人^ 生活に 緣 遠い 彼 は、 又 人間 社會 とも 嗨み合 はなければ ならない。 

彼 は 人^と 融和して 行く 術に 疎く、 自然 を征 伏して 行く 業に 暗い。 それに も 拘らす 彼 は、 その ディ レンマの うち 

に 在って 生きねば ならぬ 激しい 衝動に 驅り 立てられる。 それ は 人から は 度外視され、 自然から は 繼子扱 ひに され 

る 苦しい 生活の 姿 を 描き出す であらう。 力 インの 末裔なる 仁 右衛門 は、 その 人で ある。 その 祖先の 力 イン は 嘆い 

て、 「視 ょ汝今 H 斯地の 面より 我を逐 出した まふ 我 汝の面 を覿る ことなき にいた らん 我 地に 吟行ふ 流離 子と な ら 

ん。 凡そ 我に 遇 ふお 我 を 殺さん」 と 云った の は、 我々 の 生活が 又 ある 場合に 嗨み合 はねば ならぬ 痛ましい 合一 百 葉 

である。 それ は 私 をして あの 作 を 書かし めた。 

あの 作の 批評 は 一 般に 好かった さう である。 しかし、 或る人 は あの 作の 無 解決な 、否定的な 結末 を 物足りなく 思 

つたに 違 ひない し、 又 或る人 は その 構圖の 抽象的で あるの を 非難した やうに も覺 えて ゐる。 それ は 恐らく は^れ 

も^って ゐ るの だら う。 た^、 前者に 對 して は、 私 は あの 作のう ちに、 人間の 已 むに 已 まれぬ 生に 對 する 執着の 

姿を^て 貰 ひたいと 思 ふ。 それが 人に 與 へられた どうい ふ 運命で あれ、 惡ぃ 運命で あれ、 人 は 生に 對 する 不思議 

た 我 * を もって ゐる。 それが 然し 乍ら 私達の 力で あらねば ならぬ。 その 力 を 私達 は 凡ての 生活の 現 はれに 於て、 

自己 を 描出した に 外なら ない 「力 イン S 末裔」  一七 
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徹底的に 考 へて 見るべき では あるまい か。 後者に 對 して は、 私の 力の 足りない 事 を、 卽ち 私の 生活の 內容が 十分 

に 反省され てゐ ない 事 を 自分で 反省す る 外 はない。 私の 今 達して ゐる レベル は、 何と 云っても あれ だけ だ。 私 は 

あの 作に 對 して は、 私が あれ だけの 力より 現 はし 得なかった その 點を 非難し 得る 力 を もった 人に、 非難され るの 

に滿 足しなければ ならない と 思って ゐる。 但し 斷 つて 置く、 批評 は 優者の 仕事 だ、 石 を 以て 打ち 得る 者が まづ石 

を 取るべき である。 この 力 を 感じさせない 批評に は、 私 は 不幸に して 耳 を 傾ける 事が 出來 ない。 

(一 九 I 九 年 一 月、 新潮 所載) 


御嶽 敎の 中敎 正と な つ た 祖母 

II 白 ぃ饜、 愛の 表 象 II 

はつ キ 35 

ー桥燕 化 を 受けた と 云 ふやうな 事 は 瞭然 云 はれない が、 私の 母方の 祖母 は 私が 云 ふの も 可笑しい が， 純 粹の江 

ほくろ 

r€-H 武士の 娘で、 美しい 姿と 美しい 顔との 持主であった。 さう して 左の 頤に 可な り 大きな 白い 繫 があった。 私 

ーぢ  し £ 

の^を 抬 めお 連の 兄^ は 順繰りに それ を 玩具に しゃぶったり、 弄ったり した 爲 めに、 終 ひに は 其の 魘が 味噌 豆 位 

の 大きさに なって、 それが 顔の 特徵 であった C さう して それが 彼女の 愛の 表象の やうであった。 二十 叫の 時に 良 

十 ご 

人に 別れて、 それから 一 人の 娘 (卽ち 私の 母) と、 息子と を 守り 育て & 一  生 を 過した。 

私の 祖母 はふく よかな 性質の 輪廓 を 持った 女だった けれど、 其の 底の 方に は どんな 男に も讓ら ない 程の 烈しい 

^卞が U れてゐ た。 例へば、 良人が 死病に 罹った 時 なぞ は、 其の 平癒 を 祈る 心から 熱心な 御嶽 權 現の 信者に なつ 

つげ  た 

て、 巾敎； 止と 云 ふ 位まで 貰った 程で ある。 丁度 其の 頃 御嶽さん からお 吿 があって、 百年 以上 經 つた 白米 を 毎日 良 

人 Q 年 だけ 取って、 北ハの 一 つくに 一 種の 呪文 を唱 へて それ を 粥に し、 病人に いた^かせ ると 病氣が 癒る と 云 ふ 

ぎ や う 

ポ だった ので、 祖母 は 非常な 苦心 をして 其の 米 を 集め、 毎日 其の 行 を 怠らなかった さう だ。 又晚 年に 其の 一人^ 

子が 大阪で 大痫に 罹った 時 も、 一心に 御嶽さん を 信仰して 毎朝 缺 かさなかった が、 或る 晚 神様が 夢枕に 立って、 

「：tre- ハ^に 一 對 つるして ある 鰐口 の 一 つ を 紛失した から、 直ぐに それ を栴 へて 差し上げる やうに」 との 事で あ 

つた。 1 母 は 不思議に 思 ひ 乍ら も 翌朝 早くお 參 りして 見る と、 菜して 鰐口が 一 つ 紛失って ゐ たので、 思 はす 身の 

毛が 悚 立った と 云 ふやうな 事 も 云ひ傳 へられて ゐる。 

御嶽 敎の 中敎 正と たった 祖母  1 九 
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祈れば 必す目 睫の 問に 御 神 體を兒 る 事が 出来る さう だが、 息子の 亡くなる 日に はどうしても それが 見えな かつ 

たので、 其の 時ば かり はもう 駄 si: だと 觀 念した さう である。 息子が 亡くなる と 祖母 は 今までの 自力な 信仰 を 一切 

合 財 綺麗に 捨て.^ 了った。 さう して 徹底的な 一向 宗の 他力 信者に なった。 (玆で 私 は 聖書の 句 を 思 ひ 出す、 基督が 

「心の 貧しき 者 は 幸福な り 云々」 と 云って あるが、 大抵の 人 は 其の 言 紫の 表面的 解釋 から、 「弱者 は 幸福な り」 と 思 

つてる らしい けれど， 爲に 弱者た る を體覺 する の は 一種の 强 者で なければ 出來 ない 事 だと 思 ふ。 純 他力に 入る と 

云 ふのに も、 これと同じ 意味の 强 さが 裏付けられて ゐ るのに 逮 ひない。 捨身に なり 切る と 云 ふの は、 本當に 容易 

のおで はない。) 

それからと 云 ふ もの は 占者 だと か、 神託 だと か、 叉 は 方位 だと か 云 ふやうな 自力 的な 雜業は 全く 綺麗に 捨て、 

了った。 其の 自製に 

杖 もな く 自力 も 捨て --老 の 坂 他力 住せに 上る 嬉し さ 

と、 云って ゐ るが、 全く さう したす が -(\ しい 境涯に ゐ たやう に 見える。 息子 を 亡くした 祖母 は、 大阪 から 東上 

して 當時 横濱に 住んで ゐた 私の 家に 寄寓す る 事に なった。 其の 頃 私の 兩親は 未だ 若かった 上に、 二人共 負けす 劣 

か  きしみ かた 

らす 我の 强ぃ 人達だった から、 二人の 家瓱は 始終 油の 切れた 齒 車の やうに 快くない 軋櫟方 をして ゐた。 私 は 未だ 

幼稚だった けれど， 其の 頃の 家庭の 签氣を 甚く 怖れて ゐ たの を 思 ひ 出す。 其 處には 確かに 力が 充 ちて ゐ たけれ ど、 

共の 力 は 一 度で も 順調に 働いて ゐる 事はなかった。 其處へ 祖母が やって 來 たので ある。 それ は 厚い 氷の 上 を 春の 

風が 吹き 渡った やうな 効枭を 家庭の 上に 及ぼした。 私共の 母が 先づ 我を折った。 而 して 父方の 祖母が これに 綾い 

た。 父 は 生れつきの 負けじ魂と、 男子の 誇りから、 容易に 祖母に 兜を脫 いだ やうに は 見せなかった けれど、 家庭 

內の^ 氣の激 變には 密かに 驚いて ゐ たやう に 見える。 さう して 祖母の 言葉に はいつ でも 一 種の 力 を 感じて ゐた。 


父が どんなに ^^した 時で も、 砠 母の 柔らかな 曾^ は、 往々 にして 父を變 つた 人の やうに した。 

私と して はこれ までに 遂ぞ 祖母の 怒った の を 見た 事がない。 女中 なぞで も I たび 使 はれる と 子供の やうに なつ 

いて、 永く 奉公 をしつ^ けた。 どんな 冗らない 小さな 器物で も、 さ-やかな 料理の 材料で もノ蛆 母の 手鹽 にか けら 

れ ると 其の 本質が 變 るかの やうに 兌え たり 祖^ は 人並 以上に 才氣が 働いて 居た が、 それが 才氣 として 表面に 表 は 

れる やう なぜ は殆ん どなかった。 何時でも、 もっと 大きな その 性格に 柔らかく 包まれて 其の 才氣は 働いた。 仕事 

をす るに も、 人 を 動かす のに も、 祖母 は改 つて.！：： 分の 底まで 暴露 出す やうな 必要はなかった らしい。 だから 私達 

は^^が 並 々ならす 改まった 姿 を 兌た^ がなかった 。それで ゐて 祖母が 終始 一 貫して 自分 も 守り、 人に も敎 へた 船 

fB は 「一心」 と 云 ふこと であった。 平らかに 送って 來 たやうな 生涯だった けれど、 祖母が ゐ なくなった 今 1： 狐つ 

て 彼女の^^ を 追想す ると、 成る 程 其 處には 「一心」 と 云 ふ 力が ぴり. 動いて ゐる 事を感 する。 

怨ぅ いふ 性格の 人が、 私の 幼年時代に ゐて私 を 哺育して 吳れ たの は、 私に 取って 幸 ひで あつたと 今でも 思って 

ゐる。 

( j 九 i 九 年 二月， 「中央 文學」 所載) 
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批評と い ふ もの 

本閒兄 

私の 作物に 對 する 批評が 早 稻田文 學に揭 載され るから、 その 號に何 か 書け、 今まで も 諸家が 同じ やうに 誊 いた 

から、 とい ふ 極めて 率直な あなたの 御 依賴を 受けて、 何か喾 きます と 御 返事 はし ましたが、 自分の # 評 力 I るの 

を まざく 承知して ゐて、 殊更に 何 か 書く とい ふ 事に 心 尤めを 感じ 出しました。 普通の 雜誌 編輯 者なら ば默 つて 

何 か 書かして おいて、 突然 それに 批評 を 添へ て發 表する とい ふ 事になる でせ う。 それなら 私 は 多分 立派に 擔 がれ 

るに 相違ありません。 然し あなた は雜 誌の 編輯 をな さるに は あまり 率直 過ぎる やうです。 何故と いへば、 現在 I 

は 自分の 事 を 害く の を 躊躇して ゐ ますから。 然し 同時に 私 は 矢張り 筆 を 執って ゐ ます。 而 かも 聊かの 不快 をも感 

ぜ すに 喜んで 筆 を 取って ゐ ます。 その代り あなたが 要求され たやう に 自分の 事 を吹聽 する 氣に はどうして もな ォ 

ません。 それ は あなたの 所謂 商寶 下手が 惹き 起した 結 菜 だと あきらめて 下さい。 而し てこの 惡ぃ結 粟 は あなたに 

取っても 私に 取っても 恥 かしい 事で はない と 思 ひます。 

で、 私 は 自分の 事 は 棚に 上げて 置いて、 批評と いふ ものに 就いて 少し 書かせて いた^きます。 私の 考 へで は藝 

術 家に は 禮讃の 心 持 はあって も、 批評の 心 持 はない と 思 ひます。 自分の 氣に喰 はない もの を 彼れ 是れと 詮議 立て 

をして、 その 氣に はない ものが 自分の 好惡 のスケ ー ル のどの 邊に 位置して ゐ るか を 定める 必要 は 更に 感じ ませ 

ん。 ダンテ は 氣に喰 はない ものに 對 して は 地獄 篇で 「唯 見て 過ぎよ」 と 一 言の 下に 葬って しまって ゐ ます。 それ 

な そんな もの を IP に 卑しめる、 ひ 持よりも、 よい ものに 對 する 禮讃の 願が^ である 爲 めに、 その他 を 顧みる 暇 力 


ないから だと 云へ ると 思 ひます。 ロダンが ゴ シック 寺院 建築 や 希 臘の古 美術に 對 して 持った やうな あんな 心 持が、 

本當に 物に 對 する 藝術 家の 態度 だと 私に は 思 はれます。 或は 云 ふでせ う 。ロダンが それ 等の もの を 認める 前に は^ 

正な 批評 的 精神が 働いて ゐ たの をお 前 は 忘れた のか、 a ダンが ゴシック 寺院 建築の 美 を禮讃 する 爲 めに は、 口 コッ 

コ の 悪趣味 や、^ 代 建築の 沒 美感が 厳めしい 批評の 對象 として 顧みられた 蒈 である、 それに 氣が 付かない のかと。 

さう いふ 議論 は 論理的に 云 ふと 尤も 至極な 事です。 然し 私 はそんな 論理 は 屁 理窟 だと 思 ひます。 藝術家 はそんな 

論现 過程 は 眼に も 留まらない 早業で 飛び越して しま ひます。 而 して、 端的に 自分 を 鞭ち、 慰め、 引上げ、 眩ます 美の 

前に 庇條 牛.？ に 謙遜に 頭 を 下げて しま ひます。 さう 云 ふ ものが 昆 出されない 間は默 つて ゐ ます。 默 つて ゐる 間の 

暇つ ぶしに、 自分 を 引き下げ るに 決って ゐる 醜に 對 しての 詮議 立てな ど はして ゐな いと 思 ひます。 藝術家 はそん 

あや £ 

な 1 をして ゐ るに は 少し 忙 がし 過ぎる やうです。 大切な の は、 僻見な しに 立派な もの を 謬た す 感得す る神經 です。 

さう いふ 人に 取って は 美と 醜と は、 い、 ものと 惡 いものと は、 立派な ものと 下らない ものと は、 程度の 差で なく 

絕對の 差です。 熱覺を 司る 神經 細胞と 寒覺を 司る 神經 細胞と はちがつた 細胞 だとべ ルグ ソン は 云った やうです 

が、 少 くと も藝術 家に 取って は、 美と 醜と は 全く 別物であります。 こ X に 一束の 花が あると します。 花の よく.^ 

ら ない 人 は、 いくつか ある その 花 を 比べ あはせ て、 その 中から 比較的 美しい もの を 選び出す でせ う。 本當に 花の 

M る 人 は 自分の 好きな 花 を、 比較と いふ 過程 を 踏ます に拔き 取ります。 好きな 花がなければ その ま、 その 花束 を 

願み ないで せう。 それでい &の だと 私 は 思 ひます。 藝術品 はかう した アップ レシ ヱ ー シ ヨン を 受ければ それで 澤山 

だと 思 ひます。 

ー體科 舉 的 精神が 生み出した 比較 研究と いふ もの は 極く 實用 的な 便宜な 方便であります。 一 つの カテゴリ ー の 

中に 在る 類型的な いくつかの もの を 集めて、 w々 の 間の 比較 研究 を するとい ふ 事は實 際 的に 都合の い X 手段です。 
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然しよ くお へて 兌る と 研究が 精緻に なれば なる 稃ー つの カテゴリ ー の 内容 は狹 小に なって、 その 極 或る 一つの 力 

テゴリ ー の 中には、 ある 一 つの 侗體 より 存在し はない 事 になります。 例へば 蜘蛛 類と いふ 類別の 中には 多 數の科 

目が 含まれて ゐ ます。 然し 研究が 精緻に なれば なる 程 今までの 類別 法で は 不完全に なって、 もっと 綿密に 小さな 

綱目 を 立てなければ ならなくなる でせ う。 而 して その 極 同じ rz に屬 する もの 例へば r ぢ ようら うぐ も」 なら 「ぢ 

ようら うぐ も」 の 中に も その 生産され た 地方の 地形、 氣候、 寒暖、 食餌 等の 關係を 斟酌して！ £§： 別 を 立てなければ 

なら なくなり ませう。 もっと 研究が 綿密に なれば どの 二 匹の 「ぢ ようら うぐ も」 を 捕へ て a て も その 間に は その 

習性の 上に、 形體の 上に、 侗 性^な 區別を 立てなければ ならなくなる でせ う。 こ X まで 科舉的 方法が 精緻に なれ 

ば、 カテゴリ ー とい ふ もの は 亡くなって、 科舉の 研究方法 は破產 しなければ なりません。 そこまで 行けば 個體が 

段々 共通 性より 獨 立して 侗 性的に なって 行く からです。 

この やうに 極く 客觀 的な 科 舉 研究で すら、 その 行 きづまり は 純然たる 個の 研究に なって しま ひます。 藝術 品の 

鑑 赏 に 於て それが 個性的で あるの は 勿論です。 ー體云 ふと 一 つの 藝術 品と 他の 藝術 品と を 比較 するとい ふの は 全 

く 不可能の 事です、 さう する 爲 めに は藝術 品の 個性的 特質 は あまりに 明確 過ぎます。 「あの 作よりも この 作 は 優れ 

てゐ る」、 かう 云 ふ fB 葉 は 本 當を云 ふと 意味 を 成さない 言葉です。 それ は 例へば 雲と 寳 玉と を 比較して、 雲が 齊玉 

よりす ぐれて ゐる とか、 齊 玉が 雲よ o すぐれて ゐる とか 云 ふやうな ものです。 難 者から 云 は せれば、 或る 比較の 

檩準を 定める 事に よって、 雲と 寶 玉と でも 比較の 對象 になり 得る と 主張す るか も 知れません。 然し それ は 雲と 齊 

玉との 本質 を 左右し 得る 論據と はなり ません。 

だから 私に は藝術 家が 藝術 品に 對 する 態度 卽 ちその 藝術 品の 獨立性 を 尊重して、 禮讃 すべく 心を虛 しくして 禮 

讃し、 禮讃 すべから すば、 捨て \顧 みない 態度の みが、 眞に藝 術 品 を 取扱 ふべき 態度 だと 思 ひます。 かう 云 ふ 態 


度 を 取る：^ によって のみ M の藝術 品 は^に 生長し ます。 當然 木^ 的に 異 つて ゐる藝 術 品を竝 ベて それ を 比較^^ 

して 所 ^批評なる もの を 成就した 所が、 それ は 畢竟 藝術品 を 物質に 引き下げて、 その 生命 を 殺す 僻事に g ぎ ま 4- 

ん。 

批^ I この頃 何ん の 反^も なく、 流行の やうに 行 はれて ゐる 批評の 態度に 慊ら ないで、 私 はつひ こん， H 事 を 

云って しま ひました。 お前 は 自分の 云った 言葉 も 消えて 了 はない 中に、 批評家の 態度に 對 して^ 評 をして ゐる o 

ではない かと 云 はれ-ば、 私 はさう であった と 口 をつ ぐむ 外はありません。 さうな つたら 議論 もお 比 舞 ひです。 

こんな 所感が 何 かのお 役に立つ でせ うか。 

「一九 一 九 年、 二月 「早稻 田 文學」 所載 ン 

V 同年 一 月 十四日 執筆」 
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松 井須 磨 子の 死 

私の 「死と 其の 前後」 を藝術 座の 脚本 研究 部で 試演 するとい ふ 事に なった 關 係から、 私 は 初めて 故 須磨子 氏と 

知り合った。 「死と 其の 前後」 を 讀んで 須磨子 氏 は、 其の 女 主人公になる 事 を 担 まう とした さう だ。 それ は 後から 

本人から 直接 聞いた 事 だ。 實際 あの 役 は、 須磨子 氏に 取って は 決して 嵌り 役ではなかった と 云へ るか も 知れない。 

愈 M 稃 古に 懸 つてから、 須磨子 氏が 示した 熱心と 努力と は、 十分に 私を滿 足さした。 稽古 は 凡て 作者 自身が 舞臺 

監督 をす る 事に なって ゐ たので、 私 は 毎日の やうに 藝 術倶樂 部に 通った ものだった が、 須磨子 夭の 稽古 振り は 確 

かに 際立って ゐた。 急所々々 に は 本 當に淚 さへ 流して ゐた。 他の 座員の 科に 呼吸の 合 はない ところが 出來 ると， 

須磨子 氏 は 苛 だって、 「お前さん は 泣いて ゐな いぢ やない か」 と、 きめつけた 事な ど を 私 は 思 ひ 出す。 試演になる 

前前 日に 最後の 稽古 をした 時な ど は、 夕方から 始めて 翌朝の 叫 時 過ぎ 迄 殆んど 休みな しに 繽 けた。 作者の 私自身 

で すら 倦怠 を 感じ、 座員の 中にはへ とくにな つてし まった 人 さへ ある 間に、 須磨子 氏 だけ は 最後 迄^！々 とした 

硏究的 態度 を 落さなかった。 私 は それ を 見て、 この 人 は 尋常な 人で は 確かにな いと 思った。 

摩の 出 來榮ぇ 力ら い^と 私の やうな 凱に 不馴れな もの、 服から 見ても、 可な り 物 足らない ところ はあった。 

例へば、 當日 私が 須磨子 氏に 會 ふと、 いきなり 自分の 舞 臺顏を 見せて、 「今日は 少し 眉 を 低く 着け 過ぎた やうです 

けれど …… 」 と 云った。 私 は 何ん の 事 だかよ く 解らないで、 「それで 結構です」 と 答へ て 置いた。 後で 聞いて 見る 

と 須磨子 氏 は 亡くなった^ の 妻の 寫眞に 似せて 顔 を 作った の ださう だ。 さう して その 寫眞に 較べて 自分の 眉の 

ひき 方が 少し 低く 過ぎた とい ふ 事 を、 私に 言ひ譯 したの ださう だ。 こんな 事は戲 曲の 解懌を 根本的に 穿き 違へ て 


ゐた 一 つの 例で ある。 ^物の 如き も、 私の 註文した ものより 派手な、 しなやかな 上等品 を 使った。 私 は それ を 注 

.ぉ したに も 係 はらす、 須磨子 氏 は 最後まで 改めなかった。 それから 最後の 夢の 場で、 夫から 引き分けられた 妻が、 

キッス を 投げる ところが ある。 これ は臺 本に 小喾 きになって ある もの だけれ ども、 實演 上、 殊に 須磨子 氏の 實演 

上 私 は 不適 常 だと 思った から、 ^めて 貰 ひたいと 賴ん だ。 それに も 係 はらす 須磨子 氏 は 最後まで 改めなかった。 

こんな^ は 私に  一 ^の 不滿 足を與 へた。 

卞 巾の 人物の 性格と、 須磨子 氏 自身の 性格との 上に も、 ！寸乘 り 越える 事の 出来ない 隔り があった。 須磨子 氏 

も それ はよ く自覺 して ゐ たらしい。 初め その 役 を 引受ける の を 拒まう としたの も、 その 邊の考 へからだった と 思 

はれる。 併し、 須磨子 氏 は 異常の 努力 を 以て 作 中の 人物の 性格に 入り込ま うとした。 さう して 人々 を 驚かす 程に、 

成る 點ま では 確かに 成功した。 私 は その 努力に 對 して 今でも 感謝の 意 を 禁じ 得ない ものである。 兎に も €： にも 自 

分の 藝に對 して あれ 程の 執着と 努力と を 示す の は、 世に も 難 有い 事 だ。 口に 大きな 事 を 云って ゐ ながら、 づ 手先 

で始： ^をお けて 行かう とする 人達の 多い 中には、 これ だけの 事實 がすで に 貴い。 

1 面の 識 しかない 私 は、 須磨子 氏に 對 して 彼れ 此れい ふ 資格 はない らしい。 併し、 初めて 會 つた 時から 私 は、 

^磨 子と いふ 人 は亂暴 な 程に .E 分 を 赤裸々 に さらけ出して ゐる人 だとい ふ 感じ を 受けた" それが 或る時に は 一 種 

の鹏迫 的な 不快 を さへ 與へ、 或る時に は 非常に 純眞 な、 すがく しい 氣持 を與 へた。 さう して その 赤裸々 の 表現 

の^に は、 强ぃ 性格が まざく と 感ぜられた。 しかし、 私の 思 ふところ では、 その 性格 は强 いけれ ども、 野生の 

勝った、 訓練され ない、 或る 歪み を もった ものであった。 それが 事毎に 他人の 心に ぶっかった。 須磨子 氏 は 能く 

それ を 知って ゐた。 さう して 自分で も 苦しんで ゐ たに 違 ひない。 しかし、 それ を どうす る 事 も 出来なかった 程 

mi-f 氏の 性格 は强く 堅かった。 その 結果が あの 死で あつたと 思 ふ。 とりもな ほさす 須磨子 氏 は 性格の 破産者 
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だ。 しかし、 我々 の^に は 如佝に 多くの， 破產 すべき 性格 さへ もって ゐ ない 人^が ある だら う。 そ^から 考 へる 

と、 如何に こぢれ てゐて も、 いびつで も、 性格 を もって ゐ ると いふ 事 は、 大きな 事 だ。 その 意 來で私 は 須磨チ 氏 

の 生と 死と に、 问 情と 敬意と を 表せす に は ゐられ ない。 私に 取って は、 他の いろ， （-の 事情と いふ やうな もの は、 

畢竟 第二、 第三 義だ。  •  C  ：  * 八.： .  . 

(一 九 一 九^  二： Z ；、 「新潮」 所載) 
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「偶像^ M -、」 をお^ り 下さって 難 有う 御座いました。 その 中に お書きに なった もの-  一 二 はま だ拜 見して ゐ ませ 

んが、 大部分 は 委しく 拜見 しました。 

あなたが 一 人の 若々 しい 戰士 として 思想界に 生きて ゐて 下さる 事 を 心強く 思 ひます。 あの 論文の 中から 推察 さ 

れる あなた は (時々 乎 の 上で 交通 はしながら、 私 は 面と 向って は あなた をお 知り 中さない のです から) 生活の 

あらゆる 方而に 體驗を 持って お出で^す。 而 して その 體驗の 種々 相が 常に 顧み 合って ゐ ます。 かう いふ 姿 は 一 人 

の 忍 想^に とって：^ も 有力な 武装で あると 思 ひます。 全 的な 衝動 はあって も、 全 的な 自省 を缺 いた 思想家 や、 一 

部 的な 特^ を備 へて、 全部に 對 する 不具 性 を 物と もしない 專門 家が 多い 間に、 あなたの 思想の 背後に は 統轄され 

た^ゃ かな 力が 正しく 働いて ゐる事 を 私 は 明かに 感じさせられます。 それが どんなに い-事で せう。 それが 一 兌 

あなた を ほ 立った 天授 を 持たない 自. s 思想家の やうに 見せる かも 知れません。 又 ある 人 は あなた を中& 一半 端で 觸 

を 引き込める 少し 臆病な 探險 者の やうに 噂す るか も 知れません。 然し 私 はさう は 思 ふ 事が 出来ません。 あなた 

の 持 たれる 力が その ま.^ 延びて 行く 事に よって、 その 體驗が 深まり 强 まる 事に よって * やがて は そこに 重々 しく 

機 威 ある 思想の 殿堂が 築かるべき だと 思って ゐ ます。 あなたの 出 發點を あなたの 天 授が 謬た す 選び 取られた 事 

に對 して、 請 者の 一人と しての 私 は 幸福に 感じて ゐ， ます。 

「ある 思想家の 乎 紙」、 「懐疑と 信仰」 など は、 低い 摸索 者なる 私に 數 多くの 示唆と なって くれました。 偶像 建立の 
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深い 意味が 喑 示に 充 ちて 語られて ゐ るの を 感じます。 私 も そこに 現 はされ た 方向に 鈍いながら 眼 を 向けて 歩いて 

行かう として ゐる 一 人と して、 殊に 心を牽 かれました "自然 科擧が 動物 生活の 動向 を 生存と 生殖にまで 押しつ めた 

と 云 ふの は、 何ん と 云っても その 偉大なる 功績と しなければ なりません。 私達 は そこから もう 一 っ奧 にっき 入る 

明確な 逍を與 へられました。 その 奥に ある もの は 生です。 その 奥に ある もの は 力です。 その 生が どう 生きられて 

ゐ るか、 どう 生きられ ねばなら ぬか。 その 力が どう 働いて ゐ るか、 どう 働かねば ならぬ か。 私達に 殘 された 問題 

はこれ です。 而 して あなた は それに 對 して 誤た す 凝視の 眸を 向けて をら れる事 を 私 は 感じます。 新たな 偶像 は そ 

こから 生れて 來 なければ ならない のでせ う。 それ をし も 夢想家と いふ もの は 盲者です。 何故なら 偶像 を 建立す る 

敎 主の 來迎 が豫言 される 時期 はもう 過ぎよう とさ へ して ゐ ますから。 而 して 教主 は 生れ 出ようと して ゐ ますから o 

道を淨 めて パ ー ム の 葉 を 敷くべき 時が 近づきました。 その 先に 叉 十字架の 喈ぃ 影が 潜む の を 忘れる 程に 私 も 放 

膽な樂 ；大の 徒ではありません。 然し やがてよ りよき 者に よって 打壞れ るに しても 一 つの 偶像の 建立 は、 人類の 進 

歩の 一 つの 光榮 ある 記念碑です。 あなたの 思索が 其の 機緣を 促す 一 つの 大きな 聲 となって 響き渡る こと を 私 は 心 

から 希 ひます。 若しくは あなた 自身が 記念碑 そのもので あるべき 努力に 進まれる 事 を 更に 希 ひます。 偽りな く 云 

へ ば 最上の 人^の 祈願 は 自己 を祌 にまで 引き 上ぐ る 外に はない と 思 ひます から。 

へ 一九 一九 年、 二月 八日 拂嘵^ 

ク 同年 二月 九日、 r 讀賣 新聞」 所載 乂 


藝術 座の 首腦が 倒れた 爲 めに その 座の 解散が 餘儀 なくされ たの は遣憾 ではあります が、 他に も いくつかの 蒙圑 

が ある 事です から、 新釗の 前途に ついても、 さして 悲觀 すべき 必要 はない かも 知れません が、 この 際 私 は 將來の 

新^ 刚に對 して 二三の 註文 をして 見たい と 思 ひます。 

一 、 高等 舉府の 敎育を 完全に 受けた 手腕の ある 人が 奮って 劇界に 投 する 事。 

その 譯は云 ふまで もありません が、 一 寸 した 事 を 云っても 顔の 表情 だけで も (美しい 醜い は 別と して) 今後に 

は智的 表情が 要求され てゐ ます。 それ はどうしても 思索的な 生活 をした 人に 求める 外はありません。 作物の 理解 

とか 表現 法と かに 關 しても 新しい 方面から 人が 這 入って 來 なければ 新しい 解決 はむ づ かしい と 思 ひます。 この 事 

は 第二義 的の 意味と しても、 俳優が 社會 から 受ける 僻見 を 矯正す る效が あると 思 ひます。 同じ 藝術 家で ありな が 

ら 俳優 だけが 呼び捨て にされ ると いふ やうな 事 はあって ならぬ 事です。 

二、 演劇 機關の 完全なる 設備。 

舊 劇の 方に は 立派な 設備が 出来て ゐ ます。 然し 委しく 云 ふと 今の 劇場 は舊 劇に も 新劇に も 向かない、 而 して 同 

寺に^ 方の 間に合 ふやうな 姑息な 方針で 建てられて ゐ ると 思 ひます。 

舊劇 殊に 時代劇、 振 事 劇 は 決して 濫りに 新 化 を 施すべき ではなく、 能樂と 同様に 昔の ま&な 簡素な 舞臺を 用 ゐ 

る 事に よって、 却って 純粹な 効果 を擧げ 得る もの だと 思 ひます。 油繪の バック や 事々 しい 大道具な ど は 何時でも 

將來の 新劇 團に對 する 二 三の 註文  三 I 
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正しい 藝術味 を 害って ゐ ます、 然し 現今の やうな 大 劇場で は あ、 する より 仕方がな いのでせ う。 と 云って その 劇 

場が 新劇に 適する かと 云 ふと 乂 多くの 缺點 を備 へて ゐ ます。 隔の 割合に 高さの 足りない と 云 ふ 事 だの、 二三 を 除 

いて は 見物 席が 钦み食 ひに 適して 眞 面目な 觀賞を 妨げる 事 だの、 ある 場合によって は 凡て の 規模が 大き 過ぎる 事 

だの、 この 失敗 は 或る 程度まで 舊 劇と 新劇と が 調和し 得る とい ふ 誤謬から 出發 して ゐ ます。 私の 考へ では 兩者は 

獨 立して 明確に 各 M その 長所 を發 揮すべき もの だと 思 ひます。 その 爲 めに は 新劇の 演出に 恰好な 劇場 及び その他 

の 設備の 完成 を 期さねば なりません。 

1 二、 女優の 養成。 

これ は舊 劇に なくして 新劇に は 焦眉の 問題です。 理. S は 知れ 切って ゐ ます。 どう すれば よき 女優が 得られる か 

と 云 ふ實際 問題に なると、 私の 揭 げた 第一 の 要求が 滿 たされる 事に よって 割合に 容易に 解決され ると 思 ひます。 

叫、 從來の 劇界の 弊風から 分離す る 事。 

劇道の 弊風 を 受けて ゐる 事に 於て は 今の 新劇 圑も亦 免れない と 思 ひます。 こ の 弊風 は 新劇の 世界に は 初めから 

入れぬ やうに しなければ なりません。 それに は 初めが 大切です。 新劇が 新人に よって 組織され 經營 されなければ 

ならない とい ふ 私の 理由 はこ- 1 から も發 足して ゐ ます。 以上。 

(1 九 1 九 年 三月、 「早稻 田 文學」 所載) 


^になる と 北海道の 春 を 思 ふ。 私 はどうい ふ もの か 春が 嫌 ひだ。 それ は 感情的に さう だと 云 ふよりも 寧ろ 生理 

的に さうな の だら う。 若い 女の人な どが、 すっかり 上氣せ 上って、 頰を眞 赤に して、 眼まで うるませて ゐ るの を 

^たりす ると、 ^り 切った やうな 篾 苦しい 卷の 蜇壓が 私の 精神にまで 襲って 来る。 醱酵し 切らない 濁酒の やうな 

不純な、 鈍 m: な、 ^切れの 惡 ぃ悒欝 が何處 から ともなく 私の 心と 肉と を さいなん でか \ る。 あの 重く、 暖かく、 

跳ろ な^ I あれが 私の 頭に も 漲り 滿 ちる。 

然しお の囘 想は惡 いもので はない。 それ は 直接 私の 肉體に 働き かけて 來 ないから だら う。 靜 かな 心で 自然が 活 

動に n 覺 めて 行く 様子 を 想像す るの は 快い。 春になる と 私 は 北海道の 春 を 思 ふ。 

1^ の 生活 は單調 だと 人 は 云 ふやう だ。 然し それ は 間違って ゐる。 雪に 埋み盡 された 地面 I そこに は黑 すん 

だ^ S 木の 外に 綠と いふ 色の 夢にもない II が 見る く黑 土に 變り、 黑 土が 見る， 右 草の 野に 變 つて 行く あの 

リ：- 々しい， 化 は、 雪 園に 越年し ない 人の 想像す る 事が 出來 ない 所 だら う。 

冬が 北 國 を 訪れて、 眼に 見る 限りの もの を悒欝 な黑と 白と に變 へて しまつてから 叫 筒 月が 經っ。 人の 心 は 寒さ 

に iS され、 虎 げられ、 苦しめられて、 危く 石の やうに なって しま はう とする。 道の 上で 行き 遇 ふ 人 も碌々 顏を擧 

げて眼 を 兌 交 はさう と はしない までに 活動力 を 極度まで 縮めて しま ふ。 人 は 我慢の 極 點に足 爪立って ゐる。 その 

ゆ になって やっと 冬が 退き 始める。 私の 友が 巧みに も老 雪と 云った その 雪の 姿が 日の 光の 下に さらけ出される。 

今まで はみ づ くしく ふう わりと 眞 白に 降りた まって ゐ たもの が、 知らぬ 間に 溶け 固まって、 不 溶解性の 煤 だの 
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芥 だの 紙屑 だのが、 がぢく とさ \ くれだった 雪の 表面に 現 はれ 出る" 晝 間にな つて 日が 照り 出す と、 人の 往來 

する 所 だけ は どろ. （に 雪解けが して、 泥炭地の 水の やうな 黑 褐色の 水が 盛んに 踏み固められた 雪 路の上 を、 逃げ 

所 もな く 漂 ひ 廻る。 雪鞋を はいて 歩く 男の その 濡れた 藁 は 重さう にぐ つし より 濡れて、 凍傷 を 防ぐ ための 赤毛布 

の 脚絆 は 水 を 吸 ひ 飽きた スポンジ の やうに 水氣で ふくらむ。 ぴ ちゃり， /1\ と 汚い はね を 肩の あたりまで 上げな が 

ら その 人達 は 歩いて 行く。 

低く. Kr; に懸 つて 容易に 動かない 綿雲が 少し 輕く 動き 始める。 時には 端な くも その 古 綿の やうな 雲が 破れて 靑 空 

を 見せる。 その 靑 {仝 は 冬の 眞 中に 見慣れた やうな 靑签 ではない。 それ は 鼠 幕の 下された 間に、 舞臺 裏で 衣装 を 着 

かへ て 幕の 閗 くの を 待って ゐ たやうな 靑筌 だ。 同じ 靑の 色で は あるが 同じ 靑さ ではない。 眼で 區 別が 出来ない だ 

け それだけ 感じに 於て 違って ゐる。 冬の 四 箇月 間 太陽の 熱 を、 地面に 達しない 中に せっせと 吸 ひ 取って おいて、 

それ を そろ C 地面に 向って 放射し 始める やうな 色 をして ゐる。 冬の 靑筌を 見上げる と 人 は 一 倍 寒さ を感 する。 

今兑 る靑 空から は 暖か 味が しめ やかに 傳 はって 來る。 

さう かと 思 ふと 筌 は 又 未練ら しく 綿雲で 閉 される。 若し 風が それに 添 ひ 加 はると、 雪の 降り 殘 りが ちら，/, \と 

播 くやう に 飛び散って 來る。 若し 晴れて ゐた {4! が 急に 曇る と 霰が 夕立の やうに さ-つと 激しく 音を立て-寄せて 

來る。 而 して 見る <擴 がった 雪雲 は、 見る く 霰と 共に 遠く 山の 彼方に 飛び去って 行く。 而 して その後に は大 

抵赤々 とした 夕日が 殘る。 

然し 何ん と 云っても W 季の變 化 を 逸早く 感附 くもの は 空 だ。 あの 時には 寒色の 雲が 跡形 もな く隱れ てし まつ 

て、 太陽が きら./,. \ と 半日 を 照り 績 ける 事が ある。 さう した 晝は 妙に 森閑と！！ か だ。 軒の 積雪が 下から/ \ 解け 

て 盛んな 點 滴が 氷柱 を傳 つて 落ち 始める。 雨垂れの 音、 W 箇月 間 聞かないで ゐた その 音 を 聞く と、 人 は 誰でも 胸 


の 巾に^い 勁^ を さ へ覺 える だら う。 ^所の 方で、 今まで 地面に 凍り ついて どうしても 取れたかった 乎 桶な ど を、 

こつ/ \敲 いて 持ち上げよう とする 音な どが 聞こえる。 ある 時 は 又氣溫 が^に ゆるんで 筌 が 春ら しく 薄 曇 る。 と 

雨が —— 忘られ さう だった 雨が しとく と、 黑 すんだ 雪の 上に そ \ ぎ か X る。 雪 は 見る （- 瘦せ衰 へて 行く。 屋 

极に嵇 み 溜って ゐた 雪が すさまじい 音を立て \ 軒から、、 u り 落ちる。 どし ー ん とい ふその 地響き — それ は 大地 を 

i£ 眠から 呼び 覺 まさう とする やうに 響く。 

終 n 問 こえて ゐた點 滴 も 夜になる と 聞こえなくなる。 空氣 はまた 冴え返つ たの だ。 晝間 休んで ゐ た煖爐 がまた 

燃え 始める。 夜が 更けた 頃 空 遠く 北の方に 渡って 来た 鳥の 聲 がかす かに 聞こえて 来たりす る。 家々 の 窓に は 灯が 

おそくまで ともって ゐる。 汚れ 垢づ いた 良人 や 子供の 冬着 を輕 やかな 春の 袷に 代へ る 用意に 若き 妻 も 老いた る 妻 

も 眠り を 忘れる の だら う。 

川 添 ひの 十-^ に 立って 見る。 酒 を 造る 爲 めに 寒の 水 を 汲む 所に 大きく 氷に 孔が あいて ゐる。 その 下 を 水嵩の 增 

さった 河水が どんく 流れる のが 見える。 どうかす ると 音を立て X 雪の 積った ま \ 氷が 崩れ こむ。 ー且 どぶん と 

渦卷く 水の 中に 沈んだ 氷が、 反動で 水の 上に ぴょこんと 頭 を あげ、 水と 一 色に なって 見る- {\ 下流に 流れて 行く。 

^^が 黄色と 白との 羽根 を 敏活に ひらめかして 二 羽 だけ 雪の 河原 を 飛び 廻って ゐる。 

^を 受けた 堤の 雪 は羝の やうに 薄くな つて、 彈 力の ある 枯 草の葉 や、 赤い 實を つけた 野 茨 や、 鼠 柳の 灌木ら し 

い 短い 幾條 もの 枝が 現 はれて 出て ゐる。 その 鼠 柳の 皮膚 はもう 赤くな つて ゐる。 靑 くなる 前に 赤くな つて ゐる。 

それ を兑る 人 は その 枝の 一 本々 々をし み，^ \ と 撫で、 やりた くなる だら う。 

林に 這 入る とそ こ は 雪が まだ 軟 かで 深く 且つ 淸ぃ。 然し 踏み こんだ 足が 大地に 達する と、 そこで は 雪が もう 解 

けて ゐる。 落槳 が先づ 熱を發 散し 出した の だ。 木 は 地 液 を 吸 ひ 上げ 始めて ゐる。 細かい 細 根から 頑丈な 斡に 上つ 
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て 行く 養分が 音の せぬ 程度に 音を立て ， 、ゐる やうに 思へば 思 はれる。 默 つて ゐ ると 幾 萬 本 かの 眼に あまる 幹から 

それが 聞こえて 來る やう だ。 試みに 砂糖 槭の 幹に ナイフで 傷 をつ ける と、 見る， （- 血液の やうに 樹液が 滴りお ち 

る。 それ を 唇に 受ける と 幽かな 甘味が 春の 精の やうに 舌を櫟 る。 ば さり （'と 風 もない のに 石榴の 廣 紫が 落ちる。 

冬の 問 -SI: にか じり 附 いて 枝 を 離れす、 吹雪に も ざ わ，/ \ と 淋しい 音を立てる 赤褐色な その 廣葉 も、 小さな 漱芽 

の 追 ひ 立て を 喰って は 一 とた まりもな いの だ。 

きつ-き  W- す 

何處 かで 啄木鳥が 木 をつ、 いて ゐる。 小鳥の しば 嗚く聲 も 聞こえる。 栗鼠が 鑛 物的な 音を立て i 大きな 樹幹 を 

縦横に 龅け 廻って ゐる。 何ん の爲 めの あの 喜ばし さなの だら う。 雪の 上 を 見る と 風の 爲 めに 吹き 折られて 落ちて 

來た祜 枝の 問 に、 兎の 糞が 一寸 程 雪の 中に もぐり 込んで ゐる。 熱 を 引き 易い 黑ぃ 色が 晴天に 遇って 雪 を 解かした 

の だ。 

犬 も 猫 も 春 を哎 ぎつ ける の は 平い。 默 つて 雪の 上に 尻 をつ いて ゐた犬 は、 何事 もない のに 突然 立ち上って、 立 

ち 上った かと 思 ふと 無我夢中で 雪の 上 を齪け 廻る。 而 して 悲し さうな 聲を さへ 立てる。 と、 又 突然 庭の 隅に 尻 を 

すゑて、 鼻 を 天に 向けて 眼 を 細めて、 何 か を 嗅ぎ分けよう とする やうに 尾 を 振りながら 鼻の 先 を ひこ 付かす。 緣 

側の 日 あたりで 日な た ぼつ こ をして ゐた猫 は、 狂 噪 な 犬の 擧動 にきつ となる が、 すぐ 體を 丸めて 自分の 舌で 毛な 

み を 整へ 始める。 細い 硬い 毛が 拔け てきら， -\ と 光りながら 小 塞い 空 氣の中 を 風 も 無い のにたん ぼ-の 綿毛の や 

うに 飛んで 行く。 

冬が 老い 盡す。 あの 萬 有 を 情 容赦な く 鞭撻った 恐ろしく も小氣 味い X 暴 王 は 老い 盡す。 冬 は 潔く 觀 念して 老い 

て 行く。 

三日 か 四日 かの 風の ない 雲の ない 晴天が 綾く。 もう 地上に は 物 蔭の 外に は 雪がない。 舂は 赤子の 如く 大地の 上 


にルれ 出た の だ。 

赤 丫が 醜い やうに、 生れた ばかりの 春 は 醜い。 冬の 莊嚴さ を 持たない 裸樹 はぎこち なく 筋ば つた 枝 を {仝 に 張つ 

て 立ち 竝び、 糊 を 塗りつ けた やうに ベた，/ -\ な黑 土の 上に は、 芥と枯 槳と枯 草と がいぎ たなく 粘り着いて 居り、 

もうす つかり 春ら しくな つて 來た 大签に 封し 殊更 憐れな 對照を 作る。 

页に义 三曰 か 叫 日 かの 風の ない 雲の ない 晴天が 綾く。 

北國の 大地 は 夢の やうに 變 つて ゐる。 腐った 海草の やうに なった 草の 株の 中央に は、 葉 牙が によき， と 姿 を 

現 はす。 樹々 の 葉 牙 は 兌る， 赤らみ 脹 らんで 行く。 而 して その 重みの 爲 めに 枝 は 美しい 弧線 を {<ェ に對 して 描き 

始める。 黑土は 湯氣を 立て、 どん/ \ 乾いて 行く。 絨毯 を 踏む やうな 快感が 履物の 底に 感じられる。 その 時 雀 は 

屋根の 端に 蹲 まり、 ^の毬 の やうに 丸 まって、 小さな 苜を忙 はしく かしげながら、 圓らな 小さな 眼で 天 と 地と を 

不思議 さう に 眺め 廻す。 鷄は 羽ばたきしても 羽ばたきしても 飽きたり ないやう にのう/ \ と 羽ばたき する。 流れ 

の 屮の水 藻 はもう 新たな 綠を加 へ て 盛んに 水泡 を 水面に 送り出す。 

兑る. ，（\ 日常り のい、 地面 は 綠に變 つて 來る。 馬なら すと も、 牛なら すと も、 嚙 みしめ て 兌たい やうな 寢 よげ 

た 若草が 叢が つて 尖った 葉 先 を^の 方へ 擡げる。 えぞの ゑん ごさく、 きばな の あまな ：：， さう いふ 小さな 可憐な 

花が.^ 蹟の やうに 白 や 黄の 侗性も 今年 も 明かに 見せて ほころび 始める。 濕 地に は 水^蕉の 靑々 とした 廣槳が 枯^ 

の^から、 谷^に は 藤の 薹 ゃ福壽 草が 腐った 蔣の葉 を 蹴破って、 すん/. \. と 延びて 行く。 林に 這 入って 木の 幹 を 

兑 上げる と 傷口と いふ 傷口から は 樹液が ねつと りと 溢れ出て、 その ま はりに は 早く も殼 をぬ け 出た ばかりの 小さ 

な 中 がお々 と^まって ゐる。 梢 を 低く かすめて、 水蒸氣 とも 雲と も 別ちが たい 露 白な ものが 絶えす 形を變 へな 

がら、 洗 ひ 上げた やうな 靑签を 東風に 送られて 西へ くと 飛んで 行く。 

f  三 七 
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橇は可 時の 間に か 車に なつ. てゐ る。 その 轍の 音が 物 珍ら しく 遙か 彼方から うっとりと 聞こえて 來る。 家々 の 門 

の 前に は 箒 目が 立つ。 芥取 車の 上に は 半年の 問 捨て置かれた 廢 物が 堆く 積まれて 甘酸っぱい 香り を ふりまき なが 

ら、 物 うげ に 脚 を 運ぶ 老 馬に 牽 かれて 行く。 兎の 害 を 防ぐ 爲 めに 魚の 腸の 腐った のに 浸して 結びつけられた 古 藁 

は、 樹の 幹に 物臭く 垂れ 下って ゐる。 農夫 は 畑に 出て 土の 上の 乾き 具合 を 眺め やって ゐる。 十 勝の 方で 放牧し 

てあつた 馬の 群れ は、 生え 延びた 毛 をく しゃ/ \ に亂 して、 瘦せ 細って、 馬子の 乘 つた 先頭 馬の 尻からの ろ/ \ 

と 喰つ 付 ハて歸 つて 来る。 長く ばかりして ゐた牛 共 は 眩し さう に 眼 を 細めながら 牛舍 から 連れ出される。 牛 

糞に 汚れ 切った その 姿に も 冬の 蟄居の 長さと 辛 さが 裏書き されて ゐる。 

それからお^; の 花が 唤き、 郭公が 訪れ、 木の芽が 木の 種類に よって 花よりも 美しい 鮮明な 色に 染まり、 雲雀が 

讅ひ 出し、 あらん 限りの 春の 花が 一 時に 銃ひ唤 くまでに は 一 箇月 を 要しない だら う。 

自然の 表情 は 或る時に は 實際人 以上 だ。 少く とも それ は 人の やうに は 偽り をし ない、 人よりも 忍 翻 深く 人よ 

りも^ じ 易い。 

^よ 二人の 小說 家と して、 自然より もより 多く 人の 姿を昆 つめて ゐる。 けれども 私 は屢ぷ 自然に 人 以上の 親し 

みを感 する。 默 つて 自然の 追憶に 耽って ゐ ると、 何時か 深い 喜びと 純な pathos の 中に 浸って ゐる 自分 を 見出だ 

す。 何物 も 何事 も 本當は 人間 程に 生きて ゐ るの だ。 

春になる と 私 は 北海道の 春 を 思 ふ。 

(1 九 一 九 年 四月、 「新 小說」 所載) 


往來雜 

何が 一人の 人に 取って 最大の 幸 幅で あらう。 私 は 始終 それ を-念頭 において ゐた。 或る時 ミレ ー の傳を 調べて 貝 

たら、 その 一 一一 一口 葉の 中に、 曲りくねった 樹が 美しい とか、 眞 直な 樹が 美しい とかい ふの は 間違って ゐる。 眞 直な 樹 

は、 その 樹が 立つべき 所に ある 時に 美しい。 曲りくねった 樹は、 その 樹が 立つべき 所に ある 時に 美しい。 而 して 

さう でない 場合に 醜い の だとい ふやうな ことが 書いて あった。 ホ ヰット マン の 詩 を 讀んで 見る と， 

「俺 は 或る ものが 偉大で、 或る ものが 矮小 だと は 云 はない。 

その 時と 處とを 得た もの は 凡て 等しい」 …… (自己の 歌〕 

ま 

私の いさ、 かな 經驗も 亦 同じ こと を 私に 敎 へる。 私が 自分の 仕事 を 昆附け 出して、 自分 を そこに 箝め こもまで 

は、 私 は 決して 幸福で はあり 得なかった。 

どんな 安定な 生活 も、 どんな 幸福な 家庭 も、 どんな 親しい 交遊 も、 それ は 畢竟 外部 的に 私に 附着した もの だと 

いふ 感じ を 取り去って はくれ なかった。 それ は、 他人から 見たら 憫れ むべき 誤謬で あるか も 知れない が、 私が 自 

分で 考 へて、 これ こそ 私の 自分の 仕事 だと 云 ひ 得る もの を 見出だした 時に、 初めて 幸福の 意 を 知った。 その 時自 

分の 所お 物であって ならない もの は、 遠慮なく 私から 離れて しまった。 ^も 惜し 氣も なく 捨て \ しまった。 その 

後まで 殘 つて ゐる もの は、 それまで は 外部からの 附着 物の やうに 見えて ゐ たもので も、 その 瞬間に、 私の 內部か 

ら 生み出された 本然の 所有物に なった。 それ は 私自身に 外なら なかった。 大きな 荷物 を 背負って は、 天國の 門に 

:3 人れ ぬと いふの は 本 當だ。 凡て 持てる 限り を 自己の 中に 攝 取して、 外部 的な 附着 物 を 持たない 人の みが、 誠の 

往來雜 記  HI 九 
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幸福の 門 を 潜る ことが 出來 るの だら う。 

仕 喜 は その 人 を 勤勉に する。 これ は 小さな ことで はない。 仕事に 勤勉 なれと いふ 倫理 はう そだ。 仕事 を 見出だ 

せとい ふべき だ。 仕事 を兑出 だした 以上 は、 勤勉で あるより 外に 仕方がない。 仕事と 勤勉と は 別事で ない。 

仕事 は その 人 を 謙遜に する。 本當の 謙遜 は 自分の 仕事に 誇り を 持つ 人の みから 生れる。 それ だから 謙遴は 美德 

なの だ。 钍 事 を 持たぬ 人の 謙遜 は 謙遜で はない。 それ は 卑屈 か虚禮 だ、 sham だ 。シ H レ ー は 自分の 爲 すべ きこと 

を 見出だした 時の 最後の 言葉と して、 

"  I  then  controlled 

Mv  tears,  my  heart  ?w  calm,  and  I  was 

seek  and  t>01d" 

と 云った。 仕事 を 見出した 者の 氣持を 彼 は 存分に 言 ひ 現 はして ゐ ると 私 は 思 ふ。 自分の 領分に 於て 大膽 であり 

得る もの-みが、 同時に 正しい 謙遜 を 以て 身 を 持す る。 

自分の 性咯 から 仕事 は 生れる。 だから 本當 をい ふと、 仕事 は 見出される もので はない、 生れる もの だ。 

»  はじ 

凡て の 人が 銘々 獨自の 仕事 を 生み出す ことの 出来る 社會， さう いふ ものが 成り立つ 時 人類の 黄金時代 は ffi め 

て 成就す る。 而 して 凡ての 人 は、 木が ある やうに、 又 草が ある やうに、 本當は 自分 銘々 が 立つべき 唯一 の 地點を 

この 地球の 上に 持ち 得べ く 生れて ゐ るの だ。 

〇 

ホヰッ トマ ンを 引き合 ひに 出した 序でに 云 ふ" この 詩人 は 日本に 於け る この頃の 流行の やう だ。 私の やうな も 

のが、 その 講演 を 同志 社で 試みて ゐる. ことおけ を 云っても、 その 證據 に^る かも 知れな 5。 ホ ヰット マンの 一 愛 


なる A ま.、 かう いふ 傾向 を 呪 ふべき 所以 を 知らない。 然し 詩人 自身 は 私の やうな ものに 對 して、 隨分乎 痛い 

皮肉 を 浴せ かけて ゐる。 それ はかう だ。 

「然し これらの 染を^ は 危險を 冒す ことなしに 舉 ぶこと は 出来ぬ、 

何ん となれば これらの 集と 私と を 君 は 理解し 得ない だら うから。 

お 等 は先づ 君から 避け 逃げる だら う、 而 して その後に も 亦 1 私 はたし かに 君から 避け 逃げる だら う、 

^が M 逮 なく 私 を 引つ 捕へ たと 思 ふに 相逮 ない その 時で も、 見よ！ 

S; は旣 におから 逃げて しまった 私 を 見出す だら う。」 

〇 

今年 まじめて 京都の 晚春を 見た。 私の 一番 美しく 思った もの は、 柿の 若葉だった。 少し 黄 味 を 持った， 玉の や 

うに 光る、 軟 かい 葉の 一枚々々 も 美しい が、 それが 裏 枝から 梢の 方に 積み重なって、 一と 色に 唯靑ぃ 他の 樹林 を 

^^に 立つ 姿 は、 又な く 美しい。 それ は 存分に 柿 紅葉の 晚 秋の 頃の 美し さを壓 倒す る。 北海道で 見る 落葉松の 若 

芽と その美 を 競 ひ 得る もの は 柿 若葉と 私が 名 づけた ところの もの だ。 

si. 又 洛外で、 强 風の 時に、 椎の老 葉が 秋の 末 頃の 他の 樹の やうに 參差 として 散る の を 見た。 凡ての ものが 競 

ひ： C つて 行/、 寺に、 ばら， と 音を立て、 枝から 離れて 行く春の 落葉 を 見る の は、 見る 人に ぁぢ けない 淋し さ を 

感じさせる。 

〇 

私の 住む 旅館の 部屋の 前 を、 疏水の 流れが 流れて ゐる。 去年の 秋に 來た時 見た の だが、 その 水底に は 一面に 水 

茶が 茂って ゐた。 私 は 暇 ある 毎に 好んで それ を 眺め やった。 暗綠の 長い 葉 は、 女の 髮の 毛の やうで も、 虱に 吹きな 

往來雜 記  Ml 
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びいた 黑ぃ 雲の 群れの やうで も ある。 それが 水の 流れに ゆら，， （\ と 搖られ て、 蛇の やうな うねり かた をした。 或 

る 時 は それが 私に 女性と いふ もの、 生活 を 思 はせ た。 或る時 は 野に 立って 何處 かに さまよって 行かう とする sy! 目 

の 姿 を 思 はせ た。 或る時 は 運命 そのもの を 思 はせ た。 流れが 淀まぬ 時、 素直に それが 下流に 向って 流れる と、 そ 

あ ふ 

こに は 整った 古典的な 美が 現 はれた。 下から 湧き上って 來る やうな 水の 勢 ひに 煽られて、 藻の 一部が うざ，/, \ と 

裹葉を かへ して ゆるく 翻へ る 時 は、 白晝 でも 物凄い 鬼氣 が、 見る もの を 襲って 來た。 水 藻 は 幅が 可な り廣 く、 綠 

葉が ゆるく ち ぐ れ、 長さ は 確かに 四 五 尺に 及ぶ かと 思 はれた。 それが 水底 も 見せす 簇生して、 この 不思議な 舞踊 

を 私の 眼の 下に 踊る のだった。 

この 春 は それが すっかり 刈り取られて しまって ゐる。 而 して 水底に 沈んだ 筌罐 や、 あさりの 貝殼 や、 サ イダ ー 

類の 丸い 鐵栓 やが、 亂雜に 水の 大きな 量 を 通して 眺められる。 私 は 水 藻 を 凝視す る 機會を 失った の を 口惜しく 思 

つた。  * 

凝視して ゐ ると 物が 見えて 來る のか。 水 藻に 特別な 力が あって 容赦な く 私に 迫る のか。 

( 一 九 i 九 年 五月、 「大阪 朝日 新聞」 所載) 


若さ 友の 訴 へ に對 して 

ある 5( 友から かう 云 ふ 訴へを 聞いた、 その 人 は 自分の 進まう とする 道が 藝 術の 世界で あるの だけれ ども， 第 

一 自分が その 仕事に よって 生活す る 事が 出 f いし、 义 鬼して 斷 I を 抛って それ I 一の 仕事と 爲し 得る かの 

ほ" もない Q だった。 然し その 人 は 非常に 良心的 I ぺ方 からして、 自分の 志す 道 以外の 道 を 心なく も 追って 行 

く 事を^々 ふやう になった。 その 爲 めに は 斷然學 校 をゃ廢 めて、 自分の 實カ だけで 食って 行く 爲 めに 勞樓 

： 沈く の を i ふまい とした。 或る時 は 新聞配達 夫 ともなり、 或る時 は 某 商店の 事務員 ともなって 見た。 然し 結局 

その 人 は衷含 滿 f  f 事が 出来ないで、 職業に 從 事した かと 思 ふと、 S へられな くな つて それ を S てし ま 

つた。 而 して 世話して くれた 先輩 や 朋友に 對 して、 屡よ 面 伏せな 心 持 をし なければ ならなかった。 仔へば 餓 ゑて 

も， ー 分 は、 いに もない 仕事に 沒頭 する 事 はしまい。 これなら ばと 自分で 滿足 する だけの 仕事が 見つかる まで は 自 

トょ 人の 門に 食 を 乞 はう。 權利を 有する もの k 如く 平らかな 心で 食 を 乞 はう。 而 して そんな 擧 動を輕 蔑して 何物 

を も g へす に 罵 一 f 浴びせる やうな 人が あっても、 ぞ 心 f Q 人 を 憐れむ とも、 恨む やうな I しま レ 力う 

まで その 若い 友 は 思 ひ 詰めた の ださう だ。 

けれども 人間の 命の 戴し さは、 か \ る 不安定の 日々 を 送る 事 を その 友に 許さなかった。 その 人 は 復た恥 ，を 忍ん 

でい さくと も 一つの 職業に ありつか うとした。 その 結果 は 然し 前から 分って ゐる やうに 失望に 終る ばかり だつ 

た。 自分 は 矢張り 卑怯に も 生活の 保障 を 受けん が爲 めに、 自分の 內 部の 要求と は 何ん の交涉 もない 職業に よって 

今：：！々々 を 生きて 行かう として ゐる。 仕事 をす る爲 めに 生きなければ ならぬ 生活に あって、 到底 生きる 爲 めに 仕 

おき 友の 訴 へに 對 して  W 一一 一 
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事 をす る さもしい 心に 陷 つて ゐる。 さう 思 ふと そんな 境涯に 身 を 置く 事が 迚も 我慢の 出来ない 事に なって しま ふ 

のだった。 而 して その 若い 友 は 又もや 自分の 仕事 をす るの が 針の 筵の 上に ゐる やうに 思 はれ 出す のだった。 

これ を どうした らい、 だら う。 さう 若い 友 は 私に 訴 へた。 

實 生活に 於て その 友より 遙 かに 無經驗 である 私 は 勿論 權 城の ある 答へ やう をす る 事が 出來 なかった。 私 は それ 

を恥ぢ たけれ ども、 それが 事實 なの だから 仕方がない。 私 は 答へ る 事が 出來 ない と 云った。 然し かう 云った 私の 

心の 屮に はもう 一 つの 事が 潜んで ゐた。 その 友 は 今 一 生の 大事な 瀨戶 際に 立って ゐる。 そんな 大事 を 決する に は 

其の 人 {:!: 身で 決する 外に 逍 はない。 そんな 場合 他人の 意 兌 を 求める の は II gs- に .1 種の 參考 として 閒 かう とする 

だけで も II それ は 間違って ゐる。 他人の 意 兑を閒 いて その 大事 を 決定した 以上、 その 結 栗が 善かった とした 所 

で、 葸 かった とした 所で、 その 人 は 一段の 生長 はして ゐ ながら も、 他人の 肩車に 乘 つて 他人 を 見下して ゐる やう 

な 物 足らな さを感 する に ffl 逮な い。 さう 私 は 思った のだった。 で、 その 若い 友に 向って 私 は 何事 も 云 はない から 

斷然. IZ 分 一 人で考 へ拔 いたらい-だ らうと 勸め ておいた。 

然し 暫くして 私 は苒ぴ その 友から 同じ 訴へを 聞かされた。 私 は^ょり それに 對 して 答 ふべき 特別な 事 は 持って 

ゐ なかった。 唯 私の 平生 壞孢 して ゐる 常識的な 意 兌 を獨り 一一 一一 n の やうに その 若い 友に 披露した。 + 若い 友 は 恐らく そ 

れに 一顧 を だに 拂 はなかった らう。 さうな ければ ならぬ と 思 ふ。 然し 私 は 備忘の 爲 めに、 その 時 云った 事 を こ i 

に ま|3 き述 ねて 見る。 

人 は 仕事 をす る爲 めに 食 ふべき だ。 食ふ爲 めに 仕事 をすべき ではない。 これ は 誰に でも 直ぐに 受け入れら るべ 

き 言葉ら しく 聞こえる。 然し 1  一一 口 葉の ま- - では その 價値は 零 だ。 それ は^なる 美辭 だ。 そんな 事が 實 現され 得べき 

# 毋は今 我々 が 見渡した 所 地球の 佝處の 隅に も あり はしない。 尤も それに は 極く 少數の 例外 は あると いふ 事 だけ 


は 云 はれ ひる。 それ は 親讓り S 財^で 生活 をして ゐる 人々 の 身 ひ 上 だ， 

、リち 4^ きもの、^ の 上 だ コ) その 人逹は 食ふ爲 めに 生きる 事で も、 仕事す る爲 めに 生きる 事で も、 思 ふやうな 

來る。 親 i りの 財^ を 無 反省に 浪費して 生きて ゐる人 は 可な り澤山 ある。 仕事 をす る爲 めに その 財產 をず 

n  ノてゐ る 人 もないで はない。 實際 あれ だけの 仕事 をす るなら あの人に は 徒食 を させても 差 支へ ない と 私達が^ 

ふやうな 人 も i^i は ある。 然しよ く考 へて 見る と 他人から さう 思 はれて ゐる 人で も、 その 人 自身から 考 へて 見る 

と 後ろめ たい 事が 數 限り もな く あると 私に は 思 はれる。 どれ だけの 仕事 を すれば 自分 だけに 與 へられた やうな 特 

權を 平^で 一： 子樂 する^が 出來 るか —— これ だけの 事を考 へて 見た ばかりで、 その 人 は 深い 不安に 襲 はれない では 

ゐられ ない と 私 は 思 ふ。 殆んど 食 ふや 食 はすで 素晴らしい 仕事 を 成し遂げた 人々 は 私達の. 過去 や 周 圍に星 の やう 

に^いて ゐる。 それ を 思 ふと 衣食住の 安定 を 得て ゐる 人達 は、 餘 程圖拔 けた 仕事 をし ない 限り 安心して 自分の 境 

^を 顾 みる 事 は 決して 出來 ない 害， た。 だから 世間が 見て 相當な 仕事 をして ゐ ると 思って ゐる 人達で も、 その 人自 

身 つ 立場から 考へ ると、 仕事 をす る爲 めに 食って ゐる などと 恐れ多い 事の 云 へ る 義理で はない と 私 は S ふ。 

^ し 一 歩 を讓 つて 親讓 りの 財産で 心配な しに 食 ひながら、 それに 相當 する 仕事 を 仕出かした 人が 若干 憨 はあり 

としても、 さう 云 ふんの 人數を 世界中の 食ふ爲 めに 仕事 をして ゐる 人の 人數に 割り あて"" 見たら、 どれ 程の 少数 

になる だら う。 恐らく は それ は 云 ふに も 足らない ほどの 小さな 割合で あるに 逯 ひない 

•C から a 在仗界 に^んで ゐる 人の 大多數 は、 と 云 ふよりも 殆んど 凡て は、 善くと も 悪く とも 食ふ爲 めに 仕事 を 

して ゐ ると 云 はなければ ならない の だ。 それが 虛僞 のない 實際 なの だ。 これが 刻下の 人間に 否應 なしに 與 へられ 

た 運命な の だ、 事實 なの だ。 人間 は 仕事 をす る爲 めに 食 ふべき もので、 食 ふために 仕事 をすべき ではない と 云 ふ 

ク.， V- は、 名 曾に は 相 逮 なくと も、 未来に 黄金時代 でも 来た 時に 始めて 通 ffl する 名言に 過ぎない の だ。 現在に あつ 

若き 友の 訴 へに^ して  四 五 


有 島武郞 仝^ お 六卷  四 六 

て それ は 衝動と して は 存在し 得よう。 然し 事實 として は 存在して はゐ ない の だ。 然るに 人 は往々 立脚す るの を 忘 

れて しまって、 天 阈 の 夢 を 現世で 履行しょう とする。 それ は 私の 考 へで はい. ^事で はない。 

何故 我々 は 現實の 生活に、 今日の 事實 に、 もっと 强 固な 立場と 誇りと を 持た うと はしない のか、 世界の^, P ど 

だ き 

凡ての 人々 が實際 行って ゐる 生活に 自分 も 同じく 加 はる 事 を 何故 唾棄すべき 事と 思 はねば ならぬ のか。 その 生活 

に 這入り込み 浸り 切って こそ、 その 人 は 始めて この 地上に 自分の 脚 を 立てた と 云 ひ 得る ので はない か。 そこから 

退く 所に、 そこ を 避け 疎ん する 所に 殘る者 は 唯 空虚な 焦躁と 三文の 値打ち もない 不可 行の 理想ば かり ではない 

か。 そこに は 眞實の 意味で いふ 生活 はあり はしない の だ。 生活の 極く 幼稚な 様式 化が あるば かりだ。 食 ふために 

仕事 を するとい ふ 生活から 一歩 躍進 せんとす る 衝動 を 重ん する 事 はい &。 さう あらねば ならぬ。 何 次なら そ^は 

人^の 持つ 本能 だから。 而 して それの 出来る 人 は， その 實カを 確かに 握って ゐる人 は、 さう 云 ふ 生活から 自分 自 

身の 力で 躍り 出る がい X。 さう いふ 風に して 人間 は 一 歩々 々よりよ き 生活に 進轉 する 事が 出來る だら う。 

然し それだけの 實カを 握って ゐ ると しっかり 自覺し 得ない 問に、 人が 爲 すべき 所 は 唯 徒ら な 焦慮と 躊躇で あ， つ 

て はなるまい。 現實 の事實 である 萬 人 共通の 熔爐に 身を投 する 事の みが その 人 を 本當に 生きた ものにする。 縱が 

そこから 再び 拔け 出る 事が 出来ないで、 遂に 食ふ爲 めに 仕事 をして 一生 を 終へ ねばならぬ としても、 その 人の 生 

活は 現實と 厳密に 結び付けられ たと 云 ふだけ で 深い 意味と 充實と を 齎らす であらう。 自分の 爲 めに、 自分の 扶養 

して 行かねば ならぬ 人々 の爲 めに 眞 面目に 額から 汙を 流して 働く 人 を 見る と、 それ は 何時でも 私に 悲壯な 感激、 - 

* 正 純な 情念 を 湧き 立てさせる。 そこに 正しく、 生活が その ま&藝 術にまで 繰り上げられて ゐ るの を 感じさせる。 

私 は その 人に 向って 尊敬と 感謝と を 捧げた くなる。 

世に はさう s ふ 風に 現實の 生活に 驀地に 沒 頭して 行く 事の 出來 ない 程 過繁な 反省 や、 過敏な 神經 や、 過度な 上 


n=g まされて ゐる人 も ある やう だ。 々はや ま もす ると かう 云 ふ 人 管 優れた 官能の 所有者、 俗衆 を 超越した 非 

凡人と して、 愛撫し， 辯 護し、 尊敬 だに しょうと する の は 私に は 不思議に 思 はれる。 私 はさう いふ 人の あるの を 

否定し ない。 然し 同時に 尊敬 は出來 ない。 私 は その 種類の 人 を 悲しい 文明の 犧牲 者と 見る。 深い 同情 は 起る。 と 

共に その 人達 は騖 目の f ある 人間 I 活から の 除外 者 1 る f 担み 得ない。 我^ 病 sf い たはる や 

うに その 人達 をいた はらねば ならぬ。 けれども 現在の 生活の 力と なり 推進者と なり 得る 質の 人達で はない の を 明 

現！ の 前に ある 生活が 謹す る 人 はさう 5 種 S 人で はま。 それ は 現在 I 活 S らふ 事な く 這入り込 

んで それ を 突き 拔 けて 行く 人で なければ ならぬ。 突き 拔き 得な いまでも、 突き 拔け ようとす る 人で あらねば なら 

ぬ。 そこに 力と 誇りと を感 する 人で なければ ならぬ。 かう 云 ふ 人が 眞劍 になって 働いて くる 時に 生活 は 始めて 力 

が i る。 而 して そこから のみ 本 當の藝 術 は 生れ 出る だら う 。而 して そこから のみ 正しい 要求の 聲は叫 も 出される。 

食 はん はめに 仕事 をす る 生活から、 仕事 をす る爲 めに 食 ふ 生活への 一路が そこから 開けて 行 くだらう 

こ の 印 かしい^ 界 共通の 生活 態度に 足並み を そろ へ て 行き 得ない 私 は 一 種の 淋し さ を 感じない では ゐられ え 

い。 私 は 極く 少數の 除外例 を爲す 人々 の 中に 伍して、 大多数の 生活から は 懸け離れた 生活に あらねば ならぬ もの 

の 一 人 だと 云 ふ 事 を 私 はこの 頃 殊に 痛感す る。 

然し 私 も か k る 生活 を 悔いまい。 その 生活 を與 へられ &ば その 生活 を與 へらる \ で、 又 自分 を 導いて 行くべき 

什ィ 方が あらねば ならぬ 害 だ。 心 一 つ だ。 徐々 にで は あると しても、 私 はやが て 私自身の 滿足 する やうな 道に 私 を 

述れて 行く 積り だ。 だから 私は敢 へて 以上の 事 を 云 ふ。 實 生活の 苦しみ も 嘗め 試みす に 生 意 氣な事 を 云 ふと その 

若い 友 は 思 ふか も 知れない。 それに も 係 はらす 私 は 自分 を 偽らない 或る 自信 を 以て 以上の 事 を 云 ふ。 

おき 友の 訴へ に^して  四 七 
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さう 私に 訴 へて 來た 其の 若い 友に 答へ た。 其の 人 は 私の 言葉 を どう 取った か 知らない。 又 私の 言 紫に よって そ 

の 人の それからの 生活が どう 變っ たか 知らない。 

(1 九】 九 年 七月、 「新潮」 所載〕 
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聖フ ラ ン ン ス 「完全の 饞」 の 序文 

II 久保正 夫 氏譯著 ！ . 

久保正 夫 兄 

こ の 一 文 は 始めからお 斷り 申した やうに 序文で も 題言で もありません。 第 一 あなた は 私の やうな もの X 書く 序 

文な ど を 必要と なさる 方で はない し、 又 あなたが 十分の 蘊蓄 を 傾けて ぉ譯 しにな つたこの 書物 は、 世に も 尊い 文 

獻のー つであって、 私が 題言な ど を 夢にも 思 ひ 立つべき もので はない と 思 ひます。 

唯 あなたが 强 ひて 勸 めて 下さる ま-に、 何ん にも 知らない 私が 單に 聖フラ ン シス の 貧しい 尊敬 者の 一 人と して 

忍った ま、 を 云 はせ ていた ビく 事に したまで^ す。 

地^と いふ 一種の 生物 I それ は^-に、 筌 氣と 水分と 土塊との 機械的な 集合 物と 兒 るに は、 餘 りに 生きて ゐま 

す. 1 の ^ 來っ た歷史 の 上に は、 不思議に 正しい 脈が 搏 つて ゐる やうに 思へ ます。 我阈 で法然 上人と いふ 稀 有な 

お：^^ へ ^ はぶて、 佛敎 を^^と^ 密と 高踏的な お^とから 解放し、 人^の 生活と 冗し い 園 係に 持ち 來 しつ "あつ 

た 時、 ^太 利に 聖 フランシスが 現 はれた の を、 偶然の 喑 合との みは 云へ ない と 思 ひます。 去年の 秋 京都に 滯 在し 

てゐ る^に、 私 は 一 曰比钗 山に 參詣 しました。 八瀨の 方から 山に か-つた 時には、 短い 日が 傾き かけて ゐ ました。 

お フランシス 「完 个； の鎩」 5 序文  四 九 


仃ね 武郞 仝^ 第 六お  .  五 0 

而 して 黑 谷の 靑龍院 にか \ つた 時には、 あたり はもう 模糊と した 暮 靄に 包まれて ゐ ました。 行 乎 を^いで ゐた私 

ごん ギ やう 

は渴き 切って ゐ たので、 一杯の 水の 布施に 與 からう として 寺 門 を 潜り ましたが、 その 時 寺 内で 夕方の 勤行 を 報す 

る 鐘が 唯一 聲問 こえて 來 ました。 森閑とした 寂寞 裡に 響き渡る その 鐘 は 寂寞 そのものでした。 本堂に 近づく と 低 

く經. K を讀 誦する 聲 だけが 幽かに 漏れて 來 ました。 ^裡に 廻って 案 內を請 ひました が 取次いで くれる 人 は 更に あ 

くりや  かげ ひ  みづ がめ 

りません。 私 は 少し 亂 暴と は 思 ひながら 斷り もな しに 庖厨に 赴いて、 筧 から 惜しけ もな く 水畿の 中に 流れ 落ちる 

山水 を 乎 杓に 汲んで した、 か飮み 乾しました。 淸ぃ 冷たい 甘い 味でした。 そこ を 出て 庭に 立つ と 雨 もよ ひの 空の 

中に、 秋 さび 切った あたりの 景色 は 私 一人の もの \ゃ うに 眺められ ました- 法然 上人が 勸化を 思 ひ 立 たれる 前、 

この 淋しい 寺の 屮で 二十 餘ハ 牛の ii、 沙漠の 中の 行お の やうに 行 ひす まされた 事 を 思って 兑 ました。 それ は 誰 をで 

も淚ぐ ませる に 十分です。 然し この 死の やうな 沈默の 中から あの 光明 遍滿 の淨 土の 敎へは 生れた のでせ うか。 

私が 歐洲 にあわた ビ しい 半年 程の 旅行 をした 時、 是非とも 遇 ひたいと 思った 人はク 口 ボト キン、 是非とも 訪れ 

たいと 思った 土地 は アツ シ シ でした。 舉 校に ゐる 時に 私 は 内 村 先生に 勸 めら れて、 サパ ティ H  I の フ ラ ン シ ス聖 

^傅 を 讀んで 以來、 私 はこの 聖者に 對 して 心からの 尊敬 を 持つ やうに なりました。 殊に 聖者の 先驅 者と も 云 ふべ 

きヂ アツ キノ デ .ィ. フィォ ー レ が、 人生 を 三 期に 分って 豫 言した 言葉 は 深く 私の 心に 徹しました。 

「人生 は 三 期に 分つ 事が 出来る。 第一 期 は 犬 父の 支配の 下に ある 時で、 人 は嚴： 止なる 律法の 中に 生活す る。 第二 

期は祌 子の 支配の 下に ある 時で、 人 は 恩惠の 中に 生活す る。 第三 期に は 聖靈が 人 を 支配し、 人 は 愛の 豐滿 の 中に 

生活す る だら う。 第一 は 奴隸的 服從の 時期で ある。 第二 は 孝道 的 服從の 時期で ある。 第三 は 自由 到來の 時期で あ 

る。 人 は先づ 畏懼に 生き， 尋で 信仰に 生き， 最後に 愛に 燃えて 生きる だら う。 人 は 先 づ^々 の 輝き を^み、 ^ で 

曙の 白む を 見、 最後に 白日の 榮 光に 浴す る だら う。 笫ー の 時期 は 薊を產 し、 笫 二の 時期 は 薔薇 を 生じ、 第三 は 百 


八：： 花の 時朋 となる だら う。」 

こ の ひ：：^ は い か にも 甘 々しい 女性的な 調子 を 持 つて 響きます。 然し その 內容 の 深みに は 嚴肅た 革命的な 力が 

めら れてゐ ます。 進歩した と稱 せられる 今の 某 督敎も 恐らく はこの 言葉 を 反敎 的と 兌る かも 知れない と S ひま 

す。 それ を笫 十二 世紀に、 人々 が 基^: 再 來の惡 夢に 襲 はれて、 今日々々 を 殺 後の 審判て ふ馏 るべき 事變の 到來に 

おびえながら 過ごして ゐた 時に、 鳥が 春の 来たの を 知って 歌 ひ 出した やうに この 一一 一一 门 葉 を公ズ した ヂ アツ キノの 飾 

ら なぃ尜 ^な 態度 を 私は凉 しいと 思 はないで は ゐられ ません。 か- -る 新鮮な、 大膽 な、 人^的な 精神の 勃興した 

時代 を 逸：： 十く 照 感じて その 行^と なった 聖 7 ラン シ ス の 生涯が 私達の 時代にまで 力と なつ て^き 犸る譯 がすぐ 丁 

解され る^: です。 

フランシス は何處 まで も Priest として ビ はなく  Ivlonk として、 羅馬 法王 廳の 敎隨 に： P る審 なくして、 ^なる 

- iw".:- 小敎 的，：：：. 體の 一員と して、 神の 權威を 衣した 指導者として^ はなく、 人を樂 しませる 爲め に祌か ら迗 

られ たた 逍^ 人と して 一 生 を 過ごさう として ゐた事 は^ 分に 窺 はれます が， 羅馬敎 の 勢力が 何ん と 云っても 牢乎 

として 拔き 難い 時代であった もの だから、 思 ひも 寄らぬ 狨々 の 事情に 逼られ て、 段々： 止統 派の 形式に 引き入れら 

れて しま ひました。 舊き皮 袋に 新ら しき 酒 を 盛った やうな 結^に 陷 りました。 時代の 先覺 者が 味 はねば なられ 苦 

い 味をフ ラ ン シス もした \か嘗 めさせられました。 サバ テ イエ I も 云って ゐる やうに、 フランシス の吨 年に 悲釗 

かさぶ た 

的な^ を閉ぢ ました。 新しい 精神の 周 圍に舊 い 皮痂の 出來て 行く の を 悲しみながら、 聖者 は 終. おの 息をつい たの 

で ー た。 ^て は M じ， が甚督 の 上に も 起った と 思 ひます。 乂 同じ^が ソクラテスの 上に も 起った と^ひます。 ：大 

ネ の^の 力 は^りに 早 過ぎる。 後繼 おが その 姿 を 見失 はない 爲 めに は、 その 翼の 羽モ を^ 分引きち. ぎる 外に &は 

ありません。 

^フ ラ ン シ ス 「{: 一ん 仝の 锭」 の^ 文  五 1 


有岛武 郞仝笫 ぉ六卷  S 二 

然し 舊き皮 袋 は、 盛られた 新酒が 十 ：！  くなら ない 巾に 破れて しま ひました。 私 等は渴 仰し 隨 喜して この 舊き皮 袋 

から 混々 と 漏れ 出す 酒の 香に 醉ふ 事が 出來 ると 思 ひます。 聖者が 逝いて から 七 百年 は經 ちました。 七 百年の 間に 

は 大抵の もの は 塵に なって しま ひます。 然し 聖者の 心 は 滅びません。 輝いて ゐ ます。 彼の 生涯から、 その 生活の 

形式、 その 信仰の 外装、 その 哲學の 面紗を 裂き 取って 見る と、 聖^: は 七 百年の 後に して 尙ほ 新しき 现 代人です。 

深く 築いた 人の 力の 畏ろ しさ を まざ， （-と 感じさせられます。 縱令 どれ 程 主義に 相 遠が あらう と、 どれ 程 性格に 

距離が あらう と、 フラン シ ス 聖者の 如き は 凡て の 人の 尊敬と 愛慕と を受 くべき 人です。 

「完全の 鏡」 とい ふ 書物 を 私 はま だ 讀んだ 事が ありません。 それが ラテン語から あなたの 手に よって 譯 された と 

いふ 事 を 私 は 深く 感謝し ます。 飜譯 が單に 思想の 紹介の 爲め ばかりに なされる の も惡く はありますまい。 原文と 

譯 文と に 文 體ゃ心 持な どに 何等の 共通 點が 見出だされないでも 許さるべき 事 かも 知れません。 然し この種の 書物 

がさう いふ 待遇 を 受ける 事 は 私に は 忍び難い 事に 思 はれます。 あなたの やうな 篤舉な 良心的な 聖者の 尊敬 者に よ 

つて、 この 事業が 成就され た 事 を 私は讀 者の 一人と して 心から 嬉しく 思 ひます。 ラテン語 も 伊太利 語も讀 めない 

私 は あなたに よって 新しい 心の 牧穫を 贏ち 得ます。 

一 九 一 九 年 三月 九日 


「野性の 呼聲」 めと がき 

この ャ： リ物は 私が 札幌で 英語の 敎員 をして ゐた 頃不圖 思ひ附 いて 教科書に 使用した ものだった。 元 來私は 英語 は 

敎 へて ゐ たけれ ども 何等 語學の 素養が あるので はなし， さう かと 云って 英文 舉に 就いても 嘗て 組織的な 研究 をし 

た覺ぇ はなし、 外國 から 日本に 歸 つて 来ても、 使 ひ 所がない から、 英語の 意味 位が 曲り なりに も 取れる ので その 

方の 敎師 でも させて やらう と 母校の 先輩が 世話 をして 敎師 にして くれたの だから、 愈 i 教師になる と まごついて 

ばかり ゐた。 それまで 讀んで ゐた書 物と 云っても 物好きに 任せて 自分が 面白い と 思 ふ もの だけ を 選り好み をして 

亂譯 したの だから * 英文 學に對 して 系統の 立った 智識と 云って は 皆無だった。 で 敎科書 一 つ 選む と 云 ふ 事に なつ 

て も その 選 探に は 立派な 擧 者の 思 ひも 寄らぬ やうな 下らない 心配 をし なければ ならなかった。 長過ぎて は 一 年 11 

に^^がし 切れない。 短 か 過ぎて は 時 問が 餘 つてし まふ。 面白 過ぎて は舉 生が 話の 方に 氣を 取られて、 肝腎な 語 

g- の 方 をお ろ そかに する。 つまらな 過ぎて は 英語 そのものに 愛想 をつ かす。 やさし 過ぎて は舉 生が 敎師を 馬鹿に 

する。 むづ かし 過ぎて は敎師 自身が まごつい てし まふ。 その 邊に 過不及の ない 敎科窨 を 尋ね 出さう とする の は、 

無^. な る 私に 取 つ て は 容易なら ざる 苦心 だ つ た。 私が 退職す る 時舉生 達が 送別 會を開 い て くれた の はい-がその 

席上で 『^郎^; は Broken な. リ』 と 翼 正面から 思 ひ 切った 迗 別の 辭を 投げつ けられて 閉口す るより 仕方がな かつ 

た。 こんな 下手 森な、 無舉な 、 ぃ& 加減な 英語の 敎 員であった けれども、 この 書物 を敎科 書に 用ゐた 一年 だけ は 

有^ 武郎 t; (優等 ブ 口 ー クン) も 大いに 沽券 を 上げた やうだった。 學生は 私の 時間 を 待ち遠し がった。 講義が 濟 

むと、 極^の 緊^が ゆるんだ 時に 發 せらる-溜息が そこらから 聞こえた。 教科書の 題名から 思ひ附 いた ワイルド 
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ほどこ 

會と いふ ものが 寄宿生の 中に 出來 あがった。 私 はかう して 大分 而 R を 施す 事が 出来た。 然し これ は 私が 面目 を 施 

しとと い "よりも ジャック. 口 ン ドン^が 面目 を 施して ゐ るの だ" 私 は 人の 樺で 勝 相撲 を 取って 喜んで ゐた譯 なの 

くら ゐ 

だ。 私の 功績と いふ もの を强 ひて 舉げ るなら この 害 物 を敎科 書に 採 川した とい ふ點 位な ものだった。^ 力 何も 力 も 

,! 山す れズ： ^は 口 ン ドン 氏の 著書 を I 服して、 その 屮 から 敎科書 としての 條件を 具備して ゐ るが 故に この， 書物 を 

，ん だ^で はなく，  ロンドン 氏の 著書 を 乎に したの はこの 書物が 最初で、 今までの 所では 又 最終な の だ。 ふと^ 

小：： 文 か： n かで：^ が附 いて 私 はこの 書物 を 米 國 から 取 寄せて 讀ん で^た。 而 して 是れ はい k 物 だと 思 ふとす ぐ敎科 

^こ % めて しまった 譯なの だ。 だから ロンドン 氏が どんな 偉い 文舉 者な のか、 どんな 偉くない 文舉 者な のか、 ち 

つと も — と 云って は 少し 僞愚的 かも 知れない が、 大方 は 知らなかった。 今度 この 書物に 添 へられる 堺 君の 害い 

た 小傳 を讀ん で 始めて 知つ た 位な も の だ。 

然し 兎に角 この 書物が 舉 生に 與 へた 印象の 甚大だった 事 は ゆ はれない。 後年 私が 敎員を やめて 東京に 住ま ふや 

うにな つてから、 一日 偶然 市岡猛 君と 街頭で 出 喰 はした 時、 市 岡 君 は 二三 日 内に 私 を 訪ねる と 云って ゐ たが、 rak 

してやって 來て、 あの 書物 を讀ん でから 自分の 人生 觀 がー 變 した 事 を感 する ので、 忙 がしい Si から 全部 を譯了  L 

てし まった。 その 中淸 害して 送る から 見て 兌ろ との 事だった。 果して 大部な 原稿が 私の 乎 許に 屆 いて 来た。 而し 

て 一 人の 農舉士 をして これ だけの 見當遠 ひの 勞を 惜しまぬ まで 熱し させた 口 ン ドン 氏の 力に 感心し な 力ら 禾に 

一通り 眼 を 通し だ。 私 は 又 市 岡 氏の 執 I 意に 感じて 何ん とかして 是れを 市場に 出したい ものと も 思った。 二三の 害 

店に 相談して 見た けれども 何しろ 文壇に は 無名の 市 岡 君の 事 だから 引受けよう とする 人はなかった。 で、 その 原 

稿 は その ま-になって 私の 手許に 塊 まって ゐた。 その 中 「中外」 で堺 君が その 譯を發 表される やうに なった。 私 

は それが 完^され ぬ 中に 早く 市 岡 君の 方 を 纏めたい と 少し やきもきして 見た けれども、 その やきもき のし 力た 力 


トノ しさ つ た：^ か^ 々 おくれて しま つ た。 尤も 市 岡 君の 譯 はま づ い (農 舉士 でまづ い と 云 はれた つ て 不 名- #で はな 

いと^ ふ) それに は 大分 私の 責任 も ある。 私の 怪しい 譯の つけ 方が 粜を なして ゐ たに 逮 ひない。 それ を 訂正す る 

の は、 これ も.：：： 狀 すると 私に は 面倒臭かった。 

その.！ 1 'こ界 t; の i 譯が 出來 上って しまった。 而 して 邂逅の 機 會に市 岡^の 話が 出る と、 堺^ が 是非 自分の もの 

と t--: 又したい と 云 はれる のでお 貸ししたら、 君の 序文に も ある やうに 多少 參考 になった との 事で ある。 市！： 君の 

$ に對 しし^^ を 分たねば ならぬ 私 は それで 大いに 滿足を 感じた。 而 して 市 岡^の 熱心 を 記念す る爲 めに^^の 

i:， 物の 何處 かに 市 岡 君の 事 を 明記す る やう 御 願 ひしたら 快諾して 下さった。 市 岡 君、 君 も それで 滿 足して くれる 

だら う。 おのより 解り 易い 而 して 乎 馴れた 堺 君の 譯が 出る 以上 は、 この 書物の 內容を 一 般の讀 .S 人と 享樂 したい 

お のぶ は^ 成される 事になる の だから。 

ゆれ は 私に 長い 文 を 書いて 添へ ろと 云って 下さる。 堺君は 無道 德的 唯物主義 者 を 以て 自ら 任じて 居られる の 

で、 私が 近- 以上に 文壇の 流行 兒 (！ ) になって ゐ るのに 昆 込み を附 けて、 少しで も それ を 利用して 本 を澤山 

ぶ：：； り 出さう とい ふ魂膽 なの だ。 所が 私 は 「愛」 敎の 盲信 者で 同時に 人道主義者 なの ださう だから、 立 どころ に數 

お ：.-- を 迚 ねて 之れ に應 すると 思 ひの 外、 原稿 羝六 枚で 御免 を 蒙る 事に する。 人道主義者の 方が 唯物論お よりも 餘 

い。 狡い 積り ではない が、 知らない 事 はさす がの 人道主義者 にも 書け ない。 のみなら す ロンドン 氏の この 名 

お が堺パ の やに 譯 されて 赍れ なかったら、 流行 兒 の^で すらが どれ 程 提灯 を 持っても 無駄な のに 極って ゐる。 だ 

から 私 は 巿岡君 へ の 巾し 譯の爲 めに 堺君を 利用して これ だけの 事 を 書いて おく。 

( 】 九 一 九 年 三月 執筆〕 
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私が まだ 札 幌農舉 校の 舉生 であった 一 一十三の 年に、 夏期休暇の 全部 を 費やして 書き上げ たこの 書物が 警醒 社に 

よって 重版され るに 臨んで、 豫 てから 機會が あったら、 吿白 しなければ ならない と 思って ゐた事 を、 こ-に 明白 

に 筆に すべき 絶好の 機會を 得た。 これ は 私に 取って 一 面 悲しむべき 懺悔で あり、 一 面 喜ぶべき 宣言で ある。 

私が 基督教の 思想に 導かれた の は、 主 もに 共著者 森 本 君に よって ビ あると いふ 事 は、 先づ 私が 感謝の 衷情 を以 

て、 玆に明 一一 一一：： しなければ ならない 赛だ。 それ は 私に 種々 な 過去 を 想 ひ 起させる。 東京に 住み 糗 いて ゐ たら、 健^が 

保 たれない と醫師 から 宣吿 されて、 羸弱な 自分の 肉體を はかなみながら、 見渡した 地方の 擧 校の 中で、 殊に 私の 心 

を^き：^ けたの は 札 幌農舉 校だった。 幼稚な 時から 夢の やうな 憧憬 を 農業に 持って ゐ たの も 一 つの 原因で は ある 

が、 北海道と いふ 未開地の 新鮮な 自由な 感じと、 私の 少年 期の 傳奇 的な 夢想と 結びつき、 人前で 怯れ 勝ちだった 

私の 性情が、 境地の 靜寂を 希った のも與 つて 力が あった。 明治 二十 九 年の 二百十日 前後 を、 私 はわ ざと 横濱 から 

汽船で 小 樽に 向った。 暴風 を 喰って 船が 避難した 荻の 濱の 淋しい 景色、 後志 西海岸の 荒凉 たる 斷睚の 連り、 扳家 

极 (その上に は 多くの 石が 載せられて ゐた) ばかりが 立ち 速な つた 貧しげ な 小 樽 港の 眺め、 それら を 私の 若い 心 

は どれ 稃感； g 的な 興奮 を 以て 見やった か。 それ はま ざ /(\ と 今でも 私の 胸の 中に 一味の 哀愁 を 送り こむ。 

札幌に 着いた 時には 秋が 十分に 來てゐ た。 母と 同國で 幼い 時から 見知って ゐ たとい ふ因緣 から、 私 は その 當時 

札 幌農攀 校の 敎授 をして 居られた 新渡戶 博士の 家庭に 受け入れられた。 始めて 面會 した 時、 博士 は 一番 好きな 攀 


科 は 4 んだと 問 はれた。 私 は 正直に 文舉 と歷史 だと 答へ た。 「それで は 此の^ 校 は 見當逮 ひだ J といって、 高々 と 

や、 つた 博士に 對 して、 私 も はにかんだ 笑 ひ を il した。 それ も 忘れられない 記憶の 一 つ だ。 それでも 兎も角も 博士 

の盡 力に よって、 私は豫 科の 最上級に 編入され た。 そこの 空氣 は、 私が 今まで 舉習院 で惯れ 親しんで ゐ た空氣 と 

は 全く 途っ たもの だった。 士族の 子で あるが 故に、 華族が 威勢 を 振った 學習院 の筌氣 に 同化し 切らなかった 私 は、 

こ、 でも  一 の 隔て を 以て 迎 へられなければ ならなかった。 級友 等 はたった 一 人 這 入って 來た 新入生 を、 不思議 

な 動物で e も あるかの 如くに 取扱った〕 私 は 淋しく 思った。 而 して 格別の 友達と いふ 友達 も 作らす に、 何ん の特 

色 もない 一 人の 若者と して 日 を 送った。 

几^ は、 とい ふより、 札幌^ 學校 はとい つた 方が ぃ& かも 知れない。 それよりも 私の 居た 周圑 はと 云った 方が、 

なほ 適切な の だら うか。 とまれ 私 は 札 幌に來 てから、 始めて 宗教 的な 筌氣 中に 浸された やうな 氣 がした。 私の 家 

^にも， 母方の 祖母と いふ ものが ゐた。 

杖 もな く 自力 も 捨て X 老の坂 他力 まかせに のぼる 嬸 しさ 

さう 辭世 を殘 した その 祖母 は、 もとく 自力に かけて は、 ^も 及ばない 程の 女丈夫だった。 二十 四で 寡婦に な 

つた 彼女 は、 私の 母と その 弟と を、 明治維新の 際、 しかも 朝敵に ま はった 南部 藩內 の名狀 すべから ざる 混 亂の間 

に、 立^ こ.^: て 上げて 來た。 亂雜 極まる 當 時の 社 會 革命の 渦中に あって、 女の手 一 つに 二人の 子供 を 守り 育て X 

行く 爲 めに は、 强ぃ 心の 張りが 要求され たに 違 ひない。 その 頃から 祖母 は 自力 敎の 堅い 信者と なった。 御嶽 敎の 

行： ^を すら 凌ぐ 程の 精進と 體 達と を 成就して、 彼女が 凝念す ると、 御嶽 大權 現の 御 姿 は、 何時でも まざく と 念 

頭に 威容 を 現 はし、 今日々々 に 起る 蓮 不運、 幸 不幸が 豫覺 される 程だった。 祖母 はこの 神 祕なカ を 心の 賴み にし 

て * は々 に 苦しい 運命 を 開いて 行った。 その 中に その 娘 は 私の 父に 嫁す る やうに なり、 私の 叔父に なった その 肩 

「リビングストン 博」 の 序  ョ七 


有 鳥武郞 仝^お 六卷  五八 

子 は、 文選 職工から 段々 挺身して、 大藏 省の 役人に なった。 而 して 稅務 官吏と して、 大阪に 定住す る やうに なつ 

た。 私の 叔父と いふの は、 一種の 人物だった らしい。 鍛 はれた 才能と 親分 肌な^ 性的な 凉 しい 性情と を 持った、 

乇髮の 潤 澤な豐 頰な 美丈夫だった やうに 私の 印象に は殘 つて ゐる。 祖母 は大 阪にゐ て、 この 唯一 人の 男の子に 凡 

ての 愛と 希望と を 捧げて ゐた。 然るに この 私の 叔父 は、 先天的な 强 酒と 不 休の 活動と に災 ひされて， 十分 その 才 

まと 

幹 を 延ばし 切らない 中に 早 死して しまった。 叔父の 病中 も 祖母に 取っての 唯一 つの 信 賴の的 は 御嶽 様だった。 彼 

女 は 毎日 祌 社に 參詣 して、 念頭に まざく と 神 容を拜 して 安堵して ゐた。 それが ある 日 どうい ふ譯 かどれ 程 念願 

を 凝らしても、 神 容を拜 する 事が 出來 なかった。 而 して その 日に、 彼女の 命の綱の やうな 一人子 は 死んで しまつ 

た。 そこの 一大事が 因緣 となって、 祖母 は 一 つの 極から 他の 極へ と， 眼 も くらむ やうな 飛躍 をした。 自力で は 破 

り 切る 事の 出來 ない 障壁が ある。 さう 祖母 は 心眼 を 開いた の だら う。 それからの 彼女 は 一切の 自力 を 拾て、 親鸞 

上人の 柔和な 使徒と なった C 而 して その 頃、 私 等の 住んで ゐた 横濱の 家に 來て暮 す やうに なった。 私が 祖母に 對 

して 持つ 木 常の 記憶 は、 この 顷 から 始まって ゐる。 父の 癎瘕と 母の きかぬ 氣で、 油氣 もな くぎし/. \と きしみな 

がら 動いて ゐ たやうな 私の 家に は、 祖母に よって 一脈の 春風が 送られる やうに 思 はれた。 本當の 意味での 宗敎と 

いふ やうな もの も、 その 時から 始めて 家の 中の 签氣に 交って 來た。 その 頃よ く 訪れて 來た高 田 道 子と いふ 端麗な 

う はつ 

被 布 姿の 有 髮の傳 道 者の 面影 も、 私 は 忘れない。 その 人の 歸 つて 行く の を、 光が 遞れて 行く やうな 淋しい 心で 見 

送った 私の 記憶 も、 まだ 殘 つて ゐる。 かう して 祖母 は 全く 私の 家の 空 氣を 改造した。 

私が 北海道に 行く 時、 祖母 は懇々 と 私に 信仰の 必要 を說 いて くれた。 向う に 行ったら 何んでも い- - から、 宗敎 

をた よって 安心 を 得ろ と 云って くれた。 (而 して 餞別と して ニ圓 くれた。 私 は それで 日頃から 欲しい と 思って 居た 

水 彩 霰の 繪具を 買った。 少し 心 咎め を 感じながら、 それ を 祖母に 披露した 時の 彼女の 輕ぃ 失^の 顔 を.、 餘事 なが 


ら 私はヶ だに 眼の 前に 描く 事が 出来る d 私 は 兎に 化 その 敎訓を 忘れなかった。 而 して 札幌に 行って 力ら、 すぐ 或 

ろ に 修^に 行った。 そこの 和尙は 六十 を 過ぎた 位の 氣 さくな 人で、 時々 は 向 分で も 談話 をした が、 多く はお 

^た， を 出た ばかりの 修行^に、 私^ を 任せて ゐた。 その 頃、 私の 心の中に は、 本 常に 安心 を 得ようと する やう 

な？ r.; 劍な 要求が あった 譯 ではなく、  m は^、 祖母の 言葉 を 文字通りに 實 行に 移して 兑 たとい ふだけ に 過ぎな かつ 

たけ^ ども.. 規則^しく 寺に 通 ふ * にかけ て は、 人後に 落ちなかった。 今 川燒を 少し 買って、 懷 ろに 入れて 胸 を 

あた、 めたがら せに 行き、 S りの 夜道 は、 膚の 暖かさ 程に 冷えた その 菓子 を 喰 ひながら、 降りしきる 雪の 中を踎 

み 分けたり した o かう いふ 生活が 牛 ハゃ餘 り も 緩いた けれども、 因緣が 熟さなかった のか、 私の 鈍根が させた の 力 

え. 巾ゥ 力が 足りなかった のか. 私 はこ.. から 行けば とい ふ 道の 緒， 口 さへ 見出す 事が 出來 なかった。 ^が朧 ろげ な 

がら 要求して ゐる 所に、 敎師は 指の 先 も 觸れて はくれ なかった。 私 は そろ， f\ 失望し 始めて ゐた。 

その 時 だ、 森 木^が 突然 私の 生命の 中に 這 入って 來 たの は。 或る日 私 を 誘って ！ その 日 は 今でも 忘れない 

ボの そぼ 降る 陰欝な： n だった I 附虜 農場の 奥の 糙秣 小屋の 中で、 牧草の 中に 臥 ころびながら、 おが 告白し たれ 

こよれ • ま、 ^は 以前から 私に 眼 をつ けて ゐ たの ださう だ。 而 して 或る 機 食に ふと 私の した 事が 私 を 朋友と してお 

に 選ば しめたの ださう だ。 界は その 日 宗敎的 探究の， 道 伴れ になれ と、 私に 勸 めた。 その 熱意 は 私 を 動かした。 私 

は^、 いして それ を 承諾した。 而 して その 日から 私の 宗敎的 生活 は廻轉 した。  も 

ぷれ は、 ^京で も 或る 某 督敎、 5i の舉 校に 舉んだ 所から、 旣に 祌に對 する^ 仰を冇 ち、 ほ f を 受けて ゐなヵ 

ら その^ 恐ろしい 動搖に 苦しんで ゐ たの だ。 君の 吿白を 聞いた 後の 私に は、 ^が瘦 せ 切って 悒鬱 で、 -R 抗的 にな 

つて ゐる やが よく 判った。 私 は^から すると、 霄に 暢氣な ものだった。 何時でも 鈍い 歩み方し か 出來 ない 私 は 

おにお おれ をい らくさせる 稃暢氣 だった。 而 して 愛想 をつ かしながら も、 翌慣 的に 寺 通 ひ をつ ぐけ てゐ た。 森 
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本 S は 私の 心の 薪に 火 をと もす 事に どれ 程 骨 を 折った か 知れない。 旣 にもて あまして ゐた 苦しみの 上に、 どれ ほ 

ど强ぃ 苦しみ を 加へ たか 知れない。 君の 激しい 眞 率な 一一 一一 口 葉の 鞭撻 は、 幾度 も 私 を 怖れ させさへ した。 私 は 幾度 か、 

おから 逃げ去らう とすら 企てた。 その 頃 外界から 私達 を 結びつけ たもの は、 內村 先生の 獨立雜 誌と 新渡戶 博士の 

講話と、 力 ー ライルの サ ー タ 1*レ ザ， 'タスだった。 その 當 時の 森 本 君 は、 生きた 獨立雜 誌の やうだった 。級友 か 

らも 全く 孤立して、 沈默を 守って ゐた 君が 時た ま 演壇に でも 立つ と、 火の 様な 憤激と 侮蔑の 言葉が、 一般の 基督 

敎 信徒に 向って 愆ぎ 出された。 勿論、 その 時、 君 は 今まで 屬 して ゐ た敎會 を 捨て- 1 しまって ゐた。 

私達 二人 は、 人な き處を 選んで 生きた。 豐平川 だと か圓山 だと かいふ 所に だけ、 人々 は 私達 二人 を：^ 出した。 

森 本 君 は 精 极を盡 して 私 を、 君と 同じ 信仰に 引き入れようと あせった。 それに も拘 はらす、 私 は往々 俗世間 的 だ 

つた。 私 は 君が 何故 好んで 級友と さへ 言葉 も 交 はさない かと 怪しまねば ならぬ 程に、 未熟で 無邪氣 だった。 その 

當 時を囘 想す ると、 私 は 自分の 稚氣 を恥ぢ る。 

こんな 不徹底な 生活 を 綾け てゐる 中に も、 自然 は 徐ろに 私に 生長 を强 ひて ゐ たものと 兒 える。 それが 森 本 君 を 

大切な 機緣 として 靜 かに 私の 衷に 芽ぐみ 始めた。 かう して ゐて はならない とい ふ 私の 不安が、 段々 と 私に も 感ぜ 

られ 出した。 私 はもう 禪寺 にも 行か なくなった。 而 して コ ンコ ー ダンスな ど を 便りと しながら 熱心に 聖書に 眼 を 

さらす やうに なった。 基督の 地上 生活が、 朧 ろげ ながら 形 を 取って 私に 想像され る やうに なった。 森 本 君 は 罪と 

いふ 觀 念に 最も 苦しんで ゐた。 罪人と いふ 意識 は 君 を 寡 食に し 不眠に した。 死の 誘惑 は、 時折り 恐ろしく 君の 上 

に 臨んだ。 所が 私に は， どうしても それが 森 本 君の 感 する やうに は 感ぜられなかった。 私 は 寧ろ 基^の 愛、. ：3 の 方 

にの み 心が 牽かボ た。 それ は 私の 心が、 森 本 君の 心より 淸淨 であった からで はない。 森 本 君 は 私が 義を 求める 力 

の 不足な 爲. めに、 この 大事 を 閑却す るの だと 云った。 罪の 銳ぃ 自覺 なしに は、 天 國の門 は 開かれぬ と 云った。 そ 


れ ま、 その 常時、 內村 先生が 極說 した 所であって、 森 本 君 は 又 熱烈な その 共鳴者であった。 私 は理に 於て、 森 本 

れリ いふ： 九 こ 一 々承服し ないで は ゐられ なかった にも か，^ はらす、 體驗に 於て は、 どうしても、 その 急所 を 探り 

あてる^ が出來 なかった。 而 して 唯一 11 に、 祌 との 接觸 のみ を 希って 一度 も その 經驗 をな し 得ない 事 を悲ん だ。 

然し 兎 まれ 二人の 生活 は、 段々 緊張して 行った。 級友 等 は、 私達 二人 を 一種の 變人 として. のけ者に する やう 

になった。 述動會 などに は 嘗て 出席した 事な く、 一 一人 は その 前後の 休暇 を 利 川して 定山溪 の 淋しい 溫. お 場な どに、 

ニコ： 泊の 旅行 をした。 

ある 時、 私 はっくん \n 分の 不徹底に 堪へ 切れな くな つた。 此の世の 生存が 全く 無意義に 感ぜられ 出した。 而 

して. n 殺 を 企てた。 私が 本當に 死なう と 決心した の は、 私の 生活の 前後に この 時 だけだった と 云って い"。 私 は 

,ZI 滅を 計る もの k 經驗 すると 思 はれる 凡ての もの を經驗 した。 偶然な 機會 から、 然し それ は 森 本 君に^ 付け出さ 

れた。 二人 は gl. 校の 事 なぞ は 全く 打ち捨て、 しまった。 二月と いふ 寒い 盛りに、 七 里の 山 坂 を 越えて 定山 溪の溫 

^に 行った C 大雪の 中に 埋め こまれた やうな 人氣 のない 溫泉 場の 汚い 部屋で、 獨立雜 誌 を 俎に 葱 や 馬 鈴薯を 切り 

などして、 ；A!= 程 佗びし い 自炊 生活 をした。 その 時 私 は 始めて 宗敎的 有頂天と も 云 ふべき ものに 捕 へられた。 そ 

のお ffiH< が 呼び 起す 恐る ベ く 緊迫 した 性慾の 發作も 亦。 

それまで^!！々 々 に 過ごして ゐた私 は、 こ の 時 始めて 祌に身 を 任せて 生きようと いふ 決心 をす るに 至った i 

路、 ^雪の 上に 小 i3 の 遊び 戯れて ゐ るの を 見て、 今まで 知らなかった 不思議な 感激の 淚を 流した の も その 時 だ。 

^は 札幌 に^る や、 すぐ 兩親 にあて、 私の 決心 を 告白した 手紙 を 書いた。 森 本 君 も 添書 を 書いて くれた。 所が 豫 

朋 した 通りの 返事が、 兩 親から 私に 向けて 發 せられた。 父 は 私の 若年の 輕 率と 未熟な 決心と を裒 めて、 私の やう 

な^^が、 八， にして 一生の 大事 を 決めるな どと は、 生 意 氣も甚 しいと 云 ひ 送って 來た。 母 は 母で、 基督に 對 する 
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その^の 僻見 を 其の ま」、 in 分の 家から 亂臣 賊子で も 出した やうに 悲しみ 憤って 來た。 必す 信仰 を飜 へせ、 森 本 

た  もろとも 

おと 斷て。 さう 兩親は 諸共に 私に 迫った。 然し 私 は その どっち. の耍 求に も從 はなかった。 祖母 は 私の 噂 を 問いて 

唯 溜 息をつい たさう だ。 而 して 私に は、 簡單に 身 體を 大事に しろと いふ 短い 手紙 を くれた。 

この {-=;.:::: によって、 私 は 私自身^ J 嚴 重に 縛り上げ たやうな ものだった。 私 は淸敎 徒の やうな 淸ぃ 生活 をし、 聖 

かて^ C4„i  >  • .... 

書 を 食と し、 祈 禱を糙 とした。 割合に 物慾の 淡白な 私 は、 それに 苦しめられる 事 もな く、 際立った 性癖の ない 私 

は、 他人の 指彈を 受ける 事が 少く、 從 つて 他人 を 憤る やうな 事はなかった けれども、 怠惰と 性慾と は已む 時な く 

私の 刺と なって、 私が 外面 的に 淸ぃ 生活 を 營む程 私 を 苦しめ 始めた。 罪と いふ やうな 意識が、 始めて 切實に 私に 

も 感ぜられ 出した。 祖母 は その 年の^に 他界した。 屹度 私 を佛の 恩寵の 中に 攝取 すると 云って 死んだ。 私は舉 校 

を 休んで 上京して、 暫く 祖母 を 介抱した が、 その 時、 改宗 以来、 父母と も 顏を合 はせ た。 而 して 旦夕に 命の. 逼っ 

た 祖母 を 看護しながら、 私の 心 は 祖母に 附添ふ 看護婦に 牽 かれて ゐた。 緊迫した 心で、 淸淨な 心で ゐ なければ、 

力 ほ t 

誰に 對 して 面 向けの 出來 ない 害の 私で ありながら、 而 して 最愛の 人で も あり、 恩人で ある 祖母の 臨終 を、 服の 前 

に控 へた^ 肅な 場合に 立ちながら、 ある 夜中に、 その 看護婦が ふしだらな 寢衣 のま \ で、 私の 寢窒に 或る $を訴 

へに 來た 時には、 私 は 必要な 事 だけ を 云 ひ 聞かせて、 事な くその 女 を 階下に 送り返して おきながら、 心の 屮 では 

十分に その 女の人 を 辱 かしめ てゐ た。 若し 眞に誠 實な心 を 持った 人であった なら、 その 瞬間に その 人 は 家 を 出 

•  -  •  とが 

て 死ぬ か、 或は 賢い 人になる かして ゐ たらう。 然し 私に は、 それ 程の 誡實 はなかった の だ。 私 は 非常な 心 咎め 

を 感じながら、 顔 だけ は、 信者ら しい 顏 をして、 翌朝に はまた 病床に 侍して ゐた。 若しくは 私の 狂暴な 心が、 も 

つと 激しい もので あったら、 却って 好かった かも 知れない。 さう したら 私 は その 女の人 を 辱 かしめ てゐ たらう。 

而 して そこから 私 は 本當の 甦生 を經驗 して ゐた かも 知れなかった の だ。 私 は 弱 くもなり 切れす、 强 くもなり 切れ 


ない 木當 のお 者だった の だ。 

^パ- ^に： t つてからの g ま は、 すぐ 森 本^に 氣 付かれた。 私 は 何もかも 吿白 しなければ ならなかった。 森 本 

れ. に^- U に 等しい 口お で、 私の 心 構へ を 責めて くれた。 神の 義を 求める 者が 本 當の愛 を も 感じない 一人の 女づれ 

に、 それ^ 心 を 僞 めら れてゐ て は駄ほ だと 云って 聞かせて くれた。 私 は 心から 自分の 弱い 性 极を恥 かしく 忍った" 

而 して 行者の やうな 心 持で、 更に この 險 難の 一路 を經 登らう と 決心した。 

そっ^ 私逹 は禺然 の機會 から、 ブレイ キ ー のリビ ング スト ン傅を 手に入れて、 一 一人で それに 讀み 耽った。 かの 阿 

川の.^ 探險 家で あり、 博愛の 火が 燃え 止まない やうな 心 を 持った 雄々 しい 傳道 者なる 一 人の 英闽 人の 業績 は、 

どお^ 4 お 一の、 い を 鞭ち 勵 ました か 知れなかった。 私達 はこの 偉人の 生涯の 委曲 を 深く 究めよう として、 H 禅 館の 

W 々を^った。 沂が そこから リビ ングス トン や スタン レ ー に關 する 數々 の 大部な 書物が 現 はれ 出た。 札幌 S ゆ 校 

P  /1  やと ひ 

き は、 リビングストンが 阿弗利加で 活動して ゐた 頃だった から、 學 校で 敎鞭を ^つて ゐた外 園の 俽敎師 

おが、 盛んに さう した 害 物 を 取り寄せて 讀ん だものと 兌え る。 其の後、 誰から も 顧みられ すに それらの 書物 は 塵 

にせ もれて 書架に 列んで ゐた。 私達 は 寶石を 土中から 掘り起す やうに して、 それらの 書物 を 日光の 射す 所に 持ち 

n レて ほんだ。 而 して 一 つの 大望 を 企てる やうに なった。 それ は それ 等の 書物に よって リビングストンの 傳を U 

おに：： で^いて 見よう。 而 して それ を 私達の 札 幌留學 の 記念に して、 殘 して 行かう とい ふ 事だった。 その 夏の ゆ 年 

： など はい、 加減に してお いて、 二人 はこの 仕事に 沒 頭し 始めた。 私達の 若い 心 は、 この 樂 しい 佧$ の はめに、 

^んど 凡ての ぜを 忘れて しまった。 私 逹は义 この 仕事が、 嚴肅な ものである 事 も 忘れまい とした。 その S 私の^ 

では m 母 を 失った 手傷から、 少しで も 早く 癒える 爲 めに、 一家 を 擧げて 東北への 旅に 上って、 仙^まで やって 來 

た。 柬 北へ 旅程 を 向けた その 目論見の 中には、 私が 家の人々 と 一緒に なれる 機會を 作って やらう と 云 ふ 親切な 心 
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持 も、 含められて ゐ たのだった。 父から も 母から も、 仙臺 まで は 是非 上って 來 いと 云 ふ 誘引の 音信が 來た。 私の 

心 は 頻りに 動いた けれども、 私は强 ひて 自身 を 縛り付ける やうに して、 札 幌の地 を 離れなかった。 父母 は 私 Q こ 

かたくな  こ、 ろよ 

の 頃の 頑な 態度 を 恐れ もし、 快く も 思はなかった やうだった。 

仕事 は 毎日 面白い 程 進んだ。 午前 の^は 互に 擔當 した 書物 を讀ん でお いて、 午後から は 仕事場に 集まって、 互 

に 意見 を戰 はしながら、 私が 主 もに 筆 を 執って 文章 を 書いた。 原稿 用羝 とい ふ もの を 利用す る 事 すら 知らな かつ 

た 私達 は、 フ ー ルス キャップに 横書きに して、 一枚々々 原稿 を 書いて 行った。 而 して 短い 北方の 夏が 秋が \ つて 

來た 時には、 大體の 仕事 は 片付いて ゐた。 

私 逹は札 幌農舉 校 を 卒業す る 記念 に するとて この リビングストン 傳の 原稿 を 彼 處此處 の 出版業者 に 噴んで i た 

が、 引受けて くれる 人がなかった 中に、 警醒 社が 辛うじて 承諾して くれた。 表 羝の圖 案 (第一 版)、 肖像の 揮毫から 

地 II の 製作 迄 私達の 手 一 つで 仕上げた この 書が 活字に なって 世に 現 はれた 時 は、 さすがに 胸に 餘る滿 足 を 感じた。 

舉校を 卒業す ると、 森 本 君 は 仙臺の 方の 或る 舉 校で 敎鞭を 執る 事に なり、 私 は 一年 志願兵と なって 兵役 こ， 服し 

た。 私の 中隊長 は 老功な 大尉で あつたが、 その 人 は 熱心な 法華宗の 信者で、 私の 基督 敎 信者で あるの を 聞き 知る 

と、 機會 ある 毎に 私 を 側に 呼びつ けて 宗敎 上の 論議 をし かけた。 私 も 負けて ゐ なかった。 行軍な どの 時、 隊の先 

頭に 一 一人 押し 竝ん で途々 小む づ かしい 議論 を 大聲で やりながら 歩く の を 他の 兵士 達が 11^ な顏 をして 見る 時 も あ 

つた。 マての 中隊長の 議論と いふの は 格別な 影響 を 私に 與へ はしなかった けれども- 軍人の 間に もこれ だけ 虛、. で 

遙 かに^-下の 靑ー 一才と 意見 を戰 はさう とする 人 も あるの かと 私 は 好感 を 持つ 事 を 禁じ 得なかった。 それと 共に 軍 

隊 生活と いふ もの は 私に 色々 な 事を考 へさせた、」 人間の 社會的 生活に 軍隊の 存在 を 必要と しなければ ならない と 

は 何ん と 云 ふ 皮肉 だら う。 何時でも 人殺しが 出 來るぞ とい ふ 用意 をして おいてに なければ、 人と 人と が暮 して 行 


けない と は 何ん と 云 ふ 理不盡 だら う。 一 一人の 人と 人との 間に は 大抵の 事まで は 物 を 云へば 理. 解の 出来る 世の中 

に、 何故 國 と^との 間に はそんな 理解が 不可能な の だら う。 理窟 を 度外視して、 命令 一 つで 生命 を 捨てる 覺悟を 

して ゐ なければ ならない 幾 十 萬 人 を X  X が 莫大の 費用 を かけて 養 はなければ ならない と は 不思議で はない か。 私 

の屮隊 おは 佛陀の 弟子と してよ くこの 矛盾に 堪 へ 得る もの だと 私 は 思った。 一 年の 訓練 を經て 軍隊 を 出た 私 は、 

益 i-  X  X を腋 ひ、 何れの 意味に 於ても 人と 人と が 殺し 合 ふ 行爲を 否定しょう とする ものに なって ゐ め。 

4  から 

明治； 二十 六 年の哀 に 私 は 渡米の 途に 上った。 その 事 を 決行す る 動機の 最大な 原因 は、 これまで 私" の 身逯に 絡ま 

つて ゐた 凡ての， 情實 から 離れて、 本當に 自分自身の 考 へで 自分 を まとめた いとい ふ 心願だった。 偶然に 私と 同船 

のんき 

して 森 木お も 渡米した U 其の 船の 中には 三人の 牧師 も乘り 込んで ゐた。 暢氣な 船旅の 間に は 私達 はよ く 信仰 上の 

話 をした ものだった が、 私 はいつ でも その 人達から は 懸け離れた 處にゐ るの を 思 はせられ た。 財產 とい ふ 事に 關 

.S さ-か 

して、 國^ とい ふ 事に 關 して、 宗教と 藝 術との 交涉 とい ふ 事に 關 して、 私 は その 人々 の 誰から も 些の滿 足す る や 

うな 斷 ^を 受取る 事が 出来なかった。 その 人達から は、 私 は 基督 敎の皮 を 被る 異敎 徒と 見られて ゐ たらしかった。 

而 して それ は 正しい 觀 察であった かも 知れない。 私 は 遂に 信仰 を 離れ 去る 人間と なって しまったから。 

米國 での 最初の 一年間 私の 舉んだ 舉校は タエ 力 ー 宗の而 かも 正 銃 派の 機關 だった。 そこで は 宗敎的 色彩 は 極め 

てお 厚だった といって い X。 然し 幸な 事に はこの 派に は 宗旨 上の 形式と いふ もの は 極めて 自由だった。 毎週 木曜 

口の 午後の 宗敎的 集會に は、 說敎が あるで もな く、 讃美歌が あるで もな く、 信條の 誦讀が あるで もな く、 會衆は 

ひざ きづ  かた 

唯默々 として 靜座 する だけだった。 而 して 心の 動いた もの だけが 或は 跪いて 祈り、 立って 談 つた。 その 數 十分の 

^座 は 私に なつかしい ものだった。 私 はいつ でも 席 末に 獨 座して 勝手な 事 を 思 ひ 耽った。 私 は 又學生 中の 宗敎國 

^にも 近づく 機會を 得た。 然し 私が その 近附 きから 得た 所 は、 圑體 員が 習慣 的に 親切で 善良で あると いふ 外の 何 
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物で もなかった。 彼等 は 謂 は^ 祖先の 遣產 によって 徒食す る 人々 の やうだった。 彼等 自身の 中から は 特に 新しい 

力が 生れ 出て ゐ ると は考 へられなかった〕 唯 そこ の老 校長 だけ は 本當に 信仰から 鍛へ 出された やうな 力 を 持って 

ゐた。 私 は その 人に 接する 毎に 何ん となく 自分の 身が 省みられた。 然し 私の 渡米の 最大の 目的が 自分自身で 考へ 

る S- にあった 故、 私は敢 へて 人の 心に 觸れて 見ようと は 思はなかった。 一人 住みの 部屋 を 寄宿 舍に與 へられた の 

を 幸 ひに、 私 は 自分 だけの 努力 をして 自分 を 見 窮めようと 勉 めた。 

その 次の 年に 口 露戰& が故國 で爆發 した。 故國で 知らる \ よりも 更に 公平な 綿密な 新聞 を 綜合して、 その 戰爭 

の 模様 を 一 面に 想像しながら、 一 面に 私の 思索 はこの 大事 件に よって 一 曆緊 張した。 

「お前 は 本當の 信仰 上の 變身 を經驗 して はゐ ない。」 I 是れが この 一 年間に 於け る 私の 思索の 最後の 斷棻 だつ 

た。 信仰 を 受け入れて 以來 私に は どれ だけの 變 化が 來 たらう。 私 は 私 以上の もの、 少く とも 私 以外の もので あり 

得たら うか、 私の 持ち合せて ゐた諸 善根 は その 姿を變 化して ゐ たらう か。 私の 血の 中に 潜んで ゐた惡 種は少 しづ 

つで も 根 こぎに されて ゐ たらう か。 約言 すれば、 私 は 私 以上の 力 を 神から 受けて その 力に よって 生活して ゐるだ 

らう か。 その 力が 私の 生活 內容の 全部 を變 化して ゐな いとする も、 その 力が 段々 私を變 化させつ \ あるの を 意識 

する 事が 出來る だら うか。 私 は 不幸に して 之に 否と 答へ るの 外はなかった。 表面上 私に 起った 變化 II それ は 確 

かに 起った としても I は 畢竟 私の 倫理的 努力の 結^に 外， ならなかった の だ。 十分 小心で 而 して 可な り 負け 惜み 

おもね 

の 强ぃ私 は、 信仰 を 有する と 自ら も 許し 人に も 思 はれる 所から、 知らす- (\ 自らに 阿って、 信仰生活の やうな もの 

を 建立して はゐ たけれ ども、 容赦の ない 見 性の 結 菜から いふと、 自分 以外の 超自然的な 力に よって 私が 支配され 

てゐ ると 感 する 事 は 自惚れに も出來 なくなって 來た。 私の 持って ゐる 善根 は —— 若し ありと すれば、 それ は 生れ 

たと きから 持って ゐた 其の儘の 善根だった。 何物 も 附け加 へられて はゐ なかった。 而 して 悪 種の 根 も 亦 一 つと し 


て f," き 去られて ゐる のはなかった" 基督の 言行から 倫理の 鞭撻 を 受けて 自分の 生活が 向上して ゐ るの を 惡 いとい 

ふので はない が、 それだけ では 信仰の 人と いふ 事 は 出来ぬ。 基督の 言行が 生み出された 共の 力の 源に 私 も 其 合す 

るので なければ 畢党 凡ての 事 は 徒 事 だ。 さう 思 はすに は ゐられ なくなった。 此の 自覺は 私に 取って は 恐ろしい， 了 

欺だった。 

&抆 が^むと 私 は C 分 を もっと 弧 獨な處 に 連れ込む 爲 めに、 夏の 間 或る 瘋癲 病院の 看護 夫と なった。 そこで 二 

の^ 私 は殆ん ど^へ た。 

一 、 私 は 宇宙の 本體 なる 人格 的の 祌と庹 接の 交換 をした 事の 絕無 なの を 知った。 

一 一、 基锊敎 の 罪と い ふ觀念 及び 之に 附隨 する 贈 罪 論が 全然 私 の考へ と 相容れない 事 を 知 つ た。 

笫 一は、 私自身の 經驗を 容赦な く檢 察した 結 菜で 理窟 も 何もない。 第二に 對 して は 幼稚ながら 私の 理性が 承知 

H 來 なかった の だ。 人^に 意志の 自由が 許されて ゐ ない 以上 は 罪の 自覺 に對 する 責任感 も 生じて は來 ない 害 だ。 

K 仟感を 持たせられる 以上 は、 人^に は祌の 力から 全然 獨 立した 働きが ある 蒈だ。 そんな 事 は あるべき ではない。 

ない とすれば 人^が 所謂 罪と いはるべき 行 ひ をした 場合、 その 責任 は何處 にある の だ U 人に か、 祌 にか。 私が 在 

る 以上 は その荧 任 は 勿論 祌 になければ ならない。 それなら 何故の 贈 罪で あるか。 私の 祖母が 信じて ゐた 絕對 他力 

なら その 點は 私に も乔 みこめる。 基督 敎の說 く 所の やうで は 私に は それが 方便 的で あるか、 中途半端 であると し 

か 忍 はれない。 こ \ に^ 偽が ある。 さう^つ た。 

三、 未來 觀に對 して 疑問 を 抱き 出した。 

現世の 生活 は未來 世の 生活の 階梯に 過ぎない。 謂 は^ 攀校 時代で ある。 地上 生活の 尊 さは 未來 世の 生活に 繋が 

れ てなる とい ふ自覺 によって 始めて 意味が あるの だ。 かう 基督 敎の敎 理は敎 へる。 然し 私自身の 立場 は 全然 之と 
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相違して ゐる事 を發昆 した。 私に 取って は 現世の 生活 は 現世の 生活で 十分 だ。 何等の 不公平 もな く 何等の 矛盾 も 

ない。 私達が よく 不公平と か 矛盾と かいふ 言葉で 云 ひ 現 はして ゐる 生活の 實狀 は、 寧ろ 當 然と 云 ふ 一 百 葉で 侵き か へ 

られ ねばならぬ もの だと 私 は 思った。 進化の 途中に 在る 私達の 生活の 中には 手 違 ひが 生じたり、 失策が 起ったり 

する の は當然 なの だ。 不公平と か 矛盾と か 云 ふ 考へは 自覺を 有する 者が 甫 めて 發し 得る 言葉 だが、 苟 くも 眞に自 

之ら  > 

覺を 有する ものが 人生の 不公平 矛盾な どと 偉 さう に 云 ひ 切る 事が 出来る もの だら うか。 よし それが 出來 ると して 

い つ くし 

も、 それ を矯： 止すべき 舞臺は 現世に こそ あれ、 未來 世に あって はならぬ。 自分が 未来 世で 他に 優れ 神に 慈 まるべ 

き 境涯に 到り 得ん が爲 めに、 現世で どれ 程 善根 を 積んで くれたと て、 そんな 他愛と 稱 する 假 面の 下に 隱れた 利己 

主義に 誰が 感謝しょう ぞ。 そんな 方便 的な 材料に 使 はれる 人生 こそい i 迷惑と 云 ふ もの だ。 そんな 后 的で 現世が 

動かされて ゐる 以上 は、 どんな 善事が 行 はれても 現世 は墮 落に 墮落を 重ねる ばかり だら う。 現世 はやが て 未來世 

の舉 校と いふ 資格 すら 失 ひ 去る 程の 虚偽に 支配され る ものに なって 了 ふだら う、 現世に 不公平と 矛痏 とが あるな 

ら それから 逃れる 道 は 私達の 欲望 (もっと 公平な 調整され た 生活 を 得ん とする) によって 人類 生活の 未來を 改造 

する 外に 道 はない の だ。 出来る か出来な いか、 そんな 事 は 問題で はない。 水に 溺れる もの は 藁 I 條に でもす がり 

つく。 人領 生活に は 未来が ある。 眞に 人類 生活の 缺陷を 痛感す る 者 は 次の 隨間 をより よくしようと 思ふ喾 だ。 人 

類 生活から かけ 離れた 未來 世に 其の 慰藉 を 求めよう とする の は 一 寸濟 度し難い 程の 陋劣 卑賤な おべっか 使 ひだ。 

そんな 人間 は 人類 生活の 裟 切り 者と して 一 刻 も 早く 此の世の 生活から 暇 を 取って 貰 ふべき W らだ。 

私 は 何等の 不公平 もな く 何等の 矛盾 もない と 云った。 この 一 一ー 一口 葉 は 少し 强 過ぎて 聞こえる かも 知れない。 然し 本 

當に 現在 を 正しく 生きよう とする 人に 取って はそんな 考へは 起って 來 まいと 私 は 思 ふの だ。 それ は 弱い 人間の 事 

だから そんな 考 へに 支配され る 瞬 問の 屢ょ あるの は 担み 得ない 事 だ。 然し 同時に 私は考 へて 見なければ ならな 


い。 そんな 考 へに 支配され て ゐる時 私 は眞に 正しく 生きて なる だら うかと • 本當に 私が 正しく 生きよう としてな 

る 時には 世の中が 難 有 過ぎて 見える。 不公平 だと か 矛盾 だと か を 歎す るに は 自分が 餘 りに 駄目で ある 事 を感す 

る。 C 分 を容れ るに は 世の中が 少しよ く出來 過ぎて ゐ るの を 感 する。 これ は 少しで も 正しく 生きようと 思 ひ 立つ 

た 人^の 感ぜす に ゐられ ない 偽らざる 眞實 だ。 本當な 生き方 をしょう とすれば する 程、 他人 服から 見て その 人の 

境遇が どれ 程 不公平で 矛盾に 滿 ちて ゐ るら しいに しろ、 その 人に 取って はそんな 境遇で すら 十分に 利用し 盡 して 

はゐ ない とい ふ 憾みば かりが 殘る だら う。 極く 概念的に 見て 世の中が 不公平 だと か 矛盾に 滿 ちて ゐ ると か は 云 へ 

るか も 知れない。 然しよ く考 へて 見る とそれ は 噂に 過ぎない の だ。 さう 私 は 思 ふやう になって 來た。 

叫、 口 露戰爭 によって 基督 敎國 民の 裏面 を 見せられた。 

日露 戰爭 の勃發 と共に 突然に 起り 来った 問題 は 基督 敎國對 異敎國 の それだった。 R 本の 敵に 廻った 露國 がその 

敵國 なる 日本に 對 して 敵愾心 を 起した の は 已むを得ない 事であった としても、 歐洲の 他の 國民も 亦 日本が 異人 種 

であり 異敎 徒で あると いふ 見地から 一 般に 日本 を 嫉視した の は隱れ もない 事實 だった。 それまでに 行かない 人々 

は、 戰 役と いふ 恐ろしい 悲慘な 事實を 勝負事の やうに 興味 を 持って 觀 察して ゐた。 私の 學んで ゐた學 校の 同窓が 

日本の 勝報 を 得る 毎に 投げて くれる 賞讃 はい i が、 その 背後に は 小犬が 大 犬に 勝った の を 面白がる やうな 下心の 

潜む の を 兄て、 私 はこの 上な く 不愉快に 思った。 唯一 人の トルストイが ゐた 外に は、 基督 敎國の 人の 心 は 荒野の 

やうで あるの を 見た。 ー體 基督の 血 は 彼等の 何處に 流れて ゐ るの だら う。 基督の 心 は 彼等の 何處に 通って ゐ るの 

だら う。 そこに は 現在の 國家 組織が 基督の 精神と 根本的に 相容れな いか、 基哲の 精神が 更に 所謂 基督 敎國 民の 中 

に 生きて ゐ ないか。 彼等が 基督の 精 祌を體 現して ゐる とするなら、 基督と いふ 人 は 如何に 馬鹿らしい 人^で あつ 

たか。 この 三つの いづれ かを考 へなければ ならない やうな 不體裁 を 私 は 見せつ けられた。 先づ 自分の 安全が 保障 
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されて ゐ るの を 確かめた 上で 善^ を 行 ふとい ふの なら、 基督 を 待た すと も 私 は 他の 多くの 哲舉 宗敎の 何れに も歸 

依して 疚 ましい 所 を 見ないだ らう。 歐 米の 國 家が 國家 として 採用して ゐる 道德は 異敎國 の道德 とどれ だけの 差異 

が ある だら う。 私 はさう 疑って 見ないで は ゐられ なくなった。 私 は 信奉者 を 見て その 宗敎の 是非 をす る 事の 如何 

に不當 なる か を 知らないで はない。 又 三人の 義人の ゐる 所に は祌 在す とい ふ 美しい 言葉 を 蔑ろにする もので はな 

い。 然しながら 同時によ き樹 はよ き 菜 を 結ばねば ならぬ とい ふ 事も敎 へられた。 敵 味方と いふ 關係を 離れて 耳 を 

倾 けさせる 唯一 人の トル ス トイ II それだけ でい \ もの だら うか。 而 かも その トル ス トイ は歐 米の 一 般の 信者 達 

からは^ 督の 精神 を 踏み 違へ た 妄信 者、 耄碌 爺と して 兌ら れてゐ る 人で はない か。 

私 はこれ 等の 疑問 を 持たない では ゐられ なかった。 この 疑問 を 抱いた ま-で 私 は その 瘋癲 病院 を 去り、 ポスト 

ンに 近い 或る 大舉の 大舉院 に 道 入った。 

瘋癲 病院に 於け る 二 箇月の 苦役 を 終へ てから、 私 は 暫く 費府の H 舍に 在る 友達の ぼ 姓 家で、 親しみ 多い 家庭の 

歡待を 受けて、 稍 i- 心の 暖かみ を 恢復して から 再 ぴ身づ くろ ひして 新英 州に 向った。 

その 頃 森 本 君と 僕との 問に は 始終 書信の 往復が あった。 森 本 君 は 一度 瘋癲 病院に 訪れて 來て くれた 事 も あつ 

た。 二人の 間の 書信の 主題と なった もの は 主 もに 信仰 上の 事と 戰爭の 事と だった と 記憶して ゐる. - 私 は 極端な 非 

戰論を 主張して ゐ た。 又 信仰に 關 して は 絡え ゃ懷 疑の 語を發 して ゐた。 森 本 君の 態度 は 私に 比 ぶれば すっと 書生 

論ら しくない、 现路の 通った、 常識的の ものだった。 私は實 行の 難易 も辨 へす、 自分自身が 矢面に立って それ を 

斷行 する 房 氣も缺 いて ゐる 癖に、 唯 我慢に 自說を 主張して ゐ たらしい。 

新英 州で は 私 は 不思議な 米國 人と 共同生活 を やって ゐた。 彼 は 叫 十 恰好の 辯 護 土で、 妙に 善い 事と惡 い 事と 

をち やん ぼんに やる 男だった。 家賃 だと か 出入 商人の 月末 拂 ひだと か は 平氣で 踏み倒して 置きながら、 貧乏な 人 


が 訴訟^ 汰 でも 起しに 田舍 から 出て 來 ると、 幾日で も 自分の 家に 逗留 させて おいて、 費用 も 取らす に 世話 をして 

やったり した。 フエ ビヤン 協會 風の 極く 生溫 るい 社會 主義者で、 同時に ヘッケルの 尊 奉 者だった。 私 はよ く 其の 

人と 勝手な 議論 をした。 彼 は 亦 私に ホヰ ット マン を具體 的に 紹介して くれた 一人だった。 私 は 其の 前から この 詩 

人に 就いて 多少 問 かされて はゐ たが、 その 頃から 始めて この 稀 有な 詩人に 本當に 親しむ やうに なった。 私 は ^'で 

も 彼に 二つの 事で 感謝し なければ ならぬ。 一 っはホ ヰット マンの 紹介者と して。 一 つ は 善行 惡 行の 通俗的な 見方 

から 私 を 解放して くれた 事に 於て。 彼に 接してから、 人 を 善人と か惡 人と かに 片付けて 見ないで、 人と して 見る 

やうに なった から。 

もう 一 つ そこで 私に 或る カを與 へて くれた もの は 金子 喜 一 君だった (彼 は 故人に なった。 彼 は 優れた fK 分の 人 

と-. ム ふ^は 出來 なかった らう。 然し 彼 は 確かに 誡實 でなくて は ゐられ ない 地上 巡^者の 一人だった。 彼の 生活 は 

.n らも 云った 如く 失敗であった かも 知れな い。 然し 彼 は その 死まで 男 ましく 戰 つた。 喑 いその 生涯の 中に^^ ク 

と 光る もの を 少しで も殘 して 死んだ。 歴史 は 永久に 彼の 存在 を 無視す る だら う。 沈默 をして 彼 を 葬らし めよ。 そ 

れ でい.^。) 彼 は 純 粹な唯 物的 社會 主義者だった 。而 して 私に 其の 方面の 智識と 熱情と を 可な り 潤澤に 見せて くれ 

た。 それ迄の 私 は、 家の 境遇と 云 ひ、 學 校で 受けた 敎 育と 云 ひ、 到底 社會 主義な ど を 少しで も 徹底的に 考 へて 見 

る^ 地 を 持って ゐ なかった ので、 か&る 主義 や 運動に 關 する 知識 は 皆無だった と 云って い.，。 然し 私 は 自分自身 

の經驗 や^^ 敎. ぃ與 へ る 暗示から 考 へて、 現代の 生活に は 確かに 何處か 根本的に 大きな 缺陷の ある 事 だけ は 腿ろ 

げ ながら 感じて ゐ たのであった。 そこに 金子 君が やって来た。 それから 私 は 少しば かり 其の 方面の 書物 も 漁り 其 

の、 王^の 人 逹 の^ 會 にも 出席した。 又 唯物主義と 云 ふやうな もの も 世間が 想像す る やうに 淺 薄な 所から 出發 して 

ゐる もので はない 事 を 確かめる 事が 出来た。 少數 者の 手から 幸輻 を多數 者に 分つ やうに する 爲 めに は、 實際 方面 
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に 於て 社會 主義が 主張せ， られ、 思索 方面で 唯物主義が 主張され る Q は 無理の ない 事 だと 思 ふやう になった。 現在 

の やうな 貧富の 懸隔、 從 つて 幸 幅の 偏頗が 近代の 經濟 組織に 胚胎され てゐ るの が 多い の を 思へば、 それ を 維持す ベ 

く 立てられた 道德 は經濟 組織の 變革 と共に 一 旦 根本的に 覆へ されなければ ならな いのは 當然の 事で あるの だ。 唯 

だと ひ 

物的 哲學 は、 その 耍 求が 産み出した 一 つの 大きな 產 物と 云 はなければ ならない。 假令 その 成立の 動機に 科 學の誤 

られ たる 解釋が 混入して ゐる にせよ、 又 反抗的な 氣 分が 漲って ゐる にせよ、 その後ろ に は 切迫した 人類の 意志が 

働いて ゐ るの を 見逃す 事が 出來 なかった。 基督 敎の敎 へる 倫理の 中には、 この 徹底的な 所がない と 私 は 思 ふやう 

になった。 プ n テス タントの 基督 敎 はこの 人類の 意志 を 十分に 咀嚼して ゐな いと 思 ふやう になった。 その 敎 へる 

倫理 は 耳に すべく 美しい。 然し その 實 行と いふ 事になる と 不可能 事が 要求され てはゐ ないか。 例へば 財產は 神の 

所有 だと 云 ふ。 富者 は祌 から その 財產を 最善に 使用す る やうな 委託 を 受けた もの だと 云 ふ。 若し 富者 は 此の 信念 

さへ あれば、 財產は 最も 理想的に その 働き を 働き 得べき 害 だと 云 ふ。 然し 資產 階級が 富 を 生産し 增殖 する 爲 めに 

は、 無資產 階級 卽ち勞 働 者に 倚賴 しなければ ならぬ、 假令 そこに どれ 程 手心 を 加へ て 見ても、 勞働 者と 資産家と 

の 利害 は その 終極に 於て 一致して はゐな い。 財産が 純粹に 精神的に 取扱 はれる 爲 めに は、 さう 取扱 はれる やうな 

狀 態が 成立し なければ ならない。 その 狀態を 矛盾した ま-にして おいて、 卽ち 利害の 相反した 二階 級の 儼 存を放 

m はして おいて、 如何に 財 產の處 分に 精神的な 要求 を强 ひたと 云っても、 さうな ると 思 ふの は 無理 だ。 財產 を處理 

する 位置に 在る 人 は 或は その 餘裕 から 寛大な 公平な 心になる 事が あるか も 知れない。 金 持が 天國に 入る の は 駱駝 

さまた 

が 針の 目 を 潜る より 難事 だと 云って ゐ るから、 基督 すら 貧富の 懸隔が どれ 程 信仰の 妨げになる か を 知って をら れ 

たの だら うけれ ども、 假 りに 今の 說敎 者が 云 ふやう に、 富者が 神の 心 を 心と する 事が 出来た とする。 而 して それ 

は 或は 出来ない 事で はない かも 知れない。 寛大な 生活 は Mi 寛大な 心 を 造り 出す から。 然しながら 勞働者 I 寬 


大 な.： ほおの 恩惠 にあ づ かる 者 II 全體 はどうして 平氣で それ を 受けて 平氣で 神に 感謝して ゐる 事が 出来よう。 富 

者が 富者た る 資格 を 損しない だけの 生活 をして、 その 生活費 を 差 引いた 殘 りから、 貧者に 分 たれた 金 を、 假令そ 

れ にどれ 程 難 有い 祝： 幅の 一一 一一 口 葉が 景物と して 添 へられて ゐ たにしても、 神が 無代 價で與 へる {仝 氣ゃ 水と 同様な 心 持 

で 受取る 事が 出来る もの か出来な いもの か、 それ は 少しば かりの 常識が 容易に 判斷し 得る 所 だ。 私の 若い 友人の 

1 人が プ n テ スタン ト敎の 道 德は资 本 主義の 道德 だと 呼んだ その 言葉 は、 確かに 打つべき 金砧を 打って ゐ ると 私 

は 思った。 今 行 はれて ゐる 基督 敎 ならば —— 而 して 信仰 ある 人々 はさう だと 斷 言して ゐる —— 私 は その 信徒た る 

事 をお へ K さねば ならぬ と 思 ふやう になった。 基督 は 財産の 私有 を 厳禁して をら れ たと 私に は 見える。 基督に よ 

く 似た 聖フラ ン シス の實 行しょう とした 所 もさう であった と 私に は 見える。 若し さう だとす ると 私 は その 方面 か 

らも II 私の 無力と 怯懦の 爲 めに I 基督の 信徒た る 名簿から 自分の 名 を 除かねば ならぬ。 さう も考 へた。 

かう して、 今の 基督教に 對 する 私の 疑惑 は 段々 深まって 行った。 私に は 悒鬱な 日が 增 して 来た。 

イン ガソ ー ルの淺 薄ながら、 熱烈な、 人情 的な 言論 を 私 は 屢ょ淚 を 以て 讀む やうに なった。 健康な 親愛な 家庭 

の圑欒 する 圍爐裡 は 聖壇 だ。 その 火 は 神火 だ。 そこに 最大の 幸！ 1 を 見出す 外に 天國 はない。 地獄と いふ 言葉に 增 

さって 人生 を 暗く する もの はない。 その 責は 基督教に ある。 かう 彼が 叫ぶ 時に、 私の 心 は 強く 共鳴した。 當 時の 

基督 敎 徒に 背信 悖德の 巨魁と 迫害され て 陋巷で 窮死した ト ー マ ス. 。へ ィ ン の爲 めに、 橡大の 筆 を. 揮って 雪辱の 文章 

を ャ：： ： き、 若し 自分の 探り出した 事實が 誤謬で、 聊かで も 基督 敎徒 を誣 ふるもの であるの を發 兌したら 多額の 財產 

を 提供す るとまで 叫んで、 正義 派 を 以て 任す る 基督 敎 徒の 頭上に 大きな 針 を 打ち込ん だの を 見る と、 私 はこの 義 

擧に雙 乎 を擧げ ようとした。 ゴ ルキ ー が (國 法が 許さない 爲 めに) 正式の 結婚式 を擧げ ない 女優 を 伴って 米 國に來 

た 時、 尊敬すべき 紐 育、 莫斯頓 等の 市民 達が 口 を 揃へ て 氏 を 排斥した。 それ を 見ても 私 は 非常に 不快に 思った。 
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こんな 煩悶 や 懊惱の 中に 一年 は 過ぎた。 辯 護 土との 共同生活で、 僅かば かりの 擧資を 親許から 貰った ビ けで 過 

して 來た私 は、 その S 休暇 を勞 働で 過 さう と 思って 或る 片田舍 の 農家に 俯 はれる 事と なった。 私 は そこで 確かに 

普通の 勞働者 だけの 勞働を 本氣で やった。 然し 悲しい 事に は、 私 は 弱かった。 自分の 家に は、 財産が あると いふ 

その 心 持 を、 實行 的に 去勢す る 勇 氣 がなかった。 それ 故 私 は 自分の 勞 働で 如何に 油の やうな 汙を 流して： a て も、 

結局 それ は 飯事に 終って しまった。 夏の 終りに 私 は 自分に 可な り 愛想 を盡 かしながら その 農揚を 出た。 

次の 一 年 を どうして 暮さ うかと 自分 は 思 ひ 煩った。 過去の 一 年に 大學で 聞いた 宗敎史 の 講義な ど は 一 一度と 繰り 

返す 氣に はどうしても なれなかった。 日曜 毎に 大學の チャペルに 招聘す る 大說敎 家の 說敎 も、 私に 一時的な 興奮 

を 煽動す るに 過ぎ なくなった。 私 は 元來藝 術に 對 して 心からの 憧憬 を 持って ゐた。 自分で それに 沒 頭したい 要求 

は 十二分に 持ちながら、 一 つ は 自分の 力量 を 疑った のと、 一つ は純藝 術と 基督 敎 との 間に は 横切る 事の 出来ない 

鴻 溝が あると 思った ので (私 は その 頃藝 術遊戲 說を考 へて ゐた。 藝 術と いふ もの は 何ん と 云っても 生活の 餘裕が 

のんき 

生み出す もの だと 思って ゐた。 神の 道 を 歩まん とする ものに そんな 暢氣 な餘裕 があって はならない、 さう 私 は 思 

つた)、 私 は 何んでも かんでも この 衝動 を 抑制す る 事に 全力 を 用 ゐてゐ た。 然し 私 はもう 我慢が 出來 なくなった。 

破戒僧の やうな 稍 ぷ 捨鉢な 心 持で、 次の 一 年 は 文擧に 這入り込んで 見ようと 決心した。 一種 絶望的な 氣分 になつ 

てゐ た。 

で、 三年 目の 秋に 私 は 華 盛 頓府に 下って そこの 國會附 屬圖書 館に 通 ふ 事に した。 丁度 其の 頃 森 本 君 は 自活の 必 

耍 から 取り か，^ つた 講演 旅行 かう まく 行き 出した ので、 擧 校の 方 を 休んで 專心 その 仕事に 從事 する 事に なった の 

で、 二人 は 久し振りで 一 つ 下宿屋に 起臥す る やうに なった。 森 本 君の 信仰 は 少しも 動かなかった が、 その 頃は實 

際 方面の 活動の 爲 めに 大分 緩漫 になって ゐ たやう に 思 ふ。 從 つて 二人 は 前の やうに 無氣 になって、 宗敎論 を戰は 


す 事 はなくな つてし まった。 私 は 結局 それが 面倒で なくって い、 と 思った。 而 して 毎日 圆喾 館に 通って、 餓 ゑた 

者の やうに、 讀 みたい と 思 ふ 文舉害 を 順序 もな く 系統 もな く、 興味 を 便りに 片端から 耽讀 した。 私 は 忽ちに して 

自分と いふ ものが —— れ まで 外界の 因 緣の爲 めに 分 五 裂して ゐた 自分と いふ ものが 寄せ集められて 自分に 歸 

つて 來 るの を 感じ 出した。 藝 術に 對 する 私の 觀 念が 見る く變 つて 來た。 神の 信仰の 中に 見出し 得なかった 本當 

の n 分の 姿 を 人^らしく 文豪の 作物の 中に 見出す の を 知った。 殊に トル ス トイ は 私に 眞實な 人^性と その 生活と 

を啟 示して くれた。 トルストイの 考察の 結 菜に 同意す る 事 は出來 なかった が (そんな 事が 出來 たら 人間 はお 仕舞 

ひだ)、 彼に よって 人^の 態度と いふ もの を喑 示された。 イブセン もク ロボ トキ ンも 違った 意味で. 私に 存分の 糙を 

供して くれた。 讀み 返した 聖書 は 殊に 私に 數 限りの ない 喑示 だった。 私 は 無我夢中で 自分と いふ 迷路 を^ 嫌 はす 

歩き ま はった。 そこに 或る 他人に 關す る戀愛 事件が 突發 して、 それに 心身 を惱 ましたのと、 滅茶苦茶な 勉强 とが 

i^N となって、 可な りひ どい 祌經 衰弱に 陷 つてし まった。 而 して 華 盛頓を 逃れて その 近郊の kr 姓 家に 寄寓した。 

そこでの や、 g: 筒 月 は 私に 靜 思の 餘 裕を與 へて くれた やうだった。 私 は 半 曰づ、 圖書 館に 通って、 半日 は、 遊ぶ 

でもな く考 へる でもな く暮 した。 而 して 米國に 渡って から 三年 e の 終り、 歐洲に 旅立つ 前に、 一人の 文學 愛好者 

/  »  r  •  十 ^  ちきら 

として ^員で もして 一生 を 過 さう とい ふ 決心 をした。 それ は 悲しい 諦めだった が、 私は贫 しい 頭 腦の 自分 自ら 

が文舉 おになら うとい ふやうな 決心に はどうしても なれなかった の だ。 

趣味と 創 兌と に 富んだ 弟の 生 馬 と共にした 歐洲 旅行の 半年、 それ は 私に は 永く 忘れる ことの 出来ない 樂 しい 觀 

光の 牛 年だった。 藝術 家と しての 生 馬の 性格に は、 私の やうに 淸敎徒 的な 矛^の 半面がない。 從 つて 二人 は^ 題 

がその 點に 行く と、 互々 の 問に 存分の 理解が 成立し なかった。 然し それ は 私に は 却ってい \ 事だった。 實際を 云 

ふと 私 は その 點に 手荒く 觸 れられ るの を 恐れて ゐ たから。 
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三年 半の 遊 學が濟 んで私 は 日本に 歸 つた。 明治 叫 十 年の 三月の 事 だ。 而 して 翌年の 一 月に は旣 に札幌 農科 大學 

になった 母校の ー敎師 として、 淋しい 雪國の 雪の 中に 埋もれに 行った。 その 町で 私の 過去 を 知って ゐる 人達 は 私 

を 元の ま X の 熱心な^ 督敎 徒と して 迎へ 入れて くれた。 私 はすぐ 私が 信徒と して 誕生した 敎會に 送り込まれた。 

そこの 日曜 擧 校の 校長にまで なった。 

その 翌年の 三月に 私 は 妻を迎 へた。 此の 一 文 は 私の 吿 白文 だ。 讀 者の 不快 を 犯しても 私 はありの ま，. t を 云って 

退けねば ならぬ。 私 はこの 吿 白文の 初めの 方で、 自分の 性慾と 信仰との 間に 始終 苦しんだ と 書いて ゐる。 この 苦 

しみ はこの 場合に なっても 私に は „ して ゐた。 私 は 極端な 一種の 潔癖 性と、 自分 を戀 人に 與へ るまで は、 肉體 

を 愛の ない 女に 與 へまい とする 欲求と、 自分の 肉の 要求の 爲 めに 多 かれ 少 かれ 婦人 を 犧牲に 供す るの を 畏れる 心 

とから、 三十 一歳になる までの 肉的の 關係 では 童貞 を 守り 通して 來た。 然し それ は 私が 性的に 潔白で あつたと 云 

ふ證 明に はならない。 世の 信仰 を 持って ゐる 人達 はこの 問題 を どう 解釋 して ゐる のか 私 は 知らない。 靈的 生活に 

這 入り 得る と 肉の 要求 を 容易に 返け 得る ものな のか も 知れない。 私 は 自分が 信仰 を 得た と 思って ゐた 時で も、 實 

際 は 信仰 を 得て ゐ なかった 故で も あらう、 常に （'肉の 要求に 打ち 負けて ゐ たと 云 ふ 事 を 告白せ ねばならぬ。 實 

際に 婦人 を 犯さなかった 私 も、 心の中で は 常に 婦人 を 犯して ゐた。 而し てこの 內 部の 葛藤に 苦しめられ 通した。 

私の 敎 へられた やうな 信仰から 云 ふと、 夫婦の 間の X  X とい ふ 事に も不 诌然が 感ぜられた。 人間の 信仰が 緊張す 

れば 緊張す る程靈 的になる と 云 ふの が眞 ならば、 夫婦の 關係も 肉 を 離れて 成り立つ のが 理想的で はない の だら う 

か。 靈 によって 肉まで が淸 めら れる とい ふやうな 事 は 一種の ソピス テリ I と 云 はなければ ならない。 靈に滿 足し 

得た 人が 更に 肉の 滿足を 求める 必要が 何處 にある。 若し 信仰 を 持った 夫婦の 間に 肉の 交涉を 許容す る 理由が ある 

とすれば、 それ は 子孫 を 設ける とい ふ實利 的な 意味に 於ての み 許さるべき 事 だ。 


十 さ 

婚約^^^ 私 は 妻に 對 して 純 粹な靈 的な 考へ方 をす る 事が 出來 た。 今までの 私の 荒んだ 肉 慾の 耍求は 不思議に 

も： i 人 を てから 影 を 潜める やうに さへ 見えた。 半年の 餘に 亙る 期 問 を 私 は 無 邪氣な 子供の やうな 淸ぃ 心で 過す 

ことが 出來 た。 物心 を 知って から 私 はこの 時 位 性慾 を淨 化し 得た 事はなかった。 この 調子なら 私 は 苦しい 信仰と 

のお^から 一 つ 救 はれる 事が 出來 るかと さへ 思った。 本當の 信仰 は 持って ゐな いと 斷 念した 私で はあった けれど 

も、 その 1- 仰に 至る 種々 な 障碍 物 を 取り除く 事に よって、 或は 信仰に 至り 得る かも 知れない と 一縷の 期待 を 持つ 

てゐ たので、 この 不思議な 性慾の 淨化は 非常に 心強く 思 はれる ものだった。 かくて 婚約の 期間 私と 妻と が 往復し 

た 乎 紙の 中には、 遝 M 信仰の 事 や 淸淨な 生活の 事 やが 熱心に 書き 綴られて ゐた。 

然し^ 婚は 凡て を 兌 事に 破壞 してし まった。 私達 は 結局 天下晴れて 肉の 樂 しみ を 漁る ために、 當然 それが 實現 

さるべき 或る 期 問 を、 お 節 け を させられた 犬の やうに 辛抱強く 素直であった 事 を覺ら ねばならなかった。 私達 は 

P 孫 を 設ける 爲 めに、 祭壇に 捧げ物 をす る やうな 心 持で 夫婦の 交り をした か。 私は斷 じて 否と 答へ なければ なら 

ない。 この 切 實な實 際の 經驗が 私の やうな 遲 鈍な 頭に も純靈 的と いふ やうな 言葉の 内容の 空虚と 虚偽と を 十分に 

^して くれる 結 架に なった。 私 は 苦しんだ。 何ん とかして こんな 墮 落した 考へ (その 時 私 はさう 思って ゐた) から 

n 分 を改 ふ爲 めに 出来るだけの 事 をして 見ようと さへ した。 私 は 半年 程 妻から 離れても 見た。 然し そんな 事 は 

： ^め 一時的で 何ん にもなら ない 事 を 知った。 保羅が 人に 勸 めて 「若し 出來 るなら 人 は 結婚し ない 方が い \。 然し 

ト"^ しな C- では 結^した 以上の 墮 落に 陷る だら うから、 そんな 人 は 結婚す るが い \」 と 云った 言葉 は 私の 瘤に 障 

る 言葉だった。 保羅の やうに 基督 敎を 肉から 全然 切り放して 偏靈 的に してし まった 人 (基督が 始めて その 奇蹟な 

る もの を 行った の は カナの 婚 筵であった。 而 かも その 奇蹟と いふの は、 葡萄酒が 足ら なくなつ たの を 見て、 更に 

p^l: に 葡萄 10 を 供給して 饗娑の 興 を 助けた のだった。 その 酒に はァ ル コ ー ル がどうの かう のとい ふやうな 議論 は 
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末の 話 だ、 聖書 を その ま-信じよう とする 人 はこの 事 を 平らかな 心で 考 へて 見る がい  >- と 思 ふ。 それ は 保 籙の馬 

鹿々 々しい 偏靈 主義と は隨 分かけ 隔たった ものに 私に は 思へ る) から 云 へば、 それ は 一 種の 權謀 として 成り立つ 

一 一 一一 口 葉 かも 知れない。 が、 そんなに 信仰の 弱者 あっか ひ、 片輪 者 あっか ひに されて、 保 維から 見て 眞 正の 基督 敎徒 

たらむ に は 第二義 第三 義に墮 落した 結婚 生活 を平氣 でしながら、 自分 逹は 信者で あると 恬然と して ゐる のが、 私 

に は 如何にしても 情けなく 瘤に さはった の だ。 

結婚 生活に 這 入って から 私 は 益よ 神聖な 敎會へ は 出席す る 事が 出 米 なくなった。 私の 性質 は 元来 鈍重 だから 自 

分の 造った 境遇から 脫け 出る 事 は 容易に しない 方で、 米 國にゐ る 時 信仰から 離れながら、 札幌に 来ても 矢張り^ 

者と して 通って ゐて、 基督教の 攻擊 をす る 若い 舉者 などに 遇 ふと 頻りに 其の 辯 證に勉 めたり などして ゐ たが、 愈 

愈 {R 分 を 明らかにすべき 時が 來 たの を 抑 へ つけても /\感 する やうに なった ので、 ある 舂私は 森 本 君に も 相談せ 

す、 妻に も^げす に、 突然 一枚の 退 會屆を 私の 靈の 誕生 地なる 獨立 敎會に 送る 事に した。 そこに は 小さいながら 

人々 の 問に 驚愕が 起った やうだった。 李、 は 私に は 獣 つて 何ん にも 云はなかった が 非常に 不安 を 感じたら しかつ 

た。 森 本 君 はかうな ると 私の 頑固な の を 知って ゐ るから 特別に 私の 背信 を 責める やうな 事 もしなかった U 然し 內 

村 先生が 札 幌に來 られた 時、 私の 親友 達 は 私 を 先生の 11 に 招いて、 私の 立場 を 明かに し、 內村 先生の 意見 を も 聞く 

やうに と 斡旋して くれた。 私 は 先生に は 何ん と 云っても 敬服して ゐた。 で、 私 は その 場で 思 ふ 所 を 云った のみな 

らす、 可な り 長い 手紙 を 書いて、 ^分の 現狀を 報告し、 併せて 先生の 一 一目論 から 間接ながら 私が 潤澤に 被った 恩顧 

に 感謝す る 微衷 を 述べた。 先生 は 「それで はま あ 君の 思 ふ 通り やって 見る がい \だ らう。」 と 云 はれた。 さう 云 は 

れた 時の 先生の 淋しげ な 顏を私 は 今でも 忘れる 事が 出來 ない。 

私 はかう して 信仰から 離れて しまったの だ。 それからの 私 は 精神的に 孤獨な ものと なった。 三十 g: 歳で 私 は 元 


の嬰兒 になった。 而 して その 時 私 は 始めて 自分の 眼 を 裏返して 自分と いふ もの を 見る やうに なった の だ。 私が 自 

分の 眼で 自分 を 見た の はこの 時が 始めて だ。 檻から 投げ だされた 野獸の やうに 私に どうしてい &か 解ら なかつ 

た。 私 は 奸んで 自分の 尊敬す る 先輩から 離れて 立った。 淋しい けれども、 一 度 莫大の 代償 を拂 つて 自. H になった 

身 を 他人の 感化の 下に 笸 くに 忍びなかった の だ。 と 云って 私 は 自分自身 を 律すべき 法則 を 見出して はゐ なかつ 

た。 私の 心 は 放埒に なった。 不幸 か 幸 か 外部 的な 實行 力の 極めて 薄弱な 私 はこれ と 云って 目立った 亂行 はしな か 

つた けれども、 心の 混亂は ひどい ものだった。 妻 を、 愛する 妻 を 持つ 身で ありながら、 或る人 妻に 思 ひ を 寄せる 

やうな 亂雜な 心に なって しまって ゐた。 その 人妻 も 私の 顏 付から 私の 心 を 知った に 違 ひなかった。 而 して 危ぃ機 

<r- が： isi 亂暴な 私の 熱意 を 煽った。 然し 幸に して 私は纔 かに 踏み止まった。 私 は祌も 信す る 事が 出来す、 人 も 信 

する 事が 出來 す、 自分 も 信 する 事が 出來 なくなった。 私 は 何ん の爲 めに 生きる の だ。 世の 爲 めに 生きる のか 自分 

の爲 めに 生きる のか。 私共の 生活の 基調 は何處 にある のか、 何 處に据 ゑら れ なければ ならない のか。 それが どう 

しても 解ら なくなった。 敎窒 での 仕事 もい やにな つた。 

大正 三年の 秋に 妻 は 死病に 取りつ かれた。 私達 一家 族 は 雪國の 寒さに 追 ひ 立てられて 東京に 週れ て來 た。 病氣 

になって 見る と、 妻と いふ ものが 私に ははつ きりと 考へ られ 出した。 然し その 時 はもう 遲ぃ。 妻 は 大正 五 年の 夏 

に 死んで しまった。 その 冬に は 父が 死んだ。 

この 二つの^ 變は 私に は大轉 機だった。 何時までもい.^ 加減に 自分 を ごまかして ゐられ ない と 思った。 私 は 思 

ひ 切って 自分 を 主にす る 生活に 這 入る やうに なった。 もう 義理 もへ ちま もない。 私 は 私自身 を 一番 大切に しょ 

う、 一恭 可愛がらう。 私 は 私 を 一番 優れた 立派な ものに 仕立て上げる 事に 全力 を盡 さう、 さう しっかり 腹 を 決め 

てし まった。 その後の 私の 生活 は、 失敗に せよ、 成功に せよ、 この 一念で 貫かれて ゐる。 
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靈とカ 肉と か 云 ふ區別 はない。 その代りに 私と 云 ふ ものが ある。 未来 世 は 有る か 無い か 知らない。 然が 私か寢 

食し する 現在が こ x にある。 私 は 世間 を かねたり、 自分 を 疑ったり して 生活の 廻り 道 をして ゐられ なくなつ 

た。 力 力 あるかな いか はやって 見なければ 分らない 事 だ。 私 は 凡て を擲 つて 子供の 時からの 唯一 つの 欲求だった 

藝 術の 胡界に 飛び込んだ。 私の これからの 生活 は 私の 藝術 を、 卽ち 私の 自己 を 完成す る爲 めに 用 ゐられ ねばなら 

ぬ。 藝術は 私の 餘裕 が考へ 出す 遊戲 ではもう なくなった。 それ は 私の 生活 そのもの だ。 私 は 金錢の 事に かけて は 

一種の 低能者 だ。 然し 父親が 造って 行った 財產は 可な り 預かって ゐる。 而 して 何 一 つ 不自由の ない 實 生活 を やつ 

てゐ る。 ラスキン が 父 の 遣 產の爲 めに 自分の 思 ふ 通りの 道 を 物質的. にが げられ る 事な く 進む 事が 出来た の を 心 か 

ら 亡父に 感謝した とい ふ 心 持 は 私に もよ く 解る。 然し 私 は それだけ では まだ 心が 痛い。 低能で も 可んでも 自分の 

仕事で 自分 だけが 食 ふやうな 境遇に 身 を 置かなければ 私 は 自分自身に すまない。 こ の 時機が 何時か 来る 事 を 私 ま 

自分自身に 約束して おく。 その 時 私 は どれ 程す がくしくなる だら う。 

私が 自己に 立ち 歸 つてから 後の 感想 は、 斷片 的で は あるが、 時々 種々 な雜 誌に 發 表した。 同時に 藝 術と いふ も 

のに 對 する 考 へも發 表して おいた。 物好きな 讀者は 併せて 讀んで 頂きたい。 その 中に 私 は 私の 考へを 『惜 みなく 

愛 は 奪 ふ』 とい ふ 標題の 下に、 まとめて 一冊の 書物と する 積り である。 今の 私の 態度 を i しく 說明 する 事 は その 

書物に 讓る 事に する。 

將來私 力 超 人間的な 信仰の 對象 を摑む 事が 出来て、 再び 信仰の 生活に 這 入る やうな 時機が 来る かも 知れない。 

その 時機が 來る としても、 その 時機 を 最も 早く 而 して 確 實に迎 へ 得る 準備 は、 今の 私の 態度が 最上の 態度 だと 私 

だけ は 信じて ゐる。 兎にも角にも 今の 私に は 今の 私が ある やうに ほか あり やうがない CT 

リビングストン 傳を讀 み 返して 私が 恥 かし さに 堪 へな いのは、 私が 心に もない 大言壯 語 を 放って ゐる事 だ。 そ 


の^は 假 令：^ 仰 ある ものと 自分 を 忍って、 眞 面目に 筆 を 執った のだった と は 云へ、 今にして 私 は 自分の 輕 率に 惘 

れ 返る。 どうぞ それ を 許して いた ビ きたい。 而し てこの 書 を 讀む方 は、 凡ての 敎訓を リビングストン 自身から 舉 

ん でいた ビ きたい。 

終りに 臨んでも う 一 言 を 添へ る。 昔の 私の 信仰の 友の 中には、 今でも 私の 爲め に熱實 な 祈り をして 下さる 人の 

あるの を 聞かされる。 その 祈り を 私 は 信す る 事が 出來 ない。 然し その 祈り を 祈る やさしい 心 を 私 はしみ/^. 雞ぉ 

く感 する。 それ は 私 を 引き上げる。 私の 心 を 明るく する。 少く とも あなた 方と 私と は 信仰で 結ばれす とも 心で 結 

ばれて ゐる。 それだけで 今は滿 足して 下さい。 更に 又 私 は 私の 信仰生活 時代の 凡ての 先楚 朋友に 對 して 私の 訣別 

と^ 謝の 挨拶 を 謹んで 送りたい と 思 ふ。 

これから 獨 りで 出 懸けます。 左様なら。 

一 丸 1 火 年 三月 二十 二日 

, I 第 五 版の 序 I— 

私が この 害の 第 四 版に 序言 を 害いた について、 リビングストン の 生涯と は 何等の 交渉 もない 冗長な 文句 を 長々 

と 添へ たの は、 その 所 を 得て ゐな いと 云 ふ 非難 を 諸方から 受けなければ ならなかった。 それ は 私の 主意が 十分に 

徹底し ないから 起る ことで はない かと 思 ふから 更に 一 言 を 附記す る。 

私が この 傳記を 公け にした 時、 私に は 勿論 リビ ングス トンと 云 ふ 偉大な 人物の 性行 を 世に 紹介した いと 云 ふ 動 

機 もあった けれども" 同時に リビ ング スト ンを 通して 私自身の 信仰 を 世に 傳 へたい と 云 ふ 動機 も 小さな もので は 

なかった。 今でも 私 は リビングストン は 傅へ たい。 然し 私に は傳 ふべき 信仰 はない。 第一 の 意味から は 此の 害 を 

r リ ビン グ ス トン：！； 二 や：： t  ^  ^ 


^お 武郞^ %  ^六^  o 一 

東 版すべき 理由が ある。 第二の 意味から は 其の後 私の 信仰が 如何に 變 化した か を 明らか にして置く 責任と 必要と 

が ある。 

私 は：^ 仰 を 有たない からと 云って^ 仰 ある 人 を輕蔑 はしない。 今の 私 は 信仰の 內 容に對 して 無知 だ。 私 は 他人. 

の 所有物の 內容に 無知で ありながら それ を輕 蔑す る やうな 事 はしない 積り た。 だから 無 信仰なる 私が 信仰 を 有す 

る リビングストン を 傅 へ ると 云 ふ 事に 矛盾 はない と 思って ゐる。 

加 之 この 書 は 森 本 君との 共著 だ。 重版の 時 何故お 前の 名 だけ 除かなかった かと 云 ふ 非難 も あるか も 知れない 

が、 私の 名 を 除く 位なら この 害 は 絶版され るの が至當 だと 思 ふ。 森 木 君 は 私が 名 を 除く の を 好まない に 違 ひない。 

私 は 又 私で この 書の 長短 何れに 封しても 自分の 名を淺 して 森 本 君と 責任 を 分つ のが 至當 だと 思って ゐる。 これが 

無 ！2 仰なる 私が この 害 物 か ら 自分 の 名 を 除かない 现. S である。 

私 は 私の 心 持が この 小 序で： 止しく 理解され る やうに と 希って ゐる。 私に は 上に 述べた 理由 以外に あの 序文 を附 

した 事に 何等の 野心 もな く 底意 もない。 

笫叫版 序言に 關 して 諸種の 雜誌 新聞が 加へ た 主要な 批評 を卷 末に 附 してお く。 殊に 基督 敎の 機關 刊行物が 與へ 

て 下さった 批評 は、 今日の 基督 敎界が 一 つ の 思想 を どれ 程の 關心を 以て 取扱って ゐ るか を 證據 立てる ものと して、 

私が 特に 後日の 爲 めに 保 # してお きたいと 思 ふ 所の もの だ。 

^後に 私の 長 序 を牧錄 した 事に よって、 警醒 社が 受けた 非難に 對 して、 頼まれ もせぬ に 一 言して おく。 警醒 社 

が 私の 長 序の 內容を 首肯して ゐ るか どうか を 私 は 知らない。 けれども それが 誠 實な心 持で 書かれた ものであると 

認めて くれたの だ。. 誠實な 思索 を 上梓す る 事 は 書肆と しての 名 譽を寸 毫も 毀損す る もの ではない。 

1 允 一 ネ九. 土  I： 夜 


魂の 醜 さ を 凝視して その 

俾習 的な 魂の 概念の 後 

ろに 潜む 本體 の^ 質 を 

恐れな く见 透すべき 勇氣 

の 缺乏が 人の子 を驅 つて 永 

遠の^ 浪に 赴かせた 魔 

の 杖で はない か。 

(大正 八 年 七月 


^お 武郎 令：^  ハ^  八 K 

「或 る 女」 (前編) 書 後 ■ 

創作 を 一 切 他 の 刊行物に 發 表しな い 事に したので、 この 著作^ は いは ピ 私の 侗人 不定期 雜 誌と いふ やうな 譯に 

なります。 で、 この^: から 私 一個の 消息 を こ」 に 添へ て讀者 諸君との 連絡 を 取らう と 思 ひます。 

「或る 女」 は發 行が 思った より 非常にお くれました。 其の 責め は 全く 私に あります。 旣に 半分 は 書き上げて 發表 

した もの だから、 害き 直す 位 は 何んでも ない と 思って ゐ ましたが、 實際 やって 見て それ は 創作 をす る 以上に 骨の 

祈れる もの だとい ふ^を 發見 しました。 隨分 多くの 箇所 を 全然 書き直したり 訂正したり しました。 元來は 仕舞 ま 

で ャ：；1 いてし まって 一冊に して 出す 乎 害でした が、 前編 だけで 今まで か， - つてし まひました から、 後編 は 別册に し 

て 出す 事に 叢 文閣に 顿んで やう やく 承諾して 貰 ひました。 窨 物の 出版 なぞ を 滅多に 友達に 頼む もので はあり ませ 

ん。 作者よりも 出版者の 方が 無氣 になって 責め立て るので すから 閉口して ゐ ます。 後編 は 來月ー ぱいに 書き終へ 

よとの 嚴命を 受けて ゐ ますが、 それ はさう は 行かない と 思 ひます。 但し 安受合 ひに 受 合って おき ましたが。 

然し この 小說は 前編 丈で は 何にもな りません。 而 して 前編 は 何とい つても 十 年 も 前に 發 表した ものです から、 今 

から 見る とどれ 程 訂正して 見ても 物 足らない と 思 はれて なりません。 後編で 十分 纏めて 見たい と 思って ゐ ます。 

「小さき 者へ」 を 出してから 私 は 大抵 柬 京で 募し ました。 正月の 三日から 四 五日 風邪で 寢 ました。 家族 は 母 も 私 

の 子供 三人 も 熱 海の 方に 避 塞して ゐ るので、 私 はがらん とした 家に 禪 僧の やうに 暮 しました。 子供が 逹 者で 生き 

て ゐる事 さへ 確 めら れ-- ば 私に はかう した 生活 も 嬉しい のです。 この間 一 1 士 幸次郞 君に 「自分の 仕事 を 本 當に持 

つて 见 ると 隅 には子 洪位 犧牲 にしても い、 と 思 ふ」 といって 叱られました。 


一 ：！： の： ん H に 松 井須 i; で 氏と 命 n^l¥: ハ 先生と が 死亡し ました。 松 井 氏 は 私の 「死と その^ 後」 の 女 主人公 を 試 

して くれたので 私に は 記憶 さるべき 人に なりました。 命 尾 先生 は 諮 曲の 先生です が、 この 人 は 私が 持つ 僅少の 

知己の 中で 非^に 優れた： 大分の 人だった と 思 ひます。 簡單な 感想 を 「我等」 の 二月 號に 書いて おきました。 

二月の 九日と 十日に 木^ 金次郞 氏の 習作 品 展覽會 を 弟の 畫窒で 開きました。 木 田 氏と は 「生れ 出 づる惱 み」 の 

、王 人 公の 乇 デルに した 靑年 漁夫です。 三十，： ハ枚 ほど 作品が ありまし たが、 初日に は 五十人、 二日 目に は 七十 五 人 

兑に來 て 下さる 方が あって、 實に心 持の い， - 舎が 出來 ました。 見た 方 は 皆 木 田 氏の，： in 然の兌 方の 忠實 さと 敬虔 さ 

とに 感心し ました。 作品 も 大分 資れ たので、 木 田 氏が 今年の 目論見と して ゐる 油繪の 材料 位の^ 川に はなる かと 

^ つ て せ んでゐ ます。 批評家で ない 純 粹の讀 者から 私の 作品に 對 する 遠慮のない 忠言 を 伺 ひたいと 思 ひます。 創 

作 をす る 事の みが 喜びで あり 樂 しみで ある 一 人の 作者に 取って は、 讀 者からの 反響 ほど 嬉しい ものはありません。 

唯 I 勝 乎です が、 長時^の i: 訪問 はお 許し 下さい。 私 はもつ とっきつ めた 仕事 をしたい と 思 ひます から。 

「或る 女」 前編に は 風俗 を亂 すと いふ 名義で 問題に なり はしない かとい ふ 箇所が ありまし たから、 豫 め內務 省の 

n.^:^ おの 横 山 氏の 意 兌 を 求めた 所が、 横 山 氏 は 丁寧に 兑て 下さって、 役所に 廻ったら 屹度 問題に なるとい ふ？ 3； 

所が ありまし たから 遺憾ながら 全部 割愛し ました。 圖 書檢？ E の 機關が ある 以上 は據 ない 車 だと 思 ひました から。 

横 山 氏のお^ では 文擧 書に 對 する 檢閲 機關の 設けられて ゐる國 は、 革命 前の 露 西亞と 歐羅巴 諸國が 所有す る 植民 

地 だけ だ さ う で す。 作者 も 讀者も 心得 てゐて 然る ベ き 事 だ と 思 ひます。 

「ボ方 時論」 にニ號 から 緩いて 「リビングストン 傳の 後に」 とい ふ！ 文 を揭 げてゐ ます。 これ は 私が 宗敎 から 放 

れた齿 です。 

( 一九 一九 年 二月 十七 日 

「或 る 女 j  01 編)^ 後  八 五 


冇岛武 郎^ 第 笫六卷  八 六 

「或 る 女」 (後編) 書 後 

相 變らす 愚圖々 々して ゐ たけれ ども、 もうどうしても 餘裕が なくなつ たので、 私 は 四月の 一日から、 圆覺寺 の 

塔 頭の 一 つの 松嶺院 とい ふ 無住の 寺に 引 籠りました。 本氣に 作物 をしょう となると どうしても 住 ひ 惯れた 自家で 

.1- とひ  1J. かど 

は 出来ない のが惡 ぃ習惯 です。 家族の 者 達が 身近に ゐて、 縱令 何等の 世話 を燒 いて くれないでも、 どの位 涉 取つ 

たらうな どと 考 へ てゐて くれるな と 思 ふと、 もう 私 は それが 氣懸 りで 思 ふやう に 筆 を 運ばす 事が 出来なくなる の 

です。 札幌 で敎師 をして ゐた頃 も、 よく 舉校を 休んで 市內の 旅館に 泊り こんで S. を 取った ものです。 翌 U 知らん 

顏 をして 學 校に 出る と、 狭い m 舍 町の 事と て、 新聞の 消息 欄の 中に 「有 島 武郞氏 〇〇 館 止宿」 などと 出て ゐ るの 

を發 兌した 事な ど を 思 ひ 出します。 

松嶺院 では 階下に も廣ぃ 座敷が いくつ も ありまし たが、 若し 止宿 者が 來た 時お 互に 迷惑に なって はいけ ない と 

忍って、 孤立した 二階の 二 問 を 借りました。 本 當に疊 や 襖 は 汚れて ゐて、 天井 は 頭が 支へ る 程 低く、 日光と て は 

一 口の^ 殆んど 這 入らない やうな 所でした けれども 辻 事 は 可な り 出来ました。 新聞 は 全く 見ませんでした。 一 週 

間に 一 度 か 一 一度 可な り ゆっくり 休養した 外に は、 殆ん ど矻々 として 机の 前にば かり ゐ ました。 机め 上の 小さな 一 

輪揷 しに は樁、 さっき、 菜の 花、 海棠、 山吹、 薔薇と いふ 順序に 花が 挿されて、 最後の 薔薇が 花 を 開き 切らない 

中に そこ を 去る やうに なりました。 實際 春の 移り 變り はこの 二十日の 間に 可な り 落ち 付いた 心で 眺める 事が 出來 

ました。 私 はこれ を 副牧穫 として 嬉しく 思って ゐ ます。 始めの 中 は 留守居の 坊さん もゐ ない ので， 大きな 建物の 

中には たづた 一 人で 住んで ゐ ました。 この 生活の 委細 は その 中 「雜信 一 朿」 で 「我等」 に 寄稿した いと 思って ゐ 


ます。 原稿 は  一 R: 平均 十八 枚 を誊 いた 事になります。 一番 澤山 枚数 を誊 いた 曰が 三十 枚です。 それ を 書いて 夜 0 

十 一 時^に なると、 我お にも 頭が 働か なくなって しま ひます つ ！ 一日 か 三日 働く のなら  一 n にもつと 喾 ける かも 知 

れ ません が、 十 口 以上 も 核け て 仕事 をして ゐ ると 一 日 三十 枚が 最大限 だと 云ふ箏 を 知りました。 

1 一十一 一日に^ 京に 歸 ると 慌て 上 c 小 都の 同志 社に 於け る 講演 旅行の， 備に 取り か、 りました。 而 して 二十 ヒ：： ：： に 

^京 を發 ちました。 完成し ない 「或る 女」 の 綾 II の 一 部分も^: 物の 中に 這 入って ゐ ました. • 12 志 社で も 「藝術 論」 

の 去 ^'の 絞き とホ ヰット マ ンを 講じて ゐ ます。 

ホ ヰット マンと：. ム へば、 今^-が 丁度 誕生から 百年に 當る故 かも 知れない けれども、 に はかに 流行し 出した やう 

です。 しかも 私の やうな ものが この 詩人の 研究者と して 權威 ある もの \ 一  人で あるかの 如くに 或る人々 から 思 は 

れてゐ るの は闲 つた ものです。 こんな 事に は何處 にで も あるか 知らないが、 線香花火の やうな 輕 率な 流行 は 實際何 

よりもい やな 氣 がします。 私なん か^ ホ ヰット マン 研究者の 代表的な 一人と して 兑られ ると いふ 事な ど は、 H 本 

の ^想 界の輕 佻 さ を 裏書きした ものと 云 はなければ なりません。 私が^ 越に もこ の 詩人 を 同志 社の 講演の 題目に 

選んだ の は、 何も 私が その 舉者 だからと いふ 譯 ではない のです。 同志 社の 講壇に は 最初から 私は舉 者と して 立つ 

てはゐ ない のです。 た ビー 侗の 作家と して 立って ゐ るので す。 作家が. GE 分 を 築き上げる 上に ホヰ ット マンから 受 

けた 所 を、 秩. lit も 研究 まなく 雜 然と 披瀝して ゐ るの に 過ぎな いのです。 

M 志 社 講演の 暇 を 盗んで、 一昨日から 私 は cl? 羽離宫 の遣址 なる 京都 城 南の 北 向 不動 堂の 方丈の  一 S を 借りて、 

「或る 女」 の殘 りを誊 き 上げました) 朝夕 二 鹿の 精進の 食事と、 晝 にはパ ンと 牛乳と で 働きました。 境遇 は圆. s+> 

ほど 幽邃ではありません が、 それでも 兎に角 仕事 は 終へ ました。 電報まで よこして 催促して ゐる足 助に：： 十く この 

稿 を これから 送ります。 今日は これから 京都に^つ て、 明日 は匆々 祌戶の 方に 行かなければ なりません。 

「或る 女」 (後編) 甞饺  八 七 


お ^ 武. 邱仝^  ^ 六 ぺ？3  A 人 

京都の^ はもう 過ぎました。 こ-では 蚊帳 を 吊って 寢 ました。 柒種畑 は結實 でた わ、 になって ゐ ます。 風が 吹 

くて 椎の 木から 去年の 槳が留 度な く 散り 飛んで ゐ ます。 交尾期に あるか とんぼが 部屋の 中に 幾 匹 も 飛び込んで 來 

ます。 晝中 は蟬が 鳴き 出して ゐ ます。 袷 を 着て ゐた私 は 暑さに 堪へ すに^. 衣 を 着て 經 机に 向って ゐ ます。 

讀者 諸君から 「或る 女」 前編に 對 する 感想 を 十數通 受取りました。 御 返事 をし 漏れた 向き も あると 思 ひます か 

らこ、 で 感謝の 意 を 表します。 

この 八月に は 差 支へ がなかったら 子供達と 一 緒に 北海道の 方に 旅 をして 昆 たいと 思って ゐ ます。 子供 は 三人と 

も 札幌で 生れました。 彼等 は 五 年 振りで 自分の 生れ 故鄉を 見舞 はう とする のです。 

寫武版 は 私が 籠って ゐ た圓覺 寺の 松嶺院 で す。 

最後に 附加 へて 云って おきた いのは、 この 小 說には モデルが あって、 それ は 或る 文舉 者と その 先妻に あたる 人 

とが 用ゐら れてゐ ると 云 ふ 或る 一部の 人達の 評判です。 それ はさう に 遠 ひありません。 然し それ は 事件の 極く 輪 

郭 だけから ヒント を 得た ので、 性格な ど は 全然 私が 創作した ものです。 殊に 後半の 女 主人公 や 事務長の 關係は 全 

然無极 だ と 云って い \ のです。 だから この 作物 は 全く 私の 實感の 延長 だとして 讀ん でいた^き ます。 モデルに 累 

を 及ぼした くないから  一 fB します。 

一 九 一 九 年 五月 十 一 日 


「三 部 曲」 書 後 

八月 には子 供逹 三人と 一 緖に 北海道の 旅 を 十六 七日して 來 ました。 子供達 は 大正 三年に そこ を 去って から 今度 

が 始めて^ す。 長男 だけ は 夢の 斷片の やうに 病める 母と 共に 札幌を 去った 時の 記憶 を 持って ゐ ますが、 下の 二人 

は： ！：s も 知って ゐ ません。 生地に 行く と 同様です。 津輕 海峡 を 行く 汽船 も 彼等に は 珍ら しい ものでした。 札幌で 

はお 知の 諸お が私迮 に 忍 ひも かけない 好意 を 示して くれました。 殊に 森 本の 家族 は 殆んど 毎日 私達の 爲 めに 時 

の 全部 を 割いて くれました。 私が 書生であった 頃 荷物 を 肩に 背負って 雪鞋を 履いて 七 里の 道 を 徒歩で 行った 定山 

溪の溫 泉 場まで 绒 道の 通じて ゐ るの なぞ も、 私に は 色々 な 事 を 思 はせ る 種でした〕 私達 は 一日 そこに も 遊び まし 

十 ご  CV つたう 

た。 途には 狩 太に ある 農場に 立ち寄って 三日 程 を 過し ましたが、 その 三日に 亙る 營陶 しい 雨の 一 日 を岩內 から 

K おが：^ ねて 來て くれました。 K 君 は 「生れ 出 づる惱 み」 の モデルに した 靑年 漁夫です。 新たに 試みた 二 枚の 油 

^を 持って 見せて くれました U 又 S 君と 云 ふ 新 閜に關 係して ゐる人 も 見えました。 その 人の 經て來 そ 苦しい 生活 

經驗の 話 も か&る 所では 珍ら しい ものでした。 冬が 去らう とする 頃、 根窒の 海岸に 沿 ふ 砂丘の 上に 登って、 靜か 

に^: り そ  >- ぐ 雨の 屮に耳 を そば だて- 1 ゐ ると、 海面に 張りつ めた 氷の 破れ目が 裂けて 沖の 方に 流れ出す 時、 泣く 

とも、 おめく とも、 笑 ふと も、 訴 へる ともない 一種の 聲が 汀に 充ち滿 ちる 事な ど を 語られて、 その 地方 を 背景に 

した 創作の 事な ど を 思 ひ 耽りました。 函館を 船で 發っ朝 は 物凄 まじい 暴風で したが、 船が 出る と 幸に も 風が 變っ 

て、 ^の 上に ゐる やうな ffi: ぎに なり、 子供達が 一人 も 難儀 をし なかった の は 仕 合せでした。 この 集に 禅んだ おお 

は 航の 汽船の 最上 甲板の 上で、 日 を 浴びながら 立つ 三人 を寫 した ものです。 

「三 部 曲」 書 後  八 九 


ぉ岛武 郎仝络 ^六卷  九 ◦ 

歸路輕 井澤に 立ち寄って 大舉擴 張 講演 會に 出席して ホ ヰット マ ン に 就いて 講演 をし ました。 東京に 歸 つてから 

は、 「三部 曲」 ゃ大阪 朝日の 懸赏 小說を 見る 事に 日 を 費やし ましたが、 私の 惡ぃ 癖で 一 日々 々と 安き を偷 みまし 

た。 殊に 懸賞 小 說の方 は、 その 作者が 燃える やうな 待ち遠し さで 發表を 待って ゐる だら うと は 察しながら、 百 八 

十 篇に餘 る 大紙堆 を 眼の 前に 兑 ると 乎 をつ ける 勇氣が 出ませんでした。 

十月の 末から は 同志 社に 講演す る爲 めに 又 京都に 行きました。 今年の 京都の 秋 は 素晴らしい ものでした。 この 

度 は 珍ら しく © を 伴 ひました。 三人の 孫の 爲 めに 碌々 くつろぐ 暇 もない 老人 はこの 旅で 稍 M 心 を 慰めた かも 知れ 

ません。 京都で は イブセン について 思った 所 を 述べて 見ました。 思 ふ 所の 半分 も 述べ 盡す 事の 出来ない 中に 講演 

の 期 ^は盡 きて しま ひました。 この 滯 在中に 絕 えて 久しかった o 君に 會 つたの は 愉快でした。 は 私が 窨後を 

附 する 事に 大不赘 成を稱 へる 一人です。 その外 私の 作品に 對 して 思 ふ 存分の 惡體ロ をた \ きました。 私は默 つて 

それに 耳を倾 けました。 しかも 依然として 書 後 を 書いて ゐ ます。 o 君が これ を讀ん だら 濟 度すべからざる 奴と 思 

つて ゐる 事で せう。 

「或る 女」 について は 色々 な 事 を 方々 から 聞かされました。 薬 子 を 作者の 理想の 女の やうに 思って ゐる讀 者 も あ 

ります。 义眞 面目 だと 云 はれる 側の 靑年讀 者の 中には あの 作に よって 私から 離れた 人 も ある さう です。. 私 は それ 

について 辯 解 も 何もし ますまい。 結局 何ん と 云っても 作者 は その 作物に よって 語る 外に は 道 を 持ちません。 作品 

が惡 かったら 作^ は 何時までも その 企圖 した 所 を 知られす に 終る までの 事です。 それ は 作者の 甘んじて 受けねば 

ならぬ 相當の 刑罰です。 作者に 少しの^ら しさが あるなら、 默 つて その 運命に 從ふ外 はない のです。 

私の 作物に 對 する 批評 は宫島 新三郞 (早 稻 E 文 學)、 增 S 篤 夫 (解放)、 石 阪養平 (帝 國 文 擧)、 齋藤勇 (福 音 新 

報) 等の 諸氏に よって 與 へられました。 私 は それ^ \ の 諸君に 個人的に 御 挨拶 はして おき ましたが、 公け に それ 


こ^するな：^ はしませんでした。 公け の 答 辯 は 作物 それ 自身に よってさせる 外にない と 思 ひます から。 唯 私 は 

それ^ ハ諸^ が 私の^ 術に 對 して 注意 を拂 つて 下さった 事 は 嬉しく 思 ふ ものです。 なほ 「愛一 に對 する 御 批評に 

對 して は、 その 屮： i つた もの を 害いて 著作 集の 中で 發 表する 積り でゐ ます。 

八， 年 は 度々 講演 を させられました。 輕 井澤の それ、 束 京 高等 女擧校 聯合 同窓 愈、 柬京 女子大 舉、 同^ 社、 大阪 

十： z々l、  ^ipL^-, 京都 笫ニ 高等 女舉校 同窓 會 等です。 而 して 私 は 全く 飽き， （- してし まひました (多分 聽衆 

がさう あった やうに) もうこれ から 问志社 以外に はそんな^ はしない 積り です。 

冬 が n つて 來 ました C こ れを書 いて ゐても 手先が 凍 え る の を覺 えま す。 

一 九 一 九 年 十 一 月 一 一十 五日 


「三 部： ra」 ^ 後  九 一 


有お 武 郎^^^ 六卷  九 二. 

廣 吿 文 

「或る 女」 • 

畏れる^ なく 醜に も 邪に もぶ つかって^ よう。 その 底に は 何が あるか。 若し その 底に 何もなかったら 人生の 可 

能 は 否定され なければ ならない。 私 は 無力ながら 敢へ てこの 冒 險を 企てた。 

ニー  &」 

0 に 驚異す ベ き 人生 文 獻 の 舊 新約聖書 か ら、 二三の 贊玉を 拾 ひ 上げて 磨き を かけた もの だ。 


薩 術的氣 分に 生きよ 

f^t .  十九 世紀の 思想 

二 卜お 己の 刀^。 工 共の、 ひて は 4- 九 世紀から 倬 はった 流れが あります。 私共 は 此の 流れ を 如何に 變へ？ 力 义 

ヒ の^こし て^く かと. -ムふ 二 問題が 考 へらる べきです。 然 らば 十九 世紀の 思想の キ イノ ー トは 何で あるか、 其 は 

.r^^m-a,  ^ち 物 を客觀 的に 見る 事であります。 此の 科舉的 思想が どうして 生れた かと 云 ふに、 中 世紀に は烦 

^ほおが 盛んで、 人間と 一 H ふ もの を 地面から 離して 考 へ る、 表面的な 純 理想的な 哲舉 であ つ た爲 め、 哲舉は 次第 

こ 人-と 離 1 て、 哲^ は^ 攀の 歩み を 取り 人間 は 人間の 歩み を 取って、 哲舉を 以て 人間 を 導く 事が 出来な 力った 

ので^。 其の 時に 常って^ 1^ 換言すれば 科攀 復興の 哓 となりました。 そして 理想で はなく 眞理の 追究 を 目的 

として、 人 W 世界の 周圍の 自然 物 を 感情 を 動かさす に 冷靜な 態度で 研究す る 事に なった 結果、 亞米 利.^ 人 陸の 發 

兌、 印刷術の 發明、 產業 組織、 近代 組綠を 生んだ のであります。 

近代 人の 煩悶 

此の 科舉的 精祌が 自然界に 働いた 時 は、 自然 科舉の 研究と なり、 ダァ ー ウィンの 進化論の 如く 人間の 研究と なり 

ましたが、 页に 進んで 此の 科舉的 精神 を試驗 管に 入れて 分析す ると 云 ふ 程度 迄にな りました。 之 を 文舉上 力ら 云 

憨 術的氣 分に 生きよ  ゴ… 


有お 武郎 令： 第 ^六 卷  九 四 

へば 自然主^と： ム へます。 私が 私自身 を考 へる 時 私から 離れて 冷 かに どんな もの かと 考 へる のです。 私自身が 私 

と 云 ふ：？ 評 家と、 私と 云 ふ對象 物に 二分す るので す。 近代 人 は 二元的 行方 をして ゐ ますが、 之で は 人間 は^ 底し 

ない、 其處に 近代 人の 煩悶が あるので す。 ハ ム レット は 自分の 父 を 殺し、 自分の 母 を 奪 ひ、 其の上 自分自身 さへ 

殺さう として ゐる 敵の 叔父 を 目前に 見ながら、 乂 一方に 叔父 だって 人間の 慾 を 持って ゐる、 叔父 を 殺して どうす 

るんだ、 人^ は 皆無に 歸 して 了 ふぢ やない かと 彼 は 思 ふ。 卽ち 客觀的 彼と 主觀的 彼と が ある。 そして 現代の 人 は 

赏 行を缺 き、 {Z 分 自身 も 其の 周圍も 不幸に 陷 らしめ てゐ ます。 これが 世紀末の 煩悶です。 此は 科舉的 研究 的 態度 

を 人^,::: 身に. 慰 川した 不可能 事 を 可能^と ^ へ たこと から 來た 間遝 ひであります。 斯 くして 人生 は 灰色の 熱の な 

い 光の ない ものと なる のです。 私共 は 科舉的 態度 を棄て なければ ならない。 私：^ の 心に ある 藝術 的氣分 に 生きな 

ければ ならない。 

三種の 動向 

ど ん 

^は藝 術 的条 分と は 如何な もの かと 云 ふ 事を說 明す る 前に、 人間 生活に は大體 三種の 動 向 の ある 事 を 二百 

したい。 從來人 問は智 情意の 生活と 云って、 三 i! の 別々 な 力に よって 生活す ると 思って ゐ ましたが、 私 は 此の や 

うに 別々 に 離れた もので なく、 純一 の 力に 依って 生活す る、 此の 力が；！： じ 所に 動く 時は智 ともなり、 綾いて 動く 

時 は となり、 强く 動く 時 は 意と もなる と 思 ふので す。 又 宗敎家 は 人^の 生活 を靈 肉の 生活と し、 靈の 生活 を 貴 

しとして、 靈の爲 めに は 肉 も棄 てなければ ならない と 云 ひます。 私 は 靈肉は 離すべからざる もので I 何れ を贵 しと 

しゃれ を賤 しとし ません。 今 話した 私共の 心に 働いて る 或る 力が だらけて る 時 は 如何に 口で は 崇高な 事 を 云 はう 

と、 の 生活で あり、 又實 行して ゐる 事が 肉に 關 する 事で も 其の 力が 緊張して ゐれ ば靈の 生活です。 それで 私 は 

人^の 生活 を、 ^性的 生活、 ^的 生活、 本能 的 生活の； 二種の 動 おとします。 習性 的 生活と は 外界が スポンジ 


こなって 私 身 を 吸收 する ことで、 卽ち I 俗お 惯に從 つた 生活です。 智的 生活 は 外界 物に 反抗す る 生活で 外界 

を 研究 ノ て-了く ぉ活 です。 本能 生活と は、 普通に 云 ふ 本能で なく、 私の 一 百 ふの は 自分から 進んで 外界 を 征^して 

- マく^ 活 です。 (談^ 筆記) 

( 1 九 1 九 年 六月、 「讀賣 新聞」 所載) 


讓術 的お 分に 生きよ  f 


^島 武郞仝 菜 笫六卷  九卞 

文學は 如何に 味 ふべき か  〜 

「文舉 は 如何に 味 ふべき か」 とい ふより は 「私の 作物 を 如何に 讀 むべき か」 とい ふやうな 勝手な お 話になる かも 

知れません。 私の 作物に 就いては 讀者 方より 手紙 を 寄せて 感想 を 言うて 來 るの や、 色々 な 噂を傳 へて 來る のが 可 

なりあります。 この間 も 或る人より 新聞の 切拔 きを 送って 來 たが、 それに は 「或る 女」 の 感想 を 記る し、 その 中 

から 得た 感銘 を 色々 な 言葉 を 以て 表 はし、 そして 最後に 女 を 八つ裂き にした 作者 を 呪 ひたくな ると 云うて ありま 

す。 又、 北海道から 來た 人が 確かなる 話と して 吿 げた 事が ある。 二十 四 五 歳になる 或る 北海道の 女の人が、 許婚 

の 人の ある 身 を 以て 偶 M 行った、 或る 漁村の 眉目秀麗なる 男らしい 靑年 漁夫と 戀に 落ちた。 その後 女 は 私の 書 

いた 「生れ 出 づる惱 み」 を讀ん だので あつたが、 その 小說に 書かれて ある 事と 自分の 境遇が 餘 りに 酷似して ゐる 

車より 大いに 動かされ、 益ぷ 二人の 間柄が 深くな つた。 然し 次いで 「石に ひし がれた 雜草」 を讀む や、 外 國遊學 

中の 夫の 留守に 夫の 友人と 道ならぬ 關係を 結んだ 妻の 行爲 を、 夫が 歸朝後 これ を 知り、 如何にも 酷なる 方法 を以 

て 妻を責 むる 項に 至って、 非常に 煩悶す る やうに なった。 然し 乍ら、 次に 出で た 私の 小說 「或る 女」 は 更に 彼女 

の 苦悶 を增し 終に ヒス テリ ー になって しまったと いふ。 そして 次に は 如何なる 小 說が現 はれる か、 それに 依って 

自分 は 己れ の 決心 を 固める と 云うて ゐる とその 人 は 語りました。 

これ 等 は  一 二の 例に 過ぎない けれども、 私 はこれ 等の 事に 依って 非常に 心 を 打 たれた のです。 私の 小說が 一 人 


の 人 の 生活にまで も 影響した とい ふ 事 は 私に とって は大ぃ に考 ふべき 問題で あると- ム はなければ なりません。 故 

に 私 はこの 顯の 下に 自然 如何に 私の 作物 を 讀んで 貰 ふべき かと 云 ふ 風に お 話 を 進める 仕儀に なり さう に 思 ふので 

二 

さて、 文攀を 如何に 味 ふべき かとい ふ 事に 就いては 各よ その 立場が あります。 私 は 私な りに 自分の 立場の 上 か 

ら^：: ルの ある 所を大 sg 申 述べて 見る 外はありません。 斷 つて 置きた いのは、 私 は 人の 說を 紹介す る 程の 攀者 では 

ない. S と、 .m 說 はさう どんく 新ら しく 變 へる 事が 出来ない 事と です。 或は この 話 も 前に 話した 高 女 聯合 同窓 會 

及び 輕 井澤に 於け る もの を 繰り返す 部分が あるか も 知れない が、 その 點は諒 としていた^ きたいと 思 ひます。 

さかのば 

文 ゆ を 如何に 味 ふべき かの 問題 を 言 ふに は、 溯って 藝 術と 云 ふ 問題に 觸れ なければ なりません。 文學 は爇 術の 

一 部門で あるから であります。 故に この 藝 術の 問題 を 決定せば 文擧の 問題 もお のづ から 決定 さる-ので ありま 

す。 ー體、 我々 の 凡ての 生活 は 自己と 自己 以外 (外界) との 關 係より 成って 居ます。 自己が 自覺を 持たない 問 は、 

その 生沽は 無意識の 生^であって 眞の 生活で はない。 例へば 低級なる 動植物の 生活の 如き ものが それであって、 

^の 人 il の 生活と は 大いに 異なって 居ます。 故に 人間の 生活 は 意識的に 爲 さる- - 時に 始めて 眞の 生活が 起る ので 

あります。 而 して 藝術も 叉、 この 意識的 生活より 胚胎 さる \ の である。 然し 生活が 赏川 的に のみ 限られる 揚合、 

例へば 一刻 も實 生活の 爲 めに 暇の ない 場合に は、 我々 の 間に は 藝術は 生れて 來 ない。 然し 貯蓄が 生じた る 場合 卽 

ちゃ；^ の 餘裕が 生じた る揚 合に 始めて 藝 術の 衝動 (Impu】se) が 生れる。 グ ー ル乇ン (Gourmont) の 著に 「高 溫な 

き 物 は 如何にして^ すか を考 へる。 然し 諸君 は 火と いふ カを發 見し、 その 自然の 母から 一 人の 高慢なる 娘が 生れ 
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た。 その 娘 を 文化と いふ。 その 娘 は 火に 盲從 せす、 それ を 以て 蒸氣を 走らせ …… 機械 を 動かす」 と 云って ゐ ます。 

人間 は 畢竟 tool  (器械) を發兒 する 事に 依って 文化の 創め を 作った。 而 して 實 際のパ ンの 生活の 餘裕 をと り 凡ての 

文化的 活動が 生れて 来た 事 は 委しく 云 ふに は 及ばない 事です。 


斯く藝 術 は 人 問の 生活の 中に 生れ 出た けれども、 次いで 藝 術と は 何ぞ やの 問題が 考 へられて 來た。 これに 對 ー 

て 始めて 定義 を 下した の は、 恐らく 獨 逸の 美學者 バウムガルテン (Baumgarten) 等であって、 藝術は 美なる もの を 

取扱 ふ 事 を 見出だし、 次いで 獨 逸の 美 擧者等 は 「美と は何ぞ や」 の 疑問 を發 したので ある。 この美に 就いては 獨 

逸 派の 美學の 潮流 は 一 勢に、 美と は何ぞ やの 探究に 全力 を 注いだ のであります。 

一般に は 美の 見方 を大體 三つに 分って^ ます。 その 

第一 說は、 美 は ブラ トンの イデア (Idea) の 如く 獨立 せる 存在で あると いふ 說 であり、 それに は內 在的價 値が 

あり、 その 價値を 吾人が 探る 事に 依って 藝術は 成立 するとい ふ說 である。 

第二の 說は、 美 は 吾人の 享樂 する 心的 境地で ある。 故に 美 は 外部に あらす して 心が 美しく 思 ふので ある U 美的 

享 樂は實 生活と は關 係がない。 この美 的 享樂を 純粹に 表現す るの が藝 術で あると いふ 說で あります。 

これに 依れば 私の 小說に 依って ヒス テリ ー を 起した とい ふの は 美的 享樂 ではない わけで あり、 又 私の 小說 がそ 

れを與 へ ない とい ふ 事になります。 

第三の 說は、 大體眞 善美の 三つの 中、 美 は眞と 善と に密 なる 關係 ある もので なければ ならない。 美を感 すると 

同時に 道德 的に なり、 又 宇宙の 眞 理を摑 むこと を 要す。 かくの 如からざる もの は 美で ない とい ふ說 であります。 


以上 三つの 說 の屮、 私 は その 孰れ を 採る か。 不幸に して 私 は その 孰れ を も 採らない。 その 理. E として は、 

^一  の 說に對 して 考 ふるに、 美は獨 立せ る 存在で あると 考へ得 又 云 ひ 得らる、 としても、 又 その 惯； g は 2： 在 的 

かも 知れない けれども、 然し、 我々 は それ を 味 はなければ 其の 價値は 判明 しないの である。 然 らば 我々 が 美 を完 

个 -に兑 るに は 如何にして 爲 すべき か。 それ は 人間の 力で は 及び もっかない 事で ある。 私より いへば、 感得した る 

もの. - みが y; である。 突 は 我々 が 事物に 當 つて 我々 の 切り取る その 部分 以外 は 我々 に は 役立たない。 その 愤俽は 

その 切り取られた 部分の みで ある。 そして 我々 に 最も 役立つ もの は、 その 切り取れる もの \ み である。 故に 上記 

の 假定は 假^と して 惯 値が 有る としても 實 際の 問題に なりて 夥しく 惯： jg を 減じて 來る。 それ 故 美は獨 立せ る^: 在 

にして 內在 的^:: g ありとの 說は實 際の 藝術 家に は餘り 役に立たない 說 であります。 

，お 二の 說に はな か- (\ の强 味が ある。 ォス カァ. ワイルド (Oscar  Wilde) の藝術 論の 場合な どに 於て 殊に 斯か 

る^じ を 持つ。 然し^して M の藝 術に 接して 全然 利害 關係を 離れた る藝 術が あるべき であらう か。 私の 考 ふる 所 

に 依れば， 必す そこに は享樂 者の 生活に 變 化が 起るべき 害で ある。 一時的に は 無 關心狀 態 あるべき も、 やがて 何 

，かの 變化を 伴った 生活 を 喚起すべき 箬 である。 ワイルド は 「貴き は藝 術で ある。 藝 術の 爲の 生命で ある" 我々 

の 生活 は藝 術が 作る ものである」 というて ゐる。 又、 ラフ ァ エル 前 派 (pre.Raphaelitism) の 口 セ ツチ (Dante  Gabriel 

Rossetti) の綺 によって、 始めて 口 セ ツチの 描いた やうな 女が 英國に 生れたり とし、 ロンドンの 霧 を 描け るタ アナ 

ァ (Turner) の綺 によって、 n ン ドンに は 霧が 生じた と 云って ゐ るが、 かく考 ふる 時 は ワイルド は 藝術卽 藝術を 

、H.:^ せる 如き も、 藝 術が 如何に 生活に 影響せ るか を考 へなければ ならないで はなから うか。 だから か \ る 高踏的 

なお 術觀 にも 不足が あると 私に は 思 へ ます。 

笫 三の 說は 美の 獨立性 を 全く 無視して ゐる。 かく 言 ふなら ば、 美學は 成立せ ぬ樣 にならねば ならない。 綜合 的 
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なる 眞理 と道德 と美の 關係は あら はる ゝも、 美を獨 立せ る ものと する 事は考 へられない。 美の 獨立性 は 全然 失 は 

れる。 か &る條 件 を 持って行くならば、 藝術は ある もの k 機關 ともならなくて はならない。 然し 乍ら 藝術 は獨立 

せる 價 値と 權利. を 有する ものである 以上 は、 美 は 概念的に 考へ ちれた 眞 とか 善と かいふ ものと 結び付いて ゐ ねば 

ならぬ と 云 ふ 理由はありません。 

藝 術が 生活と 直-接の 交涉 のない 一 種の 遊戲 であると 第一 ー說の やうに 考 へらる-に 至 づた譯 を 私 はこ \ に 少し 穿 

^して 兌たい。 

四 

この 事 を說く 前に、 私 は 入 問 の內部 生活に 對 する 私の 考察 を 語りたい と 思 ひます。 人の 生活 は、 

一 、 本能 的 生活 (Impulisive  life) —— ira 働 的の 生活 を 指して 云 ふ。 

二、 智的 生活 (Intellectual  life)  II 外部の 刺戟に 對し內 部の 反撥す る 生活 を 云 ふ。 

一二、 習性 的 生活 (Habitual  life) —— 外界が その 儘內 部に 働き かけて 居る 生活 を 云 ふ。 

以上 三つから 成る と 思 ふが、 吾人の 生活の 大部分 はこの 習性 的 生活に よって 導かれて ゐ ます。 又 人間 生活の 他の 

可な り廣ぃ 部分 は智的 生活で 成立し、 外部の 刺戟に 對 する 內 部の 經驗 から 知識 や 道德が この 生活のお 蔭で 出來る 

ので、 この 生活 は 人 問に 取って 大切な ものであって、 また 現在の 吾人の 生活に 必要と する 多くの もの はこの 智的生 

活 の充實 によって 滿 されて ゐ ます。 現在の 社會 生活が 吾人に 耍求 する 生活法 はこの 生活であって、 それ 以外の 生 

活は餘 り 重要視 されて 居りません。 然し その上に 私 は 一 つの 生活 を 置きたい と 思 ふ。 それ は實に 本能 的 生活で あ 

る。 これ は 或る 場べ 口に は 今迄の 道德 を破壞 し、 無視して まで も、 今 在る 生活より 一歩 を 進んで、 堅 ぼなる も 一向 


進歩の ない if 的 生活に 對 して 一 歩 を 進む る 生活で ある、 卽ち 平安 を 主と する 智的 生活に 對 する 進歩 を 主と する 生 

^であります。 

允 パの屮 央 公論 誌上 に 於け る 中 澤臨川 氏の ベルト ランド • ラッセルの 哲 舉に關 する 評論に は 「ラッセル は 3 典の 哲 

ゆ は^ 川 的：：： 的より 全然 離れた る 抽象的なる、 數舉 的の もので なければ ならない。 眞の哲 學は實 刖 的な，：：： 犬 味から 

離れ、 流 勁の 不安. S から 救 はれて 永遠の 觀察 を爲 すべき ものでなくて はならない」 と 主張し 知識の 烕權を 立派に 

ひ W はせ る 人であって、 ベ ルグソ ン の 流動の 哲舉 に反對 し、 「齊 遍」 と； ムふ絶 對な實 在に 味 到す る 事 を 主唱した 

が、 この^お が、 世界 戰 役の 結^ 二 筒 月の 獄屮 生活の 後に は その 舉の 內容に 著しい 變 化が 起り、 ベルグ ソンの 

、- --ぉ して ゐ たやうな 本能 的の 生活 I 認めて 來 たと 云 ふ 事が 書かれて あつたと 思 ひます。 不幸に して 私 は ラッセル 

の いた もの を 一字 も讀 んでゐ ません が、 氏の 改說の 經路を 非常に 意味 深く 思 ひました。 この 本能 的 生^ は 下等 

^物 I 乂は 石が 人^に 迄 持ち 來 さる X に 至った その 力から 出て その 力に 動かされる 生活であります。 幾 fn 取パ牛 

つ，， おて 石が 段々 有機 體 となり、 終に 人間にまで 進化した、. その 進化 を 司る 力であります。 この 力が 我々 に 働いて 

^るので あって、 或る時に は 知識 を 破壊し、 或る時 は 道德を 毀して まで も 働く のであります。 それが 如何に 化^ 

を： S する か は 誰も 知らない。 而 して 藝 術と はこの 力に よって 人 問の 生み出し たもの を 云 ふので あります。 

何故 或る 竹 舉者 等が、 藝 術と は 何等の 努力 を 伴 はざる、 何等 意志の 作用な くして 享樂 し^られる ものと 者へ た 

か は、 本人が 本能 的 生活に 入った 時には、 智的生 活に 必要と せらる k 如き 努力が 伴 はない が 故にであります。 

的^ 活には 努力と か犧牲 とか ビ 必要 條件 として 考 へられます。 然るに 本能 的 生活に は 衝動 はあって も 努力 は あ 

りません。 狻^ はあって も 犠牲はありません。 その 生活 內容 の經驗 から 美と 云 ふ觀念 を假定 した 人々 が 美の.：：， チ樂 

はれ 化 活とは 何等の 關係 なしと いうた ので ありませ う。 义藝 術に は 無 目的な りと いふ 說は、 普通の 生活 は 働きの 
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外に EI 的 を 置け る ものが 普通で あるのに 對 して、 本能 的 生活に あって は 目的 は 生活 そのもの、 中に ある 事より 來 

たので ありませ う。 智的 生活の 目的 は 外部に ある。 然し 本能 的 生活の 目的 は內 部に ある 故， そこに は 苦しみ も惱 

み もない ので ある。 クリス トの 十字架 上の 苦しみ も クリスト 自身に は 何等の 苦痛 もな き 安らかな ものであった ら 

う。 藝術も 又、 この 本能より 出づる ものであるが 故に 他に 目的 はない。 然し 獨逸 派の 人々 は 美 を假定 して、 美の 

創造 は： i0 的で あると いふので すが、 これ は、 創作者の 心 持が 本能 的で ある 故に 衝動的で あり、 從 つて 目的な く 

见 える と见る 方が 正しい と 思 ひます。 

故に 私 は 本能 的 生活が 藝術を 作る とい ひたいので あります。 本能 的 生活 そのものが 藝術 である。 生活 卽藝 術で 

ある。 そして その 生活 を爲 しつ- r ある 人が 藝術 家と いはる \ の である。 人に は 多 かれ 少 かれ 本能 的 生活 をして ゐ 

ない もの はない から 人 は 誰でも 多 かれ 少 かれ 藝術家 であると 云 ふ 事が 出來 ます。 故に 其處に 始めて 世の 云 ふ藝術 

を 鑑赏 する の 道が 開けて 來 るので す。 若し 藝術 家と 云 ふ ものが、 他の 人々 と 類 を 絶した 特種の 人間で あると する 

なら、 どうして 共の 藝術家 の 生 んだ藝 術 を 普通 の 人が 味 ふ 事が 出來ま せ う。 

然し、 普通に 用 ゐられ て ゐる藝 術と いふ 言葉 は 私の 只今 巾した 藝 術と 云 ふ 言葉 程 廣義に 用ゐら れてゐ すに、 私 

の 所謂 狭義の 藝 術に 属する ものであります。 それ を 一 般に藝 術と 稱 へて ゐ るので す。 

蕋 し、 吾人の 本能 生活に は 一 の 表現 を 必要と する。 この場合に は 種々 あるが、 物的 材料 を 最も 狹く、 少 く用ゐ 

て、 自己 を 出来 得る だけ 完全に 表現 せんとす る ものが この 狭義の 藝術卽 ち 世間で 云ふ藝 術であります。 より 完全 

なる 藝術 は、 より 少く、 純なる 乎 段に 依り、 自己 を出來 得る だけ 完全に 表 はさんと する ものであります。 藝術は 

官能に 慰へ る もの 故、 この 事 も 成るべく 純なる 官能に アツ ピ ー ルす るの を 必要と します。 それに は 服 若しくは 耳 

に懋 へる のが 设も よろしい。 彫刻、 繪畫は 眼に 1- へる もので あり、 音樂は 耳に^ へる ものであります。 ニー  一一  c すれ 


ば、 道具立て 少 くして 生活 卽ち 自己 をなる ベく 人に 表現 せんとす る ものが 純粹藝 術の 作用であります。 ラスキン 

(Ruskin) が 「 藝術は 一 の 經濟學 である」 と 云うた の は 面白い 言 ひ 方で あると 4 一口 はなければ なりません。 

そこで 以上に 依って 簡覃 なれ ども、 藝術は 如何なる もの か、 如何にして 作らる- -かビ 判明した であらう と 思 ひ 

ます。 次に 木 論に 入る 前に、 歐洲に 於け る 藝術的 思潮が 如何なる 發達 をな せる か、 而 して 現在 は 如何に 變 化しつ 

つ あるかに 就きて 述べたい と 思 ひます。 

大 體歐洲 文明の 發達 の 跡 はこ れをラ テ ン 文明の 時代 (Latiny ゴシック 文明の 時代 (Gothicy チュ ー トン 文明の 

^代 (Teuton) 及ぴ來 るべき 文明の 時代の 叫 つに 分つ 事が 出來 る、 今 それ 等の 文明の 推移 發達を 兌て 行きたい。 

ギリシャ は柬 邦と アフリカより 文明 を 吸收 し、 非常に 華 かなもの を 建設した。 この ギリシャ 人の 藝 術の 特徴 は 

調和 (Harmony) の點 にある。 ギリシャ 人 は その 人種と して は 上品なる、 僞 りの 出來 ない 人種で ある やうで ある。 

故に この 人 糨 の考 へで は 人生 を ごまかして は 行けなかった。 これ 等の 人の 考 へに は 人生 は锣 く頹れ 易い ものと 考 

へられて ゐた。 同時に ギリシャ は 非常に 美しい 國 であって 美しい 春と 晴 やかな 夏 を 有して ゐ たが 故に 人心 も又晴 

れ やかな もので あつたが、 この 聰明 さから 來る憂 ！g とこの 自然の 美し さとが ギリシャ 人の 心に よく 調和した もの 

では あるまい か。 ギリシャに は 光明の 祌 である アポロと 破壊 享樂の 神で ある， テオ 一一 ソス などが ある やうに、 常に 

相 した 戰を 闘って 行った ので ある。 この 生活が ギリシャ 人の 持てる ものであって、 悲劇的 (解決な きの 意) 人生 

觀を與 へた 所以で ある。 ギリシャ 人に は 人生 は 無 解決なる 戰鬪 として 考 へられて ゐ たので ある。 この 無 解決な & 

闘の 生活から 希臘 人が 慰藉と して 求め 出した もの は， 兩 極端の 美しい 調和の 外になかった。 それが 彼の 藝術 であ 
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ります。 我々 が 今 ロダン の 「地獄の 門」 を 見る に、 その 感は 全然 ギリ シ ャ の ものより 受 くる 感じと 異なる の を 覺ぇ 

ます。 ロダン は 希臘藝 術を渴 仰した 巨匠であった けれども、 時代と 國民 性との 相違 は 謬た す こ \ に 現 はれて ゐま 

す。 然るに ギリシャの もの- - 中には 實に 美しい ハ ー モー 一 ィの あるの が兕 受けら る- r ので ある。 これ を 我々 は クラ 

シシズ ムと云 ひます。 所が ギリシャ 文明が ィ タリ ー に 移った。 卽 ち歐洲 南部に 移り 「紀元 五 世紀から 十五 世紀に 

亙って そこに ラテ ン 文明が 起って 來た。 

その 中には ゴシック 文明 も 含まれて 居る が、 ラテン 文明 は、 ギリシャ 文明の 入る と共に キリスト 敎の 文明 を輸 

ヌ して 來 たので あるが、 時の 口  I マ 人に は 藝術は 起らなかった。 却って 彼等 は 政治的、 侵略的の 人民であった。 

生活に 餘裕 なき ことから 藝術は 生れす、 政治的、 侵略的に 走った ので ある。 然し 乍ら 口  I マ 人の 衰微 に^って 文 

明 は 純羅馬 人の 手から 解放され、 そこに 數 多の 小 都市が 成立し、 そこに 燦然た る 文明が 起って 來た。 これが ゴシッ 

ク文 明で ある。 この 時代の 藝術は 凡て 陶醉 (intoxication) の藝 術で ある。 そして これ 等の 才 能ィを 何 處迄も 進めて 

行 力う とする 心が ライフより 一 の 觀念を 得ん とする やうに なった。 それに キリスト 敎の超 現世の 思 i が^はり 遂 

に 陶醉の 心 を 生じた ので ある。 例へば セント. フランシス (St.  Francis) の 生活 を考 へて 見ても、 我々 の 生や；！ より 

ト-フ ン セン. テン タル  \TP  メ 一 

超 趄 ^なる ものである 事 を 知る。 又 ダンテ (Dante.  A.) の 「神曲」 を 見る も未來 世に 於て 自己の 藝術を 描いて 居 

る。 か- -る事 はラテ ン 文明の 陶醉の 心 持で はない か： か X る 時に、 柬 a 1 マ 帝國の 滅亡と 共に 文藝 復興 期が 來た。 

こえと 綾いて かの 宗敎 改善が 起る やうに なった。 この 文藝 復興 期 に當 りて 人々 の智的 生活 は 非常に 高 めら れ、 

この 智力 を 何 處迄も 使って 人^ 生活の 改造 を爲 さんと したので あった。 實に 華々 しい 事で あると いはなければ な 

らな， こ の 常時の^ 特に ダ. ヴ イン チに 就いては、 メレ ヂコ フス キ— の Forerunner  (先驅 者) がよく 說 明して 旲れる )o 

その 中に 歐洲の 世界に は 封建制度が 行 はる X 様になり、 到る 處に 遠征と か戰 ゆと かビ行 はれ、 遠 他の 文物 は輸 


入され 來り、 終に 文明 (仪 興^から I？ 與 した クラシシズム を懕 倒して こ-に a 1 マン ティ シズム (Romanticism) の 

風^が 起る に 至った ので ある。 今一 應、 吾人の 藝術的 情操 をい ふなら ば、 左の 三つ を 擧げる ことが 出来る。 

一 、 セ ン ティ メ ンタ リズ ム (sentimentaliB  r-)  過去に 表 はれた る もの 义は 現 はるべ かりし もりに ！^爐 を m はく 

もの、 ゴシックの 文明が それで あると いへ よう。 

二、  口 ー マン ティ シズ ム (Romanticism)  未 來に現 はれた る もの 又は 現 はるべき ものに 價望を 澄く ので あつ 

て、 ルネッサンス 以後の ものが それで あり、 異境に 對 する^れ ゃ變轉 せる 問に 延びん とする 意慾の 力が 其の 主 も 

なる 心 持で ある。 

三、 リアリズム (Re.uism) —— 現在に 現 はれ 居る ものに 價値を 置く もの、 口 ー マン ティ シズム 以後の ものが そ 

れ である。 

これ 等の 時^ を經て 科舉の 時代に 入り、 何事 を も 冷靜に 兑ん とする ものと、 熱情と が &ひ、 そこに ゲ I テ， シ 

ラ ー キ ー ッ、 シ エレ T 等の 口  I マン ティ シズ ム に對 して 主 もに 怫國を 中心とする リア リズ ム の 風 朝 が 捲き 起り、 

激烈なる 對立、 & 岡の 後、 科舉を 基調と した 文明 卽ち 近代の 文明が 起って 來 たので ある。 これが リアリズムの 生 

活 である。 この 生活が 生み出した 藝術 的倾向 は卽ち ナチュラリズム (Naturalism) と稱 せらる X ものであります。 

これ は科舉 の 精祌に 依って 冷靜 に、 何等の 私情な くその 現象 を 取扱 はんとした ものである。 フ ベルの マダ 

ム.ボヴァリーがその 一例で ある。 この 勢が 更に 一 變 して 現在 我々 の 目前に ぁる藝 術 境に 發逹 して 來 たので ありま 

六 
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前囘に 述べ ましたの は歐 洲の藝 術が 如何なる 道筋 を經て 現代に 至れる かとい ふこと でありました。 先づ 始めに 

この 事 をもう 一 度 簡^に 繰り返して 見 ませう。 

ギリシャの 藝 術の 基調 は 調和であります。 換言すれば クラシシズムと 稱 さる-もので ありました。 この ギリ シ 

ャ の藝 術が イタ リ ー に 入る に 及んで Intoxication  (陶醉 ) の 要求と なりました。 卽ち 一 種の 口 ー マン ティ シズ ムが 

起って 來 ました。 その後 中 世紀の 末に、 ギリシャ 文明 は 再び 大規模に ィ タリ I に 入り、 非常に 華 かな 文化 運動 を 

惹き 起しました。 文藝 復興 (Renaissance) の 運動が それでありまして、 それと 共に 宗敎 改革の 運動が 起り、 次い 

で 文明の 中心 はラ テ ン より チュ ー ト ン 人の 手に 移った のであります。 

文藝 復興 期が 生み だした 文明の 結 架， 起った の は 再度の クラシシズムで ありました。 これ を 代表す る 作家と し 

て は 文學の 方面に ラシ ー ヌ (R.-cine)、 コル ネィュ (Gorneille) などが あります。 然し この クラシックの 時代 は甚 

だ 短く、 次いで それ を 破って こ \ に 口  I マ ンテ イシ ズムの 風潮が 起って 來 ました。 それ はュ ー ゴ l-(Hugo)、 バイ 

ロン (Byr。n)、 シラ ー (Schiller) 、 ゲ丄ァ (Goethe) 等に 依って 代表され た 所の ものであります。 これ 等の 運動 は 

生命 讃拜 (Apotheosis  of  life) の 運動と も 云 はる & 所の ものでありまして、 當 時の 若々 しい チュ ー トン 人の 心に 勃 

舆 した 生命力 を、 これまでの 平板な、 動きの 取れない 生活から 躍り 出させよう とする 運動で ありました。 が、 自 

然； 科 學の發 達と 共に それ は 下火になって、 それに 封 杭して 起った のが 所謂 ナチュラリズム (Naturalism) であり ま 

した。 これより 文藝の 運動 は 如何に 變轉 して 行った か。 

それ を 述べる 前に 本能 生活に 就いても う 一 度 私の 云 ひ 足らなかった 所 を 補 遣す る 必要が あると 思 ひます。 この 

事 は 一朝一夕にして 說き盡 す 事の 出来ない 問題で はあり ますが、 大體を 言 ふと、 ィム パル シ ー ヴの 生活と いふ 事 

はィ ン ステ インク ティ ー ヴな 生活 (Instinctive  life) とい ふ 一一 一一 口 葉 を 以て も 言 ひ 得る し、 その 方が 却って 適當 であり ま 


せう。 ィム バルシ ー ヴと いふと 働き 方が 如何にも 表面的になります が、 私の 意味した いのは もっと 根柢 的な もの 

ですから、 インスティンクトと 云った 方が より 妥當 であります。 然し この 言葉 は往々 にして 極く 低い 限られた 意 

おつ 本能 を 指す 時に 用ゐら れてゐ るから、 その 點は 諸君が 斟酌して 下さらな けばな りません。 例へば 肉 慾と 云 ふ 

やう. Hg- は 本能に は 相 遠ない けれども、 本能の 極く 表面的な 一部の 働きであって、 根柢 的な 意味で 云 ふ 本能から 

おへる と、 肉 慾の 如き は 本能の 働き を 達成す る爲 めの 方法の 一 つに 過ぎない と 云 ふ 事 を 了解な さるで せう。 

乂上 3 意 未に 於 いて、 私 は 藝術は Instinctive  life であると 思 ひます。 この 生活に は 善悪がない。 無い と 云 ふよ 

りお： 惡と云 ふやうな もの は その 價値 判斷の 標準に ならない。 瞬間の インス ティン クトの 生活 は その 瞬 問に 於いて 

-ひぬ をお する もので、 智 的に 卽ち 考察 的に 價 値が 考量 さるべき もので はなく、 その 瞬間々々 の內 在の 價 値で 七 分 

であります。 ^々に は 比較 價 値が 行 はれて 居る。 然し ィ ン ス ティン タトの 生活に は 比較的の 價値は 成り立たない。 

木 能が あら はれし もの を智的 生活に 持って 來る時 は 善と か 悪と かの 價値 批評と はなる も、 それ は 旣に智 的 考察で 

あって 生活 そのもの ではない。 この 智 的に 定める 價値を 飛び越えて 本能 生活 は その ま、 獨 立した 價値を 有する も 

のであります。 然るに 世に は智的 生活と 本能 生活との 混同が 數 多く 行 はれて 居る の を 見かけます。 例へば、 愛す 

る S が 非常に 重い 病氣に 罹った 時に、 鹿の 腦の汁 をと つて 飮 ます 時 は 病が 癒 ゆると 信じ、 それ を實 行す る ものが 

ちる とします。 智 的判斷 から はか &る事 は 一 の 迷信に 過ぎない とせられても、 眞に 愛する 者の 病 を 思 ふ ものに と 

つて は、 その 事 それ 自身に 智量を 絶した 1 つの 價 値が 生じて 來 るので す。 この 價値は 善惡の 標準 だけで は考 へら 

れ ない 惯 値であります。 
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かくして 我々 の 巾に は智的 活動 以外に 本能 活動の あるの を 知りました。 然し これ 迄 はこの 本能 活動 は ひどく 無 

視 されて ゐ たのであります が、 この 活動 は 或る 意味に 於て 智的 活動 以上に 大切で あり、 要求され なければ ならな 

いもので あると^ ひます。 

何故に 要求 さる- - かとい ふ 事に 就いては、 今 本能と いふ 立 楊より 歐洲文 藝の立 楊 を 見て 行く と、 略 M 了解して 

下される と 思 ふので す。 

ギリシャ 藝 術に 於け る 調和の 要求 は、 畢竟す るに 本能と 智的 生活との 調和 を 企てし ものと 兌る 事が 出来る。 彼 

等 は 聰明で あつたが 故に 智的 生活の 大切と 本能 生活の 大切と を 知って ゐた であらう。 そして この 問 の 調和 を圖ら 

ん とした ものが クラ シ シ ズ ム でありました。 

中 世紀に 至り 文明が ィ タリ ー に 移り、 希臘 文明と 共に キリスト 敎が 移植され、 地上 生活より 未 來に對 する 倾向 

卽ち G  I マ ン ティ シズ ムに 於け る 陶醉が 起って 來た。 この 生活の 爲 めに 本能 生活 を 押し 溃 さんと し、 爲 めに 本能 生 

活に 對し懊 疑の 服 を 向けた のであります。 その後 クラシシズム がもう 一度 盛んになった 時 は (それ は 前の クラシ 

シズ ム と は 多少 面目 を 異にして るが)、 ギリ シャ人 は 生きる 事に 敏活で はあった のに、 新たに 起れ る もの は ィムパ 

ルシ ー ヴな 飛躍 を缺き 徒らに 蓉智の 冷靜な 働きば かり を 以て 地上 を 飾らん とし、 靜舉 的な 固定 性 を 建設し ようと 

した。 その 爲め 世の中 はき ちんと きまりの ついた ものと はなった けれども、 動きが とれぬ やうに なった ので あり 

ます o 故に そこに チュ ー トン 人種に よって 哺 まれた 口  I マン ティ シズ ムが 再び 起って 來て、 この 純智的 口，' マ ン ティ 

シズム に反對 し、 智に 代へ るに 本能 を 持って来た。 そして、 その 要求の 昂 する ま \ に 現在の 生活と は 全く 違った 方 

而に その 對 Hi を 造り、 架空な 心的 冒險 とか、 歐洲 以外の 土地の 生活に 對 する 夢の やうな 憧憬と か ビ藝術 家と 藝術鑑 

赏家 の 心 を 牽 くやう になり ました。 その 時の 本能 生活より 起 つ た藝術 は智的 生活 を 全然 無視した のであります。 


然し チュ ー トン 人種の 心的 要求 は 一面に こんな 夢幻 的な もの を 持って ゐ. たが、 他面に は 一部分、 その 反動と し 

て、 恐ろしく 智 的な 所 も ありました。 これが 前代より 勃興し つ、 あった 科擧的 精神 を 更に 刺戟し、 純粹な 主智的 

な 立場から 人の 生活 を も. EE 然 現象の 一 つと して 見 窮めようと T る 倾向を 生じ、 それが 藝 術の 分野に も 働いて、 藝 

術に nl マ ンテ イシ ズムと は 全然 反對 した 一 つの 主潮 を 形成す るに 至りました。 これが ナチュラリズムで ありま 

す。 これ は 科舉的 精祌を 採り 入れ、 この 世界 を 綿密な 智的 標準から 檢察 せんとした ものであって、 现想國 を 夢の 

に^てる より、 現^の 生活の 常體 を如實 に 確認し、 現世の 理想 國か 否か を 見ん とした ものであります。 それが 

ナチ ュ ラ リズムと か リアリズム 等と して 現 はれた 文藝 上の 傾向でありまして、 前者 を 代表す る もの は、 前囘 にも 

巾した 通り、 フ ロー ベル (Flaubert) 、モウ パッ サン (Maupassant) 等が あり、 後者 を 代表す る ものに は ゾラ (Zola) 

などが あります。 

彼等の！ i 術 的 立脚地 は、 自分 は 拭ひ淨 めた 鏡の やうに なり、 外界 を 歪めす 矯めす その ま X® し 取って、 それ を 

人に兑 せる 事 を 以て 最上の 態度と しました。 從 つて その 人逑の 制作 境 は、 作者の 個性 を 成る 可く 小さく して. n 然 

を その ま-よく：： ^拔 かう とした ものであります。 これ は當 時の n 1 マ ン ティ シズ ムを稟 けた 態度と して は 非常に 

ぉ^^ な ものであって、 これまでの 浮き足な 態度と 異なり、 足 を 地に 確乎と つけん とした 大變 立派な 運動で ある 

から 歐洲を 席捲した の も 無理ない 事で ありました。 

常時の 精神 を 約め て 言へば、 ナチュラリズム の 人々 は 純客觀 の立揚 に 立たん とした ものであります。 卽ち藝 術 

家が その 人 w 性 を 拾て-、 全然 拘束の ない 觀 照の 境地に 入らねば ならぬ のです。 これ は 非常に 面白い 事で ありま 

すが、 然し 乍ら よぐ 者へ て 兌る と、 これ は祌 のみの 能ふ審 であって 人 11 の出來 る^で はない。 我々 が 意 11 する 時 

には^ (：：：. て^じて する ものであるが、 物 を觀る 時にはす でに 兌る 人に 倔 性 が 現 はれて 來 るの を 知らねば な 

交^ は 如何に 味 ふ 可き か 一  一 〇 九 
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ら ない。 そして 我々 の センス は銘々 異 つて 居る の を 知る。 故に 異る 眼より 昆る 時に その 結果 はおの づ から そこ こ 

差異が 生す る わけで ある。 故に 純客觀 的に 見る と 云 ふ 態度 は 理論と して は 立派で ある けれども、 一方 又、 不可 實 

行 的な 點に 於いて 破綻が あると 言 はなければ ならない と^ひます。 

一歩 を讓 つて 假 りに そんな 事が 出来た としても、 その 價値は 疑 はれなければ なりません。 例へば、 畫 家が 同 生 

を 無視して 花 を 描く 時の 如き 揚合を 言へば、 それ は 寫眞の 方が 遙 かに 精密で、 取捨 選擇 なく 外界 を 取り入れて ゐ 

るが 故に この 主義の 立場から 云 ふと、 よりよ いこと になり はしまい か。 かくするならば 繪畫の 價直は 絕1 に^ 

つてし まふで ありませ う。 故に 一 つの 繪畫は 何ん と 云っても 畫家 その 人の センスの 特殊な 表現で ない 以上 は その 

制作 は寫腐 以下の 價 値より 持たない 事になります。 だから 寫實 主義、 自然主義 は 一個の 抽象論と して 見る と 有意 

義 ではあります が、 第一 寶 行の 不可能なる 點に 於いて、 第二に 實 行され 得る と假定 した 實 際の 場合の 結 某から 來 

る 自己矛盾に 於て 一 つの 失敗で あると 云 はねば なりません。 かう 云 ふ弱點 によって さし も 一時 歐洲の 藝術を 至上 

的に 支配した この 主義 も 何 か 物 足らない 感じ を 鑑賞 者に 與 へ る やうに なりました。 

八 

そこに 氣の 付いた 人々 があります。 そして この 人々 が ナチュラリズムに 叛旗 を歡 げたので ありました。 これ 丈 

チュ ー トン 人種の 文化 領域から 更に 北方に 棲息す るス ラヴ 系の 人々 によって なされました。 卽ち 歐洲の 主潮 は更 

に 一歩 北漸 したので す。 卽 ちそれ 等の 人々 は 主 觀の價 値 を囘復 しょうと した ものであって、 これが 只今の 藝 術の 

1 つの 主潮であります。 今迄の ナチュラリズム は 本能に は 重き を 置いた けれども、 それ を 唯客觀 的にば かり 考察 

せんとし たもので、 かくする 結果 は 人生 を 宿命的な ものと 見る 様にならなくて はならない のです。 何^: と 云へば 


かう 云 ふ 態度に あって は 自然 は 勢 ひ 主と なって 人間 は その 一 部と しての み 考察され るからで あります。 これに 對 

して 作お の 素 質 を 主として 見ん とし、 主觀 的に 見ん とした ものが 我々 の 現在に 於け る 最も 强ぃ耍 求であります。 

それ は 本能 を客觀 的に のみ 觀 察する 事の 代りに 如何なる 場合に も 主 觀 的に 考 へる ものであります。 卽ち 人間 

を 主 I ^として c: 然卽ち 外界に 對 する ものであります。 ー體、 本能と は內 部より 外界に 働き かける もの をい ふ もの 

であるか らして、 その 生活 は 常に 主觀 的、 一元的であります。 故に 自然 は 勢 ひ藝術 家の 個性に よって 任意に 切り 

取られ、 選 擇 される 事になります。 然 らば か&る ものにして 如何にして 正しく 自然が 切り とらる \ かとい ふに、 

それ は藝術 家の 持てる 愛と いふ ものに 依る 外 はない のであります。 この 愛と 云 ふ 本能の 現 はれ を餘 計に 持てる も 

のが その 性格 を 通じて 外界 を餘 計に、 a つ 正確に 採り 入れる のであって、 その 愛が 強められ、 深められて 行く 時 

は 終に 凡て を 抱擁して 行く やうになる ものであります。 

かくの 如くして、 藝術 家が 外部 を 切り取る 愛の 力が 深くな り强く なれば 自然 卽ち 外界が 最も 如 實に攝 取され て 

作^; の侗 性と 融合し、 外界が 靜攀 的に ではなく、 活き たま &で侗 性の 中に 動く やうになります。 そ は 素 質 を 現 は 

して ゐる 如くして なほ 自然な ものであります。 主觀 的に して 又 同時に 客觀 的であります。 そして この 容觀 こそ は 

^に 鍛へ 上げられ、 鍊り 上げられた 客觀 であると 云 はなければ なりません。 自然が 唯摸寫 された もの-み であつ 

たなら ば、 綺 ^ は^なる 寫 莨 となり、 文 擧はー の寫生 文に 終らなければ なりますまい。 これが 偎値 のない もので 

ある 事 はいふまで もありません。 我々 が こ &に寫 眞帖と 拙い 畫とを 比べて 見て その 與 ふる 力 を 見れば おの づ から 

钊 明 さる &問题 であり ませう。 實に 自然の 摸 寫と 自己の 性格より 生れた る 力の 强 さは、 比較すべからざる 相違 

が ある。 故に ss の 客觀は 個性 を 通じて の客觀 でなければ ならない とい はなければ なりません。 

近 a: の 文 藝卽ち 本能 を主觀 的に 働か さんと した もの はこ れを 人道主義と 云 う て 居り ま す。 こ の 名 稱は當 つて^ 
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るか 否か を 知りません が、 今假 りに さう 呼んで 置きます。 勿論、 今日 位 流派の 名 なぞに 執着し ない 時代 はない の 

であって、 現今 は 一作 者卽ち 一流 派と 見なければ ならない 時代で ある 事 は^でながら 記 意して いた，， きたいと 思 ひ 


す 

九 


この 人道主義 (Humanism) と 呼ぶべき 北 歐の藝 術の 特色 は、 第一に か 一 {j に 特色 を 置く ものであって、 自己 を も 

視 する ナチュラリストに 對し、 自己 を 見ん とした ものであります。 自然に 在る 自分の 姿 を 見る より、 自分の ト， こ， 

堅^な 立 P して 自然に 對 する —— 更に 適切に 云へば、 自然に 自己 を沒 入す る 代りに、 自己の 中に 自然 を融 かしこ 

むので あります。 汝とは 何 ぞゃを 見ん とした ものであります。 ソクラテスが 「汝を 知れ」 と 云うた のに 對 して、 

汝 であれと： 一一 曰 ふ ものであります。 


力  <1 ォに ゾ^き なる 魂の ある ものであって 決して 卑しむべき もので ない とい ふ 事 を 知る 様にな 

る。 我々 の 凡て は f の 偉人と 稱 せられた 人と 同様で 且つ それに 共通なる 魂 を 有する 事 を 知る 様になる であり ま 

せう。 從來は 如何に 魂 を 虐待した か 知れない のに 對 して、 この 魂に 耳 傾け、 自己の 尊權に 頼る やうに ならねば な 

らな いのであります。 我々 の 魂 は 如何に 不完全で あると も、 善へ 向 ふ 可能性が あります。 若し 然ら ざれば、 我々 

に は 生きる 必要 力なくなる、 生きる 必要の なき 場合に は藝 術の 必要 もなくなります。 生活の 可能性な して ま 藝^ 

はない この 可能性 卽ち藝 術 であります。 

それから 人道 塞 Q 第二の 傾向 は 二 元より 一元への 道. である。 これ は 何、 あれ は 何とい ふ 二元的の、 苦しい、 

ブ ない、. 打算的な、 不純なる、 霧 や 努力の 觀 念で 漸く 成り立つ 立 楊 (智的 考察 Q ライフの 如き) より 力 ある、 緊 


^せる 生活 へ の逍 である。 H に 新ら しき 人^主義の 生活 はこの 二 元より 一 元 へ の 生活であります。 

作物のお へ 方に 就いても、 この 立場に 依ってす る 事 を 私 は 望んで 居ります。 私の 「或る 女」 を 讀んだ 人が、 見た 

くない もの を兑 せられた とい ふやうな 事 及び 女 を 八つ裂き にした 作者 を 呪 ひたくなる など k 云うた 蔡は少 くと も 

私の 作物 を觀る 立場が 誤って ゐた 結^で はありますまい か。 「或る 女」 の 主人公の 如き 女が、 永い 年代の iT 男性 

による！ 1S1 から 酸し 出された^ 性に 對 する 叛逆 心に 驅り 立てられ、 男性との 調和の 道 を 奪 はれながら、 しかも 男 

性に 對 して 木 能の 命す る執涪 をも扮 てる 事が 出來 す、 不知 不識 進んで 悲劇 を演 する に 至る その 經路に 着目して 讀 

んで 下さるなら、 現在の 女性が 誰でも 多少 は 感ぜねば ならぬ 悲しい 運命に 對 する 本然の 姿 を 聊かな りと も あの 作 

品が^り はしない かと 思 ふので す。 本當に 自己 を 愛し、 c 己の 本能 を 尊び、 而 して 女性が 现在 如何に 不當 な位笸 

にお かれて ゐ るか を 痛感す る 人々 は、 あの 主人公の 盲目的な 叛逆と 執着と 蹉跌と に對 して 或る 感銘 を 感じて 下さ 

ろ^が 出 米る と 思 ふ のです。 

さて、 以上に 揭 げたやうな 特色 を 人道主義 はおして 居ります が、 この 人道主義 は 自然主義に 疑 を 起し、 それ を 

破って 行かう としました 。これ 等の 運動の 隨ー とせら る，^ 人に はゴ ー ゴル (Gogol) が あり、 ツル ゲ ー ネフ crurg? 

"ev) が あり、 イブ セ ン (Ibsen) が あり、 パ ー ナ ード* ショウ (Bernard  Shaw) 、ゴ ルキ， ー (Gorky) 等が あります。 

これ 等の 作^の 孰れ を a て も 從來の 唯 物的な、 換言すれば、 自然主義 的な 文明の 缺陷を 如何に 見て ゐ るか を 知り 

^るで ありませ う。 卽ち私 等 は 何等かの 意味に 於て 從來の 文化の 弱點を 指摘し、 その 文化に 對 して 疑問 を 投げて 

ゐ ます。 

この^ 劾が 散々 に歐洲 思想界に 投げられ、 動 搖を來 たし 又 そこに 新 文化の 建設が 始まりました。 是れが 北歐文 

明と；. ム はるべき もので ありました。 二 一 一一 口 すれば 生命 改造 CReformation  of  life) の 運動が 始まった のであります。 

文：.！ 'は 如何に 味 ふ 可き か  一 ニー 一. 
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これ 等の 運動 を 代表す る 人々 に は文舉 方面に 小說 家、 劇作家と して トルストイ (Tclstoyy ドスト M フ ス キイ (D? 

stoevsky)、 ホヰッ トマ ン (whitmany スト リンド ベ ル ヒ (strindberg) 等 あり。 哲舉 方；.！ にブ ラ ンデ ス (wrandesy 

ス ティル ネル (stimery クロポトキン (Kropotkiny  口 マン。 口 ー ラン rRomain  Rolland) 等が あります。 これ 等 

は 大部分 北歐の 人々 であり ますが、 これ を 見ても 新ら しき 種族が 新しき 文明 を 作り出して ゐ るの を 知り 得 ませう。 

その 中 ホヰッ トマ ンは 二元的から 一 元 的への 考へ方 を 感情 迄 持ち 來れる 人と して 惯値 ありと 信す るし、 トルスト 

ィには 人生 卽ち人 問の 魂に 對 する 理解 をよ く あら はした 所、 ドスト エフ ス キイに は 虐げられながら なほ 且つ 向上 

せんとす る 人生の 可能性 を、 スト リンド ベル ヒには 凡ての 懷疑、 否定の 奥底に 傷け る 事の 出來 ない 人 問 味の 籠つ 

てゐる の を 認め 得る と 思 ひます。 

これで、 大體 文藝に 於け る 傾向 特色 を擧げ ましたと 同時に 本能 生活が 如何に 藝術 創造に 重き をな して ゐ るか を 

了解して 下さった と 思 ひます。 最後に 私 は 諸君の 前に 私の 希望 を 述べて この 話 を 終りたい と 思 ひます。 

一 o 

外國 文明が 日本に 入った 時には SR 子が 逸早く これ を 採り 入れた ので ありまし たが、 その 當時は 自然主義の 盛ん 

であった 時代で ありました。 故に 歐洲の 自然主義 的な 考へ方 は 男子に は现 解され たので ありました。 思想家に は 

加藤弘 之、 中 江 兆民、 福 澤論吉 とい ふやうな 人が ありました。 そして それ は 現在 私の 血管に も 流れて ゐ ますし、 そ 

の爲め 我國に は隨分 宿命的な 人生観に 立脚した 文 藝も現 はれた のであります。 故に 我々 mR 子 は、 歐洲 人が 一 度 採り 

入れた 自然主義に 對 する 理解 もない ので はなく 又 その 免疫 素 も 持って ゐる とも 一 W はれます。 然るに 女子 はか-る 

經 驗を經 過せ すに ゐ ますから、 や \ も するとた に 浮き足な 口 マ ン ティ ックな 夢に 醉 ふの 危險が あると 思 ひます。 か 


く.：：： 然主^ 時代の 思潮に 浴され ない 女子に はこの 顷の文 藝に對 する 十分なる 现解を 得る と 云 ふの は 可な り 困難で 

はない かと^ ふので す。 女子が^に 夢幻 的な ロマン ティ ックな 感興 を^る^ のみ を 以て 滿 足せす、 もっと 生活の 

核心 を 摑む事 を 心がけ、 所^ 突と か 醜と か、 善と か惡 とか、 と 云 ふ もの k 後に 何が あるか を兑 窮めて 顶 きたい。 

卽 ち，：：： 然^ 篛 的な 物の 兇 方 を 十分に く^りぬ けて、 その 先に ある ものに 逢着して いた^きたい。 

もう！ つ は 諸お の實 生活 を考 へられたい 事であります。 今、 女性に して 莨に 生活 を考 へて る 人 は 多くない と^ 

ひます。 私が て銶 食に あった 時、 ある 女の人が 訪ねて 來て、 何よりも 先づ 人^らしい 生活 をす る 事 を 語った の 

で、 そ^はい &ぉ だと 私 も 思って ゐた 所、 數曰 後、 その 人 は. HI 分の ゐる 寺の 男 僧と 酒摟に 上って 騷 いで ゐ たとい 

ふ 事 を 聞かされました。 私は考 へる のに、 それ は それでい k のか も 知れない が、 隨分 持って ま はった やり方 だと 

思 ひます。 生活が ー胫 緊迫して ゐ たら、 もっと 手近な 所に 乎 をつ けねば ならぬ 道が あるので はない かと 思 ひまし 

た。 

私 は、 ^君 は 良人から 放された 時、 男子から 離れた 時 も、 卽ち 女が 男の 助け も 支配 もない 所に おかれた 場合 を 

しっかりお へて いた^き たいと 思 ひます。 そして、 さう 云 ふ 自覺の 追求から 味 はる、 藝 術が 本 當に實 の ある 藝術 

觀 となると 思 ひます。 鑑 赏の淺 薄 は 凡てに 對 して 愼 むべき 事であります" (講^ 筆記) 

(一 九 一 九 年 十 一 月、 「女學 世界」 所載- 
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文藝と 「問題」 

文藝の 中に 所謂 「問題」 なる ものが 取扱 はれて い &か惡 いかと 云 ふ 事 は、 隨 分む づ かしい 議論と して、 と 云 ふ 

より は藝術 至上 主義者が 他派の 作品 を攻擊 すべき 題目と して 論議に 上せられて ゐる。 私 はこの 事に 就いて 自分の 

態度 を 決定す る 上に 少し 考 へ て 見ねば なら なくなった。 それ を こ &に言 ひ 現 はして 見ようと 思 ふ。 

存在が 「時」 を 切り 劈いて 流れる 有様 を 私は稻 妻の 姿で 考へ るより 適切な もの はない と 思 ふ。 力 —— 如何にし 

て さう 云 ふ ものが 創り 出され たかを 私 は 知らない。 然しながら 存在 は 力であって 且つ 力の 源 だ。 それが 喑 黑な密 

雲に 蔽 はれた 空間に も 等しい 「時」 を 劈いて、 宛ら 電 火の やうな 勢 ひで 閃いて 行く。 而 して その 有り 餘る 程の 力 

は稻 妻が 直線 を 描いて 走る 事な く、 僅かの 抵抗力に も 强靱な 曲線 を 描く やうに、 直線よりも 更に 烈しい 弧狀 をな 

して、 n 生馳 する。 私達の 生活 も 亦 この 凄じい 流れの 中に あって 終始して ゐ るの だ。 

若し 存在が 常に 直線に 沿うて 動く ものなら ば、 私達の 問に は 「問題」 は 起らぬ だら う。 私達に 動く 力ま 愚た す 

同一 の 方向 を 取って 疑 ふ 所な くひた むきに 流れて 行 くだらう。 

^しながら 何等かの 抵抗力が I. と 云 ふより は 存在の 流れの 尖 頭に 積り 積った 障礙 物が 遂に 流れの 力に 打ち勝 

たうと する 場合 II 存在の 流れ を 一時 動搖 させる 時、 そこに は 必す內 部に 混 亂が釀 し 出される だら う。 その 過去 


と 現在と 未來 との 距離 は 非常に 延長され るの みならす、 同時 同處の 排列 も亦甚 しく 掇き亂 される だら う。 存在の 

流れの 尖 頭に は 調節 作 川が 行 はれなければ ならぬ。 力の 方向 及び 力 點が變 化する 事な しに は、 流れが 求めつ-あ 

る 線 上に は還歸 しない。 此に 於て 私達の 生活の 中には、 その 內容と 方向と を 更生すべき 必要と 要求と が 生じて 來 

る。 所謂 「問題」 と はこれ を 指す のに 外ならぬ。 

もっと 具體 的に もっと 實際 的に 云 ふなら ば、 人類の 生活に 於て 一 つ 0 文化が 他の 文化に 繫 がらう とする 時に こ 

の现 象が 牽き 起される。 これ を稱 して 私達 は 文明の 過渡期と 云 ふ。 だから 人類の 持つ 文化 途 程に は、 常に 昂進 期 

Lv:i お ffl と 過渡期と が ある。 昂進 期と 衰退 期と は 之れ を 一 直線 上に 置く 事が 出来る。 而 して その 線の 大小 を 以て 

現 はす 事が 出來 る。 然しながら 過渡期に 至って は 曲線 を 以て^なければ 示す 事が 出來 ない。 それ は 文化 方向の 轉 

換を 意味す るからで ある。 

1 文化の 昂進 期と 衰退 柳 は 所謂 「問題」 と稱 すべき もので はない。 そこに は 生命の 或は 緊張 或は 蒌 縮が あるば 

かりだ。 然しながら 過渡期に 至って は そこに 必す 「問題」 が 提起され る。 卽ち 生命の 不合理が 感ぜられ、 考察が 

要せられ、 改正が 望まれる。 文化的 活動の 一 要素で ある 文 藝が獨 りこの 埒外に 逸して ゐら れる喾 がない。 

だから 文藝の 內容に 「問題」 の 分子が 織り 込められて ゐ ると 云 ふ 事 は、 その 作品が 過渡期に あって 制作せられ 

たる 揚 合に は 當然な 自然の 事で あり、 然ら ざる 場合に は 偶然 若しくは 不自然な 事で ある。 

ダンテの r 祌曲」 を 讀む者 は、 興味 を感 すると 否と は 別問題と して、 兎に角 その 內容に 「問題」 の 分子の 極めて 饒 

多なる を發兑 する だら う、 又シ H タス ビヤの 戲曲を 讀む者 は、 物 足らな く感 すると 否と は 別問題と して、 「問題」 

の 分子の 殆んど 度外視 されて ゐ るの を 注意す る だら う。 私 一箇の 見る 所では、 この 二人 は藝術 家と して 各 i 優劣 

をお む 可らざる 地歩 を 占めて ゐる 人達 だ。 何が 「問題」 と 云 ふ點に 於て 二人 を かく 異なら しめたの だら うか。 そ 

文^と 「問 題」.  一 一七 
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こに は fK 枭と云 ふ 事が 先づ考 へられなければ ならぬ。 私 は 然し それに も增 して 大きかった ものが、 時代と 云ふ大 

きな 背景に 見出される 事 を 知る。 か X る： 大禀の 差 を 生み出した ものが 時代と 云 ふ 背景に あると さ へ 思 ふ。 

ダンテ は 中 世紀の 文化が 將 に文藝 復興 期の それに 繫 がれよう とした、 その 交叉 點に 生れて 活 きた 人だった。 彼 

は 自分の 現在が 過去と 未來 とに 緣 遠く 結び付けられて ゐ るの を 兌た。 その 蝶番 ひが 甚 しく ゆるんで ゐた。 彼の 周 

たんげい  • 

圍には 端倪すべからざる 價 値の 顚 倒が あった。 約言 すれば 有らゆる 意味に 於け る 混 亂が醚 されて ゐた。 卓 拔なグ 

ンテの 天 才は萬 人 以上に この ディ レンマに 惱 まねば ならなかった。 これ は 自明の理 である。 小さな 藝術 家の 嗅覺 

が戯 ともす ると これ を 唤 ぎ そこねて、 傳統 的な 生活の 安價な 肯定 や、 殉情 的な 詠歎 や を 慕って ゐた 問に、 ダンテ 

は 敏感に も 微風の 如き 氛圍氣 の動搖 に懶惰 では ゐ なかった。 ダンテが 噔黑 時代の 幕 を 閉ぢ、 來 るべき 時代の 幕 を 

擘 ぐるべき E 手で あつたと 云 はれる の はこれ が爲 めで あらねば ならぬ。 此の 如き ダンテの 作品 中に 「問題」 の^ 

在す るの を 怪しむ より 不合理な 事 はないで はない か。 

シ H クス ビヤ は 英國が 始めて 大歐羅 巴に 對 して その 確乎たる 存在 を 認め しめたば かりで なく、 將 に歐洲 文化の 

覇者た らんと する 威勢の 中に あって 制作した 人で あるの を 私達 は 忘れて はならない。 當時 英國 人の 生活 は、 些少な 

矛盾 ゃ混亂 があった に拘ら す、 ひたむきに 或る 方向に 向って その 文化的 生活 を 遂行 向上 させて ゐた。 植付けて おい 

たもの \ 成熟期 は來て その 牧穫に いそしま うとして ゐた。 そこに は 過去が 現在に 注入し 未來が 手の 屆く ばかりの 

所に 接近して ゐた。 文化の 方向 は 平野 を 大河が 海に 潮す る やうな 盛容を 以て まじろ ぎ もせす 直 走して ゐた。 單に 

それ は 英阈內 ばかりではなかった。 歐洲 全體の 空 氣の 中に さう した 姿 は 認められて ゐた。 文藝 復興 期 はこの 時代 

に 於て； 止に その 凱歌 を聲の 限りに 叫ばう として ゐ たの だ。 か \ る 時代に 呼吸す る藝術 家の 作品に 「問題」 の 分子の 

少 いのは 自明の 事で はない か。 トルストイ は 「問題」 に 苦しみ 惱 まねば ならぬ 時代に 生れ 出た 一人の 藝術家 だつ 


た。 彼 は n 分の 熱お に 驅られ て、 ，n 分の 立^から シ h タス ピャ を檢 察した。 而 して 「問題」 卽ち 生活 批判の 行 は 

れてゐ ない その 作お を 飽き 足らす と 思った。 而 して トルストイ 特有の 容赦の ない 酷烈な 批評 を 浴せ かけた。 私 は 

トルストイ のこの 態度 を どう し て も 首肯す る^が 出来な い。 (私 はこ &で トルストイの 批評の 局部に 亙って まで 云 

ふので はない。 多くの 點に 於て 彼の 論議 は その^ 感の銳 さと， U 心の 嚴 正さと を 以て 讀者を 十分に 首肯させる 事 を 

忘れる もので はない つ 私は玆 では トルストイ をして シェ タス ピャ を 非難 させた その 生 因に 就いて 云って ゐ るの だ) 

トルストイの あの 態度 を 以て シ ェ クスビ ャに 近付かう とする もの は、 月に いて n の 影 を 鞭つ を ^ たりと なす 誤 

^に陷 るお ではない かと 思 ふ。 

この 此：； やかな 一 例が 私の 云 はんとす る 所 を 幽かに でも 喑示 する だら うか。 生活 研究者 は必 すし も蕩術 家た る を 

要せぬ。 又 さう でない 場合が 多い。 然し 藝術家 は 例外な く 生活 研究者で あらねば ならぬ、 あらざる を 得ぬ。 生活 

硏究 おで ある 以上 は、 個性の 生活で あらう と、 社會の 生活で あらう と、 その 考察の 對象 とならねば ならぬ のは必 

然な^ である。 故に 私 は^ふ、 文藝に 「問題」 の 分子の 混入して ゐ ると 否と は その 制作 品の^ 恤を^ 味す る 上に 

何等の^ 碍 となる もので はない。 

勿論 過渡^に 際して 必然 起って 來る 「問題」 なる もの は 本質的に 云 ふと、 一 時 的の 现象 として 取扱 はるべき も 

のなる^ は、 私と 雖も 忘れる もので はない。 一 時 方向 を變 じた 生活の 流れが その 本然の 方向に 轉入 する ときには 當 

然似侦 を 亡失すべき 種類の ものである。 然るに 世に は、 さう 云 ふ 種類の 者で あるが 故に 藝 術から 排除 さる 可き も 

ので あらねば ならぬ と說く 人が ある。 藝術家 は 制作 を 提供 すれば い \ の だから 三度の 食 を^いて しま ふが い、 

と^おす るの が^ 當 であると でも 云 ふ 様に。 三度の 食事が 制作 品に どれ 程 影響す るか を 知る もの は、 或る時 代に 

於け ろ S 術中に 「問題」 の 潜在して ゐ るの を 担む やうな 考へ はないだ らう。 又 ある 時代に 於け る藝 術に 「問題」 

文藝と 「問 題」  一 1 九 
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の 潜在して ゐな いの を 非難す る やうな 者 はないだ らう。 一概に か \ る觀察 をし、 批評 をす る もの は、 藝術 家の 生 

活と いふ もの を傳說 の屮に 描かれて ゐる 仙人で ビも あると 妄想して ゐる 人で あらねば ならぬ。 私達の 思想 はもつ 

と嚴 しく 生活と 結合され てゐ る。 私達の 本能 はもつ と 存在の 根柢と 味 通して ゐる。 

制作 品が 一個の 肉體 であれば、 その上に 更に 「問題」 と 解決と いふ 衣 を 着せて 笸 かなければ どうしても 承知の 

出來 ない 色々 な 意味の 主義者と 稱 する 者、 その 一個の 肉體の 中に 問題が 血と なり 肉と なって 不可 離の 闢係 にある 

もの を、 强 ひて 血 を 奪 ひ 肉 を 捨て去って、 有耶無耶の 氣體的 幻影 を 描き出さん とする 所謂 藝術 至上 論者、 私 はこ 

の 一 ； つの ものが 實質 ある 藝 術の 敵で あると 云 ふ 事 を 忘れて はならぬ。 

以上の 感想に は 多くの 點に 於て 不備が ある 事 を 私が 一 番 よく 知って ゐる。 所謂 「問題」 と 云ふ言 葉の 內容 の不 

正確、 大小 雜 多の リズムで 織り成されて ゐる 人^の 運命に は 如何なる 瞬 問に も 多 かれ 少 かれ 昂進 期と 衰退 期と 過 

渡 期との 竝 杯して ゐ る亊、 これ 等 は 更に 思議 を 加へ ねばならぬ 耍點の 一例で ある。 然し 私 は {IE 分と して は 表現し 

ようと 思 ふ もの \ 精神 だけ は 云 ひ 現 はした と 信す るが 故に、 他 は 凡て これ を 難 者の 論議に 任せて おく。 

(一九二 〇 年 一月、 「新潮. SIS 


ル ベックと イリ— ネの その後 

イブセンが その^ 後の 作と して 七十 四 歳の 時、 世に 提供した 戲曲 「死者の 役活 する 時」 は、 私達に 取って 極め 

て^ 味の 深い 賜物ではなかった か。 

あの 戯^に 八に て イブ セ ンは —— イブ セ ンを 通じて、 將に 過ぎ去らん としつ-あった 常時の 藝術は I その^ 命 

と、 態^と、 功過と に 就いて 眞摯精 刻 を 極めた 吿 白を敢 てして ゐる。 私 は あの 戯曲に 於て 超 絡 的な イブセンの 努 

力と、 その 努力に も 係 はらす 陷ら ねばならなかった 醫す 可らざる 悒 1^ と を兑て 取る 事が 出來 る。 イブセン は 永久 

に 沈 默 する 前に. 0 己に 就ての 總 勘定 をした。 彼 は 老いても 誤算 をす る 事がなかった。 又僞る 事がなかった。 いく 

ら^ を 飲んでも 醉ふ^ - の出來 ない 人の 物凄い 冴えぐ しさが そこに は ある。 彼の 周圍が 凡て 中途半端で 物 を片附 

けて ゐ る^に、 イブセンの みは 眸を 定めて ぢ つと 自分の 一生 を 睨みつ けて ゐる。 而 して 囘復 する 事の 出來 ない 悔 

恨 を 以て、 而も 無 鎵の人 を轧彈 する 程の 精 刻 さ を 以て、 彼 自身の 事業の 缺陷を 暴露して ゐる。 

^曲の 主人公 ァ ー ノ ルド. ル ベック は 「眞 實」 に捧 誓す る 事に 於て は 神の 前に も 疚し さ を 感じない 齩肅な 藝術家 

だった。 「愚 衆 及び 公衆 卽ち 『世間』 の爲 めに 死力 を盡 して 勞役 する 馬鹿らし さ」 を 十分に 知って ゐる藝 術 家 だつ 

た。 彼 は 自己の 滿 足の 爲 めに 一 つの 大作 を 目論んだ。 それ は 「復活の 曰」 と 云 ふ 彫刻だった。 ル ベック は 僥 俘に 

も イリ ー ネと云 ふ 絶世の モデル を 得た。 イリ ー ネ も亦ル ベックに 於て 天から 陚與 された 美の 凡て を 表現すべき E 

匠を兑 出し^た 事 を 知った。 而し てこの 貧乏な 無名の 若き 藝術 家の 爲 めに、 妖 艷 な 自分の 肉體を 望に 任せて 惜み 

なく 投 供した ばかりでなく、 親しい 家族 朋友から も孤獨 になって しまった。 かくて 「知り もせす、 思 ひも 設けぬ 

ル ベックと イリ. ！ネ の その 饺  ニニ 
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もの を 見て 驚く 様子 は 更にな く、 永い 死の 眠りの 後に 目覺 めて 見れば、 死ぬ 前と 少しも 變らぬ 自分 —— 卽ち池 上の 

ー處 女が、 高く、 自由な、 幸 幅な 世界に 現 はれ 出て ゐ るの. を發 見して、 聖 なる 歡 びに 滿 された」 その 驚きの 瞬間 

をい み じく も 表現した 大 彫刻が 出來 上った。 イリ I ネは それ をル ベックと 自分との 間の 愛兒と 名付けた。 この 大 

作に よって ル ベック は 一躍して 雷名 を 轟かし、 その 作品 は 忽ち 美術館の 貴重品と なった。 

ル ベックが 正に その 作品 を 完成しょう とした 時、 彼 は イリ！ 不の手 を暖く 握った。 イリ！ 不 は^ぎ もつ まる^ 

の 期待 を 以て そこに 立った。 その 時ル ベックの 云った 言葉 は 「今 こそ は イリ ー ネ、 私 は 心からお 前に 感謝す る。 

この 出来事 は 私に とって 値踏み も 出来ない 程 尊い 一 挿話 だ」 と 云った。 揷話 —— この 一 語 を 問く や 否や イリ ー ネ 

は 突然 ル ベックの 眼から 姿を消して しまった。 

ル ベック は 無益に イリ I ネの ありか を 探した。 而 して 彼の 上に は苒ぴ 前の やうな 藝術的 衝動 は歸 つて 來 なくな 

つた。 彼 はいよ （. 世評と 云 ふやうな もの V 签虛を 痛感した。 

旣に 老境に 向 はう とする ルべ ックは その 雷名と 巨 萬の 富と を 擁して 若き 美人なる マイヤ を その 妻に 眉んだ。 然 

へ だた 

し マイヤ は 常に ル ベックと 埋め 難い 隔 りの 中に のみ 住んだ。 而 して パ ンを思 はせ る やうな 獵 人の 出現と 共に 容易 

に 誘 はれて ル ベック を 離れて しまった。 

その代りに 幽靈の 如くに 瘦せ衰 へて、 魂 を 失 ひ 去った もの-やうな 表情 をした イリ ー ネが 突然 ル ベックの 前に 

現 はれ 出る。 

而 して 二人 は會 話の 中に かう 云 ふ 事 を 言 ふ。 

「イリ ー ネ。 —— 何故 坐らない のです、 ァ I ノ ルド。 

ル ベック。 I 坐っても い \ のか。 


イリ！ 不。 

ル ペックつ 

イリ I 不。 

ル ベック。 

イリ. I 才 

ル ベック o 

イリ 1 、Iy 

ル ベック o 


_ え.， _ 凍る^ はない から 安心なさい。 まだ 私 は 全くの 氷に なって はゐ ません から。 

- (彼女の テ， ブルの 所に 椅子 を 移して) さあ 坐った。 昔の やうに 私達 は 二人で 一緒に^る ハ 

- 矢^り 昔の やうに …… 少し 隔り をお いてね。 

.ヽ-±.1せ つ て. 1 そ Qg- はさう して ゐ なければ ならな 力 つ  たの だ。 

—ならなかった。 

つき リ〕 お 互 の^に は隔り をお かなければ ならなかった の だ。 

- それ はどうしても 必要だった のでせ うか、 ァ ー ノ ルド 


ーィ >T  JL  J  n  i  ，  Ti- 一  、ノ  ,  ：  <  ,  t  -  — 

—00 けて) 一緒に 私と 廣ぃ 世界に 乘り 出さない かと 私が 云った 其の 時、 お前の 答へ た 一 Hi を^ ひ m 

せる かい。 

イリ， -ネ。 I 私 は 三本の 指 を 立て \、 世界の^てまで も 命の 末まで も あなたと 行き ませう と 誓 ひました。 さう 

して どんな 事で もして あなた の お^に 立た うと。 


ル ベック o  , 

イリ！ 不。 

ル ベック。 . 

分に。 

イリ ー ネ。 

ル ベック。 

イリ 1 不。 


？ ち、 せ 

まの, Is 

I  ：… もっと 遠慮な しに 云 へば 眞裸 かで …： 

(^じて) さう してお. 11 は 役に立って くれた 八 


イリ 1 、tv 


： ... 大膽 こ . ：. 喜んで  さう して 思 ひ 滞 


-I さう です、 血の 燃え 返る 若さ を 捧げて 私 は 仕へ ました。 

—(感謝の 表情) それ はもう その 通りだった。 

—私 は あなたの 足 許む ざ i. ついて あなたに 仕へ ました。 (捤 リ举を ァ-ノ ルドの 前に つき出し) それ だのに 

ルべ ックと イリ一 ネの その後  一 一一 三 
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あなた は  あなた は  あなた は  

ル ベック。 II (鹦ぐ やうに) 私 はお 前に 惡ぃ事 をし 向けた 覺ぇ はない。 決して、 イリ ー ネ。 

イリ ー ネ。 II なさい ました。 あなた は 私の 胸の 奥の まだ 生れ 出ない 天性 を. I がなさい ました。 

ル ベック。 — (驚いて〕 私が ...... 

イリ ー ネ。 I. さう です、 あなたが。 私 は 思 ひ 切って 洗 ひざら ひ 私自身 を あなたの ^こま したので す …… そ丄こ 

さは  メ 

あなた は 一 度で も 私に 觸 らうと はなさらなかった。 

ル ベック。 fl …… 崇高な 思想で なら 兎も角、 決して 實 際に 觸れて はならぬ 神聖な もの だと 私 はお 前を考 へる や 

うにな つて ゐた。 その 頃 は 私 も 若かった の だ。 で、 何ん となく、 若し 私が お前に 觸れ たら、 私の 肉感的な 考 への 

.H 'にお 前 を 引 込んだら、 私の 魂 は 汚されて、 私が 望んで ゐる やうな 仕事 は 成就し まいと 云 ふ 迷信 を 持って ゐた 

の だ。 これに は 今でも 多少の 理窟 は あると 思 ふが …… 

イリ ー ネ。 II 2 寸 蔑んだ 風で) 藝 術の 仕事が 第一 …… それから 第二に 人間ね」 

さう して これ 等の 凡て はル ベックに 取って 一 つの 挿話で ある 事に 終った の だ。 それが 如何に 尊い 摔話 であった 

らうと も。 この 時 イリ I ネの 天性の 絲の 或る もの は絕 たれて しまった。 若い、 血の 熱い 一 人の 女性が 死ぬ 時に 必す 

起る やうに、 天 性の 絲の 或る もの は 絶 たれて しまったの だ。 かくて イリ I ネは その 瞬間から * を 失って しまった。 

Soulless になって しまった。 ル ベックに も それ は 亦 同じ 結 菜を與 へた。 彼に はこの 揷 話の 結果と して、 衆目の 見て 

大 なる 藝 術と する もの を 生み出した にも 係 はらす、 如何にしても 滿 たす 事の 出来ない 签虛 が淺 された。 イリ ー ネ 

の 言葉 を 借り， て 云へば 「地上 生活に 屬 する 所の 愛 II 美しい 奇蹟 的な この 世の 生活 II たと しへ ない この 世の 生 


活 — それ は 二人の 中に 死に^えて しまった」 のだリ 

ル ベック は それでも 最後の 努力 を惜 まなかった。 生涯 を かけて 尋ね 拟 ねた 露の 力 を 取り 戾さ うとした。 而 して 

イリ ー ネを 促して 高山の 頂きに それ を 求める 可く 登って 行った。 

^等 を迎 へた もの は 然し 悲しく も^の 力で はなく して 雪な だれだった。 魂 を ^出し 得る 前に 彼等 は 千仪の 谷底 

^く 死 c 地 へ^ちて 行かねば ならなかった の だ。 

イブセン はこの 戯曲 を 書いた 後 永久に 沈默 してし まった" この 峻烈な、 無 容赦な、 傷まし い 吿白を 私 は 嘗て 聞 

いた 一： 小がない と 云っても い X。 

^^な，：：：： 然、： 土^  S 捽誓 であ つた イブセン を 通じ て 自然主義 は こ の 傷心 の 叫び を擧 げた。 他の 人から こ の 叫び 

を あいたならば、 私 は そこに 老齢が 已むを 得す 敢 へて する ごまかし を 見出して 不快に 思 ふだら う。 或は 不徹底な 

おおり だと 云 ふ 侮蔑 を 洗 ひ 去る ことが 出来なかった かも 知れない。 然し イブセン からこれ を 聞かされ ると、 而し 

て あの 倣 岸 不屈な E 頭 を 垂れて 時代の 歩みの 早 さに ぢっ と^ひ 入る 誡實な 老藝術 家の 晚年を 頭に 浮べ ると、 深い 

哀愁と IZiS と を 胸に 满 へす に ゐられ ない。 

何^までも、 力の^り 戰 つて、 先陣に 立たん とする 勇ましい 闘士よ。 今 は 安らかに 眠れ。 あなたの 仕事 は 大き 

た， 3： い 仕お だった。 あなた は 深 傷 を 負 ひながら 死ぬ まで 立ち上らう （'とする 牡 獅子の やうな^ まし、 S 生涯 を 私 

逮に 示して くれた。 あなた はもう それでい- -。 それで 云 ひやうな く 立派 だ。 

然し ル ベックと イリ ー ネは 生きた 問題と して 私達に 殘 されて ゐる。 ルべ ックは イリ ー ネに對 して 藝術 家で ある 

前に 人 問で あらねば ならぬ だら うか。 ル ベックが イリ ー ネに對 して 地上 生活に 屬 する 所の 愛に 赴いた 時、 そこに 

7 いは 生れ 出る だら うか。 如何にして その 愛に 赴くべき だら うか。 イブセン は 謙遜に もこの 恐ろしい 謎 を 解く ベ 

ルべ ヴクと イリ I ネ の その後  一二-め 
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き 榮譽を 私達に 頼んで、 自分 は 未練げ もな く沈默 した。 

あ 來の藝 術 はこの 謎 を 最も 正しく 解く もの，^ 上に 榮ぇ ねばならぬ。 イブ セ ン の 能 は ざり し 所 を戎し 得る もの は 

イブ セン 以上の 人で あらねば ならぬ" 自然主義の 成就した 總 和の 上に 築かう とする 者 は 自然主義 以上の 力で あら 

ねばならぬ。 

私 はこれ だけの 事實を 知る。 然し こんな 大きな もの \ 前に 立つ と 唯 畏れる ばかり だ。 

ハ 一九二 〇 年 1 月、 「文章 世界」 所載) 


美術 鑑賞の 方法に 就いて 

美術に 關 しての 門外漢で ある 私 は 美術 そのもの" 內容に 就いては 欐威 ある 言說 をな す 辜の 出來 ない の を 恐れ 

る。 ^  ノ 牛丄、 美術 を 愛好し、 それ を 賞味す るの を】 つの 大きな 喜びと して ゐる私 は、 美術 を鑑赏 する 方法に 就. 

いて や^ S つて ゐる察 を 中し 出ても さして 偕 越な 事で はない と 信す る。 

私お にされ た 美術に 對 しての 鑑賞の 方法 は その 私有^ 各々 の 趣向に 任す より 外 はない。 公衆の 鑑賞に 供 せらる 

べき 荧蚜 において 云 ふと、 從來 一般に 行 はれ 来った 方法 は 最早 ゃ觀 衆の 滿足を 買 ひ 得べき もので はない と^ふや 

うにな つた。 その 方法と 云 ふの は 氣瓌ゃ 表現の 方法に 可な りの 懸隔の ある 美術家が 一緒にな つて その 制作 物を觀 

衆に 示さう と 云 ふ 方法で ある。 これ は 何時 その 端 緖を發 した か 私 は 知らない。 又 どうして か、 る 方法が 發 達した 

かその 經路も 知らない。 然しながら それ 等の 點を 推定す るの は强ち 困難な 事ら しく はなく 思へ る。 惟 ふに 近世に 

なって 荧 術が 漸く 民衆に 向って 解放され 始めた 時に、 卽ち 貴族 や 櫂 力 階級が 漸次 その 威力と 罄 望と を 失 ひ 始め 

n に泶  一^の 敎 養が 向上して、 美術が 限られた 少数者の 翫弄 物で あり、 その 客 問の 装飾 物で ある 境界から 救 ひ 出さ 

I る やう こなり 始めた 時、 ある E 匠と か、 一 つの 流派の 長者と か 云 ふ 人が その 流派 を 汲む 人々 と共に n 分の 藝術 

fr«c  *  レ  I  ，  1 , -  ら ん しゃう  f»JI  > li 

を  一 ^民衆に 披露す る爲 めに 生み出した ものが 今日の 所謂 展覽會 なる もの" 濫觴で はな 力ったら う 力 そのお， ー 

こあって は^ 赀 會は贵 族の 代りに 或る 流派の 長者と 云 ふ 權威者 を^ 出した に 相違ない。 佛國が 他の 諸 邦に 先 だつ 

て 公衆に 向って その 國 有の 美術 を 開放し、 次いて 當 時の 美術家 をして その 制作 品 を 一堂に f て 展覽に 供す る 施 

設を创 めた 時で も、 惟 ふに その 出品の 選定 は 一に 限られた 欽定の 大家の 服識 のみに よって 左右され たに 遠 ひない 

美術 鏜赏 3 方法に 就いて  ニー，" 
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かくして 客^から 解放され た 美術 ももう 一度 所謂 大家なる もの & 桎梏の 下に _^か ねばならなかった。 然し かく  © 

き 束縛 も、 迅速 i 衆の 覺醒 Q 前に は 永く まなかった。 現 Is 有する 展響は そ まに 於て 真ぶ 

紺 欷 と は 比べ物にならない。 勿論 現在に あっても 過去の 因習 は 可な り 影 濃く さまよって ゐる。 選者 を 有する 展ま 

會は どれ 辟 それが 公平に 行 はれる としても、 矢張り 過去の i を 持 綾して 成り立って ゐるも Q と 見る 外 はない。 

ま々 は 同時に 免 選 展覽會 なる 組織 を 有する に 至った。 これ は 形式から 論す ると、 同じ 展覽會 では あるが、 その 

.e^J の鑑另 を 大家に 委ねる 事 を 全く しないと 云 ふ點に 於て、 確かに 一種の 改革で ある。 然し この種の 展覽會 が 

成り立つ 爲 めに W 一定の 流派の 存在 を 肯定 せざるを得ない。 その！： 人た る もの は その 藝術 上の 制作 動因 若しく 

は氣質 に 於 て 互に 共鳴す る もので ある 事 を 必要と す る。 

私 は 然し I 考へ 5 たい。 一 擎纖 f る も Q に 流- f る も Q が 存在す る餘 地が ある だら うか。 自分の 藝 

術 力ら 類推して 斷 する 事 を 許される ものと すれば、 私 は 凡ての 藝術は 個性的で あらねば ならぬ と 思 ふので ある。 

その ル 作者 自身の 侗性、 氣質、 技巧が 嚴密 に交雜 なく 表現され る 所に のみ 正しい 意味の 藝術は 成り立つ ので はな 

い 力 一人 一流 派と 云 ふの は 私の 年來の 主張で ある。 これが 正しい 見方であるなら ば、 &ト 仏 無 選で あっても、 集 

合展 I" なる も Q は、 矢張り 幾分 か 過去 Q 靈 味な 傳統に 煩 はされ た 現 はれ だと 云 ふ 事 を 担む 事が 出來 まい。 若 

しそ ォカ 流派と いふ 事よりも つと 赏用 的な 目的から 行 はれて ゐる とすれば、 觀 者に 取って は 益ぶ 迷惑な 事で あら 

ねばならぬ。 

私 は 私 - 侗 として 上の 如き 種類の 展覽會 に 成るべく 早く その 實^ 的な、 若しくは 流派 的な 必要から 解除され て、 

美術界から 影 を 隱す事 を 望んで やまない ものである。 

最後に 考 へられる の は侗人 展覽會 である。 現今の 美術 鑑賞の 方法と して は 私 はこれ を 最上の ものと 考 へざる を 


得ない。 そこに は 何時でも 一 人の 藝術 家が 純粹に 立ち 現 はれ、 一 つの 流派が 完全に 代表され てゐ る。 觀衆は 或る 

の氣質 や 技巧 を 咀嚼し 切らない 內に又 他の 氣質 技巧に 煩 はされ る、 極めて 非藝術 的な 焦躁から、 嬉しく も 救 ひ 

出される 事が 出來 る。 

加 之、 一 人の 藝術 家の 所 產は縱 令 零細な もので あっても 何等かの 意味に 於て その 藝術家 を 反影し ない もの はな 

さ 

いけれ ども、 その 製作 品が 集成され た 時に 勝って 力強く 正 當に訴 へて 來る事 は出來 ない C 例へ は 伊太^-の やうな 

明るい 空 氣の屮 で、 絢爛な 光彩 を 放つ 大きな 畫圖の 間に、 一枚の 野心 的で ない 素直な 和蘭畫 家の 描いた 日常生活 

を 主題に した 畫 面に 接して 見る がい &。 それ は 可な り 注意深い 同情 ある 眼 を 持った 人に でも 無視され 易い 運命に 

遇 はねば やまぬ だら う。 此の 如き 畫は和 蘭の 空 氣を 背景に した 一 堂の 中に 集められて こそ 始めて その 本 眞の美 を 

反影し 合 ふのに 相違ない。 如何に 私の 好きな 畫家 でも それが 唯一 枚、 數 多の 他の 畫の 中に 介在して ゐて は、 その 

寮が 他の 靈 から 嶄然 頭角 を 現 はして ゐるぞ との 一 種の 痛快 味 を 私に 感じさせる 以外、 その 畫 から 私に 迫って 來る 

藍 家の 藝術味 は 非常に 稀薄に なって しま ふで あらう。 この 意味から 考 へても、 一人の 藝術 家の 作品 を 多數に 集め 

た 展覽會 が 如何に 有意義で あるかに 首肯され ねばならぬ。 

大展覽 會場を 破棄せ よ。 多 數の小 展覽會 場 を 所在に 起せ。 而 して 自覺 ある 藝術家 は 自分の 作品 だけ を 提げて、 

獨カを 以て この 小 展覽會 場 を 占領せ よ。 第一 そこに は 集合 展覽會 で 見なければ ならぬ 有象無象の 我れ 勝ちな 混雜 

がない だら う。 それだけ でも 觀 衆に 取って どれほどの 恩惠 であるか 判らない。 作家 は 自分 1 侗の 趣味に 從っ て會 

^の 內部を 隅から隅まで 装置す る箏 が出來 る。 自分の 作品に 對 して 本 當に關 心 を 有する 觀衆 だけ を 作品の 前に 立 

たせる 事が 出來 る。 それだけ でも 作者に 取って どれ 程の 快事で あるか 判らない。 縱令 此の 如き 比較的 外面 的な 些 

事 は 度外視しても、 藓術 鑑賞に 一 赉 大切な 事 卽ち爇 術 家にまで の 純 一 な 浸 滲 は 此の 種の 展覽會 に 依らなければ 到 

美術^ 赏の 方法に 就いて  一二 九 
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底 達成され る もので ない。 

難 者 は 或は 云 ふだら う。 各個 孤立の 弊 は 多くの 藝 術の 比較的な 價 値の 設定に 不便で ある。 一堂に 技を鬪 はしめ 

て 始めて 藝術 家の 價値は 定まり 易い と。 これ は 藝術を 角力と 間違へ た 誤謬から 来る。 角力の 價値は 多く 土俵の 上 

の 勝敗に 於て 決せられる けれども、 藝 術の 優劣 は 比較から は 定められない。 例へば、 或る 繪の 筆觸が 或る 他の 繪 

の 筆觸に 比して 拙劣で あると 云 ふ 事が 必す しも 一 一つの 繪の價 値 を 上下し やしない。 屢ぷ 拙劣な H. 觸は その 繪 その 

まさ  . 

もの-尊い 屬性 であり 得る。 眞にー つの 藝術を 他の 藝 術から 立ち勝ら する もの は、 その 藝 術が 全體 として 人に 迫 

る 味 ひで あらねば ならぬ。 此の 如き 意味の 比較が 可能で あり 得る ために は、 雜 然と 陳列され た  一 二 枚づ， ^ の 遠つ 

た 作家の 作品 を 見較べる 事の 非常に 不利益で あるの は 誰に でも 看取され る 所で あらう。 

或は 又 云 ふだら う。 個人展 覽會 だけで は 新進の 作家が 自己の 價値を 認めし める 機 會を少 くす ると。 私 は 寧ろ そ 

れを 喜ぶ もの だ。 現在の やうな 展覽會 の 方式で は、 新進作家の 不 熟な 技倆が 餘 りに 迅速に 認められ 過ぎる。 逸 早 

く^き 誇って、 逸早く 萎んで 行く 新進 大家が 藝 術の 空氣を 濁す 事 を 忌む もの は、 私の 高慢ら しく 聞こえる この 言 

葉に も 首肯して くれる だら う 。藝 術の 民衆化 を 私 は 喜ぶ もの-, 一 人で は ある o 然も 藝術を 制作す る 以上 は そこに 他 

の 凡ての 事業に 立ち勝る とも 劣らない だけの 研究と 精勵 とが 行 はれなければ ならない。 若し これ だけの 事を爲 し 

てし かも 天才 を備へ てゐる 人で あつ. たなら、 その 人に は 個人展 覽會で 自己 を 表現すべき 機會 はちゃん と 開けて 來 

る。 それな くして 單に 偶然に 成功した やうな 一 ニ點の 作品 を 以て 世の 視聽 を牽 かう とい ふ 人々 だけに は 表現の 機 

會は閉 される だら う 。然し これ を 悲しまなければ ならない 理由 を 私は發 見す る 事が 出来ない もの だ 。他人の 光背の 

光 を 分けて 貰って、 あはよ くば 僥倖に ありつかう とする やうな さもしい 機會 を斷絕 する 面 人 展覽會 に、 自分 一 人 だ 

けの 藝術境 を 開拓して、 謂はピ 裸身の ま \ の 自分 を 認めて 貰 ふ 事 は藝術 家に 取って はこの 上 もない 快事で ある だ 


らうし、 又 我々 觀老に 取って は 彼 處此處 に割據 する 藝 術の 宮殿に 參詣 して、 全然 纏まった 藝術 家の 氣稟を 素直に 

受取る その 喜びに 越した 喜び はない。 

官設 展覽會 と 云 ふやうな、 政治 上で 云へば 御用 政黨 にも 該當 すべき 膨大な 圑 結が 在る 間、 その 跃扈 專斷を 制す 

る爲 めに は、 叉 一 つの 藝術 家の 大きな 圑結を 必要と はしない かと 云 ふ 如き 議論 II 私に は 重要視 さるべき もので 

はない。 そんな 形勢に 眩 まされる 爲 めに は 我々 民衆 は 少し 進み 過ぎて ゐる。 本當 にい-ものが 與 へられ \ ば 我々 

は それに 反應 して 行く だけの 力 は 持つ やうに なって きて ゐる。 一人の 藝術 家と 一箇の 官設 展覽會 と を、 天秤の 兩 

端に 置いても、 我々 は 量的 評價 にば かり 迷 はされ はし なくなって ゐる。 我々 の耍 求す る 所 は交雜 なき 藝術 境に 味 

到したい 事に ある。 我々 は眞に それに 餓 ゑて ゐる。 私 は 今の 觀 衆の 可な りの 多數を 代表して 以上の 事 を 公 曾して 

も 決して 獨 りよが りに は陷ら ない 事 を 信す る もの だ。 美術家 は 私 を 信じて 頂きたい、 而 して 諸君の 制作の 發 表の 

方法に 關 して 十分に 考へ ていた ビ きたいと 思 ふ。 

これ は 少し 餘 事に 亙る かも 知れない が、 私が 迎 つて 来た 同じ 理窟から、 國際 聯合 委員 會に 向って 次の やうな 事 

を 希望して 見たい。 それ は Restoration  of  art  to  its  own  birthplace と 云 ふ 事 だ。 委員 會が この 機會に 於て、 各 

阈の 代表的 藝術品 を その 假 りの 宿りから その 生れ 故郷なる 本國に 返濟し 合って 貰 ひたいと 思 ふ もの だ" 今後 世界 

の 思潮が 混和し 融合して、 國境的 差別 を 薄く して 行く に從 つて、 今後の 藝 術に 關 して は 私の 提言 は 或は 無益に な 

るか も 知れない が、 今 は旣に クラシック になった 過去の 藝術 にあって は、 その 藝 術の 生れ 故郷との 關 係は假 初め 

の もので はない。 劍 がその 鞘 を 慕 ふやう に、 それらの 藝術は それ を 生み出した 雨と 日光と 水と 土と を 慕って ゐる。 

然るに 彼等 は その 生れ 故郷から 王者の 威勢に よって、 マム モンの 黄金の 光に よって、 暴戾な 兵士の 荒 くれた 乎に 

よって、 かど はかされた 處 女の やうに、 見 も 知らぬ 異鄕に 運び去られて そこに 懷鄉 の淚を 流して ゐる。 ラフ ァェ 
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子が 縱令 素晴らしい  一 g を 提供され て、 美しい 帷 によって 護ら れてゐ るに せよ、 それが ドレスデンの 畫 堂の 內に 

あって は 見る に 痛ましい。 レム ブラントの 「解剖」 がいかに 玉座の やうな 位 遛を與 へられても、 それ 南歐の 一角 

に囚 はれて ゐて は、 その 所 を 得て ゐ ない。 それらの 凡て は、 この 機會 に、 その 磔刑の 釘から 放 たれて、 その 生れ 

故 鄉に歸 るべき ではない か。 進んで は ティント レットと チ シャン はヴ H  二 スに、 レオナルド. ダ.ヴ インチと ルイ 一一 

と は ミランに、 フラ • アン ゼ リコと ジ オットと はフ ロレンス にと 云 ふやう にまでし たいと s^。 

諸 邦の 美術品が 雜然と 或る 國の 一 堂に 集められ ると 云 ふ 事 は、 それ 自身に 利益がない ではない。 美術 愛好者 は 

ゐ ながら 多 數の； 大才 s 作品に 接する 機會を 容易に 有し 得る。 ェ キゾ チックの 異味 は、 幽囚に なった 藝 術の 發 する 

特殊の 匂 ひだ。 然しながら か&る 末端の 利益 や 興味が、 眞 正なる 藝 術の 味 到に 比して 何たる 些事 だら う。 口 本の 

浮世 繪に 特有な 價値 は、 それが 濕 ひの 璺 かな 重い 空氣 と、 微笑む 如き 溫 和な 日光と、 藍色 を 基調と する 一種の 自 

然の 色彩と の^に 遛 かれなければ、 眞に發 揮す る 譯には 行かない と 思 ふ。 

篤 敬な 某督の 信者 は その 師の 生活 を 知らん 爲 めに、 難解な 希臘 語を舉 ばなかった か。 ダンテ を 知らう とする 者 

は 伊太利 語の 知識な しに は眞に 知る 事が 出来ない と 云 ふで はない か。 獨り 美術に 於て その 除外例 を 見る 事が 出來 

ようか。 代表的な 美術 制作 を その 生れ 故鄉に 返せと 云 ふ 私の 考へ を、 一概に 見て 人 は 笑 ふか も 知れない。 然し 私 

は その 笑 ふ 人に 一概に 承服す る 事 は 31 來 ない。 我々 が 現在の 美術家の 個人展 覽會を 要^す るなら、 過去の 天才に 

も 亦 その 特櫂 を囘收 せしめねば ならない。 

婦人と 勞働 者と その他の 囚虜が 解放 さるべき 時が 来た。 客間に、 他郷に、 永く 幽囚され て ゐる藝 術た も 亦 解放 

せよ。 而 して その 在るべき 座席に 覊束 なく 立た しめよ。 

(一 九 二 〇 年 一 月、 「太陽」 所載) 


自分に 云 ひ 聞か ゼる 言葉 

通人 

通人 を 以て 人 も 許し 自分 も 任じて ゐる 人が ある。 ー體 通人と は 自分が たづ さはって ゐる 道に かけて ま、 完全の 

f 解 をお つて ゐる 人の 事 だ。 大 通と 人の 噂す る 人々 の 中には 本當 にかう した 秫 類の 人が ゐる やう だ。 そ に 取 

つて は 研究と いふ もの-必要 は 殘 されて ゐ ない。 その 人が 一目^ さへ すれば、 卽 座に 物の 眞相、 卽ち 善惡、 垂 

が 誤りな く 分って しま ふ喾 なの だ。 さう いふ 人 は 偉い人に ちが ひない。 

然し 私 一 箇の 趣味から 云 ふと、 普， f 受け取られて ゐる 意味からの 通人なる ものに は 何う しても 好意 を 持つ 事が 

出來 ない。 例へば こ >T に 着 道樂の 所謂 通人が あると する。 その 人に は 衣服に ついて 一定の 趣味が あって、 誰が 何と 

云っても、 自分の その 趣味が 第 一 の もの だと 心得て ゐる J 而 して 誰の 前にで も 自分の 趣味で 出来た 服装 をして 出て 

何 の 憚る 所 もない のみ か、 衣服に ついては それ 以上 精練され た 趣味 はない と 確信して ゐる。 全く 無趣味な 人に 比 

ベて 兌る と， それ は 確かに 定見 も あり、 勇氣も ある 心 構へ である、 行爲 であると 云 はなければ ならない 譯 だが， 

私に は そこに 何 か 物 足らない ものが^ されて ゐる心 持が する。 何が そんな 心 持 を 起させる のかと 思って 見る と、 

^ 一  その 人 は 自分の 趣味が 最上の もの だと 心得て ゐる 所に 物 足らな さ を 感じさせ るし、 第一 一 自分の 趣味 を 誇示し 

押し 资 りしょう とする 所に 反感 を 催させる ので は あるまい かと 私 は 思 ふ。 第一 の阽 では その 人の 趣味 性 こ i 歩の 

^祉が S されて ゐる。 實際 その 人の 服装が 變 りつ-ある にしても、 その 人 自身 は その 變化を 意識し ないで、 自分 

の 趣味 は  一 ^不變 最高の ものと 思 ひ 入って ゐる 。それ 故 外部から 見て その 人の 趣味が どれ 程變 化して あらう とも、 
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その 人 自身に 取って は その 變 化が 全く 機械的であって、 有機的な 交涉を 有って ゐ ない。 進歩と 變 化と は 違った も 

の だ。 所謂 通人と 云 はれる 人に あって は、 變 化が 進歩と 云 ふ 道筋 を 通って 現 はれて 來 ないで、 必す 停滞と 云 ふ 形 

で 現 はれる 結 架になる。 何故と 言へば、 自分の 趣味 性が 最高 だと 思 ひ 込んで ゐる その 人に 取って は。 進歩と 云 ふ 

意識な り 衝動な りが 全然 働いて ゐな いから だ。 さう 云 ふ 物事の 表 はれ は、 それに 接する 入に 如何にも 心許ない 思 

ひ を 起させる、 それだけで 濟 めば 先づ 仔細 はない。 それ は その 人の 一種の 癖 だとして 傍人 は 看過して ゐる 事が 出 

來る。 けれども 所謂 通人 は 自分の 最上 優越感 を 無批判に 抱いて ゐる だけで は滿 足しないで、 惡ぃ 事に はこれ を 他 

人に 押し 賫り しょうと する もの だ。 それ は 最上 優越感が 當然 させねば おかぬ 事で は あるが、 かうな ると、 事 は そ 

の 人の 問題で はなくな つて 來る。 若し その 人の 趣味の 押し 賫 りが 私に 向けられた 場合 を 想像す ると 私 は平氣 では 

ゐられ なくなって 來る。 惡意を 持たない まで も、 何う しても 好意 を 持ち 得ない と 云 ふ 心 持に 支配され てし まふ。 

私 は 今迄 世の 所謂 通人と いふ ものに 對 して、 かう 云 ふ 心 持 を 捨て去る 事が 出来ないで ゐた。 女と 遊ぶ とい ふ 事 

に 一 種の 型 を 作って 他人 眼に は その 型が 强ち 最上の ものと 思 へぬ のに 平氣で それ を 珍重し 遇 ふ 人 毎に 自分の 態度 

を 誇示して、 上向き 加減に 顎 を 撫でる とい ふやうな 人に は、 私 は 云 ひ 知れぬ 不快 をす ら感 する の だ。 進歩と か發 

達と か 云 ふ 大事な もの を 取り 落して おきながら 無 反省に も その 境界に 大胡坐 を かいて、 己れ に 見なら へと いふ 人 

が あったら 誰でも 不快 を 感ぜす に は ゐられ ない と 私 は 思 ふの だが。 かう した 通人 型の 人 は、 色道と か 酒 道と か 音 

曲と か骨费 いぢり とか 碁將棋 とかに ある もの だとば かり 私 は 思って 來た。 而 して 實際 普通 通人と 云 へば 先づ さう 

した 種類の 事柄に 對 して 自分 免許 を 振り 廻す 人 を 指して 呼んだ 稱呼 である だら う。 所が こ の 頃 私 は 上に 揭 げた 様 

な 道に かけて 何等の 自信 もない 私 は 動 もす ると 立派な 通人に なって ゐ はしない かと 云 ふ 事を考 へる や うにな つ 

た。 ^かついて 兌る と 通人 は そこに もこ >f にも ゐる。 殊に 私が なりた くないと S ふの は 道德上 信， 卬 上の 虽人 ゼ。 


ある vrN 行 ほが 道德 上の 問 题を惹 き 起す。 さう すると そ ひ 周圍に はきつ と道德 上の 通人が 寄り 染まって 鉻々 

のした^ から その 人の 行爲を 彼れ 是れと 非議す る。 問題に された 人の 遣 傅な り、 敎養 なり、 境遇な りが、 その 通人 達 

のど 11 もと：！： じで あるかの やうに その 人達 は 天から 決めて か、 る。 自分なら あの 場合 あ-はしなかった。 然るに 

あの人 はさう いふ 事 をした。 だから あの人の した 事 は道德 的に 罪 だ。 さう 云 ふ 論法が 容赦な くさし 向けられる。 

成る 程 そんな 場合に も 表面的に は 境遇 敎養 その他の 事が 一 わたり 考 へられない ではない。 然し 道德 上の 通人 達に 

云 はせ ると. それ は ー應考 へて は兑 たが、 結局 自分の 境遇な り敎 養な りと さして 違って ゐ ない 事になる の だ。 そ 

れ e あるのに、 自分 はそんな 道徳上の 失態 はしない のに その 人 はやって ゐる。 怪しからんと、 簡單に 結論して し 

まふの だ。 新聞の 三面記事に 一度 眼 をと ほす と、 さう いふ 實例は 飽きる 程 毎日 現 はれて 出て 來る。 「あの人 は不道 

おにん 牛； 活 をして ゐ はしない か」、 さう 頭から 他人に 質問す る やうな 人 も ある。 さう 云 ふ 事 を 云 ふ 時、 質問した 當人 

は、 自分の 行爲が 最も、 と 云 ふ 事が 出来なければ、 より 道德 的で あると いふ 物凄 まじい 大自覺 を 持って ゐ るの だ。 

而 して その 自^ を 他人の 道德 的行爲 にまで 押賫り をしょう として ゐ るの だ。 自分の 事 を 棚に 上げて ゐるカ も 知れ 

ない が、 私は匯 よかう いった 型の 道德 家に 出 遇って、 好意の 持てない 心苦し さを感 する。 その 心苦し さに は何處 

かで 出 喰 はした おうだと は 思 ひながら， 取りと め もなかつ たが、 近頃に なって、 それが あの 所謂 通人なる もの か 

ら 受ける 心苦し さと 同じで あるの を はっきり 知る 事が 出来る やうに なった。 私が 殊に その 事 を 思 はせられ たの は 

松 井 须麼 子の 自殺が 世に 傳 へられた 時だった。 如何に 多くの 道德 上の 通人が 多 士濟々 と 云 ふ 勢 ひで M 出した 事 

よ。 n へ 力 一 筒の 始末 だけで、 人 は 大抵 手 一 杯で あらう と 思 はれる のに、 途轍もない 大鐵槌 で、 あの 一 人の 女性 は 

N 方 八方から 平べ つたくなる 程た \ きつぶ されて しまった。 しかも 須磨 子に 一面の 識も なく、 その 性格に ついて 

も. s る 所の ない 人々 が， 少しの 躊躇 もな く 自由自在に 鐵槌を 振り 舞 はして、 うっかりして ゐ る傍觀 者にまで 遠慮 

c 分に 云 ひ 聞かせる き：； 葉  一  一二 五 
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なく 側杖 を 喰ら はした e それ は考 へて 見る と 全く 私に 通人の 意氣を 思 はせ る。 

I  てきめん 

「あれ は 未信者の 方です から」  これ は實際 信仰的 通人に 對 する 好意の 持てな さ 加減 を 覿面に 表白した 言 

葉 だ。 それ は 祌に對 する 信仰で あらう とも、 佛に對 する 信仰で あらう とも、 皇室に 對 する 信仰で あらう とも、 國 

家に 對 する 信仰で あらう とも、 凡て 同じ 事 だ。 自分と 同じ 信仰 を 持ち 得ない もの は、 人 問で はない、 頼みに はな 

らぬ、 地獄に 行くべき みじめな 魂 だと 口に 出さな いまでも、 心の奥底の 方で 思 ふの が 彼等の 癖 だ。 だから 罪人の 

集りで あるべき^ の 敎會に は 罪人 は 一人 もゐ ないで 義人ば かりが ある。 罪人が 出れば その 罪人 は 容赦な く 退會さ 

せられる からだ。 かう した 通人が 澤山ゐ ればゐ る 程 その 圑體の 基礎 は 鞏^になる のか も 知れない けれども、 而し 

て それ は 結構な 事な のか も 知れない けれども、 私に は 感情と して 何う も 好意が 持てない。 

吉野 博士が 何處 かで 云って、 私 は 味の ある 言葉 だと 思った が、 「大事な 事 はい.^ と 思 ひこむ 事で はない。 い、 も 

ので ありたい と 思 ふ 事 だ」 通人になる 事から 免れ 得る 道 はたぐ この 一 つの 外に はない やう だ。 考 へて 見る と碁將 

棋ゃ遊 道の 通人 は實に 罪がない。 私 は 何う かしても つと 罪の 深い 通人に はなりたくない 者 だと 思 ふ。 通人が ゐな 

いと 如何なる 阒體の 基礎 も 鞏固で あり 得ない かも 知れない が、 假 りに 通人の ゐ ない 生活 を考 へて 見る の も 一 興で 

は あるまい か。 少く とも 通人の ゐ ない 社會に は嘸ぞ 好意が 持てる 事 だら うと 考 へる。 そこで は先づ 何より 銘々 の 

持ち場に 立って、 自分の 仕事 を 後生大事と 心 懸ける、 押賫り はしない。 若し 他人の 事に 口に 入れる 事で も 起った 

ら、 その 人の 行爲 よりも その 心の 有様 を 自分の ものにして 考 へて 見る。 自分の 方に 最上 優越感がない の だから、 

ぴ ちり.， （-、 こ 自分の 定木に あてはめて、 祌の やうに 他人 を 忖度す る 譯には 行かない。 他人に 自分 以上の 事の 出來 

る 人が あったら、 心から 感心して しま ふ。 感心した 以上 は その 人 を 稽古 臺 にして 自分 を鍛へ 上げる。 かうな ると 

私に は 十分 好意が 持てさう だ。 けれども 通人^ 云 はせ ると、 そんな 辜 をして るて は、 國 家の 權 威が なくなり、 砒 


^に 秩序が なくなり、 道徳に 規範が なくなり、 學 問に 統一が なくなり、 宗敎に 信仰の 對 象が なくなり、 藝 術に 批 

評の 餘 地が なくなり、 人^に 勇猛 性が なくなって、 生活 は 根柢 的に 覆される 結果に 終る だら う。 さう 云 はれても 

私に 取って、 矢張り かう した 主張に 好意 を 持てな いのは 同じ 事 だ。 

上 ヒ 4 

近頃 シ ベリ ャに 行って 歸 つて 來た 人が 私に 物語って 云 ふに は、 向う で 退屈 まぎれに 活動 寫眞 館に でも 這 入って 

^ると、 この頃の シ ベリ ャの 事と て、 見る も慘 めな 服装 をして 無學 らしく 兑 える 觀 衆が 多數を 占めて ゐて、 映畫 

はまた S? 酷と か 卑猥と か危險 とか、 思 はす 顔 を 背け 聲を 放つ やうな 種類の ものば かりで あるに も か-はらす、 見 

物 席 は 靜肅を 極めて * こちら は 吹き出す 程 を かしい 時で も、 笑聲ー つ 響かせす、 見る に 見兼ねる 卑猥な 場面に も 妙 

な 懸^な どす る 者 もな いのは、 つく.，^ \» 不思議に 思 ふ 程 だとの 事だった。 私 は それ を 聞く と 又 思 ひ 合せる 事が あ 

る。 ケ レン スキ ー 內閣の 末期に、 その 內閣が 王朝 內閣と 同じ 外交 方針 を 取って ゐる のが 怪しから ぬと 云 ふので、 熱 

狂した 群集が 大臣 を馘 れと犇 いて 內閣に 押し寄せた 事が あった さう だ。 時の 外務大臣 は その 騷摱を 見る と 自ら 一 一 

階の バル コ -11 に 姿 を 現 はした。 群集 は その 有様に 益 i 熱狂して、 その 白 髮頭を 切って 渡せと わめき 立て、 制止 

する 餘地 など は あらう とも 見えなかった。 外務大臣 は 然し その 叫喚の 中に も 僅かに 發 言の 隙 を 見出して かう 云つ 

たさう だ T 諸君に して 若し 否 應 なしに 自分の 首 を 要求す ると 云 ふの なら 已むを得ないから 自分 は それに 從 はう。 

然し その 前に 一 つの 事に 耳 を 傾けて はくれ まい か。 外交 は 露 西亞の 外交であって、 a マノフ 家の外 交で はない。 

^^は 交戦の 當 初から 英怫 その他の 聯合 國と 歩調 を 共に する 事を盟 つた。 縱令 a マノフ 家が 覆っても、 それ は 露 

阈が铵 つたので はない。 露國が 存立す る 以上 は 如何なる 危險の 前に 立た うと も 阈の義 を 曲げる 事 は 出来ない。 諸 

自分に 云 ひ 間 かせる 霄葉  1 三 七 
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君 は 背 付の 國 として 露國の 名が 歷史の 上に 淺 るの を 選む か、 それとも 重 義の國 として 靑史を 照す の を 望まな い 

か」 この^かの 何物 を も 燒き盡 さすに はおかぬ やうに 見えた. 群集 は 段々 鳴り を鎭 めて、 老人の 一一 一一 n 葉に 耳を倾 け、 

演說が 終る とー變 した 態度に なって、 その 外務大臣に 好意 ある 挨拶 を迗 つて、 無事に その 場 を 解散した さう だ。 

それ も當時 その 揚にゐ 合 はした 日本の 外交官から 私が 親しく 聞いた 所 だ。 その 活動 寫眞 の觀 衆が 强ぃ 刺戟に 惯れ 

てゐ て、 日本の 靑年を 驚かした 映畫の 如き は 家常 茶飯事に 過ぎない の だと 云へば それまで だ。 又 その 外務大臣 は 

巧妙な 詭辯 家で、 激昂して ゐる 群集 は 容易に 詐 かれ 易い 鈍 頭の 集圑 に過ぎないと いへば それまで だ。 

私の 素朴 さがさう させる のか は 知らない けれども、 私に はこの 二つの 事實 はもつ と 深い 意味 を 有つ ものら しく 

考 へられる。 露 II 民に は實に 一 面 かう した 冷靜な ものが 潜んで ゐ るので はない か。 であれば こそ 人民 は 何 年と 

い ふ^、 他國に はあり 得ない やうな 專 制の 强壓の 下に 忍從 する 事を敢 てしたの だ。 數 知れぬ 程の 志士 仁人が 民衆の 

爲 めに 蹶起して 暴 戾な國 法の 下に、 あらん 限りの 辛酸 を 嘗めた にも 拘らす 民衆 は 惰眠で も 貪って ゐ るかの 如くに、 

いつまでも 重い 驪雜に 呻きながら、 彼等の 辛酸 を對 岸の 火災と でも 思って ゐる やうに 見えて ゐた。 その 無 感覺と 

も 思 はるべき 忍耐力 は 傍 眼に もも どかしい 程の もの だ。 大概の 志士 仁人なら 惘れ てし まった であらう。 然し 志士 

仁人 も 露 人に 通有な 忍耐力の 持 S 王で あつたに 違 ひない。 何時の 時代に も 民衆の 爲の殉 敎者は 交る/, \ 現れ 出た。 

而 して その 强ぃ 氣魄と 濃い 血液と が 民衆の 體 內に充 ちる 迄傳へ 込まれた 頃に なって お 衆 は 徐ろに 膝 を 立てた。 

一旦 膝 を 立てた 以上 は、 一旦 かう と 现笳が 分った 以上 は、 民衆 は X  X も 遂に X  X する 事の 出來 ない X となって 

現 はれた。 最近の 露國の 革命 はかくの 如くして 地球の 表面に X  X  X  X  X する 事の 出來 なかった 奇蹟 を 演じ 出 だし 

たのではなかった らう か。 

二 年 前に は デモ クラ シ I を 民主主義と 譯 する 事 さへ 憚られた、 今日は 國會 議員の 中で 最も 喑 愚な 一 人 を 捕へ て 


はても *  a らく は モット ー の 如くに この 語 を 云 ひふら すだら う。 数年 前まで は國^ に 取って 火よりも 危險 と^は 

ュ てゐ^ マ ルクス は § も すれば 资 本家に すら 提唱され る やうに なった。 今日 ク 口 ボト キン は 二人の 大舉 助教授の 

職 を 眩って、 阈憲 紊亂の 汚名 を 蒙らせよ うとして ゐる。 來 年に は 彼 は 恐らく XX  XX  XX から 呼び かけられる だ 

らう。 ^門 家で ない 私 はかう 云 ふ 問題に つ いて は 全く 知る 所がない と 云って い. -位 正確な 知識に 乏しい の を 自分 

で覺 t" して ゐ るが、 この 猫の 服の やうに 迅速な、 氣の 利いた 變化 をた ビ 時勢の 加減とば かり は 思って ゐられ ない 

不安 を感 する もの だ。 密かに 社會 主義の 思想家 實行 家が、 日本で も 長い間 隱 約の 中に 主義の 宜傳に 努力した、 そ 

の 努力 を 無視しょう とする もので はない。 然し 國 外の 時勢の 變 化に つれて 何の 苦 もな く かう 變 つて 行く 日本人の 

X  X な 頭 留を私 は 讃美して い. - のか、 恥づ べきな のか。 恐らく か.^ る 問題の 宣 傳に從 事した 主義者 達は餘 りの あ 

つ けなさ に背负 投げ を 喰 つた やう に 思 つて ゐ るので は あるまい か。 

n 分の 灿に歸 つて 私の たづ さはって ゐる 文藝の 事柄に 關 して 考 へて 見ても、 一 つの 潮流への 推移 は餘 りに^ 突 

で、 不川ま \1J、 簡 SI. だ。 ュ ー ゴ ー 一人に 刃 向 ふだけ の ロマン テイスト も 出ない 中に、 世の中 は 自然主義の 時代に 

なって しまった。 フロ ー ベル 一人に 拮抗す る ナチュラリスト も 出ない 中に、 人道主義の 時世が 來た。 トルストイ 

一 、を {!: うに 廻す ヒュ ー マ 一一 スト も 出ない 中に、 ネオ 口 マ ンテ イシ ズムが 提唱され ようとして ゐる。 

一 §e 私^の sg こ 求める もの は 何な の だら う。 海外に 於け る 生活 若しくは 思想の 稀薄 化と 云 ふ 事な のか。 それな 

ら 成る^ 度まで 私達 は 成功して ゐ ると 云 はなければ ならぬ。 然し それが 何事に 役立つ の だら う。 濃い 水よりも 簿 

い 血の 方が 少し まし だからと 云 ふの か。 濃い 水が 血の 値 を 有たないなら、 私達 は 濃い 血 を 要求し なければ ならな 

いので はない か。 この場合、 緣の 下の 力持ちになる 程の 事 を 厭って は ゐられ ない。 幾年 か、 つても ぃ& から 本物 

を 過た す摑 みたい もの だと 私 は 願 ふ。 拾圓と 押して あっても 似而非の 金貨 は摑 みたくな いもの だ。 

D 分に- - ムひ閗 かせる 一 1H 葉  一 一二 九 
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その 爲 めに は 私達 は 割引の 購入 を愼 まなければ ならぬ。 必要な だけの 代償 を 立派に 拂 つて 商^の 確かな 商品 を 

買 ひ 取らなければ ならぬ。 電話で 註文し ないで、 現物 を 調べて 見なければ ならぬ 。それ はおの づ から 社 會の 要求と 

いふよりも 侗 性の 督促が させる 事た。 社 會の耍 求 は往々 にして 間に合 はせ もので 滿足 する。 本 當の诃 性の 督促 は 

もっと 深い 處に 根ざし を 持つ 事が 出 來る害 だ。 例へば 露國は ——. 例 を 前に 戾 すと I - その 社 會の狀 態から 云 ふな 

らば、 もっと 早目に もっと 皮相な 改革 を やって ゐ たら （. 阈 際的關 係から 云っても- 阈內の 平和から 云っても、 

都合が よかった かも 知れない。 然し 露國の 社會を 形成して ゐる 個性の 眞の耍 求から 云 ふと， さう 云 ふ 皮相な 改革 

は 恐らく 益 をな すよりも 害を醯 した 事で あらう。 今まで あすこから 现 はれ 出た 尊い 田 i3 菹と實 行と は （I ^跟中 を 

5 る ほ  は.  , ■  0 

ぎして なほ 餘り ある やうな それ は 尊 さ だ II 恐らく あの 地に は啼 まれないで しまった らう。 それ をな し 遂げさせ 

たもの は實 にあす この 人々 の、 上、、 C りの しない， 落ち着いた、 深 酷な 個性が 然 らしめ たと 云 はなければ ならぬ。 

深い 所から 出た 個性の 督促に めいくが 忠實 に從ふ 事に よっての み、 本當の 生命 は 生れ 出て 來る。 

爲政者 は 外 境の 如何にば かりく よ/. \ し てゐ すに、 大膽 に、 正直に、 頑强に その 思 ふ 所を實 行して 貨 ひたい も 

の だ。 自信 を 以て 壓迫 すべき もの は 顧慮す る 所な く壓 迫す るが ぃ&。 如何なる 方面に まれ 權カを 使用し 得る と感 

する もの は 躊躇な くその 權 力の 使用 を 徹底させる がい &。 而 して その 下に 個性の 思想な り實 行なり が 萎縮して し 

まったら、 日本の 人 II は、 壓 迫な く權 力の 使 用 なくと も、 生長の 出來る 質の 人 問で はない の だ。 兎にも角にも 上 

^りの 境界から 私達 は 去らなければ ならぬ。 私 はこの 頃に なって その 事を感 する ことが 深くな り 出した。 自分 を 

警める ために もこれ だけの 事 を 書き留めて おく 必要が ある。 私 は意氣 地な しで、 か、 る 一一 一一 口 葉 を 云 ふに M しない 人 

ん忖れ ぶ も * 必要 は 私 を そこまで 連れて行かない とも 跟 ち^^。 恐ろしい その 期待が 同時に 又 願 はしい 事 だ。 

(I 九 二 〇 年 三月、 「改造」 所載) 


美術 鑑賞 の 方法に 就 い て 再び 

Dh^w 文舉の 二月 號 であな た 註" 本 間々 雄 氏 を 指す) が 私の 「美術 鑑賞の 方法に 就いて」 q 太陽」 一月 號 所載) I 

に關 しわざく 御意：：^ 發 表し 下さった 事 を御禮 申します。 私の 所論の 前段 卽ち侗 人 展覽會 の 主張に ついては 全 

然资 成して 下さい ましたが、 後段に 於て、 各藝術 家の 作品 を その 作品が 生れた 故 鄉に還 送し ろと 云 ふ 私の 主張に 

對 ノ てま、 疑 ひ を 挾んで をら れ ます。 而 して あなたの 仰し やる ところが 偶然 美術と いふ もの" 极本 問題に 觸れて 

ゐ ると 忍 ひます から、 延引な がらもう 少し 私の 云 はう とした 所 を 補 はして いた ピ きます。 

實は 私が あんな こと を 云った の は、 大部分 自分の 經驗 の實感 から 來た ものです。 ですから 私の 實感が 不信用な 

もの だとしたら、 あの 主張の 大部分 は 反古になる 次第です。 あなたが 「詩的の 表現」 が 用ゐて あると 評された やう 

に、 實際 私が あれ を 書いた 時の 心 持に は、 王觀 的な 感情的な ものが 多分に 含まれて ゐ たのでした e 私 は 三^ 程米國 

にゐ ましたが、 その 逗留の 問、 私が 接近し 得た 美術館 を 見物す る 機會は 多分 は 一 つも 見逃して ゐ なかった 積り で 

す。 殊に ボストンと、 フ イラ デルフィ ャと、 一一 ュ ー ョ ー クと、 ワシントンとの 美術館に は1&ぷ 足 を 運びました。 そ 

X- らの 美術館に は、 米國 のこと ですから、 本當に 見本と 云って い、 程、 各國 各派の 作品が 雜 多に 陳列され て ある 

のを苷 通と します。 私 はさう. いふ 所に 這 入って 行って いつも 不足 を 感じました。 もっと 强ぃ 刺戟な り 印象な り を 

受 くべき 害 だと 思って 見る のです けれども、 どうしても 思 ひ 設けた やうな 結果 は 得られませんでした。 

それから 私 は 半年 程の 短期間 歐洲 を^け 通りに 旅行し ました。 その 忙しい 旅の 間に も、 然しながら 所在の 美術 

館 はおら ゆる 機會を 利^して 觀 てま はった 積り です。 「太陽」 に揭 げたやうな 主張 を 抱く に 至った 最初の 動因 は 

美術 鏗 莨の 方法に 就いて W び  一 四 一 
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フ 口 レンスで 聖 マルコ 寺院 を 訪れた 時に 得た ものでした。 そこの 僧院に は フラ. アン ゼ リコの 壁畫が 昔の ま，， に 

可な り 完全に 保存され てゐ ます。 私 は そこで、 嘗て 他で は 味はなかった この 書： 僧の 本質 を 味 ふこと が 出来た と感 

じた ものです。 不死の 城市 羅 馬の ヴァチ カン 宮殿の 中に も フラ. アン ゼ リコの 作品 は 納まって ゐ ますが. そこで 私 

の 受けた 印象と 云ったら 極めて 薄弱な ものでした。 然るに かの ジ ヨットの 塔 を 有し、 ダンテの 生家 を 有し、 サボ 

ナ a 1 ラの 火刑に 遇った 廣場を 有し、 ゥフ イチ 宮殿 を 有し、 アル ノ河を 有し、 ファ h ゾレ丘 を 有し、 聖 マレ コ 寺院 

i"  ,  あつ 

そのもの を. する フ n レンスに 来て、 畫 僧の 作品が 一堂に i めら れてゐ るの を 見る と、 私 は 始めて 作者の 內部生 

活 にまで 觸れる 事が 出来た やうに 思 ひました。 庵室の 入口の 「聖母 受胎 啓示」 の 壁畫の 如き は、 敬虔な 宗敎的 情 

緖を 以て 現世の 美 を淨 化し 盡し たもので あつたの を 今でも ありく と覺 えて ゐ ます。 フ n レンス の 自然と 遣 K と 

は 知らす 識ら すの 中に 私の 心境 を かの 一 筆 一 禮の畫 家にまで 近づかせて ゐ たものと 見えます。 第一 一に これ を 感じ 

たの は 和 蘭陀の 土地に 行って 和藺畫 派の 作品の 蒐集 を 見た 時でした。 殊に その 家庭生活 やそ Q 土地の 風景が、 野 

心なく しめ やかな 態度で 描かれた、 割合に 小幅な 作品に なると、 この 土地に 生えて ゐる 草木 や、 平らに 瘸 がって 

ゐる土 壊が ある やうに、 他處に 移して は その 本然の 味 ひ を 失 ふに 違 ひない と 思 はせ ました。 あの 極めて^ 界 的な 

瘸カ りと 湾み と を 持って ゐる レム ブラントの 作品で さへ、 リク ス畫堂 は 何と 云 ふ 好適な 安樂 椅子 を 提供して ゐる 

でせ う。 飴色の 影と 黄金の やうな 光と は 和蘭陀 の签氣 の 中に あって、 殆んど 自然の 一部であります。 

若し f る 人に 流謫の 不幸 悲慘を 感じさせる 作品 を擧げ よと ならば。 ン ドンの 大英博物館 にある フィ デイヤス 「と 

稱 せらる， o の 浮彫の 如き は それでせ う。 霧と 煤煙に よって 黝 すんだ 空氣の 中に、 その 稀代の 彫刻 は、 冷たい 石 

疊の 上に S  ^されて あります 。彫刻され た その 馬， その 人が あの 希 臘の明 瑩な签 氣を慕 はない ことが 何う して あり 

得 ませう。 その 前に 佇んで、 少し 靜 かな 心 を 持って その 古い 大理石 を毘 詰めて ゐ たら 見る 人の 誰に でも その 大適 


しく， の 籠の f き へます。 ミ事實 を あなた は强 ち 詩的の 籠とば かり 却け はなさらない と忍 ひ 

ま. -。 或は 乂  I にか けても 功利 一遍で 押し通す やう Is 大都 會の眞 中で、 冷ま 直線で m 切られた 大 箱の や. 

ill^ ごちゃくと 列べ て ある 浮 si 枚 か を 想像して 下さい。 その 浮世 総の 謹に は 相當の 色 

今 ひの マットが 繞ら されて あるに せよ、 それの 掲げられて ゐる 壁面 は眞 白で 石の やうに 堅い 漆喰です 禾を 求め 

て， t ますれ ま 人 si から 週れ て、 これら SQf 立った 奪 私達 は 本當に 何物 を囊 する こと 力 出 

來 るで せう。 そこに 人は不 暴に しづかな、 落ち 付いた、 夢の やうな もの I 見す るに は 相違ありません。 然し 

浮 化繪が 本^に 人に 與 へようと 望んで ゐる 一番 大事な もの は、 途に そこから 流れ出て 来ません。 

あなた はゲ ー テがシ ェクス ピャ を發 見し、 ゴンク ー ルが 浮世 綺を 發兒 した 實例 その他 を擧げ て、 藝 術が レ 力に 超 

遼 I 直 を 有すべき であるか I いて をら れ ます。 それ は 私 も 5 かない ことで はあり I んが 少. くと も英 

M こゲ is の。 マン テイストが 生れたならば f テ 以上に シ ヱクス ピャ I 見したら うと はお 思 ひに なり ませ 

んか。 又き 、、コンク 丄の 浮世 總 論な t の を讀ん だ ことがありません が、 彼の 發見 は、 美の 珍ら しい 表現に 對す 

る 糞と、 歐洲に 謹した 蒙に よって 的霸 以外の 何物 かであった のです か。 曰 本人が 浮 墓に 對 して 

持って ゐた 無批判な 態度 は、 官僚 畫 派に 盲目的な 價値を 置いた 德川 時代に 於け る 知識階級の 僻見の 傳統と 巧^ 

以 來田舍 者に よって 造られた 蕪雜な 趣味と がー 緖 になって 出 來 あがった. ものであって、 ゴンク ー ルは 偶よ そんな 

き 礙物を 持ち 合 はして ゐ なかった おかげで、 あれ だけの 發見 I 早くし 得た の だと 云 はれま せんか。 兎 まれ ゴン 

ク ー ルの浮 ^綺^ を 讀んだ ことのない 私 は 用 もない 臆測 を愼 まなければ なりません。 唯 これ だけ は竊 力に 云へ る 

でせ う。 卽ち、 ゴンク ー ルが怫 蘭 西に ゐて あの 論 を 書く のと、 日本まで 来ての 後に 書く のと、 どちらが その 論の 

內，： 1： を 徹底的に し 得た かと 云 ふと、 勿論 後の 場合であった らうと 想像す る ことです。 これに あなた も 御 異存 はな 

美 iwgl^ の 方法に 就いて 再び  一 ゆ 一一 一 
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いと 思 ひます。 

私 は 中央 文舉の 三月 號を 譲んで、 あなたの 「文 學と 時代との 關係」 なる 一 文に 出會 ひました が、 その 中に あな 

たは 明らかに、 「ツル ゲネ ー フの 有名な 例の 「父と 子」 などに 現 はれた 虚無主義の 人物に しても ^想に しても、 その 

。せ景 となって ゐる？ ンァの 一 八 七 〇 年代の 時代 を 知らない では そのつ 面 0白0 味 。の 0 大 。部 0 分ゥが 0ゎ0 か 0ら0 な。 く 0な0 る 0Q0 で o あ 。り 。ま 

す。 文藝と 時代と が 如何に 密接 不離な 關 係に あるか、 これによ つても 十分に 推知され る ことで あらう と g は，， 

ます」 といって 居られます。 

あなた はこ \ に藝 術と その ミリ ュ ゥ との 關 係の 緊密なる を說 くこと に 於て 私 以上の こと を 云って をら れ ると^ 

は 思 ひます。 私 は 例へば、 「父と 子」 に 於て 背景と なって ゐる 時代 を 知らなければ、 その 面白味の 大部分が わから 

なくなる と 云 ふ 程に は ミリ ユウの 重さ を 主張し ない ものです。 私 はこの 作品の 超 境遇 性 を もっと 强く感 する もの 

です が それ は餘^ に 亙った ことで、 假 りに あなたのお 考 へが 正 當 だとす ると、 あなたに は 同じお 考へを 造き 

藝 術に 對 しても 持 たれる のが 理の 當然 だと 思 ひます。 (何故なら、 あなた は 私の 美術に 關 する 考へを 論駁な さる 

時 文學 上の 現象 C: シ H タス ビヤと ゲ I テ)) を 例に 引かれ ましたから その 反 對も亦 許さるべき こと.， 思 ひます) 

造形美術が 生れ 出る.、、 リュウ は 時代 も その 一 つ、 文化 も その 一 つで はあり ますが、 それらに 增 して 强 いもの は廣 

義の 自然です。 その 作者 を哺み 育てた 所の 空氣と 水と 而 して 人と です。 文舉の 背景た るべき 時代 は 刻々 過ぎ去つ 

て 再 t 私達の 服 前にはありません から、 私達 は その 概念 を 作る ために 已むを 得す 歷史 に依據 します が、 美術の 弋 

背 41 をな す 自然 は 人間の 藤史 ほどに 老い ほうけ ません。 それ は その 精髓に 於て は 昔の ま X の 若さ を 以て 存繽 して 

ゐ ます。 その 故に 私 はよ い 作品 を その 生れ 故郷に 連れ 歸 つて やりたい と 思 ふだけ なのです。 

特にお i りして おきます が、 私の この 主張 は 過去に 於け る 代表的 作品に ついて なされて ゐる ことです。 これ ま 


「人 陽」 S 所論 を 一度 讀み 返して 下されば そこに 明かに 書いて ある ことです。 私 は 併せて、 藝術は 段々 鄉土を 超越 

して 世界的になる 傾向 を 持って ゐる (凡て の ものが ある やうに)。 だから 將來の 美術に 就いては 私の 主張 は 無用に 

なって 行くべき であると も斷 つて ゐ ます。 又 作品 は 代表的な 作品 をと 云った ので、 例へば 齊 通な 浮世 終の 一枚 二 

枚が 佛 ^西の 突 術 家の アトリエに あらう とも、 米國の 富豪の サロンに あらう とも、 それ をまで 囘牧 しろと 主張す 

るので はないです。 その 位の 程度に は それが さう ある ことが 却って 大切 だと さへ 思 ふ ものです。 私 は 然し ミロの 

ヴィ ー ナス や ベルべ デ ー レの アポロ は 希臘で 兌たい し、 シス ティ ー ン 聖母 は^ 太 利で 兌たい し、 デュ ー ラ ー、 ホル 

バイン は獨逸 (殊に 二 ュ ー ルンべ ルヒ) で兑 たいと 主張した のです。 この 點を諒 解して いた ビ きたいの です。 日 

木で も卞 治に 行って 黄蘗の 本山な どを昆 ると、 支那に 飛んで 行きた さうな 姿 をして ゐ るではありません か。 

もっと 功利的な 立場から すると 過去の 美術品が 秩序な く 世界中に 撒布され る 事に ある 意味が 認められない では 

ありません。 然し 私 はか &る笫 二義的な 顧慮から して、 古 美術が 當然 占むべき 座席 を 捨てし むる つれな さ を敢て 

する に 忍びな く 思 ふ のです、 こ の 點も亦 諒解し ていた ビ きたいの です。 

^て 私が 常 初に 云った 美術の 根本 問題と いふ 事に 觸れる 場合に なりました。 こ- r まで 來 ると rn 十稻田 文學」 で 

發表 なさった あなたの 主張と 私の それと は 甚だ 接近した ものであるの を 感じます。 卽ち藝 術の #»遍 性が 本來の ：3 

n でなければ ならない と 云 ふこと です。 

若し 日本の 疊ゃ 襖が 佛蘭 西に 持って行かれても、 浮世 繪が 持って行かれた やうに 佛蘭西 人 はありが たがらない 

でせ う。 それ は 明かに 日 ^ の 思想 や 品物 以上の 藝 術の 作品 や 思想が 普遍性 を 有って ゐる こと を證據 立てます。 そ 

れは 然し 何故で せう。 この 點 になる と 諸家の 意見 はおの づ から 多様に 岐れ ると 思 ひます。 私 は それ を藝 術^の 侗 

性に： t したいと^ ひます。 これが 私 をして 將 來の藝 術が 益よ 超 境遇 的な 性質 を帶 びる と 主張せ しめる 根據 です。 

类術乾 K の 方法に 就いて 再び  一 四 五 
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昔の 藝術家 は 今の 藝術 家に 比して 侗 性的 色彩が 薄かった、 さう 見る の は 誤謬で あらねば なりません。 立派な 藝 

術 家 はいかなる 時い かなる 所に おかれても 獨. E な侗 性の 持主で あるに 相違ありません。 唯 大體に 云って、 過去に 

遡れば 遡る 程、 ミリ ユウと 云 ふ ものが 强ぃ壓 力で あり、 誘惑で あり、 モティ ヴ であった やうに 見えます。 何故なら 

ば 一 つの ミリ ユウ は 他の ミリ ユウから 嚴重に 切り放され 易かった からです。 從 つて 一 つの、、、 リュウの 中に 生活す る 

人 は 容易に それから 切り放されて 自分 を 眺めて 見る 餘裕 を與 へられないで ゐ ました。 言葉 を換 へて 云へば、 侗性 

が 表現され る爲 めに は 勢 ひ ミリ ユウ の 堅い 殼を 着なければ ならな か つたので す。 個性 は 時代 や 場所と 複雜の 交錯 

をな さねば ならなかった のです。 表現 藝術 (私 は藝 術を假 りに 印象 藝 術と 表現 藝 術との 二つに 分ち ます。 昔樂及 

ぴ文擧 の 如き は 前者で、 繪畫、 彫刻、 建築の 如き は 後者に 屬 します) にあって は 殊に この 束縛 を 受け 易 いのは 當 

狄 i な ことです。 

然しながら 時代が 進む に從 つて 一 つの ミリ ユウの 圈は 段々 に擴 がり a つ 稀薄に なって 行きます。 私達 はシ ー ザ 

1 時代の 羅馬 人と ブ レ ト ン 人と を その 衣類の 一 片を 以て だ も 見分ける ことが 出来ます けれども、 今の 歐羅 巴人の 

阈別 は餘稃 惯れた 服で なければ 見分ける ことが 出來 なくなりました C それだけ ミリ ユウ は擴 がって 且つ 稀薄に な 

つたので す。 かうな ると 侗性は それ 自身の 面目 を 以て 働く 餘 地が 增大 されて 来ます。 それ 自身の 面目 を 赤裸々 に 

發採 しなければ. 他と 混同す る 恐れ を さ へ 生す るに 至りました。 昔 は 人 は その 獨 得な ミリ ユウ を^んで 自己 を顯は 

す ことが 出來 ましたが、 今 は ミリ ユウ を 頼んで など は ゐられ なくなりました。 のみなら す 個性の 本然 的 要求なる 

赤裸々 な 自己 表現の 倾 向 は、 ミリ ユウの 桎梏の ゆるむ につれ て 盛んになって ゐ ます」 世界 はやが て 一 つの ミリ ユウ 

に 包まれる に 至る でせ う。 日本で 生れた もの も 伊太利の 空氣も 吸へば 印度の 日光に も 曝される でせ う。 若し ミ 

リュ ゥ にの み信賴 して ゐた ならば、 藝術は ひとりでに 特色の ない ものに なり 了る 嫌 ひがあります。 こ&に 於て か 


^む 听 は^^お， の 持つ 侗 性の 味 ひとい ふ^にな つて 行きます。 ミリ ユウに 支配され 易い 表現 藝 術が こ の ディ レ 

ン マに 對 して いかに 烦悶 し たかは、 最近に 勃興した 朱來派 若しくは 立體 派の 藝術 を考 へる ことによって 察せられ 

はします ま いか。 ミリ ユウより 侗性 へ の 造形美術の 移 轉と云 ふ 風に 考へ ると、 私達 は 暗示 的な 色々 な もの を そこ か 

ら 汲み取る ことが 出來 ると 思 ふので す。 かくして 私逹は ミリ ユウと 云 ふ 異邦から 侗 性と いふ 故郷に 移^し つ、 あ 

ろので す。 而 して あなたの 普遍的と いふ 藝 術の 现想境 を實 現せん としつ、 あるので す。 かう 私は考 へて ゐ ます。 

だと：. ム つて、 (とい ふより) であるから、 過去に 生産され た藝術 を、 殊に 表現 藝術 を、 その ミリ ユウから 切り放 

さう し-； 乙の は 物の. n 然に 背いて ゐ ると 思 ふので す。 未來に 於て は、 場所の 制約 を 受け 易い 表現 藝術は 却って 自 

出に なり、 時代の^ 縛 を 受け 易い 印象 藝 術が 却って 不自. ^になる と考 ふべき 现出 があります が、 過去に 於て は^ 

现^ s は M と 云っても 印象 藝 術よりも ミリ ユウの 束縛 を 受ける 事が 多かった の だから、 か、 る 藝術は 成るべく そ 

の t-爻 出た ミリ ユウの 屮に 鑑賞され 得べき 道 を與 へられねば ならぬ 害です。 ミリ ュ ゥの 後に 隱れ た藝術 家の 侗^ 

は その 時に、 より 深く 感受 せらる べきです。 それ は 魚の 個性が^ 氣 中に 於て より 水中に 於て 見られる 時の 方が よ 

り W かに.^ る やうに。 

こ の. お^から 考 へて 下さっても 私の 主張 は正當 ではない かと 思 ふので す。 あなたの 御主 張に ついても なほ 敎 へ 

を 受ける ことが 出 來れば 本懐に 思 ひます。 

なほこの 問題から して 色々 な ことが 考 へられ 云 はれる と 思 ひます が、 常 面の 議論の 外に 瓦る の を 恐れて 今日は 

これ だけにして おきます。 

(】 九 二 月、 「雄 辯」 所載) 
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藝 術に 就いての 一 考察. 

自然の 現象、 又は 自然現象の 機械的 再現 は藝 術と は名づ けられ 得ない。 物が 或は 事が 藝術 となり 得る 爲 めに は 

個性 を 不可避 的に 必要と する。 卽ち藝 術 は 個性の 表現で ある。 表象 を 媒介と しての 個性の 表現で ある。 

侗性は 自己 を 言 ひ 現 はさう とする 强ぃ 衝動 を 持って ゐる。 この 衝動 を 伴 はない もの は 本然 的に は 3^ ではな 

レ 而 して 表象と は 個性が 自分自身 を 言 ひ 現 はさう とする 煩悶 そのもの である。 人 は 私の 云 ふ 煩悶と いふ 言葉 を 

手段と いふ fi 一一 I： 葉で 書き 換 へる のが 正常 だと 主張す るか も 知れない。 然し 私の 經驗 はさう 書き 換 へる 事 を 許さな 

い。 私達の 個性 はいは^ 啞に 近い。 侗性 はま だ 正しい 言語 や 表情 を 持って はゐ ない。 それが 自己 を 表現す る 時に 

は 只 i 吃る ばかり だ。 啞 者の 語る の を 兌て ゐ ると、 彼の 口より 發 せられる もの は 聲と云 ふよりも 音で ある。 音と 

いふよりも 煩悶で ある。 それと！： じい 様子が 侗 性の 表現に も 行 はれる の だ。 個性 はま だ/ \眞 に それ 自身 を 明確 

に 表現す る 道 を 知らない。 自然 は侗 性に 取って 自. H 自在に 取り扱 はれる に は 頑固な 意地 惡な 素材で ある。 同 A は 

その 前に 立って それ を 取り扱 ひ あぐねて ゐる。 その 姿 は 悲痛と さへ 云へ る。 私達の 生活 を 見て 觀る がい \。 そえ 

が 社會的 生活で あれ 阈家的 生活で あれ 家族 的 生活で あれ 個人的 生活で あれ、 そこに 現 はれ 出ようと する 同性が い 

力に 歪められ 虐げられ， 滅裂に されて ゐる 事ぞ。 あるべき 生活の 相 は何處 にも 見出されて はゐ ない。 右に 左に 

前に 後に 進退 動搖 して 安定 を 求める に 汲々 と はして ゐ るが、 遂に 個性 を滿 足すべき 安定 ま. 求め 出さ， 1 てゐ ない。 

安定の 一 二 支 點卽ち 重 點-カ 點，支點 は 常に 過稅の 中に のみお かれて ゐて、 その 終局 snality) に は 達して ゐ ない。 

又 都會の 锊 上 を 歩いて 兑る がい \。 如何に 完成され た 建築物に も、 如何に 整頓した 街路に も、 人 は 自然の 中に 


见 出す^ の出來 ないやうな 煩悶と 焦躁と を 見出す だら う。 殊に ゴ シック 式の^ 築の 如き は侗 性の 煩悶 そのもの を 

见る やう だ。 又 例へば アミ ヤン 寺院の 前に 立って 見る がい、。 それ は 建築 美術の 完璧と 稱 へられて ゐる もの \ 一 

つで ある けれども、 この 偉大な 建造物 を 仰ぎ見て、 人が 受ける 感じ は 瞬時 も 動き やまぬ 息苦しい 動搖感 ではない 

か。 安定性 を： ^も 完全に 近く 成就した と 云 はれる クラシ ッ ク 建造物の 正面に 對 しても、 兌る 人の 感覺に 或る 敏捷 

さがあるなら ば、 それから 過た す 受け入れられる もの は、 强 ひて 自ら を 諦めた やうな 沈痛な 薆管 ではない か。 露 

直 な^、 曲りくねった 逬、 廣ぃ 道、 狹ぃ 道、 必要 以上に 淸 潔な 道、 慘 ましい までに 汚ない 道 —— 私達が その上 を 

歩き 廻る の は 煩悶から 煩悶 を 歩き 廻って ゐ るのに 等しい。 而 して 生活と は 一 つの 形式と しての 表象で あるの は 勿 

論の^ だ。 こんな 外部 的な 表象の 末梢にまで 私達が 個性 表現の 煩悶 を 兌 得る とすれば 私達の 對人關 係に 於て M じ 

^象が もっと 緊迫した 姿で 現 はれ 出る の はいふまで もない。 一人の 理想主義 者が ュ ー トビ ャを 描いて、 貧乏の な 

い、 ^勞 のない、 矛^の ない 未來 生活 を 夢想す る 時、 私達 は 何と はない 反感 をす ら感 する 程に、 私逹 とこの 烦 悶 

と は 離れ 難い ものと なって ゐる。 人生の 有らゆる 悲劇的の 事件 を^み、 恐れ、 憤る w にも、 そこに 私達 は ー稷の 

^"な S 絡 を 感じ、 それな しに は 人生の 意義が 失 はれる やうに さへ 思 ふの は  一 a 不思議と いはなければ ならない。 

あせ 

私^の 一 面 は 一 時 も 早く 悲慘 とか 哀愁と かいふ 惡 境地から 遞れ 出たい と 焦る。 而も さう 焦りながら も か \ る 境地 

から 全く 救 ひ 出された 地上 生活 を 想定す ると、 何んだ か 持つ 辔 の もの を 奪 ひ 去られた やうな 物 足らな さを感 する。 

悲劇の ない 生活が 一 體 成り立つ だら うかと さへ 思 ふ。 而 して 地上 生活の 悲劇で 旣に 十分 苦しみ 拔 いて ゐ ながら、 

私^ は舞臺 の 上に 悲劇 を 要求し、 詩歌の 中に 哀愁 を 探り 求め、 音樂の 底に 悲痛 を 汲み取 らんと あせり 勉 める。 

何故 だ。 それ は 表象が、 卽ち 人間 活動の 凡て の 現 はれが、 侗性 表現の 煩悶 そのものに 外なら ないから ではない か。 

侗性は 永久に. G らを 表現 せんが 爲 めに 煩悶す る。 それ は 善 かれ 惡 しかれ、 侗 性に 取って はー體 不可 離の 事實 だ。 

S 術に 就いての 一 考察  J  九 
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この ！$赏 が 消滅す るの は 取り もな ほさす 個性 そのもの、 滅却 を 意味す る。 人世が 矛盾し、 搲 着し、 悲劇的で あつ 

て も、 私^が それ を腋 ひつ 、どうしても 拒み 得ない の は、 担み つ --も そこから 退き 得ない の は、 個性 そのもの \存 

在 を M 守して ゐ るから だ。 侗 性の 不可避 的な 衝動た る 表現の 完成に 驀進し つ-ある からだ。 更に 言葉 を換 へて 云 

へば、 個性 は 意識的に せよ 無意識的 にせよ、 絶えす 創作に いそしむ 藝 術^で あるから だ。 

凡ての 人 は 廣ぃ意 味に 於て 凡て 藝術家 だ、」 人が 外 來の壓 迫から S 由に され、 任意に 行爲 する 瞬 II に は、 . その 時 

その 人 は藝術 家 だ。 シ ー ザ ー はかくして 羅馬 帝國を 通じて 彼の 個性 を 表現しょう とした。 サン： ン モン は、 かく 

して 新^^: 敎主^ を 通じて 彼の 個性 を 表現しょう とした。 茶人 は點 茶に よって、 一人の 勞働 おは その 筘庭 によつ 

て、 その 個性 を 表现 しょうと する。 その 心 持 は 共に 等しい。 而 して その 表現の 不完全な 事 も、 從 つて そこに 現 は 

れる烦 悶の窺 はれる の も 共に 等しい。 

かくして 凡て の 人は已 れの侗 性の 表 现の爲 めに 煩悶す る。 然し 乍ら その 表現の 方法 及び 稅 度に は自 から 二つの 

近が 生す る。 一方の 人 は 粗笨で あるが 大膽 である。 一方の 人 は 精緻で あるが 細心で ある。 一 方の 人 は 表現に 川ゐ 

る 尜材の 選 搾に 關 して 割合に 無關 心で あり 且つ その 方法が お ほ まかで ある。 一 方の 人 は 神經赏 に 素材 を 選び 如何 

に 小さな 領域に 於て ビ あれ 能 ふだけ^ 全に 個性 を 表現し ようと 企てる。 政治家と か 事業家と かェ藝 美術家と か 云 

はれる 人々 は 前^: の 典型に 屬 する C その 人達 も 私 はこれ を廣義 の藝術 家と 云 はう。 後者 は f 間が 呼びなら して ゐ 

る^ 術 家、 卽ち 私の 云 ふ狹讒 の藝術 家で ある。 彼 は 個性 を 能 ふだけ ゆがめる 事な しに 表現しょう とする 衝動の 强 

さの^め に、 極めて 尜材の 選捋に 敏感で ある。 他人の 感 覺に訴 へる 場合に も 能 ふかぎ り纖 細な 純粹な 機能 を 有す 

る 機關を 選ぶ。 卽ち觸 覺ゃ味 覺に訴 へる よりも 聽覺 視覺を 選ぶ。 同じ 文字、 同じ 音調 を 川 ゐても そこに 彼 自身の 

愆味 を娬與 せねば 已 まない。 蕩術 家に： g も 特殊な スタイル は そこから 生れて、 その 人の 個性と 不離な 關 係に 入る。 


乂 ある 一 方の 人は侗 性の 全體 (entirety.; に は 多くの 顧慮 を 持た すに、 侗 性の 分解に も か \ はらす、 それ を^ 说し 

て滿 足しよう とする。 .Ms  .ぉ^ の 發明家 梨^と いふ やうな 人々 はこの 階 殺に 屬す る。 然 るに 他方の 人 は 個性の 分 

裂に 對 して は 極度に 祌經 はだ。 その 人は侗 性の 統合な しに は 表現 は 不可能 だと さへ 感 する。 從 つて 表現の 對 象と 

なる もの は W 桉經驗 として 取り扱 はれた 半： 活 である 。この 態 鹿 を 取る ものが 私の いふ 狭義に 於け る藝 術^で ある 

^^と 狹 おとの 藝術 生活の^に は、 實 際に は 峻別 さるべき 境界線 はない。 例へば ェ藝 美術が 藝術. として 取り 扠 

はるべき か 否 かとい ふやうな 問題 は 殆んど 意味 を 成さぬ。 縱令 それが ェ藝 奕 術 品と 名 づけら るべき もので あれ、 

その 製作^: の 態度が 純 粹な侗 性 表現 を 求めて ゐれ ば、 實 m 的な 一面が あるに せよ、 狹 義の蕩 術 品と して 取り扱 ふ 

卞 が出來 る。 その：^ 對は 乂反對 である。 かく 考 へて 兑 ると、 外界からの！ 一 迫に よって 働く のでない、 內 部から 働 

き 出される 人 M 生活の 諸 相の 凡て は藝 術であって、 それ は 畢竞侗 性 表現の 表象で あると 兌る の は 不正 當な^ では 

なく、 より 純 粹な藝 術と は、 卽ち 私達が 普通 呼び 惯 はして ゐる藝 術と は、 

一、 侗 性が 全體 として 表現 を 求める 審。 

二、 侗 性が 能 ふだけ 純粹な 表現 を 求める 事。 

:;:、 從 つて 侗性表 现の尜 村と、 訴 へる 機關と を實用 味から 離れた 纖 細な ものに 求める 事。 

叫、 侗性 表現の 廣 さと 深さと を 進んで 祌經 質に 制限す るが 故に、 表現 せんとす る 煩悶 卽ち 表象 は 醇化され、 他 

と 混： E する^の 出 來ぬス タイル を 構 出す る專。 等の 特ゅな を帶ぴ るに 至る のも乂  ^^い 事 だとい はねば ならぬ。 

に W 性 は，：：： 己の 表现を 完全なら しめんと する 內部 よりの 要求から、 侗 性の 解放と n 出と に 憧れる。 個性 を 外 

部 的の^^ から 切り放ち、 內 部の 要求に のみ 應 じて 表現すべき 環境 を 求める。 これが 私逑の 有する 极柢 的な 藝術 

術 動の 相で ある。 この 衝動 卽ち 煩悶が 如何なる 生活の 上に も 過た す發 兌され るのに 私逮は 注意せ ねばならぬ。 そ 

薛 術に 就いての 一 考祭  一 五 一 
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れが 政治 組織の 上に であれ、 經濟 組織の 上に であれ、 公的 生活の 上に であれ、 私的 生活の 上に であれ、 現 はれ 出 

ない 一 瞬時 もない。 生活 相の 凡て は 純粹藝 術への 一 路を 目指して 煩悶して ゐる。 

世の 所謂 藝術 Q 爲 めに 生きて ゐる 私達 は、 この 煩悶に 對 して 最も 敏感な 人々 であらねば ならぬ。 今の やうに 實 

際 生活と 藝術 生活と が 分離して、 實際 生活なる ものが 動もすれば 藝術 生活 を壓 倒し 無視しょう とする 時代に あつ 

て、 藝術 生活に 捧誓 する もの.^ 取るべき 態度 はおの づ から 明かで ある だら う。 彼等 は 思想なる ものと 實 行なる も 

の、^ に 厳密な^ 別 をお く。 而 して 百の 思想 も 一 の實 行に 如かす と 云 ふ。 私達 は 思想 卽實 行の 確信の 爲 めに 戰は 

ねばならぬ。 力 ー ライル は 思想 を -crying  deed: といった。 一 つの 思想が 發 表される。 彼等 は あれ は 一個の 思 

想と して は 面. H いが 要するに 閑人の 閑 問題であって、 生活の 足しに はならない と 云 ふ "私達 は 一 個の 思想 は 卽ち生 

活 だとい ふ 事 を 主張し なければ ならない。 而 して それ を實證 せねば ならない。 私 は 思想家と 呼ばれ、 自ら も 思想 

家 を 以て 任す る 人が 短氣を 起して、 實際 運動と 稱 する ものに 沒 頭す るの を兑る 時に、 その 自覺の 不備 を 思 ひやら 

すに は ゐられ ない。 主張すべき 一 つの 思想、 それ は 儼然たる 實際 運動で はない か。 この 確信が 遂行せられ、 而し 

て 受取ら れ ない 生活 は、 侗性 表現の 道程に 於て 一歩 を 退いた 生活で ある。 一 つの 藝術的 作品が 公け にされ る。 而 

して それが 侗性 表現の 煩悶に よって 裏書きされ てゐ なかったなら ぱ， それ は藝術 的と 云 ふ 事 は 出来ぬ。 一つの 藝 

術 品 は 何時でも 人の 生活 內容を 一 歩な りと も 藝術的 生活に 近づけて 行く もので なければ ならない。 

世の 所謂藝 術 I その 不完全な 形に 於て すら も I 侗性 解放への、 卽ち侗 性の自由なる 表現 へ の觸 角と して 役 

立つべき だ。 藝 術と 實用的 生活との 差違が 撥 無され、 衣食が 藝術 であり、 藝 術が 衣食で ある 最終 點 への 觸 角と し 

て 役立つべき だ。 侗 性の 自. W なる 表現へ、 完全なる 表象へ、 正しく 美しき スタイルへ 私達の 生活 を 導かし めよ。 

(一九ニ〇年四月、 「中央 公論」 所載) 


解放、 解放と いふ 一； 一：：： 葉が 頻りに 呼ばれる が、 婦人の 解放と いふ やうな 事に 關 しても、 それ を 呼ぶ 人 は 果して そ 

の 解放の 給^ を 徹底的 に 逆^して 叫んで ゐ るの だら うか。 

:a 人の 解放が 提 1? され その 相 常した 結^に 到着した 鸱に は、 家族 生活が 极柢 的に 破壊され ると 云 ふ 事 を 叫ぶ も 

の は、 れ几ぉ しそれ に 危懼 を 抱いて ゐ ない のか。 若し それ を^ して ゐな いもの は、 而 して さう いふ 結^に 危榴を 

抱く もの は、 斷然： g 人 解放の 提唱から その 聲を 潜めて もら ひたい もの だと 忍 ふ。 何故なら さう いふ 人 は 結局、 k 力 

働^: 题に 於け る溫情 主義者と 同様に この 問題の 純 一 味 を 濁す 外の 川 をな し 得ない 人々 であるから だ。 

か &る枳 木 的な 問題に 嘴 を 入れよう とならば、 問題が 根本的で ある だけに、 共の寳 現によ つて： s 果 される 极本 

的な ル^ 找式 の變苏 と 云 ふ 事 を 徹底的に 考察した 上で 嘴 を 入れて もら ひたい。 それ 無しに 輕々 しく 斯か る^ を 口 

にす るの は、 ^二 の權诚 を安惯 にし、 笫 二に それ を 口にする 人の 恥辱と なる。 

到^ そんな： ^を 云 ふ 柄で はない 人から、 結局 解放の 不可能な やうな 條件 付で 解放 赞 成の 說を問 かされる の は、 

^かされる ものに 取って 露に 椹へ 得られない 苦痛 だ。 

(1 九 二 〇 年 M 月、 ー改 a」 所載) 
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ケ ー ベ ル 博士 小品集 

(深 田 康算、 久保勉 共譯) 

博士 はこの 喾 屮に、 『舉問 ある、 而し てあら ゆる^ 飾 や、 あらゆる 自魏を 超越せ る， 決して 喜劇 を 演ぜざる、 又 

彼等が 實 際あった 所の もの 以外の 何者た らんと も 欲しなかった 所の』 云々 と 云って をら れる。 その； 一一 一口 紫 は その ま 

ま 博士の 絶好な 宵像畫 といって い- -だ らう。 竄際 博士  (この場合 私 は 博士と いふ 稱號を 皮肉と か虚禮 とかに 陷る 

危險を 犯す^ なくして 安んじて 使用し 得る の を 喜ぶ もの だ) は 上に 引用した 言葉に 充實 した 意味に 於て 値する 少 

數な人 の 一人で ある。 この 事は讀 者が 誰でも 感ぜす に は ゐられ まい。 恐らく はこの 書 を 讀んで 何者 を か 失 はね 

ばなら ぬ 人 は 一 人もゐ まい。 而 して 恐らく は、 數 多くの 大事な 暗示 を 受け取らぬ 人 は 一 人もゐ まい。 

「論文」 とい ふ题 下に 於て 哲舉 的.^ 想と 銘打 たれた 「カントの fs 囘 忌に 當 りて は」 は筌 想と 銘打 たれて あるに も 

か-, はらす、 純粹批 I： と 理性 批判との 關係を 存分に 閬 明して、 カントが いかに 架空 的な 哲舉 上の 考察 を破壞 し、 

自ら さ へ w びそ こに 隱れる 餘地を 撥 無して おいて、 それから 無上 命令の 論陣 を 建て 上げ たかを 明快に 說 いて 居ら 

れる。 それ は 一見 矛盾した カントの 前後に 亙った 言 說に對 する 有力な 辯證 である。 ハルトマンの 追懐に は 博士の 

哲舉的 人格と 人格 的哲舉 とが 一如の 境地にまで 天 衣の 如く 溶け合って ゐ るの を 見る。 それ は寳に 高踏的な (而し 

て 少しも 虚飾 的で ない) 人生の 詩と いってい X。 私達 は 世に か- -る 典雅な 美 も ある もの かと 感心 させられる。 

「斷 恕」 中の r 祌 及び 世界」 の  一^の 如きに 於て は、 この 問題に 關 する 廣汎な 文 獻の色 讀と沈 想と を 濾過して 少 

しも それに 短 はされ ない 自由な 發 想に 接する 事が 出來 る。 祌の 世界に 關 して は 全く 五里霧中 にある 自分 は、 勿論 


^土の^ ゆな 經驗を その ま ゝ捣受 する^ も现 解す る$ も出來 ない が、 博士が 誇大な 若く しは^^な 肯^ を^んで 

W られ ない^-だけ は^:^ に^ 取す る^が 出來 る。 而し 博士の 精進の 心境 を羡 ましく さ へ 思 ふ。 

博士の 機^と^ 察と 叫斷と を^も i^H に 表 はし 極めて 人 味の 勝れた 一面 を 雄 辯に 語る もの は 「問と 答」 との 

巾に^ 所に 發：： ル する ことが 出來 る。 これ は 世界的に 有 數な隨 筆の 一 つと 云っても 決して 云 ひ 過ぎに なり はし ま 

い。 そこに は^くべき 博識が ある。 又 優れた もの、 みが 有する 謙譲が ある、 上品な 囘^ が ある。 針の やうな 鋭利 

な、 而 して： 1： 時に 老成な 觀 察が ある。 骨髓に 徹する やうな it 劾が ある (そこで は 博士 は その 愛 誦する、 ；！ 11 時に 面 

の&悦 的^ 而を忌 み 嫌って ゐ るショ ー ベ ン ハヮ I や 一一 イチ ェ等を さ へ 凌^して は. える)。 

附錄 のショ ー ぺ ン ハ ヮ ー 及び ジ ヤン. パウルに 關 する 論 說は 哲學の 素 人 に は 近づき 難い 精到な 研究で は あるけ 

れ ども、 ^し ショ ー ぺ ン ハ ヮ ー の 意志 說を 論難す る 理路の 巾に は、 烦琐 竹舉 的な^ 现的椎 論が n 立たない ではな 

いけれ ども、 一味の 獨创カ は 終始して 閃いて ゐる。 その 祌祕主 義を 論じた 一文に 至って は、 博士の 性格の 枭害に 

よって 所論 が 生々 しさ を 卜 分に 發 して ゐる。 

お し强 ひて-::;: ふなら ば、 博士が 讀 おに 與 へる 物 足らない 一 つの 印象 は、 現前の 生活に 對 する^ 猛 心の 不足で は 

なから うか。 その 不足 も 一 一 イチ h の^ 合に は 勇猛心の 不足 あるが 故の. n 已に對 する 不足と なって、 悲壯 な心內 

死戰 の^^ を 描き出す けれども、 博士の 楊 合に あって は、 博士 は そこに 不足 を 見出さない のみなら す、 一種の 誇 

り を さへ^ じて W られる だ。 博士 は 自ら を 徹底的 口 マン テ イシ ストと して 表 .H して 居られる けれども、 而 して 

朱來 におして 大隐 なる 夢 を 描き、 现 前の 生活に 不滿を 感じて^ら れる けれども、 その 何處 かに は 過去に 對 して 未 

練 を^ぐ セ ン ティ メ ンタ リストの 緒から^! § の 現象に 顾惡 を感 する 一 點 がないでも ない。 それが 博士 をして U 

險^: であるよりも 時として 囘避 おたらしめ るので はない か。 囘避 とい ふ^は 賢明な 容智 を投 かった 人の 通お 性で 

ケ- ベル^  士小： ：1 I 五 ： 九 


^お 武郞仝 笾笫 六^  1 五六 

あると はいへ、 それ は 打ち克 たれねば な^ぬ 性質の ものであるに 相違ない。 然し 博士 は、 動 もす ると そこに 安住 

する の を 快し とせられる やうに 見える。 

然し 現代 殊に 現代の 日本の やうな 亂雜な 生活の 渦中に あって、 博士の やうな 纖 細な 感情の 所有者に これ を 責め 

るの は、 恐らく 責める もの X 愚 を 表 はす 事 かも 知れない。 博士の 態度が 私達の 生活 內容を 反省せ しむべき 一箇の 

木鐸で あり は よう。 

博士が 口木 を 去られる 事 を 私 は あらゆる 意味に 於て 惜ま ねばならぬ もの だ。 日本 は 博士の 歸國 によ つ て 美しく 

深く 物 を 兌 徹す 一 隻の服 を 失 はねば ならぬ だら う。 西 融合の 大切な 楔の 一 つ は 引き 拔 かれねば ならぬ だら う。 

明：^ 以來 in 木に あった 外闕 人の 中で、 恐らく は フェノロサ、 ラフカディオ 人 ー ンをも 除外す る 事な しに * 誰が ケ 

1 ベ ル 博士の 如く わが 文化 及び 生活の 嚴 正な 理解 者で あり 得た か。 願 はく は 博士の 餘 生に 健康と 祝 幅と が裕 かに 

^まれん 事 を。 

(一 九 二 〇 年 四月、 「著作 評論」 所載) 


Sometimes  with  one  I love,  I  Till  myself  with  rage,  for  fear  I  effuse 
unreturn'd  love  ； 

But  now  I  think  there  is  no  unreturn'd  love ― the  pay  is  certain, 

one  way  or  another  ； 
(I  loved  a  certain  person  ardently,  and  my  love  was  not  return' a  ； 

Yet  out  of  that,  I  have  written  these  songs.) 

一 Walt  Whitman 一 

I  exist  as ェ am ― that  is  enough  ； 

If  no  other  in  the  world  be  aware,  I  sit  content, 

And  if  each  and  all  be  aware,  I  sit  content. 

One  world  is  aware,  and  by  far  the  largest  to  me,  and  that  is  myself; 
A ひ 3  whether  I  come  to  my  own  to-day,  or  in  ten  thousandor  te- 
nmillion  years, 

I  can  cheerfully  take  it  now,  or  with  equal  cheerfulness  I  can  wait. 

一 Walt  W}ut7nan— 
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惜 みなく 愛 は 奪 ふ 

然 初に 道が あつたか 行が あつたか、 私 は それ を 知らない。 然し 誰が それ を 知って ゐ よう • 私 は それ を 知りたい 

と 希 ふ。 而 して 誰が それ を 知りたい と 希 はぬ だら う。 けれども 私 は それ を考 へたい と は 思 はない。 知る 事と 考へ 

る 率との 問 には^め 得ない 大きな 溝が ある。 人 はよ くこの 溝 を 無視して， 考 へる ことによって 知る ことに 逹 しょ 

うと はしない だら うか。 私 は その 幻覺に はもう 迷 ふまい と 思 ふ。 知る こと は出來 ない。 が、 知らう と は 欲する。 

人 は^れる と 直ちに この 「不可能」 と 「欲求」 との 間 にさい なまれる。 不可能で あると いふ 理. H で 私 は 欲求 を拋 

つ ことが 出來 ない。 それ は 私と して 何とい ふ 我 俊で あらう。 而 して G 分ながら 何とい ふ 可憐 さで あらう。 

太初の^ は 私の 欲求 を もって それに 私 を 結び付ける ことによって 滿 足しよう。 私に はとても 目 あてがな いが、 

知る n の來 らんこと を 欲求して 滿 足しよう。 

私が この 奇異な 世界に 生れ 出た ことに ついては、 而し てこの 世界の 中に あって 今日まで 生命 を 緩け て來 たこと 

について は、 私 は 明かに 知って ゐる。 この 認識 を 誇るべき にせよ、 恥づ べきに せよ、 私 は ごまかして おく ことが 

出來 ない。 私 は 私の 生命 を考 へてば かり はゐ ない。 確かに 知って ゐ る。^ 舉 者が 知って ゐる やうに 知って ゐ るので 

はない かも 知れない。 义 深い 生活の 冒險 者が 知って ゐる やうに 知って ゐ るので はない かも 知れない。 然し 私 は 知 

つて ゐる。 この 私の 所有 を 他の いかなる もの もく らます こと は出來 ない。 义 他の いかなる 威力 も 私から それ を 奪 


ひ 取る こと は出來 ない。 これ こそ は 私の 存在が 所有す る 唯一 つの 所有 だ。 

恐るべき 永劫が 私の 周 園に は ある。 永劫 は 恐ろしい。 或る時に は 氷の やうに 冷やかな、 凝然として よどみ 亙つ 

た^る ものと して 私に せまる。 又 或る時 は 眼 も くらむ ばかりか^ やかし い、 瞬 M も 動 搖流轉 を やめぬ 或る ものと 

して 私に せまる。 私 は そのもの、 隅 か、 中央 かに 落された 點 に過ぎない。 廣 さと 幅と 高さと を點は 持たぬ と 幾何 

ゆ は 私に 敎 へる。 私 は 永劫に 對 して 私自身 を點に 等しい と 思 ふ。 永劫の 前に 立つ 私 は 何もので もない だら う。 そ 

れ でも 點 がお 在す る 如く 私も亦 永劫の 中に 存在す る。 私は點 となって 生れ 出た。 而 して 瞬く 屮に 跡形 もな く 永劫 

の 巾に 溶け込んで しまって、 私はゐ なくなる の だ。 それ も 私 は 知って ゐる。 而 して 私はゐ なくなる の を 恐ろしく 

忍 ふよりも、 點 となって こ & に 私が 私と して 生れ 出た こと を 恐ろしく 思 ふ。 

然し 私 は 生れ 出た。 私 は それ を 知る。 私自身が この 事實を 知る キ體 である 以上、 この 私の 生命 は 何とい つても 

私の もの だ" 私 はこの 生命 を 私の 思 ふやう に 生きる ことが 出來 るの だ。 私の 唯一 の 所有よ。 私 は 凡ての 懐疑に か 

か はらす、 結局 それ を 尊 電， 愛撫し ないで ゐられ ようか。 淚 にまで 私 は 自身 を 痛感す る。 

一人の 旅客が 永劫の 道 を 行く。 彼 を 彼 自身の やうに 知って ゐる もの は何虚 にも ゐ ない。 陽の 照る 時には、 彼の 

忠^な 伴侶 は その 影で ある だら う。 空が 暴り 鬼て る 時には、 而 して 夜に は、 伴侶た るべき 彼の 影 もない。 その 時 

彼 は獨り 彼の 衷に のみ 忠實な 伴侶 を 兌 出さねば ならぬ。 拙く とも、 醜く とも、 彼に とって は、 彼 以上の もの を 何 

處に 求め 得よう。 かう 私 は 自分 を 一 人の 旅客に して 見る 時 も ある。 

私 はかくの 如くに して 私. H: 身で ある。 けれども 私の 周圍に 在る 人 や 物 や は 明かに 私で はない。 私が 一 つの 言葉 

を 中し 出る 時、 私 以外の 誰が、 而 して 何が、 私が その 言葉 を あらしめ る やうに あらしめ 得る か。 私 は 周 園の 人と 

物と にどう 繋がれたら 正しい 關係 にお かれる ので あらう。 如何なる 關係も 可能で はあり 得ない のか。 可能なら ば 

惜 みなく 愛 は^ふ  一 五 九 
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それ を 私 はどうして：^ 出せば い-のか。 誰が それ を 私に 敎 へて くれる の だら う。 …； 結局 それ は 私自身で はない 

>  o 

力 

思へば それ は 寂しい 道で ある。 最も 無力なる 私 は 私自身に たよる 外の 何物 を も 持って ゐ ない。 自己に 矛 质 し、 

自己に 蹉跌し、. SI 己に 闲迷 する、 それに 何の 不思議が あらう ぞ。 私 は 時々 私自身に 對 して 神の やうに 寬大 になる。 

それ は 時々 私の 姿が、 母 を 失った 嬰兒の 如く 私の 眼に 映る からだ。 嬰兒は 何處を あてど もな く 荊 匐す る。 その 姿 

は旣に 十分 憐れまれ るに 足る。 嬰兒は Mt- 過って 火に 陷る、 若しくは 水に 溺れる。 而 して 僅かに そこから 這 ひ 出 

ると， ベ そ を かきながら 又^ 匈 を 綾け て 行く。 このいた いけな 姿 を 憐れむ の を 自己に 阿る ものとの み 云 ひ 退けら 

れる もので あらう か。 縱 令道德 がそれ を 自己 耽溺と 罵らば 罵れ、 私 は 自己に 對 する この 哀憐の 愦を失 ふに 忍びな 

い。 孤獨 なお は s 分の 掌 を见 つめる ことにすら、 熱い 淚を さそ はれる ので はない か。 

思へば それ は嶮 しい 道で も ある。 私の 主 體 と は 私自身 だと 知る の は、 私 を 極度に 嚴肅 にす る。 他人に 對 して は 

與へ 得ない きびしい 鞭打 を與 へざる を 得ない もの は畢竞 自身に 對 して だ。 誘惑に か \ つた やうに 私は そこに 導か 

れる。 笞に はげまされて 扳ひ 立つ 私 を 見る の も、 打撲に 抵抗し 切れ なくなって 倒れ伏す 私 を 見る の も、 共に 私が 

生きて 行く 上に、 無くて はならぬ ものであるの を 知る。 その 時に 私 は 勇ましい。 私の 前に は 力一杯に 生活す る 私 

の 外に は 何物 をも兑 ない。 私 は乘り 越え 乘り 越え、 自分の 力に 押されくて 未見の 境界へ と 險難を 侵して 進む。 

而 して 如何なる 生命の 威 脅に もお びえまい とする。 その 時 傷の 痛み は 私に 或るせ さ を 味 はせ る。 然し この 自己 緊 

張の 極點に は往々 にして 恐ろしい 自己 疑惑が 私 を 待ち設けて ゐる。 遂に 私 は 疲れ^てよう とする。 私の 力が もう 

この 上に は 私 を 動かし 得ない と 思 はれる やうな 瞬 ii が來 る。 私の 唯一 つの 城廓なる 私自身が 見る （-廢 墟の姿 を 

現 はすの を：^ なければ ならな いのは、 私の 眼前 を晴黑 にす る。 


けれども それらの 不安 や 失望が 常に 私 を 脅かす にも か、 はらす、 太初の 何で あるか を 知らない 私に は、 fl: 身 を 

^いてた よるべき 何^: もない。 凡ての 矛盾と 渾沌との 中に あって 私 は 私自身で あらう。 私 を實惯 以上に 値ぶ みす 

る こと をし まい。 私を赏 ^以下に 虐待す る こと もしまい。 私 は 私の 正しい 惯の 中に ある こと を勉 めよう。 私の 價 

^がいかに 低い もので あらう とも、 私の 正しい 憤 値の 中に あらう とする そのこと n 身 は 何物 かで あら ねばなら 

ぬ。 縦し それが：！：^; でもない にしろ、 その外に 私の 採るべき 態度 はないで はない か。 一個の 金剛石 を 持つ もの は， 

その^ 玉の 正しい ^似に 於て それ を 持た うと 願 ふの だら う。 私の 私自身 は齊 玉の やうに 尊い もので はない かも 知 

れ ない。 然し 心 持に 於て は寶玉 を 持つ 人の 心 持と 少しも 變る ところがない。 

私 は 私の もの、 私の たビ 一 つの もの。 私 は 私自身 を 何物に も 代へ 難く 愛する ことから 始めねば ならない。 

^し 私の この 贫 しい 感想 を讀む 人が あった 時、 この 出 發點を 首肯す る ことが 出來 ないならば、 私 は その 人に 觅 

にい ひ 進むべき 何物 を も 持ち 得ない。 太初が 道で あるか 行で あるか を (考 へる ので はなく) 知り 切って ゐる 人に 

取って は、 この 感想 は 無視 さるべき 無益な もので あらう。 私 は 自分が 極めて 低い 生活 途上に 立って ゐる もので あ 

る こと をよ く 知りぬ いて ゐる。 たに、 今の 私 は そこに 一番 堅固な 立場 を 持って ゐ るが 故に、 そこに 立つ こと を 恥 

ぢ まいと する もの だ。 前に もい つた やうに、 私 はより 高い 大きな ものに 對 する 欲求 を 以て、 知り 得た る 現在に 安 

化し^る の を 自己に 感謝す る。 

私の 曾 はう とする S- が讀 者に 十分の 理解 を與へ 得な く はない かと 恐れる。 人が 人 自身 を 言 ひ 現 はすの は 一 番容 

^な ことで あらねば ならぬ。 何と なれば、 それ は その 人 自身が 最もよ く 知り 拔 いて ゐる箬 の 事柄 だから。 

W みなく 愛 は^ふ  一六 一 
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實際は 然し さ うで はない。 私達の 川 ゐてゐ る 言葉 は 謂 は ^狼穽 の やうな もの だ。 それ は 獏物を 取る に は 役立 つ 

けれども、 私 逹 自身に 向って は 妨げに こそ なれ、 役に は 立たない。 或は 擴大 鏡の やうな もの だ。 私達 は それによ 

つて 身 外 を：：^ S: る けれども、 私達 {s 身の 顔 を兒る こと は出來 ない。 或は 又 精巧な 機械と いっても よい。 私達 は そ 

れ によって 有らゆる もの を 造り 出し 得る としても、 遂に 私達 自身 を 造り 出す こと は出來 ない。 

言葉 は 意味 を 表 はす 爲 めに 案じ 出された。 然し それ は當 初の 目的から 段々 に墮 落した。 心の耍 求が 言 薬 を 創つ 

た。 然し 今 は 物が それ を 占有す る。 吃る 事な しに は 私達 は 自分の 心 を 語る 事が 出來 ない。 戀 人の： 斗に さ.^ やかれ 

る 言 薬 はいつ でも 流暢で あるた めしがない。 心から 心に 通ふ爲 めに は、 . 何ん とい ふ 不完全な 乘り 物に 私達 は乘ら 

ねばなら ぬの だら う。  ， 

のみなら. f 首 葉 は不從 順な 僕で ある。 私達 は 通 よ 言葉の 爲 めに 裏切られる。 私達の 發 した 言葉 は 私達が 針 ほど 

の ^謬 を 犯す や 否や、 すぐに 刃 を 反へ して 私達に 切って か-る" 私達 は 自分の 一一 一一 c 葉 故に 人の 前に 高慢と なり、 卑 

屈と なり、 狡智 となり、 鈍と なる。 

か-る 一； 一 n 燕に 依賴 して 私 はどうして 私，： in 身 を 誤りな く 云ひ现 はすこと が 出来よう。 私 は 已むを 得す 言葉に 潜む 

喑示 により 多くの 顿みを かけなければ ならない。 言葉 は 私 を 言 ひ 現 はして くれない としても、 その後に つ、 まし 

やかに 隠れて ゐる ぁの容 智の獨 子なる 喈示 こそ は、 裏切る 事な く 私 を 求める 者に 傳 へて くれる だら う。 

喑示 こそ は 人に 與 へられた 子等の 中、 最も 優れた 娘の 一 人 だ。 然し 彼女が 愼み 深く、 穩 かで、 且つ 容易に その 

面紗を 顔から かきのけない 爲 めに、 人 は S ぶこの 氣 高く 美しい 娘の 存在 を 忘れよう とする。 殊に 近代の 科 擧は何 

の 容赦 もな く、 如何なる 場合に も 抵抗し ない 彼女 を、 幽閉の 憂目に さへ 遇 はせ ようとした。 抵抗 しないと いふ 美 

德を 逆用して 人 は 彼女 を 無視しょう とする。 


人 叫が どうして 斯^ 優れた 娘 を 生み出し たかと 私 は^くば かりだ。 彼女 は 自分の 美德を 認める ものが 现 はれ 出 

るまで、 それ を沽 らうと 企てた ことが 嘗てない。 沽 らうと した 瞬^に 美德 が美德 でなくなる とい ふ笫 一義的な 踩 

^ を 木 能の 如く 知って ゐ るの は 彼女 だ。 又： 止しく 彼女 を 取り扱 ふことの 出来ない ものが、 假初 にも 波 女に 近づけ 

ば、 彼女 は：：： ルる くその やさしい 存在から 萎れて 行く。 そんな 人が^ 女 を 捕へ 得た と^った 時には、 必す 美しい 

死 を 这 げた その 亡骸 を 抱く のみ だ。 粘土から 创り 上げられた 人^が、 どうして か. -る^ 高い 娘 を 生み 得たら う。 

私 は 私， M 身 を 一一：：：： ひ 現 はす 爲 めに 彼女に 優しい 助力 を 乞 はう。 私 は 自分の 生長が 彼女の 柔らかな 胸の 中に 抱かれ 

る ことによって 成就した の を 經驗 して ゐ るから。 併し 人^ そのもの 、向上が どれ 程 彼女  <il の 不斷の 無視に 

か 、はらす —— によ つて^ ばれ たかを 知って ゐ るから。 

けれども 私 は^;; 小に 私 を 託する に 常って 私 d,:^ を恥ぢ ねばならぬ。 私 を 最もよ く 知る もの は 私自身で あると は 

E わ ふけれ ども、 私の 知り かたは 餘 りに 亂 雜で不 秩序 だ。 而 して 私 は fB 葉の 芷當な 使ひ逍 すら も 十分に は 心^て ゐ 

ない。 その 一；；；：：^ の 後ろに 安んじて s^i 仏 ふべき 暗示の 座が 成り立つ だら うかと それ を 私 は 恐れる。 

然し 私 は；；：： かう。 私に 取って 已み 難き 要求なる 個性の 表現の 爲 めに， あらゆる 有緣の I； 性と 私の それと を 結び 

付けよう とする 嚴 しい 欲求 の爲 めに、 私 は 放 へて 私から 出發 して 歩み 出して 行かう。 

私が^ ゑて ゐる やうに、 或る人々 は娥 ゑて ゐる。 それらの 人々 に 私 は 私を與 へよう。 而 して それらの 人々 から 

私 もな. 取らう。 その 爲 めに は 假 りに. 2： 分の 引込^ 粱を抡 て \ か- * らう。 許される かぎりに 於て 大膽 になら う。 

私が 知り^る：.？ 能 性 を 存分に 屮し 出して 兑 よう。 唯 こ の^; しい 言 薬の 中から 噔 示が 姿を隱 してし ま はない 事 を 私 

は 祈る。  - 
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神 を 知った と 忍って ゐた私 は、 祌を 知った と 思って ゐ たこと を 知った。 ^の 動亂は そこから 芽生え はじめた。 

或る人 は 私 を 偽善者で はない かと 疑った。 どうして そこに 疑 ひの 餘地 などが あらう。 私 は 明かに 偽善者 だ。 明 

かに 私 は 偽善お である。 さう ー百 明す るの が、 どれ 程僞善 的な 行爲 である ぞ との 非難が、 當然 喚び 起される の を 知 

ら ない 私で はない。 それに も か \ はらす 私 は 明かに 偽善者で あると 言明せ ねばならぬ。 私 は 厘ぶ 私自身に 顧慮す 

る 以上に 外界に 顧慮して ゐ るから だ。 それ は 悲しい 事に は 私が 弱い からだ。 私 は 弱い者の 有らゆる^ 策に よく 通 

じて ゐる。 僅かな 原因です ぐ陷 つた 一 つの 小さな 虚偽の 爲 めに、 二つ 三つ 四つ 五つと 虛僞を 重ねて 行かねば なら 

ぬ、 その 苦痛 を も 知って ゐる。 弱い が 故に 强 ひて 自分 を强く 見せよう として、 いつでも 胸の 中 を戰慄 させて ゐね 

ばなら ぬ 不安 も 知って ゐる。 苦肉の策から、 自分の 弱味 を 殊更に 捨て鉢に 人の 前に あら はに 取り出して、 不意に 

乘 じて 一種の 尊敬 を、 さう でなければ 一種の 憐憫 を、 搾り取らう とする 自瀆も 知って ゐる。 弱さ は 眞に醜 さ だ。 

それ を 私 はよ く 知って ゐる。 

然し 偽善者と は 弱い とい ふことば かりが その 本質で はない。 本當に 弱い もの は、 その 弱さから 來る 自分の 醜 さ 

を も 悲慘さ を も 意識 しないが 故に、 その 人 は その ま-の 境地に 滿足 する ことが 出来よう。 偽善者 は 不幸に してた 

だ 弱い ばかりでなく、 その反面に 多少の 强さを 持って ゐる。 彼 は 自分の 弱味に よって 惹き 起した 醜 さ 悲慘さ を 意 

識し 得る 强さを も 持って ゐ るの だ。 而 して その 弱さ を强 さに よって 彌鏠 しょうと する の だ。 

强お がその 强味を 知らす、 弱味 を 知らない間に、 偽善者 はよ くその 强 味と 弱味と を 知って ゐる。 人 はいふ だら 

う、 爲善 者の 本質 は、 强味を 以て 弱味 を彌 縫す るば かりで なく、 その 彌 縫に 無恥な 安住 を敢 てす る點 にある と。 


だから 偽^^: は 救 はる-ことが 出來 ない の だと。 かう 云って 聞かされ ると 私 は 偽善者の 爲 めに 辯 解 をし ないで は 

ゐられ ない 心 持になる。 私自身が 偽善者で あるが 故に 自分自身の 爲 めに 辯 解しょう とする だけで はない。 僞善者 

そのもの になり 代って、 偽善者の 一人なる 私が、 義人に 申し出たい と^はす に は ゐられ ない の だ。 

何^ にも 例外 は ある。 その 例外 を 殊更に^ 濃く 描く の を ひかへ て 兌て K つたら、 僞善 者と いふ ものが、 强味を 

以て 弱味 を彌 縫す る 所に 無恥な 安住 をして ゐ ると いふの は、 少し さばけ 過ぎた 见方 だと は 云 はれまい か。 私は義 

人が 次の 點に 於て 偽^: お を 信じて いた^き たいと 思 ふ。 それ は 似 善 者 も 亦 心 窃かに 苦しんで ゐ ると いふ 一 車 だ。 

へて：： ルても ほしい。 多少の 强 さと 弱さと を 同時に 持ち 合 はして ゐる ものが、 二つの 力の 矛 55 を 感じないで ゐら 

れ ようか。 矛^ を 感じながら 平然として そこに 無恥の 安住 をのみ 綾け てゐる ことが 出來 ようか。 

ぉェ：ぉ よ、 お前 は 全く ひどい 目に 遇 はされ た。 それ は 當然な 事 だ。 お前 は 本 常に 不愉快な 人 問 だから。 お前 は 

いつでも 然り く 否 々とい ひ 切る ことが 出來 ないから U 毎時で もお 前に は陰險 なわけ へだてが 附 きまつ はって ゐ 

るから。 お前 は W まれて い.^。 辱 しめられ てい &。 惡魔視 されて ぃ&。 然しお 前の 心の 隅の 人知れぬ 苦痛 を そつ 

と 眺めて やる 人 はない のか。 お前が 人並に 見られたい 爲 めに、 お前.，：：：： 身に さへ ！SVJ うと 企て &ゐる その 人知れぬ 

サ： c 疝を 一寸で も 殴 かく 觸 らうと いふ 人 はない のか。 偽善者よ、 私 は. e 身偽莕 者で あるが 故によ くそれ を 知って ゐ 

る。 ^人 はすぐ 隣に 住む と考 へられて ゐる 罪人 (己れ の 罪 を 知って それ を 悲しむ 人) は 自分の 强 味と 弱味との 矛 

W を 髙く 叫び^る 幸福な 人逹 なの だ。 罪人の 持つ もの も 偽善者の 持つ もの も 畢竟 は 同じな の だ。 たビ 罪人 は 叫 

ぶ。 それ を祌が 問く。 偽^: おは 叫ばう とする 程に 强さを 持ち 合 はして ゐ ない。 故に 祌は閗 かない。 それだけの 差 

だと 私に は 思へ る。 よき サマリ ャ 人と 惡 しき サド カイ 人と は、 隣り合せ に 住んで ゐ るので はない か。 偽^: おなる 

私 は Mi 他人 を 偽善^: と 呼んだ。 今にして 私 は それ を 悲しく 思 ふ。 何故に 私 は 人と 人との 距てを こんなに 大きく 
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しょうと はしたら う。 

かう 云った とて 私 は、 世の 義人に 僞善老 を 裁く 手心 を ゆるめて 贳 ひたいと 歎願す るので はない。 偽善者 は 何と 

いっても 義人から きびしく 裁かれる ふしだら さ を 持って ゐる。 私 はた^ 僞善老 も その 心の 片隅に は 人に 示す の を 

敢て しない 苦疝を 持って ゐ ると いふ 蔡を 知って 赏 へばい-の だ。 それが 私の 辯 解な の だ。 

私 も その 苦- M は 持つ てゐ た。 人の 前に 私 を 私 以上に 立派に 兒 せようと する 虚妄な 心 は 有り 餘る ほど 持って ゐた 

けれども、 そこに 埋める ことの 出来ない 苦痛 を も 全く 失って はゐ なかった。 而 して 或る時に は、 烏が 鵜の 眞 似 を 

する やうに、 ^人ら しく. ^分の 罪 を 上.. U りに 人と 神との 前に 披露 もした。 私 は 私ら しく 祌を 求めた。 どれ 程 完全， 

な 罪人の 形に 於て 私 は それ をな したら う。 恐らく 私 は 誰の 眼から も 立派な 罪人の やうに 見えた に 違 ひない。 私 は 

斷^ もした、 不眠に も陷 つた、 瘦せ もした。 一人の 女の 肉 を も 犯さなかった。 或る時 は祌を 見出だし 得ん ために 

は、 c 分の 生命 を 好んで 斷 つの を 意と しなかった。 

他人^から 兒て相 常の 精進と 思 はれるべき 私の 生活が 幾 百日 か續 いた 後、 私 は 或る 決心 を 以て 祌の懷 に 飛び 入 

つたと 實感の やうに お： 想した。 弱さの 醜 さよ。 私 はこの 大事 を 見事に 空想的に 實 行して ゐた。 

而 して 私 は 完全に せよ、 不完全に せよ、 甦生して ゐ たらう か。 復活して ゐ たらう か。 祌 によって 罪の 根から 切 

り 放された 約束 を與 へ られ たらう か。 

神の 悛に 飛び 入った と 空想した 瞬 から、 私が 格段に 瑕 瑾の少 い 生活に 入った こと は それ は 確か だ。 私が 隣人 

から 校範 的の 靑年 として 取り扱 はれた こと は、 私の 誇りと して ビ はなく、 私の みじめな 懺悔と してい ふこと が 出 

來る。 

けれども 私 は 本 當は祌 を 知って はゐ なかった の だ。 神 を 知り 神に よりすが ると 宣ー 1  一一 n した 手前、 强 ひて 私の 曾 行 


を その.：：^:: にあて はめて ゐ たに 過ぎなかった の だ。 それらが 如何に 弱さの 生み出す^ 想に よって 色 濃く 彩られて 

ゐ たかは， 私が 兌^に 人の 眼 をく らまして ゐ たので も 察する ことが 出來 る。 

こ の.^ i 右し 私に 人の 吸の 前に 罪 を 犯す だけの 强 さがあった なら、 卽ち 私の 顧慮の 對 象なる 外界と 私と を 絕緣す 

べき卞 屮が おったら、 私 は 偽善者から 一躍して 正しき 意味の 罪人に なって ゐた かも 知れない。 私 は 自分の 罪 を M 

创こ ゆび 出した かも 知れない。 而 して それが 恐らく は 神に 聞かれた らう。 然し 私 はさうな るに は餘 りに 弱 かつ 

た 。人 はこの 合の 私 を 餘り强 過ぎた からだと いはう とする かも 知れない。 若し さう いふ 人が あるなら 私 は 明 力 

に それが 誤謬で あるの を 自分の 經驗 から 斷ー 一一 一口す る ことが 出來 る。 本當に 罪人と なり 切る 爲 めに は、 .En 分の 凡て を 

拃 f  てる 爲 めに は、 私の 想 象し 得られな いやうな 强 さが 必要と せられる の だ。 この パ ラ ドック ス とも 見めば^ 

える 巾し 出で は 決して 虚妄で ない。 罪人の あの 柔和な レシ グネ ー シ ヨンの 中に、 昂然と して 何物に も 屈しまい と 

する 强さを 私 は 明かに： て 取る ことが 出来る。 祌の 信仰と は强 者の みが 與 かり 得る 赀 族の 圑欒 だ。 私は羡 しく そ 

を 眺め やる。 然し 私に は、 その 人 場 券は與 へられて ゐ ない。 私 は單に その 埒外に ゐて贵 族の 物^似 をして ゐた 

に過ぎないの だ。 

^^の 敎へ r- に 於て、 私 は^かに 偽善お の 一群に 屬 すべき ものであるの を 見出して しまった リ 

砂礫の みが 砂礫 を 知る。 金の みが 金 を 知る。 これ は 悲しい 事 賞 だ。 僞善 おなる 私の 眼に は、 自ら 敎 ^の 屮の偽 

やの 分子が 兑ぇ 透いて しまった。 こんな 事 を 書き 進む の は、 殆ど 私の 堪へ ない 所 だ。 私は餘 りに. 0 分 を 裸に し 

過ぎる。 然し これ を 書き 拔 かないと， 私の この 拙い 感想の 筆 は 放げ 棄 てられなければ ならない。 本 常 は 私 も强ぃ 

人に なりたい。 而 して 敎會の 中に 强 さが 生み出した^ の 生命の 多く を 尊く 拾 ひ 上げたい。 私 は 近頃 或る 尊敬す ベ 

き老 5;£:： の感 おを^ん だが、 その 中に 宗教に 身 をお いた ものが、 それ を 捨てる とい ふやうな こと をす るの は ^ 

はみ なく 愛 は^：  二， 七 
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何に その 人の 性格の 髙中： 只 さが 足らない か を 現 はすに 過ぎない とい ふこと が强ぃ 語調で 書かれて ゐ るの を 见た。 私 

は その 老舉 おに 深い 尊敬 を拂 つて ゐ るが 故に、 而 して 氏の^ 得の 高贵な 性格 を 知 つて ゐ るが 故に、 その 雷 葉 の 空 

しい 罵晉 でない の を 感じて 私 ft: 身の 卑陋 を 悲しまねば ならなかった。 氏が 凡て の 虚偽と 墮 落とに 飽滿 した^^^ 

敎の屮 にありながら、 板 ざし 深く 潜在す る 尊い 要素に. K 分の けだか さ を 化合 させて、 厳の やうに 堅く 立つ マての 態 

度 は、 私 を 驚かせ 羡 ませる。 ^は 全く それと 反對な こと をして ゐ たやう だ。 私 は 自分が 卑陋で あるが 故に、 多く 

の 卑陋な もの を 兌て しまった。 私 は それ を 悲しまねば ならない。 

然し 私 は 自分の 卑陋から、 周圍に 卑陋な もの を 兌 出して おきながら、 高贵な 性格の 人が ある やうに、 それ を 兌 

ないで ゐる こと はさす がに 出來 なかった。 卑陋な もの を 兌 出しながら、 しら^ \ しく 兑 ない 振り をして、 寬大に 

かまへ てゐる こと は出來 なかった。 その 稃 度までの 僞善 者になる に は、 私の 强 味が 弱味より 多過ぎた のか も 知れ 

ない。 而 して 私 は、 E 分の 僞 善が 私の 屬 する 圑體を 汚さん こと を 恐れて、 而 して 圑體の 悪い 方の 分子が 私の 心 を 

苦しめる のを滅 つて、 その 陶體 から 逃げ出して しまった。 私の 卑陋 はこ \ でも 私に 卑陋な 行 ひ を させた。 私の 屬 

して ゐた圑 體の首 葉 を 借りて い へば、 私の 行の 根柢に は大 それた 高慢が 働いて ゐ たと 云 へる。 

けれども 私 は 小さな 聲で 私に だけ 蛾きたい。 心の奥底 では、 私 はどう かして 私 を 偽善者から 更に 偽善者に 導か 

うとす る 誘因 を 避けたい 氣 持がないで はなかった とい ふこと を。 それ を 突き破る だけの 强さを 持たない 私 はせ め 

て は それ を 避けたい と 念じて ゐ たの だ。 前に もい つた やうに 外界に 支配され 易い 私 は、 手厳しい 外界に 圍 まれて 

ゐれ ばゐる 程、 自分 すら 思 ひも かけぬ 僞善を 重ねて 行く のに 氣 づき、 而 して それ を 心から 恐れる やうに なって は 

ゐ たのお。 だから 私 は 私の 屬 して ゐ た圑體 を 返く と共に、 それまで 指導 を 受けて ゐた 先輩 達との 直接の 接觸 から 

も 遠ざかり 始めた。 


偽お：^ であらぬ やうに なりたい。 これ は 私と して 過分な 欲求で あると 兌ら れる かも 知れない けれども. 偽善者 

は 凡て、 偽^: 者で なかったら よから うとい ふ 心 持 を何處 かの 隅に 隱 しながら 持って ゐ るの だ。 私 も 少し それ を 持 

つて ゐ たばかり だ。 

^人、 偽^お、 ^人、 さう した 名稱が 可な り 判然 區 別され て、 それが びし/^ と 人 にあて はめられる 社會 から 

私が 離れて 行った の は、 結： 5 惡 いこと ではなかった と 私 は 今でも 思って ゐる。 

祌を 知った と m 心って ゐた私 は、 神 を 知った と 思って ゐ たこと を 知った，' 私の 動亂は そこから 芬 生え はじめた。 

その 動 亂の屮 を 私 は そろ/, \ と s 分の 方へ と歸 つて 行った。 目指す 故鄉 はいつ の 問に か 遙に距 つてし まひ、 而し 

て 私 は； ^ぶ蹉 いた けれども、 それでも 動亂に 動亂を 重ねながら そろ- (\ と 故 鄉の方 へ と 持って行った。 

四 

おい 廻り^。 

そのお い 廻り 逍を 短く する に は、 自分の 生活に 對 する 不滿を 本 當に感 する 外に はない。 生 老病 死の 諸 苦、 忭格 

の 缺陷， あらゆる 失肷、 それ を 十分に 嚼 みしめ て 兒れば それでい X の だ。 それ は 然し 如何に 曾 說す るに 易く 實 現す 

るに 難き が 枘 であらう ぞ。 私 は 幾度 かか- -る 悟性の 幻 覺に迷 はされ はしなかった か。 而 して か、 る 悟性と 兌 ゆる 

ものが、 實際 は旣^ の 概念 を 尺度と して 測定され たもので はなかった か フ私は 稀に はボ ー 口 の やうに は藻搔 いた。 

然し 私の やうに は藻搔 かなかった。 親鸞の やうに は 悟った。 然し 私の やうに は 悟らなかった。 それが ー體 何に な 

らう。 これほど 體裁 のい \ 外貌と、 內容の 空虚な 實質 とを倂 合した 心の 狀態が 外に あらう か。 この 近逍 らしい 迷 

路を 避けなければ ならない と 知った の は、 長い 彷徨 を 綾け た 後の ことだった。 それ を 知った 後で も、 私 はや \ も 
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すれば この 忌 はしい 袋小路に つきあたって、 すごく と 引き返さねば ならなかった。 

私 は 自分の 侗 性が どんな もので あるか を 知りたい ために、. 他人の 侗 性に 觸れて 見ようと した。 歷史の 中に それ 

を：^ 出さう と勉 めたり、 藝 術の 中に それ を 見出さう と 試みたり、 隣人の 中に それ を 兌 出さう と 求めたり した。 私 

は 多少の 知識 は 得た に 遠 ひなかった。 私の 侗 性の 輪廓 は、 おぼろげながら 私 の^に 映る やうに 思へ ぬで はな かつ 

た。 然し それ は 結局 私ではなかった。 

物を兑 る 事、 物 を それ 自身の 生命に 於て あやまた す 捕捉す る 事、 それ は 私が 考 へて ゐ たやう に 容易な ことで は 

ない。 それ を 成就し 得た 人 こそ は 世に 類な く 幸； 1 な 人 だ、 私 は 見ようと 欲しないで はなかった。 然し 見る とい ふ 

ことの 木 常の 意味 を辨 へて ゐ たとい へよう か。 摑み 得た と 思 ふ ものが 暫く するとい つ の 問に か 影法師に 過ぎぬ の 

を發 兌す るの は 苦い 味 だ。 私 は 自分の 心 を 沙漠の 砂の 中に 眼 だけ を 埋めて、 獵 人から 己れ の 姿 を隱し 終せ たと 信 

する 駝 rtl? の やうに も 思 ふ。 駝鳥が 一 つの 機能の 働き だけ を隱す ことによって、 全 體を隱 し 得た と 思 ひこむ のと 反 

對に、 私 は 一 つの 機能 だけ を 働かす ことによって、 私の 全體を 働かして ゐ ると 信す る ことが 厘ぶ ある。 かう して 

眺められた 私の 侗性 は、 整った 矛盾の ない 姿 を 私に 描いて 兑 せて くれる やう だけれ ども、 見て ゐる 中に そこに は 

何等の 生命 もない ことが 明かに なって 來る。 それ は 感激な くして 書かれた 詩の やう だ。 叉 着る 人 もな く 裁 たれた 

錦絨の やう だ。 美しく とも、 價 高く あがな はれても、 有りながら 有る 甲斐の ない 塵芥に 過ぎない。 

私が 私自身に 歸 らうと して、 外界 を機緣 にして 私の 當體を 築き上げよう とした 試み は、 空しい 失敗に 終らねば 

ならなかった。 

聰明に して 上品な 人 は 屢ょ 假 象に 滿足 する。 滿足 するとい ふより は、 人の 現象と 稱 へる もの も、 人の 實 在と 稱 

へる もの も、 畢竟 は 意識の —— それ 自身が 段 象で あると ころの —— 假 初めな 遊戯に 過ぎない と傍觀 する。 そこに 


^ふ， a の执^ をつな ぎ、 お 藤 を 加へ るの は、 要するに 下 根 粗笨な 外.. 的 兌 斷に 支配され ての 迷^に 過ぎない。 そ 

^らの 境 を m かに 超越して、 嬰兒の 戯れ を 見る 老翁の やうに 凡て の 努力と 蹉跌との 上に、 淋しい 微笑 を迗 らうと す 

る。 そこに は 冷やかな、 然し 皮相で ない 上品 さが 漂って ゐる。 或は 乂 凡て を 容れ 凡て を 抱いて、 飽くまで 外界の 

兆^ こ 身 を 任 かす。 聱には 歡樂、 夜に は 遊興、 身 を 凡俗 非議の 外に^い て、 死にまで その 恣 まな 姿を變 へない 人 も 

ある。 そこに は 皮肉な、 然し 熱烈な 聰明が 窺 はれない ではない。 私 はどうして それらの 人を彈 劾す る ことが 出 米 

よう。 ^てし のない 迷 執に さまよ はねば ならぬ 人の 宿命であって 兌れば、 各ぶ の Mil をた^ 樂 しんで 生きる 外に 

^される w$ が あらう ぞ とその 人達 はいふ。 その 心 持に 對 して 私 は 白 限 を 向ける ことが 出來 るか。 私に は 出來な 

い。 人 は 或は かくの 如き 人々 を 醉生夢 死の 徒と 呼んで 唾棄す るか も 知れない。 然し 私に は その 人々 の何處 かに 私 

を^き 付ける 戎る ものが 感ぜられる 。私に は生來 持ち 合 はして ゐ ない 或る 上品 さ、 或る 聰明 さが 窺 はれる からだ。 

町と いふ 多 趣 多 ぼな 化 活の相 だら う。 それ は その ま \ で 尊いで はない か。 その ま， ^で 完全な 自然な 姿 を 兑 せて 

ゐる ではない か。 若し. R 然 にあの 絢爛な 多種多様が あり、 獨り 人？ 1 界に それがなかったならば、 宇齒の 美と^と 

は その^ に^れる とい つても い \ だ らう。 主義者と いはれ る 人の 心 を 私 はこの 點に 於て さびしく 物 足らなく^ 

ふ。 彼 は，：：： 分が 投 かった ビ けの： 大分 を 提げて 人 問 全體 をた^ 一  つの 色に 塗り つぶさう とする 人で はない か。 その 

こ ま 

な：. 力の^ さはい ふまで もない。 然し その 尊 さ の 蔭に は 尊 さその もの を も冰ら せる やうな 淋し さが 潜んで ゐる。 

た^ 私 は 私，：：： 身 を 私に 恰好な やうに 守って 行きたい。 それだけ は 私に 許される 事 だと 思 ふの だ。 而 して その 立 

^からい ふと 私 はかの 聰明に して 上品な 人々 と 同情の 人で ある ことが 出來 ない。 私に はま ださ もしい 未練が 殘っ 

てゐ て、 凡て を 叚 象の 戯れ だと 兌て 心 を 安んじて ゐる ことが 出來 ない。 そこに は 上品と か 聰明と かいふ ことから 

ぼんげ 

遙 かに 遠ざかった 多くの vulgarity が殘 つて ゐ るの を 私. 1HI 身よ く 承知して ゐる。 私 は 全く 凡 下な f 着に ¥2 られて 
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龌齪 する 衆生の 一 人に 過ぎない。 た^ 私 はま だ その 境界 を 拾て 切る ことが 出來 ない。 而 して 拾て 切る ことの 出來 

ない のを惡 いこと だと さへ^ はない。 漫然と 私自身 を 他の 境界に 移したら、 卽ち 私の 侗性を 本當に 知らう との 要 

求を擲 つたならば、 私 は 今 あるよりも なほ 多くの 不安に 責められ るに 違 ひない の だ。 だから 私 は 依然として 私自 

身で あらう とする 衝動から 離れ 去る ことが 出来ない。 

外界の 機 緣で私 を 創り 上げる 試みに 失敗した 私 は、 更に まちな ほって、 私と 外界と を 等分に 向 ひ 合って 立た せ 

ようとした。 

私が ある。 而 して 私が ある 以上 は 私に 對 立して 外界が ある。 外界 は 私の 內 部に 明かに その 影 を 投げて ゐる。 從 

つて 私の 心の 働き は 二つの 極 の^を 往来し なければ ならない。 而 して それが 何故 惡 いの だ。 私 はま だ どんな 言葉 

で、 この 二つの 極の 名稱 をい ひ 現 はして い \ か 知らない。 然し この 二つの 極 は 昔から 色々 な 名に よって 呼ばれて 

ゐる。 希臘祌 話で は ディ ォ 一一 ソスス と アポロ の 名で、 又 歐洲の 思潮で は へ ブ ラ イズムと ヘレ 二 ズ ム の 名で、 佛 典で 

は& 相と^ 相の 名で、 或は 唯 物 唯 心、 或は 個人 社會、 或は 主義 趣味、 …… rz- て 世に ありと あらゆる 名詞に 對を成 

さぬ 名 _1 はない と 謂っても い \ だ らう。 私も亦 この ァ ン ティ セシ ス の 下に ある。 .0 分が 思 ひ 切って 一 方 を 取れ vf 

是非 退けねば ならない 他の 一方が ある。 ヂヱ ー ナスの 顏の やうに この 二つの 極 は 渾融を 許さす 相反いて ゐる。 然 

し 私と して は その 二つの 何れ を も 潔く 捨てる に 忍びない。 私の 生の 欲求 は 思 ひの 外に 强く 深く、 何者 を も 失 はな 

いで、 凡て を 呔ひ盡 して 墓場に 行かう とする。 縱令 私が 純一 無垢の 生活 を 成就しょう とも、 この 存在に 屬 する も 

の \ 中 力ら 何 か を 拾 て \ しま はねば ならぬ となら、 それ は 私に は堪へ 得ぬ までに 淋しい こと だ。 よし 私 は矛厣 Q 

中に 住み 通さう とも， 人生の 味 ひの 凡て を 味ひ盡 さなければ ならぬ 相反して 昆 ゆる 二つの 極の 間に 彷徨 ふため 

に、 內 部に 必然的に 起る 不安 を 得ようと も、 それに 忍んで 兩極を 恐れる ことなく 摑 まねば ならぬ。 若し それら を 


^む S が 不可能の ことならば、 公： 牛な 觀.； g!< ；鑑赏 者と なって、 兩 極の 持 味 を S^K して 死なう。 

人^と して：^: ちはる 设大 な特權 はこの 外に はない。 この 特權を 捨て X" その あとに 殘 される もの は、 拾て るに 

さ へ： g しない 枯れ さびれた 殘り 滓の みで はない か。 

五 

けれども 私 は そこに も 滿足を 得る ことが 出來 なかった。 私 は 思 ひも よらぬ 物 足らぬ 發見 をせ ねばなら なかつ 

た。 極の 觀. 祭お になら うとした 時、 私の 力 は どん， -\ 私から 週れ 去って しまったの だ。 實驗 のみ をして ゐて、 

^ 驗を しない 私 を 兌 出した 時、 私 は 何ともい へない. S 虚を 感じ 始めた。 私が 觸れ 得た と 思 ふ 何れの 極 も、 共に 私 

の 命の il に はならないで、 何處に まれ 動き 進まう とする 力 は 姿を隱 した。 私 は いつまでも HI 所に 立って ゐる。 

これ は 私と して 極端に 堪 へがたい 事 だ。 かの ハ ム レットが 感じた と 思 はれる. や 頼りな さは 亦 私に も^ 分に 

しみ 通って、 私 は 始めて 主義の 人の 心 持 を 察する ことが 出來 た。 あの人々 は 生命の. S 虛 から 救 ひ 出されたい 爲め 

に、 他人の. n>E にまで 踏み込んでも、 力の 限り を 1 つの 極に 向って 用ゐっ X あるの だ。 それ は 或る 場合に は 他人 

にと つて 迷惑な ことで あらう とも、 その 人々 に 取って は 致命的に 必要な ことなの だ。 主義の 爲 めに は 生命 を 拾て 

て も そ 0化 命の 緊張 を 保た うとす る その 心 持 はよ く 解る。 

然しながら 私に は 生命 を^しても 主張すべき 主義がない。 主義と いふべき もの は あると しても、 それが 爲 めに 

私，：；： ゆ を 兌 失 ふまでに その 爲 めに 沒 頭す る ことが 出來 ない。 

矢張り 私 は その 長い 廻り 道の 後に 私に 歸 つて 來た。 然し 何とい ふ みじめな ない 私の 姿 だら う。 私 は 凡て を^ 

て \ この 私に 顿ら ねばならぬ だら うか。 私の 過去に は 何十 年の 遠 さに X る 歷史が ある。 又 私の 身邊に はおら ゆる 

^みなく 愛 は^ふ  一 七！ 二 


^もの だ 重-と 優れた 人 とが ある。 大きな カ强ぃ 自然が 私の 周 圍を十 軍； 一 一十 t に 取り 卷 いて ゐる； これらの もの X 

絡 火な 甫壓 は、 この 憐れな 私 を おびえさ すのに 十分 過ぎる？ 私が 今まで 内分 c 身に 歸り 得ないで、 有らん^りの 

^^をして ゐ たの も、 思へば この 外界の 威力の 前に 私！ IM 身の 無爲を 感じて ゐ たからな の だ。 而 して 何等かの 乎 段 

を 運ら して この 結大の 威力と 調和し 若しくは 安 協しょう とさへ 試みて ゐ たのだった。 しかも それ は 私の場合に 於 

て は 凡て 失敗に 終った。 さう いふ 試み は 一時的に 多少 私の 不安 を 撫でさす つて くれたと しても、 更に 深い 不安に 

^く：^ になる に 過ぎなかった。 私 はか、 る 試み をす る 始めから、 何 かどうしても その 境禺 一で は滿： ：4- し 得. ， よ ぃ豫 i 

を 持ち、 而 して それが いつでも 事實 になって 現 はれた。 私 はどうしても それらの もの \ 前に athome に. E 分 C 身 

を感 する ことが 出來 なか つ た。 

それ は 私が 大膽で 1 つ 誠 賞であった からで はない。 偽善者なる 私に も 少しば かりの 誡實 はあった と 云へ るか も 

知れない。 けれど 少く とも 大瞻 ではなかった。 私 は 弱かった の だ。 

f でも 弱い 人が いかなる 心の 狀 態に あるか を 知って ゐる。 何物に も 信頼す る 事の 出來 ない のが 弱い 人の 特長 

だ。 しかも 何物に か信賴 しないで は ゐられ ない のが 他の 特長 だ。 兎 は 弱い 動物 だ。 その 耳 はやむ 時な き 猜疑に 震 

へて ゐる。 彼 は 頑丈な 石 窟に身 を 託する 事 も， 幽邃な 深 林に その^^ を 構へ る こと も出來 ない。 彼 は 小さな 藪の 

リに 彼らし ぃタを 掘る。 而 して 雷が^ つても、 雨が 來て も、 風が 吹いても、 犬に 追 はれても、 獵夫 になら， 1 て も、 

逃げ 廻った 後に は その みじめな、 壊れ易い 土の 穴に 最後の！ | れ家を 求める の だ。 私の 心 も 亦 兎の やう だ。 大きな 

威力 は 無 盡减に 周 囤 にある。 然し 私の 怯えた 心 は その 何れに も 無條件 的な 信頼 を 持つ ことが 出來 ないで、 危懼と 

とに 滿 ちた 彷^の^ てに は >  我ながら 憐れと 思 ふ 分^ 身に 歸 つて 行く の だ。 

然し 私 はこれ を 弱い もの &强 味と 呼ぶ。 何故と いへば 私の 生命の 一路 はこの 極度の 弱味から 徐ろに 育って 行つ 


こ.， まで 來て私 は 自ら 任じて 强 しとす る 人々 と 袖 を 別たねば ならぬ。 その 人々 はもう 私に 呆れねば ならぬ 時が 

来た。 ^よせう ことなしに 弱さに 純一に なりつ &、 益よ 强ぃ 人々 との 交涉 から 身 を 退けて 行く からだ。 一一 イチ ェ 

、人だった。 皮 も 亦 弱い 人の 通性と して 頑^に 自分に 執着した。 そこから 彼の 超人の 哲舉は 生れ 出た が、 而 

し 一し そしよ 强ぃ 人に 恰好な 北.： 景を與 へる 結^に はなった が、 それ を 解して 彼が 强 かった からだと^ ふの は 大きな 

^もと (t ね * よなら ぬ。 ルッソ ー でも ショ ー ペン ハウェル でも 等しく さう ではなかった か。 强ぃ人 は 幸に して 偉 

人となり、 ^人となり、 界子 となり、 節婦と なり、 忠臣と なる。 弱い 人 はまた 幸に して 一個の 尋常な 人^と なる。 

それよ 人々 の 好き. <\ だ。 私 は 弱い が 故に 後者 を 選ぶ 外に 途が殘 されて ゐ なかった の だ。 

^命 は！ 兄 不公平で ある ことがない。 彼等に は 彼等の もの を與 へ、 私に は 私の もの を與 へて くれる。 而も 兩者 

は 一度 は 和 失 ふ 程に 分れ^れ て も、 何時か は何處 かで 十字路 頭に ふと 出 遇 ふので はないだら うか。 それ は 然し 私 

が 顧慮す るに は 及ばない こと だ。 私 は 私の 逍を 驀地に 走って 行く 外 はない。 で、 私は觅 にこの^ を S けて 行く。 

六 

私の 侗 ^は 私に 告げて かう 云 ふ。 

^ま お前 だ。 私 はお 前の 精髓 だ。 私 は 肉 を 離れた 一 つの 概念の 幽靈 ではない。 また 靈を 離れた 一 つの 肉の 肓動 

でもない。 お前の 外部と 內 部との 溶け合った 一つの 全體の 中に、 お前が お前の 存在 を^って ゐる やうに、 私も亦 

その 个： 體の屮 で^しく 働く 力の 總和 なの だ。 お前 は 地球の 地殻の やうな もの だ。 千 態 萬 様の 相に 分れて、 地殻 は 

ほ まぐ るし い 變化を 現じて はゐ るが、 畢竟 そこに 毘 出される もの は、 靜止 であり、 給 架で あり、 死に 近づきつ" 
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ある もので あり、 奥行の ない 现象 である。 私 は 謂はビ 地球の 外部 だ。 單 純に 見る とそ こに は 渾沌と 單 一とが ある 

ばかりと も 思 はれよう。 けれども その 實質 をよ く考 へて 見る と、 それ は 他の 星の 世界と 同じ 實質 であり、 その 中 

に 潜む 力 は 一 瞬時に して、， '地殻 を 思 ひの ま \ に破壞 する こと も 出來、 新たに 地表 を 生み出す こと も 出来る の だ。 

私と お前と は 或る^ 味に 於て 同じ もの だ。 然し 他の 意味に 於て 較べ ものに ならない 程遠った もの だ。 地球の 内部 

は 外部から は兑 られ ない。 外部から 兑て、 一番よ く氣 のつ く 所 は 何とい つても 表面 だ。 だから 人 は 私に 注意せ す 

に、 お前ば かり を兑 て、 お前の 仝體 だと 窺って ゐ るし、 お前 も 亦お 前 だけの 姿を兕 て、 私 を 顧みす、 恐れたり、 

迷ったり、 & したり、 外界 を 兌る にも その 表面 だけ を 伺って 滿 足して ゐる。 私に 歸 つて 來 ない 前にお 前が 兑た外 

界の姿 は 誠の 姿で はない。 お前 は 私が 如何なる もので あるか を 本當に 知らない 問 は、 お前の 外界 を 兌る^ は その 

正しい 機能 を 失って ゐ るの だ。 それで はいけ ない。 そんな ことで は縱 令お 前が どれ 程 齷齪して 進んで 行かう と 

も、^ 流 を 遡らう とする 下 乎な： 冰 乎の やうに、 無益に 藻搔 いてし かも 一 歩 も 進んで はゐ ない の だ。 地球の 內 部が 殘 

つて ゐ さへ すれば、 縱令 地殼が 跡形な く壞れ てし まっても、 一 つの 遊星と しての 存在 を 綾け る 事が 出來 るの だ。 

然し 内部の ない 地球と いふ もの は 想像して 見る こと も出來 ないだら う。 それと 同じに 私の ない お前 は 想像す る こ 

とが 出來 ない の だ。 

お前に 取って 私 以上に 完全な もの はない。 さう いったと て、 その 意味 は、 世の中の 人が 概念的に 案出す る祌ゃ 

佛の やうに、 完全で あらう とい ふので はない。 お前が 今まで、 宗敎 や、 倫理 や、 哲舉 や、 文藝 などから 提供 せら 

れた 想像で 測れば、 勿論 不完全 だとい ふこと が 出來る だら う。 成程 私 は^ 魔の やうに 恥 知らす ではない が、 义 天 

使の やうに 淸淨 でもない。 私 は 人間の やうに 人 i! 的 だ。 私の <f 「のこの 瞬 il の 誇り は、 全力 を 擧げて 何の 躊躇 もな 

く 人 問 的で あると いふ ことにお する。 私の 所に 悪魔 だと か 天使 だと か、 お前の 頭の 中で、 こね 上げた 偶像 を 持つ 


て來て くれるな。 お前が 生きなければ ならない この 現在に とって、 それらの ものと お前との 問に は 無益 有害な 廣 

い 距離が 挾まって ゐる。 

お前が 私の 極印 を 押された 許可 狀を 持た すに、 靈 から 引 放した 肉 だけにお 前の 身資り をす ると、 そこに 資質の な 

ぃ惡 魔と いふ ものが、 さも 鲩 めしい 資 赏 を備へ たらしく 立ち 現 はれる の だ。 又お 前が 肉から 强 ひて 引き離した 靈だ 

けに 身^; り をす ると、 そこに 實！^ のない 天使と いふ ものが、 さも 厳めしい 實 を備 へ たらしく 立ち 現 はれる の だ。 

そんな 事 をして る屮 に、 お前 は 段々 私から 離れて 行って、 實質 のない 幻影に 柿 へられ、 そこに、 奇怪な {4! 中槌閻 

を 描き出す やうになる。 而 して、 お前の 衷には 苦しい 二 元が 建立され る。 靈と 肉、 天國と 地獄、 天 使と 惡魔， そ 

れ から 何、 それから 何 …； 對 立した 觀念を 持ち出さなければ 何んだ か 安心が 出来ない、 そのく せ觀 念が 對 立して 

ゐ ると 何んだ か 安心が 出來 ない、 兩 天 秤に かけられ たやうな、 底の ない 空虚に 浮んで ゐる やうな 不安が お前 を 襲 

つて 來 るの だ。 さう なれば なる 程お： 11 は 私から 遠ざかって、 お前の いふ ことなり、 思 ふこと なり、 實行 する こと 

なりが、 一 つ 殘らす 外部の 力に よって 支配され る やうになる。 お前に は 及び もっかぬ 现 想が 出 來、 良心が 出來、 

逍德が 出來、 神が 出 來る。 而 して それ は、 皆 私が お前に 命じた ものではなくて、 外部から 借りて 來 たものば かり 

なの だ。 さう いふ もの を 振り 廻して、 お前 はお 前の 寄 木 細工 を 造り 始める の だ。 而 してお 前 は 一面に、 惡魔 でさへ 

が 眼 を 塞ぐ やうな 醜い 賤 しい 思 ひ をいだ きながら、 人の 眼に つく 所では、 しら， <\» しく も 自分で さ へ 恥 かしい 稃立 

派な こと をい つたり、 立派な こと を 行ったり する の だ。 しかもお 前 はそんな 蔑むべき こと をす るのに、 尤もらし い 

现出を こしら へ 上げて ゐる。 聖人 や 英雄の 露 似 をす るの は.. I も 少し 聞こえの い 上 一一 一；： 葉 遣 ひ を すれば —— 聖人 や 

英雄の 一一 一；：： 行 を學 ぶの は、 やがて 聖人で も あり 英雄で も ある 素地 を 造る 第 一 歩 をな す もの だ。 我れ、 舜の言 を 一一 一一 口 ひ、 

舜の行 を 行 はピ、 卽ち舜 のみと いふ それで ある。 かくして お前 は、 心の 隅に 容易なら ぬ 矛 质 と、 不安と、 情な さと 
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を 感じながら、 益丄 ： 问く 虚妄な バべ ルの塔 を 登りつ めて 行かう とする の だ。 

惡 いこと に は、 お^の さう した 態度 は、 社會の 習俗に は 都合よ く あてはまって 行く 態度な の だ。 人 問の 生活 は 

その 欲求の 奥底に は必す 生長と いふ 大事な SI 子 を 持って ゐ るの だけれ ども、 社會の 習俗 は 平和 —— 平和と いふよ 

りも^ なる 無事に 執^しょう として ゐる〕 何事もなく 昨日の 生活 を 今日に 繫ぎ、 今日の 生活 を 明日に 延ばす やう 

ぬす 

な 生活 を ！s も 面倒の ない 生活と 思 ひ、 さう いふ 無事の 日暮 しの 中に、 一 曰で も 安き を偷 まう として ゐ るの だ。 こ 

れ が社會 生活に 强ぃ 惰性と なって 膠着して ゐる。 さう いふ 生活 態度に 適應 する 爲 めに は、 お前の やうな 行き方 は 

大變に 都合が い-。 お前の 內部 にどれ 程の 矛盾が あり 表裏が あっても、 それ は 習俗 的な 社會の 頓着す る 所ではな 

い。 單 にお 前が 殊勝な fB 行 さへ して ゐれ ば、 社會は 無事に 治まって 泰平な の だ。 社會 はお 前 を 褒め あげて、 お前 

に、 お前が 心 窃かに 恥ぢ ねばならぬ やうな 過大な 報償 を 贈って よこす。 お前 は 腹の 中で 心苦しい 苦笑 ひ をし なが 

らも、 その 過分な 報償に 報 ゆるべく、 益 i 私から 遠ざかって、 心に もない 犬馬の 勞を盡 しつ \ 身 を. 終らう とする _ 

の だ。 

そんな こと をして、 お前が 外部の 壓 迫の 下に、 虛僞な 生活 を續 けて ゐる 問に、 何時しか お前 は 私 を だしぬいて， 

思 ひも よらぬ 聖人と なり 英雄と なりお ほせて しま ふだら う。 その 時お 前 はもう お前 自身で はなくな つて、 卽ち 一 

個の 人^で はなくな つて、 人 問の 皮 を 被った 專門 家に なって しま ふの だ。 仕事の 上の 專門家 を 私達 は 尊敬せ ねば 

ならぬ。 然し 生活の 習俗 性の 要求に のみ 耳 を倾 けて、 自分 を 置き ざり にして、 外部に のみ 身賫り をす る專門 家"、 

旣に人 問で はなく して、 いかに 立派で も、 立派な 一 つの 機械に しか 過ぎない。 

いかに さもしく とも 力なく とも 人 ^は 人 問 である ことによって のみ 尊い。 人間の 有する 尊 さの 中、 この 尊 さに 

優る 尊 さ を 何 處 に 求め 得よう。 この 尊 さから 退く こと は、 お前 を 死滅に！ S くの みならす、 お前の 奉仕し ようと レ 


てゐる 社^ そのもの を 死滅に 導く。 何故ならば 人間の 社會は 生きた 人間に 依っての み 造り上げられ， 維持され、 

び紛 され、 發^ させられる からだ。 

お前 は 機械に なること を 沁ぢ ねばならぬ。 若し 聊かで も それ を 恥と するなら、 さう 輕 はすみ な 先き 走りば かり 

はして ゐられ ない 苦 だ。 外部ば かりに 氣を 取られて ゐす に、 少し は 此方 を 向いて： a るが い-。 而 して 本當の お前 

なるお 前の 侗 性が こ \ にゐ るの を 思 ひ 出せ。 

私を见 出した お前 は先づ 失望す るに 遠 ひない、 私 はお 前が 夢想して ゐ たやうな 立派な 姿の 持主で はない から。 

お前が 外部 的に 敎へ 込まれて ゐる现 想の 物指に あてはめて 見る と、 私 はいかに も 物 足らない^ 在と して 映る だら 

う。 私 は キヤ リバ ン ではない 代りに H 1 リャル でもない。 惡魔 ではない 代りに 天使で もない。 私に あって は靈肉 

とい ふやうな ！EC 別 は 全く 無益で ある。 また 善惡 とい ふやうな 差別 は 全く 不可能で ある。 私 は 凡ての 活動に 於て、 

全體 として 生長す るば かりだ。 花屋 は 花 を 珍重す る だら う。 果物屋 は 架實を 珍重す る だら う。 築 家 は その 斡 を 

^^する だら う。 然し 樱の木 c.^ にあって は、 か-る 善惡 差別 を 絶した 所に たビ 生長が あるば かりだ。 然し 私の 

卞：： ^は、 お前が S ふ 程 迅速な もので はない。 私 はお 前の やうに 頭 だけ 大きく したり、 手 脚 だけ 延ばしたり した^- 

けで は滿 足せす、  その 全 體 に 於て 動き 進まねば ならぬ からだ。 理想と いふ 疫病に 犯されて ゐる お前 は、 私の 歩き 

方 を もどかし がって、 生-お：^ にも 私 を さしおいて、 外部の 要求に のみ 應 じて、 先き 定り をしょう とする の だ。 お前 

は 私より：： 十く 先る やう だが、 畢竞 は^く.^ つて ゐ るの だ。 何故と いへば、 お前が 私 を 出し 拔 いて、 外^の 刺戟ば 

かりに 身 を 任せて 走り出して、 何處 かに 行き^く ことが 出來 たと しても、 その 時お 前 は旣に 人^でに なくなって、 

ー侗 の^ 門.ぶ 卽ち非 の 機械に なって ゐ るから だ。 お前 自身のお 影 は 段々 淡くな つて、 その 淡くな つた 所が、 聖 

人 や 英雄の 襤樓 布で、 つぎはぎ になって ゐ るから だ。 そ Q 酖ぃ姿 をお 前 はいつ しか 發兑 して 後悔せ ねばならなく 
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なる。 後悔した お前 はまた すご/, \ と 私の 所まで 後戾 りする より 外に 道がない の だ。 

だからお 前 は 私の 全 支配の 下に ゐ なければ ならない。 お前 は 私に 抱擁 せられて 歩いて 行かなければ ならない。 

侗 性に 立ち 歸れ。 今までのお 前の 名譽 と、 功績と、 誇りとの 凡て を 拾て & 私に 立ち 歸れ。 お前 は 生れる とから 外 

界 と接觸 し、 外界の 要求に よって 育て上げられて 來た。 外界 は 謂 は^お 前の 皮锊を 包む 皮膚の やうに なって ゐる o 

お前の 侗性は 分化 轔 張して、 しかも 稀薄な 內容 になって、 中心から 外部へ 散漫に 流出して しまった。 だからお 前が、 

私 を 出し 拔 いて 先き 走り をす るの も 一 面から い へば 無理の ない こと だ。 而 してお 前 は 私に 相談 もせす に、 愛の ない 

時に、 愛の 籠った やうな 行 ひ をしたり、 憎しみ を 心の中に 燃やしながら、 寬大 らしい 振舞 ひ をしたり したら う。 而 

して そんな 浮薄な こと をす る 結^と して、 不可避 的に 心の中に 惹き 起される 不愉快な 感じ を、 お前 は 努力に 伴ふ自 

らの 感じと 强 ひて 思 ひこんだ、 お前の 感情 を 訓練す るの だと 思った。 そんな 風に お前が 私と 沒 交渉な 愚かな こと 

た t ひ ！ 

をして ゐる^ は 縱令 山程の 仕事 をし 遂げよう とも、 お前 自身 は 寸分の 生長 を もな し 得て はゐ ない の だ。 而 して 

この 淺 ましい 行 爲 によって、 お前 は 本 當の人 問の 生活 を 阻害し、 生命の ない 生活の 殘り滓 を、 いやが 上に 人生の 

路上に 塵芥と して 積み上げ るの だ。 花屋の 爲 めに 一 本の 樱の樹 は 花ば かりの 生存 をして ゐて もい k かも 知れな 

い。 その 結果 それが 枯れ 果てたら、 花屋 は 遠慮なく その 斡 を 切り倒して 他の 苗木 を植 ゑる だら うから。 然し 人^ 

の 生活の 中に 在る 一人の 人 問 はかくあって はならない。 その 人 問が 侗性を 失 ふの は、 取り もな ほさす 社會 その も 

の.^ 生命 を 弱める こと だ。 

お前 も 一度 は 信仰の 門 をく ビ つたこと が あらう。 人の する こと を，： HI 分 もして 見なければ、 か 物足りな いやう 

な 淋し さから、 お前 は宗敎 とい ふ ものに も 指 を 染めて 兑 たの だ。 お前が 知る であらう 通りに、 お前の 偶 性なる 私 

は、 渴仰 的と いふ 點、 卽ち 生長の 欲求 を 烈しく 抱いて ゐる點 では、 宗敎 的と いふ ことが 出来る。 然し 私 はお^の 


や う た 浮^な 歩き 方 はしない。 

お前 は 私の こ.^ にゐ るの を碌々 顧み もせす に、 習^と か輕ぃ 誘惑と かに 引き すられて、 K ぐに 友^と、 聖 害と、 

敎 な：： とに 走って 行った。 私 は 深い 危懼 を 以てお 前の 例の 先き 走り を 兌 守って ゐた。 お前 は 例の 如く 努力 を 始めた、 

3 の 努力から^ ける 感じと いふの は、 柄に もない 飛び 上りな 行 ひ をした 後に 毎時で も殘 される 苦しい 後味な の 

だ。 お前 は 一 方に 崇^な^ 白 をしながら、 基督の いふ 意味に 於て、 正しく 盜み をな し、 姦淫 をな し、 人殺し をな し、 

偽りの 祈 S をな して ゐた ではない か。 お前の 行 ひが 疚 ましくな ると 「人の 義 とせら る-は 信仰に よりて、 律法の 行 

ひに 衣ら す」 といって、 乞食の やうに、 神なる ものに 情け を 乞うた ではない か。 又お 前の 信仰の 虚 僞を發 かれよう 

とすると 「主よ 主よ と. S ふ もの 悉く 天國に 入る にあら す、 吾が 天に 在す 祌の 旨に 邀る もの、 みなり」 といって お前 

を Siii したで はない か。 お前の 祌と稱 して ゐ たもの は、 畢竟す るに 極く 幽かな 私の 影に 過ぎなかった。 お前 は 私 

を 出し 拔 いて 宗敎 生活に 奔 つてお きながら、 お前の 信仰の 對 象なる 祌を、 私の 姿に なぞらへ て 造って ゐ たの だ。 

而 してお 前の 生活に は 本 I 只 的に 何等の 變 化も來 さなかった。 若し 變化 があった としても、 それ は 表面的な ことで 

あって、 お前 以外の 力 を 天啓と してお 前が 感じた ことな どはなかった。 お前 は强 ひて 頭 を 働かして 祌を 想-像して 

ゐた に過ぎないの だ。 卽ち お前の 最も 表面的な 理智と 感情との 作用で、 かすかな 私の 姿を祌 にまで 揑 ねあげて ゐ 

たの だ。 お前に はお 前 以外の 力が お前に 加 はって、 お前が それ を 避ける にも か \ はらす、 その 力に よつ て^ひ 起 

たたければ ならなかった やうな 經驗は 一度 もなかつ たの だ。 それ だからお 前の 祈り は、 空に 向って 投げられた 石 

の やうに、 冷たく、 力なく、 再びお 前の 上に 落ちて 來る 外はなかった の だ。 それらの 苦々 しい 經验に 苦しんだ に 

も か、 はらす、 お前 は顽^ にもお 前. 3： 身 を 欺いて、 それ を 精進と 思って ゐた。 而 してお 前，：：：^ を 欺く ことによ つ 

て 他人 をまで 欺いて ゐた。 

^みなく 愛 は^ふ  一 八】 
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お前 はいつ でも 心に もない 一一 一一：： 行に、 美しい 名を與 へる 詐術 を 川 ゐてゐ た。 然し それに 飽き 足らす 忍 ふ 時が 遂に 

來 ようとして ゐる。 まだ いくらか 誠 實が殘 つて ゐ たの はお. 前に 取って 何たる 幸だった らう。 お前 は 結えて 久しく 

捨てお いた 私の 方へ 顔 を 向け はじめた。 今、 お前 は、 お前の 行爲の 大部分が 虛僞 であった の を 認め、 またお 前 は 

爲の 意味で、 一度 も祈禱 をした ことのない 人 問で あるの を 知った。 これから お前 は 前後 も ふらす、 お前の 侗 性と 

レ しす ゑ 

合一す る 爲 めに いそしまねば ならない。 お前の 個性に 生命の 泉 を 見出し、 個性 を 礎と して その上に ありの ま \ の 

お前 を 築き上げなければ ならない。 

私の 侗性は 更に 私に 告げて かう 云 ふ。 

お前の 個性なる 私 は、 私に 卽 して 行くべき 道の いかなる もので あるか を說か うか。 

先づ 何よりも 先に、 私が お前に 要求す る こと は， お前が 凡ての 外界の 標準から 眼 を そむけて、 私に 歸 つて 来な 

ければ ならぬ とい ふ 一事 だ。 恐らく は それが お前に は 頼りなげ に 思 はれる だら う。 外界の 標準と いふ もの は、 古 

い 人類の 膝史 I その 中には 凡て の 偉人と 凡ての 聖人と を 含み、 凡て の 哲擧と 科擧、 凡て の 文化と 進歩と を蓄 へ た 

宏大 もない 貯藏場 だ I と、 現代の 人類 活動の 諸相との 粲 成から 成り立って ゐる。 それから お前が 全く 服 を 退け 

て、 私 だけに 注意 するとい ふの は、 便りな くも 心細く も 思 はれる ことに 遠 ひない。 然し 私 はお 前に 云 ふ。 躊躇す 

るな。 お前が 外界に 向けて 擴げて ゐた鬚 根の 凡て を拔き 取って、 先 を 揃へ て 私の 中に 揷し 入れる がい、。 お前の 

侗 性なる 私 は、 多くの 人の 侗性 に比べて 見たら、 卑しく 劣った もので あらう けれども、 お前に とって は、 私の 外 

により i 兀全な もの はない の だ。 


かくて やう やく 私に 歸 つて 來 たお 前 は、 これまでお 前が 外界に 對 してし 惯 れてゐ たやう に、 私 を 勝手次第に 切 

りこ まざいて はならぬ。 お前が 外界と 交涉 して ゐた 時の やうに、 善惡突 醜と いふ やうな 兑方 で、 强 ひて 私 を现解 

しょうとして はならぬ。 私の 要求 を その 統合の ま」 に 受け入れねば ならぬ。 お前が 私の 全 要求に 應 じた 時に 於て 

のみ^ は^だ を 遂げる であらう。 私 はお 前が 從ふ爲 めに 結 架され る 思想な り 言 說な り行爲 なりが、 假 りに 外界の 

«:^* 敎^ と^ 突 矛 质 を惹き 起す ことがあらう とも、 お前 は 決して 心を亂 して、 私 を 疑 ふやうな こと をし 

ではならぬ。 ^がす、 躊ら はす、 お前の 侗 性の^ おと 完成と を 心がける がい、。 然し こ 、 にくれ， もお 前に 注意 

してお かねば ならぬ の は、 今までお 前が 外面 的の、 約束され た、 習俗 的な 考へ 方で、 侗 性の 働き を解釋 したり、 

助成した りして はならぬ とい ふ 察 だ。 例へば 侗 性の 要求の 結 架が 一 兑 肉に 屬 する 慾の 遂， 仃の やうに 思 はれる 時が 

あっても、 それ をお 前が 今まで 考 へて ゐ たやう に、 簡單に 肉 慾の 遂行との み 兌て はならぬ。 同様に、 その 要求が 

一：： ：ュ1 に^する もの- - やうに^ はれても、 それ を 全然. E から 離して 考 へる とい ふこと は、 焖 性の 本然 性に^い た 

おへ 方 だ • 私^の 肉と 靈と は、 折：： 舉者ゃ 宗教家が 概念的に 考 へて ゐる やうに、 もの k  二 極端 を 現 はして ゐるも Q 

でな いのは 勿論、 それ は 差別の 出来ない ー體 とたって のみ 侗 性の 中には 生きて ゐ るの だ。 水 をお へようと する 場 

合に、 それ を水尜 と 酸素と に 分解して、 どれ 程 綿密に 二つの 元素 を 研究した 所が、 何の 役に も 立たない だら う。 

水 は 水 そのもの を考 へる ことによって のみ 理解され る。 だから 私が お前の 望む ところ は、 私の 要求 を、 お前が 外 

h: 小の ぽ^に よって、 支離滅裂に する ことなく、 その 全體を その ま- 攝受 して、 そこにお 前の 滿足を 兌 出す 外にな 

い。 これ だけの 川^が 出來 上ったら、 もう 何の^^も なく 驀進すべき if 備が 整ったの だ。 私の 誇り かなる 時 は 誇 

りかと なり、 私の 謙遜な 時 は 謙遜と なり、 私の 愛する 時 愛し、 私の 佾 む. S- 泔み、 ^の 欲する ところ を 欲し、 私の 

^ふところ を颇 へばい ゝの である。 
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かくして お前 は、 始めて お前 自身に 立ち 歸る ことが 出來る だら う、 この 世に 生れ 出て、 產 衣を羞 せられる と 同 

時に、 今日までに 1 つて 加 へられた 外界の 壓 迫から、 お前 は 今 始めて 自. H になる ことが 出来る。 これまで お前が、 

自分 を 或る 外界の 型に 篏 める 必要から、 强 ひて 不用の ものと 見て、 切り 拾て-しまった お前の 部分 は、 今 は本當 

の惯値 を囘復 して、 お前に 取って は 矢張り 必要 缺 くべ からざる 要素と なった。 お前の 凡ての 枝 は、 等しく 日光に 

向って、 喜んで 若芬を 吹くべき 運命に 逢 ひ 得た の だ。 その 時お 前 は 永遠の 否定 を 後ろに し、 無關 心の 谷間 を 通り 

越して、 初めて 永遠の 肯定の 門口に 立つ ことが 出来る やうに なった。 

お前の 實 生活に も その 影響がない 譯 ではない。 これからの お前 は 必然に よって 動いて、 無理 箅段 をして 動く こ 

と はない。 お前の 侗 性が 生長して 今までの お前 を 打ち破って、 更に 新しい お前 を 造り 出す まで、 お前 は 外界の 壓 

迫に 餘儀 なくされて、 無理算段 をして まで もお 前が 動く 必要 を兒 なくなる。 例へば お前が 外界に 卽 した 生活 を營 

んでゐ た 時、 お前 は控へ 目と いふ 道 德を實 行して ゐ たらう。 お前 は 心に もな く 善行 をし 過す こと を 恐れて、 控目 

にさ 行 をして ゐ たらう。 然しお 前 は 自分の 缺點 を隱す ことに 於て は、 中々 控 には隱 して ゐ なかった、 寧ろ 恐ろ 

しい 大膽さ を 以て、 お前の 心の 酸い 祕密を 人に 知られまい としたで はない か。 お前 は 人の 前で は、 祕 かに 自任し 

てゐ るよりも、 低く 自分の 德を 披露して、 控 目と いふ 德 性を滿 足させて おきながら、 欲念と いふ やうな 實 際の 弱 

點は、 一寸見に は 見つからない 程、 綿密に 上手に 隱 しお ほせて ゐた ではない か。 さう いふ 態度 を 私 は 無理算段と 

呼ぶ の だ。 然し 私に 卽 した 生活に あって は、 そんな 無理算段 はいらな いこと だ。 いかなる 欲念 も、 畢竟お 前の 個 

性の 生長の 糙 となる ので あるが 故に、 お前 は それに 對 して 臆病で あるべき 必要が なくなる だら う。 卽ち、 お前 は、 

私の 生長の 必然性の ためにの み變 化して、 外界に 對 して の 顧慮から 仲び 縮みす る 必要 は絕對 になくな るべき 蒈だリ 

. 何 事 も それから のこと だ。 


お前 はまた 私に 歸 つて 來る前 に、 お前が 全く 外界の 標 おから^ を 退けて、 私 を 唯一無二の 力と 賴む 前に、 人類 

に對 する お前の 立場の 調和に ついて 迷った かも 知れない。 凝 地に お前が 私と 一緒にな つて 進んで 行く ことが、 人 

頹に對 して 迷惑と なり、 その 爲 めに 人^の 進歩 を 妨げ、 從 つて 生活の 秩序 を 破り、 節度 を壞す やうな 結 栗 を 多少 

なりと も 惹き 起し はしまい か。 さう お前 は 迷ったら う。 

それ は 外界に のみ 執着し なれたお 前に 取って は考 へられ さうな こと だ。 然しお 前が この 問 题に對 して^ 劍 にな 

れ ばなる 程、 さう した 外部 的な 顧慮 は、 お前に は考 へようと しても 考 へられ なくなって 來る だら う。 水に 溺れて 

死なう とする 人が、 世界の 何處 かの 隅で、 小さな 幸福 を 得た 人の あるの を 想像して、 それに 祝 一 i を 送る とい ふや 

うな ことが とても あり 得ない と 同様に、 お前が まことに 緊張して 私に 來る 時には、 それから 結采 される 影響な ど 

はおへ て は ゐられ ない 害 だ。 ，2: 分の 罪に 苦しんで、 荊棘の 中に 身 を ころがして、 悶えな やんだ 聖者 フランシスが、 

その 悔^の：^^ が、 人類に どうい ふ 影響を及ぼ すだら うかと 考 へて ゐ たかな どと 想像す る やうな もの は、 人の 心 

の 正しい^ さ を、 露程 も 味った ことのない 憐れな 人と いはなければ ならない だら う。 

お前に いって M かす。 さう いふ 問 ひを發 し、 さう いふ 疑 ひに なやむ 問 は、 お前 は 本當に 私の 所に 歸 つて 來る资 

格 は 持って はゐ ない の だ。 お前 はま だ 徹底的に 體裁 ばかりで 動いて ゐる 人^だ。 それ を 拾て ろ。 それ を 捨てな け 

れ ばなら ぬ 程に 今までの 誤謬に 眼 を 開け。 私 は 前後 を 顧慮し ないで は ゐられ ない 程、 綏漫な 歩き 方 はして ゐ ない。 

.C 分の 生命が 脅かされて ゐる くせに， 外界に 對 してな ほ閑莴 藤を繫 いで ゐる やうな お前に 對 して は、 恐らく 私 は 

無慈悲な 傍觀 者で あるに 過ぎまい。 私 は 冷然と してお 前の 慘死を 見守って こそ ゐる だら うが、 一臂の 力に も 恐ら 

くな つて はやらな いだら う。 

又お 前 は、 前に もい つたこと だが、 單 に 尊 門 家に なった こと だけで は滿 足が出 來 なくなる。 ー體人 は. n 分の 到 
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る處 に. E 分の 主で なければ ならぬ。 然るに 専門家と なるとい ふこと は、. H: 分 を 人^ 生活の 或る 一 部 I： に^り 波す こ 

とで も ある。 多 かれ 少 かれ 外界の 要求の 犧牲 となる ことで ある。 完全な 人間 —— 個性の 輪廓の はっきり まとまつ 

た 人 問と なりたい と 思 はない ものが 何處 にあら う。 然るにお 前 はよ くこの 第一義の 耍求を 忘れて しまって、 外 IS 

とい ふ 誘惑 や、 もう 少し 進んだ 所で、 社會 一般の 進歩 を 促し 進める とい ふやうな、 柄に もない 非^に 驅られ て、 

お前 は 甘んじて 一 つし かないお 前の 全 生命 を 片輪に してし まひた がるの だ。 然しながら 私の 所に 歸 つて 來 たお 前 

は、 そんな 危險な 火山 S 上の 舞踎 はして ゐ ない。 お前の 手 は、 お前の 頭 は、 お前の 職業 は、 いかに 分業 的な 事柄 

に 亙って 行かう とも、 お前 は 常に それ をお 前の 侗 性なる 私に 繫 いで ゐ るから だり お前 は 大抵の 分業に たづ さはつ 

て も 自分自身 である ことが 出来る。 しかの みならす、 若しお 前の して ゐる 仕事が、 到底お 前の 個性 を滿 足し 得な 

い 時には、 お前 は侗 性の 滿 足の 爲 めに 仕事 を 投げ 抡 てること を 意と しないで あらう。 少く とも 斯 かる 理不盡 な 生 

^を 無くなす やうに、 お前の 侗 性の 要求 を 申出す だら う。 お前の かくする こと は、 無事と いふ ことにの み 執着した 

がる 人^の 生活に は、 不都合 を來 す結朵 になる かも 知れない。 ヌ 表面的な 進歩ば かり をめ やすにして ゐる 社會に 

は 不便 を 起す ことがある かも 知れない。 然しお 前 は それ を氣 にす るに は 及ばない。 私 は 明かに 知って ゐる。 人^ 

, 生活の 本 當の耍 求 は 無事と いふ ことで もな く、 表面 だけの 進歩と いふ ことで もない こと を。 その 本 當の耍 求 は、 

U1 の 人間の 耍 求と 同じく 生長で ある こと を。 だからお 前 は 安んじて、 確信 を もって、 お前の 道 を 選べば. の 

だ" 精神と 物質と を、 個性と 仕事と を 互に 切り放した 文明が どれ 程 進歩しょう とも、 それ は 無限の 沙漠に 流れ こ 

む 一條の 河に 過ぎない。 それ はいつ か 細って 枯れ はて \し まふ。 

私 はこれ 以上 をもう お前に いふまい。 私 は 老婆 親切の 饒舌の 爲 めに 旣に餘 りに 疲れた。 然しお 前 は 少し 動かさ 

-れ たやう だな。 選ぶべき 道に 迷 ひ 果てた お前の 服に は、 故鄉を 望み 得た やうな 光が 私に 對 して 浮んで ゐる。 憐れ. 


な 偽^^よ。 ^さとの 平均から 常に 破れて、 或る時 は 稍よ 强く、 或る時 は强さ を羡む 外にない 弱さに 陷る僞 善 者 

よ。 お^の 强 さと 弱さと が 平均して ゐ ない の はま だしもの 幸だった。 お前 は 多分 そこから 救 ひ 出される だら う。 

その 不平 均の 撞着の ii から 僅かば かりなり ともお 前の 誡實を 拾 ひ 出す だら う。 その 誠實を 取り逃すな。 若し それ 

が 純であるなら ば、 誠實は 微量で あっても 事足りる。 本當 をい ふと 不純な 誠 I" とい ふ もの はない。 ヌ量定 さるべ 

きま^と いふ もの はない。 誠實が ある。 そこに は 純粹と 凡てと が あるの だ。 だからお 前 は誠實 を 兌 出 だした 听に 

^み 立つ がい、、 恐れる こと はない。 

起て リ そこにお 前の 眼の 前に は 新たな 視野が 開ける だら う。 それ をお 前 は 私に 代って 言 ひ现 はすが い，^。 

N; 前 は 私に この 長い 一一 B 葉 を 無駄に 云 はせ て はならない。 私 は 暖かい 手 を擴げ て、 お前の 來 るの を 待って ゐる 

ぞょ。 

私の 侗性は 私に かく 告げて しづかに 口 をつ ぐんだ。 

私の 侗性は 少しば かりで は あるが、 私に 誠實を 許して くれた。 然し 誡實と はそんな もので い-の だら うか。 

は 八方 投尜の 結果、 すがり 附 くべき 一 莖の藁 を も 見出し 得ないで、 已 むこと なく 覺 束ない 私の 侗性 I それ は 私 

,:: なに すら 他の 人の それに 比して、 少しも 優れたと ころの ない —— に 最後の 隱家を 求めた に過ぎない。 それ を馘 

^といって い-の だら うか。 けれども 名前 はどうで もい-。 或る人 は 私の 最後の 到達 を 私の 卑屈が させた 業 だと 

いふ だら う。 或る人 は 又 私の 勇 氣 がさせた 業 だとい ふか も 知れない。 た^ 私 c: 身に いはせ るなら、 それ は 必至な 

或る 力が^ を そこまで 迚 れて來 たとい ふ 外 はない？ 誰でもが、 この 同じ 必至の 力に 促されて いっか 一度 は その 人 
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に歸 つて 行く の だ。 少く とも 死が 近 かに 彼に 近づく 時には 必す その 力が 來 るに 相 遠ない。 一人と して 平 晚 

侗 性との 遭遇 を 避け 得る もの はない。 私も亦 人 il の 一人と して、 人 並みに この 時 個性と 顏を兒 合 はした に 過ぎ 

ない。 或る人より は 少し 早く、 而 して 或る人より は だお そく。 

これ は少 くと も 私に 取って は 何よりも ぃ& ことだった。 私 は 長い 問の 無益な 動亂の 後に 始めて 些かの 安定 を， H 

分の 攻には 出した。 こ，^ は 居 心が い \。 仕事 を 始める に當 つて、 先づ 坐り 心地の い-一 脚の 椅子 を 得た やうに 思 

ふ。 私の 仕事 はこの 椅子に 倚る ことによって 最もよ く 取り 遝 ばれる にち が ひない の を 得心す る。 私 はこれ からで 

も 無数の 烦 悶 と 失敗と を 繰り返す では あらう けれども、 それらの もの はもう 無益に 繰り返される 窖 がない。 煩悶 

も必す 滋卷 ある 食物と して 私に 役立つ だら う。 私 はこの 椅子に 身 を 託して、 私の 知り 得た 所 を 主に 私自身の ため 

に^き M してお かう と 思 ふ。 私 はこれ を宜 傳の爲 めに 害く ので はない。 私の 經驗は 狹く贫 しくして， とても そん 

な ^一遍 的な 訴へ をな し^ない こと を 私 はよ く 知って ゐる。 たに 私に 似た やうな 心の 過程に 在る 少數の 人が これ を 

請んで 僅かに でもお 心の 微笑 を酬 ゆる 事が あったら、 私自身 を 表現す る 喜びの 上に 更に 大きな 喜びが 加 へ られる 

ことになる。 

秩^ もな く 系統 もな く、 た ^喜び を もって 私 は 害きつ^ ける。 

セン ティ メンタ リズム、 リアリズム、 ロマ ン ティ シズム —— この 三つの イズム は、 その 何れ か を 抱く 人の 眘 質に 

よって 決定 せられる。 或る人 は 過去に 現 はれた もの、 若しくは 現 はるべ かりし ものに 對 して 愛着 を 繋ぐ。 而 して 

a 在 を も 未 米 を も 能 ふべ くんば 過去と いふ 基調に よって 導かう とする。 凡ての 美しい 夢 は、 經驗の 結^から 生れ 


出る。 お^その ものから ではない。 さう いふ^ 方に よって 生きる 人 は セン ティ メン タリ スト だ。 

また 或る人 は 未 來に現 はれる もの、 若しくは 現 はるべき ものに 對し て惊^ を 繋ぐ。 旣に現 はれ 出た もの、 今 現 

はれつ > ある もの は、 凡て 醜く 歪んで ゐる。 やむ 時な き 人の 欲求 を滿 たし 得る もの は 現 はれ 出ない もの、 中に の 

み^んで ゐ なければ ならない。 さう いふ 見方に よって 生きる 人 は ロマン ティ シス トだ。 

更に 又 或る人 は 現在に 设 上の 惯値 をお く。 旣に現 はれ 終った もの は どれほど 優れた もので あらう とも、 それ を 現 

在に も未來 にも 苒現 する こと は出來 ない。 未来に いかなるよ いものが 隱 されて あらう とも、 それ は 今 私 逹 の 乎の 

中にはない。 現在に は 過去に 在る やうな 美しい もの はない かも 知れない。 又 未来に 夢见 られる やうな 輝かしい も 

の はない かも 知れない。 然し こ-に は具體 的に 把持 さるべき 私達 自身の 生活が ある。 全力 を盡 して それ を活 きょ 

う。 さう いふ：： ル方 によって 生きる 人 は リアリスト だ。 

笫ー の 人 は俾說 に、 第二の 人は现 想に、 第三の 人 は 人^に。 

この 私の 三つの イズムに 對 する 見方 は 誤って ゐ ないだら うか。 若し 誤って ゐ ないなら、 私 は リアリストの 群れ 

に^する^ だとい はなければ ならぬ。 何故と いへば、 私 は 今 私 ま 身の 外に 依顿 すべき 何者 を も 持たない から。 而 

• して この 私なる もの は 現在に その 存在 を 持って ゐ るの だから。 

私に も 私の 過去と 未 來とは ある。 然し 私が 一番 頓ら ねばならぬ 私 は、 過去と 未來 とに 挾まれた この 私 だ。 现在 

のこの 瞬 の 私 だ。 私 は 私の 過去 や 未來を 蔑ろにする もので はない。 縱令 蔑ろにした 所が、 赏 際に 於て 過去 は 私 

の 屮に渎 み 透り、 未來は 私の 現在 を 未知の 世界に 導いて 行く。 それ を どうす る こと も 出来ない。 唯 私 は、 過去 未 

來 によって 私の 現在 を 兌ようと はせ すに、 現在の 私の 中に 過去と 未來 とを搦 取しょう とする もの だ。 私の 现 在が、 

私の 過去で あり、 同時に 未來 であらせよう とする もの だ。 卽ち 過去に 對 して は 感情の 自山を 獲得し、 未来に 對し 
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て は 意志の 自. S を 主張し、 現在の 中に のみ 必然の 規範 を 立しょう とする もの だ。 

何故お 前 は その 立 楊に 立つ の だと 問 はれるなら、 さう する のが 私の 資質に 適する からだと いふ 外に は 何等の 理 

.H もない。 

私に は 生命に 對 する 生命 自身の 把握と いふ 事が 一 番 尊く 思 はれる。 卽ち 生命の 緊張が 一 番 好ましい ものに 思 は 

れる。 而 して 生命の 緊張 はいつ でも 過去と 未 來とを 現在に 引きよ せる ではない か。 その 時傳說 によって 私 は判斷 

されす に、 私が 傳說 を判斷 する。 又 私の 理想 は 近々 と 現在の 私に 這 入り こんで 來て、 このま \ の 私の 中に それ を 

くよ 

赏 現しよう とする。 かくて 私 は 現在の 中に 三つの イズム を 統合す る。 委しく いふと、 そこに はもう、 三つの ィズ 

ム はなく して 私の みが ある。 かう した 個性の 狀態を 私 は 一 番 私に 親しい ものと 思 はすに ゐられ ない の だ。 

私の 現在 は それが ある 如く ある 外 はない。 それ は 他の 人の 眼から 兑 ていかに 不完全な、 而 して 汚點 だらけの も 

ので あらう とも、 又 私が 時 問 的に 一 歩 その 境から 踏み出して、 過去と して 反贫 する 時、 それが いかに 物 足らない も 

ので あらう とも、 現在に 生きる 私に 取って は、 その 現在の 私 は、 それが ある やうに しか あり 得ない。 善くと も惡 

くと も その外に はあり 得ない の だ。 私に 取って は、 私の 現在 はいつ でも 最大 無限の 價値を 持って ゐる。 私に は そ 

れに代 ふべき 他の 何者 もない。 私の 存在の 確實な 承認 は 各 2 の 現在に 於ての み與 へられる。 

だから 私に 取って は 現在 を 唯一 の寶 玉と して 尊重し、 それ を 最上に 生き 行く 外に 殘 された 道 はない。 私 は そこ 

に 背 水の 陣を 布いて しまったの だ。 

といって、 私 は 如何にして 過去の 凡て を 蔑視し、 未来の 凡て を 無視す る ことが 出來 よう。 私の 現在 は 私の 魂に 

まつ はりついた 過去の 凡て^ はない か。 そこに は 私の 親もゐ る。 私の 祖先 もゐ る。 その 人達の 仕事の 全量が あ 

うるま 

る。 その 人々 や 仕事 を 取り 園んで ゐた 大きな 世界 も ある。 或る時に は その上 を 日 も 照し 雨 も 潤した。 或る時 は 天 


界を^ から^まで 遊行す る絲： ^が、 その 稀れ なる 光 を 投げた。 或る時 は 地球の 地軸が^ 度 を變 へた。 それらの 有 

ら ゆる 力 は その 力の 凡て を^め て 私の 中に 積み ま； つて ゐ るので はない か。 私 はどうして それ を 蔑視す る ことが 出 

來 よう。 私は假 りに その 力 を 忘れて ゐ ようと も、 その 力 は瞬轉 の^も 私 を 忘れる こと はない。 た^ 私 は それらの 

もの を 私の 現在から 遊離して 考へ るの を 全く 無益 徒勞 のこと、 思 ふだけ だ。 それらの もの は 嚴密に 私の 現在に 轔 

りこ まれろ ことによっての みその 惯値を 有し 得る とい ふこと に氣が 付いた の だ。 畢竞 現在の 中に 攝 取し 盡 された 

過去 は、 人が 假 りに それ を 過去と いふ 言葉で 呼ばう とも、 私に とって は 現在の 外の 何者で もない。 現在と いふ も 

の- -木體 を こ-まで 持って 來 なければ、 その 內容は 全く 成り立たない。 

私 は 遊離した 狀態に 在る 過去 を 現在と 對立 させて、 その 比較の 上に 個性の 座 位 を 造らう とする 虚ろな 企てに は. 

颀 き^てた の だ。 それ は科舉 者が その 經驗物 を 取り扱 ふ 態度 を 直ちに 生命に あてはめよう とす る^かな 無駄な 企 

てで はない か。 科舉^ と赏驗 との 問に は 明かに 主客の 關 係が ある。 然し 私と 私の 個性との 問に は 寸分の^ 隙 も 上 

下 もあって はならぬ。 凡て の對立 は 私に あって 消え去らなければ ならぬ。 

未來に ついても 私 は 同じ 事が 言 ひ 得る と 思 ふ。 私 を 除い て 私の 未來 (とい はす 未来の 全 體) を 完成し 得る もの は 

ない。 朱來の 成行き を考 へる 場合、 私と いふ 一人の 人間 を 度外視して は、 未 來の相 は 成り立たない。 これ は 少しも 

高慢な 一一 炅ぉ ではない。 その 未來を 築き上げる もの は 私の 现在 だ。 私の 現在が 失 はれて ゐ るなら ば、 私の 未 來は生 

れ 出て 來 ない。 私の 現在が^ 上に 生きられるなら、 私の 未來は 最上に 成り立つ。 眼前の 緊張から ゆるんで、 おに 未 

來 をお-: 想す る^ こが： I： で 未來の 創造に 塵 ほどの 益に もな り 得よう。 未 來を考 へない までに 现 在に 力 を 狼め た 時、 

よき 未來は 刻々 にし て^り 出されて ゐ るので はない か。 

セ ン ティ メ ンタ リストの 痛ましく も： IU ぃ淚は 私に はない。 CI マ ンテ イシ ストの 快く 華やかな 想像 も 私に はない。 
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凡ての 缺^ と 凡ての 醜 さと を 持ちながら も、 この 現在 は 私に 取って いかに 親しみ 深く いかに 尊い もの だら う。 そ 

こに ある 强 ぃ充實 の 味と 人間ら しさと は 私を牽 きつける に 十分で ある。 こ の 饗應は 私 を 存分に 飽き 足らせる。 

IO 

然しながら 個性の 完全な 飽滿と 緊張と は 如何に 得が たきもの であるよ。 燃燒の 生活と か 白熱の 生命と かいふ 言 

紫 は 紙と §• と を もって こそ 表 はし 得よう けれども、 私の 實 際の 生活の 上に は 容易に 來て くれる ことがない。 然し 

私に も 全くない ことではなかった。 私 は その 境界が いかに 尊く 難 有き もので あるか を 幽かながら も 窺 ふこと が 出 

來た。 而 して その 醍醐味の 前後に は その 境に 到り 得ない 生活の 速績が ある。 その 關係を 私 はこれ から 朧 ろげ にで 

も 書き留めて おかう。 

外界との 接觸 から. In:.H である ことの 出来ない 私の 個性 は、 縱令 自主：^ な 生活 を 導きつ \ あっても、 常に 外界に： 

對し 何等かの 角度 を 保 つて そ の 存在 を 持 綾し なければ ならない。 或る時 は 私 は 外界の 刺戟 を そ のま \ に 受け入れ 

て、 反^も なく 生活して ゐる。 或る時 は 外界の 刺戟に 對 して 反射的に 意識 を 動かして 生活して ゐる。 又 或る時 は 

外界の 刺戟 を 待た すに、 私の 生命が 或る 巳むな き 内的の 力に を かされて 外界に 働き かける 。か-^ る變化 はたぐ 私の 

生命の 緊張 度の 强弱 によって 結 菜され る。 これ は智的 活動、 愦的 活動、 意志的 活動と いふ やうに、 生命 を 分解して 生 

活の狀 態 を 現 はした もので はない。 人間の 個性の 働き を 言 ひ 現 はす 楊 合に か&る 分解 法に よるの は 私の 最も 忌む 

所で ある。 人^の 生命 的 過程に 智 情意と いふ やうな 區別 は實は 存在して ゐな いの だ。 生命が 或る 對 象に 對 して 變 

化な く 働き 絞け る 揚合を 意志と 呼び、 對 象を變 じ、 若しくは 力の 釐を變 化して 生命が 働き かける 場合 を 情と いひ、 

生命が 二つ 以上の 對象 について 選擇 をな す 場合 を 智と名 づけた に過ぎない の だ。 人の 心的 活動 は 三頭政治の 支配 


,ゲ まけて ゐ るので はない。 もっと 純一な 統合 的な 力に よって 總轄 されて ゐ るの だ。 だから 少し 綿密な 觀. 祭 者 は， 

ゆ" と 情と の^に、 情と^ 志と の^に、 叉 意志と 智 との 間に、 判然と は その 何れに も從 はせ る ことの 出來 ない 幾多 

の 心的 活動 を發兑 する だら う。 虹彩 を檢 する 時、 赤と 靑と 黄との 間に 無限 數の 間色 を發 見す るのと 同一 だ。 赤靑 

^は： 兀來 {： によって 統一. さるべき 假象 であるから である。 かくて 私逹が 太陽の 光線 そのもの を 兌^め ようとす る 

ゆ、 分鮮 された 諸 色 をい かに 研究しても、 それから 光線 そのもの \ 特質の 全體を 知悉す る ことが 出來 ぬと 同様に. 

おの 现象を 如何に 科舉 的に 探究しても、 心的 活動ての もの を摑 むこと は 思 ひも よらない。 歸納法 は 記述に の 

み 役立つ。 然し 木體の 表現に は 役立たない。 この 筒^. な 原理 は Mi 閑却され る。 科學 に、 從 つて 科舉的 研究に 絶 

大の^ M をお かう とする 現代に あって は、 歸納 法の 极本 的缺陷 は往々 無 反省に 閑却され る。 

W て 私 は 岐路に 迷 ひ 込まう とした やう だ。 私 は 再び 私の 當 面の 問題に 歸 つて 行かう。 

外界の 刺戟 を その ま 土 父け 入れる 生活 を假 りに 習性 的 生活 (habitual  l;fe) と 呼ぶ。 それ は 石の 生活と 同様の 生 

活だ。 ：心 は 外界の 刺戟な しに は 永久に 一所に あって、 永い の 中に たビ滅 して 行く。 石の 方から 外界に 對 して 働 

きかけ る は 絶無 だ。 私に は 下等動物 とい はれる ものに 通有な 性！；、 が殘 つて ゐる やうに、 無機物の 生活 さへ が 

膨^して ゐ ると^ える。 それ は 人の 生活が 最も. 綏漫 となる 所に は 何時でも 現 はれる 現象 だ。 私達の 祖先が 經驗し 

^した S- 柄が、 更に 跺り 返される に當 つて は、 私達 はもう 自分の 能力 を 意識的に 働かす 必要はなくなる。 か  る 

物ポ に對 する 生活 活動 は^にお 性と いふ 形での み 私 逑に殘 される。 

チ H スタ I トンが、 「いかなる 茧命 家で も 家常 茶飯事に ついては、 少しも 革命家ら しくな く、 尋常 人と 異ら ない 

^^な こと をして ゐる」 といった の はまこと だ。 革命家で もない 私に はか、 る 生活の 態度が 私の 活動の 大きな 部 

分 をい：： めて ゐる。 每朝私 は 顔 を 洗 ふ。 而 して 弒を洗 ふ 器具に 變 化がなければ、 何等の 反省 もな く！： じ 方法で 額 を 
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洗 ふ。 若し 不注意の 爲 めに その 方法 を 誤る やうな ことで も あれば、 却って それ を 不愉快の 種に する 位 だ。 この 生 

活に 於て は 全く 過去の 支配の 下に ある。 私の 侗 性の 意識 は 少しも そこに 働いて ゐ ない。 

私 はか-る 生活 を 無益 だとい ふので はない。 か-る 生活 を 有する が爲 めに 私の 日常生活 は どれ 程 煩雜な 葛藤が 

ら救 はれて ゐ るか 知れない。 この 緩漫な 生活が 一面に 成り立つ ことによって、 私達 は 他面に、 必耍な 方面、 緊張 

した 生活の 欲求 を 感じ、 それ を 達成す る ことが 出來 る。 

然し か \ る 生活 は 私の 個性から いふと、 個性の 中に 屬 させたら い- T もの かわる いもの かピ疑 はれる。 何故なら 

ば、 私の 侗性は 厳密に 現在に 執着し ようとし • か-る 生活 は 過去の 集積が 私の 個性と は 連絡な く 私に あって 働い 

てゐ ると いふに 過ぎない から。 その上 か.^ る 生活の 內容は 甚だ 不安定な 狀態 にある。 外界の 事情が 聊かで も變れ 

ば， もう そこに はこの 生活 は 成り立たない 。而 して 私が これから いはう とする 智的 生活の 豳內に 這 入って しま ふ。 

私 は 安んじて こ の 生活に 倚り か \ つて ゐる ことが 出来ない。 

又 本能と して 自己の 表現 を 欲求す る侗性 は、 習性 的 生活に のみ 依賴 して 生存す るに 堪 へない。 單 なる 過去の 繰 

り 返しに よって 滿足 して ゐる ことが 出來 ない。 何故なら、 そこに は 自己が なくして たビ 習性が あるば かりだから、 

外界と 自己との 問に は 無機 的な 因緣が あるば かりだから。 私 は 石から、 せめて は 草木な り鳥獸 になり 進んで 行き 

たいと 希 ふ。 この 欲求の 緊張 は 私を驅 つて 更に 異 つた 生活の 相 を 選ばし める。 

一 一 

それ を 名 づけて 私 は智的 生活 (intellecunl  life) とする。 

この種の 生活に 於て、 私の 侗性は 始めて 獨玄の 存在 を 明か^し、 外界との 對立を 成就す る。 それ は 反射の 生 5S 


である。 外界が 僴 性に 對 して 働き かけた 時、 個性 はこれ に對 して 意識的の 反應 をす る。 卽ち 經驗と 反^ とが、 私 

の 生活の 上に 表 はれて 來る。 これまで 外界に 征服され て 甘んじて ゐた侗 性 は その 獨自 性を發 揮して、 外界 を 相手 

取って 挑戰 する。 習性 的 生活に 於て 私 は 無 元の 世界に ゐた。 智的 生活に 於て 私 は 始めて 二 元の 世界に 入る。 こ- 

には 私が ゐる。  かしこに は 外界が ある。 外界 は 私に 攻め寄せて 來る。 私 は經驗 とい ふ 形式に よって 外界と 衝突す 

る。 而し てこの 經 験の 戰 場から 反将 とい ふ 結果が 生れ 出て 來る。 それ は 或る時に は 勝利で、 或る時に は 敗北で あ 

るで あらう。 

その 何れにせよ、 反 贫は 經驗の 結果 を 似寄り S 部門に 選び 分ける。 かく 類別 せられた 經驗の 堆積 を 人々 は 知識 

と 名 づける。 知識 を獰理 する 爲 めに 私 は 信憑すべき 一定の 法則 を 造る。 かく 知識の 堆積の 上に 建て 上げられた 法 

则を 人々 は 道 德と名 づける。 

逍德 は對 人的な もの だとい ふ 見解 はー應 道理で は ある けれども、 私 はさう は 思 はない。 孤島に 上陸した ばかり 

の 孤獨な a ビン ソ ン.ク ル I ソ ー にも 自己に 對 しての 道德 はあった と 思 ふ。 何等の 意味に 於て にあれ、 外界の 刺鈸 

に對 して 自己 をより よくして 行かう とい ふ 動 向 は道德 とはい へない だら うか。 クル ー ソ ー が 彼の 爲 めに 難破船 ま 

で 什器 食料 を 求めに 行った の は、 彼. E 身に 取っての 道德 ではなかったら うか。 然し クル ー ソ I はやが て フライ デ ー 

^殺人者から 救 ひ 出した" クル ー ソ ー と フライ デ ー と は 最上の 關 係に 於て 生きる こと を 互に 要求した。 クル ー ソ 

1 は .Gn 己 に對 する 道德と フ ラ イデ ー に對 する 道德と の 間に 分 讓點を 見出さねば ならな か つた。 フ ライ *1 ァ ー も 同じ 

M 力 を クル ソ ー に對 してな した。 この 二人の 努力 は 幸に 一 致點を 見出した C かくて 二人 は 孤島に あって、 美しい 

11 柄で 口 を 過した のみなら す * 遂に 船に 救 はれて 英國の 土 を 踏む ことが 出來 た。 フライ デ ー が來 てから は、 その 

孤お に は 封 人的 道 德卽ち 社 會道德 が出來 たけれ ども、 クル ー ッ ー 一人の 時には、 そこに 一 の道德 も^ 在し なかつ 
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たと 云 はう とする の は、 思 ひ 誤りで あり はしまい か。 道 德とは 自己と 外界 (それが 自然で あらう と 人間で あらう 

と) との 知識に 基す る 正しい 自己の 立場の 決定で ある。 だから、 道德は 一人の 人の 上に も、 二人 以上の 人々 の 間 

にも 當然 成り立た ねばならぬ もの だ。 但し 兩 方の 場合に 於て 道德の 內容は 知識の 變化 と共に 變 化する。 知識の 內 

容は 外界の 變化 と共に 變 化する。 それ 故 道德は 外界の 變化 につれ てまた 變 化せざる を 得ぬ。 

世に は 道 德の變 易 性 を 物 足らな く 思 ふ 人が 少く ないやう だ。 自分 を 律して 行くべき 唯一 の 規準が 絶えす 變 化せ 

ねばなら ぬと いふ 事 は、 直ちに 人^ 生活の 不安定 そのもの を豫 想させる。 人 問の 持って ゐる 道德の 後に は 何か不 

變た 或る ものが あって、 變 化し 易い 末流の 道德 も、 謂 はに そこに 假 りの 根ざし を 持つ ものに 相違ない。 不完全な 人 

間 は 一 氣に その 齊遍不 おの 道徳の 根元 を 把握し がたい 爲 めに、 校 索の 結 粟と して 誤って その 一 部 を 彼等の 规 準と 

する に 過ぎぬ。 一部分で あるが 故に、 それ は 外界の 事情に よって は、 修正の 必要 を 生す る だら うけれ ども、 それ 

は^ちに 徹底的に 道德 そのもの、 變易性 を證據 立てる ものに はならない。 さう 或る人々 は考 へる かも 知れない。 

それでも 私 は 道德の 內容は 絶えす 變^ する もの だと 一一 一一 口 ひ 張りたい。 私に 普遍 不易に 感ぜられる もの は、 私に 內 

在す る道德 性で ある。 卽ち 知識の 集成の 中から 必す 自己 を 外界に 對 して 律すべき 規準 を 造り 出さう とする 動向 

は、 その 內容 (緊張 度の 增減は 論じないで) に 於て 變 化する ことなく 自存す るの を 知って ゐる。 然し 道德 性と 道 

德 とが 全く 異 つた 觀 念で あるの は、 誰でも 容易に 判る 害 だ。 私に 取って は、 道 if の內 容の變 化する の は 少しも 不 

思議で はない。 又 困る ことで もない。 たビ變 へようと 思っても 變 へる ことの 出來な いのは、 道德を 生み出さ うと 

する 勁 向 だ。 而 して その 內容 が變 化する と假定 する の は 私に 取って 淋しい こと だ。 然し 幸に 私 は それ を 不安に 思 

ふ 必要 はない。 私 は 自分の 經驗 によって その 不易 を 十分に 知って ゐ るから。 

知識 も道德 も變 化する。 然し それが 或る 期間 固定して ゐて， 私の 生活の 努力が その 內容を 充實し 得ない 間 は、 


それ は どこまでも、 知識と して 乂道德 として 嚴^ する。 然し 私の 生活が それら を 乗り越し てし まふと、 知識 も 道 

德もぉ 性 の^の 屮に 退き 去って、 知識 若しくは 道德 としての 價 値が 失 はれて しま ふ。 私が 無意識に、 たぐ 外界の 

刺戟に のみ 順應 して 行って ゐる 生活の 中に も、 或は 他の 或る人が 見て 道德 的行爲 とする ものが あるか も 知れない。 

然し その 場合 私に 取って は 決して 道德 的行爲 ではない。 何故ならば、 道徳的で ある 爲 めに は 私 は 努力 をして ゐな 

ければ ならない からだ。 

^的 尘^ は 反^の 生活で あるば かりで なく 努力の 生活 だ。 人類 はこ、 に 長い 經驗の 結 架 を 綜合して、 相 共に 依 

據丫 べき 範雅を 作り， その 範 律に 則って 自己 を 生活し なければ ならぬ。 努力 は 實に人 を 石から 飾 ひ 分ける 大事な 

^金：，；： だ〕 動^物に あって はこの 努力と いふ 生活 活動 は 無意識的に、 若しくは 苦痛なる 生活の 條件 として 履行 さ 

れる だら う。 然し 人類 は 努力 を單 なる 苦痛との みは 兑 ない。 人類に 特に 發 達した 意識的 動向なる 道徳 性の 要求 を 

充 たす ものと して 感ぜられる。 その 動向 を滿 足す る爲 めに 人類 は 道德的 努力に 伴 ふ 苦痛 を 校す こと を 意と しない。 

この 現 はれ は 人類の 厫 史を莊 厳な も のにす る。 

誰か^ 的^ 活の 所産なる 知識と 道 德とを 讃美し ない ものが あらう。 それ は眞 理に對 する 人類の 倦む ことなき 精 

逃の 一路 を 示 咬す る 現象 だ。 凡ての 懐疑と 凡ての 破壊との 間にあって、 この 大きな 力 は 嘗て 磨滅した ことがない。 

かの フ H 一一  ックス が 火に 燒 かれても、. 再び 若々 しい 存在に 甦って、 絶えす 兩翼を 大空に 向って 張る やうに、 この 精 

進 努力の 生活 は 人類が なほ 地上の 王なる 左 券と して、 長く この 世に 榮 える だら う。 

然し 私 はこの 生活に 無上の 安立 を 得て、 更に 心の 空し さを感 する ことが ないか。 私 は 否と 答へ なければ ならな 

い。 私 はおい 廻り 道の 末に、 尋ね あぐねた 故鄉を 私の 個性に 見出した。 この 個性 は 外界に よって 十 m, 二十^に 凼 

まれて ゐる にも か、 はらす、 侗性 自身に 於て 滿ち 足らねば ならぬ。 その 要求が 成就され るまで は 絶對に 飽きる こ 

^みなく 愛 は^ふ  一 九 七 


れ^ 武郎  <ぶ if  ^ 六卷  一 九 八 

とがない。 智的^ 活は それ を 私に 滿 たして くれた か。 滿 たして はくれ なかった。 何故ならば 智的 生活 は 何とい つ 

て も 二：： 儿の 生活で あるから だ。 そこに はいつ でも 侗 性と 外界との 對 立が 必要と せられる。 私 は 自然 若しくは 人に 

對 して 或る 身 構へ をせ ねばならぬ。 經驗 する 私と 經驗 を强 ひる 外界と があって 知識 は 生れ 出る。 努力 せんとす る 

私と その 對象 たる 外界が あって 道 德は發 生す る。 私が 知識 そのもの ではなく 道德 そのもの ではない。 それら は 私 

と 外界と を 合理的に 繋ぐ 橋梁に 過ぎない。 私 はこの 橋梁 卽ち 手段 を實在 そのものと 混同す る ことが 出來 ない の 

だ。 私 はまた 平安 を 欲する と共に 進歩 を 欲する。 潤色 (elaboration) を 欲する と共に 創造 を 欲する。 平安 は旣. ^の 

事體の 調節 的 持 綾で あり、 進歩 は旣^ の 事體の 建設的 破棄で ある" 潤色 は 在る もの をより よくす る ことで あり、 

創造 は 在ら ざり しもの を あらしめ る ことで ある。 私 は その 一方に のみ 安住して ゐ るに 堪 へない。 私 は 絶えす 個性 

の苒 #3 から 再 造に 飛躍しょう とする。 然るに 智的 生活 は 私の この 飛躍的な 內部 要求 を 充足して ゐ るか。 

智的 生活の 出發點 は經驗 である" 經驗と は 要するに 私の 生活の 残滓で ある。 それ は反贫 I 意識の ふり かへ り 

II によって のみ 認識 せられる。 一 つの 事象が 知識になる ために は その 事象が 一た び 生活に よって 攄 過され たと 

いふ こと を 必要な 條件 とする。 こ、 に 一 つの 知識が あると する。 私が それ を 或る 事象の 認識に 役立つ ものと して 

承認す るた めに は、 縱令 その 知識が 他人の 經驗の 結果に よって 出來 上った もので あれ、 私 S 經驗も 亦 それ を裟害 

した もので なければ ならぬ。 私の 經驗が 若し その 知識の 基本と なった 經驗と 全然 沒交涉 であったなら、 私 は 到底 

それ を 自分の 用ゐ 得る 知識と して 承認す る こと は出來 ない 窖だ。 だから 私の 有する 知識と は、 要するに 私の 過去 

を 整理し， 未来に 起り 來 るべき 事件 を 取り扱 ふ 上の 參者 となるべき 用具で ある。 私と 道德 とに 於け る 關係も 亦 全 

く 同様な 考へ 方に よって 定める ことが 出來 る。 卽ち 知識 も 道德も 旣存の 經驗に 基いて 組み立てられ たもので、 そ 

れ がその ま、 役立った めに は、 私の 生活が 同一 軌道 を 繰り返し. （- 往來 する の を 一番 便利と する。 而 して そこに 


は迆步 とか 创造 とかい ふ 動向の 活躍が おの づ から 忌み 避けられなければ ならない。 

私の 生活が 平安で ある こと， 而 して その 內容が 潤色され る こと を 私 は 喜ばない とはい はない。 私の 內 部に はい 

ふまで もな く か、 る 要求が 大きな 力 を 以て 働いて ゐる。 私 は その 要求の 達成 を智的 生活に 向って 感謝せ ねばなら 

ぬ。 けれども 私 は 永久に この 保守的な 動向にば かり 膠着して 滿足 する だら うか。 

一 侗 人よりも 活 lg の遝 鈍に なり 勝ちな 社會的 生活に あって は、 この 保守的な 智的 生活の 耍求は 自然に 一 侗 人の 

それよりも 强ぃ。 平安 無事と いふ こと は、 社會 生活の 基調と なりたがる。 だから 今の 程度の 人類 生活の 様式 下に 

あって は、 侗 人的の 飛躍的 動向 を 無視 壓迫 しても、 智的 生活の 確立 を 希望す る。 現代の 政治 も、 敎育 も、 舉術 も、 

產粱 も， 大體に 於て はこの 智的 生活の 强 調と 實踐 とに その 目標 をお いて ゐる。 だから 若し 私が この種の 生活に の 

み 安 化して、 社會が 規定した 知識と 道德 とに 依據 して ゐ たなら ば、 恐らく 社會 から 最上の 報酬 を與 へられる だら 

う。 而 して 私の 外面 的な 生存 權は 最も 確實に 保障され る だら う。 而 して 社會の 內容は 益よ 平安と なり、 潤色 さ 

れ、 整然たる 形式の 下に 統合され る だら う。 

然し II 社會 にも その 動向 は朧 ろげ に 看取され る 如く II 私に は智的 生活よりも 更に 緊張した 生活 動向の 嚴存 

する の を どうしょう。 私 は それ を社會 生活の 爲 めに 犠牲と すべきで あるか。 社會の 最大の 要求なる 平安の 爲め 

に、 進歩と 創造の 衝動 を 抑制すべき であるか。 私の 不滿は 謂れの ない 不滿 であらねば ならぬ だら うか。 

社^的 生活 は往々 にして 一 侗 人の それより 遲鈍 であると はい へ、 私の 持って ゐる もの を 社會が 全然 缺 いて ゐる 

と は 思 はれない。 何故ならば、 私自身が 社會を 組立て、 ゐる 一 分子で あるの は 間遠 ひの ない こと だから。 私の 欲 

する 所 は 社會の 欲する 所で あるに 相 遠ない。 而 して 私 は 平安と 共に 進歩 を 欲する。 潤色と 共に 創造 を 欲する。 そ 

の 衝動 を 社 會は今 1? 子极 ひに はして ゐる けれども —— 而 して 社 會 なる もの は 性質 上 多分 永久に さう であらう けれ 
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ども — その 何處 かの 一 隅に は必す 潜勢力と して それが 伏在して ゐ なければ ならぬ。 社會 は社會 自身の 意志に 反 

して 絶えす 進歩し 創造し つ \ あるから。 

私が 私自身に なり 切る 一元の 生活、 それ を 私 は 久しく 憧れて ゐた。 私 は 今 その 神殿に 徐ろに 進みよ つた やうに 
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こ、 まで は縱 令た どくし いに せよ、 私の 言葉 は 私の 意味しょう とする 所に 忠實 であって くれた。 然し これ か 

ら 私が 書き 速ね る t 一口 葉 は、 恐らく 私の 使役に 反抗す る だら う。 然し 縦 令 反抗す ると も 私 はこれ で 筆を擱 くこと は 

出來 ない。 私 は 一 一 一一 n 糜を 鞭つ ことによって 自分自身 を 鞭って 見る。 私 も 私の 一一 一一 口 葉 もこの 侗性 表現の 困難な 仕事に 對 

して 蹉く かも 知れない。 こ、 まで 私の 伴侶であった (恐らく は少數 の) 讀者 も、 絶望して 私から 離れて しま ふか 

も 知れない。 私 は その 時讀 者の 忍耐の 弱さ を 不滿に 思 ふよりも 私自身の 體 験の 不十分 さ を 悲しむ 外 はない C 私 は 

曾 葉の^ 落 をも尤 めまい。 かすかな 喑示的 表出 をた よりにして 兎に角 私 は 私自身 を 首 ひ 現 はして 兑 よう。 

無 元から 二 元に、 二 元から 一元に。 保存から 整理に、 整理から 創造に。 無 努力から 努力に、 努力から 超越 力に。 

これらの 各 M の 過程の 最後の ものが 今 表現 せらるべく 私の 前に ある。 

侗 性の 緊張 は 私を拉 して 外界に 突貫せ しめる。 外界が 個性に 向って 働き かけない 中に、 個性が 進んで 外界に 働 

きかけ る。 卽ち侗 性 は 外界の 刺戟に よらす、 自己 必然の 衝動に よって 自分の 生活 を 開始す る。 私 はこれ を 本能 的 

生活 (impulsive  life) と假稱 しょう。 

何が 私 をして この 衝動に 燃え立た せる か。 私 は 知らない。 然し 人 は 自然界の 中に この 衝動の 假 りの 姿 を 認める 


ことが 出来ない だら うか。 

地^が 造られた 始めに は そこに 痕跡 すら 有機物 は 存在し なかった。 そこに、 或る時 期に 至ってお 機 物が 現 はれ 

出た。 それ は 或る 科 奥 者が 想像す る やうに 他の 星 體 から 隕石に 混入して 地表に 齎 された としても、 少く とも 有機 

物の^ 在に 不適 常だった 地球 は、 いつの^に かその 發 達に すら 適合す る やうに 變 化して ゐ たの だ。 有機物の 發生 

に 次いでお 細胞の 生物が 現 はれ 出た。 而 して 生長と 分化と が 始まった。 その 姿 は 無機物の 結晶に 起る 成長ら しい 

現象と は 多くの 點に 於て 相違して ゐた。 單 細胞 生物 はやが て複 細胞 生物と なり、 一 は 地上に 固着して 植物と なり、 

一は 移動 性 を 利用して 動物と なった。 而 して 動物の 中から 人類が 發 生す るまでに、 その 進化の 過程に は 農 1 創造 

と稱 せらるべき 現象が 綏 出した。 績 出した とい ふよりも 凡ての 過程 は 創造から 創造への 速^と いってい &。 習性 

及び 形態の 保^: に 同着して 力 リバ ン の やうに 固有の 生活に しがみ 附 かう とする 生物 を 或る 祌祕な 力が 鞭ち つ-、 

分化から 分化へ と飛蹯 させて 來た。 誰が この 否む 可らざる 目前の 事實に 驚異せ すに は ゐられ よう。 地上の 存在 を 

かく 導き 來 つた 大きな 力 はまた 私の 侗 性の 核心 を 造り上げて ゐる。 私の 個性 は 或る 已 みがたい 力に 促されて、 新 

たなる：^ 在へ 蹭進 しょうと する。 その 力の 本源 はいつ でも 內在 的で ある。 內發 的で ある、 一 つの 花から 採收 した 

：=：! 兑 の 種子が、 Ml の 土壌に 埋められ、 同一 の 環境の 下に 生 ひ 出ても、 多様 多 趣の 形態 を 取って 菔 ぇ出づ ると 

いふ ド フリスの 實 驗報吿 は、 私の 個性の 欲求 を さながらに 飜譯 して 見せて くれる。 若し ド フリスの Mutation  The- 

ory が實 驗 的に 否認され る 時が 來た としても、 私の 個性 は、 それ は 單にド フリスの 實驗の 誤謬であって、 自然界 

ゥぷ^ ではない と 主張しょう。 少く とも 地球の 上に は、 意識的で あると 然ら ざると に 係 はらす、 個性 認識、 侗性 

创^ の 不思議な 力が 働いて ゐ るの だ。 ベ ルグソ ンの いふ 純 粹持鑌 に 於け る 認識と 體驗は 正しく 私の 個性が 承認す 

ると ころの もの だ。 個性の 中には 物理的の 時間 を 超越した 經驗が ある。 意識の ふり かへ りなる 所謂 反^によ つて 
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は^めない^ 驗 そのものが 認識と なって 現 はれ 出る。 そこに はもう 自他の 區別 はない。 二元的な t 立 はない。 こ 

れ こそ は 本當の 生命の 赤裸々 な 表現で はない か。 私の 個性 は 永く この 境地への 歸 還に あこがれて ゐ たの だ。 

例へば 大きな 水流 を 私 は 心に 描く。 私 は その 流れが 何處に 源を發 し、 何處に 流れ 去る のか を 知らない。 然し そ 

の 河 は 潔々 として 無邊 際から 無邊 際へ と 流れて 行く。 私 は 又 その 河の 雨 岸 をな す 土壌の 何物で あるか を も 知らな 

い 。然し それ はこの 河が 億劫の 年 所 を かけて 自己の 中から 築き上げ たもので はなから うか。 私の 侗性も 亦 その 河の 

水の 一 滴 だ。 その 水の 押し流れ る 力 は 私を拉 して 何處 かに 押し流して 行く。 或る時に は 私 は岸邊 近く 流れて 行く。 

而 して 5t 邊 との 摩擦に よって、 私 を 圍む水 も 私自身 も、 中流の 水に はおくれ がちに 流れ 下る。 更に 或る時 は、 人が 

よく 實 際の 河流で 觀 察し 得る やうに、 中流に 近い 水の 速力の 爲 めに 蹴 押されて 逆流す る こと さへ ある。 か.^ る 時 

に 私 は 不幸 だ。 私 は 新たなる 展望から 展望へ と 進み 行く ことが 出来ない。 然し 私が 一 たび 河の 中流に 持ち 来され 

るなら- もう 私 は 極めて 安全で 且つ 自由 だ。 私 は 河 自身の 速力で 流れる。 河水の 凡て を 押し流す その 力に よって 

私 は.^ つて ゐ るの だけれ ども、 私 はこの 事實を すら 感じない。 私 は 自分の 欲求の 凡てに 於て 流れ 下る。 何故なら 

ば、 河の 有する 最大の 流速 は 私の 欲求 そのものに 外なら ないから。 だから 私 は 絡對に 自由な の だ。 而 して 兩 岸の 

摩擦の 影響 を 受けねば ならぬ 流域に 近づく に從 つて、 私 は 自分の 自由が 制限 せられて 來 るの を 苦々 しく 感じな け 

れ ばなら ない。 そこに 始めて 私自身の 外に 嚴^ する 運命の 乎が 現 はれ 出る。 私 は そこで は 否むべからざる 宿命の 

感じに おびえねば ならぬ。 河の 水 は 自らの 位置 を選擇 すべき 道 を 知らぬ。 然し 人間 は それ を 知って ゐる。 而 して 

その 選 擇を實 行す る ことが 出來 る。 それ は 人 問 の 有する 自覺 がさせる 業で ある。 

人 は 運命の 主で あるか 奴隸 であるか。 この 問題 は 返よ 私達 を悒鬆 にす る。 この 問題の 決定的 批判な しに は、 鈉 

に對 する 悟り も、 道德 律の 確定 も， 科舉の 基礎 も、 人間の 立場 も 凡て 不安定と なる だら う。 私 もまた この 問題に 


は 永く 苦しんだ。 然し 今 はかす かながら も その 解 决に對 する^ 光 を^め^ た 心 持が する。 

おし 本能 的 屮： 活 が體驗 せられたなら、 それ を體 験した 人 は必す 人^の 意志の 絶 對，： ：： 出 を經驗 したに 逮 ひない" 

木 能の^^ は 一 ：兀 的であって それ を苯 制すべき 何等の 對象 もない。 それ は それ. E 身の 必然な 意^に よって、 必然 

の逍を 踏み 巡んで 行く。 窓 志の. m 由と は 結局 意志 そのもの-必然性 をい ふので はない か。 意志の 欲求 を 認めな け 

れば、 その 自出不 c 山の 問題 は 起らない。 意志の 欲求 を 認め、 その 意志の 欲求が 必然的で あるの を 認め、 本能 的 

ゆ 地に S かれた^^ は 本能 そのものであって、 それ を 遮る 何者 もない こと を 知ったなら、 私達の いふ 意志の 自由 

は その ま 、肯定せられ なければ ならぬ。 

^的 生お 以下に 於て はさう いふ 譯には 行かない。 智的^ 活は 常に 外界との 調節に よっての み 成り立つ。 外界の 

^在な くして はこの 生活 は 働く ことが 出來 ない。 外界 は 常に 智的 生活と は對 立の 關係 にあって、 しかも 智的 生活 

の所緣 になって ゐる。 かくして その 生活 は ，E 由で ある ことが 出 米ない。 のみなら す智的 生活の 様式 は必す 過去の 

反^によ つて 成り立つ とい ふ 事 を 私 は 前に 巾し 出した。 旣 になし 遂げられた 生活 は —— 縦 令 それが 本能 的 生活で 

あっても —— なし 遂げられた 生活で ある。 その 形 は 復と變 易す る ことがない。 智的 生活 は實 にこの 糨の 同定し 終 

つた 尘活の 認識と 将察 によって 成り立つ ので ある。 その^ 察の 持ち 來 たす 概念が どうして 宿命的な 色彩 を 以てれ 

づ けられないで ゐ よう。 だから 人の 生活 は 或は 宿命的で あり 或は 自. e であり 得る とい はう。 その 宿命的で ある 場 

八 M は、 その 生活が 正しき 緊張から 退 縮した 時で ある。 正しい 緊張に 於て 生活され る 間 は 個性 は必 す絡對 的な 自由 

のお 識の屮 にある。 だから 一 曆 正しくい へば、 板柢 的な 人 の 生活 は 自由なる 意志に よって 導かれ^る の だ。 

同時に 本能の 生活に は 逍 德 はない。 從 つて 努力 はない。 この 生活 は必的 至に 自由な 生活で ある。 必至に は 二つ 

の 近 はない。 二つの 道の ない 所に は善惡 の選擇 はない。 故に それ は道德 を 超越す る。 {^由は5氏11でぁってさ13で 
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はない。 二つの 道の 間に 選ぶ ために こそ 努力 は 必要と せられる けれども、 唯一 筋道 を自. S に 押し 進む 所に 何の 努 

力の 助力が 要求され よう。 

私 は 創造の 爲 めに 遊戲 する。 私 は 努力し ない。 從 つて 努力に 成功す る こと も、 失敗す る こと もない。 成功す る 

につけて、 蓮 命に 對 して 謙遜で ある 必要 はない。 又 失敗す るに つけて 運命 を 顧みて 辯疏 させる 必要 もない。 凡て 

の 責任 は II 若し それ を强 ひて 言 ふなら ば —— 私の 中に ある。 凡て の 報償 は 私の 中に ある。 

例へば こ \ に 或る 田園が ある。 その 中には 田 疇と、 山林と， 道路と、 家屋と が 散在して、 人々 は 各よ その 或る 

部分 を^ 有し、 田園の 整理と 平安と に 勤んで ゐる。 他人の 畑 を收穫 する もの は 罪に 問 はれる。 道路 を 歩まないで 

山林 を 徘徊す る もの は 警戒され る。 それ はさう あるべき こと だ。 何故と いへば、 畑 は その 所有者の 生計の ために 

お 在し、 道路 は 旅人の 交通の ために 設けられて ゐ るの だから。 それ は 私に 智的 生活の 鳥瞰 圖 を開展 する。 こ \ に 

人が ある。 彼 は その 田鬨の 外に 擴 がる 未踏の 地 を探險 すべき 衝動 を 感じた。 彼 は 田園 を 踏み出して、 その 荒原に 

足 を 入れた。 そこに は 彼の 踏み 進むべき 道路 はない。 又 掠奪すべき 作物 はない。 誰が 其 時 彼の 踏み出した 脚の 一歩 

について 尤 めだて をす る 事が 出來 るか。 彼が 自ら 奮って 一歩 を 未知の 世界に 踏み出した 事 それ 自身が 善と いへば 

善 だ。 彼の 脚 は 道德の 世界なら ざる 世界 を. 踏んで ゐ るの だ。 それ は 私に 本能 的 生活の 面影 を 微か 乍ら ^驚させる。 

黑雲を 劈いて 天の 一 角から 一 角に 流れて 行く 電光の 姿 はまた 私に 本能の 奔流の カ强 さと 銳さ を考 へさせる。 力 

ある 弧狀を 描いて 走る その 電光の こ-かしこに 本流から 分岐して 大樹の 枝の やうに：：： 的點 に星馳 する 支流 を 見る 

ことがある だら う。 あの 支流の 末 は往々 にして、 黑 雲に 呑まれて 消え失せ てし まふ。 人^の 本能 的 生活の 中に も 

si か-る 現象 は 起らない だら うか。 或る人が 純粹に 本能 的の 動向に よって 動く 時、 誤って 本能 そのもの X 歩み 

よりも 更に 念が うとす る。 而 して 遂に 本能の 主潮から 逸して、 自 lisfc 導く 迷路の 上 を 驀地に 馳せ 進む。 而 して遂 


こ^^: でも あらぬべく^ え 去って しま ふ。 それ は 悲壯な 自己矛盾 である。 彼の 創造的 蜀 向が 彼 を 筌 しく 自滅せ し 

める。 ^的 や； 活の^ 界 からこれ を 眺める と、 一 つの 愚かな 蹉跌と して 眼に 映す るか も 知れない。 たしかに 合理的 

ではない。 义かゝ ろ 現象が 智的 生活の 渦中に 發 見され た 場合に は道德 的で はない。 然し その 生活 を 生活した 赏體 

なる 一 つの 侗 性に 取って は， 善惡、 合理 非合理の 閑 葛藤 を揷 むべき 餘地 はない。 かくば かり 緊張した 生活が.、 自 

し滿足 を 以て^ 活 された、 それが あるば かりだ。 智的 生活 を 基調と して 生活し、 その 生活の 基準に. 慣らされた 私 

お ± 動 i もす ると この^ 舉 のみ を 以て 凡て の 現象 を理智 的に 眺めて ゐ はしない か。 而 して 智的 生活 を I 歩 踏み出 

した 外に、 更に 緊張した 純眞な 生活が 伏在す るの を 見落す やうな こと はない か。 若し さう した 態度に あるならば 

ュ にし は ゆ、 しき^ 謬と いはねば ならぬ。 人間の 創造的 生活 は その 瞬間に 停止して しま ふから だ。 この 本能 的に 對 

してお ぼろげ ながら も 推察の 出来ない 社會 は、 豚の 如く 健全な 社會 だとい ひ 得る 外の 何物で も あり 得ない。 

n.E なる 创^ の 世界 は 遊戯の 世界で あり、 趣味の 世界で あり、 無 目的の 世界で ある。 努力 を必耍 としな. いが 故 

に^ 戯 と-. ム つたので ある。 義務 を 必要と しないが 故に 趣味と いったの である。 生活 そのものが 目的に 達する 乎 段 

ではな. S が 故に 無 e 的と いったの である。 綏漫 な、 囘顧 的な 生活に のみ 圍繞 されて ゐる 地上の 生活に 於て、 私 は 

そめ^も 純粹に 近い 現 はれ を、 相愛の 極、 健全な 愛人の 間に 結ばれる 抱擁に 於て 見出だす ことが 出來 ると 田 や ふ。 彼 

^っ^に 近づく 前に 道德 知識の 世界 は 影を隱 してし まふ。 二人の 男女 は 全く 愛の 本能の 化身と なる。 その 時 彼等 

は 彼等の 隣人 を 顧みない、 彼等の 生死 を 慮らない。 一 一人 は 軍に 愛の しるし を與べ る こと-受け取る こと、 にの る馋 

える。 而 して 忘我 的な、 苦痛に までの 有頂天、 それ は 極度に 緊張され た 愛の 遊戲 である。 その外に 何物で もない 

しかも その 問に、 人？ 1 のな し^る 創造と して は 祌祕な 絶大な 創造が 成就され てゐ るの だ。 ホ ヰット マンが 「アダム 

の 子等」 に 於て、 性慾 を 歌 ひ、 大自然の 雄々 しい 裸 かな 姿 を & 髴 させる やうな 瞬間 を 讃美した ことに 何ん の 不^ 
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議が あらう。 而 して H マァ ソンが その 撤囘 を强要 した 時、 敢然と して 耳 を 傾けなかった 理由が 如何に 明白で ある 

よ。 肉にまで 押し 進んでも 更に 悔いと 泔 しみと を^さない 戀 こそ は 莨の 戀 である。 その 戀の姿 は 比べる ものな く 

美しい。 私は义 本能 的 生活の 素朴に 近い 現 はれ を、 無 邪氣な 小兒の 熱中した 遊戯の 中に 見出す ことが 出來 ると 思 

ふ。 彼 は 正しく 時間から も 外聞から も 超越す る。 彼に は 遊戯 そのもの、 外に 何等の 目的 もない。 彼の 表面的な： n! 

的 は縱令 一個の 紙 箱 を 造る ことに ありと する も、 その 製作に 熱中して ゐる 瞬間に は、 紙 箱 を 造る 乎投 そのもの" - 

中に 目的 は 吸 ひ 込まれて しま ふ。 そこに は 何等の 努力 も 義務 も附帶 して はゐ ない。 あの 純一 無雜な 生命の 流露 を 

見守って ゐ ると 私は淚 がに じみ 出る ほど 羡 ましい。 私の 生活が あ V い ふ 態度に よつ. て 導かれる 瞬^が 偶にあった 

ならば、 私は甫 めて 眞の 創造 を 成就す る ことが 出來 るで あらう もの を。 

私 は 本能 的 生活の 記述 を 蔑ろにして、 あまり 多く を その 讃美の 爲 めに 签 費したら うか。 私 は 假リに それ を 許し 

て もら ひたい。 何故なら、 私 は 本能 的 生活 を智的 生活の 上位に 置かう と 思 ふから だ。 誰でも 私の いふ 智的 生活 を 

習性 的 生活の 上に おかぬ もの はなから う。 然し 本能 的 生活 を智的 生活の 上に おかう とする 場合に なると、 多くの 

人々 は そこに 躊躇 を 感じ はしない だら うか。 現在 人類の 生活が 智的 生活 を その 甚調 として ゐ ると いふ 點に 於て、 

その 躊躇 は 無理の ない こと だと もい へる。 單に 功利的な 立場から のみ 考 へれば、 その 躊躇 は K 當な こと だと さへ 

いへ る。 然し 凡ての 生存 は. それが 本能の 及ぶ だけ 純粹 なる 表現で ある 場合に 最も であると いふ 大事な 要件が 

許されるならば、 本能 的 生活 は 私に とって 智的 生活より もより 價値 ある 生活で ある。 若し 愦値を もって それ を定 

める のが 不當 ならば、 より 尊い 生活で ある。 しかも 私 はこの 生活の 內容を 的確に 發想 する ことが 出來 ない (それ 

はこの 生活が 理智的 表現 を 超越して ゐ るが 故で も ある)。 その 場合 私 は、 比喩と 讃 美と^ よって ゎづ かに この 尊い 

生活 を傯 ぶより 外に 道が な. S だら う。 


一力 
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I 四 

本能と いふ 曾 葉 を用ゐ るに 當 つて 私 は 多少の 誤解 を 恐れない ではない。 この 一一 目 葉 は 殊に 科學 によって その 正し 

い 意味から^ 落させられて ゐる。 とい ふより は， 科學が 素朴 的に 用ゐ たこの 言葉 を 俗衆が 徹底的に 歪め 穢 してし 

まった J 然し 今 は それが 固有の 意味にまで 引き上げられなければ ならない。 ベ ルグソ ン はこの 言葉 を その 正しき 意 

味に 於て 用ゐ 始めた。 ラッセル (私 は 氏の 文章 を I 度 も 讀んだ ことがない けれども) も 亦べ ルグソ ンを橙 承して、 

こ の 首 葉 の 正當な 使用 を 心 懸け てゐる やうに 見える。 

本能と は 大自然の 持って ゐ る 意志 を 指す ものと も考 へる ことが 出來 る。 野獣に はこの 力が 野獸 なりに 未 裸々 に 

現 はれて ゐる。 自然 科舉は その 現 はれ を觀 察して、 詳細に それ を 記述した。 而 して それが 人類の 活動の 中に も 看 

取せられ るの を附け 加へ た。 この 記述 はいふまで もな く 明かな 事實 である。 然し その 事實 から、 人類の 活動の 全 

部が 野 獸に現 はれた 本能 だけから 成り立つ と は、 科舉は 結論して ゐな いの だ。 然るに 人 は往々 にして 科學の 記述 

を 逆 川しょう とする。 これ は單 なる 誤解との み 見て 過す ことが 出来ない と 私 は 思 ふ。 

人 問 は 人間で ある。 野獣で はない。 野 獸が無 自覺に 近い 心で なす 所 を 人 は 十分なる 自覺を もってな して ゐ るの 

である。 若し 人が その 自覺を 逆用して、 肉にまで 至る 愛の 要求の ない 場合に、 罩 に外觀 的に 觀 察された 野獣の 本 

能に 走ったならば， それ は 明かに 人間の 有する 本能の 全體 的な 活動と いふ ことが 出來 ない。 同時に、 人間の 本能 

の 中から 野獸と 共通な 部分 を理智 的に 引き離して、 純靈 とい ふやうな 境地 を 捏造しょう とする の は， 明かに 本能 

に對 する 謂れの ない 迫害で ある。 本能 は 分解と は兩 立す る ことが 出来ない^ 4. 能 はいつ でも その 全體に 於て 働かね 

ばなら ぬ。 人間の 本能 I 野獣の 本能で もな く 又 天使の 本能で もない II も その 本能の 全體に 於て 働かねば なら 


ぬ。 そこ 力ら のみ ^し 生れるならば， 人^以上の 新しい お 在への 本能 は 生れ 出る だら う。 本能 を現霄 のきび し 

さに 於て 受取らないで、 ロマン ティ ック に考 へる 所に- 純靈の 世界と いふ ^虛 な^ 屮樘閣 が 築き上げられる。 肉と 

^と を 峻別し^ る もの、 如く 考 へて、 その 一 方に 偏 倚す るの を 最上の 牛； 活 とがめ こむ やうな^ 慾 主義の 義務 律^ 

は そこに 胚胎され るので はない か。 又 本能 を現實 のきび しさに 於て 受取らないで、 セン ティ メンタルに 考 へる^ 

に肉愁 の 世界と いふ if: 落した 人生 觀が假 想され る。 この 野獸の 過去にまで の歸^ は、 また 本能の 分裂が 結^す る 

ところの もので、 人 M を 人間と しての 莊嚴の 座から 引きお ろす もので はない か。 私の 生活が 何等かの 意味に 於て 

その^^ 度 を 失 ひ， 現實 への 安立から 知らす く 未來か 過去 かへ 遠ざかる 時、 必 すか &る 本能の 分裂が その 結^ 

として 現 はれ 出る の を 私 はよ く 知って ゐる。 私 は その 境地に あって 必す 何等かの 不 滿を感 する。 而 して 一 歩 を 誤 

れば、 その 不滿 を醫 さんが 爲 めに、 益ぷ 本能の 分裂に 向って 猪突す る。 それ は危 い。 その 時 私 は 明かに 自己 を 葬 

るべき^ 穴 を 掘って ゐ るの だ。 それ を 何人も 救って くれる こと は出來 ない。 本當に それ を 救 ひ^るの は 私自身 P 

みだ。 

ネゾ. お 味す る 木 を 逆 川して、 自滅の 方に 進む ものが あるならば、 私 はこの 上 更にい ふべ^ V 何，^ を も 持 ヒぬビ 

らう 本 常 をい ハ は、 誤解 を 恐れるなら、 私 は 始めから 何事 を もい はぬ がい \ の だ。 私 は 私つ ほに もない 不遜/よ 

老 婆 親切 を も うやめ ねばならぬ。 

I 五 

人 M は 人^だ。 野 獸 ではない。 天使で もない。 人 問に は 人^が 大自然から 分與 された 本能が あると 私 はいつ 

.K それなら その 本能と は どんな もので あるかと 反問され る だら う。 私 は當然 それに 答へ るべ.. に を 持って ゐ 

ほみ なく 愛 は 奪 ふ  ニウ九 
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る" 私は贫 しいなり に その 責任 を朵 さう。 私の 小さな 體驗が 私に ま 口き 取らせる もの を こ&に 披瀝して 兑 よう。 

人 によって 切り取られた 本能の 流れ を 私 は 今まで 漫然と た^ 本能と 呼んで ゐた。 それ は 一 面に 許さるべき こ 

とで ある。 人間の 有する 本能 も 亦 大自然の 本能の 一部な の だから。 然し こ& まで 私の 考察 を 書き 進めて 來 ると、 

私 は それ を 特殊な 名に よって 呼ぶ の を 便利と する。 

人^によ つて 切り取られた 本能 —— それ を 人 は 一 般に 愛と 呼ばない だら うか。 老子が 道の 道と すべき は 常の 道 

にあら すと いった その 道 も 或は この 本能 を 意味す るの かも 知れない。 孔子が 忠信の みとい つた その 忠信 も 或は こ 

れを 意味す るの かも 知れない。 釋 尊の 菩提心、 ヨハネの a ゴス、 その他 無數 の名稱 はこの 本能 を 意味すべく 構 出 

された ものである かも 知れない。 然し 私 は 自分の 便宜の 爲 めに 假 りに それ を 愛と 名 づける。 愛に は、 本能と 同じ 

やうに 旣に 種々 な 不純な 屬 性的 意味が 膠着して ゐる けれども、 多くの 名稱の 中で 最も 專門 的で なく、 且つ 比較的 

に^!！ 1 的な 内容 を その 一 一 一一 n 葉 は 含んで ゐる やう だ。 愛と い へば 人 は 常識的に それが 何 を 現 はす かを朧 ろげ ながらに 

知って ゐる。 

愛 は 人^に 現 はれた 純粹な 本能の 働きで ある。 然し 概念的に 物事 を考 へる 習惯に 縛られて ゐる 私達 は、 愛と い 

ふ 重大な 問題 を 考察す る 時に も、 極めて 習慣 的な 外面 的な 概念に 捕 へられて、 その H; 相と は往々 にして 對角線 的 

にかけ へだ & つた 結論に 達して ゐる こと はないだら うか。 

人 は 愛 を 考察す る 楊 合、 他の 場合と 同じく、 愛の 外面 的 表現 を觀 察する ことから 出發 して、 その 本質 を 見 窮め 

ようと 試みない だら うか。 ボ I 口 は その 書翰の 中に 愛 は r 惜 みなく 與へ」 云々 といった、 それ は 愛の 外面 的 表現 

を遣憾 なくい ひ 現 はした 言葉 だ。 愛する 者と は與 へる 者の 事で ある。 彼 は 自己の 所有から 與へ 得る 限り を與 へん 

とする。 哎 から は 今まであった ものが 失 はれて、 見た所 貧しく はなる けれども、 その 爲 めに は 彼は薆 へない のみ 


か、 却って 欣^し 雀躍す る。 これ は 疑 ひもな く 愛の 存 する 所に は何處 にも 觀 察される 現象で ある。 實際 愛する も 

の &心现 と行爲 との 特徴 は 放射す る ことで あり 與 へる こと だ。 人 はこの 現象の 觀 察から 出發 して、 愛の 本 を歸 

納 しょうと する。 而 して 直ちに、 愛と は與 へる 本能で あり 放射す る H ネル ギ ー であると する。 多くの 人 は^ 察 を 

こ、 に 限り、 愛の 體驗を 十分に 嗨 みしめ て 見る こと をせ すに、 逸早く この 觀念を 受け入れ、 その上に 各自の 人生 

^を 築く。 この 觀念は 私達の 道徳の 大黑注 として 認められる。 愛他主義の 倫理 觀が 構成され る。 而 して 人間 生活 

に^ける：^ も^ 高な 行爲 として 犠牲と か獻 身と かいふ 德 行が 高調され る。 而 して 更に この 觀 念が、 利己主義の^ 

所 を 術 くべき： も 鋭利な 武器と して 考 へられる。 

さう 思 はれる こと を 私 は 一 概に 排斥す る もので はない。 愛が 智的 生活に 持ち 來 たされた 場合に は、 さう 結論され 

るの は 自然な こと だ。 智的 生活に あって は 愛 は理智 的に のみ 考察され るが 故に、 それ は 決して 生活の 內部 にあって 

働く ま- の 姿で は 認められない。 愛 は 生活から 假 りに 切り放されて、 一 つの 固定 的な 現象と しての み觀 察される。 

^は ビ现 が 愛の 周圍 I それ はいかに 綿密で あらう とも —— のみ を廻轉 し圍繞 して ゐる。 理智 的に その 結論が 

如何に W 匝で 正確で あらう とも、 それが 果して 本能なる 愛の 本體を 把握し 得た 結論と いふ ことが 出來る だら うか。 

木 能 を把捤 する ために は、 本能 を その 純粹な 形に 於て 理解す るた めに は、 本能 的 生活 中に 把握され る 外に 道 は 

ない。 體驗 のみが それ を 可能に する。 私の 體驗 は、 縦し それが 貧弱な もので あらう とも I 愛の 本質 を、 與 へる 

木 能と して 感 する ことが 出來 ない。 私の 經驗が 私に 告げる 所に よれば， 愛は與 へる 本能で ある 代りに 奪 ふ 本能で 

あり， 放射す る ェ ネル ギ ー である 代りに 吸引す る エネ ルギ ー である J 

他の ためにす る 行爲を 利他主義と いひ、 己れ のために する 行爲を 利己主義と いふの なら、 その 用語 は正當 であ 

る。 何 故なら ば 利 するとい ふ 一一 一一 口 葉 は 行爲を 表現すべき. 言葉 だからで ある。 然し 倫理 學が 定義す る やうに、 他の た 

^みなく 愛 は 奪 ふ  ニー】 
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めに せんとす る 衝動 若しくは 本能 を 認めて、 これ を 利他主義と いひ、 己れ のために せんとす る 衝動 若しくは 本能 

を 、一十-張して これ を 利己主義と い ふの なら、 そ の 用語 は 正鵠 を 失して ゐる。 それ は當然 愛他主義 愛己 主義と い ふ 言 

葉で 喾き 改められなければ ならない もの だ。 利と 愛との 兩語が 自明 的に 示す が 如く、 利 は行爲 或は 結 菜 を 現 はす 

一一 一 n 葉で、 愛 は 動機 或は 原因 を 現 はす 言 槳 である からだ。 こ の 用語の 錯誤が 偶-愛の 本質と 作用と に對 する 混同 を 

暴露して はゐ ないだら うか。 卽ち人 は 愛の 作用 を 見て^ち に その 本質 を揣 摩し、 これに 對 して 本質に のみ 名づく 

べき 名 稱を與 へて ゐ るので はない か。 又 人 は 愛が 他に 働く 動向 を 愛他主義と 呼び、 己れ に 働く 動向 を 利己主義と 

呼ぶなら はし を 持って ゐる。 これ も 偶ぶ 人が 一 種の 先入 僻見 を 以て 愛の 働き 方 を 見て ゐる 證據に はならない だら 

うか。 一 一 つ の 首 葉の 中、 物質的な 聯想の 附帶 する 言葉 を 己れ へ の 場合に 用ゐ、 精神的な 聯想 を 起す 言葉 を 他 へ の 

^合に 用 ゐてゐ るの は、 恐らく 愛が 他 を 益す る 時 その 作用 を完 うし 得る とい ふ旣 定の觀 念に 制せられて ゐ るの を 

現 はして ゐる やう だ。 この 愛の 本質と 現象との 混淆から. 私達の 理解 は 思 ひも よらぬ 迷宮に 迷 ひ 込む だら う。 

一六 

愛 を傍觀 して ゐ すに、 實感 から 潜り こんで、 これまで 認められて ゐた觀 念が K しいか 否か を撿證 して 見よう。 

私 は 私自身 を 愛して ゐ るか。 私 は 躊躇す る ことなく 愛して ゐろと 答へ る ことが 出來 る。 私 は 他 を 愛して ゐる 

か。 これに 肯定的な 答へ を 送る ために は、 私 は 或る 條 件と 限度と を附 する こと を 必要と しなければ ならぬ。 他が 

私と 何等かの 點で 交涉を 持つ にあら ざれば、 私 は 他 を 愛する ことが 出来ない。 切實 にい ふと、 私 は 己れ に對 して 

この 愛を感 する が 故にの み、 己れ に 交涉を 持つ 他 を 愛する ことが 出來 るの だ。 私が 愛すべき 已れの 存在 を 見失つ 

た 時、 どうして 他との 交涉を 持ち 得よう。 而 して 交渉な き 他に どうして 私の 愛が 働き 得よう。 だから 更に 切實に 


いふと、 他が 何等かの 狀態に 於て 私の 屮に攝 取され た e- にの み、 私 は 他 を 愛して ゐ るの だ。 然し 已れの 中に 攝取 

された 他 は、 本 常 をい ふともう 他で はない。 明かに 己れ の 一部分 だ。 だから 私が 他 を 愛して ゐる揚 合 も、 本質的 

にい へば 他 を 愛する ことに 於て 己れ を 愛して ゐ るの だ。 而 して 己れ をのみ だ。 

仉し 己れ を^す ると は 3： 事 を 示す ので あらう、 私 は 己れ を 愛して ゐる。 そこに は 聊かの 虚飾 もな く 誇張 もない。 

乂 それ を 倣^な 云 ひ 分と もす る こと は出來 ない。 唯 あるが ま \ を あるが ま、 に. &し 出た に過ぎない。 然し 私が 私 

n^T をい かに 深く いかによ く 愛して ゐ るか を贫 察する と 問題 はおの づ から 別になる。 若し 私の 考 へる 所が 謬って 

ゐ ないなら、 これまで 一般に 認められて ゐた 利己主義なる もの は、 極めて 功利的な、 物質的な、 外面 的な 立場から 

のみお 察されて はゐ なかったら うか。 卽ち 生物 擧の 自己保存の 原則 を 極めて 安價 に^ 定 して、 それ を 愛己の 本能 

と^び 忖け たもので はなかったら うか。 「生物 發 達の 狀態を 研究して 見る と、 利己主義 は 常に 利他主義 以上の 力 を 

以て 働いて ゐる。 それ を 認めない 譯には 行かない」 といった スべ ンサ ー の 生物 一 般に對 して の 漫然たる 主張が、 何 

といっても 利，」 主^の 理解に 對 する 基調に なって ゐ はしない だら うか。 その 主張が 全 事實の 一部 をな す もの だと 

いふ こと を 私 も 認めない 譯 ではない。 然し それだけで 滿 足し 切る こと を、 私の 本能の 要求 は 明かに 拒んで ゐる。 

私の 生活 動向の 屮に は、 もっと 深く もっとよ く 己れ を 愛したい 欲求が 十二分に 潜んで ゐる ことに 氣づ くの だ。 私 

は 叫かに. E 己の 保苻が 保障され た^けで は 飽き 足らない。 進んで 自己 を 押し 擴げ、 自己 を充寶 しょうと し、 而し 

て^ 識的 にせよ、 無^識的 にせよ、 休む 時な くその 願望に 驅り 立てられて ゐる。 この 切實な 欲求が、 かの 功利的 

な 利己 主 雜と问 一 水 ^ にお かれる こと を 私 は 返け なければ ならない。 それ は 愛己 主義の 意味 を 根本的に 破壞 しょ 

うとす る 恐るべき 傾向で あるから である。 私の 愛己 的 本能が 若し 自己保^: にの みあるならば、 それ は. E 己の 平安 

を 希求す る ことで、 智的 生活に 於け る 欲求の 一形 式に しか 過ぎない。 愛 は 本能で ある。 かくの 如き 境地に 滿 足す 
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る譯 がない。 私の 愛 は 私の 中に あって 袋 上の 生長と 完成と を 欲する。 私の 愛 は 私自身の 外に 他の 對象を 求め はし 

ない。 私の 侗性 はかくして 生長と 完成との 道程に 急ぐ。 然 らば 私 はどうして その 生長と 完成と を 成就す るか。 そ 

れは奪 ふこと によって^ ある。 愛の 表現 は惜 みなく 與 へる おらう。 然し 愛の 本 體は惜 みなく 奪 ふ もの だ。 

アミ ィパが 觸指を 出して 身 外の贪 锊を 抱へ こみ、 やがて それ を 己の 蛋白 素 中に 同化し 終る やうに、 私の 個性 

は 絶えす 外界 を 愛で 同化す る ことによって のみ 生長し 完成して ゆく。 外界に 侗 性の 貯藏物 を 投げ 與 へる ことによ 

つて 完成す る もので はない。 例へば 私が 一 羽の 力 ナリヤ を 愛する としょう。 私 は その 愛の 故に、 美しい 籠と、 新 

蚱 な 食餌と、 やむ 時な き 愛撫と を與 へる だら う。 人 は、 私の この 愛の 外面の 現象 を 見て、 私の 愛の 本質 は與 へる 

ことに 於ての み 成り立つ と速斷 する こと はないだら うか。 然し その 推定 は 根柢 的に 的 を は づれた 悲しむべき 誤謬 

なの だ。 私が その 小 ^ を 愛すれば 愛する 程、 小鳥 はより 多く 私に 攝 取され て、 私の 生活と 不可避 的に 同化して し 

まふの だ。 唯 いつまでも 分離して 見える の は、 その外 面 的な 形態の 關係 だけで ある。 小鳥の しば 鳴きに、 私 は 小 

は1 と共に 或は 喜び 或は 悲しむ。 その 時 喜びな り 悲しみな り は 小 烏の ものである と共に、 私に とって は 私自身の も 

の だ。 私が 小鳥 を 愛すれば 愛する ほど、 小鳥 はより 多く 私 そのもの である。 私に とって は 小鳥 はもう 私 以外の 存 

在で はない。 小 烏で はない。 小鳥 は 私 だ。 私が 小鳥 を活 きる の だ。 (闩 he  little  bird  is  myself,  and  I live  a  bird) 

"I  live  a  bird- …… 英語に はこの 適切な 愛の 發想 法が ある。 ^しこの 表現 をうな づく 人が あったら、 その 人 は 確 

かに 私の 意味しょう とする 所 をうな づ いて くれる だら う。 私 は 小鳥 を 生きる の だ。 だから 赵は 美しい 籠と、 新鮮 

な 食餌と、 やむ 時な き 愛撫と を 外物に 惠み與 へた 覺ぇ はない。 私 は 明かに それらの もの を 私自身に 與 へて ゐ るの 

だ。 私 は 小鳥と その 所有物の 凡て を殘す 所な く 外界から 私の 侗 性へ 奪 ひ 取って ゐ るの だ。 見よ 愛 は 放射す る H ネ 

ルギ ー でもなければ 與 へる 本能で もない。 愛 は 掠奪す る 烈しい 力 だ。 與へ ると 見る の は、 愛 者 被 愛 者に 直接の 交 


^のない 第三者が、 愛する もの \ 愛の 表現 を 極めて 外面 的に 觀 察した 時の 結論に 過ぎない の を 知る だら う。 

かくて 愛の 木 能に 從 つて、 私 は 他 を 私の 中に 同化し、 他に 愛せら る \ ことによって、 私 は 他の 屮に 投入し、 私 

と 他と は卷 組の 經絳の 如く、 そこにお のづ から 美しい 生活の 紋様 を 織りな して 行く の だ。 私の 侗 性が よりょく、 

より 深くな り 行く に從 つて、 よりよ き 外界 はより 深く 私の 侗 性の 中に 取り込まれる。 生活 全體 の實績 はかくの 如 

くして 始めて 成就す る。 そこに は犧牲 もない。 又 義務 もない。 唯 感謝すべき 特權 と、 ほ& 笑まし ぃ飽滿 とが ある 

ばかり だ。 

一七 

n を^げ て 兌る もの、 それ は 凡てが 祌祕 である。 私の 心が 平生の 立場から ふと 視角 を かへ てゐる 時、 私の 目前 

に n かれる もの はた^ 驚異すべき 神祕が あるば かりだ。 然しながら 現實の 世界に 執着 を遛き 切った 私に は、 か、 

る神祕 は祌祕 でありながら あたり 前の 事實 だ。 私 は 小兒の やうに 常に 驚異の 眼 を 見張って ゐる こと は出來 なくな 

つた。 その 現寶 的な、 散文的な 私に も， 愛の 働きの みは 近づきが たき 祌祕な 現 はれと して 感ぜられる。 

愛 は 私の 個性 を^く むた めに 外界から 奪 ひ 取って 來る。 けれども その 爲 めに 外界 は寸 毫も 失 はれる ことが な 

い。 例へば 私 は 愛に よって 力 ナリヤ を 私の 哀に奪 ひ 取る。 けれども 力 ナリヤ は 奪 はる \ ことによって 幸； I に はな 

ろと も 不幸 福に はならない。 かの 小 ^ は少 くと も 物質的に 美しい 籠 (それ は 醜い 篛に あるよりも 確かにい k こと 

だら う) と 新鮮な 食餌と を 以て 富ませられる。 物質の 法則 を 超越した この 祌祕は 私 を 存分に 驚かせ 感傷的に さへ 

する。 愛と いふ 世界 は 何とい ふい-世界 だら う。 そこで は 白晝に 不思議な 魔術が 絶えす 行 はれて ゐる。 それ を 見 

：寸る ことによって 私 は 凡ての 他の 祌祕を 忘れよう とさへ する。 私 はこの 賜物 一 つ を 持ち 得る ことによって、 凡て 
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の^ 在に しみ^-とした 感謝の念 を 持たざる を^ない。 

愛は與 へる 本能 をい ふの だと 主張す る 人 は、 恐らく 私の この 揚言 を閜 いて 哂ひ 出す だら う" お前の いふ こと は 

夙の 昔に 私が 一一 一一 口 ひ 張った 所 だ。 愛は與 へる ことによって 二倍す る、 その 不思議 を 知らない のか。 愛 を與 へる もの 

は 奥へ るが 故に 富み、 愛 を 受ける もの は 受ける が 故に 富む。 地球が 十 口い ほど 古い この 眞现 をお 前 は 今まで 知らな 

いで ゐた のか、 と。 

私 は それ を 知らないで はない。 然し 私 は その 投言に は 一 つの 條件を 置く 必要 を感 する。 愛が 與 へる ことによ つ 

て 二倍 するとい ふ 現象 は、 愛する ものと 愛せられ たる ものとの 間に 愛が 相互 的に 成り立った 場合に 限る の だ。 若 

しその 愛が 完全に 受け取られた 場合に は、 その 愛の 惠 みは 確かに 二倍す る だら う。 然し 愛せられる ものが 愛する 

ものの ある こと を 知らなかった 時 はどう だ。 或は それ を 斥けた 時 はどう だ。 それでも 愛 は 二倍され てゐる 事と 感 

十る ことが 出來 るか。 それ は  一 i! 感情的な 自 觀の假 想に 過ぎない ので はない か。 或は 人工的な 神祕 主義に 强 ひて 

一 般 的な 考 へ を 結び付け て 考 へ る 結 菜に 過ぎな いので はない か。 

若し 愛が 片務 的に 動いた 揚 合に、 愛する とい ふこと を 恩惠を 施す とい ふ 如く 考 へて ゐる 人に は、 愛する とい ふ 

行爲に 一 種の 自己 滿足 を感 する が 故に、 愛する 人の 受ける 心の I〉 かさ は 二倍に なると 主張す るなら、 それ は 愛の 作 

用 を沒我 的で なければ ならぬ と强言 する 愛他主義者 として は ある まじき こと だとい はねば ならぬ。 その 時 その 人 

は 愛する ことによって 明かに 報酬 を 得て ゐ るからで ある。 報酬 を 得て (それが 人からで あらう と、 神からで あらう 

と)、 ^しく は 報酬 を 得る こと を 期待し 得て する 仕事が 何で 愛他主義 であらう ぞ。 何で 他に 殉 する 心で あらう ぞ。 

愛する の は 自分の ためで はなく、 他人の ためだと 主張す る 人 は、 先づ この 邊の心 持 を 僻見な く 省察して 見る 必要 

が あると 思 ふ。 彼等 はよ く 功利主義々々々々 といって 報酬 を 目 あてに する 行爲を 蛇蝎の 如く 忌み 悪んで ゐ る。 然 


ろに 彼等 n 身の 行 はや 心 持に もさう した 倾向 は^られ ないだら うか。 その 報酬に 對 する 心 持が 遠 ふ。 それに 比べ 

ものに ならぬ 程 凡 下の 功利、 王^より 高 尙 だとい はう か。 私に はそんな 心 持 は 通じない。 高尙 だとい へ ぱい ふ 程 そ 

れが うそに 兌え る。 非常に 巧みな， 而 して 狡猾な 假 面の 下に 隠れた 功利主義 としか 思 はれない。 物 ぼ 的で ない に 

せよ、 純粹 に精祌 的で あ， るに せよ (そんな 表面的な 區別は 私に は本當 は^ 用 しないが、 假り にある 人々 の 主張す 

る や うな：：：：：： 葉^ ひに なら つて)、 何等か の 報酬が 想像され て ゐ る 行爲に 何の 獻 身ぞ、 何の 犧牲 ぞ。 若し 偽善と い ひ 

^ベ くんば、 これ こそ 大 それた 忌 はしい 偽善で はない か。 何故なら 當然 期待 さるべき 功利的な 結果 を、 彼等 は 知 

らぬ 顔に 少しも 功利的で ない もの-如くに 主張す るから だ。 

或はい ふか も 知れない。 愛する とい ふこと は 人問內 部の 至上命令 だ。 愛する 時人 は 水が 俾 きに 流れる が 如く 愛 

する。 そこに は 何等 報酬の 豫想 など はない。 その 結 粟が どうで あらう とも 愛する 者 は 愛する の だ。 これ を 以て か 

の 報酬 を：：： 的に して 行爲を 起す 功利主義者と 同一視す るの は、 人の 心の 絡 妙の 働き を 知らぬ ものおと。 私 は それ 

を 脆 たと 思 ふ。 一度 愛した 經驗を 有する もの は、 愛した 結 架が 何んで あるか を 知って ゐる、 それ は 不可避 的に 

何^かのお 味の 璲得 だ。 一 鹿 この 經驗を 有った もの は、 再び 自分の 心の 働き を 利他主義 などと は 呼ばない 喾 だ。 

他 に^する 心な どと はい はない 喾だ。 さう いふ こと は あまり 勿體 ない ことで ある。 

せ は，：：： 巳への 獲得で ある。 愛は惜 みなく^ ふ もの だ。 愛せられる もの は 奪 はれて はゐ るが、 不思議な ことに は 

何物も^ はれて はゐ ない。 然し 愛する もの は必す 奪って ゐる。 ダンテが 少年の 時 ビヤ トリ スを 見て、 世の常 ならぬ 

ベ-いおい g した。 その後 彼 は 長く ビヤ トリ スを 見る ことがなかった。 而 してた^ 一度あった。 それ はフ a レンスの 

街 上に 於て だった。 ビヤ トリ スは 一 人の 女 伴れ と共に 紅い 花 を もって ゐた。 而 して ダンテの 挨拶に 對 してし とや 

かた ^釋を 返して くれた。 その後 ビヤ トリ スは 他に 嫁いだ。 ダンテ は その 婚姻の 席に 列って 激情の あまり 卒倒し 
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た。 ダンテ は その 時 以後 彼の 心の奥の 愛人 を 見る ことがなかった。 而 して ビヤ トリ スは 凡ての 美しい もの & 運命 

に 似合 はしく、 若く して この 世 を 去った。 文獻 によれば ビヤ トリ スは 切なる ダンテの 熱愛に 觸れる ことなくして 

世 を 終ったら しい。 ダンテの 愛 は ビヤ ト リスと 相互 的に 通 ひ 合はなかった (愛 は 相互 的に のみ 成り立つ とのみ 考 

へる 人に こ&に 注意して ほしい) 。ダンテ だけが、 秘めた 心の中に 彼女 を 愛した。 しかも 彼 は 空しかった か。 ダン 

テ はいかに ビヤ ト リスから 奪った こと ぞ。 彼 は 一 生の 間 ビヤ トリ スを 浪費して なほ 餘る程 この 愛人から 奪って ゐ 

たで はない か。 彼の 生活 は 寂しかった。 骯髒 であった。 然しながら 强く 愛した ことのない 人々 の 淋し さと 比べて 

見たならば それ は 何とい ふ 相違 だら う。 ダンテ は その 愛の 獲得の 飽滿さ を 自分 一 人で は 抱へ きれす に、 「新生」 と 

して 「祌 曲」 として 心外に 吐き出した。 私達 は ダンテの この 飽滿 からの 餘剩 にい かに 多くの 價値を 蹬 くこと ぞ。 

ホ ヰット マン も 嘗て その 可憐な 卽興 詩の 中に 「自分 は 嘗て 愛した。 その 愛は酬 いられなかった。 私の 愛 は 無益に 

終ったら うか。 K% 私 は それによ つて 詩 を 生んだ」 と 歌って ゐる。 

兑ょ、 愛が いかに 奪 ふか を。 愛は侗 性の 飽滿 と自. H と を 成就す る ことにの み 全力 を盡 して ゐ るの だ。 愛 は 嘗て 義 

務を 知らない 。犠牲 を 知らない。 獻身を 知らない 。奪 はれる ものが 窀 はれる こと を ゆるしつ- r あらう とも あるまい 

とも、 それらに 煩 はされ る ことなく 愛 は 奪 ふ。 若し 愛が 相互 的に 働く 場合に は、 私達 は爭 つて 互 に 互 を 奪 ひ 合 ふ。 

決して 與へ合 ふので はない。 その 結^、 私達 は 互に 何物 を も 失 ふこと がな く 互に 獲得す る。 人が 通常い ふ 愛する 

もの は 二倍の 惠みを 得る と はこれ をい ふの だ。 私は豫 期す ると ほりの 獲得に 對 して 歡 喜し、 有頂天になる。 而し 

て 明かに その 獲得に 對 して 感激し 感謝す る。 その 感激と 感謝と は 偽善で も 何でもない。 あるべ かりし ものが あつ 

たにつ いての 人の 有し 得る おの づ からの 情で ある。 愛の 感激 ：.：• 正しくい ふと この 外に 私の 生命 はない。 私 は 明 

かに 他 を 愛する ことによって、 凡て を 自己に 取り入れて ゐ るの を 承認す る。 若し 人が 私 を 利己主義者と 呼ばう と 


ならば、 私 はさう 呼ばれる の を 妨げない。 若し 必要ならば 愛 他 的 利己主義者と 呼んでも かま はない。 苟も 私が 自 

發 的に 愛した 場合なら、 私 は必す 自分に 奪って ゐ るの を 知って ゐ るから だ。 

この 求心 的な 容赦な き 愛の 作 川 こそ は、 凡ての 生物 を 互に 結び付けさせた 因子で はない か。 野 獸を兑 よ、 如何 

に 彼等の 愛の 作 川 (桕棼 ふ狀) が 端的に 現 はれて ゐ るか を。 それが 人 問に 至って、 全く 反對の 方向 を 取る とい ふの 

か。 そんな^ が あり 得べき ではない。 た^ 人^ は nicety の 假而の 下に 自分 自ら を 瞞着しょう として ゐ るの だ。 而 

して 人^ はたし かに この 偽瞞の 天罰 を 被って ゐる。 それ は 野獸に はない、 人^にの み 見る 偽善の 出現 だ。 何故 愛 

を その 根柢 的な 本質に 於ての み考 へる ことが 惡ぃ の だ。 それ を その 木^に 於て 考 へる ことなしに は 人 11 の 生活に 

は 遂に 木 常の 進歩 創作 は 持ち 來 されない であらう。 

的 生活の 動向 はいつ でも 本能 を墮 落させ、 それ を 第二義 的な 狀 態に 於ての み 利用す る。 ^的 生活の 要求す る 

もの は 平安 無事で ある。 この 生活に あって は、 愛の 本質よりも その 現 はれが 必要で ある。 內 部の 要求 はさ も あら 

ば あれ、 兀に與 へ 合 ふ 事 さへ やれば、 それで 平安 は 保 たれて ゆく。 それ故に 倫理 道德は 義務と 獻 身との 德を 高調す 

る。 人 は 遂に この M.^ 的な 概念に あざむかれる。 而 して 愛の ない 所に、 愛が 行 ふのと 同じ 行 ひ をす る。 卽ち 愛の 極 

印な き 所有物 を 外界に 向って 恥 ぢるこ ともなく 放射す る。 けれども 愛の 極印の ない 所冇物 は、 一度 外界に 放射 さ 

れ ると、 またと は その 人に 返って 來 ない。 その 時 彼に とって は 行爲の 結果に 對 する 苦い 後味が 殘る。 その後 味 を 

ごまかす ために  >  彼 は 人の 爲 めに 社 會の爲 めに 義務 を^し、 獻 身の 行 ひ をした とい ふ； 1 めの 心になる。 而 して そ 

こに^るべからざる 誇り を 感じよう とする。 社會 はかくの 如き 人の 動機の 如何 は 顧慮す る ことなく、 直ちに 彼に 

0 へ るのに 社^: 人類の 恩人の 名 を 以てする。 それに は智的 生活に あって は獎勵 的に さう する のが 便利 だから だ。 

そんな 人 はそんな 事は齒 牙に かける に 足らない ことの やうに 云 ひもし 思 ひもしながら、 衷心 の滿ち 足らな さから、 
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知らす/ \ それ を 齒 牙に かけて ゐる。 かくて その 人 は 愛の 逆用から 來る 冥罰 を 表面的な 概念と 社會の 賞讃 によつ 

て ゆ， 抹し、 社會は その 人の 表面的な 行爲 によって 平安 をつな いで 行く。 かくて その 結 菜 は 生命と 關係 のない 物^ 

的な 鼷芥 となって、 ^活の 路上に 醜く 堆積す る。 その 堆積の 餘弊は 何んで あらう。 それ は 誰でも 察し 得る 如く 人 

^そのもの 、死で はない か。 

一八 

愛は侗 性の 生長と 自. H とで ある。 さう お前 はい ひ 張らう とする が、 と 又 或る人 は 私に いふ だら う。 この 世の中 

に は 他の^め に 自滅 を敢 へ てす る 例が いくらでも あるが それ を どう 见 ようとす るの か。 人 問までに 發 達 しない 勁 

物の 巾に も 相 冗 扶助の 現象 は 兑られ るで はない か。 お前の 愛己 主義 は それ を どう 解釋 する 積り なのか。 その 場合 

にもお^ は 絕對愛 他の 現象の ある こと を 否定しょう とする のか。 自己 を滅 してお 前 は^もの を 自己に 璲 得しよう 

とする の だ。 と 或る人 は 私に 問 ひ 詰める かも 知れない。 科舉 的な 立 楊から 愛を說 かう とする 愛己 主義者 は、 自己 

保^の ー變 態と 兌るべき 種族 保存の 本能なる ものに よって この 難題に 當 らうと して ゐる。 然し それ は 愛他主義者 

を 存分に 滿 足させない やうに、 义私 をも滿 足させる 解釋 ではない。 私 はもつ と 遠った 視角から この 現象 を 見なけ 

れ ばなら ぬ。 

愛が その 飽く ことなき 掠奪の 手 を 擗げる 烈し さは- 習惯 的に、 なまやさしい ものとの み 愛 を考へ 馴れて ゐる人 

の 想像し 得る 所ではない。 本能と いふ 曾 葉が 誤解 を まねき 易い 屬性 によって 煩 はさ はれて ゐる やうに、 愛と い" 

言葉に も 多くの 歪んだ 意味が 與 へられて ゐる。 通常 愛と いへば、 すぐれて 優しい 女性的な 感情と して 昆ら れてゐ 

はしない か。 好んで 愛 を 語る 人 は、 頭の 軟 かな セン ティ メン タリ ストと 取られる おそれが あり はしまい か。 それ 


は 然し 愛の 本質と は 極めて かけ 離れた 考へ 方から 起った 危險な 誤解 だとい はなければ ならぬ。 愛 は 優しい 心に 宿 

りおく は ある。 然し 愛 そのもの は 優しい もので はない。 それ は 烈しい 容赦の ない 力 だ。 それが 人 問の 生活に 赤裸 

のま、 現 はれて は、 却って^お の 調子 を 崩して しま ひ はしない かと 思 はれる ほど 容赦の ない 烈しい 力 だ。 思へ、 た 

だ假 初めの 戀 にも 愛人の 頰 はこけ るで はない か。 た^い さ.^ かの子の 病に も、 その 母の 眼 はくぼむ ではない か。 

侗性は その 生長と 自. S とのた めに、 愛に よって 外界から 奪 ひ 得る もの &凡 てを^ ひ 取らう とする。 愛 は 手近い 

所から その^ 業 を 始めて、 右往左往に 戰利品 を 運び 歸る。 個性が 强烈 であれば ある 程、 愛の 活動 も 亦 s ざまし い。 

おし 私が 愛する もの を 凡て 奪 ひ 取り、 愛せられる ものが 私 を 凡て 奪 ひ 取る に 至れば、 その 時に 二人 は 一人 だ。 そ 

こに はもう 鸾 ふべき 何物 もな く、 奪 はるべき 何者 もない。 

だから その 場合 彼が 死ぬ こと は 私が 死ぬ こと だ。 殉死と か 情死と か はかくの 如くして 極めて 自然で あり 得る こ 

とだ。 然し 二人の 愛が 互に 完全に 奪 ひ 合 はないで ゐる 場合で も、 若し 私の 愛が 强烈に 働く ことが 出来れば、 ^の 

^^は 益よ 擴張 する。 而 して 或る 世界が I 時 11 と签 n を さへ 撥 無す る ほどの 擴 がり を 持った 或る 世界が I 侗 

性の 屮 にしつ かりと SJ 立され る。 而 して その 世界の 持つ 飽く ことなき 鏔充 性が、 これまでの 私の 習惯を 破り、 生 

活を變 へ、 遂に は 弱い、 はかない 私の 肉體を 打壞 する の だ。 破裂 させて しま ふの だ。 

難 者の いふ 自滅と は 畢竟 何 を さすの だら う。 それ は單に 肉體の 亡滅を 指す に過ぎない ではない か。 私逑は 人^ 

である。 人 W は必す いっか 死ぬ。 何時か 肉體が 亡びて しま ふ。 それ を 避ける こと はどうしても 出來 ない。 然し 難 

お が、 私が 愛した が 故に 死なねば ならぬ 場合、 私の 侗 性の 生長と 自. S とが 失 はれて ゐ ると 考へ るの は 間遠って ゐ 

る。 それ は 個性の 亡失で はない。 肉 體の破 減 を 伴 ふまで 生長し 0 由に なった 個性の 擴充を 指して ゐ るの だ。 愛な 

きが 故に、 侗性 の充實 を 得 切らす に定 命なる もの を 繋いで 死， なねば ならぬ 人が ある。 愛 あるが 故に、 侗 性の 充^: 
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を (元う して 時なら ざるに 死ぬ 人が ある。 然しながら 所謂 定 命の 死、 不時の 死と は 誰が 完全に 決める ことが 出來る 

の だ。 愛が 完 うせられた 時に 死ぬ， 卽ち侗 性が その 轔充性 をな し 遂げて なほ 餘り ある 時に 肉體を 破る、 それ を 定 

命の 死と いはないで 何處に 正しい 定 命の 死が あらう。 愛した もの ヒ死 ほど 心安い 潔い 死 はない。 その他の 死 は 凡 

て 苦痛 だ。 それ は 他の 爲 めに 自滅す るので はない。 自滅す る もの、 個性 は 死の 瞬間に 最上の 生長に 達して ゐ るの 

だ。 卽ち 人間と して 薆ひ 得る 凡ての もの を 奪 ひ 取って ゐ るの だ。 侗 性が 充實 して 他に 何の 望む ものな き 境地 を 人 

は假 リに沒 我と いふに 過ぎぬ。 

この 事 實を思 ふに つけて、 いつでも 私に 深い 感銘 を與 へる もの は、 基督の 短い 地上 生活と その 死で ある。 無學 

な 漁夫と 稅 吏と 娼婦と に圍繞 された、 人 眼に 遠い その 三十 三年の 生涯に あって、 彼 は 比類な く 深く 善い 愛の 所有 

者で あり 使役 者であった。 ra: 十日 を 荒野に 斷 食して 過した 時、 彼 は 貧民 救濟 と、 地上 王國の 建設と、 奇蹟 的 能力の 

修得 を 以てい ざな はれた。 然し 彼 は 純粹な 愛の 事業の 外に は 何物 をも擇 ばなかった。 彼 は智的 生活の 爲 めに は、 

卽ち 地上の 平安の 爲 めに は 何事 をも敢 へて なさなかった。 彼 は その 母 や 弟と は 不和に なった。 多くの 子 を その 父 

から 反 かせた。 ユダヤ 國 を攪亂 する おそれに よって その 愛國者 を 怒らせた。 では 彼 は 何 をした か。 彼 は その 無上 

愛に よって 三世に 亙っての 人類 を 自己の 內に攝 取して しまった 。それだけが 彼の 已 むに 已 まれぬ 事業だった の だ G 

彼が 與 へて 與 へて やまなかった 事實 は、 彼が 如何に 個性の 擴 充に滿 足し、 自己に 與 へる こと を 喜び としたか を證 

據 立てる ものである。 r 汝 自身の 如く 隣人 を 愛せよ」 といった の は 彼ではなかった か。 彼 は 確かに 自己 を 愛する そ 

の法悅 をし み， <\ と 知って ゐた 最上 一人と いふ ことが 出來 る。 彼に 若し、 その 愛に よって 衆生 を攝 取し 盡 したと 

いふ 意識がなかったなら、 どうして あの 目前の 生活の 破壞 にの み圍 まれて 晏如 たる ことが 出来よう。 而 して 彼 は 

「汝等 も 亦 我に ならへ」 といって ゐる。 それ はこの 境界が 基督 自身の もので はなく、 私達 凡 下の 衆 も 亦 同じ 道 を 歩 


み^ろ こと を， 彼 n 身が 證： 一一 i" して くれたの だ。 

やがて^^: が 肉 照 的に 滅びねば ならぬ 時が 來た。 彼 は 苦しんだ。 それに 何の 不思議が あらう。 彼 は 自分の 愛の 

W 象 を、 眼 もて 兑， 邛 もて 問き、 乎 もて 觸れ 得なくなる の を 苦しんだ に遨 ひない。 又 彼の 愛の 對 象が、 彼 ほどに 

^の 力 を 理解し 得ない の を 苦しんだ に逮 ひない。 然し 最も 彼 を 苦しめた もの は、 彼の 愛が その 掠奪の 事業 を 完全 

に 成就した か 否か を 迷った 瞬^に あつたで あらう。 然し 遂に 最後の 安心 は來た 【父よ (父よ は 愛よ である) 我れ わ 

がな を 汝に娄 ぬ」。 而 して 本當に 神々 しく、 その 辛酸に 瘦 せた 肉 體を， ^上の 滿 足の 爲 めに 脚の 下に 踏み 躪 つた。 

^^の^: S の何虚 に 雜務が あり、 犧牲が あるの だら う。 人は屢 i いふ、 基督 は冇ら ゆる もの を 犧牲に 供し、 救 

世 主たるの 義務の 故に、 凡ての 迫害と 窮乏と を 甘受し、 十字架の 死 を さへ 敢 へて 堪へ 忍んだ。 だからお 前 逹は基 

^の 受難に よって 罪から あがな はれた の だ。 お前 達 も 亦 彼に ならって、 犧牲獻 身の 生活 を 送らなければ ならない 

と。 私 は 私 一個と して 基督が 私達に 遣して 行った 生活 を かく考 へる こと はどうしても 出來 ない。 は與 へる こ 

と を や：： おとす る やうな 愛の 貧乏人で は 決してなかった の だ。 基督 は 私達 を旣に 彼の 屮に 奪って しまったの だ。 波 

は 私の^ に^いて いふ、 「基督の 愛 は 世の 凡ての 高き もの、 淸 きもの、 美しき もの を攝 取し^ した。 惡 しきもの、 

醜き もの も 又 私に 攝 取され て淨 化した。 眼 を 開いて 基督の 所有の 如何に 豐富 であるか を 見る がい &。 基^が 與へ 

几つ 施した と 兌え る もの 凡て は、 實は 凡て 基督 自身に 與へ 施して ゐ たの だ。 基督 は與 へざる 一 つの もの もない。 

しかも 何物 を も 失 はす、 凡て の もの を 得た。 この 大歡 喜に お前 も亦與 かるが い-。 基督のお 前に 耍求 すると ころ は 

た^この 一 つの 大事の みだ。 お前が 縱令 凡て を 施し 與 へようと も 永遠の 生命 を 失って ゐ たら それが 何になる。 お 

^は 偽^: 者 を 知って ゐ るか。 それ は 犧牲獻 身と いふ 美名 を むさぼって、 自己に 同化し 切らない 外物に 對 して 浪^; 

する 人 をい ふの だ。 自己に 同化し 切った ものに 施す の は卽ち 自己に 施す の だとい ふ、 世に も 感謝すべき 事 實を認 
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め^ない 程に、 愛の 隱れ家 を 見失って しまった 人の こと だ。 浪費の 後の 苦々 しい 後味 を、 强 ひて 笑 ひに まぎらす 

その 歪んだ 顔 付を兒 るが い i。 それ は 悲しい 錯誤 だ。 お前が 愛の 極印の ない もの を 施す の は  一^ 大きな 罪 だと 知 

らおば ならお 而 して 愛 S 印の ある も の は、 0$mm0fit 忠 I 犬 の やうに 章 

くお 前の 膝 許に 歸 つて 來るだ らう。 恐れる 事 はない。 事實は 遂に 傳說に 打 勝たねば ならぬ の だ」 と。 

本當 にさう だ。 私 は 愛 を 犧牲獻 身の 德を 以て 律 し^めて ゐて はならぬ。 愛 は智的 生活の 世界から 自由に 解放 さ 

れ なければ ならぬ。 この 發見は 私に とって は 小さな 發 見ではなかった。 小さな 弱い， 經驗 では あるが、 私の 兌た 所 

も^ 分に これ を 裏書きす る。 私が 創作の 衝動に 驅られ て 容赦な く 自己 を檢 察した 時、 見よ- そこに は 生 氣に充 ち 

滿 ちた 新しい 世界が 開展 された ではない か。 K 生活の 波澜に 乏しい、 孤 獨な道 を 踏んで 來た 私の 衷に、 S ひも か 

けす 多 數の侗 性を發 見した 時、 私 は 眼 を 見張って 驚かす に は ゐられ なかった ではない か。 私が 眼を据 ゑて i り 

なく 自己 を 兌つ めれば 見つめる ほど、 大きな 眞實な 人^ 生活の 諸相が 明瞭に 現 はれ 出た。 ^の 内部 こ充滿 して 

の 表現 を 待ち^んで ゐる この 不思議な 世界、 何 だ それ は。 私 は 今にして それが 何で あるか を 知る。 それ は 私の 祖 

先と 私と が、 愛に よって 外界から 私の 衷に 連れ込んで 來た、 謂 はぐ 愛の 捕 廃の 大きな 群れな の だ。 彼等 は 各 i 自 

身 2 一口 葉 を 以て 自^の 一生 を訴 へて ゐ る。 而 して 私の 心に さへ よき 準備が できて ゐ るなら ば、 それ を 聞き分け、 

n ルク s その ぼ 〈の 生命に 於て 苒 現す るの は 可能な ことで あるの を 私 は 知る。 私 は旣に 十分に 寺って ゐる。 藝術 a 

A の 素材に は 一 生か. - つて 表現しても なほ あり 餘る もの を 持って ゐる。 外界から 奪 ひ 取る 愛の 働き を 無視して 

は どうして この 明ら さまな 事 霣を說 明す る ことが 出來 よう ぞ。 しかも 私の 愛 はな ほ 足る こと を 知らす に 奪 はう 

として ゐる。 何ん とい ふ飽 くこと を 知らぬ 烈しい それ は 力 だら う。 

私達 を 貰く 本能の カ强 さ。 人間に 表 はれた にけ でも それ はかくまでに 力強い。 その 力の 總和 を考 へる こと は、 


^^の 思考力の はかな さ を 暴露す る やうな もので あらう けれども、 その 限られた 思考力に さへ、 それ は 限りなく 

偉大な、 執； 烈な ものと して 現 はれる ではない か。 

一九 

私 は 他 を 愛する 形に 於て 凡て を 私の 個性の 中に 奪って ゐる。 私 はより 正しき もの を 奪 ひ 取らん が爲 めに、 より 

善く、 より 深く 愛せねば ならぬ。 自己 を 愛する ことが 且つ 深く 且つ 善い に從 つて、 私 は 他から 何を攝 取し なけれ 

ばなら ぬか をより 明瞭に し 得る だら う。 

愛する 以上 は、 憎まねば ならぬ 一面の あるの を 忘れる ことが 出来ない、 愛憎の かなたに ある 愛、 さう いふ もの 

が ある だら うか。 憎 愛の 二 極 を 撥 無して、 陰陽 を 統合した 太 極と いふ やうな 形の 愛、 それ は 理論的に 考 へて 見ら 

れぬ でもない ことで は あるが、 かくの 如き ものが 果して 私達 人間の 生活 を 築き上げて ゆく 上に なくて はならぬ 重 

大問题 だら うか。 少く とも 私に は、 それ は 欲求で あり 得る 外 價値を 持って ゐ ない。 神の 世界に 於て は、 或は 超越 

的お 面に ゆの 世界に 於て は、 か&る こと は 捨てお かれぬ 喫緊事と して 考 へられねば ならぬ だら う。 然しながら 一 

简ハ人 としての 私に 取って は、 それよりも 大切な 事 は 私が 愛し 且つ 憎む とい ふ 動かす ことの 出来ない 嚴然 たる 

，^が あるば かりだ。 この 一見 矛盾した 二つの 心的 傾向の 共存 は、 私 を いらだ-せ 且つ 不幸に する。 何故ならば、 

私の 侗性 はいかなる 場合に も 純 一 無雜な 一 路 へとの み 志して ゐ るからで ある。 

然しながら よく 考 へて 見る と、 愛と 憎みと は、 相反 馳 する 心的 作用の 兩極を 意味す る もので はない。 憎みと は 

人^の 愛の 變 じた 一 つの 形式で ある。 愛の 反對は 憎みで はない。 愛の 反對は 愛しない こと だ。 だから、 愛しない 

場合に のみ、 私 は 何もの を も 個性の 中に 奪 ひ 取る ことが 出來 ない の だ。 憎む 場合に も 私 は 奪 ひ 取る。 それ は 私が 
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憎んだ 所の 外界と、 而 して 私が それに 對 して 擲 つたお くり ものと である。 愛する 場合に 於て は、 例へば 私が 飢ゑ 

た 人 を 愛して、 これに 一飯 を 遣った とすれば、 その 愛された 人と！ 釵とは 共に 還って 來て 私自身の 骨肉と なる だ 

らう。 憎しみの 場合に 於ても、 例へば 私が 私 を陷れ たもの を 憎んで、 これに 罵詈 を 加へ たと すれば、 憎まれた 人 

も、 その 醜い 私の 罵詈 も 共に 還って 來て 私の 衷に巢 喰 ふの だ。 それに は 愛に よっての 獲得と 同じ やうに 永く 私の 

衷 にあって 消え去る ことがない。 愛 は それによ つて、 不消化な 石ころ を 受け入れた 胃腑の やうな 思 ひ を させられ 

る。 私の 愛の 本能が 正しく 働いて ゐる 限り は、 それ は 愛の 衷に 溶け こます に、 いつまでも 私の 本質の 異分子の 如く 

に存績 する。 私 は 常住 それによ つて 不快な 思 ひ をし なければ ならぬ。 誰か 憎まない 人が あらう。 それ だから 人間 

として 誰か 悒黻な 眉 を ひそめない 人が あらう。 人間が 現 はす 表情の 中、 見る 人 を 不快に させる 悒鬱な 表情 は、 實 

に 憎みに よって 奪 ひ 取って 來た 愛の 鬼子が、 彼の 衷 にあって 彼 を 刺戟す るのに 因る ので はない か。 私 はよ くこの 

苦々 しい 悒隳を 知って ゐる。 それ は 人間が 辛うじて 到達し 得た 境界から 私が 一 歩 を退轉 した、 その 意識に よって 引 

き 起される の だら う。 多少で も 愛する ことの 樂 しさ を 知った 私 は、 憎む ことの 苦し さ を 痛感す る。 それ は いづれ 

も 本能の させる 業で は ある けれども、 愛する より 憎む ことが 如何に 樂 しからぬ もので あるか を 知って 苦しまねば 

ならぬ。 恐らく はよ く 愛する もの ほど、 强く 憎む こと を 知って ゐる だら う。 同時に 又 憎む ことの 如何に 苦しい も 

ので あるか を 痛感す る だら う。 而 して どうかして 憎ます にあり 得る ことに 對 して 骨 を 折る だら う。 

憎まない、 それ は 不可能の こと だら うか。 人間と して は 或は 不可能で あるか も 知れない。 然し 少く とも 憎惡の 

對象を 減す る こと は 出来る。 出 來る喾 であるの みならす、 私達 は 始終 それ を 勉めて ゐる ではない か。 愛と 憎みと 

が 若し 同じ 本能から 生れた ものである とすれば、 それ は必す 成就 さるべき もの だ。 如何なる もの も、 或る 視角 か 

ら 憎むべき ものなら ば、 他の 視角から 必す 愛すべき ものである ことに 私達 は氣附 くだらう。 こ \ に 一 つの 器が あ 


る。 若しも 私が その 器 を 愛さなかったならば、 私に 取って それ は 無い に 等しい。 然し 私が それ を 憎み はじめた な 

らば、 もう その 器 は 私と 厳密に 交涉を もって 來る。 愛へ はもう 一 歩に 過ぎない。 私 は その 用途 を 私が 考 へて ゐた 

より は 他の 方面に 用ゐる ことによって、 その 器 を 私に 役立てる ことが 出来る だら う。 その 時には 私の 憎み は、 も 

う 愛に 變 つてし まふ だら う。 若し 憎みの 故に その 器 を 取って 直ちに 粉碎 してし まふ 人が あつたと すれば、 その 人 

は 愛する ことに 於ても 亦 同様に 淺く しか 愛し 得ない 人 だ。 愛の 强ぃ 人と は 執着の 强. S 人 だ。 憎みの 場合に 於いて 

も、 か、 る 人の 悄 みは 深刻な 苦痛に よって 裏付けられる。 從 つて 容易に その 憎しみの 對象を 捨て-は しま はない。 

而 して その 執^の 問に、 ふとした きっかけに それ を 愛の 對 象に 代へ てし まふ だら う。 

かくして 私の 愛が 深く 善くなる に從 つて、 私 はより 多く を 愛に よって 攝 取し、 攝 取され た 凡ての もの は、 ある 

べき 排列 をな して 私の 衷に 同化され る だら う。 かくて 私の 衷 にある 完き 世界が 新たに 生れ 出る だら う。 この 大歡 

立： に對し て 私 は 何物 をも惜 みなく 投げ 與 へ る だら う。 然し その 投げ 與 へた ものが 如何に 高 價なも の であらう と 

も， その 微荠に 比して は 比較に もなら ぬ ほど 些少な ものであるの を 知った 時、 況して や 投げ 與 へたと 思った その 

贈 品 すら、 畢竞 は復た 自己に 還って 來る ものであるの を發 見した 時、 第三者に はたと ひ 私の 生活が 犠牲と 見え、 

獻，： ^と 見えよう とも、 私自身に 取って は， それが 獲得で あり 生長で あるの を 感じた 時、 その 時、 私が 徹底した 人 

^の^ 定 者なら ざる 何人で あり 得よう。 凡ての 人が かくの 如く 本能の 要求に よって 生活し、 相交涉 した 時、 そこ 

に 木 常の 健全な 社會が 生れ 出ないで 何が 生れ 出よう。 凡て の 行爲が 義務で なく 遊戲 であらね ばなら ぬとの 要求が 

は、 に 感ぜられた 時、 人間の 生活が これから 如何に 進展せ ねばなら ぬかの 示唆 は 適確に 與 へられる の だ。 この 本能 

を抑壓 する 必要の ある、 若しくは 抑壓 すべき 道德の 上に 成り立た ねばなら ぬとの 主張の 上に 据 ゑら れた 人類の 集 

團 生活に は兌遞 す ことの 出来ない うそが ある。 このう そ を、 あらねば ならぬ ことの やうに カ說 し、 人間の 本能な 
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その 從屬 者たら しめる ことに 心血 を瀉 いで 得たり として ゐ る道舉 者は災 ひで ある。 卽ち智 的 生活に 人間 活動の 外 

圍を 限って、 それ を 以て 無上 最 勝の 一路と なす 道蓽 者は災 ひで ある。 その 人 はいつ か、 本能 的 體驗の 不足から 人 

間 生活の 足 手 まと ひとな つて ゐた 事を發 見す る 悲しみに 遇 はねば ならぬ だら うから。 

二。 

愛せざる 所に 愛する 眞似 をして はならぬ。 憎まざる 所に 憎む 眞似 をして はならぬ。 若し 人間が 守るべき 至上 命 

令 か あると すれば この 外に はないだ らう。 愛 は 烈しい 働きの 力で あるが 故に、 これ を 逆用す る もの は その 場に 傷 

けられなければ ならぬ。 その 人 は 癒すべからざる 諦め か 不平 か を 以て その 傷 を繃帶 する 外道 は あるまい。 

愛 は 自足して なほ 餘 りが ある。 愛 は 嘗て 物 ほしげ なる 容貌 をした ことがない。 物 ほしげ なる 顔を愼 めよ。 

X 

基督 は r 汝等 互に さばくな かれ」 といった。 その 言葉 は 普通 受け取られて ゐる 以上の 意味 を 持って ゐる。 何故 

なら 愛の 生活 は 愛する もの 一人に か& はる こと だ。 その 結 菜が どうであった とした 所が、 他人 は 絕對に それ を 判 

斷 すべき 尺度 を 持って ゐ ない。 然るに 智的 生活に 於て は 心外に 規定され た 尺度が ある。 人 は 誰でも その 尺度に あ 

て はめて、 或る人の 行爲を 測定す る ことが 出來 る。 だから 基督の 一一 一一 口 葉 は智的 生活に あて はむべき もので はない。 

基督 は 愛の 生活の 如何なる もので あるか を 知って 居られた の だ。 た^その 現 はれに 於て は 愛から 生れた 行爲 と、 

愛の 眞 似から 生れた 行爲 とを區 別す る ことが 人間に 取って は 殆んど 不可能 だ。 だから 人 は 人 を さばいて はなら 

ぬの だ。 しかも 今の 世に、 人 はいかに 易々 とさば かれつ，^ ある ことよ。 


X 

犧牲 とか、 獻身 とか、 義務と か， 奉仕と か、 服從の 德の說 かれる 所に は、 私達 は 警戒の 眼 を 見張らね ばなら 

ぬ。 かくて 祌舉者 は專制 政治の 型に 則って 神人の 關係を 案出した。 かくて 政治家 は祌 人の 例に 則って 君臣の 關係 

を^ 出した。 社會 道德と 産業 組織と は その あとに 綾いた。 それら は 皆 同じ 法則の 上に 組立 てられて ゐる。 そこに 

は必す 治者と 被治者と が あらねば ならぬ。 而 して 治者に 特權 である 所の もの は 被治者に は 義務 だ。 被治者の 所有 

する 所の もの は 治者の 所有せ ざる もの だ。 治者と 被治者と は異 つた 原素から 成り立って ゐる。 かしこに は 治者 Q 

^活が あり、 こ-に は 被治者の 生活が ある。 生活 そのもの にか &る 二元的 分離 は あるべき 事な のか。 兎に も 角に 

も 木 能の 生活に はか &る 分離 はない。 石の 有する 本能の 方向に 有機物 は 生じた。 有機物の 有する 本能の 方向に 諸 

生物 は 生じた。 諸 生物の 本能の 有する 方向に 人 は 生じた。 人間の 有する 本能の 方向に 本能 そのもの は 動いて 行 

く。 凡てが 自己への 璲得 だ。 その 間に 一 つの 斷 曆 もない。 百八十度 角の 方向 轉換 はない。 

x 

今の やうな 人^の 進化の 程度に あって は、 智的 生活の 棄却 は 恐らく 人 1? 生活 そのもの-崩 壌で あるで あらう。 

然しながら、 その 故 を 以て 本能 的 生活の 危 險を說 き、 壓抑を 主張す る ものが あると すれば、 それ は 又 自己と 人類 

と を {n! 減に 導かう とする もの だとい はれな けばなら ぬ。 こ の 問題 を 私が この やうに 抽象的に 申し出る と 異苻の あ 

る 人 はない やう だ。 けれども 假 りに 一一 ィ チェ 一人 を 持ち出して 來 ると、 その 超人の 哲攀は 忽ち 四方からの 非難 攻 

^に 遭 はねば ならぬ の だ。 

櫂 力と 輿論と は智的 生活の 所產 である。 擢 威と 獨 創と は 本能 的 生活の 所產 である。 而 して 現世で は、 いつでも 
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前者が 後者 を壓 倒す る。 

釋迦 は龍樹 によって、 基督 は保羅 によって、 孔子 は 朱 子に よって、 凡て その 愛の 寳 座から 智慧と 聖徳との 座に 

まで 引きす りおろ された。 

愛 を 優しい 力と 見くびった 所から 生活の 誤謬 は 始まる。 

女の 持つ 愛 は あら はだ けれども 小さい。 男の 持つ 愛 は 大きい けれども 遮られて ゐる。 而 して 大きい 愛 は 厘 i あ 

ら はな 愛に 打 負かされる。 

ダヰ ンチは 「知る ことが 愛する こと だ」 といった。 愛する ことが 知る こと だ。 

人の 生活の 必至 最 極の 要求 は 自己の 完成で ある。 社會を 完成す る ことが 自己の 完成で あり、 自己， の 完成が やが 

て 社會の 完成と なるとい ふ 如き は、 現象の 輪廻 相を說 明した にと ビ まって、 要求 そのもの をい ひ 現 はした 言葉で 

はない。 

自己 完成の 要求が 誤って 自己の 一局部の それに 向けられた 瞬間に、 自己 完成の 道 は 跡 方 もな く 崩れ 終る。 

一人の 人の 個性 は その 人の 持つ 過去 全 體の總 和に 過ぎない と ある 人 はいふ だら う。 否、 凡ての 個性 は それが 持 

つ 過去 全 體の總 和に 「今」 が 加 はった もの だ。 而 して 「今」 は 過去と 未来と を 支配し 得る。 


ラッセル は 本能 を區 別して 創造 本能と 所有 本能の 二つに したと 私 は 聞かされて ゐる。 私 はさう は 思 はない。 本 

能の 本^ は 所有 的 動向で ある。 而 して その 作用の 結果が 創造で ある。 

何故に 戀 愛が 餍ぷ藝 術の 主題と なる か。 藝術は 愛の 可及的 純粹な 表現で ある。 而 して 戀愛は 人間の 他の 行爲に 

勝って 愛の^ 約 的な、 而 して 全體 的な 作用で あるから だ。 

試みに 沒我的 愛他主義者に 問 ひたい。 あなたが その 主義 を 主張す る やうに なつてから、 あなた は あなた 自身に 

何物 をも與 へなかった のです か。 縱令 何もの かを與 へたと しても、 それ は 全然 他 を 愛する 爲 めの 生存に 必要な た 

めに 與 へたので すか。 然し 與 へられない 爲 めに 悶死す る 人が この 世の中に は 絶えす ゐ るので すね。 それでも あな 

たは その 人達 を 助ける 爲 めに 先 づ 自分に 必要な もの を與 へて ゐ るので すか。 そこに 何等かの 矛盾 を感 する こと は 

ありま せんか。 

私 は 自分自身 を 有機的に 生活し なければ ならない。 そのために は 行 爲が內 部からの み 現 はれ 出なければ ならな 

い。 石の 生長の やうに ではなく、 植物の 萠芽の やうに。 

一 艘の 船が 海賊船の 重 圍に陷 つた。 若し 敗れたら" 海の 藻屑と ならなければ ならない。 若し 降ったら、 賊の刀 

の錡 とならなければ ならない。 この 危機に あって、 船員 は銘々 が 最も 端的に その 生命 を 死の 脅威から 救 ひ 出さう 
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とする だら う。 而 して その 必死の 努力が 同時に、 その 船の 安全 を 希 はせ、 船中に あって 彼と 協力すべき 人々 の 安 

全 を 希 はせ る だら う。 各員の 間に は 一 1ー 一口 はす 語らす の 中に、 完全な 共同作業が 行 はれる だら う、 この 同じ 心 持で 人 

類が 常に 生きて ゐ たら。 少く とも 事な き 時に、 私達が この 心 持 を 蔑ろにする ことがなかったならば。 

習性 的 生活 は その 所產を 自己の 上に 積み上げる。 智的 生活 は その 所產を 自己の 中に 貯 へる。 本能 的 生活 は 常に 

その 所產を 捨て - 飛躍す る。 

ニー 

私 は 澱みに 來た、 而 して 暫く 渦紋 を 描いた。 

私 は苒ぴ 流れ出よう。 

私 はま づ愛を 出發點 として 藝 術を考 へ て 見る。 

凡て の 思想 凡ての 行爲は 表象で ある。 

表象と は 愛が 己れ 自ら 表現す るた めの 煩悶で ある。 その 煩悶の 結 枭が卽 ち 創造で ある。 藝術は 創造 だ。 故に 凡 

ての 人 は 多少の 意味に 於て 藝術 家で あらねば ならぬ。 若し 謂 ふところの 藝術 家の みが 創造 を 司り、 他 はこれ に與 

らな いもの だとす るなら、 どうして 藝術 品が 一般の 人に 訴 へる ことが 出来よう。 藝術 家と 然ら ざる 人との 間 に 愛 

の斷曆 があるなら ば、 藝術 家の 表現 的 努力 は 畢竟 無益で はない か。 

一 人の 水夫が あって 檣の 上から 落日の 大 觀を揎 まにし 得た 時、 この 感激 を 人に 傳へ 得る やう 表現す る 能力が な 

かったならば、 その 人 は 詩人と はいへ ない、 と ある 技巧 派の 文舉者 はいった。 然し 私 はさう は 思 はない。 その 莊 


^な 光^に 對 して 水夫が 感激 を 感じた 以上 は、 その 際 間に 於て 彼 は 詩人 だ。 何故ならば、 彼 は 彼 自身に 對 して 思 

想 的に その 感激 を 表現して ゐ るから だ。 

世に は 多くの 啞の藝 術 家が ゐる。 彼等 は 人に 傳 ふべき 表現の 手段 を 持って はゐ ない が、 その 感激 は往々 にして 

一 h^-^.t^ なる もの を遙 かに 凌ぎ 越えて ゐる。 小兒 II 彼 は 何とい ふ 驚くべき 藝術家 だら う。 彼の 心に は 習慣の 

痂が して ゐ ない。 その 心 は 痛々 しい 程に むき 出しで 鋭敏 だ。 私達 は 物 を 見る 處に 物に 捕 はれる。 彼 は 物 を 見 

る 虚に物 を 捕へ る。 物 そのもの & 本質に 於て これ を 捕へ る。 而 して 睿智の 始めなる 祌々 し. S 驚異の 念に ひたる。 

そこに は 何等の 先入 的僻兑 がない。 これ. こそ は 純 眞な藝 術 的 態度 だ。 愛 はかくの 如き 階級 を經て 最も 明かに 自己 

を 表現す る。 

けれども 私達の 多く はこの 大事な 一 點を逮 よ 顧みない やうな 生活 をして はゐ ないか。 ジ HI ムス は古來 色々 に 

分派した 凡て の哲 學 の 色 合 は、 結局 それ を その 構成 者の 稟資 (temperament) に歸 する ことが 出來 ると いって ゐる。 

これ は 至 一 一ー 一口 だとい はなければ ならぬ。 私達の 生活の 様式に も 亦 同様の ことが いはれ るで あらう。 或る人 は 前人が 

殘 し遛 いた 材料 を 利用して、 愛の (卽ち 個性の) 表現 を 試みよう とする。 又 或る人 は 愛の 純粹 なる 表現 を 欲する が 

故に 前人の 糟粕を 嘗めす， 彼 自らの 表現 手段に 依らう とする。 前者 はより 多く 智的 生活に 依據 し、 後者 はより 多 

く 本能 的 生活に 依據 せんとす る ものである。 若し 更に ジヱ ー ムス の 言葉 を 借りて い へば、 前者 を strong-minded と 

呼び、 を tender-hearted と 呼ぶ ことが 出來 ようか。 

^的^ 活 に依據 して 個性 を 表現しょう とする 人 は、 表現の 材料 を 多く 身 外に 求める。 例へば 石、 例へば 衣裳、 

例へば 軍隊、 例へば 權カ。 而 して 表現の 量に 重き をお いて、 深く その 質を卷 みない。 表現 材料の 精選よりも その 

排列に 重き をお く 。「始めて 美人 を 花に 譬 へた 人 は 天才で あるが、 二度目に 同じ こと をい つた 人 は 馬鹿 だ」 とヴォ 
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ルテ ー ル がいった。 少 くと も智的 生活に 固執す る 人 は 美人 を 花に 譬 へる 創意 的な こと はしない。 然し それ を 百合 

の 花 若しくは 薔薇の 花に 譬 へる こと はしない 限りで ない。 その 點に 於て 彼 は 明かに 馬鹿で ない ことが 出來 る。 十 

分に 智者で さへ あり 得る。 然し その 人 は 個性の 表現に 於て delicacy の 尊 さ を 多く 認めないで、 亂雜な 成行きに 委 

せ やすい。 所謂 事業家と か、 政治家と か、 煽動 家と かいふ やうな 典型の 人に は、 か&る 傾向が 極めて 多く あり^い。 

全く 實用 のために のみ 造られた 眞 四角な 建築物 一 つに も、 そこに 個性の 表現が 全然ない とい ふこと は出來 ない。 

然しながら その 中から 個性 を、 卽ち愛 を搜し 出す とい ふこと は 極めて 困難な こと だ。 個性 は 無意味な 用材の 爲め 

に遣憾 なく 押し ひし がれて、 おまけに 用 村との 有機的な 關 係から 危く斷 たれよう として ゐる。 然し 個性が 全く 押 

しひし がれ、 關 係が 全く 斷 たれて しまったなら、 その 醜い 建築物と いへ ども そこに 存在す る こと は 出来ない だら 

う。 それ は 何とい つても、 かすかに もせよ、 個性の 働きに よっての みの 存在 をつな ぎ 得る の だ。 けれども 若し 私 

達の 生活が かくの 如き もの &み によって 圍繞 される こと を 想像す るの は 寂しい ことで はない か。 この 時 私達の 侗 

性は必 すか ゝる 物質的な 村 料に 對 して 反逆 を 企てる だら う。 

か-る 建築物の 如き ものが 然し もっと 見えの い i 形で 私達の 生活 を きびしく 取り 園んで ゐる こと はないだ らう 

か。 一人の 野心 的 政治家が あると する。 彼 は 自己の 野心 を滿 足せん が爲 めに、 卽ち 彼の 衷 にあって 表現 を 求めて 

ゐる 愛に、 粗雜 な、 見當違 ひな 滿足 を與 へんが 爲 めに、 愛國 とか、 自由と か、 國 威の 宣揚と かいふ 心に もない 旗印 

を か- げ、 彼の 奇妙な 牽引力と、 物質的 報酬と を 以て、 彼に は 無緣な 民衆 を 煽動す る。 民衆 は その 好餌に 引き寄せ 

られ、 自分 等の 眞の 要求と は 全く 關係 もない 要求に 屈服し、 過去に 起った 或る 同じ やうな 立派な 事件に、 自分 達の 

無價 値な 行動 を强 ひて 結び付けて、 そこに 申譯と 希望と を 築き上げ、 而 して その 大 それた 指導者の 命令の まに ま 

に、 身命 を さへ 賭して その 事業の 成就 を 心がける。 而 して、 若し 運命が その 政治家に 苛酷でなかった ならば、 彼 


は尨然 たる 國家的 若しくは 世界的 大事 業なる もの を 完成す る。 然し そこに 出來 上った 結果 は その 政治家の 肖像で 

もな く、 民衆の 投影で もな く、 粗雜な 不明瞭な 重ね 寫眞 に過ぎない。 而 して それ は當事 者なる 政治家 その 人の 一 

生 を 無^ 侦 にし、 民衆 全體の 進步を 阻止し、 事業 そのもの は、 段々 人間の 生活から 分離して、 遂に は 生活 途上の 

用 もない： 九 礫と なって、 徒らに 人類 進歩の 妨げになる だら う。 この やうな 事象 は、 その 大小 廣狹の 差 こそ あれ、 

私违が 幾 皮 も 繰り返して 遭遇せ ねばならぬ ことなの だ。 しかも 私達 は往々 その 悲しい 結果 を朥ら ない のみ か、 か 

くの 如き は あらねば ならぬ 須要の ことの やうに 思 ひなし 易い。 

けれども 幸 ひに して 人類 はかくの 如き 瓖資の 人ば かりから は 成り立って ゐ ない。 そこに はもつ と 愛の 純 眞な表 

現 を 可能なら しめよう とする 人が ある。 さう しないで は ゐられ ない 人が ある。 そのために は 彼 はー兑 彼に 利益ら 

しく^え る 結 菜に も 惑 はされ ない。 彼に は專 念すべき たど 一事が ある。 それ は 彼の 力の 及ぶ かぎり、 愛の 純粹な 

^現 を 成就し ようとい ふこと だ。 縱令 その 人が 政治に か& はって ゐ ようが、 生 產に從 事して ゐ ようが、 稅吏 であ 

らうが、 娼婦で あらう が、 その 粗雜な 生活 材料の ゆるす 限りに 於て 最上の 生活 を 目指して ゐ るので ある。 それら 

の 人々 の 生活 は その ま-よき 藝術 だ。 彼等が 表現に 役立てた 材料 は 粗雜な ものであるが 故に、 やがて は 十：： い 皮 袋 

の やうに 崩れ去る だら うけれ ども、 その あとに は必す 不思議な 愛の 作用が 殘る。 粗 雜な村 料 は その 中に 力強く 龍 

めら れる 愛の 力に よって 破れ 梁て、 それが 人類 進歩の 妨げになる やうな こと はない。 けれども 愛の耍 求 以上に 外 

界の 要求に 從 つた 人た ちの 建て 上げた もの は、 愛が それ を 破壞し 終る 力 を 持たない 故に、 いつまでも その 醜い 殘 

骸 をと にめ て、 それ を 打ち 壞す 愛の あら はれる 時に 及ぶ。 

^の 純粹 なる 表現 を 更に 切實に 要求す る 人 は、 地上の 職業にまで 狹ぃ 制限 を 加へ て， 思想家 若しくは 膂通 意. g 

せられる ところの 藝術 家と ならす に は ゐられ ないだら う。 その 人々 は 愛が 汚され ざらん が爲 めに、 先づ 愛の 表現 
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に 役立た しむべき 材料の 嚴選を 行 ふ。 思想に 增 して 純粹な 材料 を、 私達 人間 は考 へつ くこと が 出来ない。 哲人 又 

は^ 仰の 人な ど \ いはれ る 人 は —— 若し それが まが ひものでなかった なら —— こ & に その 出 發點を 持って ゐ るに 

違 ひない。 普通 意味せられ ると ころの 藝術 家、 卽ち藝 術 を 仕事と して ゐる 人々 は 思想 を 具象 化する について、 思 

想^の やうに 抽象的な 手段に よらす、 具 體 的な 形に 於て せんとす る もの だ。 然しながら その 具體 的な 形の 中、 及 

ぶ だけ 純粹に 近い 形に 依らう とする。 その 爲 めに 彼等 は 洗練され た 感覺を 以て 洗練され た感 覺に訴 へようと す 

る。 感覺の 世界 は 割合に 人々 の 間に 共通で あり、 愛にまで 直接に 飜譯 され 易い からで ある。 感覺の 中で も、 實生 

活に緣 の 近い 觸覺 若しくは 味覺 などに 依る よりも、 非 功利的な 機能 を 多量に 有する 視覺 聽覺の 如きに 依らう とす 

る。 それらの 感 覺に訴 へる 手段に も 亦 等差が 生す る。 

同じ 曾 葉で ある。 然し その 一一 一一 口 葉の 川ゐ 方が いかに 藝術 家の 稟资を 的確に 表 はし 出す だら う。 或る人 は 言葉 を そ 

の尜朴 な 用途に 於て 使用す る。 或る人 は 一 つの 言葉に も 或る 特殊な 意味 を 盛り、 雜 多な 意味 を 除去す る ことなし 

に は 用ゐる こと を肯ん じない。 散文 を 綴る 人 は 前者で あり、 詩に 行く 人 は 後者で ある。 詩人と は、 その 表現の 材料 

を、 卽ち 一一 一一 口 葉 を智的 生活の 桎梏から 極度にまで 解放し、 それによ つて 內部 生命の 發現を 端的に しょうと する 人で 

ある。 だから その 所産なる 詩 は 常に 散文よりも 藝術 的に 高い 位置に ある。 私 は 僅かば かりの 小 說と戲 曲と を 書い 

たもので あるが、 その さ.^ やかなる 經驗 からい つても、 表現 手段と して 散文が いかに 幼稚な もので あるか を 感じ 

ないで は ゐられ ない。 私の 個性が 表現せられ るた めに、 私 は 自分ながら もどかしい 程の 廻り 道 をし なければ なら 

ぬ。 數 限り もない 拾 石が 積まれた 後でなければ、 そこに は 私 は 現 はれ 出て 來 ない。 何故 そんな こと をして ゐ ねば 

ならぬ かと、 私 は 時々 自分 を齒が ゆく 思 ふ。 それ は 明かに 愛の 要求に 對 する 私の 感受性が 不十分で あるから であ 

る。 私に もっと 鋭敏な 感受性が あったなら、 ^は 凡て を 捨て \ 詩に 走った であらう。 そこに は 詩人の 世界が 截然 


として 創り 上げられて ゐる。 私達 は 殆んど 言葉 を 飛躍して その後ろ の實 質に 這 入り こむ ことが 出來 る。 而 して そ 

のま^ は弒 くべ く純粹 だ。 

或はい ふ 人が あるか も 知れない。 私達の 生活 は 昔の やうな 素朴な 單 純な 生活で はない。 それ は昆 透し のっかぬ 

ほど 极雜 になり 難解に なって ゐる。 それが 言葉に よって 現 はされ る爲 めに は、 勢 ひ 周到な 表現 を 必要と する。 詩 

は^ の 人の 爲め にだ。 而 して 小 說と戲 曲と は 今の 人の 爲め にだ、 と。 

私 はさう は 思 はない。 表現 さるべき 最後の もの は 昔 も 今 も異る ことがない の だ。 縱令 外面 的な 生活が 複雜 にな 

らうと も、 fiH 葉の 持つ 意味の 長い 傳統 によって 蕪雜 になって ゐ ようと も、 一人の 詩人の 徹視 はよ く 亂れた 絲のゃ 

うな^^の 混亂 をう ち 貰き、 一 一 一一 口 葉 を その 純粹な 形に 立ち 歸ら せ、 その 手に よって 書き下された 十 行の 詩 はよ く、 

生の 統流を 眼前に 展 くに 足るべき である。 然し それ をな し 得る ために は、 詩人 は必す 深い 愛 c 體驗 者で なければ 

ならぬ。 出で よ 詩人よ。 而 して 私達が 直下に 愛と 相對し 得べき 一路 を 開け。 

私は乂 詩に も 勝った 表現の 楔 子 を 音樂に 於て 見出さう とする もの だ。 かの 單獨 にして は 何等の 意味 もな き 音 

弊、 それ を 組合せて その 中に 愛 を 宿らせる 仕事 はいかに 樂し くも 快い ことで あらう ぞ。 それ は 人間の 愛 を まじり 

氣 なく 表现し 得る 樂園 とい はなければ ならない。 ハァ モー 一 ー とメ  口 ディ ー と は 眞に智 的 生活の 何事に も 役立た な 

いで あらう。 これ こそ は 愛が 直接に 人間に 與 へた 愛子 だとい つてい X。 立派な 音 樂は聽 く 人 を 凡ての 地上の 羈錚 

から 切り放す。 人 は その 前に 氣 化して 直ちに 運命の 本流に 流れ込む。 入 間にと つて は 意味の 分らない， 餘 りに 意 

味 深い、 感激が 熱い 淚を誘 ひ 出す。 而 して 人 は 強い 衝動に よって 推進の カを與 へられる。 それが 何處 へで あるか 

は 知られない。 た^ 望ましい 方向に であるの は 明かに 感知され る。 その 時人 は 愛に 乘り 移られて ゐ るの だ。 

チ、 術の^ 界に 於て、 未来派の 人々 が企圖 すると ころも、 また この 音 樂の聖 境に 對 する 一路の 憧懔 でない といへ 
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ようか。 色 もまた 色 そのものに は 音の 如く 意味がない。 面 もまた 面 そのものに は 色の 如く 意味がない。 然しな が 

ら 形象の 模倣 再現から 這 入った この 藝術は 永く その 傳 銃から 遁れ 出る ことが 出來 ないで、 その 色 その 面 を 形の 奴 

婢に のみ 充て、 ゐた。 色 は 物象の 面と 空間と を 埋める ために、 面 は 物象の 量と 積と を 表 はす ためにの み 用 ゐられ 

た。 而 して 印象派の 勃興 はこの 固定 概念に 幽かな ゆるぎ を與 へた。 卽ち 繪畫の 方面に 於て、 色と 色との 關 係に 價 

値 をお くこと が考 へつ けられた。 色が 何 を 表 はす かとい ふこと より、 色と 色との 關 係の 中に 何が 現 はれねば なら 

ぬかと 云 ふこと が 注意され 出した。 これ は 物質から 色の 解放への 第一歩で あらねば ならぬ。 倂 しこの 傾向 は未來 

派に 至って 極度に 高調され た。 色 は 全く 物質から 救 ひ 出された。 色 は 遂に 獨 立す るに 至った。 

然し 音樂が 成就し た^けの こと を 未来派 は繪畫 に 於て 成就し 得て ゐる だら うかと いふ 問題 はおの づ から 刖に考 

へられなければ ならぬ。 私 は これらの 藝 術に 對 して 何等 具體 的の 知識 を 持って ゐる もので ない。 だから 私 はか X 

る 比較 論に 來 ると 口 をつ ぐむ 外 はない。 けれども 未來 派の 傾向 を 全然 斥けら るべき もの だと 主張す る 人に 對 して 

は、 私 は 以上の 見地から この 派の 傾向の 可能性 を 申し出る ことが 出來 はしない かと 思って ゐる。 若し 物象が 具象 

化されなければ 滿 足が出 來な いと 人が いふなら ば、 その 人の 爲 めに は、 文學の 領內に 詩と 小說 とが 併存す る やう 

に、 これまでの やうな 繪螯 を存繽 させて おくの も 亦 妨げない だら う。 然しながら 美術家の 個性が 益 M 高調せられ 

ねばならぬ 時 はやが て來る だら う。 その 時に なって 未来派の やうな 倾 向が 起る の は、 私の 立場から いふと、 極め 

て 自然な ことで あると いはねば ならぬ の だ。 

人 問 は 十分に 恵まれて ゐる。 私達 は 愛の 自己 表現の 動向 を滿 足すべき 有らゆる 手段 を 持って ゐる。 厘毛の 利 を 

^ふこと から 祌を 創る ことに 至る まで、 僞ら すに 內 部の 要求に 耳を倾 ける 人 ほど、 彼は裕 かに 惠 まれる であらう。 

凡て の 人 は 藝術家 だ。 そこに 十！ 一分な 侗 性の自由が 許されて ゐる o 私 は 何よりも それ を 重んじなければ ならない。 


ニニ 

私 はまた 愛 を 出發點 として 社會 生活 を考 へ て 見よう。 

社會 生活 は侗人 生活の 延長で あらねば ならぬ。 侗 人的 欲求と 社會的 欲求と が 軒輊 するとい ふ 考へは 根柢 的に 間 

違って ゐる。 若し そこに 越える ことの 出来ない 溝渠が あると いふなら ば、 私 は 寧ろ 社會 生活 を破壞 して、 かの 孤 

棲 生活 を營む 獅子 や 禿 鷹 の 習性に 依らう。 

然し か、 る必耍 のない こと を 私の 愛 は 知って ゐる。 社會 生活に 對 する 概念の 中に 誤った 所が あるか、 侗人 生活 

の 概念の 中に 誤った 所が あるかに よって、 この 不合理な 結論が 引き出され ると 私 は 知って ゐる。 

先づ侗 人の 生活 は その 最も 正しい 內容 によって 導かれなければ ならぬ。 正しき 內容と は 何 をい ふの か。 智的生 

活が 習性 的 生活 を 是正す る 時には、 私 は智的 生活に 從 つて 習性 的 生活 を 導かねば ならぬ。 本能 的 生活が 智的 生活 

を；： お 止す る 時には、 私 は 本能 的 生活に 從 つて 智的 生活 を 導かねば ならぬ。 卽ち 常に 習性 的 生活の 上に 智的 生活 を、 

^的^ 沽の 上に 本能 的 生活 を 置く こと を 第一 の 仕事と 心 懸けねば ならぬ。 正しき 內容と は それだけ のこと だ。 

M 性的^ 沽と智 的 生活との 關係 につ い てはい ふまで も あるまい。 習性 的 生活が 智的 生活の 指導に よって 適合 を 

^なければ ならない とい ふの は 自明の ことで あるから。 

然しながら 智的 生活が 本能 的 生活に よって 指導され ねばならぬ とい ふこと について は 不服 を 有つ 人がない と は 

いへ ない。 智的 生活 は 多くの 人々 の經 驗の總 和が 生み出した 結果で あり 約束で あるが、 本能 的 生活 は純粹 個性 內 

部の 術 動で あるが 故に、 必 すし も社會 生活と 順應 する ことが 出來 ないだら うとの 祀憂は 起り がちに 兄え るからで 

ある。 
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けれども 私 は 私の 意味す る 本能 的 生活の 意味が 正しく 理解され る こと を 希 ふ。 本能の 欲求 はいつ でも 各人の 個 

性 全體の 上に 働く 所の もの だ。 その 衝動 は 常に 個性 全體の 飽滿を 伴って 起る。 この 例 は 卑陋で あるか も 知れない 

が、 理解 を 容易なら しむる 爲め にいって 見る と、 こ-に 一人の 男が ゐて、 肉 慾の 衝動に 驅られ て 一人の 少女 を 辱 

かしめ たと しょう。 肉 慾 も 一 つの 本能で ある。 その 衝動の 滿足を 求めた こと は、 その ま、 許される ことで はない 

か。 さう 或る人 は 私に 詰問す るか も 知れない。 私 は その 人に 問 ひ 返して 見よう。 あなたが 考 へる 前に 先づ あなた 

を その 男の 位置に おけ。 あなたが 肉 慾 的に のみ その 少女 を 欲して ゐ るのに、 あなた は その 少女に 近づく 時 (全く 

同定 的な 道 德觀念 を 度外視しても)、 何等の 不滿を も あなたの 個性に 感じなかった か。 あなた はまた あなたと 見知 

ら ない 少女の 姿 全 體に、 極度の 恐怖と 憎 惡とを 見出した らう。 あなた は それに 少しで も 打 たれなかった か e 而し 

て そこに 苦い 味 を 感じなかった か。 若し あなたに 人並みの 心が あるなら、 私の この 問に 應 じて 否と 答へ るの 外 は 

あるまい。 だから 私 はいふ。 その 場合 あなたが 本能の 衝動ら しく 思った もの は、 精神から 切り放された 肉 愁の衝 

動に しか 過ぎなかった の だ。 だから あなた は その 衝動 を 行爲に 移す 第一 の 瞬間に 旣に 見事に 罰せられて しまった 

の だ。 若し あなたが 本當に 本能の (個性 全 體の) 衝動に よって その 少女 を 欲するなら、 あなた は先づ その 少女に あ 

なた の 切ない 愛 を 打ち明ける だら う。 而 して 少女が 若し あなたの 愛に 酬いるならば、 その 時 あなた は その 少女 を 

あなたの 衷に奪 ひ 取り、 少女 はまた あなた を 彼女の 衷に奪 ひ 取る だら う。 その 時 あなたと 少女と は 二人に して 一 

人 だ (前に もい つた 如く )。 而 して あなた は 十分な 飽滿な 感じ を 以て 心と 肉と において 彼女と 一 體 となる ことが 出 

來る。 その 時、 その 事の 前に 何等の 不滿 もな く、 その 事の 後に は 美しい 飽滿が あるば かりだら う。 (これ は餘 事に 亙 

るが 好奇な 人の ために 附け 加へ てお く。 若し 少女が その 人の 愛に 酬いる こと を 担まねば ならなかった 場合 はどう 

だ。 その 場合で も 彼の 個性 は 愛した ことによって 生長す る。 悲しみ も 痛み も 亦 本能の 糧だ。 少女 は 永久に 彼の 衷 


に^きる だら う。 而 して 更に 附け 加へ る ことが 許されるなら、 彼の 肉 慾 は 著しく その 働き を 減す る だら う。 そこ 

に はお 件の 精祌 化が おの づ から 行 はれる の だ。 若し 然し その 人の 侗性 がその 事が あつたた めに 分散し、 精 祌が靡 

燜し、 肉 慾が お 進した とするならば、 もう その 人に 於て 本能の 銃 合 は 破れて しまったの だ。 本能 的 生活 はもう そ 

の 人と は 係 はり はない。 然し そんな 人 を智的 生活が 救 ふこと が出來 るか。 彼 は道德 的に 强 ひて 自分の 行爲を 律し 

て、 他の 女に 對 して その 肉愁を 試みる やうな こと はしない かも 知れない。 然し その 瞬間に 彼 は僞善 者に なり 了せ 

てし まって ゐ るの だ。 彼 は その 心に 姦淫し っビ けなければ ならない の だ。 それでも それ は智的 生活の 平安の 爲め 

に は 役立つ かも 知れない。 けれども かくの 如き 平安に よって 保 たれる 人 も 社 會も災 ひで ある。 若し 彼が 或る 動機 

から、 £g 然として もとの 自己に 眼覺 める 程 緊張したならば その 時 彼 は 本能 的 生活の 圈 內に歸 還して ゐ るの だ。 だ 

から ^的^^の II 內に 於け る 生活に あって こそ、 知識 も道德 もなくて 叶 はぬ ものであるが、 本能 的 生活の 葛藤に 

あつ， て は、 智的 生活の 生んだ 規範 は * 單に その 傷 を 醜く 蔽ふ 繃帶に すら あたらぬ こと を 知る だら う)。 その 時精祌 

は ^神で はなく、 肉 慾 は 肉 慾で はない。 兩者は 全く その 區^ を沒 して， 愛の 統 流の 中に 溶け こんで しま ふ。 ^な 

る 形の 似よりから 凡て の 現 はれと 同じ ものと 見る の は、 甚 しき 愚昧な 見斷 である。 

この 一 つの 例 は 私の 本能に 對 する 見解 を朧 ろげ ながら も 現 はし 得た ではなから うか。 かくの 如く 本能 は、 全體 

的な 而 して 內部 的な 侗 性の 要求 だ。 然るに 智的 生活 はこれ と は 趣き を 異にして ゐる。 縱令智 的 生活 は、 長い間 か 

かった、 多くの 人の 經驗の 集成から 成り立つ もの だと はい へ、 その 個性に 働く 作用 はいつ でも 外部から であって、 

しかも 部分的で ある。 その外 部 的で ある 譯は、 それが 誰の 內部 生活から も 離れて 組み立てられた ものであるから 

だ。 それ は 生活の 全部 を 統率す るた めに、 人間に よって 約束され た 規範で あるから だ。 それなら 何故 部分的で あ 

るか。 智的 生活に あって は 義務と 努力と が 必要な 條件 として 申し出られて ゐ るから だ。 義務に も 努力に も、 人 叫 
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の 欲求の 或る 部分の 棄 捨が豫 想され てゐ る。 或る 欲求 を 應 抑 するとい ふ 意識な しに は、 義務 も 努力 も實 行され は 

しない。 卽ち侗 性の 全 要求の 滿 足と いふ 事 は 行 はれ 得ない 約束に ある。 若し か、 る 約束に ある 智的 生活が 生活の 

甚調 をな し、 指導者と ならなければ ならぬ としたら、 人 問 は 果して 晏如 として ゐる ことが 出来る だら うか。 私と し 

て は それ を 最上の ものと して 安んじて ゐる ことが 出來 ない。 私 は その上に、 私の 侗 性の 全 耍求 を滿 足し、 しかも そ 

の滿 足が 同時によ いこと であるべき 生活 を 追 ひ 求める だら う。 而 して それ は 本能 的 生活に 於て 與 へられる の だ。 

木 能 的 生活に よ つ て智的 生活 は內面 化されなければ ならぬ。 本能 的 生活に よ つて 智的 生活 は 統合化され なければ 

ならぬ。 かくいへば、 私が、 本能 的 生活 は智的 生活 を 指導せ ねばなら ぬと 主張した 理由が 明かに なると 思 ふ。 

然 らば 社會 生活 は 私が いった 個人の 生活 過程 を 逆にで も 行かねば ならぬ とい ふの か- 社會 生活に あって は、 智 

的 生活 を もって 本能 的 生活の 指導者た らしめ、 若しくは 習性 的 生活 を もって 智的 生活の 是正 者たら しめねば なら 

ぬと でもい ふの か。 若し 栗して さうならば、 社會 生活と 個人 生活と はたし かに 軒輊す るで あらう。 私に はさう は 

思 はれない。 社會の 欲求 も 亦 その 終極 は その 生活 內 部の 全體的 飽滿 にあらねば ならぬ。 縱令现 在、 その 生活の 基 

調 は智的 生活に おかれて あると も、 その 欲求と して は 本能 的 生活が 目指されて ゐ ねばならぬ。 社會 がその 社會的 

本能に よって 動く 時 こそ、 その 生活 は 純 一 無雜な 境地に 達する だら う。 

こ i で 或る人 は 多分い ふだら う。 お前の 一一 一一 口 葉 は 明かに その 通り だ。 進化の 過程と して は、 社 會も亦 本能 的 生活 

に 這 入る こと を、 その 理想と せねば ならぬ。 けれども 現在に あって は、 個人に は 本能 的 生活の 消息 を 解し、 それ 

を實 行し 得る 人が あると しても、 社會 はま だか &る 境地に 達せん に は 遠い 距離が ある。 か、 る狀 態に あって、 侗 

人 牛； 活 と社會 生活と が 軒輊す るの は 當然な ことで はない かと。 

私 はこの 抗議 を肯 じょう。 然し この場合、 改めねば ならぬ の は 個人の 生活で あるか、 社會の 生活で あるか、 ど 


L にだ- 兩^; の^に 完全な 調和 を 持ち 來 すため に 進歩 させねば ならぬ 生活 は、 どちらの 生活 だ。 社會 生活の 現狀 

を 維^す ろ はめに、 私逹 はこ X まで 進んで 來た 個人 生活 を 停止し 若しくは 退歩 させて、 社會 生活との 適合に 持ち 來 

さねば ならぬ とい ふの か。 多くの 人 はさう あるべき 事の やうに 考 へて ゐる やうに 見える。 私は斷 じて これ を 不可 

とする。 

變ら ねばならぬ もの は 社會の 生活様式 である。 それが 變 つて 個人の 生活様式にまで 追 ひ 付かねば ならぬ。 

I： 家も^^ も社舍 生活の 一様 式で ある。 近代に 至って、 この 二つの 様式に 對 する 根本的な 批判 を敢 へて する 二 

つの 兄 方が 现 はれ 出た。 それ は侗 性の 耍 求が 必至 的に M り 出した 見方であって、 徒ら なる 權 力が 如何と もす ベ か 

ら ざる； 侗の權 威で ある。 一時 は 權カを 以て 壓倒 する こと も 出来よう。 然しながら 結局 は、 現存の 國家 なり^ 業 

机縊 なりが、 合理的な 批判 を 以て それ を 打壞し 得る にあら すん ば、 決して 根絶す る ことの 出來 ない 兒方 である。 

私の いふ 二つの 見方と は、 社會 主義で あり， 無政府主義 である。 

この 二つの 主義の かくまでの カ强 さは 何處 にある か。 それ は、 縱令 不完全で あらう とも、 個性の 全 的 要求が 生 

み 出した 主^だ からで ある。 社會 主義者 は 自ら 人間の 社會的 本能が 生み^した 見方で あると 主張す る けれども、 

その、 義 の板柢 をな す もの は 生存 銃爭 なる 自然現象 である。 生存 競 爭は侗 性から 始まって 始めて 階級 ^闘に 移る 

の だ。 だから その 點に 於て 社會 主義者の 主張 は 裏切られて ゐる。 無政府主義に 至って は 固より 始めから 侗 性生活 

の 絕對. s 由 を その 檩幟 として ゐる。 

歡合 主^ はダ I ウイ ン の 進化論から 生存 競爭の 原理 を 祓いて その 主張の 出發點 とした こと は 前に 述べた 通り 

だ。 ク a ボト キン はこれ に對 立して 無政府主義 を 宣言す るに 當り、 進化論の 一 原理なる 相互扶助の 動向 を 取って 

その ^陣を 堅めた。 兩者 共に、 個性から 發 して 動 槠物 兩界の 致命的 要素た る 本能で あると せられて ゐる。 一方の 
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主義者 は 生 ザ競爭 の爲 めの 相互扶助 だと 主張し、 一方の 主義者 は 相互扶助の 爲 めの 生存 競爭 だと 主張す る。 私 は 

こ-で 敢 へて 主義者の 見地 を裁斷 しょうと も 思 はない し、 又. 私の 自然 科 擧に對 する {仝 疎な 知識 は それ をす る こと 

も 許し はしない。 

然し 私 はかう いふ こと を 申し出して 見たい。 ケ ー ベル 博士が その カント 論に 於て 「生物 舉に 於て 取り扱 はれる 

動物 木 能 は、 畢竟 人^に ある 本能の 投影に 過ぎない。 認識 作用が 事物に 遵 合する ので はなく、 却って 事物 (現 

象と して の) が 認識 作用に 遵 合する ので ある」 といった 言 紫 は、 單に 唯心論 者の 常套語と ばかり はい ひ 退けて しま 

ふこと が出來 ない。 そこに は 動かす ことの 出来ない 實際的 睿智が 動いて ゐ るの を 私は感 する ことが 出来る。 惟 ふ 

に 動物に は、 ダ ー ウィンが 發 見した 以外に 幾多の 本能が 潜んで ゐ るに 相違ない。 而 して それが より 以上の 本能の 力 

によって 統合され てゐ るに 相 遠ない。 然しながら 十九 世紀の 生物 攀者 は、 眼覺 めかけて 來た 個性の 要求 (それ は 

十八 世紀の 怫國の 哲舉者 等に 負 ふ 所が 多いだら う) と 社會の 要求との 間に 或る 廣ぃ 距離 を 感じた のではなかった 

らう か。 而 して 動物 中に 行 はれる 現狀 打破の 本能 を 際立って 著しい ものと 認めた のではなかった らう か。 然し そ 

の 時學者 達の 頭の 中には、 侗性は 社會を 組織す る 或る. 小さな 因子と しての み 映って ゐ たらう。 加 之 科舉的 研究 法 

の 必然的な 條件 として、 凡ての もの を 二元的に 見る ことに 慣らされて ゐた。 彼等 は ひとりでに 個性と 社會 とを對 

立 させた。 從 つて その 結論 も 個性と 社會 との 中、 侗 性に 重き を 置いた 場合に は 生存 競爭 として 現 はれ、 社 會に重 

きを 置いた 場合に は 相互扶助 として 現 はれた の だ。 然し 前者に は社會 が、 後者に は侗 性が、 少しも 度外視 されて 

ゐ はしない。 

私達 はこの 時代 的 着色から 躍進し なければ ならぬ と 私 は 思 ふ。 私 は 個性の 尊嚴 を體驗 した。 個性の 要求の 前に 

は、 社會の 要求 は 無條件 的に 變ら ねばならぬ こと を 知った。 而 して 人間の 個性に 宿った 本能 卽ち 愛が 如何なる 耍 


水 を 持つ か を：：：；： ん じた。 而 して 更に 又 動物に 現 はれる 本能が 無自覺 的で、 人^に 現 はれる 本能が 自覺 的で あるの 

を^ 別した。 自覺 とは齊 遍智の 要求 を 意味す る。 個性 は 最早 個性の 社 會に對 する 本能 的 要求 を 以て 滿 足せす、 個 

^n^-, その 全 體の滿 足の 中に のみ 滿足 する。 そこに は競爭 すべき 外界 もな く、 扶助すべき 外界 もない。 人間 は 

^の 抱擁にまで^ ぐ。 彼の 愛の 動く ところ、 凡ての 外界 は卽ち 彼た。 我の 正しい 生長と 完成、 この 外に 結局 何が 

あらう ぞ。 

(以下 十 餘行內 務^ の 注意に よ り 抹殺) 

私 はこの 本！^ から 出發 した 社會 生活 改造の 法式 を說 くこと はしまい と 思 ふ。 それ はおの づ から その 人が ある。 

私 は^に こ，^ に 一 侗の 示唆 を 提供す る ことによって 滿足 する。 私が 持って 生れた 役目 は それ を 成就 すれば 足りる 

の だから。 

ポ敎も 亦 社 合 生活の 一 つの 様式で ある。 信仰 は 問より 人々 のこと であるが、 宗敎 とい へば それ は 旣に社 會にま 

で^太され た 意味 を もって ゐる。 而 して 何故に 現在の 宗敎 がその 權威を 失墜して しまった か。 昔 は ー國の 帝王が 

法王の 宽恕を 請 ふために、 乞食の 如く その 膝下に 伏拜 した。 又 或る 怫儈は 皇帝の 愚昧なる 一言 を 聞く と、 ー拶を 

殘し たま k 飄然と して 竹林に 去って しまった。 昔に あって は 何が 宗敎 にかくの 如き 權烕 を附與 し、 今にあって は、 

何が 私達の るが 如き 退 縮 を 招致した か。 それ は 宗敎が 全く 智的 生活の 羈紳に 自己 を 委ね 終った からで ある。 宗 

敎は その 生命 を 自分自身の 中に 見出す こと を 忘れて、 社會的 生活に 全然 遵 合する ことによって、 その 存在 を 僥 俘 

しょうと したから だ。 國 家に は 治者と 被治者と があって、 その 間に は 動向の 根柢 的な 衝突が 行 はれる。 宗敎は 無 

反^に もこの 概念 を 取って、 自分に 適用した。 神 (つまり 私 はこ X で 信仰の 對象を 指して ゐ るの だ。 その 名 は 何 

ん でもで) は宗 敎界 にあって、 國 家に 於け る主權 者の 位置に ある。 彼 は 人から あらゆる 捧げ もの を 要求す る。 

^みなく 愛 は^ふ  二 四 五 


有^ 武郞仝 集 笫六卷  二 ra 六 

人の 生活 は 畢竟 祌の 前にあって は 無に 等しい。 神 は 凡ての 權 能の 主 體 である。 人 は 神の 前にあって 無で ある こと 

を榮譽 としなければ ならない。 神に 對し 自己 を犧牲 にす る ことが 彼の 有する 唯一 の權利 (若し さう いふ 言葉が 使 

へるなら) である。 神の 欲する 所と 人の 欲する 所との 問に は、 渡らるべき 撟も綱 もない。 祌と 人と は 全く 本^ を 

異にした 一 一元と して 對 立して ゐる。 

國 家の 組織が 無 反省に その ま X 人民に よって 肯定 せられて ゐた 時代に は、 この 神人 關 係の 概念 も 亦 無 反^に^ 

取られる ことが 出來 たらう。 然し 侗 性の 欲求が、 愛の 動向が、 體 達せられた 今にあって は、 この 神人 關 係の 矛盾 

は^ちに 苦痛と なって、 個性に よって 感ぜられる。 生活 根源の 動向 は 凡て 同じ 方向に 向上し なければ ならぬ。 私 

達 は旣に 石から 人間に 至る までの 過程に 於て、 同じ 方向に 向上して 來た 本能の 流れ を 見た。 私達の 內部 生命 は 獲 

得に よっての み 向上 飛躍す るの を 見た。 然るに 現存の 宗敎 は、 神に のみ その 動向 を 認めて、 人間に は それ を 拒ま 

うとして ゐる ではない か。 

或る人 は 私に 告げる であらう。 時勢に 取り 殘 された る ものよ。 お前 は 神人 合一 の 敎理が 夙の 昔から 叫ばれて ゐ 

るの を 知らない のか。 神 は 人間と 對 立して ゐる やうな もので はない。 實に 人？ 1 の衷 にあって 働くべき ものお。 人 

問は义 祌の衷 にあって 働くべき もの だ。 祌と 自己と を對 立させる が 故に、 人 問は墮 落す るの だ。 祌の 要求 は その 

ま-人 の耍 求で なければ ならぬ の だ。 お前 は それ を すら 知らないで、 一 體 何ん の 轡言 をい はう とする の だと。 

然 らば 私 は その 人に 向って 問 ひたい。 それなら 何故 今でも 敎 壇の 上から やむ ことなく 犧牲の 義務と 獻 身の 德 とが 

髙 調して 說 かれなければ ならない の だら う。 祌は 嘗て 犧牲を 拂ひ獻 身を敢 へて した か (基督 敎徒 はこ ヒで 基督の 

生涯 を 引照す る だら う。 然し 基督の 生涯が 犧牲 でも 獻身 でもない こと は 前に 說 いた)。 然るに 現在 敎 壇から は、 神 

にない ものが 人？ s にあらねば ならぬ として 要求され てゐ るの はどうした ことなの か。 私 は それが 人間性の 根本に 


對 する 现 解の 不十分から 來てゐ るので はない かと 疑 ふ。 而 して その 疑 ひに 全く 理由がない では あるまい と 思 ふ。 

祌人 合一と いふ 概念 だけ は 自然の 必要から 建て 上げられた" それ は 政治に 於て、 專制 政體が 立憲 政體 に變更 され 

たのと よく 似て ゐる" その 形に 於て は 或る 改造が 成就され たやう に 見える。 立法の 主體は 稍ぶ 移動した かも 知れ 

ない。 しかも 治者と 被治者と が 全く 相反した 要求に よって 律せられ て ゐる點 に 於て は寸 毫も 是正され てはゐ ない 

の だ。 祌と 人と は 合一す る。 その 言葉 は 如何に 突し いだら う。 然し その 合一 の 實が擧 がって ゐ なかったら、 その 

突し い^ 論が 畢竟 何の 益になる か。 

私 はかくの 如き^ 協 的な 改良 說を 一 番 恐れなければ ならない。 それ は その 外貌の 美し さが 私 を あざむき やすい 

からで ある。 

小敎 が！： 家の 機械、 卽ち 美しい 言葉で い へば 政務の 要具た る ことから 自分 を 救 ひ 出さねば ならぬ こと は 勿論で 

あるが、 現存の 阈家 がその 據り どころ とする 智的 生活、 その 智的 生活から 當然 抽出され る 二元的 見斷 から 自分 自 

身 を 救 ひ 出して、 愛の 世界にまで 高まらなかったら、 それ は 永久に その 機 威 を囘復 する ことが 出來 ないだら う。 

私 は祌を 知らない。 祌を 知らない ものが 神と 人との 關係 などに 對 して 意見 を 申し出る の は 出過ぎた こと だとい 

はれる かも 知れない。 然し 宗教が 社會 生活の 一様 式と して 考へ 得られる 時、 その 様式に 對 して 私が 思 ふ 所 を 述べ 

るの は 許される こと だと 思 ふ。 私の 態度 を 憎む もの は、 私の 意見 を 無視 すれば それで 足りる。 けれども 私 は私自 

なを 無視し はしない。 

敎^2 とい ふ ものに 就いても、 私 はこ- -で いふべき 多く を 持って ゐる。 然し 聰明な 讀者 は、 私が 社會 生活の 部門 

について 述べて 來た ところから、 私が 敎 育に 對 して 何 をい はう とする か を 十分に 見拔 いて ゐられ ると 思 ふ。 私 は 

徒ら な m, 複を 避けなければ ならない。 然し こ & にも 數 言 を 費す こと を 許されたい。 

^みなく 愛 は^ふ  二 W 七 


冇岛 武郞 仝^.^ 六卷  二 四 八 

子供 は-十 佻 自身の 爲 めに 敎 育され なければ ならない。 この 一 事が 見過されて ゐ たなら 敎 育の 本義 は その 隨 に 

滅びる のみなら す、 それ は 却って 有害になる。 社 會の爲 めに 子供 を敎 育す る —— それ は 驚くべく 悲しむべき 錯誤 

である。 

仕^に 勤勉 なれと 敎 へる。 何故 正しき 仕事 を 選べと 敎 へない のか。 正しい 仕事 を 選び 得た もの は懶惰 である こ 

とが 出來 ない の だ。 私 は 嘗て 或る 卒業式に 列した。 そこの 校長 は 自分が 一度 も 少年の 時期 を 潜りぬ けた 經驗を 持 

たぬ やうな 鹿爪らしい 顏 をして、 君主の 恩、 父母の 恩、 先生の 恩、 境遇の 恩、 この 四 恩の 尊 さ 難 有さ を 繰返し 繰 

返し 說 いて 聞かせた" かの いたいけ な 少年少女 たち は、 この 四つの 重荷の 下にう めく やうに 見やられた。 彼等 は 

十分に 義務 を敎 へられた。 然し 彼等の 最上の 寶 なる 個性の 權威は 全く 顧みられなかった。 美しく 磨き上げられた 

個性 は、 恩 を 知る ことが 出来ない とで もい ふの か。 餘 りなる 無理解。 不必要な 老婆 親切。 私 は 父で ある。 而 して 

父で ある 體驗 から 明かに いはう。 私 は 子供に 感謝すべき もの を こそ 持って 居れ、 子供から 感謝 さるべき 何物 を も 

持って はゐ ない。 私が 子供に 對 して 拂 つた 犧牲 らしく 見える もの は、 子供の 愛に よって 酬 いられて なほ 餘 りが あ 

る。 それが 何故 分らない の だら う。 正しき 仕事 を 選べと 敎 へる やうに、 私 は、 私の 子供に 子供 自身の 價 値が 何で 

あるか を敎 へて もら ひたい。 彼 は その 餘の 凡て を 彼 自身で 處理 して 行 くだらう。 私 は今假 りに 少年少女 を 私の 意 

見の 對 象に 川 ゐた。 然し 私 はこれ を 中等 敎育 にも 高等 敎育 にも 延長して 考 へる ことが 出來 ると 思 ふ。 學 問の 內容 

よりも 問 そのもの を 重んじさせる とい ふこと、 知識よりも 暗示 を與 へる とい ふこと、 人間 を 私の 所謂 専門家に 

仕立て上げな いこと など。 


私 は 更に 愛 を 出發點 とし て^女の 關 係と 家族 生活と を考 へて 見たい。 

今^ 女の 關係は 或る 狂 ひ を 持って ゐる。 男女 は往々 にして 爭 鬪の狀 態に おかれて ゐ る。 か X る 僻事 は あるべ か 

ら ざる こと だ。 

どれ^お い 時 問の 間に 馴致され たこと であるか 分らない。 然しながら 人間の 生活 途上に 於て 女性 は 男性の 奴隸 

とな つ た。 それ は 確かに 筋肉 勞働 の 世界に 奴隸が 生じた 時よりも 古 い ことに 相違な い。 

性の 殊別は 生殖の 結采を 健全に し 確固たら しめんが ために 自然が 案出した 妙算 であるの は 疑 ふべき 餘地 のない 

こと だ。 その 變體が 色々 な 形 を 取って 起り、 或る時 は その 本務 的な 目的から 全く 切り放された ブラト 一一 ック • ラヴ 

ともなり、 乂か X る關 係の 中に、 人類が 思 ひも かけぬ よき 收得 をす る 場合 もないで はない。 私 はか X る晃 象の 出 

現 を も 十分に 許す ことが 出來 る。 然し それ は 決して 性的 任務の 常道で はない。 だから 私が 男女 關 係の 或る 狂 ひと 

いったの は、 HR 女が 分擔 すべき 生殖 現象の 狂 ひ を 指す ことになる。 男女の その他の 關係 がいかに 都合よ く 運ば 1 

てゐて も、 若し この 點が 狂って ゐ るなら、 結局 男女の 關^ は 狂って ゐ るので ある。 

ナで 

^に 業に 多くの 科舉者 や 思想家が 申し出た やうに、 女性 は 產兒と 哺育との 負擔 からして、 實 生活の 活動 を 男^に 

依託せ ねばならなかった。 男性 は 野の 獸が ある やうに、 始めは 甘んじて、 勇んで この 分業に 從 事し お。 けれども 

おい^ の 間に、 男性 は その 活動に よって 益 M その 心身の 能力 を發 達せし め、 女性の 能力 は 或る 退 縮 を 結^す る 

と共に、 ハ化ぷ 活動の 範園を 狭めて 行って、 遂に は その 活動 を 全く 稼穑の 事に のみ 限る やうに なった。 かうな ると 

性 は 女性の 分 を も負擔 して 活動せ ねばならぬ 故に、 生活の 荷 は 苦痛と して 男性の 肩 上に か X つて 來 男性 は 

かくて この^: 痛の 不滿を 癒すべき 報償 を 女性に 要求す るに 至った。 女性 は 然し この 時に 於て は、 實 生活の 仕^の 

上で^ 性に 何物 を か 提供すべき 能力 を 失 ひ 果て X ゐた 。女性に は單に 彼女の 肉體が あるば かりだった。 而 して そ 

惜 みなく 愛 は棼ふ  二 九 
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の點 から prostitution は 始まった の だ。 女性 は 忍んで 彼女の 肉體を 男性に 提供す る こと を餘 儀な くされた の だ。 か 

くて 女性 は 遂に 男性の 奴隸 となり 終った。 而 して 女性 は 自らが 在る 以上に 自分 を肉愁 的に する 必要 を 感じた。 女 

性に 殊に 著しい 美的 扮装 (それ は 極めて 外面 的の。 女性 は瀵 i 練 絹の 外衣の 下に 襤褸の 肉 衣 を 着る)、 本能の 如き 

摅 態、 女性 間の 嫉視 反目 (姑と 嫁、 妻と 小姑の 關係 はいふまで も あるまい。 私 はよ く 婦人から 同性 中に 心 を 許し 

合 ふことの 出來る 友人の ない こと を 聞かされる) は そこから 生れ 出る。 男性 は 女性から のこの 提供 物 を 受取った 

ことによって、 又 自分 自ら を 罰せなければ ならなかった。 彼 は先づ 自分の 家の 中に 暴虐 性を植 ゑつけ た。 專制政 

治の 濫觴 を こ \ に 造り上げた。 而 して 更に 惡 いこと に は、 その 生んだ 子に 於て、 彼等 以上の 肉 慾 性を發 揮す る も 

の を 見出さねば ならなかった。 

これ は 私が いはないでも 多くの 讀者は 知って 而 して 肯ん する 事實 であらう と 思 ふ。 私 はこ \ で この 男女 關 係の 

狂 ひが 何故 最も 惡ぃ狂 ひで あるか をい ひたい。 この 墮 落の 過程に 於て 最も 惡 いこと は、 人間が その 本能 的 要求 を 

智的耍 求にまで 引き下げ たとい ふ點 にある の だ。 男女の 愛 は 本能の 表現と して 純粹に 近く 且つ 全體 的な もので あ 

る。 同性 間の 愛に あって は 本能 は 分裂して、 精神的 (若し 同性 間に 異性 關 係の 假 想が 成立し なければ) とい ふ 一 

方面に のみ 表現され る。 親子の 愛に しても、 兄弟の 愛に しても 皆 等しい。 然し 男女の 愛に 於て、 本能 は甫 めて そ 

の全體 的な 面目 を 現 はして 來る。 愛する 男女の みが 眞實 なる 生命 を 創造す る。 だから 生殖の 事 は 全然 本能の 全耍 

求に よっての み 遂げられなければ ならぬ の だ。 これが 男女 關 係の 純一 無上の 耍件 である。 然るに 女性 は 必要に 逼 

れる ま，^ に、 誤って この 本能 的 欲求 を智的 生活の 耍 求に 妥協 させて しまった。 卽ち 本能の 欲求 以外の 欲求、 卽ち 

犟 なる 生活 慾の 道具に 使った。 而 して 男性 は 卑しく も それ を その ま \ 使用した。 これが 最も 悪い ことだった と 私 

は 云 ふの だ。 これより 惡 いこと が 多く 他に あらう か。 


樂^ は， ぼに， 犬 はれた。 男女 は その 腰に 木の葉 を まと はねば なら なくなった。 女性 は 男性 を 恨み、 ^性 は 女性 を 

侮り はじめた。 戀 愛の 領土に は數 限り もな く假 想的戀 愛が 出現す るので、 ^の 戀愛を たづね あてる ために は、 女 

性 は 極度の^: 戒を、 ^性 は 極度の 冒險 をな さねば なら なくなった。 野の 獣に も 生殖 を營 むべき 時期 は  一^-の 中に 

^まって 米る のに、 人間ば かり は已む 時な く 肉 慾の 爲め にさい なまれなければ ならぬ。 しかも 更に 惡 いこと に は、 

人^ はこの 運命の 狂 ひ を 悔いる ことなく、 殆んど 捨鉢な 態度で、 この 狂 ひ を 潤色し、 美化し、 享樂 しょうと さへ 

して ゐ るの だ。 

私^ は 幸 ひに して 肉體の 力の みが 主として 生活の 手段で ある 時期 を 通過した。 頭 腦も亦 生活の 大きな 原動力と 

なり 得べき 時代に 到達した。 女性 は 多く を 失った としても、 體 力に 失った ほどに は腦 力に 失って ゐ ない。 これが 

夂 性の その 故郷への 歸 還の 笫ー 程と なること を 私 は 祈る。 この 男女 關 係の 墮落は どれ 程の畏 い 時間の 間に 馴致 さ 

れ たか、 それ は 殆んど 計る ことが 出來 ない。 然し それが 墮落 である 以上 は、 それに 氣が ついた 時から、 私達 は樂 

阅 への 歸ゃ 3 を 企 11 せねば ならぬ。 一人で も 二人で も、 そこに 氣 付いた 人 は 一人で も 二人で も 忍耐に よっての み 成 

就され る：：^ い 旅に 上らなければ ならない。 

私 はよ くそれ が 如何に 不可能 事に 近いと さへ 思 はれる 困難な 道で あるか を 知る。 私も亦 その 狂 ひの 中に 生れて 

^つて 來た 憐れな 一人の W 性に 過ぎない。 私 は 跌ぎど ほしに 跌 いて ゐる。 然し 私の 本能の かすかな 聲は私 を そこ 

から 立ち上らせ るに 十分 だ。 私 は その 聲に 推し 進められて 行く。 その 旅路 は 長い 耽溺の 過去 を 持った 私 を 寂しく 

^はせ ないで はない。 然し それに も か \ はらす 私 は 行かざる を 得ない。 

この^ 女關 係の 狂 ひから 當 然歸納 される こと は、 現在の 文化が 男女 兩 性の 協力に よって 成り立つ もので はない 

とい ふ^だ。 现 時の 文化 は大は 政治の 犬から 小 は 手桶の 小に 至る まで 悉く 男子の 天才に よって 作り上げられた も 

W みなく 愛 は 奪 ふ  二 五 一 
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だとい つてい-。 ^性 は その 凡ての 機關の 恰好な 使用者で ある けれども、 女性が それに 與 かるため に は、 或る 程 

の 度まで^ 性 化する にあら ざれば 與 かる ことが 出来ない。 男性 は 巧みに も 女性 を 家族 生活の 片隅に 祭り こんで し 

まった。 しかも 家族 生活に あっても、 その 大權は 確實に 男性に 握られて ゐる。 家族に 供す る 日常の 食膳と、 衣服 

と は 女性が 作り出す ことが 出來 よう。 然しながら 饗 應の鹽 梅と、 晴れの 場の 衣裳と は， 遂に 男性の 手に よっての 

み 巧みに 作られ 得る。 それ は 女性に 能力がない とい ふより は、 それらの ものが 凡て その 根柢に 於て 男性の 嗜好 を 

^足す る やうに 作られて ゐ るが 故に、 それ を產 出す るの も 亦お のづ から 男性の 手に よってな される の を 適當 とす 

る だけの こと だ。 

地球の^ 面に は 殆んど s: 數の 男女が 生きて ゐる。 而 して その 文化が 男性の 欲求に のみ 適合して 成り立つ とした 

ら、 それが 如何に 不完全な 內容を 持った ものであるか^ 直ちに 看取され る だら う。 

父性が 今の 文化 生活に 與 らうと する 要求 を 私 は 無下に 斥けよう とする 者で はない。 それ は 然し その 成就が 完全 

な 女性の 獨 立と はなり 得ない とい ふこと を 私 は 申し出したい。 若し 女性が 今の 文化の 制度 を 肯定して、 全然 それ 

に順應 する ことが 出來 たと しても、 それ は 女性が 男性の 嗜好に 降伏して 自分 達 自ら を^ 性 化し 得た とい ふ 結 某に 

なる に過ぎない。 それ は 女性の 獨立 ではなく、 女性の 降伏 だ。 

唯 外面 的に でも 女性が 自ら 動く ことの 出来る 餘地を 造って おいて、 その上で 女性の 眞耍求 を 尋ね 出す 手段と し 

てなら ば， 私 は女權 運動 を 承認す る。 

それに も增 して 私が 女性に 望む 所 は、 女性が 力 を 合せて 女性の 中から 女性的 天才 を 生み出さん こと だ。 男性 か 

ら眞に 解放され た 女性の 眼 を 以て、 現在の 文化 を 見直して くれる 女性の 出現 を 祈らん こと だ。 女性の 要求から 創 

り 出された 文化が、 これまでの 文化と 同一 內容を 持つ だら うか、 持たぬ だら うか、 それ は 男性た る 私が 如何に 努 


力しても、 ^測す る ことが 出來 ない。 而 して 恐らく は 誰も 出來 ないだら う。 その 異同 を兒 極める だけにで も 女性 

の屮 から： 人才の 出現 r るの は 最も 望まるべき こと だ。 同じで あったなら それでよ し、 若し 異 つて ゐ たら、 ^性の 

^り 上げた 文化と、 女性の それとの 正しき 抱擁に よって、 それによ つての み、 私達 凡ての 翹望 する 文化 は 成り立 

つで あらう。 

^に 私 は 家族 生活に ついて. し 出して おく。 家族と は 愛に よって 結び付いた 神聖な 生活の^ 位で ある。 これ 以 

外の^ 味 を それに 附け 加へ る こと は、 その 內容 を混亂 する ことで ある。 法定の 手績と 結婚の 憐 式と によって 家族 

は.^ おのお 味に 於て 成り立つ と考 へられて ゐ るが、 愛する 男女に 取って は、 本質的に いふと、 それ は 少しも 必 嬰な 

條忭 ではない。 又 離婚 卽ち 家族の 分散が 法の 認許 によって 成り立つ とい ふこと も必 耍な條 件で はない。 凡て か & 

ス：， ふ 件 は、 社^が その 平安 を 保持す るた めに 案出して、 これ を 凡ての^ 女に 强 制して ゐる ところの もの だ。 阀^ 

が 今 あるが ま、 の狀 態で、 民衆の 生活 を 整理して 行く ために は、 家族が 小！；^ の狀 態で 强國に 維持され る こと を 

極めて 便利と する。 又 財産の 私有 を 制度と なさん ために は、 家族制度の^ 立と 財產繼 承の 習^と が缺 くべ から ざ 

る必 嬰^; である。 これらの 外面 的な 情實 から、 家族 は國 家の 柱石、 資本主義の 极據 地と なって ゐる。 その 爲 めに 

は、 縱令 愛の 失 はれた^ 女の 問に も、 家族た る 形 體を同 守せ しめる 必耍が ある。 それ故に 家族の 分散 は 社 八 r- が：： 取 

も 忌み嫌 ふ 所の ものである。 

おしなべての 男女 も 亦、 社僉 のこの 不言不語の 强 懕に對 して 柔順で ある。 彼等の 多數は 愛の ない 所に その 形骸 

だけ を ける。 贝 性 はこの 習惯に 依頼して 自己の 强權を 保護され 女性 はまた この 制度の 庇護に よって その^^ 

を 保^: される。 而 して かくの 如き签 虛 な集圑 生活の 必然的な 結 菜と して、 愛な き 所に 多數の 子女が 生產 される。 

而 して 彼等 は 親の 保護 を必耍 とする 現在の 社會 にあって (私 は 親の 保護 を 必要と しない 社 會を豫 想して ゐ るが 故 
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にかくい ふの だ) 親の 愛な くして 育たねば ならぬ。 而 して 乂 一方に は、 縱令 愛する 男女で も、 家族 を 形造るべき 

財産がない ために、 結婚の 形式 を 取らす に 結婚 すれば、 その子 は 私 生：： 儿 として 生涯 隣保の 擯斥 を 受けねば ならぬ" 

杜會 からい つたならば、 か、 る缺陷 は縱令 必然的に 起って 來る としても、 なほ 家族制度 を 固執す る ことに 多分 

の 便利が 認められよう。 然し 侗 性の 要求 及び その 完成から 考 へる 時、 それ はいかに 不自然な 結果 を 生す るで あ 

らうよ。 第一 この 制度 S 强制的 存在の ために、 家族 生活の 祌聖 は、 似而非なる 家族の 交雜 によって 著しく 汚され 

る。 愛な き 男女の 結合 を强 制する こと は、 その ま& 生活の 堕 落で ある。 愛に よらざる 產子 は、 ^^にと つて 罪悪 

であり、 子女に とって 救 はれざる 不幸で ある。 愛に よって 生れ 出た 子女が、 侮辱 を 蒙らねば ならぬ の は、 この 上 

なき 曲事で ある。 私達 はこれ を 救 はなければ ならない。 それが 第一 の 喫緊事 だ。 それらの ことにつ いて 私達 はい 

かなる もの、 犧牲 となって ゐる こと も出來 ない。 若し この 欲求の 遂行に よって 外界に 不便 を來 すなら、 その 外界 

が この 欲求に 適應 する やうに 改造され なければ ならぬ 箬だ。 

愛の ある 所に は 常に 家族 を 成立せ しめよ。 愛の ない 所に は必す 家族 を 分散せ しめよ。 この 自. S が 許される こと 

によって のみ、 男女の 生活 は その 忌むべき 虚偽から 解放され^ る。 戀 愛から 自山 給婚 へ。 

更に 又、 私 は戀愛 そのもの について 1 言 を附け 加へ る。 戀 愛の 前に 個性の 自己に 對 する 深き 要求が ある こと を 

思へ。 正しくい ふと 個性の 全 的 要求に よっての み、 人 は 愛人 を 見出す ことに 誤謬な きこと が出來 る。 而 して 個性 

の 全 的 要求 は 容易に 愛 を 異性に 對 して 動かさせな いだら う。 その代り 一度 見出した 愛人に 對 して は、 愛 は その 根 

柢 から 搖ぎ動 くだらう。 かくて こそ その 愛 は 強い。 而 して 尊い。 愛に 對 する 本能の 覺醒 なしに は、 縱令 男女 交際 

にい かなる 制限 を 加 ふると も、 いかなる 修正 を 施す とも、 その 努力 は 徒勞に 終る ばかりで あらう。 


二 四 

もう 私 は 私の 饒舌から 沈默 すべき 時が 来た。 若し 私の この 感想が 讀者 によって 考 へられるならば、 部分的に 於 

て^なく、 全體に 於て 考 へられん こと を 望む。 殊に 本能 的 生活の 要求 を 現實の 生活に あてはめて 私が 申出た 言葉 

こ.^ て さう だ。 せ會 生活 は その 總 量に 於て 常に 顧慮され なければ ならぬ。 その 一 部門 だけに 對 する 凝視 は 往々 

にして 人 を 迷路に 導き 込む だら う。 

私も亦 部分的 考察に 走り 過ぎた 嫌 ひがない とはい へない。 私 は 人間に 現 はれた 本能 卽ち 愛の 本能 を もっと 委し 

く 語って やむべき であった かも 知れない。 然しもう 云 はれた こと は 云 はれて しまったの だ。 

願 はく は 一 人の 人 を も あやまる ことなく この 感想 は 行け。 

二 五 

あまりに 明かであって、 しかも 往々 顧みられない 事實 は、 一 つの 思想が 體驗 的の 撿察 なしに 受 取られる とい ふ 

こと だ。 それ は 思想の 提供者 を 空しく 働かせ、 享受者 を 筌 しく 苦しめる。 

二. K 

一一 ィ チェが 「私 は 自分が 主張 を 固執す るた めに 燒き 殺される 場合が あったら、 それ を 避けよう。 主張の 同 執 は 

私の 生命に 値 ひする ほど 重大な もので はない。 然し 主張 を變 じたが 故に 燒き 殺されね ばなら ぬと いふの なら、 私 

は 甘んじて 燒 かれよう。 それ は 死に 値 ひする」 とい ふ 意味の こと をい つた さう だ。 この 逆 說は 正しい と 私 は 思 

惜 みなく 愛 は 奪 ふ  二 五 五 
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ふ。 生命の 向上 は 思想の 變化を 結 栗す る。 思想の 變化は 主張の 變化 を豫 想す る。 生きん とする もの は、 旣 成の 主 

張 を 以て 自己 を 金縛りに して はなるまい。 

二 七 

思想 は 一 つの 實行 である。 私 は それ を 忘れて はゐ ない。 

二八 

私の 發 表した この 思想に、 Eg も 直接な 示唆 を與 へて くれたの は 阪阳泰 雄 氏で ある。 この 機會を 以て 私 は 君に 感 

謝する。 その他、 內面的 經驗に 關りを 持った 人と 物との 凡てに 對 して、 私 は 深い 感謝の 意 を 捧げる。 

二 九 

これ は 哲舉の 素養 もな く、 社 會學の 造詣 もな く、 科 擧に喑 く、 宗敎を 知らない 〖人の 平凡な 偽善者の 僅かば か 

りな 誠實が 叫び 出した 訴へ に過ぎない。 こ の訴 へから 些かで もよ いもの を聽き 分ける よい 耳の 持主が あったなら 

ば、 而 して その 人が 彼の 爲め によき 環境 を 準備して くれたならば、 彼 も 亦 偽善者た るの 苦しみから 救 はれる こと 

が出來 るで あらう。 

凡ての よき も の & 上に 饒 かなる 幸 あれ。 

(1 九 二 0 年 三月 十五 日 -II 三十 j 日) - 


畢竞私 逑 の 生活 は 各 瞬^に 於け る當 面の 事象に 對 する 價値 設定の 速 綾と 見る 事が 出来る。 單 に評價 とい ふ 心理 

的 過程が さう であるば かりで なく、 評價 によって 他の 事象から 一 つの 事象 を對 象と して 擇び 取る 事 も、 その 擇び 

取った 事象に 對 して 働き かける 活動 も、 矢張り 價値 設定の 圈 外に 逸し 去る 事 は 出来ない。 機械的な 筋肉 活動で あ 

つても、 その 活動の 當體が 人 である 以上 は、 その 活動の 各 過程 は、 意識的で あるに せよ 無意識的 であるに せよ、 

判 斷の篩 を 潜った 上で 行 はれて ゐ るの を 知らねば ならぬ。 卽ち 私達 は價 値の 世界の 中に あって 甫 めて 生存の 

可能性 を 有し 得る の だ。 若し この 世界 を^ 値と 兑る 事が 出來 なくなり、 從 つて 價値的 選擇が 不可能に なったなら 

ば、 ^^活 の 上に も、 形而上 生活の 上に も， 私達の 生^: は、 可能性 を 失 ふまでに 脅かされ ねばならぬ だら う。 

こ」 に 於て 私^ は惯値 標準の 所在と 云 ふ 問题に 逢^す る。 世界が 惯値 そのもの であると 云 ふ 事 は旣に 云った。 

私^ 自身 も 亦 一個の 價値 である。 然し 不動の 惯値 標準 は どこに^ 在して ゐる のか。 それ は 自己の 中に あるの か。 

自己と 所緣 との 交涉 する 所に 必然的に 起 生す る ものである のか。 或は 又惯値 は嚴存 するとしても その 評價を 可能 

ならしめ る檫 I:}. なる もの は 頼るべからざる 假象 に過ぎない のか。 卽ち價 値 標準の 嚴存は 定 されねば ならな い の 

か。 この 一 二様の 見方の 相違に よって 生活の 相 は 全く 體面を 異にせねば ならぬ 結果と なる だら う。 

聰明な、 從 つて 生活に 對 して 囘避 的な 態度に 倾く 人々 は惯値 檩维 の假象 に過ぎない 事 を 主張す るに 逮 ひない。 

實際 私^が 承認す る 評定 惯 値の 內容は 刻々 に變 化流轉 して 終局す る 所がない。 相反した 性^の 事象が 惯 値の 上に 

於て は 同等と なったり、 同じ 性質の 事象が 時間の 配列 上 惯位を 異にした りする やうな 例 は、 殆んど 凡ての 場合に 

^値の 否定と！： 定と 移^  二 五 七 


あ^ 武郞仝 a-  ^ 六卷  二 五八 

於て さう だと 考 へられる ほど、 遍在して ゐる事 を 發昆 する。 かくの 如き 現象に 鈍感で あり 得ない 人々 は、 價値標 

準と いふ 概念に よって 信頼が 裏切られ、 愚弄され るの を 厭って、 そこに 高踏的な 態度 を 持た うとす る。 標^. を あ 

て はめ 得ない 價値 は縱令 それで 實在 的の 權威を 持って ゐる としても、 生活 内容に 交涉 する 何者で もない とい ふ諦 

觀に 籠らう とする。 その 人の 生活 はよ し 外部の 雜 多な 價値 標準に よって 取り 圍 まれ、 その 影響 を 受けて 心に もな 

い 動亂の 中に 捲き こまれる にもせ よ、 自分 だけ は斷 じて 價 値の 評定 を敢 へて しまいと 云 ふ 態度 を 取る が 故に、 そ 

の 人 は 勢ひ懷 疑、 高踏、 否定の 一路 を しづかに 氣 高く 迪 つて 行く。 而 して 或は その 安定 を、 债値 生活の 沒 却され 

る 彼岸 を、 或は 存在の 否定 卽ち虛 無の 境界 そのもの を瞻 望して、 地上 生活の 不滿を 慰めよう とする。 か、 る 人々 

の冷靜 な、 聰明な、 或る 意味に 於て 徹底した 態度 は、 人生 を 不思議に 淨 化し、 整頓し、 深味へ 導く。 ストア 攀派 

の捧誓 者， 徹底した 中世の 祌祕 主義者、 釋迦の 法 燈を傳 へる 淨土渴 仰 者、 近代の 消極的 虚無主義 者の 中な どに、 

私達 は ® ： この 倾 向を體 現す る 人達 を 見出す だら う。 

次に は 自己の 中に 價値 標準の 嚴^ する 事 を 信す る 人が ある。 その 人々 の 信す る 所に よれば、 價 値の 評定 は 自己 

の 中に あって、 所緣 にも、 又所緣 との 交涉の 中に も あるので はない。 如何なる 時、 如何なる 所に おかれても、 所 

緣は. R 己に 對 して 價値發 生の 上から いふと 隸屬の 位置に しか あり 得ない。 自己が いつでも 決定的な 唯一 の 要素で 

ある。 同時に 一 つの 自己と 他の 自己との 間 に は、 若し それが 正當 になされ るなら、 價値 評定の 上に 竝 行した 一致 

が 成り立つべき である。 (若し それが 許されなかったならば、 或る 一 個の 自己の 價値 評定が 何の 權威を 人生に 對し 

て 持ち 得よう ぞ。 正當 になされ た惯値 評定が 萬 人に 適應 せら るれば こそ 價値 評定で ある。 さう でなかったならば 

それ は 必然 私が 第一 の 場合と して 擧 げた 惯値 否定の 懐疑主義と 一致せ ねばならぬ)。 卽ち 或る 自己の 價値 評定が、 

正當 になされ た 場合に あって は、 それ は當然 他の 自己 を 首肯 させ， 而 して それが 恆定 慎： ！g としてい かなる 場合に も 


は： であるの だ。 ^俽^ • が 上述の 如く 竝 行し S しく は 共通で あると いふ 事 は、 直ちに 自己の 背後に 或る 不變 的存 

在 を 想定せ しめなければ 已 まない。 畢竟 自己の 內に 見出される 價値標 は、 この 不變的 存在の 分化した もので あ 

るの だ。 如何なる，： ：！ 己 も その 木 源 を この 自己 背後の^: 在から 得て ゐる であらう から、 別々 の侗 性の^ にも 共通な 

^斷が 現 はれて 來 るの だ。 變遷已 む 時の ない 道德 概念に も その 底流に は 一 貰した 不變な 力が ある。 存廢 常な き 思 

想の^ 柢 にも 觔 かす 赛 の出來 ない 思想と いふ もの そのものが ある。 絕 えす 變 化して 見える 惯 俽を總 括して 嚴 然と 

して 滅びぬ^;： g が ある。 人 は 皆 この 恆久の 泉から その 生命の 養分 を 汲み取って ゐ るの だ。 人 は 不完全な るが 故に、 

この，：： 水から 汲み取った 水 を かき 濁して ゐる。 然し この 悲 むべき 狀態は 過程に 過ぎない。 人 はいつ かその 本然の 泉 

と： n:^ のお 在にまで. 0 分 や 洗練す るで あらう。 惯値 評定が 人々 相異 るに も 係 はらす、 何處 かの 點で 一致 を感 する 

の は、 この 可能性 を豫 想させる の だ。 かう その 人々 は 信じて ゐる。 カントの 所謂 规範 命令の 命題の 如き はこれ を 

^味す る もので は あるまい か。 

^想^の 典型に^ する 人々 の 大部分 は 恐らく はこの 種類の 價値 論の 捧 S 者と いふ 事が 出来よう。 彼等 は 又 一種 

の 保守 卞ぁォ でも あり 得る。 その 人々 の 世界に は必す 何等かの 形 を 取って 祌 若しくは 祌々 が 出現す る。 その 人々 

は 前の ！si 類の 人々 の やうに 生活 を囘 避す る 第 をし ない。 又 疑 ふ 事 をし ない。 反對に その 人々 の 世界に は不 斷の努 

力と 折伏と が ある。 燃える 希望 は その 人達に 熱意 を與 へる (熱意で ある、 熱 そのもので はない)。 又 不可避 的に 生 

活に找 式 を 創立す る。 築きな ほす 代りに 建て 增 さう とする。 その 建築 材料 は 厘ぷ 粗笨で あっても、 粗笨なる が 故 

に^てる やうな せ はしない。 價 値の 懷 疑に 沈潜す る 人々 が 手 を 拱いて 靜 かに 眺めて ゐる ii に、 この 人逹は 建て 上 

げる、 ：！： 物 を か Si て 上げる。 縱令 それが 懐疑派の 苦笑 を 買 ふやうな もので あっても、 兎も角 この 人々 は 子孫に 遣 

して 行くべき 記念碑 を 建設す る。 正統派の 基督 敎徒、 佛敎徒 中の 自力 宗の 信徒、 愛！： 者， 精祌 主義者と いふ やう 
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な 人々 は、 悉く この種の 惯値觀 を 採って 立つ ものと いふ 事が 出来る だら う。 

この 人々 は 私達の 生活に 方向 を 暗示し、 堅 同性 を 加へ 組織 制度 を 提供す る。 何故なら その 人々 は價 値の 固定 性 

を^ 信す るからで ある。 惯 値の 進化 を 信す る けれども その 流動 を 信じない からで ある。 その 人々 は 自己から いつ 

でも 出發 しながら 自己 以外の もの- 爲 めに 生きる。 自己 を 生きる の は 結局 自己 以外の、 若しくは 自己 以上の 或る 

もの を 完成す る爲 めに である。 だから その 人々 の 後世に 殘 さんと する もの は 自己の 生活で はなく して、 その 生活 

が 築き上げた 殿堂で ある。 

偖て 第三に 私 は^ 侦の 移動 流轉を 信す る 傾向 を 擧げて 見よう か。 旣に 察せられて ゐる かも 知れない が、 今の 私 

はこの 倾 向に 一 岙 深い 共 嗚を感 する もの だと 云 はなければ なるまい。 價値は 自己と 所緣 とが 交涉 する 所に 必然的 

に 起 生す る ものである、 さう この種 類の 人々 は 信じて ゐ るの だ。 世界 は價 値で あると 見る のに 異存 はない。 然し 

ながら 發動 しない 惯値は I その 言 薬の 性^ 上價 値と いふ 事 は出來 ない。 惯値は 一 般に 比較から 生す ると 考 へら 

れてゐ るが、 假り に絕對 ^値の 存在 を 許す としても、 若し その 價 値が 能動的 狀 態に おかれて なければ (委しく 云 

へば こ の 云 ひ 現 はし は 論理的で ない。 能動的で ない とい ふやうな もの は 言 薬の 綾の 外に は實 際^ 在 しないの だ)、 

^Ig ではない。 人 はよ く 潜 勢 的で あっても エネ ルギ ー は H ネル ギ ー であって、 その 存在 を 否定す る 事が 出來 ない 

とい ふ现笳 をす ぐ^ to の 問題に も あてはめよう とする やう だけれ ども， 靜舉 的な 似 値と いふ やうな 事は實 際は考 

へられない 命题 である。 自己が 働く 時、 卽 ち所緣 との 交涉を 持つ に 至る 時、 何時、 何處 にで も 價値は 生まれる の 

だ。 その カ舉 的な 意味に 於て 世界 は價 値で あるの だ。 私逹 は所緣 から 切り放された 自己の 中に 惯値を 見出す 事が 

出來 ない。 叉 自己に 臨まれない 所 緣の屮 に 價値を 索り 出す 事が 出來 ない。 從 つて 價 値が 生す る爲 めに は 自己と 所 

緣及ぴ その 相 W 的交涉 を必耍 とする。 所が 人間が 生存す る 限り この 交涉は 隨處隨 時に 絶える 事がない。 この 意味 


に 於て 私迮は 世界 を^ 値と 兑る ことが 出來る もの だ。 

それなら n 己と 所緣 との 交涉に 生まれる 慣値は 何を檫 準と して 決定され るか。 それ はいふまで もな く 自己で あ 

る。 然しながら. G! 己が 冇す る^ 値^， は價 値^: 定論が 信す る 如く 一定した もので はない。 .E 己の 中に あって^ 値 

^^は^に 流 g 變 化して ゐる。 私 は こ の 點に關 して考 へて 兑 よう。 

^iis^^il 者の考 へる 所に 從 へば、 價値 標準 は 凡ての 自己の 背後に 嚴^ して ゐ るの だ。 縱令 自己と 所緣 とがい 

かに-: 父涉 しょうと も、 その 價愤を 評^す る 者 はこの 旣^ の 標準に 依る の だ。 卽ち延 いて.：：： 己の M 定性と 所 緣の固 

^性と を^ 定 する 靠 によって のみ 成り立つ 所信で ある。 然し 私達 は 自己 及び 所緣 の^ 定性 を 全く 信す る 事が 出來 

たい ものである。 ベルグ ソンが いった やうに M 己 も所緣 も： 小 休の 變 化と 蹒大と を經驗 して ゐる ものである。 從っ 

て nnj の 背後に 實在的 惯値標 ，が嚴 ^するとしても 自己が その 惯佌 ^準 に對 する 關係は 瞬時 も： 1： 一 では あり 〔む な 

いの だ。 その 關 係が 同一で あり 得ない 以上， どうして その^ 値標 li. と. cn 己との？ 1 の^ 俽標, が 久不變 であり 得 

よう ぞ。 かの 如くして 惯値 標^-の、 FH 體は 自己に 還って 來 ねばならない。 

所が M じ现 法が. e 己と 所緣 との 交渉の 上に も あてはまる だら う。 卽ち 自己の 所緣 も、 乂 その 交 涉の狀 態 も變化 

してやむ 時がない 故に、 そこに 生す る價値 標準 も 亦 その 時^に 變 化する ので ある。 

人 はこ.^ で 詰問す るに 逮ひ ない。 お前の いふの がその 通り だとす るなら ば、 is ふところのお 前の 惯値 標準なる 

もの は、 ^位 否定 論 者の 考へ るのと 同様に 假象 に過ぎない ではない かと。 それ は逮 ふ。 ^他ぶ；： 定論 者 は、 轉々 變 

化して やまない が 故に、 直ちに それ を假 象と 看做さう とする の だが、 私達の 立場から いふと、 各 隨問 に 於け る價 

依^ ^ は、 それが 正當 になされ てゐる 限り (とい ふの は 自己の 所緣 に交涉 する 狀態が 緊密に して 必要 缺く ベから 

ざる ものである 限り)、 その 各 瞬間に 於て は眞實 にして 動かす 可から ざる ものであるの だ。 それ は 決して 單 なる 膜 
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象で はない。 何 故なら ば それに 信賴 する 事な しに は 生命の 生長 は 直ちに 閉止す るからで ある。 ^値 否定 論の 誤謬 

は 恐らく は、 經驗と 反^との 形式に 於ての み惯値 評定の 作用 を考 へる からで はない か。 生命が 生命と して 働く の 

は现 在の 外に はない。 過去に は それが 物！：； 化し、 未 來には それが 空想 化する。 物質 化した 生命 はたし かに 生命の 

假象 に過ぎない。 それ は^に 惯値 標準の  一 ^ばかりで はない。 

難^ は义 詰問す るか も 知れない。 旣に お前が 刹那々 々 に 於け る ft: 己と 所緣 との 交涉の 上に 於け る惯値 標準 を肯 

定 するならば、 何故に^ 恤 論者の いふ 木 元 的 惯値標 まと 自己との 交涉に 於ても M じ^ を 云 はない かと。 私達 

は 根元 的^ 値標ゅ を假. K し 自己との 交渉 を考 へて 兑る 時、 同じ 事 をい ふの を 少しも 隨路 する もので はない けれど 

も、 これが^ 値 M お 論者の 精神と 形に 於て こそ 多少の 相似 は あれ、 その 极柢に 於て どれ 程隔 つて ゐ るか は、 難 者 

と雖 もす ぐ 思 ひ 到る 事が 出 來る箦 だ。 卽ち 前者に 於て は 自己 は 最後の^ 定 へだが、 私達に 於て は 自己 は 不^の 流 

勁へ だ。 前お に 於て は 自己と 所緣 との 關 係が 不動の 原现 によって 決定 せらるべき を豫定 して ゐ るが、 私達 は兩者 

の關 係が 各ぶ の 刹那に あっての 外 は、 恒久に 變 化すべき を 本體と 兌て ゐ るの だ。 

約 曾 すれば 私逹 はリャ リストの 立場に あらう とする もの だ。 私達 は 自己 以外に は 固定 的な 殿堂 を 子孫に 遣 さう 

と はしない。 生命 以外の もの を假象 若しくは 象徴と 兌る。 だから 私達 は 建て X は 崩し、 建て &は 崩しす る 小兒の 

やう だ。 而 して 小 兒の やうに てる 時に も 31 す 時に も 同じ 興味の 巾に ありたい と 願 ふ。 私達に 取って 大專な もの 

は^て 上げられ たもので はなく して、 それ を てつ、 ある 時の 心 持 だ。 これ は惯値 否定 論者に は憫 笑に 値する に 

遠 ひない、 惯 値！：^ 論者に は 侮蔑 を すら 感ぜし むる に逮 ひない。 然し 私逹の やうな 立場の 人々 も^ 活に實 際 は 何 

か をして ゐな いと は 限らない。 その 人々 の 中から は必す 無賴な 生命 浪費 者が 出たら う。 叉旣定 制約の 破壞 者が 現 

はれたら う。 然した^ それら だけが 凡て^ はない やうに 兑 える。 


私 はこの しかつめらしい 考察 を もっと 具體 的な 境界に 引きお ろして 來る 誘惑 を 感じない ではない。 然し それ は 

凡て 私の惡 い 頭が させた 非論理的な この 考察 を 終りまで 我慢して 請んで 下さった 讀 者の 物好きに 任せて おく。 若 

し^^が その物 好き を 笑 ひ 捨てなかったなら、 或は 私の この 所感 は 少しば かりの 貢獻 をな し 得る かも 知れない と 

思 ふ。 

(1 九 二 〇 年 五月、 「人^」 所載) 
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信 濃 日記 

一 九 1 六 • 八月 十日 

人々 が 私 を 慰める ために、 信 濃の 山の 方に でも 行ったら い 、だら うと 勸 めて くれて ゐ たが、 この 日 父と N とに 

伴 はれて 輕 井澤に 發っ ことにな つた。 父 も 九 曰以來 少し 健廠を 害ね てゐる やうに 見えた。 齢 をと つてから 逆緣に 

遇 は，：： ばなら なかった ので、 その 心 は 私 以上に 痛んで ゐる。 ， 十 後の 二 時 頃に 輕 井澤に 着いた。 三人の 子供達 は 待 

ち くたびれて ゐ たやう に狂菩 して 私を迎 へた。 彼等 は 何事が 起った かも 知らす にゐ たの だ。 

陁 と名づ けられた 父の 小さな^ 墅は 居心地の い、 家だった。 輕 井澤の 盆地 を 南に 兑 渡して、 薄の 生え 茂つ 

た 山の 中腹に 建てられた 二階家 だ。 二 間し かない 階下の 部屋の 中、 客間 を 兼ねた 食堂 は黑 木造り で、 竹細工の 椅 

子と^ 子が おかれて あった。 もうこの 邊は 十分 秋ら しかった。 篠 つく やうに 降る 雨と 風の 中に、 色の 淋しい 草花 

が 滞と 共に 靡き 動いて ゐた。 私 は 本當は 子供 等 も 打 捨て，^ 一人き りで ゐられ る 所に 行きたかった。 然し ま はりの 

人々 の 親切 を 一が いに 振り切る こと も 出来ない 私 は、 盆燈 籠の やうに 自分 を 思って 見たり した。 眞. nr な 紙で 弱々 

しく 造りな された 燈 籠の その 屮に、 まじろ ぎ もせす に 紅い 燈が ともって ゐる。 私 は 實際簿 い 白紙の やうに 體が萎 

え 痰れ 切って ゐ たの だ。 

日が 雨の 中に 暮れて 行った。 

八月 十 一 日 


あす 

生 馬が ^子 を 速れ て 東京の 方から 來 るので、 午後 子^達 を述 れて迎 へに 行った。 子佻逑 は哓 子の 來 たの を この 

上な くさんだ。 雨が 降りつ ビ いて 返 屈な ま X に 部屋の 中 を 飛び 廻って 騷ぐ。 東京で は 雨が 降らない とい ふのに こ 

こで はこん なに 降る の だ。 風が 來か 南から 吹き さへ すれば こ \ では 大抵 雨になる。 それ は 太平洋の 濕：^ を 含んだ 

さ H: が 流れて 來て、 淺 W 山に 速なる 山脈に よって 冷やされる からだ。 淺^ 山の 煙が 輕 井澤の 方に 糜く 時には 空 は 

いつでも 突し く啼れ る。 

^になる と 降雨に 風 さへ 加 はって、 板屋 根に た- 1 きつけられる 雨滴の 音 は 殊に 烈しい。 子 佻^が^ 入って から 

父と 叫 方 山の 話 をした。 父 もお となし くな つた C 私の いふ ことに 耳を倾 ける とい ふの が旣に 前にはなかった こと 

だ。 今後：：： 木の ^題になる の は 何んだら うと 私に 尋ねた。 父 は それによ つて 私が これから どう 歩いて 行く かに 竊 

かな さぐり を いれたら しい。 勞 働お と：：！ 人と 小兒 II この 三つが 一 赉 根柢 的な 問題になる ので はない かと 思 ふと 

仏 は 答へ た。 その 言 槳は 父に とって は 或る 脅かしで あつたに 相 逮 ない。 然し 父は默 つた ま X で 私の いふ こと を 聞 

いて 考 へて ゐた。 父 は 老いて 弱った と 私 は その 時 もさう 思った。 

子供^の！：： 方。 

行 光 II 叫贯六 kn。 哓子 II 1： 貫 百。 敏行 II 三 貰 八 Kn。 行 三 I 三^五^ 三十。 

八 十二 日 

.C 休み もな く 雨 は 降りつ ^けて ゐる。 かう 雨が っビ くと こ- -の氣 M は ひどく 低下す る。 それ は 礼 K を 私て 思 ひ 

出させる。 氣溫 ばかりで はない、 輕 井澤 は 多くの 點に 於て 札幌と 類似の もの を 持って ゐる やう だ。 夜明け は札幌 

ほど 冷え込む こと はない が、 空 氣の輕 さは 殆んど 相等しい。 土質 は 全然 違 ふ (札幌 は 沖積土、 輕 井澤 は 火山 碟) が 

rh  ^  l 記  二 六 s 
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植物の 生え 具合に は 非常な 類似が ある。 精進 場 川と いふ 小 流の 對 岸に 連なる 山に 育てられた 落槳 松の 林から、 離 

れ 山の 樹 のない 斜面に 服 を やって ゐ ると， 露 駒內に 近い 丘陵 を 思 ひ 出す 事が 出來 る。 八月に は 似合 はや 寒い 雨の 

中に それらの 物象が 淋しく 濡れて ゐる 様子 は 誰に でも 北海道の 一 角 を 聯想させる だら う。 

くさ /(\ して 來た。 もう 雨から 免れなければ ゐられ ないやうな 焦慮に 驅り 立てられる。 私 を 慰める ために 私 を 

こ-に 伴れ て 來た父 は、 私 以上に ぎ 込んで 见 えた。 私 は 試みに 父に 山 を 下らう ではない かと 提議して 見た。 父 

は 一 も 一 一 もな く赘 成した。 

午後 雨 を 犯して 西に 向 ふ 汽車に 投じた。 追分に 達する まで は ひどい 雨だった が、 小 諸まで くると もう そこに は 

雨が 降って ゐ たやうな 氣配 もなかった。 道 は 乾いて、 道行く 人に 雨傘 を 持った もの は 一人 もなかった。 ぎら く 

する やうな 露 K の 日が 千 曲 川の 白い 河原 を 照して ゐた。 そこに は 未だ 夏が 十分に 殘 つて ゐる。 輕 井澤の 方 を 振り 

返って 見る と、 雷電 を 孕んだ やうな 黑ぃ 雲が 眞黑に うづ をまい てゐ た。 二 時 i! 近く を 汽車に 搖られ て、 戶倉 とい 

ふ 停 単 場に 降りて、 人力 寧で 上 山田溫 泉へ 行った。 ^は 全く 霽れ 1 つて ゐ たけれ ども、 千 曲 川に 渡した あやしい 

橋 を 渡る 時な ど は、 吹き飛ばされ さうな 風だった。 千 曲 川 は 山 國 に 似つ か はしい い \ 河 だ。 河原の 大きな ごろた 

石 は 白く、 水 は 殊更に 靑ぃ。 それが 可な りな n 十瀨 をな して、 河底 を 音 高く こすり 流れて 行く。 上 山 ^ とい ふ溫泉 

は 出水で もしたら 水が つくに 遠 ひない と 思 はれる 程 低い 平ら 地に 建てられた 淋しい 溫泉 場で、 車夫に 案内され た 

宿屋と いふの は 殊に ひどい 所だった。 父 も 私 も 宿屋の よしあし など はさして 氣に する 方ではなかった けれども、 

これ は ひどい と 思った。 家族の 部屋の やうな 散らけ た 薄 い 所 を 通りぬ けて、 二階の 叫 疊 半に 案^: された が、 一. 

寸坐 りこむ 氣に はなれない やうな 所だった。 すぐ^が 足 許から 二人 を 襲 ひ はじめた。 共同 湯に 出かけたら 男女 

混浴で、 私逮 を乘 せて 來た 二人の 車夫に も 出 喰 はした。 湯 もさう 潤澤 ではない らしく、 可な り よごれて ゐた。 


1 一人 は 平 くから 蚊^ ？吊 つて 貰って 寢 ようと 試みた が、 孔 があって 蚊が 無遠慮に 襲って 來 るので 蚊に 弱い 私 は 

眠る ことが 出來 なかった。 仕方なく そっと 蚊帳 を 出て、 一^の 腰 窓の 所に 行って^. M を 兌お ろしながら 二 時まで 

ぢっ として ゐた。 パ の すぐれてい &晚 だった。 窓の 下に は 大きな 柳と 夾竹桃と が 二 本 その 枝 先を攔 干の 所までと 

どかせて、 いつの^にか 吹き しづ まった 夜風に そよ/. \ と 動いて ゐた。 柳の 葉 も 夾竹桃の^ も 唯一 色の 黑 い 小さ 

な 鮎の 群れの やうに しか^えなかった。 その 1? に、 蚯蚓 だと 云 ひなら はされ る あの^ 調に. おく 昔 を 引く 聲も 交つ 

てゐ た。 何んでも を IS かに 地の 中に 引き込んで 行く やうな その 聲は、 秋の 近いの を瞀 める。 遠くの 方で 千 曲 川が 

かすかな 川 昔 をた て、 ゐる。 月の 光は廂 il に 夜露の 宿って ゐ るの を ほのかに 語って ゐる。 父 はと 兌る と 牛 口の 旅 

に すら 疲れ^て-深い 鼾に なって ゐる。 私 は 宿屋の 浴衣に 冷た さを覺 えながら、 いつまでも 寢っ くやうな：： S に は 

なれなかった。 やう やく 一人に なった とい ふ 喜びが 私 を 甘く 悲しませた。 ぢ つと 首 を 垂れて 何 かを见 つめて ゐる 

と、 大氣の 中に 私語く やうな 聲を 聞く けれども、 聞いた なと 意識した 瞬 W に は その 聲 はもうな かった。 私 は憫于 

に 乎 を かけて それ を ゆすって 見た。 一寸 力 を 出し さへ すれば、 もり，. （-と 音 をた て \ 折れて しま ひさう に^く 私 

の 手に 感ぜられた。 それでも 階下で 二 時の 時計が 嗚 るの を 聞く と、 私は寢 なければ ならない もの & やうに 乂 蚊帳 

にもぐ り 込んだ。 而 して 哓が 白んで 父が 眼 を さました 頃まで 何事 も 知らなかった。 

八： =: 十三 日 

ニー 一；： z を こ-で 過す つもりで 來 たけれ ども、 我慢が し 切れす に 私達 は 別 所溫^ とい ふわに 引越す ことにした。 

今 r: は ！：：木^ に 空が 晴れて、 汽車の 屮は 九十 度と いふ 溫度を 示した。 今更に 輕 井澤が 戀 はれる やうな rn となった。 

上 m でお^ の 出る^に 三十 分 程の 餘裕 があった ので、 大 いそぎで H を 尋ねた。 H は 今上 ！絲樂 校の 先生 をして 

u  ^  n  ^  二 六 七 
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ゐる。 士族 町と でもい ふやうな 古い 軒並みの 町 を 息せ き 切って 歩いて、 汙を ふき， （-家 を 尋ねる と、 H は鲦 いて 

玄關に 現 はれ 出た。 開いた 玄關の 襖の 彼方に は その 細君が いた， C しく やつれて 床の 上に 臥て ゐた。 今度 は 私が 

驚いて しまった。 高等 女舉 校に 敎鞭を 取って ゐる その， i 君 は 生徒 と共にし なければ ならぬ 駅 足が 因に なって、 膝 

關 節に 激烈な 炎症 を 起した の ださう だ。 細君 は 一箇月 程 も たった今 でも 寢 返り も出來 ない 位の 苦痛に 呻吟して ゐ 

た。 しかも H は 遠から す 海外に 留舉 をす るの ださう だ。 札 幌以來 遇 はないで ゐたー 一人 は、 私の 訪問 をな つかしが つ 

て くれた けれども、 私 は ゆっくりして は ゐられ ない ので、 汗 を ふき， C 乂 停車場 側の 馬 立 所まで 歸 つて 行った。 

圓太郞 ^革に 久しぶりで 乘 つて、 白く ぼく. （- とほ こりの 立つ 堅い 縣道を 走らせながら、 私 は 始めて 養 蠶 地な 

る 信 州の^ 舍を 眺め やった。 私に 殊に 目立って 見えた の は 宏大な 養蠶 所の 白い 壁だった。 直線から 成り立つ ニ楝 

造りの 屋根 も 際立って ゐた。 それらの 白い 大きな g! 物が 眞靑な 田圃の こ-かしこに、 木叢に 園 まれて 散在して ゐ 

る 姿 は、 裕 かな その 地方の 生活の 有様 を 思 はせ る" 私 はまた そこら 中に 平地が あるのに もか& はらす、 可な り不 

便らし い 山の 屮腹 にいく つもの 村の あるのに 氣附 いて、 その 譯を 土地の人に 尋ねて 見た。 土地の人 は 親切に、 信 

州 は 何とい つても 山 國 だから、 平地の 面積に は 限りが ある。 それ を 出來る だけ 生產 的に 使 ふために、 德川 時代に 

は 平地に 住家 を 建てる こと を嚴禁 した もの だと 敎 へて くれた。 それ はさう ありさうな ことに も 思へ た。 而 して あ 

の 山の 中に 住 ひ 惯れた 人々 は、 今でも その 習慣 を 容易に 拾て ようと はしない の だら う。 夜な ど その 邊を 通る と 高 

所に 見える 灯の 群れが、 ふと 旅人に 伊太利 を 思 はせ たりす る。 

別 所 はい \溫 泉 場だった。 遠くから 望まれて ゐた 與 祌 女神の 一 一山の 問から 流れ 下る 逢初 川と いふ 小溪を 中に 挾 

んで 立ち 述 なった 旅籠 は、 こ \ の 起原の 古さ を 自ら 物語って ゐる。 狹ぃ 格子の 入口 を 持った 太い 柱の 家 は、 屋號を 

*s いた 懸行澄 を もって、 そこ こ，^ に殘 つて ゐる。 私達 は 板屋と いふ 家の 別館に 案内され て、 その 離れの やうな 所に 


落ちついた。^ 嫌 ひな 私に も懷 しまれる 湯の 匄 ひが 私の 心 を 和やかに して くれた。 私 は その 夜 夢 も 見す に 眠った。 

八月 十 叫 口 

ni. 起きな 父よりも ci. く眼覺 めて、 そっと 戶を 操って 庭に 出る と 女中が 寢卷 のま- ^で 表の 門 を 開けて ゐる所 だつ 

た。 ^さを^ はせ る やうに 空 は 淡く 霞んで 殘 りなく 晴れて ゐた。 逢初 川に 沿うて 少し 下って、 左に折れて ^樂寺 

と^ 樂 ，；，；. とた 訪れた。 淨樂 寺の 裏山に は 見事な 經藏の 四重の 塔が ある。 森林と 松 杉の 茂った 中に、 千年の 餘を經 

ると 稱 せられる その 塔 は、 完膚なきまでに 木部が 蟲に喰 はれて 寂然と 立って ゐる。 八角形に 面 を 取った その 建築 

ょト でも 兑る 人に 搽れ た壯 美な 感じ を覺 えさせる。 その 周 園に は 古い 墓が 所せ まく 立ちな らんで ゐた。 私 は そこ 

ごんぎ やう  リ 

こ— 少しり 田^って 立って ゐた。 而 して そこ を 降りて 木 堂の 前まで 來 ると 朝の^ 行の 鐘が さわやかな 夏の 空^ を 動 

いして 偽り 出した。 私 はどうい ふ もの か 鐘の 聲を閗 くと 身が 引きし まる やうな 心 持が する。 突^  あれ は朿洋 

\ こはなくて ならぬ 音 だ。 不 II あの 聲に出 喰 はすと 私 は 思 はす 泪 しょうと する 時が ある。 山門まで 來 ると 太陽 は 

^ しく その^か しい 光 を 凡ての もの、 上に 投げ はじめた。 

5： ^をす ますと、 父が： E 井澤に 歸 らうと いひ 出した。 老いた ものに 取って は、 自分の 常住の 家 ほど 居心地の い 

(外 はない の だら う。 馬車から 見る と淺 11 山に 立つ 煙 は 下野の 方に 流れて ゐる。 黑ぃ 銀河の やうに 澄み 亙った 靑 

お を 淡く 立ち 割って 遠くく 靜 かに 流れて ゐる。 輕 井澤に 着いたら 子供達 は 私 の^るの を 待ち遠し がって ゐた。 

八月 十八 日 

Y 子の^ 稅を 移现し 終った。 旅から 歸 つてから 毎日 毎夜 私 は 殆んど それの みに 沒 頭して ゐた。 それに 何とい ふ 

信 濃 n 記  二. k 力 
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名 をつ けようかと 相談した。 八月 だ。 稻妻、 花 野、 さび 鮎、 芙蓉、 霧、 鈴蟲 などと 季 寄せの 一一 一一 口 葉 を 案じて 父は遂 

に 「まつむし」 と 決めて くれた。 明日 は 東京に 歸 らう。 而 して 遣 稿の 出版 を 急がう。 晝釵を 父 や 岳父な どと ホテル 

でした-めたら、 -単 上に まつむし 草が 一 かたまり さしてあった。 その 簿 紫の 淋しい 花 を 見る と， 私 はすぐ その 花 

を Y 子の 遺稿の 表紙の デザインに 川ゐ ようと 思 ひさ だめた。 

花と いへば 輕 井澤の 花 は 美しい。 こ-から 杏掛 あたりに かけての 野の花の 色 は、 高原の 空の 澄める が 如く 澄ん 

でゐ る。 萩 は 野草の ^ に 交って 雜 草の やうに その 細々 とした 枝 をた わまして ゐた。 龍 膽の壺 の やうな 花 はつん ま 

しく.^ の 靑さを 啜 ひ 入れて ゐる。 桔槌は 殊に 雲 場 ケ原を 布く が 如くに 飾る。 つりがね 草、 月見草 は その 大輪な 花 

瓣を 物淋しげ に II いて ゐる。 まつむし 草 は 叢に なって 一時に その 紫の 眼を兑 開く。 幾度 聞いても 忘れる 名 だけれ 

ども、 粉の ふいた やうな 廣葉を もって、 軟 かい 莖が人 丈け よりも 高く 生え 延びる あの 草 は 私の 好む もの だ。 その 草 

が 勢 込んで 高々 と 茂る 姿 はいかに も 高原の 荒凉 とした 感じに ふさ はしい。 併し この 草 ほど 季節に 從 つて その 色の 

變化を 見せる 草 はない。 夏が 老いて 秋 じみて 來る とその 頂に 白い 花 を 咬 かせ、 それが やがて 樺色の 實に代 へられ 

る。 而 して その 廣葉は 根本の 方から 裂け 枯れて ゆく。 誰の 杖の い たづら な 仕事 か、 すぽ りと 莖が へし 折られて 道 

. の 方に 倾き 倒れて ゐ るの なぞ を 見る と 、「秋が 來 るな」 とか こたない では ゐられ ないやうな 氣 がする。 それから 薊、 

山 牛蒡， 二つながら 一種の 鬼氣を 含んで 草 かげに 潜んで ゐる。 葛、 木い ちごの. H い 花。 晝顔、 とらの を。 それら 

の 凡て を 抱いて かやと 薄との 草原が この 土地の 盆地に 擴 がって ゐる。 八お の 中ば に は 薄に 穗が 出る。 九月に 入る 

と 草原 は 一 面に.. ：！ 髮の 如くになる。 そこ を 冷たい 風が 靜 かに 過ぎて 行く。 

不幸に して 輕 井澤で は 眼に 立つ やうな 森林 を 兌る ことが 出來 ない、 多く は 近頃に なつてから 植樹され たもの 

だ。 けれども その 或る 部分に 森々 と 茂り 亙った 木立がなかった とい ふこと は出來 ない。 N の 家の 塀 代りに^って 


ある 木のお の 但^ を 兌る と、 その 逯には 遠から ざる 過去に ニか& へ も 三 か.^ へ もす る やうな 大樹が 茂り 合って ゐ 

たの を 想像す る ことが 出來 る。 無慈悲なる 人の 手よ。 その 手 は 遂に 森林の 靈域を 化して 無味な 荒原に してし まつ 

た。 け 1 ども 规 止しく 植ゑ なされた 人造 林に も 亦ち がった 趣がないで はない。 それ は 特に 落葉松に 於て 兒るこ 

とが 出來 る。 防火線 を處々 に ひかへ て、 苗^の やうに 林立す る圆錐 形の 樹木 は、 さながら 天鵞絨の やうな 柔 かさ 

を 以て、 .r: の^を 被うて ゐる。 夏に は それ はよ い 程の 白 さ を もって 靑ぃ。 秋が 深まる に從 つて 黄金の 色と なり 樺 

となる。 試みに その 林の 中に 分け入る と、 鏽 びた 針の やうな その 葉が、 さ-やかな 風に もた まりかね て、 ほろ ほ 

ろ と 頭と い はす 肩と い はす 佇む 人 の 上 に 降り か &る。 

八月 一 一十 日 

^日 輕井潷 から 歸 京した。 母 だけが 一人で 留守居して ゐた。 K が 自分の 所で 出来た 葡萄 を Y 子に 供へ ると いつ 

て.^ つて 來て くれた。 彼 も 肺 を 病んで ゐ るの だ。 私 は 表紙の デザイン をす るた めに まつむし 草 を 持って 歸 つたが 

^れ てし まった から K に 探して くれない かと 頼んで 昆た。 

八；：：：！ 一十 一 一日 

雨が 降り はじめた。 母が 一人で 輕 井澤に 發 つて 行った。 東京に は 私 だけが 獨り殘 つた。 少し 冷たく 覺 える やう 

な n だった。 夕刻に K から 三輪 ほどの まつむし 草が 屆 いて 來た。 鴻の臺 の 練兵 揚の 近所に もとは 澤山唤 いて ゐた 

の を 記憶して ゐ たので、 丁稚 を つれて 雨の 中 を搜 しま はった けれども、 遊びに 來る 人に 根 こそぎ 取って ゆかれて 

僅かに 數輪 しか^ 出す ことが 出來 なかった とのこと だった。 肺病の くせに 雨に 濡れながら 半日 を搜し 廻って くれ 
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たの 力と 思 ふと、 彼の まめ やかな 心が 嬉しく つてた まらなかった。 しかも その 花の 何とい ふ 貧弱 さよ。 輕 井澤の 

それが まつむし 草なら、 東京 近在の それ はまつ むし 草と はい はれない 程 だ。 私 は 今更に あの 花に 裕 かな 輕 井澤つ 

野 を 思 ひやった。 

八月 一 一十 e: 日 

出版の 用事が すんだ から 今朝 又 汽車で 輕 井澤に 向 ふ。 汽車の 中 は 蒸す やうに 暑かった。 けれども 上野の 廣 小路 

を 通る 時、 柳の 薬が ちらり- f\ と 落ち 始めた の を 注意して ゐた。 夏 は 東京に さへ もう 永く とビ まらう と はして ゐ 

ない の だ。 

八 一十 五日 

一日 爨 つて 時々 雷鳴が した。 雷に 對 して は、 其の 到 來を豫 言が 出來る ほど 敏感な 私の 頭 は 終日 重かった。 それ 

は^ 京に でも ある やうな 不快な 一 日だった。 輕 井澤で はこん な こと は 珍ら しい。 輕 井澤の 雷 は 1 つ の 名物で あり 

痛快な もの \ 一  つ だ。 

普通 それ は 東南 方から 海上の 空氣に 伴って 來る。 外人に よって prospect  Point と稱 せられる 矢 ケ竒の 突 が鏢 

見す る ほどに 密雲が ふさがり 始める と、 水の やうに 冷え，^ する 風が 水分 を 十分に 含んで、 赵の 住んで ゐる家 か 

ら i めら^る 谿 谷に 吹き 落ちて 來る。 黑雲 はもく と渦卷 きながら 見る/ \ 池に 近く^って 『く。 乞き 切って 

はしゃいだ 屋根板に 霰の やうな 音を立て.^ 大粒の 雨が 間遠に 落ちて 來る。 それに 氣づ くと 私達 は 十分 戶 障子の 備 

へ をし なければ ならぬ。 やがて 脅かす やうに 遠雷が 底力の ある 響 を傳へ はじめて、 稻妻 がきら と黑雲 をも^ 


て ひらめく。 一陣 ニ陣强 風が 草木 を 靡かして 過ぎる と 兌る まもなく、 さらく と 雨脚が しげくな つて 來て、 す は 

とい ふ 暇も與 へす 盆 を 覆へ すば かりに 降り そ \ ぐ。 紫の 光が 走る。 又 薄墨の やうな 闇になる。 その 闇の 屮を地 を 

とビ ろかして^ が 鳴り 冗る。 盆地の g: 方 を かこむ 山々 が、 一 つ 一 つ その 響きに 答へ る。 引きつ^いて 又 紫電が 飛 

ぶ。 飛ぶ と 思 ふ il もな く 轟然と して 雷が 鳴る。 もうさう なると H< も 地 も 一個の 渾沌 だ。 雲と 雲との 間 に、 雲と 地 

との^に 電光 は 綾 をな して 入り 亂れ る。 嘈々 と 降りしきる 雨と、 それ を驅 使す る 雷鳴と は 耳から た&き 込まれれ 

て^の^に 沁みと ほる。 さうな ると 今まで 重かった 私の 頭 は 急に 輕く さわやかに なって、 殆んど 生命の 危 きを 忘 

れて 尸の すき n から 電光の ひらめき を兒 守る の だ。 時には 指の 先な どに 電氣 が傳 はって ちか. /(\ する 事が ある。 

が、 る^ 電の 過ぎ去った 後の 心の さわやか さ。 存分に 攪拌され 純化され た 氣が 適度の 濕氣を 含んで、 輕く萬 

象の 上に 漂 ひ、 洗 ひす まされた {4! が 雲 一片 もな く 澄み切って、 夕暮れの 色に 光り、 喷火 砂利の 土質 は 僅かに 流れ 

水の 痕 をと にめ て しっとりと 砂塵 を 絡ち、 草叢の 問に かけた 蜘蛛の 覆が 殘らす 輝き 出て、 葉 蔭に 逃げ かくれて ゐ 

た^ 蟲の 類が、 身づ くろ ひしながら 羽根 を擴 げて凉 しい 夕方の 空氣の 中に 舞 ひ 出して 來る。 而 して 遠い 森の 中で 

は^もな げに^が 啼き はじめる。 それ は 新しい ：大 地の 創造 だと さ へいへ る。 

けれども 今 E はさう でなかった。 人々 は 何となく 思 ひ 屈した やうに 一日 を 過した。 晚 になって から 私は兩 親と 

何 かしんみ り 話 をして ゐた。 と、 ふと 氣が ついて 兑 ると、 四つになる 敏 行が ソブァ の 上に 坐った ま- - 一 人で しく 

しく 泣いて ゐた。 何のい はれ もな く 唯し くく 泣いて ゐる。 

私 も n 分の 子供の 時の こと を 思 ひ 出す。 遊び 草臥れて 一人に なった 時な ど、 どうかした 拍子に ふと 故の ない 哀 

愁が 小さな 胸に 迫って 來る。 …… 人 il とい ふ もの は あんな 年から 寂し さ を 祕密な 持ち物と して 生れて 來 るの だと 

昆 える。 故 もな く 子供の 泣く の を 見る のにまして 物寂しく 恐ろしい もの はない。 
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大きな 事件 は 時間 を 滅却す る。 それ は 遠い昔に 起った やうに も 思 はれ、 今 起り っ& ある ことの やうに も 思 ひな 

される。 

八月 二十 七日 

この 日 は 家の 者 達と 精進 場 川の 停車場から 輕 便に 乘 つて 鶴 溜に 下りた。 こ \ は輕 井澤の 屮 でも 色の 多い 所 だ。 

子供達 は 蝶の やうに 花の 中に 分け入った。 そこから は輕 井澤と 沓掛 とが 一眸の 中に 眺められる。 高原の 特長 は. s 

がー ：1  く 山が 低い こと だら う。 {4! が 高く 見える の は 地平線が 廣 いから だら う。 山 は 低い とい ふより、 その 屮 腹から 

上の み を 現 はして ゐる やうに 見える。 こ X から 昆 やられる 信 甲の 山 波 は 皆 さう いふ 姿 をして ゐる。 この 高原の 特 

質は氣 高い 感じ を與 へる。 恐らく 輕 井澤の 盆地 は 太古 は 湖沼で あつたので はなから うか。 輕 井澤の 隧道が 開鑿 さ 

れた 時、 そこから 驚くべき 出水が して 一 時 その 工事 を難澀 にした と傳 へられて ゐる。 あの 一 面の 平原に 水が 溜つ 

てゐ たこと を 想像して 見る。 それ は どの位 美しい もので あつたか 知れない。 ra: 方の 山々 の靑 葉と 紅葉と が 時節 時 

節に その 影 を 蘸 した 様 を 想像す ると 驚くべき 幽邃な 情景が 心眼に 浮んで 來る。 

八月 三十日 

野が 何處 となく 黄ばんで 來た。 一 株の 草 を 見る とその 葉の 一 二 枚 は必す 黄葉に なって ゐる。 エメラルドの やう 

だった 木々 は、 や X 乾いた 綠の 色に 變 つて ゆく、 夜の ひき 明けから 家の 周圍に 聞こえる 小鳥の にぎやかな 啼き聲 

の 中に 靜 かな 蟲の聲 が 澄み切って 目 だち 始めた。 Y 子 を 私から 奪 ひ 去った 八月 は 逝く。 而 して 夏 は 逝く。 

(一 九 二 〇 年 六月、 「新 家庭」 所載) 


ィ ブ セ ン の 仕事 振り 

これ は 私の 一 つの 推察に 過ぎない。 中って ゐ るか ゐ ないか は 元より 私 0 身 保證 する ことが 出來 ない。 去年の 秋 

と 今年のお と 一 ー囘 にかけ て 私 は イブ センに 關 する 感想 を 同志 社 大舉で 講演した 際、 私 は 次の やうな 發兌 をして、 

n- は^き、 K は.. H: 分 を 顧みて 自分の 仕事 振り を 恥 かしく 忍った のだった。 それ を こ.^ に^き^め て 置く。 

一八 じ 九ん 牛に イブセンが 五十一 歳の 時、 「人形の 家」 を 害いた。 「靑年 同盟」 や 「社會 の 柱石」 を 書いて ほピ 自分 

法に ついての 方向 を 兌 出し 始めて ゐた彼 は 「人形の 家」 に 於て 遂に 他と 紛れる ことのない 獨. HI な藝術 境 を 

iEW したと いってい &。 イブ セ ン の未來 は、 この 一 作に よってし つかりと そのき まりが ついた。 「操 人形の 絲が人 

^に 立た なくなった S 初の イブセンの 戯曲」 であった。 この 作が 讀害界 に 莫大な 反響 を 起し、 劇 # に m, 犬な 寄與 

であった の は 勿論で あるが、 同時に 作お に對 する 憎惡と 酷評と が 叫 方 八方から 起った^ 様 は、 イブセンの 生涯に 

取って 未 竹^: であった。 ^無 主義者、 祌聖 なる 家庭の 破壊者、 人情に 對 する 低能者 等の 罵詈 雜言は イブセンの 身 

^に 卜^ 穴の 如く^った。  • 

イブセン は： 牛： おで ゐる ことが 出來 なかった。 一人の 良心的な 作者に 取って、 その 作お が 十分の CI^ と 奸^と を 

以て 作物 をした s| 合に あって、 有識^と 社會が 許して ゐる 人々 から 此の 如き 無理解な 無 同 愦 な 反饗を 投げつ けら 

れて默 つて ゐられ な いのは 當然 である。 

「^に は- 類の 精神的 方向 卽 ち！ 一種の 良心が ある。 その 一 つ は^ 性の、 而 して 他の 一 つ は、 お 性の それと は 全 
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然異 質な 女性の^ 心で ある。 この 二つの 良心 は 相互の 間に 理解がない。 而 して 實際 生活に 於いて は 女性 はいつ 

でも 與 性の 法刖 によって 判斷 せられて ゐる。 それ はまる で 彼女 は 女性で はなく して 男性で あるか の 如く。 

女子 は 現在の 社^に あって は、 全然 男性 化した 現在の 社會 にあって は 彼女 自身で ある ことが 出來 ない。 今の 

社會の 法則 は 性に よって 組み立てられ、 而 して その 法律制度の 下にあって は、 女性の 行動 は與 性的 见 地から 

のみ 批判され る。 

彼女 は爲替 偽造 を敢 へて し、 しかも そこに 誇り を 感じた。 何故ならば、 彼女 は 良人の 生命 を 救 はんが 爲 めに、 

愛情に よって それ をな したから である。 しかも 良人なる 人 は 凡 下な 名譽 心なる ものに か &づら つて、 法律の 味 

方に なり、 問題 を 男性的な 視角の みから 毘た。 

精祌 的； 禽亂。 主 櫂に 對 する 信念の 爲 めに 壓 倒せられ 混亂 せられて、 彼女 は 道 德的攛 威に 對 する 信念 及び 育兒 

の 能力に 對 する 自信 を 失 ふに 至った 云々」 

これ は イブセンが この 戯曲 を 書き下す に當 つて、 草稿の 劈頭に 害き 記した 言葉だった。 しかも イブセン のこの 

美しい 底意 は 無視され たばかりで なく、 汚されよう としたの だった。 藝術 家ら しく 自分 を 明かに しょうと した ィ 

ブ セン は、 攻 擊に對 して 物々 しい 辯 解 や 論難 はしなかった が、 二 年後に 公け にした 「幽 靈」 に 於て 攻擎 に對 する 反 

證を 示した。 「幽 II」 が 「人形の 家」 の 反 證の爲 めに 書かれた とい ふ事實 は、 イブ セ ン の 評論家の 中に も 指摘した 人 

が數 多い。 イブセン はこの 戯曲に 於て、 女性が 全く 理解せられ す、 單に 男性の 自. S な、 我儘な、 若しくは 放恣な 

生活が^^ する 乎 傷 を、 柔順に、 やさしく、 つぶやく ことなく 押し 拭 ふ 看護婦と しての み 役立つ 境涯の 中に、 一 

人の 堅忍な： i 人 をお いた。 彼女 は 凡ての 內 心の 耍求 を、 習俗 的な 義務の 埒內 に閉ぢ こもって、 妻と して は 良人の 

^上の 保護者で あり、 母と して は 子供の 無上の 味方で あらう と 努めた。 而 して ノラの 如く 波壞 すべき もの を破壞 


せす に堪へ 忍ばう とした 彼女 は、 最後に いかなる 牧穫を 刈り取らねば ならなかった か。 

ノル ゥェ ー の^^;:: 界は その！ に對 して、 「人形の 家」 以上の 敵意 を 示した〕 ス カン ディナ ヴィャ の あらゆる 劇 

場 はこの 劇の 公^ を 担んだ。 一 萬 部の 初版 は 十一 一^ ET にやう やく . 科 版 を 出した。 

「私 は 『幽^』 に對 する 激昂 は 起り さうな こと だと 思って ゐた。 然し 起 わさう だとい ふので 乎 加減 をす る 氣には 

なれない。 それ は 卑劣な こと だ」 

と 彼 は， ての 友人に いて ゐる。 而 して 故 凼 の 人達の 智力が 愚劣で、 綏漫 である ことに 殆んど 絶望して 「我が 國 

は 詩 を^せ す」 といって、 ^術 的 活動 を 放擲しょう とさへ したの だった。 

この^から イブ セ ンは 殊に 所謂 多数 者と いふ ものに 對 して 疑 ひ を 持つ やうに なって 來た。 而 して イブセン 自身 

も 木！：：^ の 評 似に よれば 上流 社舍 にも 入れられす、 民衆から もよ く 思 はれない 立場に ゐた。 一八 八 二 年に ブラン 

，テス に與 へ た 乎 紙の 中に 彼 は 露骨な 苦々 しさ を 以て 、「私 は 如何なる 揚合 にも 多 數を冇 する 黨 派の 側に 加 はる こと 

は出來 ません。 ビョル ン ソン は 『多數 は 常に 正しい』 と 云 ひます。 …… 然し 私 は それと 反對に 『少數 は 常に 正し 

い』 とい はなければ ならない」 と 害き 玆 つて ゐる。 

イブセン のこの 心 持 は 彼に 一 つの 戯曲の 主題 を 提供した。 一八 八 二 年の 养 肆 のへ ー ゲルに 送った 乎弒の 中に 

「八，^ は尜^ らしく 平和な 戯曲 を 書く ことになる だら う。 政治家 も、 富豪 も、 その 細君 達 も 安心して 讀 める やう 

な ものにする」 といって ゐ るが、 これ は 恐らく 「幽 靈」 で商寶 上の 不安 を 感じ 始めた 出版業者に 對 する 氣 休めの 

t:^ とも 兑れば 兌ら れる。 

成 £ このた 牛に や：：： いた 戯曲 r 人民の 敵」 は、 イブセンの ものと して は、 手綱 を ゆるめて、 抑へ てゐた イブセンの 

杯く. の.^ 性 を その ま-迸らした やうな もので、 非常に 明るい 感じの する もので は あるが- 其の 明るさの 裏に 
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潜められて ゐる 義愤は 何人と 雖も兑 逃す ことが 出來 ないだら う。 眞理は 功利的の 結^と 結び 附 いた 時に のみ 眞理 

として 公認され る。 さもなければ、 忽ち 危險な 厄介物と して、 資本家から も、 中產 階級から も、 民衆 そのもの か 

らも、 否 應 なしに 蹂み i られ、 押し 虐げられる。 眞理を 見出した もの は、 唯獨 りに なって 眞理を 愛護す る 時に 最 

も强 い。 かう イブセン は 自分の 苦い 經驗の 結 某 を 煎じつ めて 疾呼した。 

然しながら イブ セ ン はやが て靜 かに 落ち着く と、 多 血 的に 思 ひ 上って 叫んだ 自分の 態度 を 皮肉な 眼で 見る ベ く 

餘義 なくされた。 病的にまで 自己 內雀の 激しい 彼 は、 自分の 叫びの ド ン. キホ ー テ的 なのに 胸が むづ かゆかった に 

遠 ひない。 而 して 彼の 例の 何事 を も 抑へ つけ 抑へ つけて、 じりく と 油を搾る やうな 態度に 還った。 

一 八 八叫ハ 牛、 彼が 五十六 歳の 時 「野 鴨」 を 書いた。 この頃 彼は羅 馬に 逗留して ゐ たが、 毎日 定刻に なると 一定 

した カフ HI に 行って、 一定した 座席に つき、 自分の 額 を 新聞で 隱 して、 傍の 鏡に 映る 來 客の 様子 を まじ，， /\ と 

見つめる 有名な カフ HI 通 ひが 始まった。 彼が その 時 どんな 心 持で ゐ たかを 私 はほ^ 想像す る ことが 出來 る。 そ 

の 围 の^に は 一 秫 颇 人的な 皺が た，^ まれ、 そのく ぼんだ 眼と 堅く 引き 結んだ 替に は、 氷の やうに 冷たい 意慾 的な 

皮肉の 色が 潜んで ゐ たこと だら う。 それ は 他人に 對す るよりも 己れ 自身に 向けられ たもので あり、 己れ に 何等 力 

の 交渉 を 持た うとして 近寄る 人に 向けられた ものであった に逯 ひない。 

「野 鳴 一の グレガ ー ス なる 靑 年に 於て、 イブ セ ン は 容赦な く 自分自身 を戲霰 的に 表現した。 、、ヮ レガ ー ス は 幼少の 時 

卜ら イブセン の^ 謂 病的な 良心 (sickly  conscience) の 持主であった 。雄々 しい 心 を 持った 人なら ば、 見 も 返らぬ や 

うな 瓒 末な ことにまで くよ くと 焦ら 立って、 その 眞相を 申し出す に は ゐられ ない 質の 男 だ。 而 して 肝腎の 自分 

自身 は 結局 爲す ベ き 何事 を も 持 つて はゐ ない の だ。 他人の こと 上ム へばお せっかい にも 何處 の 隅 にも 鼻 を 突 つ 込 

ん でせ | 偽と いふ もの を 嗅ぎつ ける。 而 して それ を 明るみへ さらけ出して、 天職 を 成就した 氣 持になる 力く して 


彼 は 唯 一 人の 幼友违 の^^ 生活 を 支離诚 裂に し 、天使の やうに 好意に 滿 ちて 邪 氣 のない 少女 を 空しく 犬 死させる。 

徹^的に 兑て、 裸かな^ 宵の 上に は 地上の 生活 は 瞬時で も 可能で はあり^ない。 愛と いふ 衣 を かけた 無害な 小 

さな^ 偽の 上に 凡俗の 生活 は 最上に 成り立つ ことが 出來 る。 少しの 生活 經驗を だに 持った 人なら ば、 誰でも g 附 

くべき この 冇り ふれた 事實 を、 ヅレガ ー スは彼 c: ら 英雄的と 思惟す る。 結局 利己的な 行動に よって 片端から 破壞 

して^たり 顔 をしょう とする。 何等の 子供染みた 自己 肯定！ 何等の 安價 なる 眞理 探究！ 

世の 人 はよ くこの 戯曲 を 評して 極度に 陰慘な 悲劇と して ゐる やう だが、 私に は それが 多分に 嘲笑 的な 要素 を 交 

へた 衣： 釗の やうに しか 映らない。 あの^ 理 探究の s:.^ らしく 毘 える 主人公 グレガ ー スは、 自己の 失肷を 十分 味識 

して： の爲 めに 頭 を 被 はねば ならぬ 破局に 来ても、 依然として 3 具 理の男 者と しての^ 鹿ら しい 無策な 自己の 誇 

り を^らないで したり 顔 をして ゐる。 イブ セ ン の 自分自身に 對 する 痛ましい 反芻 は殆 んど氣 息苦しい^ 極度に 達 

して ゐる。 この 劇に 於て、 イブセン は 「社 會の 敵」 の 陽氣な 自己 肯定から 一飛び に 退 if して 陰氣な 自己 嘲笑 を 試 

みた。 その コント ラス トは實 に 著しい。 

然し これで も イブセン は 一度 手許に たぐり 込んで 自己 贫察の 綱 を ゆるめようと はしない の だ。 丁度 彼が 「人形 

の^」 の 與 れる場 八 IT を 想定して、 「幽 靈」 を 書いた やうに、 一八 八 六 年に 出した 「ロス メル ス* ホルム」 にあって 

は、 「人：^ の 敵」 の 場合の 醫！： ストック マンと は 全然 異 つた 典型の 人物 を あてはめた。 それ は 牧師 ロス メ ルスで あ 

る。 尤も ストック マン も a スメ ルス も 或る 共通 點を 有って ゐ ないで はない。 その 性格の 極めて^ 摯 である 點、 誠 

^である 點、 或る^: M を 持って ゐる點 など は それで ある。 然しながら ストック マンが 貧賤から 身 を 起し、 科凑者 

であり、 從 つて^ 现の 追求 者で あり、 實行カ を 有する 現實 主義者で あるに 反して、 口 スメ ルス は 世襲 的な 紳士 閱 

に^まれ、 祌^^ ： であるが 故に 道德の 追求 者で あり、 瞑想 的 倾向を 有する 殉愦 主^^で あるな ど はおの づか 
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らその 著しい 相 達 を 物^ つて ゐる。 イブセン は 自分が さう あるまい と 心 懸けて ゐた にも か \ はらす、 潤澤に n ス 

メ ルスの^ する やうな 性格 を植 ゑつ けられて ゐ るの だ。 彼 は 幼少から 極度の 貧乏に よって はれた けれども， そ 

の 家 は その 地方 唯一 の 名家であった。 彼 は 戯曲に 自然主義 を 導き 入れた 先驅 者であった にも か& はらす、 彼の 性 

格の 根柢に は 習性 的に は 習性 的な 道 德に對 する 愤憬 執谙 があった。 而 して 彼が 瞑想 的で あり、 從 つて 一種 殉情的 

な 分子 を扮て 去る ことの 出來 なかった の も 口 ス メスて に 似た ところが ある。 だから ストック マ ンは どちら かとい 

ふと、 彼が あり 得たい と 望む 姿であって、 ロス メル ス こそ は、 避けよう として ゐた にも か- ^はらす、 彼の 莨の 肖 

^被で あつたの だ。 彼 はこの 悲しい 一身の 矛盾 を 見通さねば ならぬ^： を 悲しく も 持ち 合 はせ てゐ た。 彼 は 自己 

の 肖像 を 新しい 苦痛 を 以て 描き 直さねば ならぬ の だ。 

B スメ ルス も 亦 ストック マ ンの やうに 虚偽から 蹶起して ^现を 擁護せ ねばならぬ 立場に 立た せられた。 蓖摯な 

彼の 性格 は それ を 彼に 要求した。 而 して 迫害 は ストック マンの 場合と 同じに、 少數 者と 多數 者の 兩 面から 襲って 

來た。 「人民の 敵」 に 於て ストック マ ンを 勇氣 づけた 親友 ホ ルス タ ー は 、「ロス メ ルス. ホルム」 に 於て ロス メル スを 

沮喪させる 舊師ブ レ ン デルと なって 現 はれた。 ロス メル スはブ レンデル がー たび 新人と なって 立つ の を 見た が、 

幾 干 もな く 砂 塔の 崩れる やうに 存在 を 失 ふその 姿 を 見送らねば ならなかった。 過去 (白 い 馬に よって 現 はされ た) 

は 始終 口 スメ ルス を 威 脅して やまない。 一 旦眞理 の 光明に 振 ひ 起った 彼 も 一歩々 々戰 ひながら 返かねば ならぬ は 

めに なった。 こ の 時に 當 つて その 周圍に むらがり 集まる 敵 人の 冷 刻な 情 容赦の ない 態度 は 殊に この 劇に 於て カ强 

まみ 

く 描かれて ゐる。 ストック マ ンは 肷殘の 中に も 一 脈の 血路 を 開く こと を 忘れす、 その 一 敗 地に 塗れた 所に 起き 上つ 

て、 自分の 志 を つぐべく、 頑兒 等の 敎育 によって、 捲土重来の 地盤 を 築かう とした けれども、 n スメ ルス は 消極 

の頂點 まで 退き 去って、 そこに 無殘な 死處を 探らう とした。 彼 は 最後の 瞬間に 於ても ひたむきに 自分自身 をのみ 


^ する ことが 出來 す、 レ ペッカの 彼に 對 する 愛情 を専實 によって 證明 させて 後 やう やく 自分と い ふ もの-力に 信 

顿を 持つ ことが 出來 た。 而 して 利己主義者 らしい ストック マンが 結局 實 際の 愛人 主義者で、 利他主義者と 自分 自 

なでも^ じて ゐた 。スメ ルスが 到底 高踏的な 利己主義者に 過ぎない 事寶を 悲しく も證 明せ ねばならなかった。 

イブ セ ン はこの 戯曲に 於て した-か 自分自身 を 鞭つ と共に、 世の中の 人々 が 如何に 彼の 好意 を 凡て の 不愉快な 

は"& もて 塗りつぶし、 一 同 指 を 擧げて 「あの 無力 無 恨なる 反逆者の 正 體を兑 よ」 と 罵り 笑つ たかを 痛烈に 描いた。 

する 敵 乎の 間に は、 埤め がたい 鴻 溝が 掘り 開かれて ゐる。 而 して 雨 方と もに 有り 餘る 程の 缺陷を 持ちな が 

ら、 兀ひ を誣ひ 合って ゐる。 

イブセン は 以上 艽篇の 戯曲に 於て、 宛ら 大きな 振子が 搖れ 動く やうに、 一方の 極から 他方の 極へ と 大きな 弧 を 

描いて その 性格の 內部 を搖れ 動かした。 「人形の 家」 によって 世人が イブセンに 與 へた 乎 傷 は、 イブセン をして か 

くば かり 大きな 叫聲 をつ ぎ，/.. \ に發 せしめた。 然しながら 誰でも 注意し 得る やうに、 振子の 搖れ方 は 後の もの 程 

段々 小さくな つて 行って ゐる。 「人形の 家」 と 「幽 靈」 との 間の 振子の 距離 は、 「人民の 敵」 と 「野 鴨」 に 於て より 

短 かくな つた。 「口 スメ ルス. ホルム」 に 於て 見出される 個性と 環境との 葛藤 は、 遂に 第 六 番目の 戲曲 「海の 夫人」 

に 於て 完全に 坤： め盡 されん として ゐる。 振子 は 「海の 夫人」 に 於て 靜 止の 狀 態に 還らん とする。 

一八 八 八 たや、 イブセンが 六十 歳の 時發 表した 「海の 夫人」 こそ は， イブセンの 全 著作 を 通じて 设も 陽氣な 作品 

といって い-。 イブセン はこの 戲 曲に 於て、 民衆に 向って 好意 を 以て 和らぎの 乎 を 仲ば して ゐる やうに 兌え る。 

「私 は 私，：：：： 身 を 容赦なく^ 察し、 容赦な く 鞭った。 それ は 君達 自身の 眼が 見た 通り だ。 私 は 又 君達 を 容赦な く 解 

剖した。 それ は藝術 家た る 私に とって さう あらねば ならぬ ことなの だ。 君達 は本當 にあん な 姿 をして ゐ るの だ。 

お 逑の顔 は それに 對 して 不服 を 申し出よう とも、 君達の 心 は 私の した 所を肯 くだらう。 いつまでもお M ひに 詐る 
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こと をし まい。 私 はこ \に 一 つの 戲曲を 書^た。 それ は 如何にして 君達が 一人の 藝術家 を 受取るべき か、 又 如何 

にして 一人の 藝術 家が 君達に 奉仕し 得る か を 語らう として ゐる。 願 はく は 私の 申し出 を 認めて くれ 給へ。 而 して 

平和の 握手の 手 を 君 逢 も 私に さし 仲べ て くれ 給へ」 と。 

「ロス メル ス. ホルム」 に 於て 私達 は 人生 の 內容を 創造 革新すべき 創造的 能力が、 如何にして 旣定 道德の 桎梏に 虐 

げられ、 創造的 能力の 死滅と 共に、 道德 そのもの-返 縮 を 来し たかを 描き 示された。 「海の 夫人」 に 於て、 創造的 

能力が 旣 定道德 の寬容 により、 如何に 正しく 生活の 境界 內に 滲み込み、 そこに 生活 S 新しき 力と なって 働く に 至 

るか を、 イブセン は 描き出した。 

エリ ー ダは 海に よって 象徵 される 無道 德の大 威力 ある 世界に 對 する 憧れ を 白絲の 如き 處女 時代の 胸に 宿した 女 

であった。 狹ぃ 寂しい 家庭生活に 捕 はれ、 そこに 豫め 定められた しきたりに 從 はねば ならぬ 身で ありながら、 砂 

濱に 打ち上げられた 人魚の やうに、 S えす 自. H な 力に 充ち滿 ちた 海 を 忘れる ことが 出來 なかった。 彼女 は 幾度 か 

ある 限りの 意力 を用ゐ て、 定められた 運命に 從順 であらう としたに も か.^ はらす、 や-^ も すれば 自分の 意志より 

も 更に 大きな 意志に よって、 見 も 知らぬ 不思議な 世界に 引き すられて 行かう とする の だ。 エリ ー ダの 良人 —— そ 

れは 「ロス メ ルス. ホ ルム」 に 於け る 校長 ク 口 ー ルの やうな 死道舉 者ではなかった —— は それが 爲 めに 極度の 煩悶 

を 强 ひられ 广 二人の 娘 はこの 第二の 母に 對 して 冷淡な 異郷 人で なければ ならなかった。 H リ ー ダの 住む 避暑地に 

最後の 便船が 來、 而 して それが 去って 夏が 空しく 淋しい 秋に 繋がらう とする 瞬 間に、 恐ろしい 大 試練が この 一家 

の 上に 來た。 海から 來た男 は 避くべからざる 意力 を 以て エリ ー ダを 海に 連れて行かう とする。 エリ ー ダは あらん 

限りの 力に 頼って この ei- の 手から 週れ ようと 藻搔く けれども、 凡て の 力 は 彼女 を 引き 留 むべき 强さを 有って はゐ 

ない。 エリ ー ダの 良人 は 遂に 最後の けなげな 決心に 到達した。 この 上 は 良人た るの 特權を 捨てる 外 はない。 エリ 


1 ダ に絶對 の. n.E を與 へる 外 はない。 さう 彼 は 思った の だ。 

「エリ，' ダ。 —— あなた は 私 を こ- T に 留めて お置きに なれます。 あなた は その 權カを 持って いらっしゃ るから、 

それ をお 川ゐ になる でせ う。 然し 私の 心の I 私の 思想の 全部 —— 避けが たい 憧れと 望み、 それ を あなた は 縛 

つてお、 きに はなれません。 私の 心 は、 私と いふ もの は、 創り 出された 不可知の^ 界を戀 ひ 慕って 悶えます。 

それ を あなたが 妨げようと なさ つても 無駄です。 

ワンゲル。 ，！ (深く 悲しんで) それ はよ く 分る、 ェ リ ー ダ ー! 一歩々々 あなた は 私から すりぬけて 行く の だ。 

絶大な 無限 —— 不測の 世界 —— に對 する あなたの 憧憬 は、 こ のま & では あなた を狂亂 させさう にさ へ兑 える。 

エリ ー ダ。 —— さう です，/, \。 私 はたし かに さう 思 ひます。 何 か 眞黑な 音の ない 翼が 私の 上に 迫って 來てゐ る や 

うです。 

ワンゲル o —— そんな 結果に ならせて はおけ ない。 あなた を 救 ひ 出す 道 はない —— 少なくとも 私 だけに はさう 昆 

える。 だから —— だから、 この 場で 私 は 今までの 關 係を斷 ® しょう。 さあ、 今 こそ あなた は 十分の 存分の 自. a 

さで，：：： 分 c 行きたい 道 を 決める がい、。 


エリ ー ダ。 —— 今 こそ 私 は あなたに 歸 ります。 今 こそ それが 出來 ます。 私 は 自由に あなたに 行ける のです もの。 

私. RI 身の 自 山な 意志で、 而 して 私自身の 責任で。 

しゅく こ つ 

お 後の 瞬昍に 於て、 今まで 彼等 を 脅かして ゐた 運命 は倏忽 として ー轉 した。 H リ ー ダは 全く 海の 誘惑から 解放 

され、 に^の. E 山 さと 人 らしい 責任と を 以て その 良人の 本當の 妻と なり、 二人の 娘の 誠の 母と なった。 而 

f  . ノ センの 仕ボ 振リ  二八！ 二 


有 鳥 武郞个 "雄 ^六卷  二八 四 

して 華やかな 浴客 逹は、 夏 を 奪 ふやう に 船に 乘 つて、 その 避暑地から 去り、 後に は 淋しい 秋と、 海峽を 氷で 閉ぢ 

つける 冬が 來 るの だけれ ども、 そこに は 暖かい人 閬 の 生活が 積雪の 中に も樂 しく 力強く 送られよ うとす るの だ。 

イブ セ ンは H リ ー ダに 於て 人生の 一 人の 闘士と して 民衆に 訴 へて ゐ るの だ。 あの 傲岸な 詩人が 先づ 自分から 和 

睦の手 を 仲ば すその 心 持 を 思 ひやる と、 一 種の しめ やか さを覺 えす に は ゐられ ない。 そこに 彼の 悲しい 心 持と す 

ぐれた 大きさと が 忍ばれる。 

以上 は 勿論 私の 推察で ある。 然し 物好きな 讀^ があるなら、 試みに 自分で この 六つの、 次ぎ， に發 表された 

六つの 戯曲 を讀 んで兑 るの も 1 興 かも 知れない。 「人形の 家」 から 「海の 夫人」 に 至る 六つの 戲曲 は、 私に は イブ セ 

ンを 主人公と した 六 幕の 大きな 一 つの 劇詩と して 映す る。 イブセン は 开： 十 一 から 六十までの^、 卽ち 人生の 一 番 

大事な 鋤き 盛り を、 一 つの 題材の 下に 苦しみ 拔 いた。 この 一 つの ものに 武者ぶ りついて、 十 年の 間 藻 搔き繽 けた 

イブ セ ン の： tlis- 振りに 私け 驚啖 して 了った。 自己 及び 仕事に 對 して あれ 程の 眞劍 さと 執着と があって 甫 めて イブ 

セ ン だけの 仕事が 成就され るの だと 思った。 彼の この 絶大な 仕事の 前に は 私 如き は 如何に 小さな 侏儒で あるよ。 

(一 九 二 0 年 七月、 「新潮」 所載) 


「槐 多の 歌 へ る」 

—I  (村 山槐多 著) ！ 

^年の 二月 二十 八日、 齢 二十 四で^^ した 一 靑年畫 家の 遣 稿で ある。 日記と 長短の 詩と 感想 及び 書簡が 集めて 

ある。 彼 は C らの 生活 を 血液 主義と いった 位、 强健 精剛な 肉と 熱烈 純 清な 魂との 讃突 者であった。 彼の 色彩 は 赤 

と 紫と 金と であった。 彼 は 荒蕩な ディ ォ 一一 ソス 的な 欲念 を 叫胶 とし、 樂 園の 消息に 純粹に 精通した 嬰兒の トル ソ 

と を 持った ー侗の センタ ウルであった。 彼 は 奇怪な この 二つの 矛 质 に 苦しみながら、 しかも ー侗の 完全な 生と し 

て 終始した。 安 協の 餘地 なき ほどに 彼 はっきつ めて 生きて ゐた。 この 集に は 彼の 十八 歳の 顷 からの 思想が^ めら 

れて あるが、 その 頃の ものに は、 最早 內 部の 煩悶 を 殆んど 伴 はない 詩人た る 彼が 現 はれて ゐる。 その 詩は實 に 美 

しく 獨. nl 的で ある。 

『君 は .斤 く唁く 明る き 大空の だん だ ら の 

薄明り こもれる 二月 

曲玉の 1 つらの かざられし 

美しき 空に 雪 

ふりしきる^ なれ ど 

聲故 に 消えて わかたず』 …… 「二月」 ょリ 

多の 欲へ る  二ん 五 


4? 島 武郞^ 堪 ^六^ 

『美しき^ に 濡れて 

二 入 歩み を 共に すれば 

この 時 銀 鎖 は 薄明の 空氣 を曳 きて 

きら/ \ と 二人に 嗚る 

美しき i^-H 速絨す 

されば^ は 恍惚たり 

二人 は 歩む 

きら/ \と 春の 光 ひかる 

美しき 空の 下 

X の 形に 燈 きらくと 戰 動す 

あ^-都 大路に 

恍惚と して 二人 は^みたり』 …… 「き 

『たに 鬼^ 

紫に 人 を 睨み 

とめどな き 狂女が 淚に 


八 


物^く おれたり 

恐ろしき^ 薊 

その 銀に 霞みた る莖 に觸 る、 時 

何故に 痛み を 出す か 

女の 毛の 如き 痛み を』 ：： 「鬼 薊」 

『けにお は 夜と ならざる たそがれの 

^しきと t こほり 

げに！ ^は 酒と ならざる 麥の穗 の 

啻 き^お 

すべて 末路 を 持たぬ 

また 全盛に 會 はぬ 

凉 しき 微笑の 時に 君 はあり 

とこし なへ に 君 はあり』 …… 「君に」 よ y 

r 吹き荒む 西の 喇叭 は 

氣鋭？ 空の 豪奢に 

魄 多の 耿へ る 


/人 
七 


冇 ft 武郞仝 築 ^六 卷 

泥醉の 赤き 都 は 

今覺 めぬ 眞晝 まん 中 

何となく 汗 じみし 君 

け ふわれ の 心に 君が 形 は 

殺した る 蜂の 腹 ： 蜜兑 たるが 如く 

た t 甘く た^ f あはれ なり』  「醉へ る 時に」 ょリ 

『女の^ 潮、 紫の 魏の はためき 

孔 街の 淚、 孔雀の 毛、 心臓 

西洋の 金貨、 綠、 群靑、 

靜脈を 露出した 山々 の 色 

あ、 苦しく 暑い 湯 釜の 

百度に 達すろ 刹那 も (十 後の 時 

美しい 風赍が 今 汗み どろに なって 

泣いて ゐる、 泣いて る 

働く 若い 娘、 その 脣と 颊、 麥の芽 

赤い 励 脈、 血の 流れる w、 山 


八 
八 


齊玉 の 光雠、 天の 叫び 

私は彈 丸の 樣 にこの 風景の 中 を 飛び 行く』 …… 「午後の 紫 野」 ょリ 

卜 丸歲の 時^ 京に 出て 美術 院の 研究所に 出入す る やうに なつてから、 彼の 生彩 ある {仝 想 は、 現實の 辛味に よつ 

て 一 々^づ けられた。 彼 は 頑 童の がむしゃらな 態度で 膝す る ことなく， それにぶ つかった。 けれども 現實 は未經 

驗なー 一十^の 靑 年に はさす がに 强大 過ぎる ものだった。 彼 は 藝術的 大望に も 性慾に も 日常の 起居に も 到る ところ 

で蹉 かねば ならなかった。 彼が 眞摯 である だけ その 蹉きは 大きく 烈しかった。 

『汝は 愚鈍 —— 沈默 たれ 

汝は醜 人な り、 貧民な り 

汝は 磨かざる ダイヤ モ ン ド なり 

汝は汚 人な り、 汚な きゃんち やなり 

汝は惡 人な り、 惡戲 者な り 

汝は大 ^ 無類なる 無賴 if なり 


來る もの に抗ら ひこれ を 打つ 

負けるな 

何物に も 負けるな 

汝. HI らを 愛し 拜 せよ 

汝 こそ 全能な り 

その^ 左 をた^ 汝の H の 上に のみ 示せよ 

隗 冬の 耿 へる  二八 九 


ぉ岛 武郎仝 猪-第 六卷  二 九，、 - 

1 切の 社會的 分子 を 排斥せ よ …… 

出來る だけの 事 を 正直に 極めて 正直に 俺 は し て 行かう 

俺が 惡ぃ 時は惡 くなら う 

俺が 愚な 時には 辍 になら う 

その外に どうして 人間と しての 道が あるので あらう か、 俺の 道が あらう か 

1 切の まど はしに まど はされ ぬ 

もう 一 人の まね はしない 

この 事 を 痛切に 俺 は 感じて ゐる 

すべての 手段と；： み ふ 事 は 忌むべき こと だ、 とりわけ 空なる 物 を^なら ずと 見せる 手段 は』 ：… 

彼は敢 へて かう 大膽に 叫ぶ と共に、 二十 二 歳の 折の 五月の ある 日の 日記の 中には、 悲しむべき 自己に 對 する 鞭 

撻が ある。 

『女の 卑しき 姿が 自分の 眼 を さました、 俺の 世界の 形相 は是 であった か、 俺は覺 めた。 一 切から。 …… 

第一に、 日々 何事 か 仕事す る 事、 その 仕事 は 自分に 命の 種 を與へ 得る もので なければ ならぬ、 又 心の 領域 を きずつけぬ 物 

でなければ ならぬ。 

第二に、 靈を 曇らせる 一 切の 行爲を 禁ずる 事例へば 飮酒、 喫煙、 耽 色 等。 

第三に、 よき 知識 を 多く 吸收 する 事、 知識 は 浮華なる 情愁を 調整し、 眞 正の 快 樂を與 へ吳れ るで あらう。 …… 』 

この あたり の 彼に は^ 命の 不. E 然な 分裂が 著しい。 從 つて その 詩に も 初年に 見られる やうな 純粹な 感激が 溢れ 

出ないで、 冷たい 现智の 反^が 窺 はれる" 彼 は 幾度 か遡智 的に 向 分 を 律しょう として、 しかも 情熱の 爲 めに その 


^^を 蹴って、 七 si 八 倒しん e マての 狀は 弱い 心 を 寒から しめる に 足る ほど だ" 彼を容 おに 悟り 切らせる ことの 出 

^ない ものが^^の 如く 簇々 とその 內 部に 生え 茂って ゐ たにち が ひない。 

『女、 女、 

またお 前 はおれ を ひく 

おれの 心 は 噴水の 樣に お前の 方へ と： 咼 まる 

ひくの をよ して 吳 れ 

おれ は 度々 しくじった ではない か 

愚かに も 引かれる ま i に ひかれた 爲に、 

^けて くれ 

助けて くれ』 

お 者と 人が 肖 分 を 言った、 

人の 世 は それ 程までに 苦しい もの か 知らん、 

n 分 は W 成りに 苦しみ あくせくして ゐる ではない か』 

彼 はかう いふ 風に して 藻搔き 苦しんだ。 而 して 僅か 三 四 年の 問に、 いぢけ 切った 人生の 行路病者が 夢み もしな 

かった 數々 S 經驗を 心の底から 味った。 彼 は 一躍して 複雜な 曲折 を 有する 人間に なった。 一 面に は 持って 生まれ 

たま ゝ の. S 兄の やうな 神々 しい 良心 を 捨てる ことなしに。 それ故に その 晚 年の 思想 は 初年の 詩的 高 翔に 立ち 歸り 

ながら、 しかも 卜 分の 實感味 を 以て 裏付け 始められて ゐる。 恐らく 彼に 健康が 繽 いて ゐ たら、 又 彼 は 犬なる 次の 颜 

^ なノ  ，：：  ^ へる  二 九 1 


^ck0^M か 六卷  二 九 二 

倒 を 苦しく 味 はねば ならなかった かも 知れない。 而 して 他の 高峯に 向って 飛躍した かも 知れない。 然し 不幸に し 

て 肺忠が この 無謀に 近いまで 男 ましい セン タウ ルを $1 ^してし まった。 

晩年の 彼の 思想、 

『あしたに 神 を 思 ひ 

夕べに 罪 を 犯しぬ 

美しき 签 と 

P!  くき 51 と 

絕 えず 戰 ふわが 身の上に 

さびし さ 極り て 

しづかに 居が たくな りつ 

さて われ は 身 を 動かし 

美しき わざ か 

惡 しき 業 をな すなり』 …ミ 

『友よ 

わが 風貌と わが 業と は 醜く し 

され ど わが 心 は 

白き 鳩の 如く 淸く 


おにく ちつけ っゝ あり』 ……  、 

『一 切 は 墓場の 上の 幻 だ 

私の やる 率 は 

私の 生 は 

みんな それ だ 

私 は 何も 怖くない 

私 は その 底 それ 自身 

虚無 だ』 

『おて、 勝て、 勝て、 

一 切 は^ I い、 

1 切 は 善い、 

分 を^べ 

n 分の 行 をた \ へろ 

その美し さに 

ほれぼれと 

分に 兑 入れ 

隗 多の 欲へ る  二 九 =1 


有^ 武郞仝 集. ^六^ 

それでい、 の だ 

それが 絕對 なの だ』 …… 

『古いへ 5 たんが 木に 吊るさが つて しんとして ゐる』 

『ためら ふな、 恥ぢ るな 

ま つ すぐ こ ゆけ、 

汝のガ ランスの チュ 1 ブを とって 

汝の パ レットに 眞 苗に つき出し 

まっすぐに しぼれ 

その ガラン スを眞 直に 塗れ 

生の みに 活々 と 塗れ 

一 本の ガ ラ ン スを つくせよ 

^も ガラン スに 塗れ  ん 

木もガ ラ ン ス に 描け 

^も ガラ ン ス にかけ 

□  □ をもガ ランスに て 描き 奉れ 

^を もガ ランス にて 描き 奉れ 


九 

L 几 I 


ため、.，： ふな、 恥ぢ るな 

まっすぐに ゆけ 

汝の 貧乏 を 

1 本の ガラン ス にて 塗り かくせ』  「 I 本のが ラン ス」 ょリ 

死ぬ 前の 年の 末に、 彼が どうしても 心から 離れさす ことが 出来す、 しかも 彼 を すげ なく 退けた お 玉さん に對し 

て i:: き殘 した 乎羝の 如き は、 詩人と して 人と しての 彼のよ き 肖像 畫 である。 それ は 聖徒の 祌に對 する 有頂天な 祈 

りの 心と 全く 相等しい。 

少しば かりの H ネル ギ ー を， 火 を、 使 ひ へらさない 爲 めに、 小さな 美しい 牢獄に 閉ぢ こもって、 完全で あり^ 

た 人 はないで はなかった。 凡て を 燒き盡 しても なほ 悔いない までに， 自己 を 延ばし 延ばした 槐多 氏の 如き は、 わ 

が藝 術界に 於て 稀 有な こと だとい へる と 思 ふ。 あれ だけの 生得の 良心と、 あれ だけの 大膽な 冒 險 力と を 兼ね 備へ 

た 人 は 珍ら しい。 彼 は 彼 自身に 於て 完全に 新しい 生活の 型 を 創立した 。『槐 多の 歌へ る』 は その 記念 的 宮殿で ある。 

『みなさま 御覽 なされ 

私の 指さす 方 を 

總體 がー つの 樂器だ 

絕 えずう めき 鳴りき しめく  く 

柱に、 天井に、 床に、 それぞれ 樂 器が 埋めて ある 

絕 えない ォ ルケ ス トラ 

耳 をす まして 御覽 なされ 

饨 タノの 欲へ る  二 九 五 


冇 ft 武郎仝 集 ^六 卷  二 九 六 

總體が 一 つの 香料 だ 

椅子 も 玉座 も 玄關も 屋根 も 皆に ほふ  ， 

蜜蜂が 數蓖 御殿 へ 日毎に 集まって 狂 ひ 死ぬ 

こ \ から その 有樣は 見えます まいて 

だが に ほひ はった はり ませう がな 

ところが このす ばらしい 宮殿に は 

た つ た 王樣が ひとりぼっち でお 住 ひだ 

皆 樣御覽 なされ 

王樣が 窓から 見える 

黄金の パ レザト を 手に して 

畫を 描いて 居られる 

みなさま 土下座 をな された い 

王樣 がお 出 まし だ 

王樣 はこれ から 淺 草へ 行幸 だ 

泡盛 を吞 みに』 …… 「宮殿 指示」 より 

C1 九 二 〇 年 八月、 「著作 評論」 所載) 


愛 

I 米 川 正 〖夫 氏に II 

私の 「^みなく 愛 は 奪 ふ」 について は 嚮に石 坂 養 平氏が 本紙に 感想 を 寄せられ ましたが、 石 坂 氏が あれ を發表 

する 前， M 氏と は 私信 を苒 一一； 往 役して 意見 を 述べ 合って 居ます から、 それ 以上 云 ふ氣に はなれな いので、 發 表さ 

れた 感想に 對 して はお 答へ をせ すに しま ひました。 石 坂 氏と は 或る 點 以上に はお 互の 間に 理解が 成り立ち 得ない 

の を 感じた からです。 この 上 は 石 坂 氏 は 石 坂 氏の 道 を 歩まれる がい k し、 私 は 私の 道 を 歩いて 行く 外 はあり ませ 

ん。 これ は餘 計な ことか も 知れない が、 序で だから こ&に ニー 一一 口 させて 貰 ひます。 

あなたが 私の もの を 注意して ぉ讀み 下す つたこと を 感謝し ます。 大體に 於て あなた は 私の 考へを 受け入れて 下 

さい ましたが、 その 議論の 最後の 所で， 私に 對 する 不滿を 述べて 居られる やうに 思 はれます。 それに 對 してお 答 

へ をして 兑 ます。 

ゅは侗 性に 於け る 木 能の 現 はれであって、 本能 は その 本然の 力 を 以て 働く 外に、 他の 力に よって 働か しめられる 

こと はない。 だから 本能の 働きに は 努力と いふ もの はない。 又 本能 は 自己に 奪 ひ、 自己に 生長す る 力で ある。 そ 

れ だから 愛の 作用 は 常に 愛 それ 自身の 爲 めであって、 その外の 何者の 爲め でもない。 かう いふ 私の 立場に 對 して 

あなた は 一 塵の 理解と 承認と を 許された 後、 けれども 人間と して この 純 一 無垢の 眞 愛の 境地に 途 する 爲 めに は、 

愛の s-^ に まつ はり 附 いてる 强阇 な殼を 破り 去る 爲 めに は、 努力して 愛する (愛しよう とする) こと も、 他の 爲め 

に 愛する とい ふこと も 必要と せられなければ ならない。 この 努力な しに は、 最後の 愛に は實 際に 於て 到违 する こ 

愛  二 九 七 
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とが 出來 ない。 この 準備 的 努力の 過程 を^ 島 は輕蔑 さへ してなる。 それ は 正しい 見方と はいへ ない と 云って ゐら 

れ ます (今 私の 乎 許に は あなたの 論文がない ので、 あなたの 筆に された 言葉 通り を拔萃 する ことが 出來 ない の を 

殘 念に 思 ひます が、 實 質に 於て は考 へち が ひ をして ゐな いつもり です。 若し 考へ ちが ひ をして ゐ たら 更に 御敎示 

を 煩 はします： T 

智的 生活 を 論じた 所で 私 は 努力の^ 活に對 して 十分の 尊敬 を拂 つて 居る つもりです。 愛に 純粹 になり 得ないで 

しかも 愛に 行かう とする 人間 內 部の 包みが たき 欲求 は、 人間 をして 努力の 生活 を將來 せしめる こと は 誠に あなた 

の 仰 有る 通りです 。然し 努力の 半； 活 である 以上 は、 それ は どこまでも 智的 生活の 圈內に 入る ものです。 何故ならば 

愛しようと 努力す る 場合 を 例と して 考察して 兌るなら、 愛しよう とする の は 動向であって、 愛の 純粹 の體驗 では 

ありません。 愛 は 概念と して は 働いて ゐ ません。 概念 はいつ でも 自己と 瑗 境との 結合に よっての み 形成され る も 

のであります。 愛 も 概念と しての 愛 は旣に 外界に.； 4： 在して ゐる 愛の 概念的 範疇に 依據 して 紐 立てられなければ な 

りません。 卽ち 努力 的の 愛は內 部より 自發 的に 生み出されないで、 外部の 刺戟に 對 する 內 部の 反應 として 生じて 

來 るので す。 だから それ は智的 生活の 圈內に 入るべき ものです。 それ を 私 は 卑しめようと は 夢にも 思 ひません。 

それ は 人 が 最上の 生活に 對 して 憧憬 猛進す る 一 路を 明かに 示す 現 はれ だと さ へ 讃美して ゐ ます (拙著 智； E 生沾 

の 部 袞 照)。 然し この 程度の 生活が 純愛の 生活 を將來 すべき 過程 をな す もの だから、 純愛の 生活と 同等の 重さと 高 

さとに 見られね. ばなら ぬと ならば、 私 は 極力 それに 反對 しなければ なりません。 自己の 生命 以外に 模型 を 求めて、 

それに 遵 合する やうに 愛 を 働かせる 生活なら ば、 從來 十分に 承認され 尊敬され てゐ ます。 ^は あの 論文に 於て そ 

の 上に 純粹 愛の 境地 を 求め、 それ を 凡ての 在來の 生活の 上に おき、 純粹 愛の 境地の みが 人間の 生活 中に 於て 眞實 

の^^に 於て 尊い 唯一 の 境地 だと 主張したい のです。 勿論 今まで^も か、 る 生活 は 何等かの 瞬間に 凡ての 人に よ 


つてぶ かれて ゐろ むです が" 今まで^ 人 は その 惯値を 私が 見る やうに は 見て ゐ なかった と^ふの です。 要するに 

^は 無かった もの をお らしめ ようとす るので はなく、 既にあった ものに 對 して 惯 値の 評價 をし なほ さう としたの 

です。 それなら 可 も それ はお 前 を 待って 後に 知り 得る 問題で はない とい ふ 人が あるか も 知れません。 然しながら 

私お が c 然に 持って ゐる S1 德 なり、 知識な り、 習惯 なり は、 實 際に 於て 私が 考 へて ゐる やうに はお へられて ゐな 

いの を どうし ませう。 「智的 生^ を 设上最 勝の 生活 標準と する おへから 脫 して、 木 能 的 生活 を遙 かなる その上 位 

におく にあら ざれば 私達の 生活 はもう 行きつ まります」 前途に 晴 やかな 自. s な 光明 は 認められません。 そこ を f 

へて いた^きたい のです。 智的 生^の 優越 權を 覆へ す 革命がなかったならば、 それが 破壞 されなかったならば、 

I ヤ^ のみが^ される でせ う。 それ をお へて いた ビ きたいの です。 

^りに II これ は 直接 あなたの 議論に 關 係して ゐ ないか も 知れません が I 私 は あの 感想文 を^ 字に なった 後 

，なみ かへ して C 分で かう いふ 發見 をし ました。 それ は あれ は 私の 內部 生活の 偶像 破壞 のおめ に窨 かれた もので あ 

つ r-w 象^お の爲 めに ではない とい ふこと です。 從 つて あの 議論 は ー體の 調子が 否定的です。 私 はいつ かもつと 

If ぶ 的な もの を發 表する 機き の ある こと を^んで ゐ ます。 然し それ は 五ハ牛 後の ことか、 十ハ牛 後の ことか 分り ませ 

ん。 然し その 時が 來ても 私 は 恐らく は 木 能 的 生活と 智的 生活 をと M 一  水， に 於て 評價 する やうな こと はしない と 

思 ひます ゥ 水 能 的尘活 のト： 位に^ に 尊い^ 活を 見出す か、 ^しく は 木 能 的 生活の^ 礎の 上に 具 體 的な 生活 様 TK を 

^立す るかの 何れ か だと 思つ てゐ ます。 

^ し 私が あなたの 兑方を 誤って 现 解して ゐ たら： 史に敎 へて 下さい。 ^し 誤って ゐ なかったら 私の 申し出で を も 

う ： 度お へて 見て 下さい。 

(I 九 二 〇 年 八月 二十 九 H、 「昨 事 新報」 所載) 
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「悲 痛の 哲理」  .. 

i— 岩 野 泡 鳴 著 1 • ,—— 

これ は 合評に する 積り であった ので あるが、 讀 了して 來た 人が 少なかった 爲 めに、 銘々 が 簡^な 感想 を 害く こ 

とに なった から、 私 も 自分 だけに 考へ たこと を 書き留めて おく。 

この 畨 に は 「悲痛の 哲理」 と 「新 自然主義」 と 「半戬 主義」 とが 合 載され てゐ る。 ^は 以前から 泡 鳴 氏の これ 

らの 論文 を讀 みたい と 思 ひながら 此の頃まで それ を 怠って ゐ たので あつたが、 而 して 「半戬 主義」 などに 對 する 

世 ^ 一般の 評判に 多少 釣られて ゐ たが、 最近に 讀んで 見る と 全く 違った 感銘 を 受けた。 而 して 世間の 評判の 今更 

にあて にならない 愚かな ものである こと を 感ぜす に は ゐられ なかった。 氏の 生前 この こと を 氏に 表白す る ことの 

出來 なかった こと を 私は殘 念に 思 ふ。 

これらの 論文 殊に 「半戬 主義」 は 氏の 人生 哲舉 であるが、 その 中には 氏の 特異な 性格に よっての み 生み出され 

た 創 兌が ある こと を 十分に 感じさせられる。 それ は 決して 讀書 から 来た 架^の 構想で はない、 生活の^ 極 的 緊張 

狀 態の 把握に 對 する 现 S などに は、 氏の 實感が 確かに 動いて ゐる。 その 境地に あって は絶對 の主體 たるべき もの 

は唯侗 性であって、 侗性 のみが 存在の 核心で あり、 當體 であるとの 主張 及び その 境地に あって は 各 瞬^の 現在が 

過去 及び 未來 を吸牧 して、 そこに. {m 爆 燃燒の 生命 を现出 するとい ふ 見地 は、 私の 深く 贊同 せざるを得ない 處だ" 

唯 それが ほ 爆で あるが 故に 從 つて. IEI 食で あり、 自食 であるが 故に 悲壯 であり、 悲 壯の屮 から 眞寶の 意味の 尊敬が 

^まれる とい ふ 段になる と 私^ は 異存が ある。 悲壯 とか 尊敬と かいふ こと は、 假り にか \ る 生活が 客觀 せられた 


-,, よしであって、 か、 る^^ を 生活し つ 、ある 當體 それ 自身に とって は、 か、 る 思議 を納 るべ き餘地 はない 箬 

だ。 そリ kn: ^ことって は 悲壯の 代りに 飽滿が あり、 尊敬の 代りに 自然 (naturalness) が あるの だ。 泡 鳴 氏 カ悲壯 

とか^ 敬と かいふ 客觀的 事實を 生活 そのもの 、內容 と 見た こと は (而 して それ を 重要な 內容と 見た こと は 自分 力 

ら n 分の 折：： S を 悲痛の 折：！ 现と稱 したので も 知る ことが 出來 る)、 議論と 內 生活との 間に 或る ゆるみが あった こと を 

^はせ はしない だら うか。 

私 はこのお から 一 つの 截然たる 體系を 得る ことの 出來 ない の を 知って ゐる。 氏の 哲學と 氏の 國家 主義と が^し 

て說 かれて あるが 如く 連絡せ しめらるべき ものである かどう か 知らない。 然しながら この 書の 此處 かしこに は，^ 

分の.： 小^に.：： H んだ實 際 的な 言葉 を 見出す ことが 出来る し、 此の 書の 中には 普通の 意味で いふ 比瑜 ではなく、 象徴 

とい ふべき 境地にまで 切り込んだ、 卽ち 詩の 魂 を 持った 表現が ある こと を發 見す る。 人 はこの 書 を 誠んで 悔いる 

こ と をし な い と 忍 ふ。 

この S は 確かに 多くの 發足點 を 含有した 書物の 一 つで ある。 

(一 九 二 0 年 十月， 「著作 評論」 所載) 
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文藝 家と 社會 主義 同盟に 就いて 

社會 主義 聯盟に 文藝 家が 加 はった こと を どう 思 ふかとの お 尊ね です が、 私 は その 文藝 家の 心 持 を 膝 則して 彼、 

是れ 批評が ましい こと をい ふこと は 出来ません。 他人の 心 持にまで 立ち入って おせっかい じみた 批評 をす る 必要 

も 能力 も 私に はない のです。 たビ この 事 だけ は 分って ゐ ます。 それ はか-る 問題が 問題に なり さう もない とい ふ 

ことです。 實 にあたり 前 以上に あたり 前の ことの やうに S へる のです。 

私. E 身 はどう だと 尋ねられ ると、 その 聯盟に 加入す るのに は 何の 後ろめ たさ も 苦痛 も 感じません。 寧ろ それに 

力 入した 方が 氣が樂 な 位です。 私 は 決して 社會 主義の 理解 者 だな ど、 大きな 口 をき くこと は出來 ません が、 堇か 

A5 じ 

ば 力り 閗き嚙 つたり IP みか じったり した 所から いつ て も、 社會 主義と い ふ ものが 當 然將來 の社會 生活 を 指導す ベ 

きもので あるの を 疑 ふこと が 出来ません。 及ばすな がら それに 加 はって、 少しで も貢獻 が出來 るなら うれしい こ 

とだ と^ふ 位です。 それなら 何故お 前 は それに 加入し ないかと お尋ねになる でせ う。 それ は笫 一、 先程 私が^ ろ 

めたくない といった のと 違った 意味で 後ろめ たく 感 する 所が あるから です。 私が 有産階級 じみた 生活 をして ゐる 

からです。 川 氏 は 印 稅を贳 つて ゐる ことにすら 後ろめ たさ を感 するとい つて ゐられ ます。 そこまで 突きつ め 

て^へ ると、 现 代に 生活して ゐる人 は (仝く の 無職 業者 を 除く 外 は) 一人 殘らす 後ろめ たさ を 感じなければ なら 

ないで せう。 然し それ 程ピュ ー リ タン 式に 考 へないでも、 私の 生活 は餘 りに 有產 階級 者 的です。 私見た やうな も 

のが 聯盟に 這 入る の は會の 內容を 汚します。 第一 一に 私 は 自分の 職業 上絕 對に自 .2 な 立揚に 肖 分 を 置きたい と 思 ひ 

ます。 將來 共に この 方針 は繽 けて 行きたい と 思 ひます。 殊に 社會 主義 運動 は實行 的の 目的 を 多量に 含んで はゐま 


ぐが、 一面^い 思想 上の 問題に も觸 れてゐ ます。 その 方面の 問題が 會の 名に よって 宣言され る やうな ことがあつ 

た 時、 Mfe- かの 束縛 を感 する やうな ことがあつ てはい やです。 その 時には 脫會 すれば ぃ& ではない かとい はれる 

かも R れま 4. んが、 その 位なら 始めから 這 入って ゐ ない 方が 便利です。 永久 的の 會 といって は、 私 は 現在 著作家 

a 合に 籍を^いて ゐる ものです が、 私の 見る 所 を 以てすれば、 この 會は 全然 思想 問題 を 離れた 會 であります。 少 

くと もさう ある ことが 出來 得べき 性質の 會 です。 だから 私 は 加盟して ゐ ます。 その他に は 何等の 會 にも 這 入って 

ゐ ません。 

私 は ー兀來 臆病者で、 億劫お ではあります が、 兎に角 一人で 少しづつ でも 氣の 向く 方に 歩いて 行きたい と^って 

ゐ ます。 それで 社會 主義の 諸君の 道 を 後れば せながら にも 跟 いて 行く ことが 出來れ ば、 一 人で 歩いて ゐ るので も、 

？! がお 邪 ほぶなる やうな こと はない と 思 ひます。 

(一九二 〇 年 十 一 お、 「人間」 所載) 
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序 • 跋， 

水 野 仙 子 氏の 作品に ついて 

—— 水 野 仙 子 集の 跋 II 

仙 子 氏と は、 とう， （-桕 兌る 機 會が來 ない 中に、 永い 別れと なった。 手羝の やりとりが はじまつ たの も， さう 

久しい 前からの ことで はない。 また その 作品に も I！ 創作 を はじめて 以來、 殊に 讀書 にものう くな つた 私 は ，1.1 

殆んど 接した ことがない といって い \ 位ゐで 過して 來た。 そのうちに、 仙 子 氏 は 死んで しまった。 その 死後、 私 

は 遣 作の かす/, \ を讀 まして もらって、 生前 會 つてお くべき 人に、 會 はすに しまったと いふ 憾み を覺 える ことが 

深い。 

仙 子 氏 は、 作者と して * 普通い ふ 意味で 不幸だった 人の 一人に 屬 すると 思 はれる。 彼女の 作品 は 恐らく 少数な 

^^によっての み鑑赏 された。 評 擅 も その 作品に 注意す る ことが 極めて 吝 かであった らしい。 然し 仙 子^ はそん 

な 取り扱 ひを受 くべ き 人ではなかった と 私 は 思 はざる を 得ない。 

仙 子 氏の 藝術的 生活に は 凡そ 三つの 內容 があった やうに 思 はれる。 第一 に 於て、 彼女 は 自分の 實 生活 を 核心に 

して、 その 周圍を 着實に II 年若き 女性の 殉情的 傾向な しにで はなく  II 描寫 した。 而 して そこに は當寺 文壇の 

主潮であった 自然主義の 示 咬が 裕 かに 窺 はれる。 第二に 於て、 作者 は 成るべく 自己の 生活 を バック. グラウンドに 

追 ひやって * 世相 を 輕ぃ 熱度 を 以て 取り扱って、 そこに 作家の 哲學を ほのめかさ うとした やうに 見える。 第三 こ 至 


つて、 作お は^び 厳密に 自己に 立ち 還って 來た。 而 して 正しい 客觀的 視角 を川ゐ て、 自己 を 通しての 人の 心の 働 

きを 的確に 表現し ようと 試みて ゐる。 

この^に は笫 一 の 作品 は 多分 はもら されて はゐる けれども、 「十六に なった お 京」、 「陶の 土」、 「娘 一、 「p- 卜餘 3  _ 

の 如き は その代^ 的な ものと いつ て い 、だら う。 そこに は殉愦 的な 要求から 來た 自己 陶醉に 似た 瞹 味な 描寫 がな 

いで はない けれども， その 觀 察の 綿密で、 而 して 傳習的 でない 點に 於て、 彼女の 末期の 作品に 見られる 骨組みの 

お^ V」 を兑 せて ゐる。 而 して その 卄 後に は 凡ての よい もの も惡 いもの も、 はかない 存在の 緣 から^り； K さ^て、 

忘却の あなたに 消え去って 行く、 その 淋しい 運命に 對 しての 暖かい 冷やかさが 細々 と 動いて ゐる。 少女から 處女 

C 境界に 移って 行く 時の 不安、 懷疑、 驚異、 煩悶、 つぎ，— に 心 内に 開けて ゆく 兒も 知らぬ 世界、 而 して 遂に は 

化 活の渦 巾に 溶け こんで ：！： んの 不思議で も なくなって 行く それ 等の 不思議な 變化、 さう した ものが 僅かな 皮^に 

^れ たやみ がたい 女性の 執着に よって 表現され てゐ る。 是 等の 作品の 中には、 作者の^ 摯な藝 術 的 熱情と 必至 的 

な^ 作 慾と が 感ぜられて 快い。 

然しお 二の 作品に 來 ると、 ある 倦怠が 感ぜられない でもない 。「一 粒の 芥子 種」 、「夜の 浪」、 「淋しい 二人」 などが 

それで ある。 作お はこ-で.！：： 分の 持って ゐる もの を 現 はすた めに 不必要な 多くの 道具立て に 依らう とした 所が 見 

える。 それ は 現さう とする ものが、 まだ 十分に 咀嚼され てゐ ない の を 示して ゐる。 固よりか &る 作に 於ても 山 子 

氏 は. n 分の よい 木 から 全く 迷 ひ 出て はゐ ない。 ある 筒 所に 來 ると 心 ある 讀者は 一 字々 々にしが み附 かないで は 

ゐられ なくなる。 「淋しい 二人」 の 中の 秋の 景色の 描寫の 如き は、 今まで 提 佻され た 秋の 描お のどれ に比べて 見て 

も 決して 恥づ る必耍 のない ものである とうな づ かされる。 けれども 全體 としての 感銘 は、 作者の 生活に 或る 一時 

的な ゆるみが 起った の を 感じさせないで はおかない。 . 

水^ 仙チ 氏の 作品に つい て  一 一； Q 五 


^广？ 武郎 仝^ 笫六卷  三 〇 六 

作お の 畏れなければ ならな いのは、 その 人の 生活 だとい ふこと を 今更の 如く 感 する。 第二の 作品に 比べる と、 

私の 意味す る 第三の 作品 は 何ん とい ふ 相 遠 だら う。 それ は 作者の 生活が 或る 强ぃ 緊張の 中に あった こと を 十分に 

感^させる。 殊に 私 は 「道」 とか、 r 噓を つく 日」 とか、 「輝け る 朝」 などに 感心して しまった。 「道」 の 如き は、 あ 

れー つ だけで 仙 子 氏の 藝術 家と しての 存在 を 十分に 可能なら しむる に 足る と 思 ふ。 あの 無 容赦な 自己批判、 その 

批判の 奥から 痛々 しく 沁み 出て 來る 何う する こと も 出来ない 運命の 桎梏と 複雜な 人間性。 而 して その 乂奧 から 逡 

み 出て 來る 心の 美しい 飛躍、 そこに は 確かに 生命の 裏書きの して ある 情景が ある。 それ は^なる 諦觀 ではない。 

壞れる もの を壞し 終った 後に 嚴 然として 殘る 生活への 肯定で ある。 あ-いふ 作品 を 一 つ 書き 上ドる ことが どれ 程 

の 痛い 體驗と 苦悶と を 値した か。 それ は 恐らく 創作の 經驗を 有つ ものが おぼろげながら 察し 得る 境地 だら う。 「i- 

ける 朝」、 r 噓を つく 日」， これら は 作者の 性格の まが ふ 方な き 美し さ を はっきりと、 しかも 何等の 矯飾な く 暴露し 

てゐ る。 こんな 作 を 生んで 死んで 行った この 若い 作者 は 尊い。 あんな 淚を 心に ためて ゐ ながら、 うっかり 服に 浮 

かばせなかった 程 填、 行きの 深かった その 性格 は 美しい。 あすこまで 行く と 仙 子 氏 は 概念的な 女性と いふ ものから 

脫 して 見事な 人に なって ゐる。 女流作家 として 仙 子 氏 を まつこと はもう 出来ない。 

違った 意味に 於て r 醉 ひたる 商人」、 「お 三輪」 の 如き 作品 も 亦 深く 尊重され なければ ならない と 思 ふ。 それ は 

人間性の ^ 作. と： ^て 素晴らしい 效 果を牧 めて ゐる。 あれ だけにし つかり 物 を 見る 眼が あって >  自己へ の 徹底が 强 

い 響き を傳 へる の だな とい ふこと を 首肯させる。 輕 妙に 見える ュ ー モアと 皮肉との 後ろに、 作者 は侗 性と 運命と 

に對 する 深い 洞察と 同情と を 寄せて ゐ るので はない か。 

私 は 一 々の 作品に 對 してもう いふ こと をし まい。 仙 子 氏 は その 心底に 本 當の藝 術 家の 持たねば ならぬ 誠 實を持 

つて ゐた。 而 して その 誠 實が年 を 追 ふに 從 つて 段々 と 光 を 現 はして 來てゐ る。 この 作者 はい ゝ 加減な 所で 凋落す 


べき 人ではなかった に逯 ひない。 ネを經 れば經 る ほど 本 常の 藝術 を 創り 上ぐ ベ き 素質 を 十分に 備 へて ゐ たこと 

が、 その 作品に よって 鋭 はれる。 十分の 才能 を 徹視の 支配の 下にお き、 女性と して は 珍ら しい 程の 徹 視力 を 自分 

の 性格と：： おびつ けて ゐ たの はこの 作者だった。 だから その 藝 術が 生長す るに 從 つて 益よ 根柢の 方へ と 深まって 行 

つたの だ。 この 點に 於て 彼女の 道 は 極めて 安全だった。 しかも その 道が 僅かに 踏まれた ばかりで 彼女 は 死んで し 

まった の だ。 

01 略) ところが 體が惡 くな つ C 來る ために、 頭が よくな つて 來る のか、 それとも あまり 頭が 明晰に なり 過ぎ 

ろた めに 體を 倒して しま ふの か、 どっちが 原因 だかいつ も 分りません が、 とにかく 少し 几： 八：： が" 惡く なって 來る 

と 却って 乎 紙な ども 害き たくなります。 今度ぶ つて 惡 寒から 熱、 惡寒 から 熱と いふし つきり なしの すき を ねら 

つて —— しかし 今 はもう 惡寒 はやみました から 御 安心 下さい まし —— すき を ねらって とい ふよりも すき を 掠^ 

して、 よく 乎 紙 を ま：： きます。 頭が なんでも 何 かさせないで はおかない のです。 それに 自分で も 恐ろし. S ほど は 

つきり して 來て、 もくろんで ゐる ある 長い もの 、巾の 主人公 ゃ女キ 人 公が、 惱ん だり、 苦しんだり、 愛したり、 

やさなかったり、 したり、 救 はれたり して ゐ るのと 一 所に なって、 GI 分 も 苦しんだり 泣いたり して ゐ ます。 

私の 眼に はこの 頃淚が 絶えません。 それ はいつ の 問に か 泣いて ゐ るので、 みんな 空想の 事件 や、 感^の ためな 

ん です。 群雄 割據の やうに いろんな 話が 一 時に 頭 を 擡げて 來て、 たった 一 人の 私 を ひつば り M にして ゐ ます。 

iC し 八.' こ の耍 求の ま - に從 つたら、 こっち を！  ニニ 枚、 あっち を 二三 枚と いふ やうに^ だけの ものが いくつ も 出 

來て、 それでお しま ひに なって しま ふでせ う。 .E 分で はちゃん と、 到底 その 一 つ だっても 完成し きらないの を 

よく 知りぬ いて ゐ ます もの。 これが 病 氣に悪 いんだと いふ こ ともよく 知って ゐ ますから、 讀 むこと 乂書 くこと 

は 勿 <|、 どんなにい、^ 葉 や 場面が うかんで 來て も、 それ を 拭き消し 拭き消し \ てゐ ます。 .：： (中略) 痫氣を 

水 野： T.T 氏の 作品に つ いて  三 〇 七 


有 島武郞 仝^  六 卷  三 〇 八 

L てからもう 足 かけ 四 年になります。 喑 いこと を 忘れ かける と 思 ひ 出させられ 思 ひ 出させられして さん-^ 生 

殺しの 目にあ はされ ました。 隨分 よくこら へたつ もり だけれ ども、 それでも まだ 足りないなら、 いくらでもち 

^の 滿 足す るまで こらへ ような ど. ^齒を くひし ばる 下から、 とてつもない 餒 蔑の 色が わが 口許に のぼって ゐる 

のに この頃よ く氣 がっきます。 なぜ だか 分りません。 反抗 かしらと も 思って みる けれど、 どうもち が ひます。 

もっと/, \靜 かな 强ぃ 心なので す。 傲然と して 最も 大きい 恐怖の 上に 立って ゐ るので す。 なんにも 怖くない の 

です。 II ととに よったら、 人が 何等の 事件 的 原因な くして、 自殺 を 誘惑され るの は、 こんな 時で はない か 知 

ら など &も思 ひました。 (下略) 

これ は 仙 子 氏が 死ぬ 年の 疋 月に、 私に あて X 送って くれた 乎鈹の 一節 だ。 彼女の 胸の 中に どれほど 實感 から 生 

ォた 素材が 表現 を 待って 潜んで ゐ たかを 知る ことが 出来る と共に、 死 を 始終 眼前に おいて ゐ ねばならなかった そ 

の 心に、 どんな 力の 生長が 成就され つ \ あつたか は、 おぼろげながら も 察する ことが 出来る G 

最も レゝの は 仙 子 氏が 野心家ではなかった こと だら う。 實 生活の 上に 彼女が どれほどの 覇氣を 持って ゐ たかは 

知らない。 又 創作家と して どれ 程の 矜恃を 持って ゐた かそれ も 知らない。 少く とも 仙 子 氏に は 自己の 能力 を方圖 

もな く 買 ひ 被って、 自分に 背負 投げ を 喰 ふやうな 醜い こと は絕對 にしなかった といって い-,, だら う。 いかなるき 

、もがあった にしても、 少く とも 彼女 は 自分の 取り 极ふ藝 術 そのものに 對し てはいつ まで も 謙抑な 處 女性 を 持ち 繽 

けて ゐた。 自分の 持つ 心の 領土の 限界 を 知り、 そこから 苛 察に I ら ないだ けに 貢物 を牧 める 勝れた 聰明な 頭腦を 

おって ゐた。 だから その 作品に は 汚す ことの 出來 ない 純 眞な味 ひが 靜 かに 充ち滿 ちて ゐる。 これ は 一人の 藝術家 

にと つて やさしく 見えて 決して やさしくない 仕事 だとい はなければ ならない。 極めて 眞摯な 性格の みが この こ 

と を 成就し 得る。 


仙广氏 はまた. n 分の 心 を、 ^しく は 生命力 を 外界の 影響に ゎづら はされ る ことなく 見つめる ことの 出來た 一 人 

だ と^ふ。 氏の 藝術は 大體に 於て 自然主義 風な 立場の 上に 創造され てゐ ると いってい X。 しかも 氏 は 主義に 依據 

する ょリ も、 それ 以上に いつでも 自分の 心に 依據 して ゐた。 だから 作品の 內容に は、 いつでも 機械的な 仕組み 以 

上に^ ひの ある ハ，' トが 働いて ゐる。 如何に 皮肉に 物 を 見て ゐる 場合で も， 如何に 冷 1§ に 生活 を寫 して ゐる 場合 

でも、 その 底に は 不思議に も 新鮮な 生命よりの 聲が 潜んで ゐる。 一箇の 無性 物の 描 1  おに 於ても、 例へば、 乎の 平 

に^せた 化み たての 鷄卵を 「手の平に 粉 を 吹く ばかりに 綺麗な 恰好の よい 玉子」 といったり、 冬の 夜寒の 病窒の 

いっとき 

^设を rm- 炝は 夜の 世界から 完全に この 一 室 を 占領した のに 滿 足したら しく、 一時 自信 を もって その 光 郯を强 め 

たけれ ども、 やがて 彼 は その 己れ の 仕事に なれた。 さう して 最早 一定の 動かない 光 をのみ、 十分な 安心と 僅かな 

る 倦な との 巾に 發 散した。 恰も 私 一人の 上に は、 それで 十分で あると 見き はめ をつ けた かの 如く」 といって ゐる 

の なぞ は、 無數 なか k る 例の 中から、 勝手に ニー を 引き 拔 いて 昆 たに 過ぎぬ。 

明治 以 來出现 した 女流作家の 數は少 くない。 その 人達の 中には、 私の やうに 云ったなら、 讃辭 を呈し 切れない 

やうな 作^が 他に 澤山 あるの かも 知れない。 讀 書に 怠慢な 私 はか &る 比較 をす る 知識 を 持って ゐ ない。 然し 私に 

とって はそんな こと はさした る^ 題で はない。 私 はた ビ 感心した もの を 感心した やうに 云ひ现 はせば それで 滿足 

が出來 る。 未 熱な 作家の 一 人なる 私の 考 へが、 仙 子 氏の 迷惑に ならないで 濟 めば それで 嬉しい。 私 はどうしても 

^しい 人が ¥ 死した と 思 ふ。 ^の 前に は 美しく {尤 成さる ベ かりし 藝術 品の 痛ましい 破片が ある。 書いても^ いて 

も、 その 總笪が 遂に 藝術 品たり 得ざる 人の 多い 屮に、 この 破片 は 美しい。 完成され ぬ 表現の 屮に、 一 つのよ い 心が 殘 

された メ水 くお された。 多くの 人 はこの 心に 接する 事に よって、 痛い 運命の 笞の傷 を 親切に 撫で 慰められる だら う。 

二 九 二 〇 年 四月 二十 五日 深更) 

水 野 仙 子 氏の 作品に つ いて  一 二 0 九 


有 島武郎 全^ 笫六卷  三 1 0 

「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 書 後. 

これ は 「三部 曲」 の 書 後に 記すべき であった が、 落して ゐ たので こ \ に 云 ひ 足します。 「大 洪水の 前」 の 中に ナ 

アマ が^ふ 歌が あります が、 あれ は 私の 作った ものではありません。 二十代で 死んだ 永 野 武三郞 (號は 用 無) 氏 

の 作った ものです。 この 人 は 三 ー祌學 校の 生徒で、 卒業し ない 中に 肺 患に 犯されて 早世し ました。 今から 二十 何 

がと いふ 前の ことです。 あの 詩 は 「用 無 遣祸 J とい ふ 非寶の 本の 中に あつたの です。 私 は， この 詩人の 生きて ゐ 

た^に は、 その^: 在 を すら 知りませんでした。 その 人の もの を 自分の 戲 曲に 取り込む にあたって、 誰の 許諾 を も 

^る ことが 出來な いのは 悲しい ことです。 私 はこの 詩に 附 すべき 樂譜が ほしかった ので、 近衞 君に ぉ賴 みして 見 

ましたら、 快く 承諾して 下さった こと を 非常に うれしく 思って ゐ ます。 近 衞君は 作曲の 爲 めに へ ブリュ ー の メロ 

ディ 1- を わざく 研究し、 十分の 推敲 を 積まれた 爲 めに、 「三部 曲」 の 最初の 出版に は 間に合 ひませんで したが、 

今後 m 版の ものに は 添 へる ことにな つて ゐ ます。 音樂の 理解の ある 方に は 是非 それ を 見て いた^き たいと 忍 ひま 

す。 近 衞君は 今まで の 作品の 中で も. ni 信が ある もの だと 云って 居られ ますから。 

「三部 曲」 の 批評 は 贺 川豐彥 氏が 大正 日日 新聞で せられた 外に は、 私の 眼に は留 りませんでした。 然し 私信と して 

有益な 注意 や 所感 を 傅へ て 下さった 方 はありました。 ある 友人の 如き は 「聖餐」 の やうな もの は 絶版に しな けれ 

ばいけ ぬと 每〔 戒 して くれられました。 それに は 私の ュダの 見方が 月並みで ある こと、 ベ テロが 聖 害に 現 はれた そ 

の 人と は 似ても つかぬ 考へ 方の 下に 描寫 されて ゐる こと、 一 般 の事實 に史實 と 矛盾して ゐる筒 所の 多い こと、 最 

後に 基督の 言葉の 引用が 支離滅裂 である こと 等が 重な 缺點 として 指摘され て ありました。 私 は その 友人の 憚りな 


.V に：" を^ 謝 はして ゐ ますが， 今の 處 あれ を 絡 版に すべき 必要 は 少しも 感じて はなません， 叉 史實の 相違 等も^ 

ば 仃-ヒ )马 る W もあります けれども 敢 へて その ま、 にして おきます。 どうせ 私の やうに 聖書 歷史の 専門的 

硏究 をして ゐ ない 人^ は、 "縦と #氣 の ついた 處 だけ を 訂正 するとした 所が、 外に も 色々 の ^ 逮ひ をして ゐ るに ちが 

ひない S を a つたから です。 基督の 言葉の 引用が 支離滅裂 であると いふ やうな 非難 は 私の 深く 者へ ねばなら ぬと 

ころです が、 その 點 について は 私 はま だ 訂正の 必要 を 感じません。 今の 私に 取って は あれ は あれで 十分 だと 思つ 

て ゐ ます。 

卜 -卜 の 次の 末に 私の 「死と 其の 前後」 が エラン • ビタルの 同人に よって 京都で 公演され ました。 私 は それ を^る 

機お を 失 ひました。 同人 諸君が 十分の 熱心 を 以て あれ を 演じて 下さった こと を 喜んで ゐ ます。 こ、 で 序でに 中し 

てお きたいので すが、 今後 私の 劇 を 公演して 下さる 場合に は 是非とも 私に お申し出 を 願 ひます (ラフ ン. ビタル 社 

は 勿^ 私に 相^して 下さった のです： T 

？ e 曲」 を 出して からの 私の 生活に はこれ と 言って 格別 變 つたこ ともなく 過ぎました。 唯 二三の 月に 引 張り^ 

されて 乍" 1 の朗讀 をした 位の ものです。 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 を 書き上げ たの は 僅か 半簡 月ば かりの 間に 於て ピは 

ありまし たが、 あれ を あれまでに 頭の 中で 纏める ために は少 くと も 五 年 以上の 問 を 要しました。 あれ は 兎も^も 

私が ^までに^ し^た 思想の 絕 頂です。 あれ だけで も、 然しながら、 實感 的に 生活に 引き あて &考 へて 下さる^ 

お が あ つ たら 多少 の^ 示と なる ことが 出來る こ と は 堅く 信じて ゐ ます。 然し 私 は あすこに 安 坐 を か いて 休み 込ま 

、つと は^ひません。 遠から ざる 將來に 於て、 私 は 再び 論文の 形で 自分 を 表現し なほさねば ならぬ 時の 來 るの を 知 

つて ゐ ます。 

计. t をし ろと いって 私に 作品 を 送って およこしになる 未知の 作家が 多少あります。 朝日 新聞の 懸賞 小說 0 選^ 

一 W みなく 愛に^ ふ」 昝後  三 一 一 


有^ 武郞 八 ier  ^六 お  1  一一 一 一 二 

などに なった 私の 屮分 として は、 矛盾の やうです けれども、 私 はどう かこの 責任の 重い、 而 して 私の 能力 を 越え 

た仕亊 から^ を 許して いた^き たいと 願 ひます。 今後 私 は 決して 選者な ど は 引受けぬ つもりで すから。 若し 乍 品 

の 批評と なら、 專 門 に 批評の 仕事 をして ゐる 有力な 諸君が 澤山ゐ ますから、 さう いふ 人に お頼みな さるの が 一 番 

い \ こ とだと 思 ひます。 批評家 諸君 はまた 未知の 藝術品 を 世に 薦 むべき 責任 を 有って 居られる のです から、 喜ん 

で需 めに 應ぜ られる こと だと 思 ひます。 作者に は 成るべく 創作 を專 念に する やうに 仕向けて いた ビき U いと S ひ 

私の 著作 集 は 今後 多分 一 年に 一 ー囘 位し か 出す ことが 出来まい と考 へて ゐ ます。 その 邊が 今の 處 私の 力 一 杯の き 

うです。 

私 は 今 同志 社の 講演の 爲 めに 京都に 來てゐ ます。 京都 は 今 若葉の 盛りです。 樹 とい ふ樹が 各よ の^ 煩に 應 じて 

濃淡 を 異にし 綠に郯 いて ゐる様 は 一 つの 偉觀 といって い \ と 思 ひます。 花時に は 地方の 旅客が うるさ い 流れ こ 

む 癖に この頃に なると 非常に 滅じ てし まふの は 奇怪な 現象と いっても い-. でせ う、 私の やうな ものに 取って は锥 

有い ことで はあります けれども。 今日 も 一人の 友人と 若 王 寺から 登って、 東 山の頂 を 新 島 先生の 墓から 將軍 塚の 

方まで 歩き 廻りました。 雨に 洗 はれた 空に 漂 ふ 雲の 色 はもう 夏でした。 

志して ゐる 京都の 研究が 思 ふやう に はかどりません。 

(一 九 二 〇 年 五月 八日 夜) 


. 「旅する 心」 書 後 . 

r 惜 みなく 愛 は窀ふ j を發 表してから 乂 あわた ビ しい 月日が 流れました。 この； i 文に 對 する 反響 は、 公け にされ 

たもの は 私の 知って ゐ る範圍 では 石 坂 養 平氏と 米 川 正 夫 氏と が あるば かりだった。 然し 個人的に は 非常に 緊密に 

おへた 感想 をお らして 下さった 友人が 可な り 多かった。 私 は それ を大變 嬉しく 思って 感謝して ゐる。 あの 論文が 

出版せられ てから 讀み 返して 氣が ついた こと だけれ ども、 あれ は 現在 私の 持って ゐる心 持 を 積極的に 晃 はした 積 

あなが 

りで ゐた のだった が 强ち さう でない のに 氣が ついた。 あれ は 私自身の 偶像 破壞の 運動であった の だ。 私の^ 

判斷 の！：：. 備の變 ^であった の だ。 あれから 出發 して 私の 究極 的な 哲舉は 組み立てられ ねばならぬ のだった。 それ 

が卜ハ 牛の 後に 成就され るか、 二十 年の 後に 到達され るか、 それ は 私自身に も剁 りません。 私 は 见も角 あの方 面に 

自分 の 生活 を 導 いて 行きたい と 忍って ゐ ます。 讀者も 私 のこの 心 持 を 念頭 において あの 論文 を 請んで 下さるな 

ら、 私が 何故 「愛 は鸯 ふ」 と 殊更ら な 言葉 遣 ひ をした か^ 第一 分って いた^け ると 思 ひます。 少く とも 「愛 は與 

ふ」 とい ふより 「^ふ」 といった 方が 遙 かに 眞に 近い 表現で あると いふ ことが 分って いた^け ると 思 ひます。 十 

ベ」 な、 巾^ を 外れない、 ^氣の 更にない、 公正な 考へ 方な ど はま だく 私の 柄に はありません。 

^十  一 S の S 後で、 「三部 曲」 の屮 にある ナァ マ の 歌の 樂譜を 「三部 曲」 中に 禅 入す る やうに いってお きました 

が、 さう する おめに は 本の 定愤を 高めなければ ならない し、 旣に本 を 買った 方に 樂譜 だけ 配附 する 方法に ついて 

も W 難がある し、 樂 譜の讀 める 人の 數は 割合に 少數 であり ますから * 本に I 々添附した 處が 便利 を 受ける 人の 數 

は 自然 限られる ことになると 思った ので、 逮 約です が、 樂譜 は樂譜 として 別に 贩賫 する ことにして おひました。 

「旅する 心」 や：； 後  三 1 In 


有島武 郎仝錤 笫六卷  三  一 P 

それ は 矢張り 叢文閣 から 出す ことにな つて ゐ ます。 近衞 君の 自信の ある 作品であります から、 音樂に 理解の ある 

方 は 喜んで 下さる と 思 ひます。 

「退 命の 訴へ」 とい ふ 創作の 豫吿 をして おいた 通り、 私 はこの 夏 材料 を 集めたり、 考へを まとめた りした 上で f 

^にか-りました。 而 して 百 頁 ほど 書き上げた のでした。 所が どうしても 氣に 入りません。 書いた もの、 上に 薄 

ハ 皮の やうな ものが 出来て、 私の 心 持と どうしても ぴったり そぐ はない のです。 私 は その 薄い 皮 を 破らう として 

こ 助いて 見た つもりです けれども どうしても 破れません。 私 は 全く 失望して 執筆 を廢 してし まひました。 そ 

^から 私 は 力が 拔け てし まひました。 過去の 仕事まで が 全く 無價 値に 思 はれて 來 ました。 頭 も 生理的に 害 はれて 

ゐた U それ も乎傳 つたので すけれ ども 今度と いふ 今度 ほど 迷 ひこんで しまった ことはありません。 私 は 暫く^つ 

てゐ たいと 思 ひます。 何時 この 落潮が 恢復す るか 自分で も 知る ことが 出來 ない のです。 それで その 申し 譯 とい ュ 

ので はない が、 已むを 得す 舊稿 「旅する 心」 を 出版して 貰 ふこと にしました。 せめて は 伊太利の 旅行記 を 完成して 

から 發 表したかった のです けれども、 今 は その 氣カ さへ なくなって ゐ ます。 これから 豫吿 はしない ことにします 

一時 講擅に 立つ こと は斷 念した のでした が、 一寸した ことから 自分に 對 してして ゐた 約束が 破れて、 最近に 私 

は 可な り 度々 講演と いふ もの をせ ねばな りませんでした。 輕 井澤 夏期 大舉、 玄文 社、 王 催の 劇に 關 する 講演、 謠曲 

界 主催の 謠 曲に 關 する 講演、 新人 社主 催の 講演 等です。 これから 先 も 三つ 程 栗さねば ならぬ 約束が あります。 か 

うい ふこと をお め/,. ^と 承諾した 自分が 憫 笑され ます。 

今度の 輯には 自分で 描いた 畫を 入れ ましたが、 あれ は 普通に 意味され る畫 とい ふつ もりではありません。 畫に 

はなって ゐ なくと も、 少 くも 寫眞， 殊に寫 眞 版より は あ-いふ もので も、 見た 感じが 深いと いふ 私の 平生の 考へ 

からした ことです。  (一 九 二 0 年 十月 十日) 


「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 

一 つ， 而 してた^ 一  つの 規範の 上に 生活しょう とする 私の 欲求 は、 私 をして 私の. E 個 を 規範 そのもの たらしめ 

ました。 この 小さな 論文 は 凡て この 立場の 上に 創り 出されて ゐ ます。 凡てが 始まる 前に 人 はこ、 から 始めな けれ 

ばなら ない と 私 は 信じます。 私 は 私に とって 大事な この 思想 を 公然と 容赦な き檢 察に 供し ます。 少く とも 五.^ 以 

上の^: を 祈りた 、んで 築き上げ たこの 論文 は， 私に ある 深い 自信と 愛着と を 持たせす に はおき ません。 


陶^: 文 「^み なく 愛 は 奪 ふ」  Hi 1 五 
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内部生活の 現象 

第 一 講 

私 はこの 講演 を r 內部 生活の 現象」 と 題し ましたが、 この 題 は 決して 私の 云 はんとす る もの、 全部 を 現 はして 

居る 譯 ではありません。 先づ 私共の 內部 生活の 現象 を 考察して 後、 私の 藝術 論に も觸れ るつ もりです が、 それ は 

すっと 後の ことで、 只今 は 本論に 入る 前に 少し 序說を 述べて みたい と 思 ひます。 

西洋の 識に、 文學 者の 話 を閜く 程つ まらない もの はない とい ふこと があります。 若し それが 事實 なら、 文舉者 

である 私の 話 を 聞く の は 面白くな いに きまって ゐ ます。 第二に、 私 は 今宗敎 上の 信仰 を 失って 居ります から、 皆 

さんの 巾に はきつ と 私の 話に あき 足りない と 仰し やる 方が あるで せう。 然し それ だと 云って 私 は 自分の 持たない 

もの を 取り出し てお 目に 懸ける 譯には 行きません から、 それ は 皆さんの 不運 だと 諦めて いた^く より 仕方が あり 

ません。 猶 また 人の 意兒を 聞いて 直ちに それ を 取り 容れ るの は 誤りです から、 私の 話 を 聞いた ために 道 を 誤る 方 

が^さんの 中から 出來 ると したら、 それ は 誤る 人が 惡 いので、 決して 私の 責任ではありません。 又 私は舉 者で はな 

いから、 私の 話 は 論理 を 追 ひ、 組織 立って は 居りません。 だから 散漫で お 解りに くい かも 知れません が、 それ は 我 

馒 していた ビ きたい。 それから 私 は 知識 あるが 故に 話す ので はない のです から、 私の 話から 知識 を 得ようと する 


の は 無^ で す。 一 體 知識と いふ もの は c 分で 構成す ベ きもので、 人から 與 へられて 役に立つ もの は斷片 的な. i "一： 小 

にすぎない のです。 かって ホ ヰット マンが 三 十二；  二の 頃 大工の 仕事に 從 事して ゐた 時、 ある 晝 休に 食事 をし なが 

ら エマ ァ ソンの 論文 を默讀 して ゐ ると、 その 中の 或る 一句に 刺戟せられ て 感激 を 得、 それから 斷然 詩人と して 立 

たうと 決心した とい ふ 話が あります が、 この 意味に 於て 私の 話が 皆さんの 知識 構成に 何等かの 喑示 を與 へ、 皆 さ 

んの 巾に 沸々 とわき 立って ゐる もの を 煮えく り 返す ことが 出来たら 嬉しう ございます。 最後に  一 fB してお きたい 

の は、 私 は あまり 女の 方に 話 をした ことがありません ので、 い つも 用語の 亂暴 なた めに 失敗 するとい ふこと です。 

すゐ ぶん お^き^: し い  一一 一一 c 葉 も 出て 來る でせ うが、 そこ は 我慢し て 聞いて いた ピ きたい。 

さて 本論に 入りまして、 私の 話 は 分解より 綜合へ、 アナリシスより シン セ シスへ とで も 申すべき もので ありま 

す。 一 一十 世紀の 初 柳に 生活し つ \ ある 私共の 內 部に は、 何ん といっても 未だ 十 丸 世紀の 末流が 波打って 居ります。 

この 流れと は 如何なる もの か、 これ を 如何に 變 ふべき か、 如何に 導くべき かとい ふこと は、 私共の 前に 揭 げられ 

た.^ きな 問題であります。 私共 は先づ この 流れ を 溯って、 その 水源 をつ きとめて 見ねば なりません。 

屮， 紀の スコラ 竹£ゃ 全盛時代に 於て 專ら行 はれて ゐた 考察 法 は 純 理想的な もので、 現世 はおれた る もの、 理想 

に 化 きんと する もの は須く 汚れた る この 世の 生活 を 否定 せねば ならぬ と說 きました。 斯 くの 如き 哲舉と 生活との 

八" まの tii おとして、 人 問 は 地上の 歩み を 何處に 向けて い、 か 解ら なくなりました。 こ \ に 於て、 天上の 夢に、 お 

ろ そかに せられて ゐた 地上の 歩み を 確かにせ ねばならぬ。 架空 的な 理想に 到達す る こと をのみ 夢み てゐる クラ シ 

"ク. ソ イロ ソ フィ ー を 否定して、 もっと 乎 近な. H 然と 人間と を 如實に 見なければ ならぬ と 叫んだ のが、 文藝 復興の 

； i:^ だ つんので あります。 眞现は 人 問と それ を阛繞 する 外界の 中に あるの だとい ふ 立場から、 冷靜な 態度 を もつ 

て 人 il と n 然との 研究に 沒 頭し 初めた 結 菜と して、 今まで 全く 知らなかった 新世界に 目覺 めました。 アメリカ 大 

內部 生活の 现象  n 二 七 
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險の發 兌、 ^0M. 火藥 製造の 創始、 康業 制度の 革新 勃興が 相次いで 現 はれ、 人 問 生活の 內容が 俄かに 覺 富に 

なった ので、 人々 は 「これ こそ 人 問 生活の 眞相 だ」 と 思 ふやう^ なりました。 この やうに 冷靜な 態度で 凡ての も 

の を开究 する 科^的 精神 は、 十九 世紀から 現代に 流れて きた 主潮の 基調 をな す もので、 私共の 頭に はこの 精祌が 

^く 沁み 込んで ゐ ると 思 ひます。 

他^に 於 い て 科舉的 精祌は 眞现を 見通す こ と であります。 こ の 傾向 はダ ー ウィン が 進化論 を唱 へ 出して 以來益 

^まんに なって、 終て は e: 然 物を對 象と した 場合の みに 止まらす、 人間 生活 を も 人間 自身 を も 冷たい 頭 を もって 

研究す る やうに なりました。 斯 くの 如き 人間の 客觀化 は、 文學に 於て は 自然主義 となって 現 はれて きました。 自 

然 主義に 於て は. E 己 を 全然 沒 却して、 或は 自己 を 自分から 切り離して、 これ を 冷やかに 觀 察し、 批評し、 一度 切り 

離した .E 己 を 文學の 形式に 於いて^ 現せし める ので、 その 結枭 として 自己と 自己の 觀 察の 對 象と を 同時に 見る と 

い ふ 一 一；； 儿的 見地に 立たねば なら なくなった のであります。 

、い 理學に 於け る^:. S ひ T- ま 1 と 運命論との 對 立の 如き も、 自己の 生活 を 冷やかに 見ようと した 結眾 であります。 若 

し 意志が 自由な もの だと すれば、 私共 は 醉生夢 死の 生活から のがれて 自分の 道 を 開かう とする に 遠 ひありません。 

しかも 私共が いざ 自分の 道 を 開かう とする 時に、 私共の 力で は 如何と もす る ことの 出來ぬ 宿命の 力が、 强く又 冷 

たく 私共の 上に か& つて 來 るの を 感ぜす に は 居られせ まん。 他面に 於て 私共 は 身に ふり か- - つて 來る 不幸 を 宿命 

のた めと 思って あきらめても、 どうかし てこ の 宿命からの がれよう とする 强ぃ 衝動の あるの を 否定す る わけに ゆ 

きません。 凡て 斯 くの 如き 二元的の 生活 內容を 持たねば ならぬ とい ふ 所に、 現代的 煩悶が あり、 生命の 退 縮が 起 

ります。 

-例を 擧げれ ば. おおが お， お を 批評 するとし ますと、 その 批評 は どんなに 鋭くても、 細かで も、 有 島 を 批評す 


る ことによって 有，：：.？ は 少しも 生きる ことが 出 米ません。 勿論 批評の 對象 として は 幾分 定 的な 有 島と いふ ものが 

^て來 るか もしれ ません が、 それによ つて 力 を 得る こと は 出来ません。 この 自己 批評の 悲劇と して 最も 代表的の 

もの は 「ハム レット」 だと 忍 ひます。 彼 は銳. S 批評眼 を もって ゐた C 彼に は 透徹した 现智 がそな はって ゐた。 し 

かし 絶え まなき {:: 己 批評の 結^ は、 死ぬ まぎ はまで その 思想 を實 行に 移す ことが 出來 なかった のです。 斯 くの 如く 

..M, し 批評 は 他人 を 不幸に 陷れ、 自分 もまた 煩悶に 煩悶 を 重ねた あげく 死んで しま ふ 位の もので、 到底 强く 生きて 

力 を 生む こと は出來 ない のです。 これが 私の 所謂 世紀末の 煩悶であります。 デカダンの 悲劇であります。 

斯 くの 如く 科^的 精祌が 自己 分離 や 自己 批評の 悲劇 を 生み、 煩悶の 種に なった とすれば、 そこに は 何等かの 誤謬 

が あるに 逮 ひありません。 私 一個の 考 へる 所に よれば、 外界に 向けて こそ 有利な 科學的 態度 を、 自己 II 內界に 

まで 及ぼした ことが 問 遠って ゐ たの だと 思 ひます。 人間 は 自然 を 支配して 居る ものです から、 私共 は 冷やかな 眼 

で，：：： 然を 凝視す る こと は出來 るに しても、 この 同じ 冷やかな 眼 を 私共 自身に 向ける こと は、 到底 不可能 だと 云 は 

ねばな りません。 この 不可能 事 を 可能と 見た ために、 私共 は 生活の カを缺 き、 人生 は 熱 も 光り もない 灰色の もの 

となって しまったので あります。 

人^ は 尺^ を 生きなければ なりません。 人間が 人 問に 生きて 初めて 人生 は 力に 充 ちた 光彩 ある ものと なり、 こ 

こに^ 活の 進歩が 起る のです。 從來の 科攀的 態度が 生活 を停滯 せしめ、 固定せ しめ、 退化せ しむる に 反し、 その 

ま&の 自己 を 進めて ぶっかって 碎 ける 所に、 眞の 進化 的の 力が 兑られ ると 思 ひます。 私 はこの 講演に 於て、 從來 

人^の 研究 をす る 場合に も 行 はれて ゐ たやうな 科擧的 態度 を棄て 、考 へて みるつ もりです。 

へ/::: まで 人^の 3 典理 は智、 情、 意の 三つに 分けられる もの.^ やうに 思 はれて 居りました。 しかし 渾然たる 一 を 

なして ゐる 人の 心 を、 さう はっきり 三つに 分けられる ものではありません。 なるほど 知識の 分子、 感情の 分子、 
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意志の 分丫 といった やうな もの は ある やうに も 忍 はれます が、 菜して 何處 までが 知識の 領分で あり、 何處 までが 

感情の 領域で あり、 何處 までが 意志の 領地で あるかと いふ こと は、 到底 明言す る ことが 出来ません。 私 は^くの 

如く 人の 心 を 俎の 上に のせて 解剖す る やうな 態度 を やめて、 私自身の 見方から 暫く 私共の 內部 生活の 現象 を 考察 

してみ たいと 思 ひます。 

私の 立場から 見る と、 私共の 生活に は 三種の 動向が あります。 一口に 生活と 云っても、 それ は パン を 食べる 生 

おのみ を 意味す るので はありません。 さう かとい つて 實 生活から かけ 離れた 純 哲舉的 生活 を 云 ふので ありませ 

パ 一 生活と は 人 問と 自然との 調節の 仕方 をい ふ」 と オイケン は 云って^ ります が、 私の 所謂 生活 もこの 邊の所 を 

v-^ する ので、 時には パ ンの 問題に 觸れる こと も ありませ うし， 又 心靈的 方面に 觸れる こと も ある だら うと a ひ 

II 火の やうな、 問 隙の ない 燃燒の 生活 —— とい ふやうな ことが、 この頃 一部の 思想家 ゃ藝術 家の 間に 盛んに 

稱 へられて^ ります が、 若し 彼等の 所謂 燃燒の 生活と いふ やうな もの をつ ピけ 得る もの だと すれば、 何も 生活の 

-ク で や： £ など を說く 必要はありません。 しかし 私共 は 菜して 問斷 なき 白熱 狀 態に 堪へ 得る でせ うか。 時に 遲綏 あつ 

てこ そ、 五十 年の 命數を 保ち 得る ので はないで せう か。 私 は 生活が 常に 燃燒し 得る ものと も 思 はす、 又 これ を^ 

お^に 分解す る こと も出來 ない と考 ふるが 故に、 純一な 力が 如何なる 方面に 動く かとい ふこと を 見極めて、 その 

力の 動き 方に 從 つて 三つの 動向 を 見出した のであります。 

私共の 生活 を考 へて みます と、 第 一 になまぬ るい 生活が あり、 これに 對 して 緊張した 生活が あります。 しかし 

力う いったから とて 私共の 生活が 钊 然と 一 一分 せられて ゐる とい ふ譯 ではなく、 全體 としての 力の 働き 方に よって- 

それが なまぬる くも 見え、 緊張しても 兒 える のです。 この ニ兀 的な 力の 働き 方に よって 生活の 緊張 度に 差異 を來 


す。 その 差異に よって 私 は^ 活を 

1 、 習性 的 生活 

二、^ 的 生活 

三、 k.^^k^ 

の 三つに 分ける ことが 出來 ると 思 ひます。 

然 らば 習性の 生活と は 何んで あるか、 智的 生活と は、 本能 的 生活と は、 如何なる ものである かとい ふこと を、 

これから 順次に 述べて 行きたい と 思 ひます。 

一、 習性 的 生活 —— 外界が 自己に 働き かける 場合， 働き かけて 來る 外界 を 自己が その ま \ に吸牧 する 生活 を 私 

は H 性の 生活と 名 づけます。 これ は 全然 消極的な、 最も 緊張 力の 弱い、 だらけた 生活であります。 私共 は 朝起き 

て 洗面所に 行く。 そこに 昨日と 同じ 洗面器が あれば、 前日と！： じ やうに 顏を洗 ふに ちが ひありません。 習性の 生 

おと はつ まりかう した 生活 を 云 ふので、 この 生活に 於て は 外界 を 取り入れる ばかりで、 決して 働き かへ さない の 

であります。 チ H スタ ー トンが 「改革者 は 改革す る點に 於て は 改革者で ある けれど、 その 衣食住に 於て は 凡人と 

おも 異なる 所がない」 と 云 ひました が、 普通人の 衣食の ことな ど は 明かに この 習性の 生活に 屬 する もので ありま 

今 こ C 生活の 特徴 を 擧げて a ますと、 習性の 生活 は 反復の 生活 狀 態であります。 「女の 美 を 薔薇に たと へたの は 

お 人で ある。 しかし 二度目に 女を兒 て蘅 薇の やう だと 叫んだ のは爲 鹿で ある」 とヴ オル テ ー ルは云 ひました。 こ 

の^ 味から： ぶ へば、 習性の 生活 は 人間の 衷 にある フ ー ルの 生活であります。 义、 懶惰 で、 活氣 なく、 興味 を 感ぜ 

ぬ イン ディ ファ レ ント な狀態 も、 この 生活の 特徴であります。 

內^ 止^の 現象  一 ニニ  I 
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. 習性の 生 ^は 私共の 生活の かなり 大きな 部分 を 占めて 居ります。 又 私共の 生活から 習性の 生活の 分子 を 除いた 

ら 不便で 仕方がないで せう。 屋外に 育った 犬の 子 を 急に 座敷の 屮に 入れた 時の やうに、 若し 習性の 生活が なくな 

つたら、 今まで 安定の 狀態 にあった 凡て の ものが 皆 不安定に なって あぶなっかしくて 煩瓒で 仕方ないで せう。 

二、  ^的 生活 I 習性の 生活に 於て は 無意識に 外界 を吸收 して ゐた ものが、 智的 生活に 於て 初めて 內界と 外界 

との 問に 意識的 交渉が 起る のであります。 それ 故 若し 外界が 内界に ぶっかれば 必す 反射 作 川 を 起します。 そして 

習性の 生活に 於て 全然 その 征服の 下にあった 自然に 對 して 反抗の 戰ひを 挑む やうになる のであります。 知識と 道 

德と は智的 生活に よつ て 起されます。 一 例 を あげれば、 今 こ の 卓上 の コ ップ に 乎 をぶ つけて、 ひつく りかへ すと し 

ます。 幾度 もこの 經驗を 重ねて 行く 中に、 l 私共 は 手 を コップに ぶっければ、 ひつく りかへ る ものと いふ こと を 知り 

ます。 これが 知識であります。 所が、 も 一歩 進んで、 乎 をぶ つければ ひつく りかへ る ものなる が 故に コップに は 

そっと 乎 を かけねば ならぬ とい ふこと が 分ります。 これが 一 つの プリンシプル であり、 この 原則の 集まった もの 

が逍德 なのであります。 . 

^的 生活 は 經驗、 省察、 努力の 三 要素から 成って 居る と 思 ひます。 卽ち 外界に 對 する 反射が 經驗 であり、 その 

經驗の 意味 を 知らう とする ことが^ 察で あり、 ^察の 結 菜 どうした らい-だ らう、 どうせねば ならぬ かとい ふ^ 

則に よって、 行爲を 律す るの が 努力であります。 それ 故智 的 生活 は 努力の 生活と 云 ふべき であります。 敎 育は數 

百 代の 昔から 代々 の. 祖先の 經驗 して 來た 所に 基いて、 如何に 外界に 當 るべき かとい ふこと を敎 へる ので ありま 

す。 道 德は實 に智的 生活の 所産で、 これな くして は 人間の 生活 も 禽獣と 何ん の 選ぶ 所ない ものに なって しま ひま 

す。 私共の 生活 はこれ あるが 故に 大した 問 違 ひなく、 平和な 狀 態を繽 ける ことが 出來 るの だと 思 ひます。 

然 らば 私共 はこの 智的 生活までの 生活で 滿 足の 出 來る もので せう か。 私 はこれ に 少しく 批評 を 加へ て 見たい と 


思 ひます。 第一 に智的 生活に 於て 理性 は 過去の 經驗を 集めて 分類す る 働き をな すので、 新 生活に 入った 時、 新 事 

實 にぶつ かった 時、 新しい 經驗の 起った 時、 役に立ちません。 又 理性の 生んだ もの は 同定 的 法則の みです から、 

それ 以上に 緊張した 力が 加 はらぬ 限り、 生き、 動き、 進む ことが 出來 ない のであります。 科學 はこの 智 I 理性 

によって 凡て を 解決す る ことが 出來、 又 人 ^を考 へる ことが 出來 ると 思って 居り ましたが、 その 結果 は 凡て をた 

だ 統計的に 研究す るば かりで、 人^ 自身 動き 進む ことが 出來 なくなった のであります。 これが 私の 不滿 とする 第 

一 の點 であります。 

^二に 私の 不滿 なの は、 智的 生活が 二元的で あると いふ ことであります。 卽ち现 性 は- HI 己にまで 科 祭 的 態度 を 

とる 故に、 前に 科舉的 精神の 所に 於て 詳說 せる 如く、 遂に は. 己の 內 部に，：：：： 己 對象を 見る の 結 架に 陷り、 智 より 

兑 たる 人と、 人より 見た る智 との 問に 割れ目が 出来る やうになる のであります。 

「汝の 過去に 犯せる 罪過 は 何時までも 汝を 苦しめる であらう と 因果 論者 は 云 ふ。 しかし 現在 を 定める もの は 過去 

ではなく、 却って 現在が 過去 を 定める ので ある。 现 在が 善に 集中せ る 時には 過去の 罪過 は 小と なり、 現在の 堕落 

せろ^ 八：： に は 過去の 惡は益 i 大きくなる」 とメ  I テル リンク は 云って ゐ ます。 過去の 經驗 はカ强 いものです。 そ 

れ に^いた 现 性の 生活 もなくて ならぬ ものに はちが ひありません。 しかし 私共 は 現在の 生活の 緊張 度 如何によ つ 

て は、 この カ强ぃ 過去の 經驗を も 又 未 來をも 支配し 得る の だとい ふこと を 忘れて はなり ません。 

"ダンが 「I？ は 美 を 創造す る ことが 出來 ぬ」 と 云 ひました。 智は 手垢で すりきれた 十：： 物の やうな もので、 それ 

だけで は 何物 を も 創造す る ことが 出來 ない のです。 そんなら 創作と は 如何なる 力. によって 成就せられ るか、 笫ー 

^的 經驗と は 何んで あるか、 單に 整理と 平和と に 終って ゐた 生活が どうして！^ 3 と 進歩との 生 沽に變 る ことが 出 

來 るか、 こ に 於て 私共 は 第三の 本能 的 生活に 入らねば ならなくなります。 
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コー、 本能 的 生活 I 本能 的 生活と は s 然に對 して 人の 方から 働き かける 生活の ことです。 その 力 源 は. n 已 であ 

り、. nr 己 對象卽 ち 自然 對象 とい ふこと になる のであります。 .0:1:1 對 象の 經驗は 生きた 結 架から 生れる ので はなく、 

自己が 生きる その 事 自身な のであります。 この 逯の所 は 私の霄 葉に 盡 せません から、 若し 詳しく 知りたい と 思 ふ 

方 は、 西 W 博士の 「純 粹經驗 ，ー に關 する 論 說を參 照な さって 下さい。 

ェ レ ン. ゲイの 著せる ベ ル ン ハ ー ゲン 女史の 傳の 中に 「ライフと は 死んだ 反 役で はなく、 洞察から 洞察に 飛躍す 

る發達 そのもの だ」 とい ふ 句が あります。 私共の ^山 はこの 洞察 を 通じての み 得られる ので ありませ う。 

己の 生活 は 無類です。 多数の 經驗の 共通 點を桀 めた のが^なら、 本能 的 生活に 於け る 經驗は 純一 の 創造と な 

ります。 純粹 な經驗 は赏感 的です。 智は 先祖と 隣人の 經驗 から 割り出した ものです が、 本能 生活に 於け る 經驗は 

c 分. n 身の 實感 そのものな のであります。 本能 的 生活 は 努力に よってな される ので はなく、 必至の 勢で なされる 

のです C 謂はビ 趣味と 云っても い \、 道樂と 云っても ぃ&。  5? 的 生活に 於て は 「ねばならぬ」 と 迫り 來る ものが 

ある 故に、 時には 犠牲 獻 身の 努力 をせ ねばな りません が、 木 能 的 生活に 於て は. h: 分 勝手に やらす に は 居られな く 

なって する に 至る のです から、 よし それ は 外 兄 的に は 犠牲に 見えても、 獻 身に 兒 えても、 その 人-::: 身に とって は犧 

牲 でも 獻 身で も 況して 努力で もありません。 却って 我儘 勝手にし はう だいの こと をして ゐ るので あります。 岐路 

に 入る かもしれ ません が、 私共の 生活 は 何 を 基調に して 篛 かれて ゐ るの だら うと^うて 兑 ます。 私共 は 平和 幸闞な 

らんが ために 活動して ゐ るので ある。 より 高く より 深く よりよ き 意味に 於け る 幸福を求めて ゐ るので あると 云 へ 

ば 立派に 閲 こえます。 しかし 私共 は 其處に 止まるべき ではありません。 時には 幸福 を棄 て-も 進歩 を 取らねば な 

りません。 幸福と 安全と 便利と は智的 生活の 目的と する 所で、 進歩 は 本能 生活に 屬 する ものです。 しかも 進歩 は 

幸. 1 よりより 极柢 的な ものです。 理性の 生活 は 又 如何に 過去の 經 驗を應 用す るかと いふ 點に 於て 役に立つ もので 


す。 所が 木 能 的 生活に 於て は、 時には 智的 生活の 亊實と コイン サイドす る こと も あるで せう が、 それ は 偶然の 事 

で、 腿： 平和 を 破っても、 幸 幅 を^げ て も * 進歩しょう とする のであります。 

おた 後に もどして 私 は 前に 遝 命と 人 W と を 別々 に考 へる の は 十 丸 世紀の 誤れる 科舉的 態度の ためだと 申し まし 

たが、 そんなら 私の 竹^に 從っ てこの 二つの もの は 一 元 的に 考 へられる の だら うかと いふ 疑問が 起って ま ゐりま 

す。 一 人^に はより 高き 生に 進まう とする 本能が あります。 この 本能 は 私共の 肉 體を永 綾せ しめんと する 要求 

を^,: みます。 肉體 ばかりで はなく  CI 己 を も.：：： 己と 交涉を もって ゐる 外界 を も永繽 せしめん とします。 肉體 をつ ビ 

ける ために は、 食物 を 取ったり 藥 を飮ん だり まじな ひ をしたり します。 S 己 保存の 耍求は 信仰と なり 哲舉 となつ 

て、 魂の 永^: を說 いたり 實 在との 結合 を 論じたり します。 ^三に 於て は 友 愦、 戀 愛、 藝術 などに よって e 己 を 

繞 する 人との 聯絡 をなる ベく 長く 殘 さう とします。 しかしながら、 これらの もの は 結局 私共の 欲念 を充 たさうた 

めに、 述命を ごまかして ゐ るので はないで せう か。 醫藥も 人^の 壽命を 延ばす 力 を もって 居りません。 哲 舉も畢 

党 一 つの 心に 浮んだ 概念に 過ぎません。 その ss 念が 永 綾す ると 說 くなら、 それ は 信じて ゐる ものに のみ is 现 なの 

で、 到^^ 人 を 首肯せ しむる こと は 出来ないで せう。 愛 も 藝術も 終に は 亡び 去って しま ふでせ う。 かう 冷 かに 私 

共の 存在 を考 へて くると、 何だか はかない やうな 氣 もちが します。 

物理 擧 上の 第一 原冈は 不明です が、 ある 一つの h ネル ギ I によって 起された 一つの 遝 動が、 池の ^巾に 落され 

たがから 波紋が だんく に 水面に 轔 がって やがて もとの 靜止狀 態に 歸る やうに、 やがて 元の 平均に 役す ると 兑る 

ことが 出來 ると 思 ひます。 物理 舉 c 法則 は 新しい 力の 加 へられる こと を豫 想し ないで、 或る^ W によって 起され 

た 力の 不平 均が 幾 fE 萬 年 かの 後に 波紋の 死に 失せた あとの 水の面の やうに 空々 寂々 たる ものに なるとい ふ 假定の 

上に たてられて ゐ るので あります。 この 兌 地より すれば， ^酷なる 運命の 力 は 萬 物 を 滅亡に 導き、 遂に は 運命 自 
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身 すら 自滅して 無に 歸 する やうに 思 はれます。 

そんなら どうせ 空に 歸 すべき 我々 に、 何んで 生きん とする 本能の 必要が あらう とい ふ 疑問が 起り ます。 1 體生 

きる とい ふこと は 亂雜な 關係を 一 番 正しい 關 係に 歸 さんと する ことです。 本能 的 生活に 於て 現在の 智をも 逬德を 

も 破る の は、 よりよ き 調和の 狀態 をつ くり 出す ためであります。 そして この 調和が 完全な 關 係にまで 進む 場合に 

は、 私共 は靜 止す るに ちが ひありません。 さう すれば 私共の 行く 所 はつ まり 自然の 行く 所と 同 一 なのであります o 

若し 運命の 行きつ く 所が 靜止 であり 減 亡であるなら ば、 自ら 手 を 下して 自殺す る 者 こそ 運命に 同行す るので は 

ないかと、 お 思 ひになる 方が あるか も 知れません。 しかし 運命の 力に 生み出されて 自然に 生き 且つ 死すべき さ だ 

めの 私共が、 故意に 自ら 生命 を斷 つと いふ こと は、 全 體 として 調和に 進みつ、 ある 關係を 破り、 遝 命の 力に 反抗 

する ことで、 つまり 述 命の 行きつ く 時を遲 くす る ことになるので あります。 

私共 は 運命の 力の 下で あると 申します が、 同時に 私共 は 運命の 力の 上に あって それ を 支配す る こと も出來 るの 

であります。 私の 說 かんとす る 一 元 的 見方 は、 生活 を 緊迫せ しめ、 M 己對 外界の 力と なって 生活 をより よくす る 

こ とが 出來る —— つまり 運命 を 支配 す る 所 ま で 行く のであります。 

第二 講 

前囘に 於いて 私 は、 私共の 生活に 三つ の 動向が 竝存 して ゐる こと —— 生活の 緊張 度に よって 私共の 生活 を 習性 

の 生活、 理性の 生活？ 及び 本能 的 生活の 三つに 分ける ことが 出來る こと を 述べ、 その 各 生活 を簡 單に說 明し まし 

たが、 今まで 生活 を主體 にして 考察して ゐた人 は、 主に 私の 所謂 第二の 生活 動向 卽ち智 的 生活まで を 考察して ゐ 

たと 思 ひます ので、 それ は 委しく 云 はない ことにして、 今日は 第三の 本能 的 生活の 內容に 立ち入って 少しく 詳論 


してみ たいと 思 ひます。 

木 能. ^生活 は 全然 新たなる もの を 創造す る 生活であります。 例をド フリスの 突發 變生說 にと つて 見 ませう。 

一 iL" ミ ュ ウテ ー シ ヨン • セ オリ ー はド フリス の發 兌に か \ る もの \ やうに 思 はれて 居ります が、 實 際に 於て はグ ー 

ウィン の 進化論の 屮 にも、 その 萠芽と も 見るべき 說が 含まれて ゐ るので、 た^ ダ ー ウィンの 後繼 者が、 進化の 途次、 

外界に 逾應 する ために 新しき 種が 徐々 に 生じて 來 るの だとい ふ點 にの み 力 を 注いだ ために、 いや 新種 は 思 ひがけ 

た，、^ に 突 發 r る もの だと 稱 へた ド フリス は、 ダ ー ウィン の 一 派に 屬 さぬ もの，^ やうに 思 はれて 來 たので ありま 

す。 彼に 從 へば、 變化は 順次に 寄せ 來 るので はなく、 ある 揚 合に は突發 的に 生れて 來 ると いふので、 月兑革 は 他 

の 新^に 移らん としつ \ ある 代表的な 植物 だとして 居ります。 試みに 一 つ 花から とれた 寳を问 じ 環境の 中に 宵て 

て兑ま す。 注意して 兌て 居る と、 一 つくの 芽が 同じ 親から 生れて 公平に 育てられた 兄^と は^へ ぬ 程、 葉 や 花 

の^に 著しい 變 化が 兌ら れ るので あります。 これ は 月見草の 內的 本能の 現 はれと でも 申し ませう か、 とにかくめ 

い/ >\ の！：！： は^はよ りょく、 より 高くな らんが ために、 様々 な 試み をな しつ \ あるの が觀 察されます。 

人 にあって もこの 強い 要求な り 本能な り は、 一人々々 の 人^の 內 部に、 積極的に 外界 を 創造しょう とする 蔺 

動と なって 現 はれて ゐ ます。 獨り 人間の みに 限りません。 生きと し 生ける もの 凡ての 中に 働いて 居ります。 或る 

もの はこの 力 を 祌と云 ひます。 道と 呼ぶ 人 も ありませ う。 從來の 人 は 人^の 內 部に 働け る この 力 を 愛と 呼んで 來 

ましたから、 假り にこの 愛と いふ 名稱を 借り ませう。 

そんなら 愛と は 何 を 意味す るので せう。 物事 ケ 概念的に 大ざっぱに 考 へる ことに 慣れた 私共 は、 愛と いふ もの 

を もコ ンヴ H ン ショナ ルに考 へて 1^ り はしない でせ うか。 そして 私共の 求めて ゐる 或る 物から 離れた 結論に 陷っ 

て：^ り はしない でせ うか。 
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バウ ロはコ リント 書の 巾に 「愛 は惜 みなく 與へ」 と 中して ります。 成程 愛は與 へる 如くに 見える 一 面 を もつ 

てゐ るか も 知れない。 しかし バウ a の 抑へ たの は 愛の ごく 表面的な 現象で、 これ を 以て 愛 は 放射 的 H ネル ギ ー で 

あると して、 その 假定の 上に 利他 的哲舉 なり 道德 なり をた てるの は 謬って ゐ ると 思 ひます。 私に 云 はせ ば、 愛 

は^みなく^ ふ ものです。 私の 小さい 愛の 經驗は 私に かう 敎 へて くれます。 愛の 外面 的 表示 は 放射 的なる と 同時 

に その！ 3： 際 は 吸引す る 勢力です。 惜 みなく 與 へる やうに 見える のは假 象で、 實は惜 みな く^ふ 力です。 こんな 

* テリ ケ I トな 問題に 立ち入る と、 言語に 表 はしが たいの が 悲しくな ります。 

，通に いふ 利他主義 は 人の ためにす る 行 爲を云 ひ 、利己主義と は 己れ のために する 行爲 そのもの を 指す のなら、 

それで 差し 支へ ないで せう が、 人に い.^ 事 をして やらう とする 心 持、 自分に い i 事 をしょう とする、. 持 を、 利他 

と 云 ひ 利己と 呼ぶ のは^ 遠って ゐ ると^ ひます。 前の 心 持 を 愛 他と 云 ひ、 後者 を 愛己と 云へば、 や \ 十分に 私の 

心 持 を 現 はすこと が出來 ます。 私 はこの 愛己 主義 をと る の で す。 

4 力り に 私が 私自身に 「お前 はお 前自舟 を 愛する か」 と 問うて 見ます。 私 は 端的に 「ィ H ス」 と 答へ る ことが 

出來 ます T そんなら お前 は {：： 分 を 愛する 如く 他 を 愛して ゐ るか」 と 訊かれた 時、 私 は 躊躇せ すに は 居られません。 

他人 を 愛する には條 件が あります。 「私 は 私 を 愛する 故に 他人 を 愛す」 とい ふので す。 若し 玆に 「お前 は 他人 を 愛 

する 力」 と^かれて、 「然 り」 と直霄 し 得る ものが あつたと すれば、 それ は 神 か、 でなければ 偽善者です。 人間 は 

本然 的に 自己 を 愛する 程 他人 を 愛して 居ない のです。 凡て はこの 事實 から 出發 せねば なりません。 

「お前 は どの やうに して 他人 を 愛する か」 と 問うて 見ます。 私 は 自分 を 愛し 得る 故にの み 他 を 愛します。 若し 自 

分に 愛着がなければ 自殺して しま ふより 外あります まい。 もっと 切實に 云へば、 私 は 他が 分の 內 部に 攝取 亡ら 

れ 同 化せられた 時に のみ 他 を 愛する ことか 出來 ます。 しかも 攝取 せられた 他 は、 自己に して 他 こ あらす でよ な 


いか。 私 は舉竞 自分 を 愛する より 外ない のです。 

キリスト は 他愛 主義 を 極端に 說 いたやう に^ はれて ゐ ますが、 實は 決して さう でありません。 「汝の 欲する 所 を 

他人に 施すべし」 と は，： ：！ 分の 生活 その物 を 他に 行へ との 意味で、 純然たる 愛己 主義の 現 はれです。 「汝の 欲せざる 

所 を 人 に 行 ふ 勿れ」 との 孔子の 敎へ も 同様に 解す る こ とが 出来ます。 

私が 私. E 身 を 愛して ゐる こと は S 實 です。 決して 僞 善ではありません。 しかし 私 は 私自身 を どれ^ 深く、 どれ 

^よく 愛して 居る でせ うか。 これに は 端的に 答へ る ことが 出來 ません。 從 來ヒュ ー ム、 ホップス 等に よって 稱 へら 

れた 利己、 義は、 功利的な 立場から のみ 考 へられて 居りました。 生物 發 達の 狀態を 考察して 見る と、 生物 は その 

し 采^ 上 他 を排し 自己の 利 を 第一 に考 へねば ならなかった、 生物の 一 である 人 問に 於ても 同じ ことで あると い 

ふ^ 理の 上に、 ス ペン サ ー 等の 利己的 功利的 倫理 は 立てられて きたので した。 この 意味に 於け る 利己主義 は、 苜 

「しね^の 本能に のみ 重き をお いて、 如何に 私自身 をより よく せんかと いふ こと を おろそか にした 點に 於て 缺陷を 

：5 つて ゐ ます。 しかし エゴイズムの 定義 を さぐって 見ます と、 自己の 幸福の ために 自分自身で 自己の 生活 を 完成 

せし むる とい ふ^が 明かに 現 はれて^ ります。 この 意味に 於け る エゴイズム は、 私の 所謂 愛己 主義に 近い もので、 

n 卜に 小さな. in: 己の 幸 福 を e 的に する ので はなく、 自己 をお し 擴げ、 e 己の 內容 を充實 せしめ、 より 髙 くより 深く 

よりょく 生きよう とする ものであります。 この 內 部より 溢れて 來る强 い 要求に 驅られ て 進む のが 本能 的 生活 だと 

思 ひます o 

アミ ィバ がその 觸指を 仲ば して 食物 を か- へ 込み、 やがて それ を 自分の ものと して ふくれ 捣 がり、 終に は 幾つに 

も 幾つに も 分裂す る やうに、 私共 は 外界に 愛 を 投げ 與 へる ことによって 生長す るので はなく、 外界 を 取り入れて 

,n, しに： E 化する ことによって こそ 生長す る ことが 出來 るので あります。 例へば 私が 一 羽の 力 ナリヤ を 飼って ゐる 
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とします。 私 は それに 美しい 籠と 新鮮な 靑茱 とやむ 時な き 愛撫 を與 へる でせ う。 他人 は それ を 見て 愛は惜 みなく 

與 ふるもの だと 云 ふか もしれ ません。 私 は 力 ナリヤ を 愛する が 故に 惜 みなく 與 へました。 しかし 止って 考へ てみ 

れば、 私が 力 ナリヤ を 愛すれば 愛する 程、 力 ナリヤ は 自己と 同化して きます。 二人の 間に 交感が 生じて きます。 

私 は 力 ナリヤ を 自分の 內 部に 取り込んで、 我 自身 力 ナリヤに なりつ & あるので す。 卽ち私 は 力 ナリヤで あり、 私 

は 力 ナリヤ を 生きる のです (I  am  a  bhrd.  I live  a  bird.) それ 故、 前に 私が 力 ナリヤに 與へ たやう に昆 えた 美しい 

籠も、 みづ くした 靑茱 も、 やむ 時な き 愛撫 も、 實は 私自身に 與 へて ゐ たのです。 他人が 私の 愛を與 ふるものと 

見た の は 現象で あり、 姿であった ので、 內 的に 私 は 私自身に 與 へて ゐ たのです。 力 ナリヤに 投げ かけた 私の 愛と、 

私の 內 部に 同化せられ、 私自身の ものと なった 力 ナリヤと は、 錦の 縦と 横との 絲の やうに しっくりと 織り込まれ 

て、 そこに 美しい 模様 を 描き出す でせ う。 愛が 深く なれば なる 程、 三つの 世界の 密接の 度が 強められる のです。 

愛 は 相 W 的で ある.、 與へ 合った ものに 潤されて 一種の 嬉し さを感 する もの だと 從來の 人々 は說 きました。 しか 

し 私 は、 愛 は 一方 だけで 成立す る もの だと 思 ひます。 ダンテの ビア トリ チェに 於け る 愛 は、 打ち あけぬ 片戀 であ 

りました。 ビア トリ チ H は 幼い 折りに ふと 瞳 を 交 はした 少年の 存在 を 忘れて ゐた かもしれ ません。 それに も か \ 

はらす ダンテの 彼女に 對 する 憧憬 は、 「神曲」 となって 生れ 出て 來 たのです。 それ 故、 愛の 本質と して は 相互 的な 

るを耍 しません。 假令對 者 は 嫌っても はね かへ しても、 自分 は何處 まで も 對者を 摩 ひ 取って、 自分の ものにしな 

いで はおき ません。 

或る人 は 他人 を 愛する が 故に 自己 を 殺して なほ 悔いません。 自己 を 殺して 何ん の 自己 ぞ やとお とがめになる 方 

一が あるで せう。 しかし 私の 謂 ふ 愛と は なまやさしい ものではありません。 容赦の ない、 きびしい、 烈しい 力です。 

■ そして この 力の 內 部に 動いた 時には、 條件も 何も 考へ すに、 た ピ他を 取り入れん とする ものです。 キリスト は 愛 


の 人であった。 彼 は 强く內 部に 燃える 愛の 力 を もって ゐた。 彼の！ S え 問な く 奪 はんとす る 愛の 力 を、 彼の 肉體は 

如 ：！： ともす る ことが 出來 なかった。 彼の 烈しい 愛の 力が 凡ての もの を 抱き込んだ 時、 彼 は 十字架 を 負うて 我と わ 

が 肉體を 破らねば ならなかった。 肉 は 自己 を 築く 機械の 一 つで はあり ますが、 あまり 大事な ものではありません。 

c 己 を 生長せ しむる ために は 時には 甘んじて 之 を 破らねば ならない のです。 

かう 考 へて见 ますと キリストの 生涯の 何處に 義務が あり、 犠牲が あるで せう。 この 境地に 於いて は 犠牲と か獻 

身と かいふ やうな ものはありません。 愛の 生活に 犧牲 とか 義務と かいふ もの を 要求す るの は、 愛の 眞味を 解せ ざ 

る もの k だぼらに すぎません。 愛の ために 身 を 犠牲に する もの は、 犧牲 になる こと 自身に 歡喜を 見出して 居る の 

で、 その 行 爲に對 する 他人の 稱讃 はお 景物の やうな ものです。 たビ眞 の 愛 を 見出さぬ 者 はこの 歡 喜が 分らない た 

めに、 さぞ^: しいだら う、 他人の ために 身 を 殺す なんてえ らい 事 だと、 飛んだ 同情 をよ せたり、 感心したり しま 

す。 

こ の 事に 關 して 私が 嘗て 或る 雜 誌に 書いた ものが あります から、 少し 讀ん でみ ます。 

I この 實を思 ふに つけて 毎時で も 私に 深い 感銘 を與 へる もの は 基督の 短い 地上 生活と その 死で ある。 無舉 

な 漁夫と 稅 吏と 娼妓と に圍繞 された、 人目に 遠い、 三十 三华の 生涯に あって、 彼 は 比類な く 深い 善い 愛の 所有者 

であり 使役 者であった。 彼が 與 へて やかまなかった 事實 は、 如何に 自己の 瘸 張の 廣大 なのに 滿 足し、 その 肉 己に 

與 へる こと を 喜 、びと し たかを、 證據 立てる ものである。 やがて 彼が、 肉體 的に 滅びねば ならぬ 時が 來た。 彼 は 苦 

しんだ。 それに 何ん の 不思議が あらう。 彼 は 愛の 對象 を、 眼 もて 見、 耳 もて 聞き、 乎 もて 觸れ 得なくなる の を 苦 

しんだ にち が ひない。 又 肉體の 亡失 そのもの を 苦しんだ にち が ひない。 又 彼の 愛の 對 象が 彼 ほどに 愛の 力 を 理解 

し^ないの を 苦しく 思った にち が ひない。 然し 最も 彼 を 苦しめた もの は、 彼の 愛が その 攝 取の 事業 を 完成した か 
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否か を 迷った 瞬昍 であった であらう。 然し 遂に 最後の 安心 は來 た。 而 して 祌々 しく その 肉體を 脚の 下に 踏みに じ 

つた。 

彼の 生涯の 何處に 犠牲が あり 義務が あるの だら う。 世の 人 はいふ、 基督 は 有らゆる もの を 犠牲に 佻し、 救世主た 

るの 義務の 故に 凡て の 迫害と 窮乏と を敢 へ て堪へ 忍んだ。 だからお 前 達 は 基督の 受難に よ つ て 罪から あがな はれ 

たの だ。 お前： S も 亦 彼に ならって 犠牲 獻 身の 生活 を 送らなければ ならない と。 私 は 私と して 彼の 我等に 遣した 生 

活を かく 考 へる こと はどうしても 出來 ない。 基督 は與 へる こと を 苦痛と する やうな 愛の 貧者で は斷 じて ない。 甚 

督は 私の 耳に 囁いて 云 ふ、 「基督の 愛 は 世の 凡ての 高き もの、 淸 きもの、 美しき もの を搦 取し 盡 した。 眼 を 開いて 

^督の 所有の 如何に 豐 富で あるか を 見る がい-。 基督が 與へ、 施した と兑 える 凡て の もの は、 實は 凡て 基督 自^に 

與へ、 施して ゐ たの だ。 基督 は 何 を も 失 はない。 而 して 凡ての もの を 得た。 この 大歡喜 をお 前 も 亦 味 ふが い，^。 

^籽 のお 前に 要求す る 所 は 唯 この 一事 あるの みだ。 お前 は 偽善者 を 知って ゐ るか。 自己に 施しせ す、 他に 施しせ 

る もの を 偽善者と いふの だ。 自己に 同化し ない 外物に 對 して 浪費す る もの を 偽善者と いふの だ。 浪費の 後の 苦々 

しい after-taste を、 强 ひて 笑に まぎらす その 歪んだ 顏付を 見ろ。 それが 僞 善の 肖像 だ」 と。 —— 

私 は 嘗て 舉生 時代に、 又 在米 時代に、 人 H を 知らう として 文 舉誊を あさったり 歷史 を讀ん だり しました が、 さ 

つばり 人 il とい ふ ものが 解りませんでした。 歸朝 後つ ビけ ざまに 不幸に 遭遇して、 とう < 文 舉に 飛び込ん でし 

まひました。 そこで 私 は 雲 をつ かむ やうに 漠然とした 文舉 窨を棄 て.^、 私自身 を 內觀し 初めました。 、こ と ろが、 

兑れば 私の 內 部に は 祖先より 外界より 鎖に つながれて 引っぱり 込まれて ゐる 種々 雜 多な 人^が うじ や/, \ してゐ 

ました。 私の 小 說に現 はれて 來る 人々 は 皆 私の 內に昆 出された 人間です。 自己 を 内観し、 自己 を 愛する こと を 知 

つて 後に、 人の 傳記 を讀 み、 朥史を 調べ、 人 を 見る 時に、 それ は 悉く 我の 立 楊から 見る ために 批評す る 所ではな 


く、  、■!:! から アップ リシ HI トせ すに は 居られません。 

くの 如く 私 は 私 を 愛し、 よく 深く 愛する につれ、 何 を 愛し、 何を棄 て、 何 を 取り入れ たらい \ かとい ふ 問題 

が 起り ます。 こ-に 愛と 憎みとの 念が 强く なって きます。 私 は 愛すべき もの は 愛し、 佾 むべき もの は泔 むがい- 

と  a  ひます。  さう したら 世の中 はもち つと 簡單 になる でせ う。 そして 人 ^世界 はよ くな りたい 人と、 どうで も か 

ま はない 人との 二つに 分れ、 その 何れか^ 榮ぇ、 何れか^ 亡びる でせ う。 

ところが、 私共 は 深く 愛する にしたがって、 憎む ことの 如何につ らいかと いふ こと を 知ります。 憎む の は 苦し 

い- どうかして 愛する こと は出來 ないで あらう かと もがく 結 枭、 私共 は 今まで 憎い と 思って ゐ たもの 、他面に 愛 

し る 方面 を 兌 出します。 そして 遂に は あの ホヰ ット マンの やうに 凡て を くるめて 自己の 中に 取り入れ、 主客の 

合 一 した 自己の 世界 を 成立させる ことが 出來 るの だと 思 ひます。 か \ る 生活に 於て は 過去 や 未來は 何んでも ない、 

現在 こそ 凡て の 過去の 總價 にも 代へ がたい 程 尊い ものな のであります。 こ の 生活に 於いて は 現在から よりょく、 

より 淸く、 より 美しき もの を攝 取す る ことによって、 現在 そのもの よりょく、 淸く、 美しき ものと せんがた めに 全力 

を^す ので、 過去 や 未來を 夢み てゐる 暇なん かありません。 か-る 立場から 過去の 歷史 を讀む 時に、 歷史 をつ く 

る もの は 現在の 自己の 頭な り、 生活な りであって、 歷史は 決して 過去の 記錄 ではなく なります。 未 來も亦 自分の 

現在に 取り込んで 考 へた 實體的 眞實の 未来になります。 それ 故 現在に 於け る. 己の 向上 は、 過去 を も 又 未 來をも 

よくし、 CI 己の 充實は 人類の 未來を その ま \ に 希望に 充ち たも のにす る こ とが 出来る のであります。 

■ 第 三 講 

前囘に 於いて 私 は、 第三の 生活 動向 卽ち 本能 生活 を 論じ、 私共の 內 部に 在る 愛の 現 はれ 方と 働き 方に 就いて 語 
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りました。 今日は 本能 生活の 實 際の 現 はれ 方 を 示す 一例と して、 私の 藝術 論に 入る 前に この 前に 云ひ殘 した 愛の 

問题を 少しく 述べて みたい と 思 ひます。 

私が 殊觅に 私の 論す る 所 を 愛己 主義と 名 づけて 利己主義と 區 別した の は、 愛と 利との に 非常な^ 隔が あるか 

ら です。 一 體愛は 大事に する ことであって 利す る ことではありません。 それ 故 己れ を 愛する こと は 決して 我利 を 

貪る ことに はならない のであります。 若し 私共が 寶石を 大事に する 如くに 私共 自身 を 大切に したら、 私共の 自己 

は 美化せられ て^  M 光を增 し、 それと 同時に 自己と 外界との 關係も 美しく 調和 せられる やうになる でせ う。 これ 

に ひき かへ * 私共が 自己 を 蔑ろにする 時に、 私共の 內 部に 自己 分散が 起って 來て、 何物に も 代へ がた き 寶玉を も 

犬 や 豚に 投げ 與 ふるが 如き 恐ろしい 結^ を 生む のであります。 自己 を眞に 愛し 得ない ものが、 どうして 他 を 愛し 

外界 を 愛し 得る でせ う。 私共 は 自己 を 蔑ろにして 外界に 向 ふ 時、 未來 永劫まで 癒 やされ ぬ 傷を殘 さねば ならない 

のであります。 

マックス. ノ ルド ー が 文明 痫を 論じた 所に、 戀 愛小說 を讀ん で、 すぐ それに 同化 せられた 靑年 は、 自分の 持って 

生れた 觸^: が 中途から 曲って しまって ゐ るのに 鬼が 付かないで、 丁度 同じ やうに 曲った 觸角を もった 女と 戀に陷 

つて 結姘 する、 然るに 觸角 はさう いつまでも 曲った なりで 居ない から、 結婚 後 暫く たっとお 互に どうしても 合 は 

なくなつ てし まふ、 かう して 家庭の 不和 は 起る の だとい ふやうな こと を 中して 居ります が、 自己 を 愛する こと を 知 

らす、 又 これ を 育てん とする 眞實な 要求から 動く のでない もの は、 戀愛 のみに 限らす 凡て の 外界との 關 係に 於て、 

斯うい ふ 風な 恐ろしい 結枭を 生む のであります。 

凡ての 倫理 は 自愛 を 基と して 生れて 來 なければ なりません。 勤勉に 就いて 申し ませうなら、 自己 を US に 愛する 

もの は 自分に そぐ つた 仕事 を 見つけざる を 得ません。 .EM 分に そぐ つた 仕事 を 見出す 以上 は、 お前 は 勤勉で なけれ 


ズ」 i! ら ぬと 說. A  、ないでも、 どうしても 勤勉なら ざる を 得なくなります。 この 故に 私 は 倫理の 先生 力 t 鉱な^ 

と說く 前に、 お前に 最も 適した 仕事 を兑 つけよ と敎 へ、 又 さう いふ 風に 敎へ子 を 導く のが 笫ー の 緊要 事 だと 思 ひ 

ます。 近頃；. 仃 はれて ゐる均 一 的な 敎 育が 效の少 い 所以であります。 

，：：：-し を 愛し、 自己 を 知る もの は 他人の 偉大 を 痛切に 感じる ことが 出來 ます。 私共が 心から 大事に して ゐる 自己- 

ハぉ. ^一の 如き 大； 大才と 比較す る 時に、 私共 は その； 大才の 偉大に 驚き、 省みて. E 己の 如何に 小なる か を 知る と 同時. 

:n ら豪遜 ならざる を^なくなります。 釋迦は その 事業の ために、 妻子 を棄 てました。 しかし その代り 幾 十 萬の 

人 を 女 ふこと が出來 ました。 彼の 如き 天才 は 多少の 犠牲 を 他に 拂 はしても い， - のです。 しかし^ みて 私 は 私の S- 

^のために さう 易々 と 妻子 を棄 てること がどうして 出来 ませう。 世の中に は 隨分無 反^に、 他人に 囘收の 出來な 

c やうな^ 生を拂 はして 平 氣で濟 まして ゐる 人が あります。 それ は 本當に 自己 を 愛せす 從 つて 他 を 愛する ことが 

出來 ない ことから 牽き 起される 僻事です。 s 己 を 十分に 愛し 檢 察して 見るならば 大抵の 人 は 本當の 意味で 謙遜な 

ら ざる を^ません。 かって ロダンが ギリシャの 彫刻の 破片 を 見て 書いた 文章 を 読んだ 時、 彼の 態度が 如何にも テ 

ンダ ー であり、 、ム ブルで あるのに 感心した ことがあります。 G ダンの 如き 自愛に 徹した 藝術家 なれば こそ、 眞 

に ギリシャ 彫刻の 美 を 解し、 その 前に 己れ を 低う する ことが 出來 るので せう。 謙遜の 德は 自己 を哲 みて、 より 高 

くな らんが ために 一段 を 登る 行程の 如何に 苦しき か を 知り、 より 高き 所に ある 偉大なる もの" 前に 0 ら頭を 下げ 

る ことであります。 

衩て 私の 藝财^ こ 入りまして、 ー體藝 術と は 何んだら うと 問うて 見ます。 從來藝 術と は 美 を 扱 ふ もの-^ 意に 翔 

されて W りました が、 私の 所 說に從 へば， 創造す る 凡ての 働き は藝 術であります。 永 井 荷 風 氏の すっと 前に 書い. 

た 文^の 中に、 藝術は アイデ ィャ ではなくて、 その アイデ ィャの 表現 如何で ある。 帆柱に すがって 夕暮の 美景に 見 
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入る 水夫 は、 自然の 詩境 を 味って ゐる としても それ を 表現し 得ない 點に 於て 彼 を 詩人と いふ こと は 出来ない とい 

ふやうな ことが 論じて ありました。 しかし 私の 立場より すれば， その 水夫 は 詩 は 作らなくても 彼の 胸に 或る 美景 

が 創造 せられて ゐる 以上、 彼 を藝術 家と 稱 へる ことが 出來 ると 思 ひます。 かう 考 へて 來 ると、 今まで 藝術 家と 考 

へ られ てきた 人々 のみ を藝術 家と 呼ぶ こと は 出来ません。 史上に 不朽な 事業 を殘 した 英雄 も舉者 も、 II 力 ー ル. 

マルクス や、 ク n ムゥ h ルゃ、 ワシントンの 如き 人々 も藝術 家と 云 はねば なりません。 私共 は 創造的 生活 をした 

その 瞬 ii に， その ま \ にして 藝術 家と なること が 出来る、 义 その 時の 生活 は その ま \ に 一 侗の藝 術な のです。 

少しく 智的 生活と この 意味に 於け る藝 術との 關係を 申し上げ ませうなら、 堂々 たる 舉 者敎授 連で も、 ga- に 多く 

の 古 害 を あさって、 それ を re-arrange する に 止まる もの は、 普通 卑しんで 使 はれる 意味の 勞働 者に 過ぎません。 

これに 反して 無敎 育な 一 勞働者 も、 請负 人から 云 ひつ けられた 仕事に 自分の 個性 を 刻みつ けた もの は藝術 家で あ 

ると いふ ことが 出来ます。 つまり 第二の 生活 動向の みに よって 動く の は、 その 仕事が 如何に 高尙に 見えても 藝術 

と稱 へる ことが 出来ない けれども、 一 度 第三の 生活 動向に 入った 場合に は I 私共の 內 部に 愛の 働く 場合に は、 

如何なる 生活 方法で あれ、 その 生活 それ 自身が 藝術 なのであります。 

私共が 生きて 行く とい ふこと は、 外界 を 如何にして 自己の 中に 取り入れ ようか， 又 如何に 自己 を 云 ひ あら はさ 

うかと いふ ことであります。 己を發 表する とい ふ點 から は、 殘 酷な 戰爭 も， やさしく 美しい 細工 物 も、 その 手 

段の 一 つです。 この 自己 表現に 使 ふ 道具 をシム ボル { 表象 I とい ひます。 或る 者 は 文擧を 通じて. E 己 を 表 は 

すでせ う。 一 つの 建築の 中に も 立派な 自己 表現が 認められ 得る 場合が あります。 何 によって 自己 を 表現す るか、 

その 表 现の道 其に よって 藝術 は廣義 の 藝 術と 狭義 の藝 術との 二つ に 分れ ま す。 

「みどりいろの 悲しみ」 と 云った 風に、 神經 質な 詩人 はなるべく 實 用から 遠い シム ボル を用ゐ て、 出来るだけ 純 


た，：：：：， J を^ 现 しょうと します。 同じ 美し さ 快 さ を 現 はすに も、 味覺ゃ 觸覺の 如き 寳 用と 關 係の 近い 官能に 訴へま 

すと、 それだけ 感じが 濁って きます。 それ 故 詩人 は味覺 ゃ觸覺 などより すっと 實 ffl 的で ない 視覺 に訴 へて、 極度 

まで 純化 せられた 感^ を现 はさう とする のです。 しかも 耳 は 眼より 以上に 實 用から 遠い 官能であります から、 音 

樂は： g も 純化せられ た藝 術で あり、 音の 關係 である メロ ディ ー ゃハ， '乇 一一 ー は、. 作者の 心 持 を その ま-に 聽泶に 

俾 へる ものです。 この 意味から 云へば 私共の 窨 いて 居る 小說 は、 實 W 的な 道具 を 澤山使 はねば ならない から、 蕪 

雜た 表現 法と：. ム はねば なりますまい。 これに 反して 詩人の 所謂 「みどりいろの 悲しみ」 はすつ と 純化 せられた、 

純粹な 表现 とで も 申し ませう か、 それだけ 敏感な 讀 者の 胸に は その ま-^ の 響を與 へる にち が ひありません。 前述 

の创^ 的 活動 全 體を廣 義の藝 術と すれば、 何等かの 實用を 離れた シム ボル を 借りて. ral 己 を 表現 せんとす る 創造的 

活動 は 狭義の 藝 術と 稱 すべきで ありませ う。 而 して 私の 云 ふ 狭義の 藝術 なる ものが、 現在 一般に 川 ゐられ てゐる 

聽 術と 云 ふ ものに 吻合し ます。 

然しながら ：！： 處 までが 廣 義の藝 術で あり、 何處 からが 狭義の 藝 術に 屬 すべき ものである かとい ふこと は、 私共 

の 明跄に し 3： る 所でありません。 文展に 何故 ェ藝 美術品 を 入れない のかと いふ 議論が 一 部の 論者の 中に 戰は 

れ ましたが、 赏 際ェ藝 品と 美術品と の^に ははつ きりした 區別 をた てること が出來 ない。 卽ち實 用 を 目的と する 

ェ藝 品の 屮 にも 立派な 藝術 味が あり、 藝術 品の 如くに 思 はれて ゐる 美術品の 中に も藝術 品と は 云 はれない やうな 

ものが あるので あります。 强ひ てこの 二者の 間に 區別を 立てよう とすると、 私共 は先づ 術と は 何ん ぞ やと 問う 

て か、 ら ねばな りません。 藝 術と は 美 を 現 はす もの だとい ひます。 然 らば その美と は 何んで せう。 古來 多くの 舉 

おはこの^ 题を考 へに考 へて、 何とか こぢ つけの 理窟 を 立てる ために 一 生 を 空費し ました。 美と は 我々 に 快感 を 

^へる もの だと 或る 舉者は 云 ひました。 美 は 直接 利害 關係 のない もの、 倫理 學 上の 德と 結びつくべき もの だと 云 
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つた 人 もあります。 生活に 餘裕の 出来た 時、 頭 を 休める ために 空想的に 作り出し たのが 美 だと 說 いた 人 も ありま 

す。 この 問題に 關 して は 秋の 講演の 時に 詳論す るつ もりです が、 兎に角 私の 說に從 へば、 藝 術の 對象は 美に 非す 

して、 創造な のであります。 

話が 非常に 抽象的に なって きました から、 今度 は 少し 私の 說を 贊 際 問題 —— 近頃 盛んに 論議 せられて ゐる 人 

問题ゃ デモ クラ シ ー の 問題に あてはめて 考 へて^ ようと 思 ひます。 二つの 考へ 方が 婦人の 問題に 關 して 我々 の^ 

に戰 はされ て 居る と 思 ひます。 その 一 つ は 昔ながら の 三 從の敎 を 固守して 女の 能力 を 男子 以下の ものと 假定 し、 

女 は 如何なる 揚合 にも^の 指 に依顿 すべき ものと 說き、 少しで も 毛色の 變 つた 女 を 極端に 排斥して * 古き ま \ 

の 婦人の 生活 を 要求して ゐ ます。 その 二つ は 之に 反して 社會 生活、 委しく 云へば 經濟狀 態 や 家庭の 考へ 方の 全然 

ー變 せる 今日、 獨り女 をのみ 昔の ま、 に 止めて おかう とする の は 無理で ある。 若し 現在 女の 能力が 男に 劣って：^ 

ると すれば、 それ は 長い^の 男性の 11 迫の 生んだ 結杲 で、 生活の 改造の ために は 吾人 は 進んで 眠れる 女の 頭腦を 

啓發 して、 贝と 同じ 高さに 引き上げねば ならぬ。 男に 隸羼 せる 今までの 境地から 女 を 救 ひ 出して、 獨立 せる 一個 

の^ 在 物たら しめ、 ^と 均等の 能力 を恢 役して、 社會 生活の 仕事 を 共有せ しめねば ならぬ。 所謂 職業婦人 がその 

結^と して 生れる の は當然 であると、 王 張し ます。 小さい 區別を 無視して 考へ ると、 婦人に 對 する 世論の 立場 は大 

^この 二つの 意兑 によって 代 袋させる ことが 出 米ます C 私と して は 第一 の 見方に は 全然 贊成 する ことが 出來 ませ 

ん。 第二の 见 方に は 婦人 覺醒の 過程と して 黉成 する ことが 出来ます けれども、 それが 結論で あると 考 へる こと は 

到底で きません。 

第一 の 論者から 云 ふと、 現代の 婦人が 覺醒 しかけた 結 栗と して、 自由 奔放な 思想が 婦人の 生活に 加味せられ、 

或る 方 西の 人達 の^に は 曾て 兒られ なかった やうな 様々 な 缺點ゃ ふしだらが 見出される とい ふこと は、 いま はし. 


い^のやう に考 へられる でせ う。 と 云って、 その 事 あるが 故に， 女 は 矢張り 昔の ま &の女 なれと 說 くの は 問 遠つ 

てゐ ると^ ひます。 數 千年の 長い^、 壓 迫に壓 迫せられ、 束縛に 束縛 を 重ねられて 來た 婦人 達が、 その 繩 E の ゆる 

みかけて 來た 時に むほん を 起す の は當然 のこと であります。 これ 等の 婦人 は 先祖の 代から 積り に 精った 重荷の 下 

におく 耐 へて ゐた^ 愤を 嗬ら さうた めに、 意識的 にか 或 ひ は 無意識的 にか 思 ひきって 復纖： し つ. ^あるので- 過渡 

^に 於け る：： S の^な マ ー ティアと いふべき です。 唯 私 はかう した 根强 ぃ復 響の ために かけが へ のない 一 生 を {ゃ； 費 

し 浪^せ ねばならぬ 人々 の 遝命を 悲しく 思 ひ 嘆く ものです。 一 方に は 又 積極的に 覺醒 しょうと する 人々 の に. 

刃 女に 能力の^ 別 はない、 ^のす る 事 は 何んでも 女が 爲 し^るし、 爲 さねば ならぬ とい ふ意氣 込みで 突進す る 人 

人 もあります。 さう して その 人々 は 男子の 干與 する 政治な り、 生產 なり、 敎育 なり、 事業な りに 入って 行かう と 

して ゐ ます。 それ は 明かに^い 倾 向ではありません。 然しながら それ は 女子に 對 して 結局 非常に 不利益な 活動で 

あらねば なりません。 私 は 女子が 男子の 隸屬者 でない と 思 ふが 故に、 女子 は 男子と 同じ 水準の 上で 女子 獨 得の 地 

歩 を^むべ きもの だと 思 ふが 故に、 以上 述べて 來た 二つの 態. 度の 何れに も 結局 同意す る ことが 出来ません。 ルイ 

ス. モルガ ン の說 を：：；： たないでも、 過去の 或る時 代に 於て 女子が^ 子よりも 優秀な 位置に あった こと は 公定の ，〔は 

です。 しかし 長い 口にお 子 は 或る 若干の 理. H から、 漸次 女子 を壓制 征服して、 男子 を 基調と した 社 食生活 を 造つ 

てし まひました。 これが 現在の 狀 態です。 それ 故 今日の 社會は その 活動の どの 方面 を考 へて みても、 全然 E?J 性的 

で. y)  ^子の アイデ ィャ に^いて 出來 上って ゐ ます。 だから 女子が 現在の 社會 活動に 入り込んで 行った としても、 

その 活動 は 何時でも 男子の 能力な り體 力なり に 都合の ぃ& やうに そして 女子に は 不都合な やうに 出來 上って ゐる 

のです。 卽ち 女子 は 出發點 からして ハンディキャップ を附 けられて ゐる ことになります。 例へば 政治的の 活動に 

女子が 參加 するとしても、 その 色彩 を 多少 變 化する ことが 出來 ませう けれども、 女子が 或る 程度まで 男性 化する 
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ことなしに は、 今の ま、 の 政治に ぁづ かる ことが 出来ない 結果になります。 それ はとり もな ほさす 違った 形式で 

^性の 征服に 甘ん する ことなの です。 古 へ の 女性に 課せられた 三從 主義と は 一 見 非常に 異 つた やうに 見えながら、 

その 資質に 於て は 相 去る こと 遠くない と 私 は 信す る ものです。 

そこで 私 は 女子の 天才に、 換言すれば 女子 獨 得の 本能 的 生活に 女子の 解放 を 期待せ すに は 居られません。 天 才 

と は 自 分 自身 を 明確に 知りぬ き、 さう して それ を 明かな 形で 表現し 得る 事です。 女性に 就いて 云へば、 女子が 今 

まで^ 子から 蒙って ゐた 凡ての 感化 影響から 全然 獨 立して、 女性 自身と して 考へ 且つ 行 ふこと です。 これが 本當 

の 女^の 覺醒 であり 解放で なければ なりません。 女子の 固有の 立場から 人類の 生活 を觀 察し、 解決す る ことです" 

そこに は必す 今の 我々 の 有って ゐる 生活様式と は 面目 を 異にした 姿が 現 はれて 來 るべき 蒈 です。 女子の 立 揚がら 

は、 今 ある やうな 政治、 信仰、 事業， 藝術 は、 全く 形の 異 つた 或る 他の 様式に よって 充 たされるべき ものである 

のに 相違ありません。 それが 如何なる もので あるか は、 私共 男性が 如何に 摸索しても 到底 發 見し 得ない 所の もの 

です。 その 發見を 私 は 女子の 天才に 待ちたい と 思 ふ。 かくして 男子の 立場からの 生活様式と， 女子の 立場からの 

それと が 調和 結合した その上に 人類の 生活が 建て 上げられた 時に、 初めて 男女 は 同じ 水準の 上に 同じ 權 利と 義務 

と を 共有し て 、 完全な 生活 を 建設し 得る もの と 私 は 信じます。 

だから 私の 女性に 望む 所 は、 女性の 中から 露の 天才が 現 はれる ことです。 卽ち 女子が 智的 生活から 本能 的 生活 

に 突入して， そこに 本當の 自己 を H ル 出す ことです。 女性 全 體がカ を 合せて 自分の 間から 眞の 天才 を 生み出さ うと 

祈る ことです。 その外に この 問題に 對する 根本的の 解決 は 不可能 だと 思 ひます。 

民本主義の 運 励に しても， 眞に 自己の 尊厳の 承認 せられぬ 中 は、 男女 關係を 從來行 はれた 說で 徹底し ようとす 

るの が 不可能で あると 等しく、 到底 成功す る こと は出來 ません。 しっかりした 内容な しに 上つ つらな 運動に ひか 


れて ゆく 化活 は、 外にば かり 大きく 蹒 がって 行く ばかりで、 极柢 となるべき. E 己 はから っぽに なって しま ひます。 

ところが 一度^; を 自己に 移す と、 考へ 方が 全然 ー變 して、 今まで 外に 轔げ てゐ た，：：： 己 を 内的に 深く しょうと す 

る。 M: 時に 愛^の 15!: 別が はっきりと してきて、 我慢に も 今までの 虚飾 をつ ^けられなくなります。 かう した 經驗 

の 後に、 ル 輪な 不均等な 社會 生活に 目 醒めて 叫び 出す デモ クラシ，' の 思想に は， 力強い 莨理が 含れ てゐ るに ちが 

ひありません。 私 は デモ クラシ ー の 運動に 反對 する 譯 ではない のです が、 たビ內 的に 進歩し ない もの を 外に 引つ 

張らう とする 方法に 不滿を もつ ものです。 私に 云 は せれば、 自己 承認の ない. n 己に 不忠 實な もの を そ、 のかして 

外的に 飛蹯 させる 前に、 自己に 立ち か へれ、 自己に 忠 なれと 叫びたい のです。 

见に^ 現代の 文明 は 病的な 發育 をな しつ & ある 片輪で あり、 社會 生活 も それに つれて だん/ \不 均等な 變詞な 

ものと なりつ、 あります。 例 を文藝 上の 作品に とっても、 い たづら に銳く 病的に なって 祌經の 末梢の みが ふるへ 

てゐる やうな ものが 多い。 しかし 文藝 はもつ と 健全な ものであると 思 ひます。 作家の 祌經 にもつと 全體 的に 鋭く 

働くべき であります。 私 はこの 凡てに 於て 不健全な 現代人の 生活が、 私共 各自が 自己に 歸り、 ，2n 己に 根ざした 生 

活を 築き上げる ことによって、 よりよ きものになる だら うと 信す る ものであります。 (講演 筆記) 

(】 九 二 〇 年】 月、 「婦人の 友」 所載) 
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第一 部 北歐文 學槪觀 

1 緒 言 .  . 、 

イブ セ ン ^究 とい ふの が 私の 演題と なって 居る のであります が、 實は 研究と 云 ふ 程 系統 立った もので はない の 


で、 率ろ イブセン 雜感 とで も 申した 方が 適 常 かと 思 はれる。 何 は ともあれ、 イブセンに 就いての お 話の デ ティル 

に 立ち入る 前、 少しく 北 歐文舉 の 概觀に 就いて 述べて みたい。 

二 中 歐文學 の 特長 

欧洲の 文化史 を通觀 する に、 文化が 南から 北へ と 移って 行く 時には、 必ゃ この 未開と 考 へられる おによ つて、 

小 m の 文化が 抵抗に 遇 ひ、 檢^ を 受ける とい ふこと が 一 の 特色で ある。 之れ に反して、 この 文明が 南漸 する 際に は、 

殆ど：！： 等の 抵抗 も ェ クザ ミネ ー シ ヨン を も 受けす して、 共の 儘 受け 容れ られ るの が 常で ある。 

ルネッサンス の 文化が 近代 文化に 繫 がる 所、 チュ ー トンお 族を屮 心と せる 中歐 文化が 起り、 更に 之れ が 北 歐に移 

るに 常っても， 今 述べた やうに 抵抗 や、 試驗に 出く はした のであった。 否、 現に か &る赛 が 多少 行 はれつ， r ある 

ので ある。 而 して 此の チュ I トン 文化、 卽 ち中歐 文化の 特色 は 二つ あると いふ ことが 出來 る。 其の 一つ は ルネッ 

サン ス 王朝 時代に 至る 間に 起った、 新 クラシシズムに 對 する チュ ー トン 文明、 卽 ち中歐 文明の 反抗と して 起った 

ロマンチシズムであって、 他 は ルネッサンスより 發 して ゐる。 一つの 精神 活動の 方面と して 表 はれた 所の、 純 客 

觀的^ 俊に 拔 いた、 人生 乃至 自然に 對 する 科舉的 研究 これで ある。 

n マン チシズ ムのー 種と 考 へらる & もの は、 中 世紀に も 兌ら れ るので あるが、 中世の それ は 超自然的， 神祕的 

れ彩 を帶 * ひて ゐる。 ュ ー ゴ ー ゃシ ャト！ ブリア ンに 依って、 十九 世紀の 前半 フランスに 起った 所の a 1 マン チシ 

ズム は、 これと 異 つて 超. n 然的 色彩 は少 いので ある。 しかし 更に これとも 趣を與 にす る もの は- チュ ー トンお 族 

の 文化、 卽 ち屮歐 文化が 齎 した ロマンチシズムであって、 これ は 固定して 動きの つかない、 生命の ない、 クラ チ 

シズム に- M 抗し てあら はれた ものであって、 新しい 生命、 新しいた まし ひに^す る 已む能 はざる 一種の 愤^ であ 
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り、 叉鹆ぃ 生活の 殼を 破って、 新ら しい 活々 した 生命の まに く 動かん とした 一種の 衝動で ある。 

三 科學的 精神 への 反抗 

然るに 他の 一 方、 これと 共に 起った 科舉的 精神 は P マ ンチシ ズムに 打ち勝ち、 全然 これ を統 一 する までに は^ら 

なかった としても、 これ を 支配した 觀が ある。 此の 精神 は ルネッサンスの 一方 面の 現 はれで ある 所の 人間 生活 を、 

何^までも 冷 豁に如 實に觀 察せん とする 態度が 主智 的な 研究 的 態度と 結び付き、 極度まで 智能 を锄 かし、 人生の 露 

相 本性 を 適確に 觀 究めん とする 精祌 であった。 此の 科舉 的精祌 は、 遂に は文藝 上に も 影響を及ぼし、 自然主^、 

お： 貫 主義の 澎^ たる 波濤の 如き 傾向が 文藝界 にも 現 はれて、 驄て全 歐洲を 風靡 せんとした のであった。 併し乍ら 

比の 精 祌に對 しても、 玆にー つの 反抗 者が 現 はれた e そ は 云 ふまで もな く北歐 であった。 其の 反抗 は 次ぎの 如き 

形と なって 表 はれた ので ある。 

凡そ 科舉的 精祌は 一 一元 觀を 出づる こと 能 はない 。卽ち 自己と 外界と を 分離した 對照 的の 者と して、 此の 雨お を i 

立せ しめねば 止まない のであって、 極度 迄 理智を 川ゐ、 人生 を 冷やかに 觀 察し、 純客觀 的の 實在を 立てる ので ある。 

けれども s 己と 外界との 間に、 往々 矛盾 撞着 を來し 易き のみなら す、 か-る 二 元觀を 以て 確然と 對立關 係 を認む 

る 事 は、 或は 事物の 眞 相を究 むる に 有效な 態度で あらう けれども、 其の 事物の 中から 新生 命が 生れ 出 づる爲 めに 

は、 か-る 態度 は あまり 役立たない と 云 ふこと が 出来る。 何と なれば、 智能の 能くす る 所 は、 事物 をコ ン プリへ 

ンド する 事で ある けれども、 或る 事物 を强く 感じて、 或る 生命 を 働かす こと はない。 却って 全人格 的 ライフ をね 

て はたらく 時 は， 對立關 係 は 消滅し、 かくて 科舉的 生産物 は、 無視され 破壞 される からで ある。 科舉的 態度 を 厳 

正に 維持す る 時 は、 冷 靜な觀 察 は出來 るで あらう。 しかし、 それによ つて、 眞に活 々した 生命に 强く 觸れる こと 


は 望み 難い C 深刻なる 純^ 觀描 おと、 虚無 思想 を 有って ゐたフ 口 ー ベル や、 自然主義 乃至 寫實 主義に 於て 徹底し 

てゐ た、 モ，' パッ サン 等の 作品 を讀 んで见 ると、 人 問の 生活 其の もの \ 描 寫は實 に眞に 迫って ゐる。 此， の 點に於 

て 私共 は 非常に 引き付けられる。 けれども、 共の 中から 如何なる 生命が 湧き出て 來 るか、 又 躍動して ゐる かを^ 

はざる を ない。 人^の 生活の 現象 は、 深刻に 觀 察され、 如實 に描寫 されて ゐる。 併しながら 其の 現象 は 如何に 

あるべき かの 問題 は、 觸 れられ すに 殘 つて ゐる。 それに 對 して 北 歐人は 何等かの 要求 を揷 まざる を 得なかった。 

人 化 を觀 察する か、 る 冷やかな 態度に 對 して、 强ぃ 物足りな さ を 感じた 北歐人 は、 これに 對 して 一 つの 反抗 を 試 

みざる を なかった ので ある。 

四 懐疑の 眼と 改造の 努力  、 

前に も 述べた やうに、 中歐の ロマンチシズム は、 チュ ー トンの 若き 血潮の 迸りと して、 新しい 生命 を 求め、 新 

しい 世界 を愤^ したので あった けれども、 ナチュラリズム によって 壓 倒され、 かくて 中 歐の藝 術 を 作る 一 一 要.： は 

相 格し、 その n マン チシ ズムの 衰微と なり、 ナチ ユリ ラズム の繁榮 となった、 ロマンチシズムに 對 する 强ぃ 欲求 

を 阻まれた 北 歐の人 は、 益ぶ 二元的の 心 持 を 一元的に しなければ 止まない 衝動 を 感じ、 歐洲 文明が 若返る 爲め、 

必要な 新しい 血 を 供給した ので ある。 彼等 はチュ ー トン 人の 陷 つた、 純客觀 的な 冷靜な 生活 態度 を 以て 滿 足せす、 

新しき 生命 を 求めて、 ナチュラリズムに 對 して 疑 を揷ん だので あるが、 その 强ぃ 欲求 は 二つの 形式 を 取って 現 は 

れ たので ある。 卽ち 其の 一 は、 南歐 文明に 對 して 懷 疑の 眼 を 向け、 これに 對 して 抵抗 を 試みた ことであって、 共 

の 二 は 改^の 努力で あり、 固有 文化の 建設で ある。 

ゴ I ゴリ、 ツル ゲネ， I フ、 ゴン チャロフ、 ゴルキ ー. の 如き は 第一 の 態度 を 代表す る 人々 であるが、 就中 ツル ゲ 
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ネ， 'フの 作物 は、 一八 叫 〇 年 乃至 七 〇 年代、 中歐に 漲って ゐた 科擧的 精神に 養 はれた 中歐 人に して、 露 西 亞へ入 

つて 來た 人々、 又は 口 シァ 人に して、 其の 風潮の 影響 を 受けた、 所謂 インテリゲンチャに： II する 人々 の 生活 を觀 

察して、 其の 生活の 如何に 無力な もので あるか を 描き出した ものが 多い。 「ル ー ヂン」 や 「父と 子」 のバザ ロフに 

於て 其の 適例 を兑 る。 バザ & フは 飽くまで y; 實を 求む る k 者の 如く 現 はれる けれども、 その 科蔡 者の 心中に は、 

. 二元的の 作用が 不斷に 働いて 居る 爲 めに、 彼の 如き 强き 性格 も 終局 は 生に 敗れざる を 得なかった。 

これらの 疑問の 結^と して、 新 文明の 建設が 主として 北歐の 地に 行 はれ か i つて ゐる。 

五生れ 出 づるカ 

私自身の 感じと して、 今後の 本當 のよ い 文明 は、 ロシア、 ス カン ヂナヴ ィァ、 デンマ ー クの あたりから 生れる 

ので は あるまい かと 思 はれる。 

n シァの 現狀に グリム ブス を與 へて 見る に、 混沌た る 亂雜の 中に、 レ ー 一一 ン 政府が 漸次 統制 的 支配力 を狻 つ- 

ある 様で ある。 あそこに は 新しき 精 祌が强 く 動き、 我々 の 想像 だ も 及ばぬ 様な 健實な 歩み を かの 國の 人々 が 歩ん 

で： ^るの かも 知れぬ。 荒廢 した かの 國の 地に は、 やがて 美しい 花と なって 開くべき 强ぃ 草の根が かくされて ある 

こと は 疑 はれぬ。 トルストイの 生活 や 思想の 中には、 一方に 闇黑な 否定 も ある けれども、 他方に 肯定の 光明 も 輝 

いて ゐる。 彼 は中歐 文明と 異なった、 口 シャに 固有なる 或る もの，^ 上に 新しき 生活 を 築き上げようと したので あ 

る。 ドスト ェ フス キ ー も、 多くの 闇い 苦しい 經驗 をした 人で あるが、 それらの 經驗の 底に、 ス ラヴ 人の 活々 した 

^命が 動き、 純な たまし ひが 輝いて ゐる。 スト リンドべ ルヒの 作品 を见 ると， 彼の 疑 ひ 深い、 凡ての 物事 を 一 ひ 

ねり ひねって 兒 なければ、 承知し ないやうな 性格が よく 表 はれて 居る が、 北に 迫りつ \ あった 中歐 人の 生活に 接 
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1 思想の 槪觀 

以上 を 以て 序論と し、 いよ. （- イブセンに 就いて お話したい と^ふが、 我が イブセン は 不幸に して、 トルスト 

ィゃ ドスト エフ スキ ー や スト リンド ベル ヒの やうな 人で はなく、 寧ろ ゴ ー ゴリゃ ツル ゲネ ー フ の 如く、 屮歐 文明に 

對 して 悛^ の 眼 を 向けて、 これ を 否定し、 共の 上に 問題 を 提出し た^けの 人であった。 それ 故 イブ センから 問題の 

£^ を 求めて も^る こと は出來 ぬ。 如何なる 問題が 彼に よって 提出され たかと いふ ことが 問题 となる に過ぎない、、 

かう 云って 來 ると、 如何にも 藝術 を社會 問題と 同様に 见て 居る 様に 思 はれる かも 知れぬ が、 これに 關 して は 私 

は 私 化 を^: つて ゐる。 

二 「問題」 を 扱 ふことの 可否 

文 藝に問 题のス つて 來る ことの 可能 か 否か、 又 適 常 か 否かと いふ こと は 一 の 問題で ある。 我々 人 M は藝 術^た 

ると ：！： たると を 問 はす、 どうしても 大 いなる 瑗垸 (ミリ ユウ) からの 影響 を 免れる こと は出來 ぬ。 唯藝術 家に して 

優れた 人で あれば ある 程、 ミリ ユウの 影響に 對 して、 或る 程度まで 獨自の 境地 を 開く ことが 出來 るが、 後世から 考 
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しても、 彼 は 一 々その^ を ひっくり返して：^ なければ、 滿 足し 得なかった。 か i ろ懷疑 そのもの とも 云 ふべき 性 

格 を 具へ てゐた スト リンドべ ルヒ にも、 ^なる 觀照、 單 なる 否 { 儿 以上に、 共の 中から 新しい 或る もの を 握んで 引 

き 出さう とする： ！：： 化 的の 力が 励いて 店 つたので あ-る。 此の 力、 此の 欲求が 如 ：！： なる 形 を 採って 我々 の實 生活に 現 

はれる か は、 何人も 頭 を 以て 知る^ は出來 ない。 たピ 敏感な 藝術 家の み、 其の 心 を 以て 感す る寨が 出来る。 
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へれば、 やはり その 人 も 時代の 人で あつたと 思 はれる ので ある。 今 電光の 流れる さま を 見る に、 天の一角より 一 

へと" 數 多の 屈曲 をな して 流れ 下る ので ある。 もし 電光の 流る &强き 力に、 抵抗す る 何もの もないならば、 電 

光 は 一直線に 流れ 下る であらう が、 ^氣の 抵抗の 爲 めに、 それ は 一 の 曲線 をな して 流れる ので ある。 人 問 の 文化 

の 流れ も、 これに 似て ゐる。 文化の 進展 を 阻む 内部的 外部 的の 何もの もないならば、 ダ ー ウィンの 進化の 法則の ま 

に.， （\、 人 問 の 文化 は 一直線に 進んで 行く であらう。 けれども， この 進化の 力 を 阻む 外部 的 内部的の 條 件が、 多 

数人 類 進化の 道程 進路に 横って ゐ るので ある。 かくて 人間の 社會に は、 往々 混 亂を來 し、 極って^ 命 を 起す に 至 

る。 これら は卽 ち、 文化の 流れの 曲り角に 當 るので ある。 か&る 文化の 曲り^に 於て、 多くの 問題が 起る。 如何 

なる 優れた 藝術 も、 この ミリ ユウ の 影響から 超越す る ことが 出來 ぬ。 

私の 兒る 所に よれば、 ダンテの 「祌 曲」 に は、 無數の 問題が 含まれて ゐる。 巾 世紀の 問題の 總 和が、 其の 中に 含 

まれて ゐる。 思 ふに それ は歷 史のタ ー 一一 ング • ポイントに 於て、 喑黑 時代が ルネッサンスに つながる 時、 人々 が 皆 

一 暗中 校 索して 居った 時、 彼の 「神曲」 は： 大來の 曙光の 如くに 現 はれた ので ある。 彼 も 其の 時代の 流れに 反抗す る こ 

とが 出来す、 知らす 識ら す、 多くの 問題に 觸れ たので ある。 

シ H ク スピア は 文化の 襄を 見返さないで、 其の ま&肯 定 した 人で ある。 當時は H リザべ ス 女王 銃 治の 下、 英 n 

文化の 黄金時代であって、 民心よ く 統一して 泰平 を 謳歌し >  其の 狀宛も 河川が 一直線 をな して 流る  > 様な 時代で 

あつたから、 人心 を 動かした 切實な 問題 は、 おの づ から 統一 の 下に 镫 かれ、 從 つて シ H クス ピャと 雖も、 北 ハの藝 

術の 中に 問題 を 取り入れる こと をし ない 結 栗に なった ので ある。 

斯様な わけで あるから、 文藝に 問題 を 入れる がよ いか 惡 いか、 適當か 不適 當 かと 云 ふこと は、 抽象的 义は 概念 

的に 論すべき もので はない。 其の 時勢が 統一され た 時代 なれば、 其の 時の 藝術 家の 作品に は 問題 はない。 タ I 一一 


ング. ポイントに あって、 13: ほ 問題 を 入れな いのは、 時代錯誤 か、 或は 其の 時代 其の もの を 何等の 懷疑 なしに 肯定せ 

ん とする 人の 作" §で ある。 これ は 寧ろ 例外と ^るべき もので、 原則として はタ —一一 ング. ポイントに 現 はれた 作品 

に は、 ^：题 が 入らざる を^ない ので ある。 され ど、 「問題」 は 或る時 期 を 經れば 消滅す る。 そして、 その 藝 術の 中 

^に荧 しい 部分の みが、 永く 共の^ 依 を 殘す。 ダンテが 彼の 「祌 曲」 を 通じて、 後世に 永く 殘 した、 あれ だけの 藝 

術、 あれ だけの 思想 を 犸る爲 めに は、 彼の 時代の 問題 を、 十分に 消化し なければ ならなかった ので ある。 「神曲」 

の 巾に 取り扱 はれて ある 多くの 問題が、 如： I： に當 時の 人 を H キサ イトし たかは、 我々 現代人の 想像の 及ばぬ 所で 

あるが、 それらの 問題 は、 少く とも、 現代人 を 切實に 動かす に 足らぬ ので ある。 

三 時代と 「問 題」 

： 要するに、 藝 術の 中に 問題が あると 否と は、 其の 背景た る 時代の 如何に 依る ものである、 とい ふの が 私の 意 兑 

である。 されば、 イプセンの 藝術ゃ 思想 を 知る が爲 めに は、 彼の 住める 時代が、 タ I 一一  ング. ポイント、 卽 ち屮歐 

の 文化が、 北歐の それに 代られん とした、 文化の 進展の 曲 角に 當 つて 居った、 とい ふこと に 注意し、 從 つて、 其 

のお 代の 题を 考慮の 中に^かねば ならない ので ある。 

私 はか-る 兌 地から、 彼の 劍 巾に ある 問題 的の こと を、 主として 考 へて：^ たいと 思 ふので あるが、 元來藝 術 家 

が 問題 を 取り 极 ふとい ふこと は、 m 心 想 的 背景 を 有つ とい ふこと であって、 此の頃よ く、 藝術家 は 一而、 一般 文化 乃 

^時代の ^想 上の 諸 問 题に關 して、 博く 且つ 深き 知識と 理解 を冇 つて ゐる舉 者で なければ ならぬ、 と 云 ふ 風に 考 

へられる 傾きが あるが、 それ は 一般に は 要求され ぬ。 藝術家 は 一面 學ぉ である を 妨げない が、 彼の 3 具の 職分 は、 

知る ことに 在らす して、 觀て而 して 感する ことに 在らねば ならぬ。 イブセン は 梨 者ではなかった、 然し 彼 は、 な 
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ベての 舉 者が なし 能 はぬ 程に， 常時の 問题を 鋭敏に 感知して ゐた。 

四 イブ セ ンの 扱った 「問 题」 

衩て 前に も 述べた、 屮歐 文明が、 北 歐に這 入って 行った 際に 受けた H タザ ミネ ー シ ヨン を具體 的に 述べれば、 

ブランデスの 喾 いて^る やうに、 四點を 擧げる ことが 出來 る。 卽ち、 

笫ー は、 宗敎 若しくは 信仰に 關 する 問題であって、 祌 なる 力 を 自然 的の 力と 見る か、 或は 超 0 然 的の 力と^ る 

べき か。 これ 北歐の 解決すべき 第一 の 問題であった。 

笫 十六 世紀 初槳 の、 ル ー テルの 宗敎 改革に よって、 祌は マ 法王と いふ 人^から 離れて、 萬 民の 祌 となった o 

けれども >  なほ 神に は 多くの 屬 性が 附 せられ、 超自然的な ものと 考 へられて ゐた。 一八 六 三年に、 ルナン は^ 蘇 傅 

を^して、 イエ ス. クリスト を 人^的な ものと して 了った。 共の 時の 論爭は 激しい もので あつたが、 イブ セ ンは丁 

度 共の 年 一二 十五 歳であって、 共の 翌年 「ブランド」 なる 劇詩 を 作って、 多少 此の 問題に 觸 れてゐ る。 

第二 は、 過去と 未來 との 關 係に 關 する 問題で ある。 世が 一直線 を 取って 進歩す る 時 は、 過去と 未 來とは 接近し 

てお るので あるが、 歷史の 囘轉^ に當 つて は、 過去と 未來 との 距離が、 遠く 隔 つて 相 兒失 ふに 至る。 親と 子との 

問 柄， ォ ルダ ー. ゼネレ ー シ ヨンと ャ ンガ 1 ゼネレ ー シ ヨンとの 關 係が、 從來の 様に 圆滿 に續 いて 行かぬ 様になる。 

こ の やうな 問題に も 彼 は 多少 觸れ てゐ る。 

笫三 は、 社會の 種々 なる 階級に 關 する 問題で ある。 贫富の 問題、 社會 的に 勢力 ある ものと， 勢力な きものとの 

^：题 等 これで ある。 フランス 革命 以來、 支配者に 對 する 考 へが 變 つて、 人民 は王權 神授の 思想から 解放され た。 

けれども、 私有財産 を 多く 有って ゐる 商業^ や 工業 者の 階級 は、 これに 代って 或る 意味の 支配階級と なった。 彼等 


は 私有 財 席 を 絡對に 神聖 視し、 云 は^、 私有財産と いふ 神 を 有って ゐ たので ある。 イブセン は、 この 私有財産 は 

—：：」 なり や 否 やの 問題に も觸 れてゐ る。 彼 は 法律 舉者 でもな く、 經濟擧 者で もなかつ たが、 思想 的 背景 を 有する 

:ま， 鋭い イン サイト を 以て、 この 問題 を觀 たので ある。 一八 四 八 年に は、 かの 有名な 「共 產黨 宣言」 (Das 

Ko ョ munistische  manifest) が、 マルクス 及び エンゲルス によって 發 表された。 この 當時 十八 歳であった、 若き ィ 

ブ センの 心に、 この 宣言に よって 何が 釀 され たかは 想像に 難くない。 

^叫 は、 刃 女^の 問題、 それに 關聯 して 兒宣 の問聯 である。 私の 考へ では、 今日の 貸 銀 扠隸の 出來る 前に、 旣 

に 女 は^; の奴隸 であった。 と 言っても、 男が 女よりも えらい とい ふこと を 意味し ない。 男が 惡 くて、 勝手 氣 儘に 

己れ の 都合の よい 様に、 政治、 法律、 道德、 乃至 慣習 を 作って 了って、 女 を扠隸 としたの である。 男と 女と は 未 

だはに. 止しい 關 係に 入って ゐ ない。 此の 問 遠った 男女 關 係の 亂れ からして、 生活の 锊 敗が 生す る。 人 問 は 性的 關 

係に 於て は、 獸 類よりも 寧ろ 劣って をる 位で ある。 獸慾 などと 云って 馬鹿にす るの は、 多少 僭越の 嫌 ひがないで 

もない。 か-る 亂れ は、 寶 に 何千 年と 云 ふ 長い 問に 出來 たもので ある。 短 少年 月に、 正に 歸す とい ふこと は 容易 

ならぬ ことで あるが、 それ を 放置して おく 譯には 行かない。 か-る 性的 關 係の 問題に も、 イブセン は觸 れてゐ る- 

の  である。 

- . 第三 部 作品 及び その 批評 

1 ブランド 

A 反抗的 リアリズム 

拉て、 前述の 如く、 北歐に は、 一元的に 自己 を觀て 批評 せんとす る倾 向が 起り、 又 1- マン チシズ ムに對 する リ 
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ァ リズムの 反抗が 起った。 これ は 北欧の 特徴で ある。 而 して、 イブセンの 釗の 中に も、 此の 特徴の あら はれた も 

のが ある。 今 その 例と して、 「ブラ ンド」 と r ピ ーァ* ギン ト」 とに ついて 述べようと ふ。 ブラ ンド は、 イブ セ 

ンが 三十 六 歳の 時、 卽ち 一 八 六 四 年に、 口 ー マ滯 在中 散歩の 折抦、 セント .ピー タ ー 寺 を 見て、 インス ビ レ ー シ ヨン 

を 得て 書いた 劇詩で ある。 七月の 半ばより 九月の 半ばまでに 書き終った。 これが 世に 現 はれて、 イブセンの 名が 

忽ち 全 歐洲に 知れ渡つ たので ある。 非常に 表現の 强ぃ 詩であって、 プラン デス は King  Lear まで 溯らなければ、 

か-る vehement な 表現 は 求められ ぬと 批評して ゐる。 

「ピ ーァ.ギ ント」 は、 一 八 六 六 年、 彼が 三十 八 歳の 十 一 月に 害き 終った 苦心の 作で ある。 「ピ ー ァ. ギン トの 中に 

は 問題 はない。 空想の 動く がま- -に 書いた の だ」 と、 イブセンが 言った が、 やはり その 中に も 問題 は ある。 文明 

のタ， '一一 ング • ポイントに 在る 藝術 家と して、 問題に 觸れる こと は 免れ 難い 所で ある。 「ブラ ンド」 は、 北漸 せる 

南方 文明に 對 して， 北方の 本 當の强 味 を 有った 人間が、 彈 劾の 聲を擧 げた ものである。 r ビ ーァ *ギ ント」 に は 

seiisuatist が 描かれて ある。 南方 文明 を 其の ま \ 受け 容れ る、 侗 性の 無い やうな 男が やった、 色々 な 悲喜劇 的な こ 

と を 描いた 詩で ある。 

B  r ブ ラ ンド」 の 梗概 

先づ 「ブランド」 の アウトラインから 述べよう。 ブランド は ノル ゥ HI に 生れた 努 で， 其の 父 はや かまし や、 

母 は實利 的な 女で、 その 母 は 若い 時 貧しい 百姓 を戀 人に もって ゐた。 母の 父 は 金 持へ 嫁に やりたい と 思 ひ、 金 は 

ある けれども、 やかまし やで 年取った、 ブランドの 父と 結婚させる ことにした。 母 は 初めは 悲しんだ が、 後に は 金 

の爲 めに 戀を思 ひ 切って これと 結婚し、 ブランド を 生んだ。 その 幼い 時 父 は 死んだ が、 ブランド は 幼くて その 悲 


み を 知らす、 或る 夜 父の 死骸 を 化た 時に， その 枕許から 金袋 を 探り 取る 者が あった。 それが 自分の 母で あつたが、 

其の 時 受けた 印象 は 消えす、 彼 は 物 を 思 ふ 疑 ひ 深い 子と なり、 長す るに 及んで、 祌 の宣傳 者と ならう と 決心し、 ョ 

1 ロッパ へ乘り 出して 宜傳 せんとした。 その 道は卽 ち" All  or  Nothing." とい ふこと であった。 南方 文明が 二 元の 

問 に 彷徨せ る 不徹底 さに 飽き 足らす、 何れ か】 に 徹底せ よ、 とい ふの が 其の 高唱 する watch-word であった。 彼 は 

南方の 祌が 老いて 無力と なった と考 へ、 Hercules の 如き 力 强き祌 を 立て 上げようと いふ 心願 を 起し、 ョ ー 口 ツバ 

へ 行かう とした。 さう した 際に、 藝術 家なる アイ ネルと いふ 舊 友に 遇 ふ。 アイ ネル は Joy  of  Life を 人生の 目的と 

して； ^る 様な W であって、 美しくて^ 順し ぃァグ ネスと いふ 妻 を 伴って ゐる。 彼等が 或る 嵐の 日、 入江の ほとり 

に 一 ^つた 時、 一人の 百姓 女が やって来て、 臨終に ある 彼女の 夫が、 其の 子 を 殺した 罪の 懺悔 をしょう として ゐる 

から、 それ を 問いて やって 下さい、 とい ふ。 ブランド は 舟に 乘 つて" 入. 江の 向 岸の その 家へ 行かう とする が、 嵐 

の はめ 波 は 高く 危險 なので、 誰も 助手と なって 一 緖に 行かう と 云 ふ 者 はない。 アイ ネルに 賴ん だけれ ども、 そん 

な：：： 險は いや だと 言 ふ。 其の 時ァグ ネス は 卑怯な 夫に 愛想 をつ かし、 ブラ ンド の獻身 的な 勇氣に 感激して、 これと 

共に 行き、 ^の 懺悔 を 聞く。 これが 緣 となって ブランドと ァグ ネスと が 結婚す る。 二人 はョ ー 口 ツバへ 行かす と 

さと 

も、 北ハの 地に 於ても 仕事が ある こと を覺 つて、 入江の ほとりに 堂 を 造って 住む。 その 中 アル フと いふ 子が 生れ、 

彼等 は 傅 道 を 綾け、 村人の 尊敬 を 受けて ゐる。 ブラ ンド の 老いた 母 は、 彼の 所に 來て、 自分の 懺悔 を 聞いて 吳れ とい 

ふ。 ブランド は嚴肅 に、 彼女に は 重大な 罪惡が ある、 それ を 悔い改めなければ、 天國へ 行く ことが 出来ぬ、 父から 取 

つた 金 を 全部 慈善の 爲 めに 施せと いふ。 母 は、 其の 金 は戀に 代へ て 獲た ものであるから、 全部 を 手 離す に 忍びぬ、 

半分 だけにして くれ、 とい ふ。 ブランド はこれ を聽 かす、 母 は 彼の 慰め を與 へられす に 死ぬ。 其の 中に、 其の 土地 

の^いせ ゐで、 ァグ ネス も 健康 を 害し、 息子の アル フも 病氣 になる。 醫者は 息子の 病氣を 診察して、 轉地 すれば 
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癒る とい ふ。 ブランド は菩 んで轉 地しょう とした。 共の 時醫 者が T 如何に 一 轍な ブランド でも、 息子の 病氣を i 

すため に は， 轉地 もしょうと いふ 心に なった。 其の 心 こそ 本當の 心で ある」 と 言 ふ。 ブランド はこの 言葉 を 聞い 

て はっと 心 付き、 轉地を 思 ひ 止って 了 ふ。 その 爲め アル フは 死に、 ァグ ネス も 其の 悲しみの 爲 めに 死んで 了 ふ。 

彼 は 全く 孤獨 となる。 其の 時ゲ ルドと いふ ジプシ ー の 娘が あって、 熊の 子の やうに 山 を 歩いて 居った。 これが ブ 

ランドに 逢って、 山の 上に は 氷の 殿堂が あって、 少しも 穢れ のない、 全く 神聖な ものであると 告げる。 ブランド 

はこの 話に 强く 引き付けられ たが、 母の 遣 座が あるので、 それ を 以て 大 殿堂 を 建立した。 その 開 堂 式に 村の 人達 

が 集って 來て、 彼に 讃辭 を呈 し、 それ を 公共事業の 爲め にも 使 はして 吳 れと賴 む。 ブランド はこれ を 專ら、 神の 爲 

めの 奉仕に のみ 用ゐ たいとい ふ考 へであった ので、 か- r る 汚れた 村に 建てた こと を 悔いて、 殿堂に 鍵 を かけて 了つ 

て、 本當に 淸淨な 殿堂 を 求む る 心から、 ゲ ルドの 吿 げた 氷の 寺 を 見ようと して、 山の 上へ と 雪と 寒さ を 凌いで 登 

つて 行く。 彼に ついて 來た 村人 や 案內者 は、 何處 まで 行っても 氷の 寺の 見えない のと、 困難と に堪へ かねて 不平 

を 言 ふ。 「私の 行く 所 は 幸 一 I の ある 所ではない。 ある もの は 茨の 冠の み」 と ブランド は 答へ る。 村長 や 牧師 達 は、 

「安 協の 精神が 祌の 名に よって 殘 されて あると いふ こと は、 難 有い こと だ」 と 言って、 山 を 下って 了 ふ。 ブランド 

は 一人 更に 登って 行く と、 ゲ ルドに 遭 ふ。 ゲル ドは彼 を 本 當の生 神様で ある、 といって ほめる と、 幻に ァグ ネス 

が あら はれて、 彼が 飽く迄も 安 協 を 斥けた 爲 めに、 アル フも 死に、 自分 も 死んで 了った と 一 百って 恨む。 共の 時ゲ 

ルドが 魔に 鐡砲を 打つ。 その 砑の爲 めに 雪が 崩れて なだれと なり、 ブランド は その 下に 壓し溃 されて 死ぬ。 其の 

あとへ fK から 罄 があって 「祌は 愛な り」 とい ふ 言葉が 殘 された。 

劇詩 「ブランド」 の 梗概 は、 大體 以上の 如くで あるが、 此の 劇の 中 ブランド は 三つの 敵 を 有って ゐる。 


C ブランドの 三つの 敵 

其の 一は pint  heart である。 困難 を囘 避し、 理想 や 信念に 徹底す る 能 はす、 すぐに 辟易して 了 ふ 弱い 心で あ 

る。 ブランドが 氷の 寺 を 求めて、 雪の 山 を 登って 行った 時、 彼に 伴った 村人 ゃ案內 人が、 何處 まで 行っても 氷の 

寺 を见る ことが 出來 す、 又 艱難に 得堪 へす して、 彼 一人 を殘 して 山 を 下った のが それで ある。 百姓が 案內を 止め 

て^ろ 時、 ブランドが 呼びかけて 言 ふ。 彼等 は 家路 を さしてと ぼ， （- と歸 つて 行く。 「お前 等の 弱い 肉の みが 凡て 

でな く、 肉 以上のお の爲 めに 生きん とする、 少しの 欲求で もお 前 等に あるならば、 自分 はお 前 等 を 助ける ことが 

出來 るで あらう。 けれども 肉 體の爲 し 得る こと 以外 を 意志し ないやうな 者 を 助ける こと は出來 ぬ」 彼 はかう 言つ 

て faint  heart を 輕 蔑し、 憐れんで ゐる。 

皮の 第二の 敵 は ll.gt  heart である。 アイ ネル ゃァグ ネス は 安 協 をい と はぬ 輕ぃ心 を 以て、 一生 を 送って 行かう 

とする。 その 心に、 彼 は 一切 を 神に 獻 ぐる 嚴肅な 心 を 以て 最後まで 反抗した。 ブランド は Hght  heart に對 して 叫 

んです ふ。 「苟 くも W 熱ぶ 耽り、 快樂を 求めるならば、 徹底的に やる がよ い。 けれど、 今日 或る もので、 明日 他 

の ものである こと は 許されぬ。 凡て 一 部分 だけ 其の ものであって はならぬ。 敎會に 行って は 少しば かり 嚴肅 にな 

り、 一寸 酒 を飮ん では^が 輕く なり、 盃と盃 を 打ち合せて 萬歲を 呼ぶ やうな 態度に、 人間の 悲しみが ある。 凡て 

物 を輕く かすって 通り過ぎようと いふ 不徹底に、 人間の 淋し さが ある」 かう 言って、 彼 は light  heart を 排斥して 

ゐる o 

ブランドの 笫 三の 敵 は wild  heart であった。 ゲル ドは wild  heart で 以て 描いた 幻で ある 所の、 氷の 殿堂 を 彼- 

に.：  小した。  「村に は 穢れが あり、 山の 上の 氷の 殿堂に は 全き 淸淨 のみが ある」 と 言 ふ。 ブランド は 自分の ま： 心の 

あまり、 人 ii を 離れて 氷の 殿堂へ 行く。 その 結粱は 死であった。 その あとへ 殘 された の は 「祌は 愛な り」 いふ 一大 
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からの 言葉であった。 この 111 一口 葉 は 彼の 死と 關聯 して、 何 かしら 深く 考 へしむ るので ある。 

かくの 如く ブランド は 巨人の 如き 意志 を 堅め、 囘 避の 心 を 斥け 、妥協 的 精神 を排 して、 飽く迄も "Allor^othing." 

とい ふ 一元的の 精祌を 以て、 反抗に 於て は 徹底した けれども、 南より 来った 二元的 文化の 妥協 的 精神の 爲 めに 敗 

れて、 遂に 死す るに 至った ので ある。 けれども、 彼の 强 いく 欲求 は、 偉大な 或る もの を噔 示して 止まない ので 

ある。 

二 「ピ I ァ*ギ ント」 

A 梗概  " 

イブ セン は 一 一年 後れて、 「ピ ー ァ. ギ ント」 を 書いた。 これ は ブラ ントと は 全然 異なった 頭で 書いた ので あるが、 

こ の 劇に は、 ノル ゥヱ ー のグル ー ミ. サイドが よく 表 はれて ゐる。 

ビ I ァ. ギン トには 一人の 母が ゐた。 この 母に はピ 1ァ* ギン トが可 愛くて、 又 偉く 見えて 耐ら なかった。 この 

イン カネ I ジョン， ォブ •！！ マン ティ ヅク *ス 。ヒリ？' ト  -  ^^1/1.^ 

ピ ーァ. ギン トは 幼時から、 浪漫的 精神の 權 化と 思 はる- - 如き 男であった。 しかも そこに 一 種の 野 性 

が 働いて ゐ たので、 其の 望み は 馬鹿に 大きかった。 何でも 自分 は カイゼルになる の ださう であった。 時々 山な ど 

に 遊びに 行って、 いぢ めら れて歸 つてく るが、 歸 ると 母に 向って 途方もない 法螺 を 吹く、 可愛い 男であった。 母 

も 「おや、 また だまされた？ ほんと にお 前 は 仕樣の ない 子 だね」 と 言った 調子で、 誠に 他愛の ない 女であった。 

ビ ー ァ. ギン ト には戀 して ゐた 女が あつたが、 浮 調子な ピ ー ァ. ギン トは 一向 かま ひつけなかった ので、 女の 父 は、 

娘に 壻を 取る 事に した。 それ を 聞いた ピ ーァ. ギン トは、 女 を 人に 取られる 事が 急に 惜しくな つて、 その 女 を 奪 ひ 

去る。 しかし、 元來 そんなに その 女に 執着が ある わけで なし、 うるさく なった もの だから、 辱 かしめ た 上に 山に 


抡 て-^ きた。 次に、 ビ ー ァ. ギン トは 乂、 ソル ヴ ヱイと 云 ふ 女を戀 したが、 これ も 倦いて 拾て &し まふ。 そんな 事 を 

して ゐる屮 に、 人から 排斥され て 村に は 居られ なくなつ たもの だから、 遠國に 出奔す る。 今度 歸鄉 して 見たら、 

あたかも、 ギン トの 母が 死に かけて ゐる 時であった。 母 は 大變に 喜んで、 「もう 私 は 死に さう だ」 と 云 ふ。 ギン ト 

は 「よろしい、 僕が 一 つ 天國に 行く 話 をして 上げよう」 と 云って、 滔々 と 面白い 話に 夢中に なった が、 その 話の 

屮に、 母 はほんた うに 天 國に 行って しま ふ。 ギン トは、 其の後 アメリカに 行って 商寶を 始めた。 彼 は 支那に は 

偶悛 を、 南 亞米利 加に は 扠隸を 輸出した。 しかし、 良心の 呵責 を 免れん がた めに、 其の後から、 支那に は 宣敎師 

を、 亞には ラム 酒 を 送った。 彼 曰く、 「かう すれば、 奴隸は ラム 酒 を 飲んで 滿 足す るし、 又 支那が 偶像で 亂れょ 

うとす るの も、 宣敎師 によって 救 はれる。 良心 もこれ で滿 足す るし、 金 も 出来る。 ー擧兩 得と は 此の 事 だ」 と。 

ピ ー ァ. ギント は、 後に、 年を取って 何も なくなって 歸國 する 事と なり、 船路に 上った が、 途中 難船に 遭 ひ、 一人 

の 料 现 人と 彼と 二人 だけが、 _ 一本の 棒切れに すがって、 辛くも 命を繫 いで 海上に 漂うた。 料理人が 云 ふのに、 

「これ を 二人で 川ゐれ ば、 二人とも 沈んで しま ふ。 お前さん は、 聞けば、 獨身ぢ やさう だが、 私 は 妻 も 子 も ある。 

だから， お前さん は： ^の 毒 だが、 代りに 死んでくれ」 と。 彼 曰く、 「いや、 お前さん は 妻の 味 も 子の 味 も 知って 

ゐる。 私 は 未だ 獨 身で 知らない。 これから 歸國 して、 やっと それ を 味 ふ、 と 思って るんだ。 だから、 私に 譲りな 

さい」 と。 さう して、 料理人 を 溺れさして、 彼 は 一 人 助かった。 國へ歸 つてから 寂しく 放浪して る 時に、 何處か 

らか 歌の^が きこえて きた。 よく 兑 ると、 それ は 彼の 若い 時に 捨てた ソル ヴ ヱイと 云 ふ 女であった。 彼女 はもう 

おばあさん になって 居る が、 やっぱり ピ 1-ァ* ギン トを 待って ゐ たのであった。 ビ ！ ァ。 ギン トは、 かくて、 彼女 

の 胸に 抱かれて、 その 子守歌 をき i ながら 永久の 眠りに ついた ので ある。 
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B  ^^すべき 三點 

さて、 ビ ーァ. ギント に 就いて 注意すべき 事柄が 三つ ある。 . これ は ブランドと 對 照して 兑 ると 好い と 思 ふ。 

第一、 不 t 底と 云 ふ 事で ある。 彼 は 何 か 自分に 突き 當る ものが あると、 つと それ を 避けて 廻らねば ならな かつ 

た。 我 をぶ ち^くと 云 ふ 事 は 到底で きない 所であった。 

ファン タス ティ ヅク  - • し、  3  k  • ト 

第二、 野性と 云 ふ 事で ある。 而 して 空 想 的で ある。 而 して 女な ど を もて あそぶ 事 は平氣 である か \ る 事に 

就いて 何等の 確乎と した 信念がない ので ある。 

笫 三に §J€ な 心 も、 彼の 生涯の 到る 處に現 はれて ゐる。 化物の 女に 戀 されて その 婿に なって、 その 命に 從っ 

て、 ^つ^を 附け たりす るな ど は、 よく ライト 人 ー トを表 はして ゐる。 彼 は 何等の 意味に 於ても、 實行 的の 所 はな 

い。 G 分と 云 ふ もの をば 立て通す 事 はない ので ある。 ピ ー ァ. ギン トが 故鄕で 森の 中 を 歩いて 居る 時に 面白い 事が 

ある。 彼 は絲を ふんだ。 絲は 彼に 謂く、 「私 は 思想で ある。 しかし、 實 行され たことの ない 思想で ある」 と。 又 枯木 

があった。 「私 はお 前の 主義で ある。 しかし、 嘗てお 前によ つて 實行 されなかった から、 こんなに 蟲が ついて 枯れ 

てし まった」 と。 又 空中から 溜息が あって 彼に 謂く、 「私 は 歌で あるが、 一 度 も 思 ひ 切って 歌 はれた ことのない 歌 

である」 と。 又 しづくが あった。 そして 彼に 謂く、 「私 は淚 である。 けれど 永久に 流された ことのない 淚 である』 

と。 又 藁が あった 。「私 は實 行で ある。 お前 は 私 を 成就 さして くれる はすだった のに、 疑 ひが それ を 塞いで しまつ 

たので ある。 今に 祌の窸 判の 日が 來る。 私 は 神の 前に 立った 時、 お前の 事 を 云 ひつける から、 さう 思 ひなさい。 

あ、、 お前 は その 日に 災 である ことよ」 と。 

ビ ーァ. ギン トには 實に歌 も あり、 淚も あり、 思想 もあった。 それから 實 行すべき 立派な 體格を 持って ゐた。 け 

れ ども、 彼に は それ を やる だけの 深さが 無かった。 彼 は 決して 內 部に 突き 入る 事 をし なかった。 いつも， 物の 外 


部 を 少し かすって 通る 位に 止まって ゐ たので ある。 彼 は 或る時 斯う 云って ゐる。 「俺 は カイゼル だ、 いや、 待てよ、 

俺 は 玉葱 ぢ やない か 知ら。 さう だ， 俺 は 玉葱 だ。 一 つ 此奴 をむ いて くれよう」 と。 そして 玉葱の 皮 を 一枚々々 む 

いたが、 何枚む いても 終りまで 同じ 物であった。 そして 中は络 だった。 彼 は 苦笑して、 「自然 は 人が 惡ぃ (Nature 

is  witty. ヒ と 云った が、 其の^ 彼 は 淋しかった に 遠 ひない。 彼 は 老年に なって、 ソル ゥ H ィに 言って 居る。 「あ >r、 

一^ 俺の.：：： 巳 は： 1:^1 にある のか？」 と。 ソル ゥ H ィは 「それ は 妾の 信仰と、 愛と、 望みとの 中に あるので す。 あ 

なた は 此の 三つの 中に お生きなさい ましたの です」 と 云って 慰めた。 ビ ーァ* ギン トは 非常に 喜んで、 「俺 は 同時 

に、 戀 人と 母と を 見出した」 と 叫んだ。 實際彼 は 玉葱の 様な 男であって、 中身まで 何もない 人 問であった ので あ 

る。 n 分 n.^ を 生活した、 と 思って ゐた^ らうが、 實は彼 は 常に 外界に 支配され てゐた V けであった。 先の ブラ 

ンドの 方の、 飽くまで 外界と 接して 戰 つて 行かう としたのと は、 全く 反對 である。 しかし、 最後に ピ ーァ. ギン 

ト について ニー； n したいの は、 それに もか& はらす、 ビ ー ァ. ギン トは ブランドが 悲慘な 戰ひを 闘って、 雪崩の 下に 

:g 伎 を 遂げた のと 異 つて、 何處 かに 人^的の 弱い、 然し 可愛い 所が ある、 と 云 ふこと である。 彼 は ノル ゥ H ィ人 

化^の、 外界に 迷 はされ 易い 心が ある。 しかし、 その 底に は、 ノル ゥ ヱイ 人 共通の 誠に 美 はしい ところが 見える 

ので ある。 

♦  三 四 個の 人生 問題 

^て 以上 を 序 曾と し、 これから、 先に 述べた 叫 つの 問題 卽ち、 

笫 一 .： ポ敎 S しく は 信仰 問題 (卽ち 超自然的 觀 念に 對 する 見方) 

第二 過去と 未來の 問題 (卽ち 父と 子の 關係) 
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第三 貧富の 問題 (卽ち 社 含の 位置) 

第 叫 性の 問題 (男女の 關係)  - 

に^いて 考 へて：^ たい。 それで 先づ その 各 i の ティピカルな 劇 を  一 二 選んで、 その 劇 を 中心として 考 へて みょう。 

ル川 こ^. したやう に、 宗敎 改革の 結枭、 神に 對 する 考 へが 餘程變 つたので ある。 新敎 では、 カル ヴ インが 出て、 

K ゲイ-,  デ ス ぉヅト  . テタ. I ミネ _ テヅド -、  メ —ル マノれ ィ 

神に 對 する ぎ 仕なる 考へを 造った。 神 は 犬なる 專政 君主な りと した。 人は不 自 由な ものである 刺 は 全 能な 

りと した。 大變 宿命的な 考へ である。 彼の 豫定說 はこ \ から 出て ゐる。 次ぎに 科舉が 起り、 祌を 神の 玉座よ い 斥 

けて、 更に 人類よりも 放逐し 去った。 けれども その 結^ は、 却って、 人間と 云 ふ もの は 自然の 前に 如何に 無力で 

あるか を 知る のみであった。 とにかく、 近代の 作り上げた 宇宙 觀は、 宿 命 的 な 者へ を 免れる 事 は出來 なかつ 

た。 この 態度が あらゆる 方面に あら はれた ので あるが、 終に は 社會の 制度 や 習慣な ど、 人間が 勝 乎に こしら へた 

ものまで を、 これが 萬 能の もの、 絕對 の權威 ある ものと して 祭り上げ、 これに は 頭から 服すべき ものと 云 ふ 風な 

考 へが、 世 閗一 般に弘 まって、 人々 の 頭に 浸み 込んだ ので ある。 

そこで、 それで はいけ ない、 何う しても 自己の 力 を 徹底的に 發揮 させようと 云 ふ、 强ぃ 欲求 を 持って 立った の 

が、 近代 文藝 の先驅 者の 人々 である。 そして、 例へば マックス • スチ ルナ ー だと か、 一一 ー チェ だと か 云 ふやうな 人 

人 は、 皆 この 欲求 を あら はして ゐる。 しかし、 この 欲求 を 最も 强 くもつ たの は北歐 人であった。 イブセン も その 

中に あって、 此の 欲求 を强く 作物の 上に あら はして ゐる。 先に 概略 言った 「ブランド」 も 其の 一 つで ある。 しか 

し 「ブランド」 はい まだ 觀 念が 觀 念と して 留まって ゐて、 實 生活と 云 ふ 者と ぴったり 合って ゐ ない。 それで、 も 

つと 觀 念と 實 際と を 結びつけ、 思想が 思想に 止まらす して、 印象 そのもの となり、 直ちに 感激と なり、 力と なる 

ものにしようと 云 ふの が、 イブセンの 希望で ある。 「幽 靈」 など は、 比較的 この 調和が とれて る やうで ある。 「幽 


整」 は、 超 Ci 然 力に 對 する、 人 問の 個性の 反抗で ある。 五十一 歳の 時の 作で あるが、 彼 はこれ を 出した 時 アナ 

1 キ ストと され、 一一 ヒリ ストと^: 做されて 大いに 攻擊 をう けた。 

四 宗敎 若しくは 信仰 問題 

A 「幽 靈」 

さて 「幽 靈， 一 に は アル ヴ イングと 云 ふ 金 持と， その 妻と、 牧師の マンデル スが 居る。 始め アル ヴ イング 夫人 は牧 

師 を^して ゐ たので あるが、 アル ヴ イングが しきりに 彼女 を 欲しがった 爲め、 牧師 はこれ を 許し、 自分 は 犠牲に 

なつ ヒ つもりで、 二人の 結婚 を 成就せ しめる。 あたかも アル ヴ イング は 不品行の 人であった から、 その 女に よつ 

て 改まる だら うと も 思った ので ある。 しかし、 アル ヴ イングの 品行 はちつ とも 改まらす、 妻との 問に 出來た ォスヮ 

ルドと 云 ふ 子が 四 歳の 時、 アル ヴ イング は 家婢を 汚した。 妻 はこら へ 切れ なくなって 牧師の 許に 走る。 牧師 は 道 

おお- W な 人 だから、 アル ヴ イング 夫人が 逃げて 來 たの を 非常に 怒り、 これ を 大いに 訓戒して 歸ら せる。 ミセス は 

迄 念に は^った が、 子供の ォス ワルドの ためと 思 ひ、 再び 家に 歸る。 牧師 は その後 一度 も アル ヴ イングの 家に 

行か なくなった。 そのうち 下婢 はレギ ー ナと云 ふ 女兒を 生み落し たので、 アル ヴ イング 家で は 仕方なく、 その 下 

婢て三 弗の 金 をつ けて、 町の 或る 大工に、 祕密に 嫁に やる。 ォス ワルド は 八 歳の 時、 他家に 预 けたが、 それで 

もま だ、 アル ヴ イング 夫人 は、 この 子 だけ は 父の 不品行 を 知らせまい、 そして 善， おな： りに 有て ようと 思って るの 

で、 此の 町に 居て は 父の 行 ひが 知れる といけ ないから と 思って、 巴 里に 遊學に 出す。 そして、 十九 年 01 に 幕 カ^ 

く：：：： - こ. なる。 ォス ワルド は 頭が 痛む ので 醫 者に 毘 て もら ふが、 父から 何 か惡ぃ 遣傳を 受けた に 違 ひない、 と 云 ふ 

事 をき かされ、 悲しんで、 もう 死なう と 思って、 歸國 する。 そして、 先の 下婢の 私生兒 なる レギ ー ナを 兌て、 こ 
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れと 親しんで、 こいつに^ を飮 まさして 貰 はう と 決心し、 その 女と 親しくなる ため、 或る日 レギ ー ナに 挑み か-. - 

つた。 時に、 マンデル ス 牧師が アル ヴ イング 家に 來てゐ たの. であるが、 アル ヴ イング 夫人 は 隣り 部屋での 息子の 有 

様 を：^ て、 まさか か&る 下心で、 レギ ー ナ に惡戲 して をる と は 知らぬ から、 氣絕 せんば かりに 驚く。 これより 先き 

に、 アル ヴ イング は 金を^ 附 して 敎會堂 を 建てよう とした。 ォス ワルド は 保 險料を かけて おきな さいと 勸め たが、 

牧師 は n く、 「否、 これ は 祌聖な 祌の會 堂で ある。 祌 はこの 會堂を 祝 幅した まふ。 だから 決して 火事が ある 酱 はな 

い。 保 險料を かけるな どと 云 ふの は、 それ は 信仰がない からで ある」 と 云って、 何う しても 保 險料を かけさせな 

かった。 この 會^ は、 然し、 共の 後 愈 2獻 堂 式の あると 云 ふ 時に、 牧師の 不注意の ため 失火して 全燒 したので あ 

る。 义牧 1： は アル ヴ イング 夫人の 讀ん でる 本 を 見て、 「實に 怪しから ぬ 本 を 兌て ますね、 祌様を 忘れた のです か」 

と^ 問す る。 夫人 は 曰く、 「私 はも はや 超自然な 力 を無條 件で 信じる こと はでき なくなりました。 ー體 超自然 力つ 

て 何です か。 それ は 唯 社會が 好い加減に こしら へた ものです よ」 と。 又ォス ワルド も、 牧師に 對 して、 皮肉 を 云 

つてる 揚 面が ある。 

^叫^に は 牧師が ァ ルヴ イング 夫人 を贲 める 所が ある。 「 一 體、 人間 は 幸福に 對 して、 何ん の 機 利 もない もの だ、 

義務の みが あるの だ。 それ は卽 ち、 あなたが 一度 選んだ 夫に 從 ふと 云 ふ 事で ある」 と。 大抵 今でも 普通の 牧師の 

云 ひさうな ；ー 一一 " 槳 である J 又、 夫人より レギ ー ナの a: なる 下婢と、 大工との 結婚の 事 をき いて、 大いに 夫人 を 叱責 

する。 その 時 夫人 は 云った、 「牧師さん、 ー體、 あなた は、 法律 だと か 秩序 だと かと、 いつも 口ぐ せの やうに 仰せ 

になり ますが、 そんな もの こそ 世に 大きな 災 を- g すので あります」 と。 义 曰く、 「あ &私 はとら はれて ゐた。 事實 

は^^なの だ。 何故， 夫の 不品行 をォス ワルドに 吿げ てお かなかった か 知ら？」 

牧師 「いえく、 人^に は 理想が 大切です。 父と 云 ふ もの は 常に 尊敬す る やうに 敎 へねば ならぬ。」 

 - - ； -: … ■  -.:  JTgmm—y  ■ . 一 「謹  疆. 


夫人 「ぉ^ です わ。 そんな 一般的な おで、 凡ての 事 を 律して いた^き ますまい。」 

牧^ 「お-、 あなた は 母ら しい ^をき.^ ません か、 理想 を どうしました か。」 

夫人 「1$^ を どうなさい ます？」 

夫人 「あ！ 私 は、 ォス ワルドと レギ ー ナ との 有様 を 兌た 時に、 幽靈を 見ました II 」( 生命の なくなった 古い 

信仰 を 指す) 

かくの 如く アル ヴ イング 夫人 は、 自らの 生活の 虛僞を 十分 思 ひ 知って ゐる、 もう 一歩で 徹底 せんとす る 女で あ 

る o 

牧帥 「あなた は 本 を讀ん だからです。 本と 云 ふ もの は災 なる かな。」 

夫人 「それ はちが ひます。 私が 斯うな つたの は、 皆 あなたのお 蔭です わ。 あなたが^ らしく 私 を 妻と なさい ま 

したら、 そんな 運命 はお こらなかった でせ う。 下らない 犧牲 や、 古い 信仰 や、 或は 責務なん かと 云 ふ ものに、 私 を 

强 ひなさい ました 時に、 始めて こんな 今の やうな 事を考 へたので すわ。」 

しかし、 アル ヴ イング 夫人 はやつ ばり 過渡期の あはれ な 女であった。 もう 一歩と 云ふ處 まで 行って、 そこに 止 

まって しまった。 そして 終に 牧師に 服して、 その 時 はォス ワルドに 父の 不品行 を 洩らさなかった。 

ォス ワルド は その後 も 精神^に 苦しんで、 母に 毒を飮 ませて くれよ と 頼む。 こ& で^が 閉づ るので ある。 

f ゾ セン は、 この 劇で、 科舉 の遗 傅と 云 ふ 問題に もぶ ッ つかって ゐる。 人間 は社會 S 制度 や、 法律 や はた 又 古 

い^ 仰 や、 义は その 偉大なる 遣俾の 力に、 如何にして 對抗 して ゆけ るので あらう か。 ^この 力に は 服して しま は 

ねばならぬ もので あらう か。 この 劇の 背後に 喑 示されて ゐ るの は 個性で ある。 卽ち侗 性の みが、 これ を 倒す こと 

がで きる、 と.. 小して ゐ るので ある。 
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イブセン は 一 面 アナ ー キ ストで あるが、 叉 一 面、 非^に アリス トクラ チックな 所が ある。 勿論、 それ は 所謂 金 

ゃ權 力の それで はなく して、 侗 性の アリス トク ラシィ を 云 ふので ある。 侗 性の アリス トク ラシィの みが 、「全て 

に 打ち克ち 得る」 と 云 ふので ある。 

五 過去と 未來 との 問題 

過去と 未来との 間の 隔 りに 就いて 考へ てみたい。 

前に 言った 如く、 過渡 朋に 於て は、 古い 時 代と 新しい 時代との 間に 距離が あって、 その 距離 は 卽ち或 

は 不理 解と なり、 衝突と なって 起る ので ある。 

ォ 1 'ルダ ニンヱ ネレ ー シ ョ ンが 大切に 守る もの は傳 統 であり、 更に これより 出で くる 公定の 道德 である。 而 

して、 この 二つが 呼び 起す もの は、 生活の 安定、 平和 を 擁護し 保證 せんとす る ことで ある。 これに 反して、 若 

い、 新しい 時代 は、 上の 傳統 ゃ道德 を破壤 せんとす る 傾向が ある。 智識と 云 ふ銳ぃ 武器 を 持って、 古き もの をば 

打破り、 新しい 何者か を 建設しょう とする ので ある。 歐洲 十九 世紀に はこの 二つの 時代の 對 立が、 かなり 著しく 

發违 したやう である。 

イブセン は 勿論、 古い 時代に 對 して は、 何らの 信賴 もお かなかった けれど、 又 新しい 時代に 對 しても、 非常な 

疑 ひの 眼 を 以て 視 たので ある。 これ は イブセンが、 他の 多くの 多血質の 作者と 趣 を 異にして る點 である。 卽ち、 

彼 は 直ちに 新しい 時代の 人 問と 歩調 を そろへ、 これ を 謳歌す る こと は 決して 出來 なかった。 ヤン ガ .ジェ ネレ ー シ 

ヨン は、 革新と か 何ん とか 叫ぶ が、 それ は 着物が 少しば かり 新しくな つたの みで、 中味 は 空つ ぼで ある。 否、 古 

いものと 少しも 變ら ない こと を、 彼 は 見出して ゐる。 


A 「靑年 同 盟」 

かくして、 最も 痛烈に、 新しい 時代の 者 を 批評の 眼で 眺めた のが、 彼の 有名な 「靑年 同盟」 である。 この 劇に 

は、 或る 町の 樞密 顧問の プラッツ ベタと 云ふ權 勢家と、 その 家に 使 はれて ゐ たもの X 息子で、 今 は 成金に なって 

ゐる モン ゼンと 云 ふお 者と， 別に 某と 云 ふ 誠に 世 なれた、 老猾 なる、 才で世 を 巧く 渡って ゐる 老人と、 及び ステ 

ンガ ー やと 云 ふ 若者が 出て くる。 ス テン ガ ー ルは 或る 宴會の 席で、 忽ち 人氣を 集めて、 その 町の ヤン ガ！ ジ ェネレ 

1 シ ヨン を 味方 を 引き入れて 「靑年 同盟」 と 云 ふ 機關紙 をつ くる。 そして、 ォ ー ルダ！ ジ エネ レ ー シ ヨンに 對抗 する 

つもりであった。 所が、 どうした もの か、 プラッツべ ク その他の 老人 は、 成金に なって 威張って ゐる乇 ンゼン が 

彼等 靑年 同盟の 攻撃の 的に なって る ものと 思 ひ あやまって、 ス テン ガ ー ル を大變 優待した。 ス テン ガ ー ルは實 は 

プラッツ ベタと 云 ふやうな、 權威を 掌握せ るォ ー ルダ 1 ジ エネ レ ー シ ヨン を攻擊 する つもりで やって ゐ たの だ 力 

玆に 於て、 全く 意 兒が變 つてし まった。 ス テン ガ ー ルは、 決して、 確と した 主義が あって、 古い 時代に 對扩 して 

ゐ るので はなかった ので、 實は、 段々 と 出世して 大臣と なり、 富豪の 娘と 結婚した いと、 內々 思って ゐ たやうな 

であった。 それで プラッツ ベタが 自分 を 優待して くれる と、 忽ち 彼の 娘に 心 を 向けたり などした。 其の後 事お 

は複雜 する が 、要するに ス テン ガ ー ルの 本心 も 暴露し、 又 モン ゼンと プラッツ ベタとの 和解 もで きて、 これに 世 

なれた 老人の 某 も 入って、 老人 同盟 をつ くる。 ス テン ガ ー ルは 居た- - まれす して 逃げ出す、 と 云 ふ 始末になる。 

この^で イブセン は、 ヤン ガ J ジヱ ネレ ー シ ヨンの 內幕を 見破って、 痛 擊を與 へて ゐる。 又、 彼 はこの ドラマの 

中に、 ^と 云 ふ 老人が 始め 若い ものに 味方して 一緒に 騷 いで ゐ るの を 罵って ゐる。 

この 刺 を 書いて イブセン は大變 罵られた。 ヤン ガ ー.ジ 于不レ ー シ ヨンに は、 ちっとも 同情の ない 保守主義 者^ 

りと^ら れた。 しかし、 イブセン は 何ん とも 思 はす、 次の 作 「社會 の 柱石」 を 公け にして ゐる。 
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B 「社會 の 柱石」 

始めに、 ベル ユックと 云 ふ が ある。 彼 は大變 才能に 富み、 野心が 強かった。 歐洲 より 歸國 すると、 自分の な 

力 荒れて ゐ るので、 一 働きし ようと 思 ひ 立ち、 彼の 戀 して ゐるロ  I ナと云 ふ 可憐なる 女 を 捨て..、 その 妹の 金 持 

と 結婚した。 そして * その 町の 大立 物と なって、 他の 二三の 商人と 相 竝んで PgJ な S5〕 となった〕 その後 彼 

は 或る 有夫の 名 女優と 關 係した。 もし それが 暴露 すれば、 今までの 彼の 信用 は 全くなくなる ので ある。 そこで、 

その 弟の ト ー ネ センが 義俠心 を 出して、 自分が 其の 汚名 を 着て 米國に 逃げて 行った。 この 時、 ナも 弟の 義夾 

に 感心して 一緒に 渡米した。 暫くして 弟と 口 ー ナ とが、 米國 から 歸 つてき たので、 ベル 一一 ック は惡^ 露顯 をお そ 

れて 煩悶した。 そして 弟の 恩義 も 忘れて、 弟 は 實に惡 い 奴 だと 人々 に 云 ひふら した。 又 "I ナも 感心な 女で、 ベ 

"ユック カ社會 の 人から 神の 如くに 尊敬され る やうになる につれ、 その 位笸が 極めて 危ぃ事 を 悟り、 これ を忠吿 

する ので あるが、 ベル 一一 ックは 口 ー ナをも 邪魔物に 思 ふ。 ト ー ネ セン は 遂に 憤慨して、 「此の度 は 許す が、 今度 や 

國 から 歸 つたら、 贵 様の 惡 事は默 つてお かぬ から 覺悟 しろ」 と 云って、 再 ぴ米國 に 立た うとす る。 ベル-一 ック は、 

ァグネ と 云 ふ 大工に、 船の 修繕 を 無茶に 急がせた。 大工 は 大工で、 ベル 一一 ックが 喧しく 急がす のに f 慨 して、 ^ 

碌 修繕 もせす に、 表面 だけ 好い加減に 繕って おく  (第三の 貧富の 問題、 勞働 問題の 條 項の 時に、 これ は 好例と な 

る 力ら、 f 記惊を 乞 ふ)。 ベ ル 一一 ック はまた ベ ル 一一 ックで 自分の 社會 上の地位 名 譽を失 はない が爲 めに は、 終に 最も 

親し かるべき 弟、 最も 恩義 を 受けし 弟 を 迄 船で 死ぬ やうに と， 密かに 願った ので ある。 しかし、 誠に 運の 惡ぃ事 

に は、 その 船に は、 ある 專 情の ため、 弟は來 なかった。 しかも、 も 一 つ 大變な 事に は、 ベル 一一 ックの 子供が 置手鈹 

t て、 米闽に 行く と 云って 共の 船に 乘 つた、 と 云 ふ 事 をき いた。 ベル 一一 ック は大變 おどろいた。 その 妻 も 心配に 

なって * 大工の 所に 行って、 子供 を 救って くれる やうに 泣きつ いた。 そ もく、 この 大工 は、 先き にべ レー ーック 


に T 平く 修絡 しないと、 货 様の 職 を釗 ぐぞ」 とお どされ て、 非常に 怨恨 を 抱いて ゐ たのであった。 この 一人の 勞 

f , 一人の^^ は、 何も 守るべき ものはなかった。 それに はたぐ 妻と 子と を 養って 行く、 と 云 ふことの みが 目 

的で あり、 凡てに あつたの であるが、 その 资カ I 唯一 の 財源た るべき 職 を 奪 ふ ぞと云 はれた のに 對 して は、 彼 

は、 ジ から 生命が けで 怨ん だに 遠 ひない。 しかし、 今や 敵なる ベル 一一 ックの 妻が、 その子 を 救って くれ、 と 歎願に 

きたの を见て は、 その あはれ な ー勞働 者の 胸に、 その子 を 思 ふ 母親の 愛が、 ぴったり 共鳴した ので ある。 彼 は 直 

ちに 身命 を^して 船に 行き、 石炭 小屋より ベル 一一 ックの 子 を 救 ひ 出して 來た。 一方べ ルー 一 ックは 恐ろしい 運命の 

前に^ 架いて ゐる 時に、 町で は 向う から 行列が やって きた。 見れば、 「ベル 一一 ック — 社會の 柱石」 と 云 ふ 電炝が 

點 ぜられ てる。 そして、 校長さん がべ ルー 一 ックの 功績 を稱 して 演說 をす る。 これにより、 却って、 ベル 一一 ック は耐 

ら なくなって、 凡ての 罪 を 公衆の 前に 白狀 する。 ざっと こんな 風な 內容 であるが、 これで もって ォ ー ルダ 1 ジヱ 

ト， ー シ ヨンが 悔い改めて、 ヤン ガ 1 ジ ヱネレ ー シ ヨンと 一 緖 になった こと を 示して ゐる。 

しかし イブセン は 次の 作 「人民の 敵」 に 於て、 再 ぴ悲觀 的に なって ゐる。 主人公になる ストック マン は、 町の 

凡ての もの、 古い 時代 竝 びに 新しい 時代に 於ての 大部分に ついて さへ も、 全く 絶望して 叫んで ゐる。 j 

「あ-、 この 町の 生活 は 全く 偽りで できて、 虛僞 のかた まりで ある。 そこに 一 つの、 いと 小さい 正 L い^も 到底 

斤 まれない 一 かくて， 彼 は 村の 凡ての 人に 叛 かれた ので ある。 妻 も 子 も 彼 を 理解で きなかった。 そして あのお 名 

i 「强者 ま， 隹ー 人 ある 時 最も 強し」 と 云 ふ、 最後の 言 槳を發 する 事になる ので ある。 

イブセン は、 この 劇で、 ォ ー ルダ ー.ジヱ ネレ ー シ ヨン を 代表 b てゐ ると 稱 する 人 も、 ヤン ガ 1 ジ エネ レ ー シ ヨン 

を 代表せ りと G 稱 する 人 も、 皆眞に 社會を 改造し 革新し 得る ものに 非す、 皆 不純な 動機に、 又は 輕 薄なる 雷同に 

過ぎざる ものと して ゐる。 そして、 極く 少數の 人の みが、 それ をな し 得る と 言って ゐる。 この 極く 少數の 先 i 
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に 立つ 人 は、 如何なる 人で あるか。 それ は 出来ない 事 を 意志す る 人で ある。 これが、 イブセンの 本心で ある。 ィ 

ブ セン は、 いつも 大多數 を 持って ゐる、 そして 選ばれた 少數 者の み を 信じて ゐた。 イブセン は、 悲観的の 人で あ 

る けれども、 その 悲觀は 所謂 哲學 者の それで はない。 何ん となれば イブセン は 生涯、 永久に 人間 は 不幸な もの 

と は 思 はない。 彼 は 常に 物の まちがった 所を視 る。 しかし それ は 改めら れんがた めに 視 るので ある。 彼 は 云 ひ^ 

ベ くんば， 道德 的悲觀 者で ある。 

C 「小さき アイ ョ ルフ」 

次に、 この ォ ー ルダ ーニン 于不レ ー シ ヨンと、 ヤン ガ！ ジェ ネレ ー シ 3 ン との 關 係に 就いて、 父と 子との 關係 

の 問題が、 必然に 起って くるので ある。 近時、 解 放と 云 ふ 事が 盛んで あるが， 私 は 人々 の唱 へて ゐる勞 働 者 

の 解放と か、 婦人の 解放と か 云 ふ 事に 加へ て、 子供の 解放と 云 ふ 事を唱 へたい と 思 ふ。 これにつ いて、 イブセン 

は 「小さき アイ ョル フ」 と 云 ふ 劇 を かいてる。 

アルマ ァスと 云 ふ 男が ある。 彼 は 瞑想 的な 舉者 肌の 人で あつたが、 意志薄弱な 方であった。 勉强 したいと 云 ふ 

目的で、 リタと 云 ふ 一人の 若い 女 を 妻と した。 そして 望み通り 勉强 もよ く 出来た。 さう して ゐる 中に、 アイ ョル 

フと云 ふ 可愛い 子が 生れた。 アルマ ァス は、 小さい その子が 何 を 欲する かも 知らす に、 自分の 好きな 勉强を 無茶 

に敎 へこんだ。 その子 はだん， -\ 瘠せて きた。 妻 は 夫と 異なり、 全く 現世 的、 物質的の 要求の 强ぃ 人で、 極く 面 

白い、 快 樂に充 ちた、 平和な 家庭 を 作る ことが 目的であった。 或る日、 小さい アイ ョルフ は、 搖籃 より 落ちて 跛 

になった。 アルマ ァス は、 それ を 自分の 責 仕と 思 ひ、 非常に 氣 にかけ て、 何とかせ ねばなら ぬと 思 ひ、 益-一心 

に その 小さい 子に 舉 問を敎 へこんだ。 妻 は 物質 欲の 强ぃ、 華やかな 事の 好きな 女 だから、 醜い 子^が うるさくて 


^な ハ やうに する。 アルマ ァスは 「人類の^ 任」 と-ヘム ふ 本 を かいて、 妻子 を 置いた ま" 山の 中に かくれて しま ふ 

そしてお へた 舉： r 父と しての 使命 を 感じ 悟った ので ある。 卽ち 小さき アイ J ルフに は、 生の 喜び を 十分 味 は 

さねば ならぬ、 と. 一. ムふ 事であった。 かくして、 歸 宅した けれど、 小さい アイ ョルフ は、 或る 惡ぃ 女に だまされて、 

しゅもく づゑ 

k こ， おれて しま ふ。 そして、 そこに は 一本の 撞木お が 淋しく 浮いて ゐた 

イブセン はこの ドラマに 於て、 ヤン ガ ー.ジ エネ レ ー シ ヨン 卽ち 子供の 欲求す る 所が 奈邊 にある か、 少しも 判ら 

な (^の、 ォ ー ルダ 1 ジ エネ レ ー シ ヨン を 描いて ゐ るので ある。 そして、 それ はいつ でも こんな 悲劇 を釀す もの 

だ、 と： -ム ふこと を 示して くれて ゐ る。 

D 「ジ ョ ン • ガブ リエル • ボルクマン」 

へ r 一  つ お 刻な の は 「ジョン. ガブリエル. ボルクマン」 である。 ボルクマン は、 ベ ルー ーック とよ く 似た 人^で ある。 

むはり^ 生活で、 ォ ー ルダ I ジ エネ レ ー シ ヨン を 利 川して、 出世しょう、 と 思って る 人で ある。 其のた め、 戀し 

て ゐた女 を^て、、 別の 女 を 選ぶ ので ある。 それから、 大いに 事業に 沒頭 する。 所が、 捨てられた 女を戀 して ゐ 

でれ" がゐ て、 或る 事^の ため ボルクマンに 怨み を 含む。 そして 何 か 惡事を 洩らす。 ボルクマン は 懲役に 處せ 

られ、 ^^を 終って 歸 宅して から も、 氣色 すぐれす、 二階に 引 込んで ぢ つと 考へ 込む やうに なった。 妻 は 非常に 自 

^^1 の强 い、 又 野心の ある 女であって、 ま 分の 一生涯 は ボルクマン のために、 全く 塞がれて しまったと 感じ、 夫 

におして 非^な 怨み を 抱く。 そして、 子供 だけ は {：： 分の 好きな やうに、 ほんと に 偉い人 ^ にして やらう、 自分の 

^足の ゆく やうな 人に してやらねば ならぬ、 と 思 ひ、 丁む になって ゐた。 然し 乍ら、 ヤン ガ 1 ジ ヱネレ ー シ ヨン 

は、 ォ ー ルダ 1 ジ エネ レ ー シ ヨンの 欲する 寧 を、 いつでも 欲する もので はない。 何時の 問に か、 それ は 自分自身 

イブ セ ン硏究  三づゴ 


^^武^ 仝 第 ^六^  Hto 

の 要求 を 持って ゐ るので ある。 彼等の 子供の Hi ャ ハルト も、 その 母と、 もの 母の 妹の 叔母さんから、 寵愛 さ 1、 

敎宵 された けれど、 決して その になる ものではなかった。 そこに ウィルトンと 云 ふ 女が あら はれる 。、生の 

快樂に 一杯に なって 居る、 ほんと に沽 き，， （\ した 女で ある。 おのが 落ちつくべき 先 を 知らないで 迷って ゐた、 若 

きェ ー ャ ハルト は、 忽ち この 女に 熱屮 してし まふ。 ボルクマン 夫人 及び その 妹が ほんと に 大切に し、 どうにかし 

て E 分违の 許に ひきつけよう とする けれども、 終に ェ I ャ ハルト は、 ウィルトンなる 女と、 何處 とも 知れす 去つ 

てし まふので ある。 

この ドラマに 於て、 イブセン は 次の 事 を 語って ゐる。 親が 子供 を 可愛がる、 しかし 單に、 親が、 子供 を 可愛 

力る だけで ^して 好い もので あらう かと 云 ふこと である。 イブセン はいつ も 自ら 云って る やうて , I  am  to 

question,  not  to  answer に- で， 嘗て、 イブセン は 解答 を與 へて はくれ なかった が、 しかし， かくの 如く、 我々 の 

心に S ちに タ ツチす る大 問題 を提 佻して くれたの である。 

六 貧富の 問題 

<Lr- の 世の中で は、 これ は旣 決の 問題で あるから、 こ X に は 極めて 锘單こ 論じた。。 

この 問題の チビ カルな もの は、 笫 二の 時に 云った 「社會 の 柱石」 の 屮に表 はれて ゐ ると 思 ふ。 ベル 一 1 ック は、 

自分の 社會の 立^ ォ I ルダ！ ジェ ネレ ー シ ヨンの 擁護の ために は、 富と 名譽の 保持の ために は、 如何なる 惡事 

も 敢 へて 嫌はなかった。 富と か名譽 とか 云 ふ もの は、 何でもない やうで あるが、 眞に それによ つて 生きて る も 

の は， それの^ 否 は その 者 自身の 存亡に 關 する ものである。 

次ぎに ァグネ と 云 ふ 勞働者 も、 その 階級の もの.，、 面白い 典型 を 示して ゐる。 これから 眞に 社會を 改善^ん と 


する もの は、 人と 勞働^ とのみ であると も 云 ひ 得る であらう。 

七 性の 問題 

A 「 へ ッダ. ガブ ラ ー」 I 「人形の 家」 ， 

これ は イブセンの テ ー マと して は 非常に 应 く 取扱 はれて ゐる。 

:. 儿來^ は 女 嫌 ひと 評判 を 取る 位、 實 際の 世の ありふれた^ 女關 係になる と 冷淡で あるが、 しかも 彼 は 自らの 本 

ほつ 力 こより、 知らす 識らす 婦人の 心に 分け入り、 そして それに 同情して ゐる。 その 態度 は 始めの 「ブランド」 の 

巾の ァグ ネス や、 「ビ ーァ* ギン ト」 の ソル ヴ ヱイの 如くに、 極めて 理想に 近い、 良く 見られた 婦人から、 だんだ 

ん 皮肉に 深刻に なって 來てゐ る。 社會 劇、 問題劇 を 書く に 及んで 特に 甚だしい。 

皮 は戀 愛が^ 活 手段と して 用 ゐられ るか、 一時の 出来心 か、 又は 野心 を充 たす 手段と なった 場合に は、 きまつ 

て^ひ も よらぬ 悲劇 を惹 きお こす 事 を 書いて ゐる。 「幽 靈」 でも、 もし 牧師 マンデル スが舊 信仰に 囚 はれす、 女 も 

もう 一歩 故^して. Jn^ して ゐ たら、 こんな 結婚 はしなかった であらう。 しからば、 あの 如く、 悲劇 はお こらないで 

^ん だで あらう。 又 「ヘッダ. ガ ブラ ー」 に 於ても 見る 事が 出來 るので ある。 ガ ブラ ー は 嵐の 如き リズム をお つて 

ゐた。 皮 女 は レム ボルクと 云 ふ 男 を 愛して ゐ たが、 あまりに レム ボルク は 偉い 男な ので、 これと 結婚して は 彼女 

n ひと：. ムふ ものが 潢れ てし まふ だら うと 恐れて、 テス マンと 云 ふ、 立派な 好與 子と 結婚す る。 イブセン はこの 事 

ff, 卽ちガ ブラ ー が？ e に 自己の 要-求して ゐる 男に 嫁が ざり し 事 を、 凡ての 悲劇の 原因な りと して ゐる。 結 姙と云 

ふ^ 統こ q はれて、 人出と 云 ふ 立場 を 忘れて ゐ るので ある。 

-  >  めと 

「人形の 家」 の 如き も、 ヘルマンと 云 ふ 男が 唯 何の 事な しに、 家庭 を 持たねば ならぬ と 思って、 ノラ を娶 るので 
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ある。 そして、 ノラ を 眼の 中に 入れる 位に 可愛がる が、 それ は 軍に 人形と して 可愛がって ゐ たので、 女の 意志 を 

尊重す るな ど 云 ふ 事 は、 亳も考 へなかった ので ある。 彼 は 妻に 云って ゐる。 「何 を 云った つて、 乃公が 知った こと 

でない。 お前 は 知って るか、 Ef- と 云 ふ もの は その 名譽 のために は、 妻で も 何んでも、 如何なる もので も 犠牲 二す 

べき ものであるの だ」 と。 

凡て これら は 人 と 云 ふ 立場 を考 へないで、 始めに 家を考 へて、 次に 結婚 を考 へた 結 菜で ある。 

士ロ  厶^ 

以上 大體の 話 は濟ん だので あるが、 ^後に. H- したい 事 は、 イブセン は 前 申した やうに、 アンサ ァを與 へに 來た 

のでな く、 クエスチョン しに 來 たので あるから、 決して 解答 は與 へて ゐな いが、 然し も 一 歩 進んで 踏み込んで 見る 

と、 イブセンの ドラマの 底に、 一つの ものが ある^ を發兑 する ので ある。 侗性、 卽 ちそれ である。 それ は 二 ー チ 

ェだ とか， 或は 近く は ベルグ ソン だと かの 云 ふ、 侗 性の^ 在と 似た 所が ある。 

イブセン は 本能 的に 個性 を 感じた ので ある。 しかし 生涯 その 個性の 扉 を ひらいて 神 祕を發 見す る 事 は 出来な か 

つた。 

A 「我等 死者の 復活す る 時」 

「我等 死者の 復活す る 時」 と 云 ふ 作 は、 この 點 より 考 へて 非常に パセ チックな 劇で ある。 リュ ー ベックと 云 ふ 大野 

、も を 持って る 彫刻家が ゐる。 そして イリ ー ネと云 ふ 女 を モデルと して、 「復活の 日」 と 云 ふ 立派な 作品 を 仕上げ 

た。 その モデル 女 は、 全く 心より リュ ー ベック を 愛敬して、 全裸 體に， なって、 その 製作の モデルの 役 をつ とめて、 


凡て をリュ ー ベックに 獻 げてゐ た。 しかし、 リュ， 'ベックに は 全然ち がった 目的が あった。 これ を 仕上げて 大ぃな 

る 名 を^て、 立派な 家 を 立て X、 美しい 金 持の 娘 を 貰って 暮す考 へであった。 それで、 いよく 作品が 完成し 

ようと するとき に 菩んで 曰く、 「あ- - 、これで 俺 も 一安心した、 漸く ものになる。 女よ、 難 有う。 まあ これで 濟ん 

だ。 これ は、 定めし 俺の 生涯の 一つの ェ ピソ ー ド となる 事 だら う」 と。 

イリ ー ネは、 そこで 失望して、 姿 を かくして しまった。 リュ ー ベック は卽 ち】 人の ァ ー チ ストであった、 人間で 

はなかった。 しかも、 彼 も 亦 決して ァ ー チ ストと して 滿足は 出来なかった。 何故 なれば、 彼 はこの 像 を 完成した け 

れ ども、 何だか まだ 足らない やうな 氣 がした。 名譽も 望み通り 得られた。 しかも まだ 滿足 はいかなかった。 彼 は 其 

の^の マイヤ ー に 言って ゐる。 「私の 此の 空虚の 中には、 生命 を 入れなければ ならぬ」 と。 さう だ、 リュ ー ベック 

はァ I チス ト たらん とした けれども、 ァ ー チ ストと なった 時、 それで 滿足 は出來 なかった ので ある。 彼 は 人 W にな 

ら なかった からで ある。 後、 妻と 別れて しまった。 そして リュ ー ベックに 失戀 して、 もぬけのからの やうに、 影 

の找 になって る、 あはれ な モデル 女の イリ ー ネと 一緒にな り、 匿し がたい 胸 傷 を 嘆き、 もうかへ つて 來 ない 昔の 

夢 を はかなく 趁 うた の である。 

B 「海の 夫人」 

「海の 夫人」 の屮 でも， ワン グル がその 妻に T 女と 云 ふ もの は、 夫の 藝術 のために 生活せ ねばならぬ」 と 云った 

時、 エリ 1 'ダは 答へ てゐ る。 「男と 云 ふ もの は、 何と 自分 勝 乎な もの だら う」 と。 

c 然 主義者が 從來 取って来た 態度 は、 これで ある。 卽ちァ ー チ ストと しての 生活で ある。 

イブセン も 亦、 ，：n らの 生活に 於て、 この 態度 を 徹底しょう として ゐる。 しかし それ は 人 問と しての 生活で はな 
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かった。：^ 局， アイデア を 得た けれども、 ヒム セルフに 生きる 事 は 出来なかった ので ある。 唯ゎづ かに 自己 を認 

めた だけで ある。 

r 贵方 は藝術 家でした。 唯藝術 家で ；… しかし 人問ぢ やなかった の だ わ！」 と イリ ー ネ のこの^ 劾 は、 やがて， 

「私 は 唯 建築 師 であった。 たビ それだけで …； 」 と 云 ふゾル ネスの 吿白 と共に、 イブセンが 晚 年の 痛切な 懺悔で な 

ければ ならない。 

今後の あるべき ァ ー チ スト は、 それ だから、 リュ ー ベックの 生活より 一歩 進んで イリ ー ネの 生活 を 生きな けれ 

^ならない。 そして それ は、 私達に 殘 されて ゐる仕 $ でなくて はならぬ と 思 ふ。 (講演^ 記) 

/ 一  九 一 九 ^十二：^、  ^京 帝國 大學舉 生^ 胬敎靑 主催 ュ 二 ヴァシ テノ 

ヘイ • イブ 二 ング の^ t にて 講演〕 二 〇 年 二月 及び 三月， 「大學 評論」 揭 

一 載。 同た ホ五 月、 大 學 評論 社 出版 ミネルバ • シリ ー ズ笫 一 册 として 發刊 \ 


ホ ヰット マ ンに 就いて 

I 新人 會 第一 一 囘舉術 講演 會に 於て II 

私 は玆に 御依顿 に. ぼ じて 演擅に 立つ ことにな りました けれども、 新人 會 向きのお 話な ど は 出来さう にもな く、 

極く 微？ J な こと を 中す に 止まる だら うと 思って ゐ ます。 お； s の審 ではあります が：：：： 下の 返 私に は その外の ことが 

出來 ない のです から， 我 俊して 問いて 戴く 外はありません。 題 は r ホ ヰット マンに 就いて」 とい ふこと になって 

ゐ ます けれども、 この 問題 とても、 私 は 何も 萆門 的に、 或は 舉究 的に 研究した ので はなく、 唯 n 分が 好きに 任せて 

諛み. P つたむ を、 その ま、 秩序 もな くお 話す るに 過ぎません。 この 席に は 富 E 碎花^ も來 合せて おられる から、 甚 

だ^が 引ける^ で、 出來 るなら 同 君に 代って 戴く と 好都合な のです けれども、 さう も 行きますまい。 明晚は ホヰッ 

ト マン の 詩 や 思想の 事に ついて お ^ 致します が、 今日は この 詩人の 生涯の あらまし を 御 紹介. E. さう と 思 ひます。 

私の考 へで は、 人 il に は 先 1K 的と いっても い、 位に 二つの タイプが ある やつです。 一方の タイプの 人 は， 主義 

とかお おとか を 持った 人で、 隨 つて 理想家と いふ 型に 屬 します。 或る 目的であります とか、 主張であります と 

か さう いふ もの を 尋ね あて \、 さう して その 主張な り 目的な りに- 自分と いふ もの を^ 合して 一 生 を 賭して か 

かる 人であります。 か、 る 人 は. n 分の 遵奉す る 主義の 爲 めに は、 甘んじて 一身 を 犠牲に して 顧みない ので ありま 

す。 それから 他の 一 面に は 他の タイプに 屬 する 人が あります。 これ は 米！： 人が 俗語と して 使って ゐる 口 ー ファ ー 

(loaferj とい ふ 字で 常て 嵌める ことの 出 來る糨 類の 人で， 主義の 人 又は 现想 家の やうに、 外面 的に ははつ きりし 

た 輪郎を 持って；^ り ませぬ ので、 謂はビ うろついて 歩いて ゐる 人な のです。 それが^く 行けば 一 定 の^^も なく、 
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進取 的な 要求 も 持たない 立ん 坊 風な ものになります し、 善く 行けば ホ ヰット マンの やうな 人になる のでせ う。 つま 

り そこら 中 を 歩き ま はって、 偶然ぶ つかった ものに 興味 を 持つ 段になる と、 それに きっちりと 關係を 結んで しま 

>. そつ 中に 在る 處 のい， t もの を 取って 自分の 養分に しょうと 云 ふ 可な り蟲 のい \ 立場に 立つ 人^です。 だから 

口 ー ファ Is- の 人 は どっち かとい ふと、 何時でも 自分と いふ ものが 中心と なって ゐ ます。 これに 反して 第一 のタ 

イブの 人に あって は、 犠牲的の 精祌 が强烈 でありまして、 人類 全體の 幸福で あると か、 或は 社會 の狀況 であると か 

が、 ^に その 人の 生活 を 導いて 行く 動因と なり 基調と なって ゐ ます。 私は假 りに か-る タイプの 人 を 主義の 人と 

呼び ませう。 かう いふ 人 は 前に も 云った 通り、 自分の 理想 を 貫徹す る爲 めに は、 多少の 無理 をしても、 小逕に 依 

つても、 j^J 的に 前途 を 急ぎ、 その 现想を 人間 生活の 上に 實現 する 爲 めに、 吾々 の 社會に 一 つの 制度 的 約束 g ち 

インス ティ チュ！ ン ヨン を 創立して、 それ を 働かして 生活の 動力と なし 基調と しょうと する 倾向を 生じます。 卽ち 

自分の 理想に 則. つて、 人類 生活の 中に 或る 外面 的な 規範 を 設け、 其の 範 鳴の 中に 凡ての 人の 生活 を 投じて、 生活 

の 璲向を 純一 にし 統合しょう とする 傾向 を 生じます。 而し てこの 目的 を 達成す るた めに は、 それに 刃 向 ふところ 

の もての 旣存の インス ティ チュ） ン ヨン を 容赦な く 破壞し 征服す る 決意 を 持って ゐ ます。 それです からか \ る 人 は 

その 事柒の 出發點 近き 期 問に あって は、 必 す旣存 制度からの 迫害 を 受けす に はやみません。 旣に 厳存して ゐる制 

度と、 その 人が 新しく 造り 出さう とする 制度との に 激烈な 爭奪戰 が 行 はれ、 大抵の 場合 前者 は 古い もので あり 

而 して 大多數 者の 承認 を 受けて ゐる ものであるが 故に、 過去に 扶植して あった 勢力 を 振って 後者 を壓服 迫害す る 

經路を 取ります。 だから 主義の 人 は その 出 發點に 於て は 大抵 被 迫害者と なって 立たねば なりません。 

然しながら 一度 その 主義の 人が 迫害 を はね かへ し、 自分の 主張 を 徹底 させて、 その 主張から 生み出した インス 

ティ チュ ー シ ヨンに よって、 人 M の 生活 を 統一す る ことが 出來る やうに なると、 今までの 形勢 はー變 して、 は 


今まで^^ され-; E けて ゐた 主義の 人 は、 自分が 建て 上げた 理想の 開山と いふ 格に なり、 或る人^ 生活の 支配者に 

なります。 ^に 主義の 人が さうな るば かりで はなく、 制度 そのものが 支配者になります。 一度 建て 上げられた S 

度 は それ 自身が 自分に 對 する 執着 を 持ち、 有らゆる 外界の 壓 迫に 抵抗して， 或は それ を 征服して その^: 繽 と繁榮 

と を 針ら うとし ます。 從 つて 一度 は 被 迫害者の 位置に すゑら れた 主義の 人 は、 .E 分の 口 的が 成就す ると 同時に 自 

然に支 配老の 立場に 立ち、 自ら 迫害者た るの 面目 を顯 はさなければ ならなくなります。 さう する ことが 自分の 奉 

仕す る现 想に 對 して 菽 上の 態度で あると 考 へなければ ならなくなります。 

この こと は私逵 が 少し 歷史 を观 いて 見れば すぐ 發 兌され る事實 で、 一つの インス ティ チュ ー シ ヨン (それ は 如何 

なる もので あれ、 結局 主義の 人が 寄り 集って 作り上げ たものに 相 遠ない のです が) が 出来れば、 その 結 菜と して 

いやで も應 でも、 何等かの 形の 壓制 迫害が 起ら すに はゐ ません。 その インス ティ チュ ー シ ヨンが 如何に 人道的な 理 

想と キ：^ との 下に^て 上げられた もので あっても、 苟も それが 存續 する 限り は、 その 存繽が 鞏^で 且つ 有力で あ 

るに 從 つて、 他の もの を 壓 制する 結 架に ならす にはゐ ません。 

例へば^?: の 説いた 敎へは どの 點 から 考 へて^ て も 愛人 愛 世の 溫 かい 感情に 充ち滿 ちた ものであって、 それが 

他人に 對 して 迫害 を 加 へ る 結果に ならう なぞと は考 へる ことの 出来ない ものであります が、 それでも その^ 子逹 

が^^の 敎へを 理想と し、 こ X に 一定の 主義 を 造り上げ、 而 して 一 つの 基督 敎會 とい ふ インス ティ チュ ー シ ヨン を 

创め るに 至って は、 私が 前に 述べた 一 般 的な 結 栗 を 裏書きすべき 經 過が 漸次 その 敎會 內に發 生した の は 担む ベ か 

ら ざる ことであります。 尤も 基督の 弟子 達が 始め その 主義 を 提げて 立った 時には、 外界の 壓迫を 被った こと は 恐 

らく^ 代 未^と いっても 差 支へ ない 位でした。 今でも 伊太利 あたりに 行って 見ます と、 初代の^ 督敎 徒が 如何程 

SSS; な 迫^ を 被つ たかを まざ/, \ と 眼の 前に 思 ひ 浮ばせる やうな 遣蹟は そこいら 中で 出 遇 ふこと が出來 ます、 羅 
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馬の コ a シュム に 行って：^ ると、 五 萬からの 觀衆 を牧容 する ことの 出来る その 大 演武 場の 廢墟 が、 物寂しく 壊れ 

か \ つて ゐ ますが、 大きな 卵形 をな した 石 疊の眞 中に、 小さな 一 本の 十字架が 痛ましい 姿に 立って ゐ るの を 兑 るで 

せう。 又羅馬 郊外の カタ コムべ に 行って 見る と、 初代の 基督 敎 徒が 羅馬 市民の 迫害から 週れ るた めに、 地下 深く 

蟒 の^の やうに 孔を 掘って、 そこで 禮拜 をしたり、 死んだ 信者 を 葬ったり したので すが、 か- ^る 造跋は その 郊外 

に は 到る 處に 大小 色々 なの を 見出す ことが 出來 ます。 これらの 地點を 一度 訪れた 旅客 は、 當 時の 基督 敎 徒が、 ど 

れ g 恐ろしい 迫お： を 被った か、 义 どれ 程 堅！： な 道心 を 以て その 恐ろしい 迫害の 下に，： HI 分 達の 信仰 主義 を贳 徹しよ 

うとし たかを まざ/, \ と^せられて、 思 はす も 心から 敬虔の 心 持 を 誘 はれす に は ゐられ ません。 それらの こと は 

ギボ ン の 「羅ぉ 盛 袞^」 を 請んで 見ても、 シ ェ ンキ ヱヴネ ツチの 「クオ *ヴ アデ イス」 を 讀んで 見ても、 同様に 感ぜす に は 

ゐられ ない 所の ものです。 竄に 彼等 は 一 基督の 生涯に 發愤 して、 世に も 犧牲獻 身の 稀れ なる 生活 を 後世に 永く 殘し 

たので ありました。 然しながら 私 はこ &で單 に殉情 的に なって ゐて はなり ません。 私に はもつ と考 へなければ な 

ら ない 問 题が殘 されて ゐ ます。 何故ならば 羅 馬の 町に は 以上 申し述べた 事 蹬 を褒 切る 如き 他の 逍蹟が ある こと を 

默過 する 譯 に 行かない からです。 例へば カム ボディ • フィォ ー レと いふ 廣場 があります。 花の 野と いはれ て ゐるゃ 

うに、 今 その 廣 場は靑 物と 花卉の 市場に なって ゐて、 毎朝 そこに は田舍 から 澤 山の 野菜^り ゃ花寶 りが 銀 まって、 

平和な、 美しい 取引の 場所であります が、 そこ は 嘗て 基督 敎會の 元首と して 知られた 法王の 命令に よって、 異端 

*ー右 しく は反敎 者と 稱 された 自. s 思想の 傾向 を 持った 人達が 幾 百と なく 燒き 殺された 所で あるので す。 その 廣場 

の 3 贴屮に はジョ ルダノ. ブ ル ー ノ I が 頭巾 を 深々 と 被って、 物 思 はしげ に 俯向いて 屹 立して ゐる 銅像が 建てられて 

あります が、 n 肌理 は 舉ぉ のおに あらす、 偕 侶の 有に あらす、 實 にこれ を 愛する もの X 有な り」 といって、^ 范 とい 

ふ もの を特權 階級から^ 放して くれた 近代 文明の 大恩 人なる 彼 ブル ー ノ ー も 亦、 一 人の 異端者と して この 廣 場で 


焚かれた のであります。 この 一 人の 房敢 なる 人類の 友 を 焚き 殺した こと その 一 つで さへ が 基督 敎會史 にあって、 ど 

れ^の 汚 點を殘 した もので ありませ う。 又 カステロ. デル • アン ジ H  口 とい ふ古铖 があって 今 は 聯隊の 屯營 になって 

ゐ ますが、 その 或る 一 部 は 世に も 恐ろしい 牢獄に なって ゐて 日光 は 全く 這 入って 來す、 食物 は 長い 管 を S つて どこ 

とも 知れない 所から 投げ こまれる 仕掛けに なって ゐ ます。 そこに も 法王 廳の 盛時に は數 多の 異敎 者と 稱 せられた 

人が 抛り こまれて、 宵 者の やうに 食物 を攝 るの すら 手 採りで 攝ら なければ ならぬ やうな 憂目 を 見せら^た のです。 

かくの 如き 迫害の 歷史は 舊敎が 勢力 を 失って 新敎 によって 代られる と 同時に 跡 を絕 つた かとい ふと 決して さう 

ではありません。 今の 新 敎徒は 動 もす ると、 基督 敎會の 罪惡史 は舊敎 全盛時代 を 以て 終り を^げ てゐる やうに 考 

へ る倾 きがあり ますが、 私 は 決して さう だと は 思 ひません。 ^督 敎會も 一 つの インス ティ チュ ー シ ヨンであって 兑 

れば、 制度と いふ ものが 持つ 自らな 弊害 は 免れる ことが 出來 ない のです。 例へば ジョン • カル ヴ インが 瑞 西に ゐて、 

瑞西 ゃ佛蘭 西の 僻村に 住んで ゐる 人々 に對 して 行った 猛烈な 迫害 や、 英 阈敎會 が淸敎 徒に 對 して 行った 迫害 や は 

敢 へて 前代の ものに 譏らない といって もい，. - 位の もので ありませ う。 淸敎徒 は 遂に 本國の 迫害に 1 へないで、 旨 

仰の C.E を^ん ために 故！： を 捨て &遙々 亞米利 加 大陸に 遁れて 行く こと を餘 儀な くされました。 彼等 は そこに 政 

治に にも：^ 仰の 上に も 絶 對に自 .£ な 樂園を 創り 出さう と 目論見ました ( しかも その 氣高ぃ 企！： が 完全に 成就 さ X- 

たでせ うか。 否、 彼等が ィ ンス ティ チュ I シ ヨン の 力 を 借りて それ を 成し遂げよ うとした 以上 は 矢お り 駄目でした。 

私 はこ-におに 一つの 例 を 擧げて 見 ませう。 それ は トマス • ぺ，' ン迫寄 事件であります。 ぺ ー ンは御 rKj の 通り 

ワシントン や、 フラ ン クリン や、 ジ h ファ ー ソン 等と 共に 米 阈建國 の大立 物で ありました〕 彼 は 歐羅巴 殊に 佛國に 

渡って、 米！： の はめに その 獨 立と 自由との 爲 めに 輿論 を 喚起し、 米阈に 多くの H: 情 ある 味方 を 招致した 位大 なる 

外交 家で あり、 政治^で あり、 且つ 文士で ありました。 米國の 世界に、 發 表した 獨 立の 宜 曾§: など も、 ぺ ー ンの 
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筆に 成った もの だと さへ考 へられて ゐ ます。 ベ，' ンは當 時の 怫國の 自由 思想 を 承け て 神と いふ 観念に 對 して は g 

疑 論者で ありました。 而 して 僻見な しに 理性に 從 つて 考 へる ことが 人と して 必須な こと だとい ふお へ を 抱いて を 

りました。 而 して 「理性への 訴へ」 とい ふ 小冊子 を 書いて、 人類の 自由 は その 思想にまで 及ばなければ ならない 

或る 外界の 攛威 によって それが 左右 せらるべき もので はない。 各人 本然の 道理に 從 つて 神の 問題 も 亦 解^されね 

ばなら ぬと いふ こと を 主張した のでした。 所が その 小 W 子が 公け にされ た 結果 は 如何でした らう。 彼 は 忽ち 米國 

人 全^から 人望 を 失 ひました。 而 してべ ー ンは 賭博 者で 蓄妾 者で 賫园扠 でち ると いふ やうな ことが 評^ さネ 彼 

は忽 にして 國士 から 國賊 にまで 追 ひ 下げられ、 鈕 育の 陋巷に 看護す る 人 もない やうな 有様で^ 死す るに 至り まし 

た。 ベ ー ン も^より 人^で ありました から 何かと 人の 非難 を 買 ふべき 行爲 があった かも 知れません が、 世の 非難 

の 大部分 は 全く 無實 のこと であった のです。 畢竞ぺ ー ンは祌 を 信じない 扠 だから 道德 的で ある 譯 がない。 道 ほ； S 

でない 奴なら 賭博 や、 蓄妾 や、 寶國位 は當り 前な こと だら う。 かう 基督教 を 信す る 大多数 C 米國 人に デ 力ら^ 

めて しまった のです。 而し てこの 異敎 者に 對 して 相 當で あるべき 待遇 を 加へ た 0 です。 近年に 至る まで トマス つへ 

1 ン はこの 汚名 を そ& がれす に殘 つて ゐ ました。 米 國人は 一 般に神 を 信じな くな つた ものが 如何なる 隨落 をな す 

かの よい 戒めに して ゐ ました o ところが ホ ヰット マン c 友達 c 一  人に あたる ロバ ー ト. イン ガソ， -ル とい ふ 人が-こ 

の 人 も 極端に 當 時の 基督 敎の 形式主義 を 憎んで、 その 名刀 g やう I. 辯 c 力で 到る m に 基督 敎を攻 職 ひ^/ pi 

* こ. 振舞った 人で おります が) つむじ 曲り の 人で、 トマ ス. ベ ー ンの 著書に 牽 きつけられて、 S 々その 爲人を 硏^ 

して 兌る と、 米國の 輿論が 考 へて ゐる やうな 人格で は 決してない のみ か、 罩に^ 表した その 思想が 累を なして ま 

ましい 汚名 を 蒙って ゐる こと を發 見し、 自分の 身の上に もつ まされて、 火の 如き 同情 をべ ー ンの 上に ^プし 

き 侮蔑 を、 常時の 米國 民に 感す るに 至りました。 そこで 彼 は 自分が 調 ^研究した ト マス. ベ ー ン の詳 傳を發 表し 


て、 ぺ ー ンと いふ 人 は^ gs^ でもなければ、 ^妾お でもな く、 又は 寶國の 徒で もな く、 誰の 前に 出しても 恥 かし 

くない 人格の 所お おで ある こと を宜曾 し、 米！： 人の^ 仰 的僻兑 を小氣 味よ く攻擊 しました。 而 して イン ガソ ー ル 

の發^ した 所に おし 誤謬が あったり 揑 造した 所があった りしたら、 それ を 指摘した 人に 陳謝して 莫大の 金額 を 贈 

る こと を：："；：^ しました 。イン ガソ ー ルは 常時の 一 般信 者から は 蛇蝎の 如く 忌まれて ゐた 人です 。若し 乘す べき 隙が 

あったら 彼 は 無！ 一 無 三 にやり こめられて ゐ たに 相逮 ありません 。しかも 何う でせ う。 米！：. M しと 雖も 一 人 だに 彼 Q 

やおもて 

矢^に立って、 彼の 發 表した 處が 事實に 相違して ゐ ると 指摘し 得た 人はなかった のです。 氣の 毒ながら 當 時の 信者 

は，：：： 分^の 信ぜん とする 處を裏 ^きすべき 事實を 持ち 合して はゐ なかった のです。 こ の 事件から 考 へて 兒 ると ト 

マ ス. ぺ， -ン とい ふ 米^ 獨 立の 大恩 人 は、 米 EI とい ふ 自由 を檩榜 して 立った！： に 住みながら、 甚赞 敎會 とい ふ イン 

ス ティ チュ ー シ ヨン の 主 ^ に，：； n 分 を^ 合させなかった ばかりで、 半 百年の 間 無 頓兇惡 なる ごろつき として 取扱 はれ 

てゐ たとい ふこと が 知れます。 この 一つ の 事實は 凡て を 語る に 十分ではありません か。 一 つの インス テ イチ ュ ー 

シ ヨンが 勢力 を 得る に 至れば、 その 目的 主張 は 如何に 崇高な もので あらう とも、 か-^ る 結 某 を 生む ものであると 

いふ こと を 私 は 深く 感銘 させられる のであります。 常時 その 國に 住まって ゐた 最も 識昆に 富んだ 人が、 最も 憐れ 

な^: 遇に よって！：^ から 酬 いられた のです。 

これら は 犟に簡 軍な 例 を 申して 見た に 過ぎません" 若し 基督 敎會 が少 くと も 十九 世紀の 中葉まで 思想 上の 革新 

^ig に對 して 加へ た壓 迫 を 一 赞 するなら、 一 つの インス ティ チュ ー シ ヨンが どれ 程の 程度に 迫害者た るの 結^に 陷 

るか を 知る 上に 十分な 村 料が 提供せられ ると 思 ひます。 今では 基督 敎はー つの インス ティ チュ ー シ ヨンと して、 社 

^的に 勢力 を 持って ゐ ません から、 眼に 立つ やうな 迫 寄 制の 事實 を见る こと は 稀れ になり ましたが、 昔からの 

歷史 を通觀 してお へて 见る と、 今でも  一 n 一勢 力 を 恢復したならば 直ちに 一種の 迫害者と 變する 可能性 を抟 つと 考 
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へる こ と は、 決して 無稽な 臆測と のみい ふ こと は出來 ません。 

以上 は單に 一 例と して^ 督敎會 なる もの を 引用した に過ぎないので、 基督 敎會に 取って は 多少 御迷惑な 事で あ 

つた かも 知れません が、 私 はこの 者へ を 如何なる 種類の 制度で あれ、 苟も 制度と 名の 付く ものに は 押し 弘 めて 考 

へる ことが 出來 ると：^ する ものです。 それが 國家 主義 的 制度で あらう が、 社會 主義 的 制度で あらう が、 決して 除 

外 例と な る こと は 出來ま せん。 

といって、 私 は 人類 生活に 於け る インス ティ チュ ー シ ヨン 存在の 必要、 從 つて 主義に 執着す る 傾向 を 有った 人の 

存在の 必要 を 否定し ようとい ふ ものではありません。 主義と か现 想と かいふ もの、 又 それが 結晶して 出來 上った 

インス ティ チュ ー シ ヨンと いふ ものが、 人類 一 般の 進歩 發 達の 爲 めに どれほどの 貢獻 をな し來 たつ たかは 十分 高く 

値ぶ みしても まだ 足りない ものが あると いふ ことが 出來 ます。 大體に 於て 人間 社會は これらの 人々、 從っ てこれ 

らの 人々 によって 改革され 組織され た 制度に よって、 今日までの 程度に 進歩 發 達して 來た といって 差し 支へ あり 

ません。 私 は その 功績 を 決して 忘れて ゐる もので はありまん。 

然しながら か i る 人々 及び か \ る 制度の みに よって 人類が 今日 ある こと を 得た か。 これの みが 人類 を 推進す る 

唯一無二の 力であった かとい ふなら、 私 は 明かに 否と 答へ たいので あります。 こ X に  一 oafer と 私の 稱 する 人が あ 

ります。 彼 はいつ まで もた つた 一 人で 歩かう として ゐる 人です。 自分が 絶對の 自由の 中に 住みたい が 故に、 他人 

にも 絡對の 自由 を 許さない では ゐられ ない 人です。 叉 彼 は 彼 自身が 目指して ゐる 所に 到着す ると、 直ちに そこ か 

ら無 終の 道に さまよ ひ 出ます。 彼が いつでも ー赉 大切に 思 ふところの もの は 彼 自身です。 彼の 巳み がたい 希望 欲 

求、 それ は 一 見所 謂 理想と か 主義と かと 同じ もの \ やうに は 見えます が、 その 實 現と 形式 化と を 担んで ゐる 所に 所 

謂 理想と か 主義と かとい ふ ものと 異っ たもの があります、 いつでも 彼の 希望が 實 現される と、 彼 はもう そこに は 足 


を^: めて ゐ ません。 彼の 欲求が^ 成される と 彼 はもう そこから 一歩 を轉 じて ゐ ます。 彼 は已む 時な く 生活の 途上 

に」，」 つと ころの もので、 ^ぉ に鞋 をぬ ぐ ものではありません。 彼 はいつ でも インス ティ チュ I シ ヨン を 通しての 人 

^と 人^との 交涉を 避けて、 端的な 人^と 人間との 交渉 を 求めます。 かくの 如き 人 は 常に 何等かの 意味に おいて 

被 迫 卞 •： おです。 インス ティ チュ ー シ ヨンに 味方す る 人が 或る時 期に は 被 迫害者と して 立つ が、 その インス ティ チュ 

1 シ ヨンが 成立す ると 迫 宵 者に 變す るのと ちがって、 徹頭徹尾 迫害され る ものと して 生きて 行かなければ なり ま 

せん。 それ は 際の 人^ 生活に おい て 何とい つても ィ ン ス テ イチ ュ ー シ ヨン の 勢力が 强ぃ問 は 已むを得ない ことで 

す。 loafer は： ！： が 故に 被 迫害者と して 世 を 終る ことに 滿足 する かとい はれるなら、 それ は その 人の 性分 だから 仕 

方がない とい ふ 外 はない のです。 督敎會 の 例 を 前に 引きました から、 それにつ いてもう 一 つ 例を考 へて 兌るな 

ら、 私の 眼から 见 ると、 茈^ 敎會の 創始者と 稱 へられて ゐる 基督 その 人 は 絶大な loafer の 一人で あつたかと 思 

ふので す。 今の 基^ 敎會 は^ # の 名に 於て 成り立って ゐる ものです が、 今假 りに 基督が この 世に 生まれ 出て 來た 

とし 、現存の^^ 敎^ の 人達が 彼の 許に 來て、 この 世界中に 多數の 信徒 を 有する わが 基督 敎會 は、 實 にあな たの 言 

行に^い て^ てられた ものであります 故、 その 敎會の 元首と なって 下さいと 賴ん だと 想像して 見たら 如何で せう。 

若し 私に 自. W な 想像が 許されるなら、 基督 は必 すその 敎 會に屬 する ことなく、 或は 敎會 に對 して 非難の^ を舉げ 

る やうな ことが 起る ので はない かと 思 ふので す。 それ は^ 督が この 世に あった 時の 生活から 推して 考 へられない 

ことで はない と 思 ひます 。彼 は笫 一 その 生まれ故郷から 迫害され ました 。その 母 その 兄弟から 離れました。 ユダヤ 

^から 超越し ました。 而 して 捕縛され た 時には 弟子の 一人 を だに 頼ます、 孑 然として 唯一 人 刑場の 露と 消え まし 

た。 彼の 死 を 以て 守らう とした もの は、 故鄉 でもな く、 肉親で もな く、 故國 でもな く、 同行者で もな く、 彼の 正 

しい^ 在 そのものであった のではありません か。 彼の 正しい 存在が 不可能で あらう とする 所に のみ 彼は戰 ひまし 
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た 。然しながら 地上に 於て は 彼の 戰ひは いつまでも 大多 數の爲 めに 手 もな く 押し ひし がれた やうに 兑 えました。 そ 

れ でも 彼 は 少しも それ を悔 ゆべき 事と は 思 はす、 自分と いふ もの を その 迫害の 間に 何物に も 代へ がた く 大事に 守 

り^しました。 而 して 彼 は 死ぬ まで 迫害 を 受けて 孤獨に 死にました。 それが 基督の 生れつきだった のです。 巳む 

を^ざる 要求だった のです。 この 狀態は 基脊の 名に よって 建てられ たと 稱 する 基督 敎會の 歷史と は 大分 懸け離れ 

たもの が あるではありません か。 だから 私の 想像から いふなら ば、 基督が 現代に 生まれ 出たならば、 基督 敎會に 

屬 しょうと しないの は 勿論、 恐らく は 基督 敎會を 非難す るので はない かと 思 ふ 所以であります。 

近頃、 大山 郁夫 氏の 譯 された ラッセル 氏の 「露 西亞 訪問 記」 を讀 むの 機會を 得ました が、 私 は そこに も 一 つ 心 を 

打 たれた る もの を發 見し ました。 私 は ラッセル の もの を 始めて 讀ん だのです から、 ラッセルと いふ 人が 架して どれ 

程の 見識 を 持って ゐる人 だか、 それ は 知りません が、 私の こ \ に 云 はう とする の は その 議論で はなく して その 中 

に 出て 來る 一 つ の事實 です。 ラッセルが レ ー 1 一 ンゃ トロ ツキ ー を 訪問す ると、 一 一人と も 今 露 西 亞が經 過し つ \ あ 

る 更新 運動に 對 して 絡對の ジャス ティ フィケ ー シ ヨン をな し、 世界 を 救 ふの 道 はこの 革命の 外に はあり 得， ぬと 確信 

して ゐ るの を 知る ことが 出來 ます。 所が 其の後 マキシ ム.ゴ ル キ ー を 訪問した 時 の 記事に よると、 勿論 ゴ ルキ I は 

瀕死の 狀態 にあって、 多く 語る ことの 出来なかった の も 一 つ の 原因で はあった でせ うが、 お前が 英 國に歸 つて 露國 

の 實愦を 世界に 披露す る 時、 露國の 人民が この 革命の 爲め にどれ 程 痛烈な 苦難 を 嘗めて ゐ るかと いふ 一事 を、 强 

言す るの を 忘れて はいけ ない といった 言葉が、 ラッセル を 殊に 動かした やうに 見えます。 私 は ラッセ ル の 書いた も 

の は 一 冊 も 讀んだ ことがない が、 レ ー 一一 ン の 書いた もの は 一 一 一 册讀ん で 感心 させられた 一 人です。 あ-いふ 偉い 

人 (といった 所が 今まで 人々 が^ ゐた 偉人と いふ 意味と はこの 場合 少し 違った 意味で 考へ ていた ビ かねば なり ま 

せん) が 出て こそ 露 西 亞崩壞 の 結 梨に も 光明 を 認める ことが 出來 るの だと 沁々 思 はされ たこと でした が、 其の 人 


ノ 力ら 重んじられて ゐ ると 稱 せられる ゴルキ ー の 言葉 は、 またち がった 意味で 露 西亞の 偉大 さ を 私に 思 はせ まし 

た ゴ ルキ ー は 確か にボ ル シ H ヴぇス ム の赞成 者で あるに 違 ひありません。 彼 は その 爲め に勞農 政府から も 十分な 

敬^ を 以て 待遇され てゐ るので す。 然し 彼の 心の中に は 過激派の 主義が 實 現される まで、 乂は實 現された 後に 横 

たはって ゐる物 足らぬ 或る もの を 感じて ゐ るの だ。 レ ー 一一 ンの 主張の^ 後に は 無 制度と いふ ことが 豫 想され てゐ 

ると しても、 制 皮 を ^ 定 して 無 制度 を豫想 するとい ふこと は， 理論的に おへられない ではない とする も、 實 際に 

は^^に 多分の 危險を 含んで ゐる こと だ。 それ を ゴルキ I は 逸早く 感付いて ゐる やうに 見えます。 ゴルキ I の gj 

術 力ら^-へて 兄ても そこに 氣 付く のが 當然の やうに 兌え る。 私 は 結局 そこに 少し 動かされました。 

人 はいふで せう。 お前 は 丸で 夢想家の やうな こと をい ふ。 現代の やうな 過渡期に 當 つて 制度 を 除外して リ處に 

人 の 生^が 成り立ち^ るか。 若しくは 在 來嚴存 して ゐた 制度と いふ 敵の 武器 を 奪って、 敵 を斃す ことなしに、 い 

力なる 改革の 方法が あり 得る かと。 これ は 否定 せんに は餘 りに 鞏固な 抗議です。 今の 世の中で 制度と い" もの を 

無お して は、 成程 人^の 生活と いふ こと は考 へられな いので、 制度 無視な ど は 誠に 夢想の 甚だしい もの だとい は 

ねばならない かも 知れません。 少 くも實 際 味 を 持った 言說 とはい， へますまい。 

お L ながら 一歩 を 進めて、 若し 實際 的と いふ こと を 股 目に して 考へ なければ ならぬ とならば- 少く とも n.^ な 

どで は社會 主義者の 主張な ど は實際 的と いふ 點 から は 可な り 懸け 隔 つた 所に ある 主張 だとい はねば ならぬ ことに 

なります。 现 在の 阈家 主義 と^り 撞^の ない 社會 政策 主義と か溫情 主義と かで 一 時の 綏和 を計蕺 する のが^も 實 

際 的な 乎 段で ありませ う。 か \ る 手段に 全力 を盡 して 將來の 地盤 を 漸次に 问 めて 行く のが^も 實際 的な ことで あ 

り ませう。 然るに 社舍 主義の 人々 はか \ る 極めて 實際 的な 方面 を 飛躍して、 稍寳際 的と いふ 點 から は 距離の ある 

新： T",c^ の^ 設を： んでゐ るので す。 かうな ると 社會 主義 も 或る 程度に 於て の 夢想であります。 社會 主： p め 
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を 現在に 夢想す るのと、 社會 主義 貪 現 後に 將來 せらるべき 無 制度 を 夢想す るのと は、 その 夢想で あると いふ 點に 

於て は 共に 等しい とい はねば ならぬ のです。 かうな ると 社會 主義 制度 を實 現しようと 勉め るのと、 凡ての 制度 的 

生活から 解放され ようと 望む のと は、 性格の 根本的 相 遠で あると いふ ことに 歸 する 外にはありません。 前者 は卽 

ち 主義 理想の 人の 主張で あり、 後者 は loafer の 願望であります。 

そこに は いづれ にも 功過が あり、 いづれ にも 實 現に 難易が ありませ う。 loafer と は 常習的 叛逆 者と 稱 する こと 

が 出来る かも 知れません。 制度な しに は 生活す る ことの 出來 なかった 現代までの 歷史の 上に あって は、 この種の 

人 問 は 確かに 厄介 極る 代物であって、 そんな 人間の 多產 する の は 治安の 妨げに なりました から、 社會が 知らす 識ら 

すの 中に これ を 迫害し、 その 社會に 及ぼす 或る 保健 的な 影響 を 無視 輕 蔑しょう とした 傾きが あります。 水の 中の 

油の やうに 取扱 はれた 傾きが あります。 然し 私 はこの 種類の 人 を かく 待遇す る ことに 不服 を 感じます。 この種 類 

の 人 は 今までの やうに 取扱 はるべき ではない と 思 ひます。 私 は 彼等が 迫害の 中に、 大事に 一 つの 代から 一 つの 代 

へと 抱き か& へて 來て、 更に 後代に 傳 へて 行かう とする 彼等 獨 得の 所有物に 深い 愛着 を 感じ、 その 爲 めに 彼等の 

業績に 對 して 祝杯 を 擧げ、 最上の 敬意 を 捧げたい と 思 ひます。 私が こ-に ホ ヰット マンに 就いて 述べよう とする 

の も、 畢竞 私の この 心 持の 延長に 過ぎない のであります。 

偖て 大變に 前置きが 長くな りました が、 前 申した 通り 私 一 侗の考 へで は ホヰッ トマ ンと いふ 人 は 近代に 現 はれ 

た 可な り顯 著な loier の 一人 だと 思 ひます。 アディ グ トン • サイ モン ズも 「彼 は a  bit  of  loafer だ」 といって 居り 

ます。 かう いふ 立場から 彼を觀 察して 見る の も、 私に 取って は 可な り 意味の ある ことであります。 

然し 同時に、 loafer であるが 故に 彼の 面目 を 一 つの 形式に 表 I して 述べる とい ふこと は 全く 難事です。 さう い 

ふ 企て をす るが 否や、 彼の 句 ひ は何處 かに 消えて しま ひます。 從っ てこの 講演 は 私の やうな 頭の 蕪雜な ものに は 


都合よ いこと です が 聽衆諸 界には 極めて 不都合で ある やうに 取りと めの つかない お 話になる に 相 遠ありません o 

第 一 ホヰッ トマ ンは 自分が 誰に でも 正解 さるべき 人間で はない とい ふこと を 繰り返して 述べて ゐ ます。 阅 へば、 

「私の 手 を 握る 君が 誰で あらう と、 

この 一 大事 を忽 せに して は 何の 甲斐 もない。 

^が^に 私 を 試みる 前によ くいって 聽 かすが、 

^は^が 想像す る やうな そんな もので はない、 遙 かに 違った もの だ。 

私の 追隨 者で あらう とする その 人 は 何者 だ。 

自ら 進んで 私の 愛慾の 的と ならう とする その 人 は 何者 だ。 

そこに 行く 道 は 疑 はしい —— 結果 は 怪しい， ひょっとすると 破滅 だ。 

君 は 他の 凡て を 捨て去らなければ なるまい II 私 だけが 君の 唯 一 無二の 神た らんと 求める だら うから、 

しかも 君の 修道 は 久しき に 亙り 且つ 苦しいだ らう。 

君が 今までに 築いた 人生 觀の 凡て、 君の 周圍の 人々 との 凡ての 調和 を、 共に かなぐり 捨てなければ ならない だ 

らうから。 

だから 今の 中に、 これ 以上の 苦しい 思 ひ をす る 前に、 私 を 離れ 給へ II 君の 手 を 私の 肩から 放し 給へ、 

私 を 卸して くれ 給へ、 而 して 君の 行くべき 道に 向って こ-. r を 去り 給へ。 

でなければ、 そっと、 試みに、 大空の 下の 或る 森 蔭 か、 岩の 蔭 か、 
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何ん となれば 展根 のか A つた 家屋の 中には 私 は 姿 を 現 はさない から II 若しくは 人の 柒る 所に も、 而 して！： さ 

^の 屮 では 私 は啞 か、 内氣者 か、 まだ 生まれ 出ぬ もの か" 死んだ もの \ やうに 無爲 だから。 

然 し 多分 は 屹度、 お い 丘の 上 で^と 共 に I 誰か 他 の 人が 數 里の 彼方から 思 ひも かけす 近づいて 來 ないやう に 

それ を：：^ 極めてお いて、 

或は 多分 屹度、 航路の 問に、 若しくは 海の 汀で， 若しくは 何處 かの 靜 かな 島の 中で、 

そこで 私の 唇に 君の 唇 を 接する こと を 許す だら う、 

仲^同士の^ い 接吻 を、 或は 花 S の 接吻 を。 

何と なれば 私 は 花婿 だから" 而 して 仲 gi だから。 

若しくは^の 望みと なら、 私 を 君の 衣 物， の 下にた くし 入れて 

おの 心臓の鼓動 を 感じ， 君 を 抱擁の 中に おく ことが 出来る やうに して、 

おが 大地 大沲に 旅立つ 時に 私 を 伴 ひた ま へ。 

かくてお に^に 觸れる だけで 私は滿 足し、 十分に 思 ふ。 

而 して かくお に觸れ ながら、 私は靜 かに 眠って 永久に 蓮 ばれて 行きたい。 

然し これらの 諸； C; をお は 危險を CI す ことなしに 擧 ぶこと は出來 ぬ、 

何ん となれば、 これらの 諸 頁と 私と を 君 は. 理解し 得ない だら うから。 

彼等 は先づ 君から 避け 述げる だら う、 而 して その後に も 亦 II 私 はたし かに 君から 逃げ 遂 せる だら う。 

君が 確かに 私 を 引き 捕へ たと 思 ふに 相違ない 時、 見よ！ 

は旣に S から 逃げて しまった 私 を 兌 出す だら う。 


何ん となれば こ の 木に 含めて ある こと を喾 くた めに この 詩^ を誊 いたので はない から、 

或は これお 請んで おが その 意 を 知悉す る 譯には 行かない から、 

又 私 を^ 敬して、 ^らしげ に 私 を 讃美す る 人が、 最もよ く 私 を 知って ゐる 人で はない の だから、 

乂私の 愛に 潤 はう とする 人が (極く 少數の 外 は) 成功す る譯 ではない の だから。 

私の 詩 はい &事 ばかり をし はしない —— 问 様な 惡ぃ 事" ひょっとすると それ以上の 惡： Si£| をす るの だから。 

何 ん となれば が 幾度 も 探り 常て たと 思って は、 探り 當て そこなった そのもの —— 私が- 1" 一： 小した そのもの なし 

にに、 凡てが 何ん の 役に もた.^ ないから。  ： 

だから 私 を 離れ 給 へ、 而 して 君の 行くべき 道に 向って こ \ を 去り 給へ。」 

(" Whoever  Y  ou  nroj  Jlolclln^  Ale  Flow  In  rlpnd, )  . 

かう いふ 衝っ 放し 切った 心 持で 彼 は 藝術を 創って ゐ たのです。 又 かう も 歌って ゐ ます。 

「私が 讀む 時、 冇 名な 傳記 を、  •  • 

而 して これが (と 自問自答 する) 著者が 一 人の 人間の 傳 記と 呼ぶ ところの ものな のかと。.. 

而 して その やうに 誰か ビ、 私が 死んで 世 を 去った 後、 私の 傳記を 書く こと だら う。 

(^かも 誰か ビ 私の 生活の ちょっぴり でも 本當に 知って ゐ たかの やうに、 

所が、 私. CI 身 すら、 MM 考 へる こと だが、 自分の 本當の 生涯 を 全く 知って はゐ ない といって ぃ&の だ。 唯^ か 

ばかりの 喈 示 II ^かば かりの、 散 澄な、 かすかな 示唆、  - 

それ を 私 は、 私の 川途 の爲 めに. こ-に 害き 記さう とする だけ だのに)」 
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？  when  I  read  the  Book.") 

私 はか \ る 警戒に 對 して は 非常に 愼 まねば なりません。 私に は 彼の こと を 語る 资格 さへ ないやう に 感ぜられ ま 

す。 それ 故 諸君 も 私の I 口 葉に 一 々信用 を 置かす に 聞いて いた ビ きたい。 

ホヰッ ト マ ン 家で 知られて ゐる 一 番の 先祖 は 六 百 六十 年代に 英國 から 米！： に 移住して 来て ハ ン ティ ング トンと 

いふ 所に 定住 を 構へ たのです。 而 して 詩人 ホ ヰット マ ンは その 人から 七 代 目の 子孫になります。 その 父はゥ オルタ 

1 といって 先祖 以來 住み 綾いた 口 ング. アイラ ンドの ウェスト • ヒルと いふ 小さな 町に 住んで ゐた 大工であります。 

ロング. アイラ ンドは 亞米利 加 印度人に よって ボウ マノックと 稱 せられた 細長い 島で、 ボウ マノックと は 魚と いふ 

意.^ ださう で、 島の 形が よく 魚に 似て ゐ ます。 地圖 もない 時に 印度人 はよ くも さう した 名 をつ けた ものです。 今 

はこの 口 ング. アイ ランドの 或る 一 部 は 非常に 繁華な 遊興 地に なって、 鈕育巿 民 を ひきつけて ゐ ますが、 その 當時 

は 寧ろ 荒凉 とした、 人口の 稀薄な 土地であって、 印度人 も 住んで ゐれ ば、 襤褸に 身 を まとうた 農夫が、 草 生地に 

牛馬 を 放牧して、 夕方になる とその 群れが 陽の 光 を 後に 背負うて 家路に 歸 つて 行く 光景な ども 淋しく 眺められた 

所であった らしく 見えます。 外洋に 西 面した 海岸に は salt  grass とい ふ 草が 亂雜に 生え 茂って ゐて" そこに は 海 

鳥が 巢を 作ったり、 そこから 見やられる 海上で は、 小さな 帆前船が 難破したり したやう です。 ワルト は 小さい 時 

に はこの 海岸 を 逍遙して、 鳥の 卵 を 見付けて 歩いたり、 鰻 を 釣る ことに 半日 を暮 したりして、 生涯 消す ことの 出 

來 ない 深い 自然からの 印象 を 受けた やうに 見えます。 

父の ゥ オルタ ー とい ふ 人 は、 ぶっきらぼうな 默 りこく つた 勤勉な 職人で、 理窟 も 何にもない 敬虔な 信者で あつ 

たやう に 見えます。 殊に ヱ リ ヤス • ヒックと いふ プレス ビ テリ ヤンの 牧師に は 無條件 的に 敬意 を 抱いて ゐて、 その 

人の 說敎 とい ふと 屹度 聽 きに 出かけて 行って、 默 つて 行って 默 つて 歸 つてく ると いふ やうな 人でした。 それに 反 


して その 母の ルイザ. ヴ アン. ヴヱル ソァは 和 蘭人の 血統 を 引いた 快活な 婦人で、 頑丈な 落着きの ある、 家事に も 世 

事に も拔 目な くまめ. /(\ と 働く といった やうな 人ら しく 見えます。 ヮ ルト はこの 夫婦から 生まれた 九 人 の 子の 中 

の 二^目で、 一番 上の 兄 は氣狂 ひに なって 死に、 最後の 弟なる H ドヮ I ドは 白痴で ありました。 是 等の 憐れな 性 

格の 破 ゆ お の屮 から ワルト は 最上の 血 を 自分 一 人に 貪つ て 生まれ 出た のかと 思 はれます。 實際 その 九 人の 兄弟の 

中、 世に 殘 る やうな 什 事 をした の は ワルト 一 人で、 ホヰッ トマ ン家は その外に 何等の 業鑌 も擧げ 得すに 散りく 

ばらく になって しまって ゐ ます。 つまり ホ ヰット マ ン家は 1 人の ワルト を 生み出す 爲 めに 幾 代と いふ 血統 を 持 

ち^けて 來た觀 がないで はありません。 自然と いふ もの は 贅澤な 浪費 を平氣 です る ものです。 

ワルト は 一 八 一 九 年： ム： 月 三十 一 日に その ゥヱ スト • ヒルと いふ 所に 生まれました。 文政 二 年に 當 ります。 其の 前 

年に は 力 ール* マルクスが 生まれて ゐ ます。、 又 ワルトと 同年に は、 かの 大 評論家で あり、 美文^で あり、 社會 革命 

家で ある ジョン • ラスキンと、 米國の 生んだ 詩人の 一 人なる n 1 ゥ H ル とが 世の 光を毘 てゐ ます。 一 八 二三 年 (四 

歲) に 家族と 共に 紐 育の 對 岸なる ブルク リンに 引き 移って、 父 は そこで 建築 請負と 大工と を やって ゐ ました。 ヮル 

トは 十三 歳まで 舉 校の 敎育を 受け ましたが、 暮し向きの 不如意の 爲 めに その後 は 全く 獨舉で 自身 を鍛 へ 上げねば 

なりませんでした。 第一 に は クラ ー クと いふ 辯 護士の 事務所に 傭 はれ 又醫 者の 玄關番 ともなり 、遂に 口 ング. アイ 

ランド. パ トリ オットと いふ 新聞社の 植字 ェに 住み こみました。 そこに ゐた 職工 長 は 僥倖に も讀 書の 好きな 人で、 

小さな ワルトに も 頻りに 讀 書の 利益 を說 いて、 色々 な 書物 を 貸して くれたので、 ワルト は その 生涯の 趣味なる 讀 

ャ： リ^ を こ、 で 作る に 至りました。 その 頃 ワルトが 好んで 讀んだ 書物 は 聖書、 ァ ラビ ヤン. ナイト、 スコットの 小說 

類 及び シ ェクス ビヤな どで、 殊に ス コット の 著書に は 耽溺した といって い、 位でした。 一 八 三 七 年 (十八 歲) に 

a ング. アイ ランドに 歸 つて 舉校 教師と なり ましたが、 その 頃の 事 を 追憶した 或る人の 記載に よると、 「苛酷で はな 
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いが 威光が. めって、 態度 は 極めて！ 口で、 人に 對 して は 几帳面で、 宗敎 的な 所 は ：！： 虚 にもなかった」 として 

あります。 又 後年 英 國 の ジョン. ジョン ス トンが ワルトの 生まれ 故擲を 訪問した 時、 偶然 邂逅した ワルトの 十" い^ 

子の：^ lig^ によると 「ヮ ル ト.ホ ヰット マ ン —— とい ふより 私達 は ワルトと 呼 ぴ惯 はして ゐ たが —— は 私 C5S 初の 

先生でした。 あの人 はこ、 で 一年 程學校 を やって ゐ ましたら うか。 ワルト は敎師 として 失敗だった と は 云へ ない 

が ゆ 功した 方で もなかった。 どうも 柄に はまって ゐ ませんで した。 EI 分の すべき 仕事に 精出す よりも 始終 考 へた 

りト： ： きもの をして ゐ ました。 ：… 舉 校で 敎 へる のが あの人の 天職で はなく つて、 その 天職 は 詩であった のです」 

といつ てゐ ます。 而 して ジ ヨン ス トンが ホヰッ トマ ンが 死んだら、 この 土地に 墓 を營 むと い 、 の だが とい ふと、 そ 

の 爺さん は r 戯談ぢ やない あの人 は 死ぬ やうな 人で はない」 と 叫んで ゐ ます。 これで ワルトが 靑年 時代の 様子が 

&站 され、 どれほど 人と して 隣人に 愛慕 せられて ゐ たか^ 想像され ます。 この 顷 から ワルト は 詩人と してのお ぼ 

ろげ な 自覺を 感じたら しく 见 えます。 そ の U 記に よります と、 

「私が 何 か 後世まで 殘る やうな もの を 害きたい との 希望 を 起した 最初 は、 一 ばいに 帆 を 舉げて 走る 船 を^た 時 だ 

つ た。 私 は 兌た ま & を その 通り に 表現し て 兌たい 欲求 を 感じた 」 

といって ゐ ます。 恐らく 擧 校の 敎師 をして ゐる 時分に、 散歩の 序でにで も 海^で その 船 を^た のでせ う。 大きな 

； を 一ば いに 帆た 舉げて 走って 行く 一隻の 船、 それ は その ま-一 つの 祌祕 であります。 象徴であります。 一人 

の loaf.cr なる ワルトに 取って は、 その 船の 陸地から 遠ざかって 行く 姿 は、 或る 屈 竞な喑 示 を 彼の 魂に 刻んだ に 相 

違ありません。 ワルトの 詩の 巾 殊に 吨ハ 牛の 詩の 中には 海に 乘り 出して 行く 船 を 歌った ものが 數篇 おります が、 そ 

れらは 何れも！ S の：？ ひ を 哚ぎ^ る やうな、 生々 とした 力 强ぃ喈 示 を 含んだ 立派な 詩であって、 爲 に 後世まで 殘る 

ベ-き 惯値 ある ものであります" 一 八 三 九 ¥0 一十 歲) に ハ ン ティング ト ン に 於て 「 口 ング. アイラ ンダ ー」 とい ふ 新 


^の發 行 を 企てました" 彼 は n 分で それ を 害き、 .21 分で 印刷し、 而 して. n 分で 配逑 しました。 だから 到底 長 核き 

のす る ではありませんでした。 で 一八 叫 K 卟、 二十 二 歳の 顷に は弒^ に 出て、 デ ー リ！ ォ I  ロフ とい ふ 可成り 大 

きな 新 M 社の あおに なりました。 常時の ホ ヰット マンの 風采 は晚 年の 彼の それと は 大分 遠った も りで、 頭 こま シ 

からだ  I 

ルク. ハット にに はフ a ック o 1 ト、 それに 釗の 穴に はい つも 花 を 禅して、 しなやかな ステッキ を 持って 歩いて ゐ 

たとい ふ^です。 その 顷の 文體も 亦、 あり 來 りな 華やかな ものであって、 何處 にも ホヰ ット マ ン の 純 粹な姿 は a は 

れてゐ す、 殊に ァラ ン. ボウが 當時は 非^に 愛讀 されて ゐ たので、 その 文體 になら つて 殆んど 識別の 出來 ない 程の 

小品な どを^いて ゐた 様です。 然し その 顷 から、 詩 を 書かう とい ふ氣持 は、 ほざめて ゐ ました。 「幸； I であれ」 と 

いふ 题で 作詩 を 試みよう とした 形跡 はあり ますが、 然し 本當の もの は、 未だ 現 はれて ゐ ません。 

ホ ヰット マンが その 頃愛讀 して ゐ たもの は、 シ H ク スピア、 新舊約 聖書、 コ，. 'ラン、 オシ アン、 ホ ー マ ー、 ェ 

スキュ ラス、 ソホ クレス、 ダン テ、 ス コ ット、 一一 I ベ ル ンゲ ン 物語、 古代 印度の 詩歌 等であった とい ふ^です。 

此の S 〈から、 アメリカの 致命的な 大 問題と なった 奴隸廢 止の 運動が 南北に 起り 始まった ので、 北方 人なる ホ牛ッ 

トマ ンは 奴隸廢 止に 加^して 時々、 向 分の 意 兌 を發 表したり、 または それに 就いて、 一 つの 詩 を 書いた 車 も あり 

ます。 その 詩 は、 後年の 彼の 詩と 比較す る 上に 多少の 興味が ありませ う。 

-ttLOCM)  MONEY" 

Or  clden  ume.  when  it  came  to  pass 

i-hat  the  teautiful  God,  Jesus,  should  finish  his  worl ハ on  earth, 
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Then  went  Tudas,  and  sold  the  devuie  youth, 

A.nd  took  pay  for  liis  b>ody. 

Curs 一 d  was  the  deed,  even  before  the  sweat  of  the  clutching  hana  grew  dry  ； 

Anci  darlcncss  frown-d  upon  tlie  seller  of  ths like  01  God, 

where,  as  though  earth  lifted  her  breast  to  throw  him  from  her,  and  heaven  reiused  him, 

.tie  llun ぬ in  tn ひ air,  self-slaughter,  a. 

TIi ひ cycles,  witti ？ 0^ 10 づ g  shadows,  liave  stalkM  silently  forward. 

Sine ひ thics ひ ancient  days I manv  a  fsuch  enwrapping  meanwiiil ひ 

Its  fee,  like  that  paid  for  tli ひ son  of  Maty. 

A.IK1  still  goes  one.  Baying, 

" What  will ve  give  me,  and  I  will  deliver  this  man  unto  you  r  s 

And  they  make  the  covenant,  and  pay  the  pieces  01  silver. . 

ILSk  forth,  deliverer- 

Look  forth,  nrst-born  of  the  dead, 

over  the  tree  tops  of  Darasse; 


See  thyself  in  vet  continued  bonds, 

Troilsome  and でリ or,  thou  t>ear-st  man、s  form  aga ョ, 

Thou  art  reviled,  scourged,  put  Into  fjnson. 

Hunted  ironi  the  mTo^lnt ひ quality  of  the  rest  ； 

ン Vith  staves  and  swords  throne  the  wullnTO  servants  01  authority. 

Again  they  SSTOUnd  thee,  mad  with  devilish  sp>ite; 

Toward  thcc  stretch  the  hands  of  a  multitude,  like  vultures 一  talons. 

The  meanest  spit  in  thev  lace,  they  smile  thiee  with  their  palms, 

wruised,  woody,  and  pmlon*CJ  is  thy  t>ody, 

ジ lore  sorrowful  than  death  is  thy  soul. 

Witness  01  angiush,  brother  of  slaves. 

Not さ itli thv  price  closed  the  price  of  thme  image. 

And  still  Iscariot  piles  tl】s  trade. 

二 卜 じ 歳に は ブルク リン *ィー ダルと いふ 新聞の 記者に なり、 一 八 四 八 年 (二十 九歲) の 時には 一一 ュ ー. オル レリ 

アンス で發 行され てゐ る、 ク レツ セ ントの 記者と して 招聘され て 始めて 南方に 旅行 をして その 眼界 を弘 めました。 

恐、，： く 此の^に 南方に 於け る黑 人の 生活 及び それ を 使役して ゐる资 本家 達の 行跡 を も、 彼獨 得の 詩人ら しい 目 を 

以て^^して 來た^ と 思 はれます。 後 一 度 紐 育に 歸り、 弟の ジヱ ファソ ン と共に、 再び 旅に 上って ミ シ シ ツビ ィ 流域 
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を 潮り， 大湖 地方 を 經て歸 つて 來ま した。 此 等の 問に 於け る 彼 は どんな 生活 をして ゐた かとい ふのに、 世の常の 

勤勉な 若者と はいふ 事が 出來 なかった 様です。 記錄 によると、 彼 は どっち かとい ふと、 少し 物う さで 怠 者ら しい 

處 があって、 人々 と 一緒に 畑な どで 働く 時で も、 どうかす ると、 仲 問 を 離れて 五分 乃至 一時^ 位 草原に 行って、 

仰向けに 寢て、 日 {T ほつ こ をして ゐ るかと 思 ふと、 何 か 物 を 書いたり する ので、 人々 は 彼奴 怠けて ゐる なと、 云 

つた もの ださう です。 然し 彼は斯 くの 如き 生活の 問 にも、 絶えす 心中で は、 觀 察し， 攻究し、 勉强 して ゐた 事が 

知れる。 殊に 絲^ とい ふ 大都會 の 生活 は 彼 を 極度に 蒸し 付けた。 

ー體、 私逹は 動 もす ると 習惯に 泥んで、 新しい 物の 姿と、 意味と を、 見極める I が出來 ない。 人類の 近代的 生 

活の 中に 現 はれて 來た都 ^生活と いふ もの も、 新しい もの- r 一  つと 云 はなければ なりません。 IS 圃を 讃美し、 自 

然に愤 憤す るの が 詩人の 本質の 様に 心得て ゐる 人々 に は、 此の 新しい 人 ^ 生活の 斷面 は、 奇異な、 蕪雜 な- 誤ら 

れた现 象と しての み 映る かも 知れません が、 そこに は發 見せられざる、 美醜と、 j$ びと 悲しみと が、 自然の 中 

に 在る 様に 义 E 園の 中に 在る 様に、 交錯して 存在して ゐる ものと 思 はれます。 ホ ヰット マ ンは 恐らく 此の 姿 を 的 

確に 摑み 得た 詩人の 先覺 者で あつたと 云 はれる でせ う。 彼は鈕 育 市の 大道 や 渡船場 を 日ね もす 柱來 して， 都會が 

生み、 都合が 育てた 特種の 人 卽ち、 乗合馬車の 馭者、 渡船の 船員、 町の 女、 さう 云 ふ ものに、 飽く 事な き 愛 

着 を 持った 様に 见 えます。 乘合^ 車の 馭者 臺に乘 せて 貰って、 喧騷を 極めた 雜鬧の 中で 聲を 張り上げて、 シェク 

スピアの 中から、 ^名な 句 を，；： 3 ^して、 馭^に 問 かせて やったり、 渡船に 乘っ たま-で、 ブルク リンの 兩岸を 幾 

度 も 柱 役して 口の^れ るの を 忘れたり したの は 有名な 話柄です。 後年 ホヰ ット マンが 一人の 老人に なって しまつ 

てからで も、 稀に 絲^ に 出たり すると、 忍 ひも かけない 勞働 者から 親しく 名 を 呼び かけられて、 往來の M 屮で古 

い 思 ひ 出 話 を 取り 交 は したと い ふ 様な 事が 傅 へられて ゐ ます。 


お 人との 關係、 これ はホ ヰット マン を硏究 する 人が， いつでも 知りたい と 思 ふ處の ものです。 彼 は 終生 正式の 

結姙 をして ゐ ませんで したから。 アデ イング トン， サイ モ ンズは ホヰッ トマ ン の 有力な 批評家の 一 人であります が 

此の 人 は、 同性 戀愛 研究家であった だけに ホヰッ トマ ン の 性的 生活に 對 して は 殊に 知りたい と^ったと 兑 えて、 

それ を is しだて なく 齿げて 欲しい と顿 みました 時に、 ホ ヰット マ ン はかう 答へ ております。 「私の 靑年 及び 中年 時 

代、 小 m 方 その他に あっての 生活 は、 享樂 的で 肉的で 必す 非難 を受 くべき ものであった。 結婚 はしなかった が、 私 

に は..： ハ 人の子 供が ある、 二人 は 死んだ。 一人の 生き 殘 つて ゐる南 方の 子供 は 立派な 兒 だが、 時々 私に 乎 紙 を か 

く。 境遇 は、 それ 等の 子供と 私の 關 係と を 引き離して しまった」 と 答へ てゐ る。 又、 ジョン. ボ n ウスの 手記に よる 

と 「 一 八 三 七 半から 一 八 I： 八 年の 問と いふ もの \ 精 しい 事 を 云 ふ 必要 はない が、 ホ ヰット マ ンは 生活の 有らゆる 

經驗 のどん 底 を さぐり 盡 したと 云って い k だら う。 凡ての 情熱、 凡ての 快 樂， さう して 凡ての ァ パン ドン メント 

(耽溺)。 彼 は i 右くて 他^も 巾 分な く： e 宵と いふ 十分の 機會を 彼に 與 ふべき、 場所 抦を控 へて ゐ たので、 此の 期^ 

の 行 狀を私 は 「アダムの 子等」 及び 彼の 著 害の 他の もの & 中に 發 見す る 事が 出来る。 例へば、 

「或る時 私 は 賑やかな 市の 中 を 通って 行った、 將來に 役立てる 爲 めに その 市の 光景、 建築、 習惯、 傳說を 心に 印 

しながら、 

けれども その 市の 凡ての もの」 屮で、 愛する が 故に 私 を 引きと めた 一人の 女性に 偶然 出 遇った、 それの みを覺 

えて ゐる。 

^に i.:- ご、 夜 は^で、 私 ^は  一 ^にゐ た I 餘 の^は 一 つ 殘らす 夙う に 忘れられた。 

本 當に私 は 熱 もて 私に すがりついた その 女性ば かり 覺 えて ゐる。 

再び 私 逢 は彷 ひ、 私達 は 愛し、 私達 は 再び 離れる e 

ホ ヰット マンに 就いて  三 九 七 


有 島 武郞仝 蕖笫 六卷  一！ 一九 \ 

再び 彼女 は 私の 乎 を 取り、 行って はならぬ とい ふ、 

私 はすぐ 私の そばに 悲しげに 唇 を 震 はして 默 つて ゐる 彼女 を 見る o」 

とい ふ 詩の 如き 確かに 彼が 紐 育 市 放浪 中に 起った 出來 事の 一 つ を その ま.. T 表現した ものと 云へ る。 その 曾 葉の 調 

子の 巾に は r 資感 のみが 發し 得る 響きが あるから」 と 云って ゐ ます。 

タ： し ra: 十一 一； 歲卽ち 彼が 弟ジョ I ジ の 負傷 を 聞いて ヮシ ン ト ン に 出かけて 行った その 年^から は、 皮の 性的 生き 

に は 1 點 の汚點 もなかった 樣 である。 「私 はこの 日 この 時から 私の 生活の 上に 淸淨 な、 完全な、 樂 しい、 純. a な 健 

康を 来らせる 決心 をした。 水と 純粹の 牛乳の 外 は、 凡ての 飮料を 却け、 油氣の 多い 肉 や、 晩い 夕食 を 却け、 犬な 

る肉體 ，—— 淨 化され、 淸潔 にされ、 精神 化され、 精力 づ けられた、 肉體」 と、 その 頃の 日記に 彼 は 書いて ゐる 

し、 又、 ピ ー タ！ ドイルと いって その 頃から ホヰッ トマ ンと 極く 親しく 暮 して ゐた男 も ホヰッ トマ ンの生 S は 比 

の 日 記の 言葉 を 少しも 裏切らな いものであった と證 言し て ゐ ます。 

其の後、 ホ ヰット マン はすつ と、 鈕 育で 過して ゐ ましたが、 一八 五三 年 三十 叫 歳の 頃 あたりから、 その 生涯の 

目的 は 始めて 形が 纏まって 來 たやう です。 「三十 一から 三十 三の 間、 私 はいろ くな 目的 や、 その 追求に 年 を經た 

後、 一 つの 特別な 欲求と 確信と を 持た される に 至った。 もっと 精確に 云 ふと、 それ は 私の 全生涯に も隱 見して ゐ 

た 欲求で、 或る時に は 不圖現 はれ、 多く は 朦朧と して ゐた ので あつたが、 やがて それが 屢ょ 表面に 現 はれて 他の 凡 

てを懕 倒して、 明かな 形 をと るに 至った。 それ は 詩的な 形式に 於て、 拘泥す る 事な く、 私自身の 肉體 的な 情感 的 

な 道義 的な 智 的な 美的な、 個性 を 忠實に 申し出し、 表現し ようとい ふ 感情、 或は 大望であった。 此の 現在の 驚異 

すべ き 精神と 事實の 眞屮 にあって、 これに 共鳴し、 場所と 時と にしつ くり 當て篏 つた 個性 を 今迄の いかなる 詩、 若 


しくよ is!: 物よりも： 暦、 明確な 普遍的な 感じ を 以て、 探り出さう とする 大望 を 持つ に 至った」。 义 かう も 云って 

ゐ ます。 「新しき もの、 記錄を かけ、 他の 著者から は 何等の 拔き誊 きも 引照 もす るな …； 。 シェク スピア、 ゥ オル 

タ —• スコット も、 ホ ー マ ー があった やうに、 實に 立派な 詩作 者で あり、 記錄 者であって、 恐らく は、 記錄 者の 最 

大 なる ものであった。 それ 等の 凡ての 人 は、 性格と 事件と を描寫 すべき 大手 腕であった。 私も亦、 私な りに 巨匠 

であらう とする、 來 去に 住せて 感情に 滿 ちた 詩 を 作り、 自. S の 詩 を 歌 ひ、 侗性を 表現しょう …… 」 

多分 比の 頃の 事で ありませ う。 彼はェ マァ ソンの 作品 を愛讀 して ゐ ましたが、 或る時 その 自然 論 を 衣囊に 入れ 

て 仕事に 出かけ 辨當を 喰 ひながら、 それ を讀ん でゐた 或る 瞬 問に； 大 啓の 如く、 彼の 仕事の 方向 は、 定まりました。 

「私 ま、 ェ マァ ソンに よって、 詩人と なった ので はない。 私が^ の 時に 詩人と なった の だ。 私の 衷に、 煮えて ゐ 

たもの が、 エマ ァ ソンに とって 沸騰す るに 至った の だ」 と、 彼 自身 其の 當 時の 心 持 を 書いて ゐ ます。 それから、 

彼 は 暇 ある^に 詩 を 書き 綾け ました。 

一八 五 五 年、 彼が 三十 六 歳の 時に、 自分で 活字 を 拾 ひ、 自分で 印刷して、 十二の 詩 を 含有す る 百 部の 小 诎子を 印 

刷し ました。 さう して、 それ を その 當 時の 知名な 文 舉 者な どに 送りました。 其の 結果 は、 實に 大抵の 人 を、 絶望 

させる に 十分な ものでした。 ホヰッ チア ー は、 碌々 讀み もせす に、 スト ー ヴの 中に 投じ、 或る 他の 作者 は、 寄贈 

書 を 返却して 寄こし、 a 1 ゥ h ルは 如何に 讀ん でも 更に その 意味が 通じない と吿 白し、 倫敦 クリティックの 如き 

は、 「ワルト .ホ ヰット マンの 詩に 通ぜ ざる 事 は、 老 豚が 數擧 に通ぜ ざると 相等し」 と 酷評 を 投げつ けました。 ホ 

t- ット マン は 後年 その 時の 事を囘 顧して、 云って ゐ ますが、 「その 書が、 激怒と、 彈 劾との 嵐 を 到る 處に 惹起す る 

や、 私 は" ング. アイ ランドの 東端に 退き、 再び 確固たる 決心 を 以て 紐 育に 歸 つて 来た。 爾後 私の 決心 は、 いさ V 

かも ゆるがない。 私 は 私の 詩の 事業 を、 ^の 方法に 從 つて、 結末まで、 力の 及ぶ 限り 綾け て 行かう」 と。 
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然し 詩集の 寄贈 をう けた 人々 の 中には、 いみ じく も 彼の 詩 を 十分に 理解した 人 も 少し はあった. のです。 エマ ァソ 

ンの 如き も 直ちに 喾を 寄せて 、「私 は贵 君の 偉大なる 生涯の 劈頭に 挨拶 を 贈ります〕 斯 くの 如き 出發 をされ たば ヒ 

は どちらの 方向に せよ まだく 長い 前途が 切り開かれなければ な^ますまい o 私 は 此の 書の 中に ある 太 湯の 光が.， 

若し や 幻影で はない かと 思って 少し 許り 目 を こすり ましたが 其の 堅寳な 見識 は 疑 ふ 事の 出来ない 實際 であると い 

ふポ を發 兌し ました。 此の 書 は確實 で獎勵 的で ある 點に 於て 最上の 價値を 有. つて ゐ ます」 と 云ひ迗 つて ゐ ます。 

それの みならす、 エマ ァ ソン は 一 本を遙 かに 力 ー ラ ィ ル に 送 つて 此の 稀 有な 作品 を 英國に 紹介しょう とさ へ しま 

した。 所が ホヰ ット マンの 家庭 內 では、 此の 詩集 は 全く 無視 せられて ゐ たのでした。. 其の 弟ジョ I ジの， ふこと 

によれば、 「私 は 詩槳を 兌た が 全く 讀ま なかつ. た。 讀む 程の 値 打が あると は考 へないで、 少し 許り 字 を ひろった ビ 

けだった。 母 も 私 同様の 考 へで、 何んだ かさつ ばり 譯が わからなかった。 母 は ワルトの 本をヒ ャヮサ (口 ングフ H 

口 ー の敘^ 詩) に比べて 二つ共に！： じ 程度の 駄作 だ。 で 若し ヒャ ヮサが 詩なら ワルトの もさう かも 知れない とい 

つたの を 記憶して ゐる」 といって ゐる。 

】 八 五六 年 三十 七 歳の 時に 第二の 詩槳が 出版され まして 二十 極 の 新しい 詩が 加 へられました。 此の頃から ホ 

ヰット マンの 才能に ひきつけられて 訪問す る 人が 多少 出來 ました。 其の 中には ブ 口 ン ソン. アル コット 、ウィリアム • 

ブライアント、 ヘン リ！ ソ 等が ありまして 詩集 は 第二 版に 達しました。 一八 六 〇 年 §： 十一 歳の 時に 第三の 詩 

^が 出て、 それに は 「アダムの 子等」 や 「カラ マス」 其の 他 二十 二の 新しい 詩が 附け加 へら. れ ました。 多分 此の. 

版 力 出た 時と 思 ひます が、 ホヰッ トマ. ンは 出版の 事に 就いて ポストン 迄 行って、 エマ ァソ ン に面會 する 機會を もつ 

たのです が、 ェ マァソ ンは 詩集の 中から 是非とも 「アダムの 子等」 を 除いた がい、 だら うとい ふ 事 を勸吿 して、 ボ 

ス ト ン. の 町の 中 を 一 一時 ^ 程 歩き 廻りました。 常時 H マァ ソンと 云 へば 米國に 於け る 思想界の 大 なる 權 威であって 


UI. 齡 からい つても ト分 人に 其の 忠吿 を容れ させる だけの _m 味 を 冇 ってゐ たのです が、 ホヰッ トマ ンは 忠實に 謙遜 

に 其の 勤 $： に^ を倾 けた 後. 二 時 問 も 喋 がらせて © いた 此の 大哲舉 ^に 向って、 「あなたの 御 忠吿 はよ く 解り ま 

したが、 私 は 『アダムの 子等』 を 除く 位なら 詩集の 全部 を 破 却し ます」 ときつ ばりと 答へ て 了った さう です。 さ 

うして 二人 は^に 北ハの はめ に iKi- もせす 快く 夕 ^を 共 にして 別れました。 

「今の この 時から、 ，M 出！ 

今の この 時から 私 は 制約 や 空想的な 境界線から 自ら を 解放す る こと を 命す る。 

どこに 行かう と、 私 は 全然 的に 絕對に 私 身. 0 の 主、 

也.^ にも-斗, け、 そのい ふ 所 をよ く B 心 ひめぐ らし 

立ち 停り、 探り 求め、 受け入れ、 熟慮し はする が、 

しとやかに、 然し 担み 難い 意志 を 以て、 私 を 捕 へんと する 柠牿 から 私自身 を 奪 ひ 返す の だ。」 

と 彼が 「大 造の 歌」 の 中に 歌って ゐる氣 持 は 其の 當 時の 氣 持であった らうと 思 ひます。 其の後 一八 六 一年、 南北 

戰& が勃發 する に 至る 迄はホ ヰット マン は 殆んど 詩作 を 忘れ 采 てぐ もした やうに、 紐 育で、 ま 傷 をした 海 貝 の收 

容所 にあって 其のお 護 及び 保 謹の^ に 熱中して 居りました。 所が、 共の 年の 叫 月 十二 日に 愈ぶ 南北 戰&が 勃發し 

ました。 北方の 若お 迮 はー擧 にして 南方の 諸 州 を 平げ、 奴 隸を廢 止し、 奴^ 使役 者の^ に繩 でも かけて 安々 と 凱 

； I^t^ る 様な 暢^な 氣持 で^ 歌 まじりに 出征して 行き ましたが 弟の ジョ ー ジも 其の 中に 加 はって ゐ たのでした。 

さん <^ 

所が 翌年 十二月に^ は负 傷し ました。 戰&も 思 ひの 外 長引いて、 ブル ランの 一 戰 に 北 軍 は 脆く も 散々 に 打ち 惱ま 

され、 大本 營 なる ヮシ ン トン を 指して 檨々 と 退却す る 様な 悲境に 陷 りました。 ホヰッ トマ ンは^ のね 傷 を 問く と 萬 
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事 を 忘れて 南に 向 ひました" さう して フィラデルフィアで なけなしの 財布 を 掏摸に してやられて、 辛うじて ヮシ 

ン トンに 着く 10 が出來 ました。 ォ コ ンナ ー、 ボ 口 ー ス など ボ ヰット マ ンの愛 讀者達 は 彼 を迎 へ、 「共の.^ 摸と いふ 

の は餘稗 慾の 薄い 奴だった のが 仕 合せ だ、 金囊を 盗んで おき 乍ら 詩人の 心臓 を 盜み损 つたの だから」 とい ひ 合つ 

て 大笑 ひ をして 兎に角 彼の 爲 めにあら ゆる 世話 をして やった さう です。 幸に ジョ ー ジの傷 はさした る 事 はあり ま 

せんで したが、 ホ ヰット マン は 大勢の 憐れな 負傷 兵 を 見る と默 つて は ゐられ なくなって- 直ぐ^ 護人た る 事 を.^ 

願し ました。 そして それから 前後 二十 筒 月の 問 病院に 通 ふ 事が 二 千 六 百度、 彼が^ 護した 人の 數は十 萬 人に 及ん 

だとい ふ 事です つ ホヰッ トマ ンは H 々口 用品 だと か 菓子 菜 物 だと か を ポケットに 入れて. 射院に 出掛けて 行き、 負傷 

兵の 問に 坐り込んで、 或は 乎 紙の 代 ，をし、 或は 面白い 物語 を 聞かせ、 或は 負傷 兵から 戰 場の 悲慘な 禅話 を 聞きと 

つたり して、 彼が 在る 所に は 何時でも 太陽の 光が 有る やうな 暖さを ふりまきました。 然し 友人 達から 送って 寄越 

す 義拍金 だけで は 生活費に 事缺 くので 友人 等の 周旋で 內務 省の 書記に 採用され ましたが、 「草の葉」 の 著者で ある 

とい ふ^が 知れる と 忽ちに 退職 させられました。 其の 時ォコ ンナ I が 非常に 愤 激して 詩人 を 辯 護す るた めに 書い 

た 所の "The  Good  Grey  Poet" とい ふ 害 物 は 實にホ ヰット マ ンに對 する 純粹 なる 讃美の 大 なる 第 一 聲 であり ま 

した o 其の 中には ァ ブラ ハ ム. リ ン コル ンが 曾て ホヰ ット マ ンを 遠くで 見かけて、 "Well  he  is  like  a  man: と 云つ 

た 言 紫 を 引 川して 居ります。 

ホ ヰット マ ン の 健^ は、 然し 此の 超人的な 愛の 勢力の 爲 めに 損 はれ 始めました。 一 八 六 七 年 叫 十八 歳の 時に 詩集 

の 第 叫 版が 出來 ました。 此の頃 は 彼は檢 事局の 一 官吏と して 年 牧千六 百 弗 を 得ました が、 これ は 彼が 一番 豐 かな 

常 牧入を 得た 時期でありまして、 生まれて 始めて 得た 實 生活の 安^の 爲 めに ホヰッ トマ ン はかなり 快活な 氣 持に 

なって ゐた 様です。 彼獨 得な 子供の 様な 言葉 を 用ゐて 母に 送った 手紙の 中に 、「私 は 此の頃 夜になる と 役听に 出掛 


けて？ つて {or^c^ 火と スト ー ヴ のわきで 愉快に 讀書 をしたり 書き物 をしたり して ゐる」 と 嬉し 相に 報吿 をして 

ゐ ます 3 それの みならす 英國に 於け る 新興の 文藝家 等が 遙 かに 彼に 對 して 好意 を 持ち 始め， アデ イング トン. サイ 

モン ズト エド ヮ ー ド. ダウデン ゃス ウィン バ ー ンゃ ウィリアム. 口 セッ ティ や は 各 2 彼に 敬意 を 表した 手紙 を 送り 

ホヰッ トマ ン の 選^ を 英國で 出版し ました。 又 此の頃から ァ I ン. ギル クライストと いふ 婦人と 識る 様になり まし 

た。 彼女 はお 名な ウイ リア ム. ブ レ ー クの 評傳を 害いた ギル クライスト 未亡人で 當時叫 十二 歳で ありまし たが ホ 

ヰット マ ゾ の gffi^ を^むと 自分の 心の中に ひそんで ゐ たもの が、 まざ （'と 導き出され るの を發 見し、 殆んど 聖書 

以 k め k 激を それから^て、 「ワルト • ホヰッ トマ ンに對 する 一英 國 婦人の 推讃」 とい ふ 洞察の 深い 論文 を發 表し ま 

した。 此の！ g 人の 詩人に 對 する 尊敬 は 途に戀 愛に 迄昂 めら れ ましたが、 ホヰッ トマ ンは 十分 其の 好意 を 感じ 乍ら、 

^しい 友，； =" を 以て 終始し ました。 夫人 は 後年 其の 子供と 共に フィラデルフィアに 移り 住んで、 當時 キャムデンに 隱 

^して ゐた老 詩人の 爲 めに、 あらゆる 親切と 溫 情と を 傾けて、 詩人の 生涯に 美しい 一 つの 揷話 を殘 しました。 

^は^にお ります が、 ホ ヰット マ ン はか \ る 生涯の 安定の 中に も、 叉 國の內 外の 知己からの 溫 情の 問 にも やはり 

*w の 孤獨な 人でした。 彼の 內部 生活の 中には 誰もが 這入り込めない 様な 寂しい ものが あった 様です。 さう して 

皮 は 北ハの はめに 人知れぬ 深い 苦しみと、 一 種の 飢 ゑと を 感じて ゐた事 は 其の 當 時の 乎 記の 中に 探り出す^ が出來 

ます。 其の にも. 彼 は、 漸々 心 ある 人々 の 共鳴 をう け、 テ 一一 ソン は 彼に 推讃の 書を迗 り、 ス ウィン バ ー ンは 「黎 

W の 歌」 とい ふ 歌の 集中に 「アメリカなる ワルト. ホ ヰット マンよ」 とい ふ 極めて 熱情 的な 詩を發 表し、 ビ ョルソ 

ンも 「ワルト. ホヰッ トマ ンは 多年の 問 如何なる 新人の 中に も兒 出し 得なかった 様な 喜び を 私に 與 へて 旲れ る。 す 

る 點 から は 私が 今迄 知り 得た 最大の 人 は 彼で ある」 とさ へいひました。 此の間に 彼の 文集なる". 5 ひ さ OU1K1  Dre- 

sser" 及び "Democratic  Vistas" が 出版され ました。 
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有 鳥武 郞仝笾 ^六卷  mo 四 

玆に 一つ 彼の 不思議な 一面 を 語る 一 摔話を 御 紹介し ませう。 一八 七 二 年、 五十 三 歳の 時 彼 は ハノ， -バ， 'なる グ 

1 トマス. 力 レ ー ジ の 卒業式の 式場で 卒業の 演說を 頼まれました。 舉 校の やんちゃな 生徒 達 は、 敎授 達が 餘 りに 頑 

ra: 保守的な の を愤 つて、 徹底的に 常時の 習俗 を 無視した と稱 せらる k ホ ヰット マ ンを 拉し來 つて 舉 校の 签 氣に大 

きな 動搖を 起さう と 目論んだ ので ありました。 ホヰッ トマ ンは 直ちに 承諾して 檀 上に 立ち ましたが、 非常に 性 

的な、 勇ましい 詩人と 思 はれて ゐた彼 は、 ジ ュピタ ー の 様な 容態と、 巨人の 様な 體 格の 持主で あるに も 似す、 如何 

にも はにかんだ 容 子で、 其の 聲は 遠くに ゐる ものに は聽き 取れない 程で ありました。 おまけに 其の 夕方 は 生徒 達 

が^も 强ぃ 非難の 的に して ゐた 神舉の 敎授に 招かれて 晩餐 を 御馳走に なりました。 これが どれほど、 生徒 達の W 

待 をむ ざ/ \と裘 切つ たかは 想像に 餘 りあります。 のみなら す、 ホ ヰット マン はヮシ ン トン を發っ 時に、 自分の 

親しい 話 相手なる ピ I タ I ドイルと いふ^に、 一 つの 原稿 を 託して 新聞社に 持って行かせ たのです。 それに はま 

だ^み もしない うちから、 ダ I トマスに 於け るホ ヰット マンの 演說の 極概が 記る されて あり、 如何に 舉 校が 擧っ 

て 此の 新しい 詩人 を歡迎 した か、 如何に 其の 詩人が 講壇から、 醉 ひしれ たやうな 滿 堂の 聽 衆に 對 して、 大雄辯 を 

振った か、 さう して 如何に 聽 衆が それに 反 應 して 感激した かビ、 詩人 自身の 筆で 事細やかに 書かれて ゐ たのです。 

ホヰッ トマ ンはダ ー トマ ス から ドイルに 乎鈹を 送って、 其の 原稿 を 確かに 新聞社に 屆け たかと 念 を 押した のです 

が、 ドイル は 問 遠 ひなく 屈け たのです けれども、 多分 ホヰ ット マンに 大 なる 失望 を齎 した 事でした らうが、 どう 

いふ^ 途 ひか、 その 原稿 は沒喾 にされ て 新^に は 載らなかった のです。 ホ ヰット マンに はこん な 風な、 妙な 癖が 

あった 様です。 晚年 にも 贫乏だ 貧乏 だとい ふので、 國の內 外の 友達 等から 大分 寄附 金が あつたので すが、 ホヰッ 

ト マンが 死んで 見る と 立派な 墓 は出來 上って ゐ るし、 金 も かなり 多分に 殘 つて ゐ たとい ふ 様な 事 もあります。 何 

んと いふ 老獪 さ * たらう とも 思へ ます。 何とい ふ 下手つ くそな 狡猾 さ だら うと も 思へ ます。 何とい ふ 本然 的な 子供 


らし さ だら うとも^ へ ます。 前にお 話した 女性との 關 係の 市) などと 共に これ は 諸君の 勝 乎な 御 判斷に 任せます。 

^^が 北ハ のお 似 をな さる か 否か は、 諸お 御. o 身が それに 對 して责 任 を 持 たれる 以上、 私と して は 決して 咎め立て 

など はいたし ません。 

一八 七三^、  ^十三 歳の 時、 一月の 末に、 遂に 中風 を發 しました。 そこで、 職 を 失って 海岸に 行って！！ 養す る 

つもりで フィラデルフィア 迄 行き ましたが、 病が 大分 重った ので 其の 頃^の ジョ I ジが 住んで 居った キャムデンに 

行って 母 や^の 世話になりました。 キヤ ムデ ンと いふ 町 は、 デ ラウ ッ ー 河 を 隔て- 1、 フィ ラデル フィァ に 接する 資に 

平凡 極まる 町で 骨て、 「紐^ サ ン紙」 が 三つの D  (Dsbt,  Debt,  Despair) に 在る 人々 の隱れ 家と 冷評した 様な 町で 

あります。 それに 彼 は、 實際、 贫 しく 且つ 病んで 隱退 しました。 さう して、 一時 は 病氣が 重って 半身 不隨 になり、 

起臥に 苦しむ 程の 有様で したが、 一八 七 六 年 五十 七 歳の 時， 彼が 詩集の 笫六版 を 公け にす るに 至った 顷 から や- T 

恢 役して 歩行 も自. e になる 様になつ たので、 町の 近くに ある ティン バ I タリ ー ク とい ふ豁 谷に 行って 北 ハ虚の 自然 

を樂 しむ 事に n を 過し ました。 「そこに 行く の は 誰 だ-粗 剛で、 奇怪な 裸 體の 姿で 彷徨 ひ、 春に 森の 中に 來る大 

きな 馴鹿の 如くに 彷徨 ひ、 一所 不 住の 自然の 如くに 粗剛 で、 ボ HI  メ ゃスゥ HI デン ボルダの やうに 奇怪で、 樂^ 

に 於け る アダムの 如く 裸體で 彷徨 ひ 歩く もの は 誰 だ、 お X、  .E 然に 於け る樂 しく も 健全な 靜 かな 裸 體 よ！」 と、 

彼-::: 身が 云って ゐる 共の 心 持 は、 實に 其の 頃の 彼の 心 持で ありました 。彼の 詩作 は 健.： g と 反比例に 益.， 盛に 行 はれ 

ました。 さう して 彼の 人 W は 大きく. OH 然に豐 かに 纏まって 行って 殆ど 聖者に 近い 様な 域に 近づきつ & ありました〕 

一八 七 九 年 六十 歳の 時には ゃ& 健康 を 恢復し、 紐 宵で リン コ ルンの 爲 めに 記念 H 演 をしたり、 n ツキ， ー マウ ン 

テンの 方 迄お い 旅行 をしたり、 翌年 は カナダの 方に 行ったり、 共の 又 翌年 は ボストンから ゥ ヱ スト. ヒルに 行って 

& えて 久しい 故鄉の 山河 を 訪れ、 自分 を 最初に 認めて 炎れ た、 老袞 期に 入った h マァソ ン にも 會兑を 遂げました 
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有^ 武郎仝 集 ^六 卷  四 〇 六 

〈「正義の 人、 自己の 上に 築き， すべて を 愛し、 すべて を 抱き、 太陽の 如く 健全に して、 透徹」 と、 彼 は 其の 時の 

エマ ァソ ンを 讃美して ゐ ます；^ 一  八 八 二 年、 六十 三の 秋に、 "specimen  Days  and  Collect" が 出版され ました。 

かくて 流石の a  I ファ I も-：::: 分の 小さな i が 欲しくな つて、 ミツ クル 街の 三百 一 一 十八番 地に 小さな 家 を 借 受け 

ました。 さう して、 マリ ー. ダヴ イスと いふ 婦人と、 ヮ ー レ 1*フ リツ ティン ガ ー と. ボ I リ I とい ふ 駒鳥と、 ヮ ツチ 

とい ふ 犬と. 一匹の tJ 鹉と、 黑 猫と、 力 ナリヤと を 家族に して 靜 かな 家庭が 作られました。 此の さ X やかなる 幽 

接 は， 色々 な 意味に 於て の 好き サ マリア 人の 訪問 を 受けて 靜 かな 賑は しさ を 加へ ました。 

一八 九 一年、 十二月の 牛ば に、 風邪に 罹って 右 肺に 锨衝を 起して、 甚だしく 苦しみました。 バックと いふ カナ 

ダの 醫師で 同時に 鋭敏な 心理 祭^ や 、バ， '口 ー スゃ、 ハ I ネット や、 トラウベ ル 等が 龊 けつけ て 日夜 看護し まし 

たが、 殆んど 瀕死の 狀 態で 其の 年 は 暮れました。 翌年の 一 月に は 少し 恢復の 徵 候が 兒ぇ、 二月の 六日から 七日に 

かけて は 諸 友に 最後の 訣れを 告げました。 すべての 病苦 困苦の 中に あっても 詩人の 鍛 へられ 高められた 魂 は、 更に 

搖らぐ 事な く、 三月 二十 六日 土曜日の 夕方、 春雨の 靜 かに 降り 濺 いで ゐる 中で、 右の 手 を 自分の 愛する トラウベ 

ル の 右の 乎に 託しつ- -靜 かに 此の I を 去りました。 髮も髭 も 雪の 如くに 白く、 生前から ジ ュピタ ー の 様 だと 云 はれ 

た 刻みの 大きい 其の 顔 は、 永遠の 平和の 姿に 安々 とすべ て を 託した 落着き を 見せて、 靜 かな 輝き を もって ゐ たと 

いふ 事です。 越えて 三十日に ハ ー レ I の 墓地に 葬られました。 遺骸 は 親友 等と 三千の 民衆と に 送られました。 フ 

ラン シス * ウイ リア ムスが 式 を 司り、 孔子、 ゴ ー タマ、 キリスト、 コ ー ラン、 ィ ザャ、 セント • ジョン、 ゼ ンド， ァ 

ヴ H スタ， 及び プラト，' の 中から 句を拔 いて 朗讀 し、 パ I ネット、 ブリン トン、 バック、 イン ガソ， 'ル 等が 追弔の 

演說を しました。 其の 曰 は、 天氣が 晴れ渡って ゐて、 春に なつてから 渡って 來た Blue  bird が あちこち でさ.^ 鳴 

きをして ゐ ました。 生前、 詩人の 無二の 友であった ピ ー タ！ ドイル (南 軍に 屬 した 兵士で、 後 電車の 車掌と なり、 


激しい ボの 一 夜、 iahM: で ホヰッ トマ ンと 語り合つ たのが 緣の 始まりで、 その後 も 始んど 父子の やうな 柄に あった 

人) は 物々 し，、^ 泶ゃ^ 式 を 知ら ぬげに 人々 から 離れて 一人 靑萆の 上に 孑 然として 孤 坐して 居た とい ふ 事です。 

ホヰッ トマ ンが殘 してお いた 詩の 一 つ に、 

T 喜べ！ 船 子よ —— 喜 ベ よ！ 

(魂にまで^ しんで、 死に 臨んで、 わし は 叫ぶ) 

わし 等 の^は m ぢた —— わし 等の 生 は 始まった、 

おい、 おい 繋舶を わし 等 は 見捨てる の だ、 

船 は 遂に. GE.E だ I 彼女 は 飛ぶ！ 

彼女 は 岸から 遠ざかる、 

喜べ！ 船 子よ、 喜べよ！ 」 

とい ふの があります。 彼 は 現世の 桎梏から 放 たれて、 遠く 永遠の 旅程に のぼると 共に 私共の 懐に 近々 と， tt つて 來 

たのです。 

斯くて ホ ヰット マン は 一 度 死んで 仕舞った のです が、 私 は 今晩もう 一 度、 彼 を 此の世に よみが へらせて 私 相 常の 

引き 八：： せ を 諸^に 致したい と 思 ひます。 昨夜の 講演で 彼 は 口 ー ファ ー の タイプ を 持った 人 だと 云 ひました が、 尙 

ほ 北 ハのぉ へ を 徹底す る はめに 一 言附け 加へ て 置きます。 口 ー ファ， 'の 型に も 良い 所と惡 い 所と 兩面 があります。 

口 1 ファ ー に 封 立す る 主義の 人に 於て、 それが 良くなる 場合に は： 止義の 使徒で あり、 惡 くなる 場合に はフ アナ ティ 

タク ス卽 ち^：：! おが 出來る 様に、 口  I ファ ー も 善くなる 場合に は、 優れた 人生の 達人と なります が、 .忠 くなる と 
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デカダン ともなり、 フィリス ティンと もなります。 前の 例に 倣って 基督 時代の タイプで 云 ふなら、 主義の 人の 墮落 

したの は パリ サイ 人で あり、 口 ー ファ ー の墮 落した の は サド カイ 人であります。 か.^ る隨 落した 口 ー ファ ー は 生活 

が 外的に のみ 止まる 蔡 から、 又 性格の 卑怯から 生活に 對 して 忌むべき 沒 交渉の 態度 をと り、 .CII 分 一個の 安 惯な趣 

味 を 以て 終始し ます。 か-る 人 はー昆 極めて 寛大で、 いかなる 事に 對 しても 公平無私で あるかの やうに^ えます 

けれども、 それ は畢兗 生命に 對 する 熱情の 不足と、 眞劍 さの 足らない 所から 來てゐ るので あって、 その 人の 生活 

に は 外面との 接觸點 にも 何等の 熱 を 起さす、 內 部の 生命に も^に 火が 燃えて ゐ ません。 ホ ヰット マン は。 I ファ ー 

では ありました けれども、 決して か &る タイプに 墮 落した もので はなく、 さう 云ふ點 から は 立派に 救 はれて ゐる 

人で ありました。 

伹しホ ヰット マン は 口 ー ファ ー である 以上、 第 一 に、 自己の 生命の ュ  一一 I ク である こと を 主張し、 又 凡ての 人に 

同じ 事 を 許さう としました。 從 つて 彼に とって は 人間の 生活 を 外部から 規律しょう とする 制度 は 無益で あるか、 

少 くと も惯値 少 きものと して 映 じました。 彼 は 人生の 無政府主義者です。 無政府主義と 云 ふ 言葉 は 現今に 於て は、 

社^制度に 就いての 主張と して 考 へられて ゐる やうです が、 それ はもつ と 根柢 的な 意味に も 用 ゐられ 得る 言葉で 

あって、 生命 そのもの & 方向 を 指す 場合に も 適用され る もの だと 私 は 思 ひます。 例へば 普通 用ゐら れてゐ る社會 

無政府主義と 云 ふ 二つの 主義の 區別は 結局、 社會 生活の 改造、 實 現の 方法の 相違から 来た ものであって、 

社會 主義に あって は 有産階級が. 21 己 防衛の 爲 めに 造り上げた 政府と 云 ふ もの を 利用し、 これ を 無産階級の 手に を 

さめて^ 產 階級 撲滅の 其に 供しょう とし、 冇產 階級 撲滅の 曉には その 階級の 所産であった 政府と 云 ふ 機關は 自然 

に 消滅して そこに 無政府 共， M の實 現が 成就せられ るの だと 主張し、 無政府主義者 はか \ る 過程 を 無視して 直ちに 

政府と 云 ふ 機關を 撲滅す る ことによって 有産階級の 倒壞 を將來 する ことが 出來 ると 考へ てゐ る。 そこに この 二つ 


の^^ の 相^が あると 通^ 考 へられて ゐる やうであります が、 私の 考 へる 所に 誤りがなかったならば、 か \ る 二 

っの考 へ 方を驯 致す るに 到った その 根柢に は， 更に 性格 的な 相違が あると 思 ふので す。 か \ る 二つの 異 つた 說を 

机み 上げる に 至った 人々 の 性格に、 卽ち 生命の 方向に おの づ から 異 つた 方向が あつたの だと 思 ひます。 換言 すれ 

ば、 私の 造語に 從 へば、 社會 主義者 は 主義の 人と 云 ふ 型に 屬し、 無政府主義者 は a 1 ファ I であるの です。 それ 

だから 社 今-主^^: の：：： 指す 所と 無政府主義者の 目指す 所と は 一見 プ n セ スの 相違であって、 終極の 狀態は 同 一 の 

ものである 如くに 见 える かも 知れません けれど、 そこ をもう 一 つく^り ぬけた その 奥に は、 氣 持の 上に 或る かけ 

隔 りが 存在して 居る と 思 ひます。 

か &る意 味に 於て、 ホヰッ トマ ンは 一 人の 口 ー ファ， I でありました。 彼の 子供 じみて 兌え る 迄に 崇高な 健全な 

人^的の 心 は、 现 在の 生活の 内に 直ちに 自由な 生活の 要求 をし つかりと 結び 附 けました。 そこに 考 へられ 得る 凡 

ての 陣礙、 凡ての 實行 難、 さう 云 ふ もの を 彼 は 目に も かけすに 人間の 心の 內に 誰に でも 潜んで 宿って ゐる 紛ら は 

し 難い 要求 を 明ら さまに 申出した のです。 彼 は 手 加 减を加 ふべき 必要に せまられる 程に 惡 擦れして ゐ ませんで し 

た。 子供が 欲する 所 を 云 ひ 表 はす あの 態度、 それ は經 驗の爲 めに 心に 桎の掛 つた 大人から 見る と， 如何にも 我^ 

な、 場合 を 知らぬ 放言の 様に 聞こえる けれども * 結局 さう する より 仕方がな いと 思 はせ る やうな その子 供の 態 庞 

が、 乂 實にホ ヰット マンの 態度で ありました。 若し 天地創造の 役に 疲れて、 年老いた 祌 があった としたら、 此の 

^人の 大きな わめき 聲を 聞いて 一度 は 眉 を ひそめ、 次に 破顔し、 次に 他の 詩人 達の 世馴れた 滑らかな 言葉 を 斥け 

て 此の 詩人の 荒々 しい 言葉 を 取り上げ はしなかったら うかと 私 は 思 ひます つ 

ホ ヰット マ ン はかくて 一 人で 歩きます 。ホ ヰット マ ン の追隨 者た らんと する 人が あったならば、 その 時には ホヰッ 

トマ ン はもう 理解され 得ない 人と なって ゐる譯 です。 なぜなら 彼 は 誰に も 追隨し 誰から も追隨 され 得べき 人で は 
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. ない のです から。 これ はホ ヰット マ ンを 理解す る 上に 第一 に 注意して か^- ら なければ ならない ことです。 かうな 

ると 今夜 私の する. 一番い. ^こと はこ-^ で 演壇 を 下って しま ふこと になります。 然し、 そんな こと をす ると ig 事の 

方から 苦 SE が 出ない とも 限りません から、 仕方なく これから 彼の 此處 彼處 をぬ き讀 みで もして、 詩人 自身からの 

. 暗示 を 提供す る ことにしようと 思 ひます。 

これ は 彼の 詩 を 味 はふ 上の 最上の 指針になる 言葉 だと 思 ひます。 同時に 彼 は、 

： Thus  is  no び ook.  He  wlio  touches  .Tills,  touches  a  man. こ 

「これ は 害 物で はない。 これに 觸れる もの は 人に 觸れ るの だリ」 

とも 云って ゐ ます。 卽ち この 詩集 はホ ヰット マン 以上に ホ ヰット マンであります。 彼 は實際 彼の 生涯に 於て この 

詩 狼 以外に は 少しば かりの 散文の 外に 絕對 的に 何物 をも殘 さなかつ たと 云って ぃ& のです。 彼に は 一 人の 文字 も 

讀 めない やうな 老母が あった 外、 愛すべき 妻 もな く、 子供ら しい 子供 もな く、 家ら しい 家も殘 しません でした。 又 一 

つの インス ティ チュ I シ ヨン も殘 して は 行きませんでした。 その 事 を考 へる と 誰に でも 悲壯な 感じ を與 へる でせ う。 

(講演^ は ホヰッ ト マン の 詩集 を聽 衆に 指しつ &) この 人のお 話 をす るに つけて 思 ひ 出す の は 私が 初めて この 本 

- を 乎に 入れた 時の ことです。 私 は 今から 十 叫 五 年 前 ポスト ンの 近傍に ある 風變 りな 米國 人の 辯 護 土と 共同生活 を 

して ゐ ましたが、 私が臺 所の 仕事 をす る その 代惯 として • 彼 は每晚 私の 爲 めに ホ ヰット マンの 詩 を 一 つ 二つ 讀ん 

で 聞かせて^ れ ました。 口 本に ゐる 時分から 内 村鑑 三、 高山 林次郞 諸氏の 書いた もので この 詩人に 就いてはお ぼ 

ろげ な 知識 は 持って ゐ ました けれども、 他の 詩人と どれ 程變 つた 特色 を 持つ 人で あるかと 云 ふこと は 解ら すに ゐ 


たので、 その； S 護士 から 朗讀を M くと 驚かされて しま ひました" 第 一 言葉の 調子が、 全く 今まで^き 馴れない もの 

でした" その. 2： 容は輝 •！§ っぽい^ 識 的な もの \ 様に 見えて、 しかも それが 蕪雜に 表現され てゐ るかの 如く 思へ た 

ん です。 けれども 然し 何處 にか 强く人 を 引きつけ る 力 を 持って ゐ ました。 さう して その 詩 を 聞き馴れて ゐる閗 に 

何が その 巾の 源で あるか をお ぼろげ 乍ら 理解し 得た やうに 感じた のです。 それ は 彼の 思想 も 言葉 も 極めて ュ 一一 1 

ク であると 云 ふこと です。 卽ち 彼の 感覺、 彼の 知識、 彼の 欲求が 純 粹に彼 自身の ものであって 決して 他人の もの 

でない とい ふこと です だから 一 つの 平凡な 言葉 も 一 つの あり 來 りの 思想 も 新たに 力が 燃え 出した やうな 新鮮 味 

と 力と を 持って ゐ ます。 人の 生命の 奥底に 直接に 觸 れて來 て、 それ を搖ぎ 動かします。 そこに この 詩の 不思議な 

^力が あるの だと 私 は 知りました。 で 私 も その 一 冊 を 得たい と 思って ポ ス トン の 大きな 喾店を 一 一三 軒搜し 廻り ま 

したが， 桥頭は 1： 蔑した やうな 顔 付で、 そんな もの はこの 店に はない と はねつけた ものです。 或る 町 は づれの 小 

さな 卜：：：. 仏で 私 は 漸く それ を 兌附け 出しました。 そこの 內には 怪しげな 本ば かり ある 所で， 亭主で ある 爺さん は 私 

をお の 端に つれて 行って、 その 當時 發賣を 禁止 さ れてゐ た トルストイの クロイツ ヱル. ソナタの 全 譯本を そっと 示 

して、 それ も 一所に n はない かと 云ったり などした の を^え てゐ ます。 その 當 時です らホ ヰット マン は 米！； の 一 

般社^ に はかくの 如き^ 待 を 受けて ゐ たのです。 今でも 彼 は 恐らく は自國 人に よってよりも 歐 大陸に 於て より 多 

くの 知己 を 持って ゐる やうに 兌え ます。 

ホヰッ トマ ンはロ ー ファ ー であった が 故に 彼に は 堂々 たる 題目 を 掲げて 詩 を 作る と 云 ふやうな こと はあり ませ 

ん でした。 大抵の 詩に は その 笫 一行の 文句が 軍に 符牒と して 冒頭に 揭 げられ てゐ ます。 彼の 作詩の 態度 はよ く 次 

の s に 認められ ると 思 ひます。 
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Beginning  my  studies,  the  nrst  step  pleaVd  me  so  much, 

Tlie  mere  fact,  consciousness I these  lorms I the  jiower  01 motion, 

T-ile  least  insect  or  animal I the  senses —eyesight I love, 

Th ひ first  step,  I  say,  aw、d  me  and  pleas, d  me  so  much, 

I  have  hardly ゃ—ne,  and  hardly  wish、d  to  go,  anv  ^p^.s^ 

But  stop  and  loiter  all  the  time,  to  sing  it  in  extatic  songs. 

「私が 觀^ を 始める とき 第 一 歩 は 私 を ことの 外 喜ばした。 

^なる 事實、 意識 I これらの 形態 II 運動の 力 

いさ \ かな 蟲叉は 励 物 —— 觸覺 II 視力 I 愛、 

设 初の 一 歩 は K にことの 外 私 を 驚かし 喜ばした ので、 

私 は 歩み 出す や 否や 更に 遠く 行く 心 もな く、 そこに 長く ^ まり さまよって、 有頂天に 歌 を 歌 ふの だ。」 

こ.^ に 彼の a  ！ ファ ー である 氣 持が 遣 憾 なく 現 はれて ゐ ます。 彼 は 行き あたり ばったりに 彼 を迎 へ る 者に 對し 

て 舰ハ味 を そ &られ ると 何事 を も棻て 去って そこに 坐り込む やうな 人でした。 彼 は そこで 前人の 誰もが 感じな かつ 

た 様に それ を 感じました。 さう して それ を 誰もが 云 ひ 表 はさなかった やうに 云 ひ 表 はしました。 或る人 は 「草の 

葉」 が 持つ 格調 は 在來の 詩の リズムと は 違って、 風 や 波 や 空の 雲が 持つ リズムと 甚だしく 似通った ものが あると 

云って ゐ ます e あの 一 见 勝手 氣 儘に 兌え る、 彼の 詩體を 造り上げる 爲め にどれ 程の. 21 然に對 する 深き 哲察を とげ 


たかは 彼 以外の 人々 の 恐らく は 想像し 得ない 所ではな いかと 忍 ひます。 力 ー ぺ ンタ ー の 云って ゐる 通り ホヰ ット 

マン は 佻 典に 精通して ゐる譯 でな く、 歐洲の 古典 を 諳んじて ゐる譯 でもな く、 义外國 語に 馴れても ゐ なかった か 

ら跋く 現代の 文學を 漁った 譯 でもありません が、 併し 詩人ら しい 直覺を 以て それらの もの &眞髓 を 十分に 抑へ て 

ゐ たこと は おぼろげに 窺 はれます。 いかにも 彼の 詩 體 はい さ X かも 共 等の ものに よって 煩 はされ けがされて はゐ 

2 

ません。 かく 现象を 或は 生命 を 第一 義 的に 攝 取す る 點 から 力 ー ぺ ンタ T は 二つの 特色が 表 はれて をる とい ふこと 

おして ゐ ます。 その 笫 一 は 凡て の 存在の 极牴 になって ゐる 所の 個性に 對 する 非常に 確かな 意識であります。 

こ 丄はホ ヰット マ ン 以前で も "主張した 人は澤 山あります が、 ホヰッ トマ ンはホ ヰット マ ン らしい 昆 方で その^ 厳 を 

は 極めて ゐ るので す。 侗 性に 對 して 立てられた 普遍性 を考 へる と 個性 は 何と 云っても 結局 普遍性の 內に吸 ひ 込ま 

る：^ きもので あると 考 へられる 倾 きがあります。 卽ち 普遍性が あっての 個性と 考 へられる 倾 きがあります。 近頃 

の-マ：：， で 云へば 僴 人と 環境との 關 係の 如きが それです。 科學の 立場から 云へば 此の 瑗 境に は 極大な ものが あって、 

侗人は その 力の 前に は無惯 値な ものと も^られないで はありません が" ホヰッ トマ ンは 理解 ある 科學の 讃美 者で 

あつたに も拘ら す、 侗 性が 資 在の 基礎であって、 そこから 出發 して 個性の 要求と して の 愛、 それが 環境に 働き かけ 

て 或は 戀愛 となり 或は 友情と なり そこに 內在 的な 共同生活の 相が 成り立つ ので 環境の 固定 化した 所産で ある ィ ン 

ス ティ チュ I シ ヨンが 侗 性の實 質 を 造る ので は斷 じて ない と 云 ふこと を 自分の 侗性 そのもの を 通じて 實證 して ゐま 

す。 笫 二の 點は 4: 象と 云 ふこと であります。 ホ ヰット マン は 如何なる 場合に も觀 念に 立脚して 物 を 見たり 考 へた 

りする ことはなかった。 祌を考 へる 揚合 にも 神はホ ヰット マン 自身の 延長と しての み 存在の 可能が 許された- だ 

から 或る 一 つの 觀 念が 美しい 詩の 衣 を 被せられて 表出され る (英國 の 詩人な どに よく 见られ る 如く) ことなく、 

U 人の 生活 そのもの & 端的な 具象 化が 一 つ の觀 念と なって 表 はれて ゐる 結^に なって ゐ ます。 言 ひ換 へれば 彼の 

ホヰ ウトマン^ 就いて  四 一 三 


お^ 武郞^ a  ^, 六卷  四 一 四 

曾^ は 在來の 概念 を 盛 るに は 適せす して 彼 自身 の 實感 の 表象 としての み 意味 を 持 つて ゐ ます >  故に その 言葉 は 一 

見 如何に 蕪雜 であっても 他の 滑らかな 言 薬に よって 遛き換 へられる 時にはもう 生命 を 失って 仕舞 ひます。 例へば 

"Whitman  a  cosmos" とか -liquid  tree" とか " Device  average  " とか "tsdy  electric" とか Huve  and  "  Thou 

ghtful  night" とか 7  Athletic  Democracy" とか 云 ふ 1  一一 C 葉な ど は 不思議な 用法で あるに も拘ら す、 他の 言葉で は 

決して 言 ひ^はす ことが 出來 す、 ホ ヰット マ ン でなければ 用ゐる ことの 出来ない 言葉であります。 

私 は 力，' ぺ ンタ ー の 注意した 二つの 點に 加へ て 更に、 第三の 點 として 健全 性 (robustness) とい ふ 一 事 を 附け加 

へたい と^ひます。 健全 性と いふ^ は 現代の 私 どもに とって は 殆んど 異邦の 言葉に なりました。 社會 生活の^ 調 

の亂れ の爲 めに、 如何なる 階級に も 不健全な 要素が 浸み 込んで 來 て頹廢 的な 病的な 傾向 は 生活の 心髓 まで 浸み 通 

つて ゐる やうに 兌え ます。 健全で あると いふ こと は 呪 ひの 言葉で ある やうに さへ 考 へられます。 健全な 人 は社會 

全 體が^ 邦人と して 敵視す る やうな お 様に 進んで ゐ ます。 さう して 恐らく はこ の 感じが 一つの ハル シネ ー シ ヨン 

むし は 

となって、 腐り かけて ゐる 私共の 心 を强く 蝕んで ゐ ます。 私達 は實際 以上に 不健全で あると 意識し、 そこに 苦し 

み、 そこに 嘆き、 しかも そこに 誇り を 持ち、 それ を 誇張して 生命 を 築き上げ るの を、 本質的な 事で ない とするな 

らば、 少く とも 必至 的な ことで あると 思 ふやう になって ゐ ます。 しかし これ はホ ヰット マ ン の やうに 世紀^! 的な 

イリ ュ ー ジョンから 解放され てゐる 人に とって は戒 むべき 事象で あらねば なりません。 彼 は 外面の 習俗に よらす、 

內 部からの 要求 によって この 忌む ベ き 傾向に 對し て 徹底的 に 反抗の 聲 を擧げ てゐ ます。 彼の デモ クラシ ー の 主張 

は實 にこの 健全 性へ の 要求から 湧き出した ものであって、 或る 革命家の やうに 世紀末の 病的な 傾向が もたらした 

不平 不滿の 衝動から 來 たもので はありません。 ホ ヰット マ ン 自身が 生來 非常に 健全な 體 質と 心との 持主であった 

と 云 ふこと にも 原因 は あるで せう が、 彼 は 地から 生まれ 地に 育て上げられ、 地の 睿智に よって 練達した やうな 人 


^に對 して 殊に 引きつ けられました。 彼の 詩の 中に、 

「 一 千の ^全な 力と 女と が 現 はれる、 

その 各よ のま はりに は、 友達の 群れが 集まる、 

而 して 快活な 小 兒と靑 春と が、 さ & げ もの を 持って」 

と 云って ゐる ものな ど は、 简叫に 彼の 健全 性に 對 する 氣持を 表 はして ゐ ると 思 ひます。 

彼 はすべ ての 不健全な 生活の 屮に， その 不健全 さ を、 巳む を 得ざる 事と し、 或は 寧ろ 誇りと し、 たま/. \ 健全 

を說 くもの がゐれ ば、 それ を 敵視しょう とさへ する 此の 奇怪な 現代に 生きながら、 彼 は 憚る 事な く 大膽に 健全 性 

の を^ 調し、 此處 にの み 人類の 救濟 はつな がり、 誠の 意味の デモ クラ シィは 成り立ち、 人類の 眞の 欲求 は 芽生え 

ると 歌 ひ、 その はめに は、 あらゆる 誤解と 非難の 中に， 所謂 物質， 所謂 肉、 所謂 罪惡、 所 誚 悪 德に對 して、 鋭い 

ぉ-ぉ の^を あげました。 此の 點は ホヰッ トマ ンを现 解す る 上に 見の がして はならぬ 所 だと 思 ひます。 

それから、 も 一つ 笫 叫の 特徴と して 此處 に擧げ るべき は、 ホ ヰット マンの 持って ゐた 心と いふ 事です。 卽ち彼 

い：：： m 的ム 面であります。 彼 は 決して セン ティ メンタルではなかった。 物 を 或る 先入主 觀を 以て、 愛佾 し、 或は^ 値 

づけて、 共 處に. o 分ー侗 の^々 しい 滿足を 求める と 云 ふ 様な、 女々 しい 態度 は 彼に はなかった。 彼 はいつ でも 僻 

兑 なしに、 佝 にぶつ かって 行きました。 そして 其處 に、 愛すべき ものが あれば、 心 を 極めて これ を 愛し、 悅 むべ 

きものが あれば、 恐る、 事な くこれ を IE みました。 然しながら ホ ヰット マン は 何とい ふ 大きな、 むの 持主であった 

でせ う。 小兒が 凡ての 物に 對 して、 先 づ祌の 様な 驚き を 現 はし、 次に 藝術 家の 様な 興味 を 感じ、 さう して 少女の 
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様な 愛撫 を與 へる、 その 様な 自然な、 大きな、 、こだ はりの ない 態度が 彼に はありました。 それ故に、 私 等に とつ 

て は 忌むべく 憎むべく 嫌 ふべ く 映す る ものが、 彼の 前に は 全く 姿を變 へて 現 はれた 様に^え ます。 

「私 を 通じて 禁ぜられた 聲々 が、 

性と 淫 慾の 聲々 が ！ 面紗 された 聲々、 

而 して 私 は その 面紗を 取りの ぞく、 

不淨な もの \ 聲々、 それ は 私に よって 淨 化され、 變容 される」 

とい ふ 様な 調子の 表現 は 彼の 詩の 到る 處に拾 ひ 取る 事が 出来ます。 

もっと 具體 的な 事 を 云 ふと、 彼の 戀愛觀 について 云 はねば なりません が、 奇妙な 言 ひ 方 かも 知れません が、 彼 

は 女性と 男性と に對 して、 等し 並みに 私達が 戀 愛と いふ 曾 葉で 言 ひ 現 はし 得る 様な 感じ を 持って ゐた 様に 見え ま 

す。 ホ ヰット マ ン の 詩を讀 むと^に 二三の 揚合を 除く 外 は 女性に 對 する 讃美 は、 具體 的な 言葉で は 云 ひ 現 はされ て 

はゐ ません。 彼が 戀 愛の 詩 を 作る 時には、 特に 或る 一 人の 女性 を對 象と はして ゐ すに、 女性 そのものに 對 して 云 ひ 

かけて ゐる 様な 形が あります。 彼 は 優しい 華やかな 女性、 私達が 概念的に 考 へて ゐる德 性 を 持った 女性 を 謳歌す 

るよりも、 寧ろ、 生產の 大きな 源で ある 力と しての 女性 を ET 且つ 感じて ゐ ました。 彼に は 女性が 一 つの 祌祕 とし 

て 映 じました。 彼の 女性 は强 健な 肉の 持主であって、 馬に 乘り、 舟 を 漕ぎ、 水 を 泳ぎ、 男性の 完全な 伴侶であって、 

男性の なす 所の もの は 何事で も爲 しうる 様な 力 を 有し、 さう した 偉大なる 人類の 子孫 を 生み、 それ を 保護し 完成 

する 母で ありました。 彼は從 つて か k る 女性に 對 して 愛に よって 固く 結び付けられた 肉の 要求 を 投げ かけ、 その 


^と 肉との 完全な 抱擁 を 世の 何物に も增 して 力強く， 美しく、 すばらし いものと して 歌 ひました。 

w±i に對 する 彼の 戀愛 は、 アデ イング トン. サイ 乇ンズ をして、 詩人が 性的 顚倒 者で はない かと 疑 はしめ た 程に 

性的 な^じ を 起させる ものであります。 彼 は ほと，， （-、 女性 以上に 男性に 惹 きつけられて ゐた樣 に 見えます 。カラ 

マ ス とい ふ题の 下に 集められた 多くの 詩 は 凡て 彼が 男性に 對 する 憧憬 執着の 情 を 歌って ない ものはありません。 

然しながら 女性に 對 する 戀 愛から 男性の それに 移って くると， 彼 は 肉の 世界から 段々 と 離れて、 淸ぃ ほがらかな、 

精神的の^ 情に 移って 行きます。 彼 は 其處で 現世 的な 桎梏から 徐ろに 解放され、 淨 化された 力強い 自然の 牽引力に 

よって、 彼の 伴侶と 結び付きます。 彼の 不思議な 造語の 一 なる camerado  (伴侶) とい ふ 言葉 は彼獨 得な 此の 氣持 

を 現 はさう とした ものであるに 遠 ひありません。 彼 は 此處に 人と 人との 一 番 正しい 契合 點を 見出しました。 さう 

して 此虚 から、 その デ モク ラシィの 主張 は發 足して ゐ ます。 此の 結合に よって 人と 人との 間 を 滑らかに し、 さう 

して H 、^から 生活の 一 番 正しい 交 饗樂を 作り出さ うとして ゐ るので あって、 互に 自由 を 許し 合 ふ 人々 の 自由なる 

社^^活が 共虚に 美しく 夢見られて ゐ ます。 

^後に^ 五の 特徴と して ホヰッ トマ ン の祌祕 的な 方面と 詩 格と を 簡單に 申し述べ たいと 思 ひます。 私達の 持つ 

てゐる 習俗 的な 觀 念に 從 つて、 ホヰッ トマ ン の 詩 を通讀 した もの は、 その 餘 りに 散文的な 表現に あきれる かも 知 

れ ません。 共 處には 神^的と か 象徴的と か稱 せらるべき 何物 もない かの 様に 見えます。 然しながら 私の 考 へる 所 

こ" にへば、 ^人が 平凡な ものと 見惯 はして ゐる 事物 も 思想 も、 その 儘に 神祕 的な ものであって 單に それが さう 感 

ぜられ ないだ けの 事です。 此處に 此の テ ー ブ ル の 上に 一つの コ ッブが 載って ゐ ます。 それ は何處 にで も ありうる 現 

象です。 それが 故に 人 はこれ を 平凡な 事で 何等の 不思議 もない と 思 ひ 込んで 仕舞 ひます。 然しながら 心の 立場 を 

一 寸 動かして 御覽 なさい、 此の テ ー ブルの 上に 此の コ ッブ が斯く 存在して ゐ ると いふ 事 は考 へても 考 へても、 とて 
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も考へ 及ばない 一 つの 不可思議ではありません か。 私達 は 神 秘 を 提出す る爲 めに 何も 世に 稀な 出来事 を 持って く 

る 必要 は 少しもない。 あるが 儘で 凡て は 驚く ばかり 神祕 的です。 唯 私達 詩人なら ざる もの \ 心 は 同じ 認識の 繰り 

返しに よって 鈍り 切って ゐ るので す C 詩人 は それ を 新しい 目で いつでも 見る のです。 睦の盡 きる 所に は何處 にで 

も粱 ての ない 海が 連って ゐる 様に、 事物の 奥底に は 必す神 祕が隱 されて ゐ るので す。 ホ ヰット マン は 彼の 詩人 的 

本能に よって、 大きく 斯 かる 契機 をつ かんで ゐ ます。 彼の 詩の 處々 に は、 彼が 强 ひて それ をた & まない 部分に、 

私達 は 今迄 見慣れない 様な 祌祕 的な 表現 を 見出す 事が 出来ます。 これ は 彼の 詩 を讀む 人に よって 往々 閑却され て 

ゐる 事です から 一 寸 申し 添へ ました。 

ホヰッ トマ ンが敍 事 詩人と して 秀でて ゐ ると いふと、 人 は 亦 これ を 疑 ふか も 知れません。 然し 簡潔な 手法に よつ 

て 描き出される 事象 は、 宛ら 彫刻の 様な 立體 的な 感じと 確實な 面と を 持って、 はっきり 描き出されて ゐ ます。 そ 

れは 彼の 有する 言葉が どれ 稃、 內 的な 生命に よって カづ けられて ゐ るかと いふ 事 を 語る 良い 例 證のー つです。 さ 

う 云 ふ敍事 的な 所に 來 ると 眞に 一 字も增 減す る 事の 出来ない 樣な 言葉の 見事な 排列が あります。 それらの 例 は 日 

本 語に 譯 する 事 は 出来ません が、 此處に 二三の 例 を朗讀 する 事に しませう。  . 

斯く 中し 述べて 來 ると ホヰッ ト マンと 云 ふ 詩人 は何處 から 何處 まで 完全 無缺な 詩人であった 様に 思 はれる 方が 

あるか も 知れません が 生 意 氣な樣 です が 私は必 すし もさう だとば かり は 思って ゐ ません o 彼 は 一 人の 先驅 者です。 

彼 は 詩 を 徹底的に 改造し ました。 今迄の 概念から 詩 を 全然 解放し ました。 彼 は〗 字と 雖も 先人の 用 ゐた樣 に 用 

ゐ まいと いふ 覺 悟で 出 發 しました。 これ は 絶大な 事業であります。 その 事業が 如何に 偉大で あらう とも ホヰ ット マ 

ン 一人に よって 完成 さるべき 害はありません。 一 つの 方向 を與 へようと した 詩人と して 彼 を 見る 時には 驚くべく 

偉大であります が、 その 方向 を 突きつ めて ゐ たかと いふ 點に 於て は、 彼 は 明かに 未成品です。 さう して 彼 は 十分 


に それ を 知って ゐ ました。 後から 現 はれて 來る 人々 に 彼 は その 大きな 任務 を 託して ゐ ます。 のみなら す 彼 は 如何 

なる 時に も 完成の 味方ではありません。 人に は 完成 はなく、 少く とも 完成 はあって はならぬ。 飛躍から 飛躍への 

近^が 私共の 生活であって、 その 頂點は 私共の 生活で はない。 これが いつでも ホ ヰット マンの 抱いて 居った 犬な 

る 主張です。 口 ー ファ ー なる 彼 は 完成の 曙光 を 見る や 否や 直ちに 其處 から 逃れ出て 行きました。 若し ホヰッ トマ 

ン を^ しく 理解しょう とするならば 此の 點が 正しく 理解され ねばな り ませぬ。 彼の 詩 も 亦 此の 立場の 上から 評價 

されねば ならない のです。 第一 の 個性の 主張、 卽ち 存在に 對 する 同胞 感の訴 へ、 凡ての 存在に 根ざしす る 個性の 

横 成 はいかなる 言葉で 彼に よって 表現され たかと いふに、 

「各々 の 贝は彼 自身に、 而 して 各々 の 女 は 彼女 自身に、 これが 過去と 現在との 言葉で あり、 不朽の ー一ーーロ 葉で ある。 

何人も 他人の 爲 めに 獲得す る こと は 出来ない、 —— 何人も！ 

何人も 他人の 爲 めに 生長す る こと は 出来ない， —— 何人も！ 

歌 は 歌手に 對 してぐ ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 来る、 

敎 訓は敎 師に對 してに ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 来る、 

殺人 は 殺人者に 對 して^ ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 來る、 

窃盗 は盜 贼に對 して^-ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 來る、 

や はせ 人に 對 して^ ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 來る、 

跗物は 贈る 人に 對 して e ある、 而 して 主に 彼に 歸 つて 來る、 —— 間違 ひなく、 

辯 や：： は 辯 者に 對 して^-ある、 演なは 男優と 女優と に對 して^ ある、 觀 客に 對 して^ はない。 
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何人も 彼 自身の 偉大 さと 善良 さの 外 は 理解 出來 はしない、 或は 彼 自身の 特長の 外 は。 

-Each  man  to  himself,  and  each  woman  to  herself,  such  is  the  word  of  the  past  and  present,  ana  the  word 

ot immortality; 

No  one  can  acquire  I〇r  anottler —— not  on ひ ！ 

ISTo  on ひ c,3  grow  for  another I not  on ひ ！ 

The  sg  is  to  the  singer,  and  comes  back  most  to  him; 

The  teaching  is  to  the  teacher,  and  comes  back  most  to  him  ； 

The  murder  is  to  the  murderer,  and  comes  t>aclc  most  to  him; 

The  theft  is  to  the  thief,  and  comes  back  most  to  Dim; 

"The  love  is  to  the  lover,  and  comes  t*acic  msot  to  him  ； 

"The  gift  is  to  the  dver,  and  comes  t>ack:  most  to  hlm—lt  cannot  fail ； 

The  oration  is  to  the  orator,  the  acting  Ja  to  the  actor  and  actress,  not  to  the  audience; 

And  no  man  understands  any  greatness  or  loudness  t*ut  his  own,  or  the  indication  of  his  own. 

(From  -  Carol  of  words.") 

とい ふやうな のがあります。 ホヰッ トマ ン はこの 詩の 中に、 個性が それ 自身に 於て 一 つの 有機的な 存在であって 

社會の 一分 子と しての みその 存在 を 確保 さるべき もので はない と 感じて ゐる やうに 見えます。 彼 は 生命と は 自 


分，：：：^ に對 する^ 俽 評定で あると 觀 じました。 凡ての 行爲が 畢竟 は それで あると 知りました。 凡ての 人が それ を 

^ つ て、 各よ が 幻影に 柿 へ られ すに か \ る 見方 を 徹底す る 處に眞 の 生活 は 始まる の だ。 「己れ より 出で たる もの は 

己れ に る」 と は 私達が 祖先から 聞かされて ゐる處 だ。 それ は眞理 であるに も拘ら す、 人 は それに 衣 を 着せようと 

す^。  ^^- に對 して はすぐ それ を その ま \當 て はめる が、 善事に 對 して は それに 衣 を 着せる。 而 して 善事 は それ 

が 他人に 3 する おめに のみ 行 はれる の だとい ふやう に 云 ふ。 ホ ヰット マ ンは そこに 虚偽の 假面を 見出す のです。 

ぉ：^ も，^ は^ 華 をな した 人に 歸 つて 來 るの だ。 それ は 功利的な 意味で さう あるので はない。 事の 本然の 經 過と 

して さうな るの だ。 他人に 善 をな し、 その 善の 他人に 歸 せられる の だとい ふやうな、 他人に 恩 を 被せる やうな 蟲の 

い、 おへ 方から 自分 を 解放し ろ。 而 して 凡ての 事 は 主に 自分に 歸 ると いふ 祌祕 な、 然し 否むべからざる 事實 にし 

つかりと 眼 ざめ よ。 人々 が 凡て この 事實 を自覺 した 時に、 他人に 恩 を 被せ 合 ふやうな 卑怯な 態度 は 消え去って、 

各よ が^.!::: の^ 味で の 謙遜な 心で 隣人と 交渉す る ことが 出来る やうになる だら う。 同時に 凡て の 個性 は獨 立した 

ま k で 他の 侗 性と 共.；^ する ことが 出来る だら う。 さう 彼 は 主張して ゐる やうに 私に は 思 へ ます。 

彼 はこの：^ 持から 出發 して 一人の 人間が 如何にして 創ら れ、 如何なる もので あるかと 聲 高く 歌 ひました。 

「私 はヮ ルト. ホ ヰット マン、 一 つ の 宇宙、 偉大なる マンハッタン の 息子、 

放^  (turbulent) で、 多肉で、 性慾 的で、 食 ひ、 飮み、 且つ 生み、 

殉 i£ の徙 ではなく I 女性に 超越し もせす、 叉 女性 を卻け もせす、」  , 

羞恥な きが 如く 無恥で もない。 

r の^^ をはづ せ！ 
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蝶番 ひから 戶 そのもの を はづ せ！ 

誰で あれ 人 を 卑しめる もの は 私 を 卑しめて ゐ るの だ。 

何事で あれ、 なされた こと、 云 はれた こと は 私に さしひ^く。 

私 を 通じて 流 射 は 流れ出で 流れ出で I 私 を 通じて 潮流と 示唆と は 流れ出で 流れ出る。 

私 は 原始的な 合一 一 一一 口 葉 を 語る —— 私はデ モク ラシ ー のしる しを與 へ る。 

ち ひた * 

誓 1ー 一口す る、 私 は 相對の 立場で その 相 對物を 持ち 得ざる 何物 を も 受け 容れ ない。 

私 を 通じて 啞默 した 多くの 聲々 が、 

長い 代々 の獄囚 と奴隸 等の 聲々 が、 

病める ものと 絶望せ る ものとの 聲々 が、 而 して 窃盗と 侏儒 達との 聲々 が、 

無限 時の^ 備と 蓄積との 聲々 が、 

諸 i の 星 を 繫ぐ鎖 -I 女の 胎と 男の 根との 聲々 が、 

他の ものに よって 踏み 躪られ た 人々 の權 利の 要求の 聲々 が、 

しみつ たれた、 平凡な、 魯 鈍な、 侮蔑に 値する 人の 聲々 が、 

空中の 靈、 糞便の 球 を 丸める 羽 蟲の聲 々が、 

私 を 通じて 禁ぜられた 聲々 が、 


性と 慾との 聲々 が II 面紗 された 聲々、 而 して 私 は その 面紗を 取りの ぞく、 

下 な もの、 聲々、 それ は 私に よって 淨 化され、 變容 される。 

私 は 指 を 口 にあて 、嘴む こと をし ない、 

私 は頭腦 と心臟 とに 對 してな す やうに、 腹部 を もやさし く 保つ、 

忭交は 私に とって、 死が 不潔で ない のに 等しい。 

私 は肉愁 と n 腹と 愁とを 尊重す る、 

兑る こと、 聞く こと、 觸れる こと は奇蹬 だ、 而 して 私の どの 部分 もどの 附纏物 も 奇蹟 だ。 

私の 内部 も 外部 も 共に 神聖 だ、 而 して 私が 觸れ、 觸れ しめる もの を 共に 神聖に する。 

腋の 下の 匂 ひ、 それ は 祈禱に まさって 芳しい 香 だ。 

この 頭 は 寺院、 聖典 及び 凡ての 信條 より 多くの もの だ。 

若し 私が 特^に 或る もの を崇拜 するとす るなら、 それ は 私の 肉體 及び その 部分の 擴 がりで ある だら う。 

" .Walt  "whitman  am  I,  a  Kosmos,  of  mighty  Manhattan  the  son, 

Airh>ulent.  fleshy  and  sensual,  eahng,  drinking  ana  breeding; 

No  sentimentalist I no  slander  at>ove  men  and  women,  or  apart  from  them; 

No  more  moaest  than  immodest. 

ホヰ ウトマンに 就いて  四 ニー j 一 
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Unscrew  the  locks  irom  the  doors! 

Unscrew  the  doors  themselves  irom  their  jambs  ！ 

wbioever  degrades  another  degrades  m ひ； 

And  whatever  is  done  or  said  returns  at  last  to  me. 

,rhroll。h  me  the  atHatus  surging  and  surging—through  me  the  current  and  index. 

I  speak  the  pass-word  primevalll  give  the  sign  of  democracy  ； 

By  God  ！  I  will  accept  nothing  which  all  cannot  have  their  counterpart  of  on  th ひ same  terms. 

Through  me  many  lon^  aumt>  voices  ； 

voices  of  the  interminable  generations  of  slaves  ； 

Voices  of  prostitutes,  and  of  deform 、ほ persons  ； 

Voices  of  the  diseased  and  despairing,  and  of  thieves  and  dwarfs  ； 

Voices  of つ vcles  of  preparation  ana  accretion. 

And  of  the  ^  connect  the  stars—and  of  wombs,  and  01  the  father-stlip 

And  of  the  rights  of  them  the  others  are  down  UJSn  ； 

Of  the  trivia 一,  Sat,  foolish,  despised, 

Fo^  in  the  air.  beetles  rolling  t>alls  01  dung.  、 


\ 


、lnrGui?h  me  forhiaaen  V01ce5; 

Voices  of  sexes  and  lusts I voices  veis,  and  I  remove  the  veil : 

Voices  Indecent, びく  me  clarified  and  transfigur、<l 

I  d〕  not  p>ress  mv  nngers  across  mv  moutli ； 

I  keer>  as  delicate  around  tli ひ bowels  as  arounci  the  bbad  and  lieart; 

copulation  is  no  more  rank  to  m ひ tlian  death  is. 

I  hcli ひ v ひ m  tti ひ flesh  and  the  appetites : 

seeing,  Ji ひ arln^,  leeling,  are  miracles,  and ひ ach  part  and  ta^  01  m ひ is  a  miracle. 

l)ivine  am  I  inside  and  out,  and  I  make  tioly  whatever  I  toucli  or  am  touch-CJ  from; 

TThe  scent  of  these  arm.pits,  aroma  nner  than  prayer. 

,rhis  head  more  than  churches,  bibles,  and  all  the  creeds. 

If  I  worship  one  thing"  more  than  another,  it  shall t>e  th ひ spread  ot  my  own  Isdy,  or  any  part  01 it." 

(from  "  Walt  whitman.") 

「私 C なを 說 明すべき 時が 来た -I! お 互に 起ち 上らう。 

ホヰ ウトマンに 就いて  四 二 五 
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旣 知の 事 を 抛り 棄 てる、 

而 して 私と 一 緖に 凡ての 男女 を 不知の 境へ 送り出す。 

時計 は 瞬時 を 指示す II 然しながら 永遠 は 何 を 指示す ると 思 ふか。 

私達 は旣に 業に 無限の 冬と 夏と を 使 ひつく した、 

しかも こ の 先き 無限の 夏 冬が あり、 その 先き にもな ほそれの 無限が ある。 

誕生と 共に 私達 は 豐滿と 多 趣と を稟 けた、 

他の 誕生 は 更に 豐滿と 多 趣と を齎 すだら う。 

私 は 一 つの もの をより 偉大で、 一 つも もの をより 劣 小 だと 呼ぶ こと をし まい、 

その 時と 處とを 得た もの は、 如何なる ものと も 同等で ある。 

人類 は あなたに 對 して 殺伐で 嫉妬深かった か、 わが 兄弟 姉妹よ、 

私 は それ をお 氣の 毒に 思 ふ II 人類 は 私に 對 して 殺伐で も 嫉妬深く もなかった、 

凡てが 私に は 柔和だった II 私 はくよ，/ \ しながら 勘定 はして る、 

(私と 嗟歎と は 何の か-はりが あらう ぞ) 

私 は 成就され たもの X いや はて ^あり、 而 して 現 はれ 來 るべ きもの \ いやさき である。 


私の 脚 は 階梯の 頂 點の乂 頂點を 踏む， 

一 ^おに 一 群の 時代が、 幾 階 かの 間に 多 群の 時代が、 

その 凡て 下に ある もの を 私 は 確かに 旅して 來、 しかもな ほ 登りに 登る。 

階 を 登る ごとに 背後に SS した 幻影 は 首 を 俯せる、 

遙か 下方に 當 つて、 私 は 絶大な 最初の 無 を 見る —— あすこに さ へ も 私が ゐ たの を 知って ゐる。 

私 は 人に 現 はれす に 常に 待って ゐた、 而 して 昏睡の 霧の 裡に 眠って ゐた、 

而 して 私 は 時の 熟する の を 待った、 而 して 毒氣を 吐く 炭素から は 害 を 被らす にゐ た。 

長い間 私 は强く 抱き すくめられて ゐた I 長い. （間。 

私の はめの， 備は 宏大 もない ものだった、 

私 を 介抱した 腕 は忠實 で 丁寧だった。 

快活な 舟 子の やうに、 ひた 漕ぎに 漕いで、 長久の 年 所 は 私の 搖籃を 舟 渡しした。 

私に 餘地 をつ くる 爲 めに は 星々 も その 軌道 を 曲げて 通った、 

而 して 私 を 抱け る もの を 看視す るた めに 彼等 は その 光 を 送って よこした。 

私が 母から 生まれ 出る前、 永い 時代が 私 を 導いた、 

ホヰ ウトマンに 就いて  四 二 七 
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私の 胚種は 決して 生氣を 失はなかった I. 何者 も それ を壓 倒す る ことが 出来なかった。 

私の 胚 種の 爲 めに、 星雲 は 一 つの 球體に 凝集し、 

地 暦 は 徐ろに 時 を かけて 他の 地厣の 上に 穑み靈 なり、 

廣大な 植物 は それに 滋養分 を 供し、 

巨大な 原始動物 は それ を 口 もて 運んで、 用心深く 地上に 置いた。 

凡ての 力が 私 を 完成し、 菩 ばす 爲 めに， 止む 時な く 用 ゐられ たの だ， 

而 して こ の 地點に 私の 健全な 魂と 共に 立つ」 

"It  is  time  to  exp-ain  myself—Let  us  stand  up. 

wtlat  is  Jsown  I  strijp  awav; 

I  hunch  all  men  and  women  forward  with  me  into  Hffiw  UNR:NO\VN. 

TIi ひ cloclc  indicates  the  moment—but  what  does  etemitv  indicate? 

We  Iiave  thus  lar  exhausted  trillions  of  winters  and  summers; 

Ttiere  are  trillions  ahead,  an<i  trillions  ahead  of  them. 


wirths  have  brought  us  richness  and  variety. 

And  other  births  will  bring  us  richness  and  variety. 

I  do  not  call  one  greater  ana  one  smaller  ； 

T  at  which  2S  its  period  and  place  is  equal  to  any. 

Were  mankind  murderous  or  jealous  upon  you,  my  brother,  sister  ？ 

I  am  sorry  fcr  youlthey  are  not  murderous  or  jealous  upon  m ひ； 

All  has  t>een  eentle  with  melkeep  no  account  with  lamentation  ； 

二 Vhat  have  I  to  do  with  lamentation?) 

I  am  an  acme  of  things  accomplish 一 d,  and  I  am  encloser  of  tnmgs  to  be. 

My  feet  strike  an  apex  of  the  apices  of  the  stairs. 

On  every  step  bunches  of  agos,  and  larger  bunches  between  the  steps  ； 

All  below  duly  traverd,  and  still I  mount  and  mount. 
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wise  after  rise  bow  the  phantoms  behind  me 

Afer  down  I  see  the  huge  first  NOTHINGII  Isow  I  was  even  there; 

I  waited  unseen  and  always,  and  slept  through  the  lethargic  mist. 

And  took ョ y  time,  and  took  no  hurt  from  the  fetid  carbon. 

Long  I  was  huggfd  closcllong  and  long. 

immense  have  been  the  preparations  for  me, 

halthful  and  friendly  the  arms  that  have  help-d  me. 

rydes  ferried  my  cradle,  rowing  and  rowing  like  cheerful  boatsmen; 

sr  room  to  me  stars  kept  aside  in  their  own  ring«  . 

They  sent  influences  to  look  after  what  was  to  hold  me. 

Before  I  was  born  out  of  my  mother,  generations  guided  rre; 

My  embryo  has  never  been  torpid—nothing  could  overlay  F 

For  it  the  nebula  cohered  to  an  orb. 

The  long  slow  strata  piled  to  rest  it  on. 


vas け v ひゆ ひ tables  gave  k  sustenance. 

Monstrous  sauroids  transported  it  in  their  mouths  and  deposited  it  with  care. 

All  forces  have  bocn  steadily  employs  to  complete  and  delight  me; 

Now  on  this  spot  I  stand  with  my  robust  Soul. 

(From  -  Walt  Whitman 、一) 

實こ 一 つの E 性 はかくの 如くして、 その 獨 立の 存在にまで、 永遠の 時間と 勢力と を 以て 創り 上げられ たの だ 

而 して その 未来に は 永遠の 時間と 勢力と が 重 せらるべく 伏在して ゐ るの だ。 而 して 一つの 侗性は それ カ如佝 な 

る もので あれ、 疑 ひもな く 永遠と 永遠との 確實な 霞で ある。 凡ての ものが さう である やうに 一つの 個性 もさう 

である。 * ヰット マン はこの 拒む ことの 出来ない 明かな 事實、 而 して 同時に 糧 しても 徹底し 得ない やうな i 

的な 事實に 個性の 基礎 Is た Q でした。 而し てこ S 個性から 8 し、 個性に 依賴 して 恐れざる 旅に 出で、 胸 を 

良 り^げて 自分自身の 歌 はんこと を 主張す るので す 

「この 口 黎明 前 私 は 丘の 上に 登り、 諸 天 を 仰ぎ見て、  ミこ 

私の 靈に 云った 『私達が これらの 寶、 及び その 中に ある 凡ての もの i びと 智慧と を 抱 有する ことが 粜た 

ら、 その 時 私達 は 飽き、 滿足 する だら うか』 

私の 靈^った 『否、 私 1 そ q 高所 &ら かにす る や 否や、 それ を 過ぎ 越えて 更 i み 行く の だ』 と。 
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あなた も 亦 私に 問 ひ を 尋ねる、 而 して 私 は それ を 聞く、 

私 は 答へ よう、 私 は それに 答へ る ことが 出来ない と —— あなた は 自身で 答へ なければ ならない ので。 

暫く そこにお 坐り、 愛する 息子よ、 

こ、 にビ スケ ットが あるから お 喰べ、 而し てこ & に飮 むた め の 牛乳 も ある。 

然し、 あなたが 眠り、 而 して 快い 衣服で 活氣づ くや 否や、 私 は あなたに 『さよなら』 の 接吻 を與 へる、 而 して 

こ \ から 出 發 する 爲 めにあな たのた めに 門 を 開く の だ。 

長す ぎる 位、 あなた はさげ すむべき 夢を見っ^ けて ゐた、 

今 私 は あなたの 眼から 服 脂 を 洗 ひ 落す、 

あなた は 光の 眩惑と あなたの 各 瞬間の 生活と に 慣れなければ ならぬ。 

長い間、 あなた は 岸邊の 木材に つかまって、 恐る，， （\ 水 を 1 つて ゐた、 

今 私 は あなたが 勇敢な 游泳 者で ある こと を 要求す る。 

海の た e なかに 飛び込んで、 再び 浮び 上って、 私に 頭で 合圖 をし、 叫び 聲を 揚げ 高 笑 ひしながら 髮 ふり 亂 して 

突進す るの を 要求す る」 


一 ，rhis  day  before  dawn  I  ascended  a  hill,  and  I001S  at  the  crowded 1 eaven. 

And  I  said  to  my  spirit.  When  we  become  t}ie  enfolders  of  those  orbs 一  and.  the  pleasure  ana  knowledge 

of  everything  in.  ths,  SJSU  Tve  be  ； fur d  and  satisfied  ihen  ？ 

And  my  spirit  said,  N ク we  but  h.ad  iha，  lift,  to せ ass  and  con§ue  b ひ yon^. 

You  are  also  aslang  m ひ questions,  and  I  hear  you  ； 

I  answer  that  I  cannot  answer, II you  must  nnd  out  for  yourself. 

Sit  a  vvMIe,  dear  son  ； 

H ひ re  are  t>Iscuits  to  eat,  ana  liere  is  millc  to  dnnlc, 

wut  aa  soon  as  you  sleep,  and  renew  yourself  in  sweet  clothes,  I  kiss  you  witli a  good-luye  lass,  ana  open  the 

eate  for  your  egress  Iience. 

Lone-  enough  have  you  dream、d  contemptit*le  dreams; 

Mow  I  wash  the  gum  Ism  vour  eyes; 

You  must  hat>it  yourself  to  the  dazzle  of  the  light,  and  of  every  moment  of  your  liie. 

LonTO  have  you  timidlv  waded,  holding  a  plank  by  the  shore; 

Now  I  will  you  to  be  a  b>old  swimmer, 

ホ ヰサト マンに 就いて  四！ 一一  三 
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lo  jump>  cfl  m  t:Ii ひ midst  of  tih ひ soa,  ns ひ aosn,  nod  to  me,  shout,  and  lau^tllndv  clasli  witli  your  hair.: 

(From  -  Walt  whitman.- ジ 

「今の この 時から、 自由！ 

今の この 時から 私 は 制約 や 空想的な 境界線から 自ら を 解放す る こと を 命す る。 

どこに 行かう と、 私 は 全然 的に 絕對に 私自身の 主、 

他人に も 耳 かたむけ、 そのい ふ 所 をよ く 思 ひめぐ らし、 

立ち 停り、 探り 求め、 受け入れ、 熟慮し はする が、 

しとやかに、 然し 担み 難い 意志 を 以て、 私 は 私 を 捕 へんと する 桎梏から 私自身 を 奪 ひ 返す の だ。 

私 は 空間から 大 {4! を 吸 ひ 入れる、 

東 も 西 も 私の もの、 而 して 北 も 南 も 私の もの だ。 

私 は 自分で 思 つ て ゐた 以上に 大きく 且つ 善い、 

凡て の ものが 美しく 見える、 

私 は 男の人に も 女の人に も 繰り返して 云 ひたい、 あなたが たは 大 翳ない-こと をして くれたから、 私 も 同じ だ 

けの こと を あなたが たにして 上げたい と。 

私 は 進み ゆく につれ て 私自身の 爲 めに、 又 あな. たの 爲 めに 獲得して ゆく、 

私 は 進み ゆく に つれて 私自身 を 男 等と の 中に ふり 撒いて ゆく、 


私 は 新しい^ びと あら-.. \- しさと を 彼等の 中に 押しむ ける 

^が 私 を 退けようと、 私 は それ を 苦に はしない、 

，か^ 私 を迎へ 入れるなら、 その^の 人な り 女の人な り は 祝 ii される だら う、 而 して 私 を 祝 幅す る だら う。 

r 1 つ rom  this  hour,  freedo::n  ！ 

Fr  )m  this  hour  I  ordain  myselt  100yd  of  limits  and  imagmary  lines. 

Going  where  I list,  my  own  master,  total  and  absolute. 

Listening-  to  o^^o^-  and  considering  well  what  thev-  sav, 

Riusing,  searching,  receivmiz,  contemplating. 

Gently,  Ixit  with  und ひ mat>le  will, div ひ 5un^  mvseh  of  the  Iiolcis  tliat  would  iiold  me. 

Lm  ale  great  draughts  01  sp>ice 

The  east  and  the  west  are  mine,  ana  the  north  ana  the  south  are  mine. 

I  am  farger,  ^ff^.  tliaa  I  thouglit; 

I  aid  not  know  I  hela  so  mudi  goodness. 

Ail  seems  beautiful  to  me; 

I  can  repeal:  over  to  men  and  women.  You  Iiave  done  such  good  t;o  me,  I  would  ao  th ひ sam ひ to  you. 

I  will  recruit  for  mvsdi  and  you  as  I  go :  、 

ホヰ" トマ ンに 就いて  四！ 二. 五 
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I  will  scatter  myself  amon^  m ひ n  and  women  as  I  go ; 

I  will  toss  the  new  gladness  and  roughness  amon^  tliem; 

.whoever  denies  me,  it  sh-all  not  trouble  me; 

whoever  accepts  me,  Ji ひ or  she  shall  be  b-lessed,  and  shall  bless  me." 

(From  -  Song  of  the  Open  Road.") 

侗 性に 本當に 飽滿し 得た ものが、 眞に歡 びの 生活の 何者で あるか を 知る ことが 出來 るで せう。 この 一事な しに 

は 如何なる 大事 業 も 如何なる 大 善事 も その 本然の 匄ひを 失って しま ひます。 自分 一 侗に貯 へ 切る には餘 りに 大き 

な 力が 衷に 湧いて、 それが 外部に 巳む を 得す 溢れ出た 所に のみ、 事業と いふべき 事業、 善事と いふべき 善專 は甫 

めて 行 はれます。 ホヰッ トマ ン はこの 立場 を极柢 的な 自身の 要求と して 感じて ゐ たと 思 ひます。 こ の 事に 關 して 

は 彼の 詩集の 中から いくらでも 美しい 句 を 引照す る ことが 出来ます けれども、 餘り 長くな り 過ぎます から 先に 移 

つ て 行く ことにします。 

第二の 特徵 として 力 I ぺ ンタ ー が擧げ てゐる 具象的と いふ こと、 これ は 前に も 申しました やうに ホ ヰット マ ン 

が どれ 程 自分の 實 感を詮 じつめ てゐ たかと いふよ ぃ證據 であります。 軍に fB 葉の 一 つくが 特殊な 重み を 以て 用 

ゐら れてゐ るば かりで なく、  一一 一一 口 葉と 一 一一 一口 葉と が關係 的な 必然的な 聯絡 を 以て 堅く 結ぴ合 はされ てゐ ると いふば かり 

でな く、 表現され た 事象 全體が 非常に 明瞭な 印象 を讀 者に 與へ るの は 不思議な 程です。 唯 詩人の みが 有する 不思 

議な 魔術と 考 へる 外はありません。 人の 遣 書な ど を讀む 場合に 特に 感じさせられる、 あの 薄 氣味惡 い 程な 實感及 

びそれ に關聯 して 活々 と 想像 させられる その 場な 口の 境地、 さう いふ 風な なま- (\ しい 印象が ホ キット マ ンの 詩に 


はよ く 現 はれて ゐ ます。 それが^に 思想 的な 方面に 於て さう であるば かりで なく、 叙景 叙事の 場合に も 等しい 力 

を 以て 働いて ゐ るので す。 ホヰッ トマ ン の あの 一 見彈カ 性の 足りない、 粗剛 らしく 考 へられる 筆致が、 どうして 

こんな 繊細 迫^な 印象 を 小さい 準數で 表現す る ことが 出來 るの だら うと 思 はせられ ます。 かう した 一 1ー 一口 葉の 强 みは 

一度 飜譯 すれば 全然 失 はれて しま ひます ので、 原詩 を朗讀 する 外に 御 紹介の しゃう がありません が、 便宜の 爲め 

一度 私の-:：:^ に譯 して、 原詩 を朗讀 する ことにします。 

叙事詩と しての 古来の 如何なる 叙事詩に も ゅづら ない と 思 ふ ものに は、 

「あなた は 十 n 風な 海 戰の話 を 聞きたい と 思 ふか！ 

月と^と の 光の 下で 誰が 勝利者で あるか を 知りたい と 思 ふか！ 

, 卅乘 りであった 私の 祖母の 父が 私に 話して くれた 物語 を 語らう か。 

仝く 侬违の 敵 は 船に かけて はしれ 者だった (と 彼 は談り 出した) 

彼奴 は怫顶 面な 英吉利 育ちの 猛者で —— 類 ひの ない 頑固 さ 生ま じめ さ、 あとに もさき にも あんなの は あるまい。 

喑らみ ゆく 夕暮れ 方 を、 すさまじい 勢で 俺達 を 縱 射しながら 近づいて 來た。 

條辻は 彼奴に 遍り 寄った II 檣 桁 は 互にから まり 合 ひ II 大砲 は觸れ 合った。 

こちらの 船長 は 乎 を 振り 動かして 指撺 をした。 

俺達 は 十八 封 度 も あらう とい ふ大 丸を樊 水の 下に 受けた、 
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こちらの 下 e. 板で は 二 門の 大きな 砲が 第一 發で 粉々 に 破裂して、 ま はりに ゐた者 共 を 殺して おいて、 天井 をぶ 

ちぬいて 吹き上げた。  - 

日沒 時の 戰闘、 夜陰の 戰鬪、 

夜が 廻って 十 時、 滿 月が 昇り 切った 頃， 浸水 は 度 を 增す五 尺と いふ 報吿 だ、 

指揮官 は舷尾 に閉ぢ こめて おいた 捕虜 を 放 つ て 、 自分 の 始末 を 自分で させた。 

火藥 庫への 往復 を 歩哨が ついて 引き 歸 つた。 

見慣れない 顔が しこた ま 出て 来たので、 全く 氣が 許せ なくなって しまったの だ。 

俺達の 乘 つて ゐる 巡邏 船 は 火 を 失した、 

助命 を 求めたら と いふ 奴 も 出来た、 

艦が やられ はしない か、 而 して 敗け 戰 になった のでない かと。 

所が 俺 は 暢氣に 笑って ゐた、 俺の 小つ ぼけな 船長の 聲が 聞こえた からだ、 

彼 は 落着き 拂 つて 叫ぶ 「俺達 は 打 擊を與 へて はゐ ない、 こっちの 戰爭 仕事 は 始まった ばかり だぞ」 と。 

大砲 は 三門が 役に立つ だけだった、 

一門 は 船長 自身が 敵の 主 檣 目が けて 指揮して ゐた。 

榴彈と 霰彈と をし こた ま惝 へた 一 一門 は 彼の 小銃 を沈默 させて その 甲板 を 一 掃した。 


^栊、 殊に 、王樯 の檣樓 だけが この 小 砲臺の 砲火 を 援助した。 

而 して 戰 闘の 間と いふ もの 雄々 しく も 持ち こたへ た。 

は をつ く^もない、 

浸水 は f: 简位 では 間に合 はなく ——， 火災 は火藥 庫の 方へ と 喰 ひ 入って 行く。 

f:^: の 一 つが 射ぬ かれた .—— 段々 と 船 は 沈むな と 誰も 彼 も 思 ひ 出した。 

^おき 拂 つ て 小柄な 船長 は 立 つ 、 

少しも 騷 がす —— その 聲は高 くもなく 低 くもなく、 その 眼は宣 戰の燈 火よりも 一 曆强ぃ 光 を 俺達に 與 へた。 

^夜 屮 近く、 あの 月の 光の 下で， 彼奴 等 はとうく 俺達に 降參 した。 

遠く、  IS かに、 深夜 は擴 がって ゐる、 

一 一つ の 大きな 空ろ 船が 動き もせす に 闇の 胸の 上に、 

打ち^かれた 俺達の 船 は そろ. -(\ と 沈みながら ！ 俺達が 征服した 船へ 乘 りかへ る 準備の 中に、 

後屮 板に 立つ 船長 は. E 布の やうに 蒼 ざめ た 顔で 冷然と 命令 を 下して ゐる。 

その 傍に は、 船長室の 給仕だった 少年の 死骸、 

長い .el 髮と 大事に 卷 きち ビ ませた 鬚 を 持った 一 人の 老 船員の 死骸. 

火焰 は、 ある 限りの 手を盡 した 甲斐 もな く、 高みに も 低み にも 明滅し、 

まだ 仕せ に堪 へる 二三の 士官の 皺 枯れた 聲、  ， 
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積み 重った 滅茶苦茶な 死骸、 -I あちこちに 散らばった 死骸、 II 帆柱 や 上甲板に た-きつけられた 人肉の 切 

れつば し、 

綱の 斷ル、 繩 のかた まり、 波に なだめられての かすかな 船の ゆらぎ、 

^黑な 無情な 大砲、 火藥 包の つか ひかす、 強い 香り、 海風の やさしい 微動、 海 沿 ひに ある 蘆 類 や 野の 匄ひ， 生 

き殘 つてる 人に 言 ひ殘 される 遣 1  一一 口 の 言葉、 

外科 醫の ナイフの 鋭い 響、 その 鋸の 刃の 齒 ぎしり、 フィ ー ズ、 クラック、 流れ出る 血潮の 瀧 津瀨、 短い 無 殘な叫 

び、 而 して 長く、 鈍く、 細り 行く うめき、 こんな 鹽 梅だった I 取り返しの つかない ことだった。 

r  vvould  you  near  01  an  old-fasliion 一 d  sea.f^ghil? 

.would  you  learn  wlio  won  by  l;he  light;  or  tlie  moon  and  stars? 

List  to  the  story  as  my  grand 日 other*s  father  the  sailor,  told  it  to  me. 

〇ur  10 ひ was  no  skullc  m  SKis  ship>,  I  tell  you,  isaid  hie;) 

His  was  the  surlv  English  pluck I and  there 】s  no  tougher  or  truer,  and  n ひ ver  was,  and  n ひ ver  will  be; 

Along  .he  10wer、d  even  ne  came,  horribly  raking  us. 

we  dosed  witti  him I the  vards  entangled — th ひ cannon  touch, d; 

My  ol^tam  Iash、<i  fast  witli  liis  own  hands. 


We  had  roceiv に some  eighteen  pound  shots  under  the  water; 

On  our  10\ver-gun.deck  two  large  pieces  had  burst  at  the  <kst  ike,  killing  all  around,  and  blowing  up  overhead. 

Fightine-  at  sun,do\vn,  fighting  at  dark  ； 

Ten  。-clock  at  niQht,  the  full  moon  well  up,  OS:  leaks  on  the  ^ain,  and  five  fcot  。I  water  reported  ； 

The  master-at-arms  100si§  the  prisoners  confined  in  the  afterhold,  to  ^ive  them  a  chance  lor  themselves. 

The  transit  to  and  from  the  magazine  is  now  stopt  by  the  sentinels. 

"They  see  so  many  strange  faces,  they  do  not  know  whom  to  trust. 

our  irigate  takes  nre; 

H^o  other  asks  if  we  demand  quarter? 

If  our  colours  are  struck,  and  the  fighting  ls  aon ひ ？ 

Now  I lauqh  content,  for  I  hiear  the  voice  of  my  little  capta ョ, 

have  not  struck,  he  composedly  cry,  we  have  iusi  begun  our  f-art  of  ihe  Jl^hts^, 

only  three  euns  are  m  use い 

one  is  directed  bv  the  captain  himsolf  against  the  enemy-s  mainmast: ； 

1 ン vo,  well  served  with  gtapo  and  canister,  silence  his  musketry  and  cleot  his  decks. 

ホヰ" ト マンに 就いて  四 1 


有島武 郞仝柒 第六卷  四 四 二 

,The  top>s  alone  second  the  fire  01  tss little  t>attery,  especially  the  maln.top ; 

They  hiold  out  t>ravely  during  ttie  whole  01  the  action. 

Noli  a-  m。ment*s  neas ひ； 

Tli ひ leaks  gain  fkst  on  the  p-umDS — the  ure  eats  toward  ttie  Jswder I magazine. 

one  of  tlie  p>umps  lias  t>een  shot  away —— it  is  generally  ？ oc^^  we  are  sinking. 

serene  stands  tlie  little:  captain; 

He  is  not  llurrledlhls  voice  is  neither  liigh  nor  low : 

His  eyes  TOS ひ more  heht  to  us  ttiaa  our  h>attle-lanterns. 

Toward  twelve  at:  nsht,  t:her ひ m  the  t-eams  of  the  soon,  t:hey-  surrender  to  us. 

stretcs  and  still  lies  the  midnight 

r-wo  wreat  tiulls  motionless  on  th ひ Dreast  01  tlie  darkness; 

〇ur  vessel  rkldled  and  slowly  sinking II preparations  to  pass  to  the  one  we  haa  conquer*a; 

Thie  captain  on  tti ひ quarter-deck  coldly  giving  hiis  orders  ttirougti  a  countenance  white  as  a  sheet; 

Near  by,  the  corpse  of  the  child  serv-d  the  cat>in  ； 

Th ひ dead  fac ひ of  an  old  salt  witti  lonef  white  hair  and  careiully  currd  whslcers; 


The  names,  spite  of  all  that  can  be  done,  flickering  aloft  and  below  ； 

This  husky  voices  of  the  two  or  three  officers  yet  fit  for  duty  ； 

Formless  stacks  of  bodies,  and  bodies  by  themselves—dabs  of  Hesh  upon  the  masts  and  spars. 

Cut  of  cordage,  dangle  of  rigging,  slight  shock  of  the  soothe  01  waves. 

Black  and  impassive  guns,  litter  ot  powder.parcels,  storng  scent. 

Delicate  sniffs  ot  sea.breeze,  smells  of  sedgy  grass  and  fields  by  the  shore,  messages  given  in  charge  to 

survivors, 

,rhe  hiss  of  the  suseon ぶ knife,  the  gnawing  teeth  of  nis  saw, 

wheeze,  cluck,  swash  of  fhlling  blood,  short  wild  scream,  and  long,  dull,  tapenng  groan  ； 

These  so I these  irretrievable. 、一 

日 " Walt  whitman.") 

おしく は 次に 揭 ぐる 詩 を御覽 なさい。 それ は 高 翔した 空想と、 中年の 女性の 孤獨に 於ての 實感 との 無鏠 の錦繡 

であって、 嘗てい かなる 詩人 も、 かくの 如き 詩 題 を かくの 如く カ强 く、 肉感的に、 美しく、 幻影 的に 描いた もの 

はない と 思 ひます。 

「：： 十八 人の 苦 が 海岸で 水に 戯れて ゐる、 

二十 八 人の 若者、 而 して 凡てが 睦 じく、. 
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二十 八 年^の 女らしい 生涯、 而 して 凡てが 物 さびしく。 

女 は 岸の 高みに 美しい 家 を 持って ゐる。 

美しい 女 は、 豊かに 身 を 装って、 窓の 鎧 扉の 後に 隱れ てゐ る。 

どの 若 を 女 は 一 番好 くの だら う、 

あ \、 中で も 一番 氣 取らない のが 女に は 美しい の だ。 

どこに おいで^す か、 賣 女よ、 私 は あなた を 見て ゐ ますよ、 

あなた は あすこの 水の 中 を はね ま はりながら、 しかも あなたの 部屋の 中に ひそみ こんで いらっしゃる 0 

跳りながら、 笑 ひながら、 二十 九 人目の 游泳 者が 海 沿 ひ を やって 來る、 

他の 人達 は 彼女 を 見なかった が、 彼女 は 若者 等 を 見て それ を 愛した。 

若者の 髯は 濡れて 輝き、 水滴 は 叉 その 長い 髮 にも 流れ 下った。 

小さな 小 河が そ の 肉 體中を 走り 過ぎた。 

一 つの 眼に 見えない 手 も 亦 彼等の 肉 體中を 走り 過ぎた、 

その 手 は 震へ ながら 彼等の 前頭から、 肋骨から 走り 過ぎた。 


お^ 達 は 仰向けに 波に 浮く ，1 彼等の 白き 腹部 は 太陽の 方に 脹れ 上る I 彼等 は 誰が それ をし つかりと 抱いて 

ゐ るか を 怪しまない、 

^等 は 誰が まり 下り 彎曲した 曲線 を 描いて 口 を あて 倚り か \ つて ゐ るか を 知らな V 

彼等 は 飛沫 を 以て 誰 を ひた 濡れに して ゐ るか を 思 はない。 

" Twentv-ekht  young  men  bathe  by  the  shore; 

IVenty  eight  young  men,  and  all  so  Inendly : 

、rwenty-eight  years  of  womanly  life,  an<l  all  so  lonesome. 

She  owns  the  6ne  house  by  the  rise  01  the  bank; 

She  hides,  handsome  and  richly  drest,  aft  the  blinds  of  the  window. 

which  of  the  young  men  does  she  Ike  the  best  ？ 

Ah  the  homeliest  of  them  is  ^rtwc^£^  to  her. 

where  are  vou  off  to,  lady  ？  for  I  see  you  ； 

You  splash  in  the  water  there,  yet  stay  stock  still  in  your  303. 
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Dancing  and  laughing  along  the  beach  came  the  twenty-ninth  batlier . 

The  rest  did  not  see  her,  but  she  saw.  them  and  loved  the ョ. 

l,ne  beards  of  the  young  men  glisters  with  wet,  it  ran  from  their  long  hair- 

Little  streams  pass、d  all  over  bodies  ； 

An  unseen  hand  also  pass 一 d  over  their  bodies  ； 

I<:  descenaod  tremblingly  from け heir  temples  and  ribs. 

、rhe  young ョ en  I  on  their  backs—their  white  bellies  bulge  to  the  sunlthey  do  not  ask  who  seizes  fast  to 

them  ；  . 

匕 hey  do  not  know  who  puffs  and  declines  with  pendant  and  beig  arch; 

Thiey  do  not  trunk:  whom  they  souse  with  SDray." 

(From  -  Walt  whitman.") 

思想と いふ ものが 如何に 詩の 形に 於て 具象的に 表現され てゐ るかの 例 を 更に 一 つ 加へ て 見ますなら、 次の 詩の 

如き は それで ありませ うか。 輓 近べ ルグソ ン によって 唱道 せられた 創造的 進化の 思想 は 逸早く ホ ヰット マン こよ 

つて 極めて 實感 的な 詩形 を 以て 歌 ひ 出されて ゐ ます。 


「先行 者と 共に、 

^の 父 逹ゃ母 達と 共に、 併し 過去の 時代の 蓄積と 共に、 

K しそれ がなかったら 今 私が ある やうに あり 得なかった らう、 それらの 凡 S ものと 共に 

欠 及、 印度、 フィーア ンァ、 希臘 及び 羅馬 と共に、 

ケレト 人、 ス カン ディ チ ヴィャ 人、 ァラ ビヤ 人、 サキ ソン 人と 共に、 

往十 ：！ の、 上の 胃險者 等と 共に、 法令、 手工 藝術、 戰， 遊歴と 共に、 

^人、 豫霄 者、 神話、 古 傅 及び 神託と 共に、 

と共に— 熱誠 家と 共に— 唱歌 詩人、 4. 字 軍士 及び 修行 僧と 共に、 

衰へ 巧く 王國 及び そこ を 支配す る 王 等と 共に 

衰へ 行く 宗敎 及び 儈侶 と共に、 

私達の 大きな 現在の 海岸から 見 か へ る 小さな 海岸と 共に 

^'へ/, \ と 進んで 來て、 遂に 今日 達した 無 數の年 所と 共に、 

あなた も 私 も 到着した— 聚利加 も 到着した- 1 而 して 今年 も 造り上げた。 

この ハ牛！ それ は 無限の 年 を 未來に 送り出す 所の。 - 

お、 然し それ は 年 所ではない —— それ は 私 だ 1- 而 して あなた だ、 

^^は 凡ての 法令に 觸れ、 而 して 凡ての 先行 者と 共鳴す る、 

は豫曾 であり、 祌託 である， 修行 儈で あり、 而 して 騎士で あり 
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包含す る、 

私逹は 無始 無 終な 時の 眞 中に 立つ II 私達 は惡と 善との 眞 中に 立つ。 

凡て の もの は 私達の ま はりに 蕩搖 する — そこに は 光明と 等しく 喑黑が ある、 

私達の ま はりに、 太陽 そのものが 自轉 し、 その 遊星の 一群 も 亦め ぐる、 

それ は 太陽、 その 太陽の 太陽、 凡てが 私達の ま はり を轉囘 する。 

私に あって は (これらの きびしい 境界の 下に 滅裂に 混亂 して はゐる けれども) 

私 は 凡て を 理解し、 凡て ビぁ り、 凡て を 信す る、 

私 は 唯物主義が 眞 であると 信じ、 精神主義が 眞 であると 信じ、 I 部分 を 退ける こと をし ない。 

私 はいかなる 部分で も 忘れた か？ 

私に 來ぃ、 何人で も 何物で も、 私が あなた を 見き はめる まで、 

私 は アツ シリ ャ、 支那、 チュ トー ーァ 及びへ ブライ 人 を 尊敬す る、 

私 は 凡ての 擧說、 古傳、 祌 及び 半神 を 受け入れる、 

私 は 古い 物語， 聖典、 系統が 除外例な く 正しい と 知る、 私 は 過去の 日が あるべ かりし やうに あつたと 主張す る 

而 して そ は 在りし 以上に よい もので はあり 得なかった と 主張す る。 

而 して 今日 も 又 あるべき 姿で あり 一 而 して 米國も 亦然 りと 主張す る。 

而 して 今日と 米 國とは 今 ある 以上に よい もので あり 得ない と 主張す る。 


^州の 名に 於て、 而 して あなたと 私との 名に 於て、 過去， 

諸 州の 名に 於て、 而 して あなたと 私との 名に 於て、 現在" 

私 は 過去が 偉大で あり、 又 未来が 偉大で ある だら うと 知る、 

而 して 過去と 未 來とは 不思議に 現在に 於て 握手す るの を 知る 

(私が 代^す る 彼の 爲 めに I 平民 的な 一 般 人の 爲 めに I. あなたが その 一 般 人なら あなたの 爲 めに) 

私の ある 所、 或は あなたの ある 所、 この 現在の 日、 こ. ^に 凡ての 日と 凡ての 人種との 中心 は ある、 

而し 一」 仏^に 取って、 凡ての 人種 凡ての 時から 來、 或は 來る であらう ところの 意味が あるの だ)。 

WITH  antecedents; 

with  my  fathers  ard  mothers,  and  the  accumulauons  ot  past  ages  ； 

With  all  which,  ha<l  it  not  I3een,  I  woula  r る t  now  t>e  here,  as  I  am  : 

"with  Egypt,  India,  Phenicia,  Greece  ana  Rome; 

メ Vith  the  Kelt,  the  Scandinavian,  the  Arab,  and  the  Saxon; 

.with  antique  maritime  ventures, —with  laws,  artizanship,  wars  and  journeys  ； 

with  the  Iset,  the  skald,  the  saga,  the  myth,  and  the  oracle; 

With  the  sale  of  slaves—with  enthusiastslwith  the  troubadour,  the  crusader,  ana  the  monlc  ； 

AVith  those  old  continents  whence  we  have  come  to  this  new  continent:; 

お ヰプト マンに i いて  四 四 九 
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ン\ itli  tlx  fading  Kln^Jon ヹ and  Kmgs  over  there  ； 

.vvitll tli ひ fading  religions  and  priests  ； 

.with  t.e  small  shores  we  loolc  t>ack  to  from  our  own  large  and  present  shlor. ノリ； 

.with  countless  years  drawing  themselves  onward,  and  arrived  at  these  years; 

You  and  JVI ひ arrived I America  arrived,  and  making  this  ye.lr; 

ヒ his  yeyr  ！  sending  itsejf  ahead  countless  y ひ ars  t〕  come. 

O,  t>ut  it  is  not  the  years —— it  is  I —— it  is  You  ； 

.we  toudi dl laws,  anci  tally  all  antecedents; 

AVe  are  the  skald,  the  oracle,  the  monlc,  and  t ノ e  x^night I we  e -sily  include  them,  and  more; 

We  stand  amid  time,  beginninglcss  and  endless I- we  stand  amid  evil  and  good. 

All  swings  around  us — there  is  as  much  darkness  as  lig-lt  ； 

The  very  sun  swings  itself  and  its  system  of  planets  §und  us  ; 

Its  sun,  and  its  again,  all  swing  around  us. 

As  for  me,  (torn,  stormy,  even  as  I,  amid  thsse  vehement  days,) 

I  have  the  idea  of  an;  and  i  all,  and  believe  in  all ； 

I  t>sheve  materialism  is  true,  and  spiritualism  is  true II I  reject  no  l〕art. 

Have  I  lor^otten  any  p>ait? 


Come  to  me,  whoever  and  whatever,  tul i give  you  recognition. 

I  respect  Assyria,  China,  Teutonia,  and  the  Hebrews; 

I  adopt  each  thcorv,  myth,  god,  and  demi-god;  . 

I  se ひ that  tl】e  old  accounts,  bit_hs,  ^en ひ alo^ies,  are  tru ひ, witiiout  exc ひ ptionj 

I  assert  that  all  p>ast  days  were さ hat  they  should  have  been  ； 

And  that  they  could  no-how  hav ひ Ixen  t-etter  than  they  were. 

And  that  to-day  is  what  it  should  be,  and  that  Am:rica  is. 

And  that  to-day  and  America  could  nohow  be  Letter  than  they  axe. 

In  the  name  of  These  States,  and  in  your  and  my  name,  the  Past, 

And  in  tne  name  of  IJhese  stated  and  in  your  and  my  name,  thie  Present  ume. 

I 1SOW  t 一  at  the  p>ast  was  great,  and  the  future  will !3e  great. 

And  I  know  that  both  curiously  conjoint  in  the  present  time, 

f  For  the  sake  ot  him  I  typify—for  the  common  average  man 一 s  sakelyour  salce,  if  your  are  he  ； 

And  that  where  I  am,  or  you  are,  this  present  day,  there  is  the  centre  of  all  days,  all  races. 

And  t-:erc  is  the  meaning,  to  us,  of  all has  ever  come  01  races  ana  days,  or  ever  will  come. 

p《 Witli  Antecedents. 

ホヰヴ .： 'マンに 就いて  四 五】 
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第三に 彼 は 健全 性 を高唱 して ゐ ますが、 健全 性 を高唱 するとい ふの は、 結局 人生の 可能性 を 高唱 して ゐ るので 

す。 卽ち 人類 は 常により よき 現在 を 持ち 繽 けて 行きつ、 あると いふ 主張です。 前の 詩に も その 氣持 はま さしく 現 

はれて ゐ ますが、 次の 詩の 如き も それでせ う。 

「魂 は 旅して 行く、 

© 體は魂 ほどに 多く 旅し はしない、 

肉 IS も r 度 魂 ほどに 大きな 仕事 をし、 遂に 魂に 旅させる 爲 めに 離れ 去って 行く。 

魂の 旅の 爲 めに 凡ての ものが 離れ 去る、 

凡ての 宗敎、 凡ての 堅固な 物象、 藝術、 政府、 II この 地球と いはす、 凡ての 星體の 上に ありし もの、 今 ある 

もの は、 ゆ 苗の 莊嚴な 大道 を 行く 魂の 行列の 前に は、 悉く 物影、 片隅に 隱れ 去って しま ふ。 

宇^の 莊嚴な 大道 を 行く 男と 女との 魂の 行進から いふと、 他の 一 切の 行進 は附屬 的に 必要な 象徴で 養分で ある 

に過ぎない。 

どこまでも 生き/ f\ と、 どこまでも 前方に、 

莊嚴 に、 嚴肅 に、 悲痛に、 隱れ て、 退けられて、 狂 ほしく、 混亂 して、 虚弱に、 不滿 足に、 捨鉢に、 誇りが に、 

愛で たげ に、 惱 しく、 或は 人に 受け入れられ、 或は 人に 返 けられ、 人 は 行き、 人 は 行く！ 私 は 人々 が 行く 

の を 知って ゐる、 然し どこに 彼等が 行く のか を 知らない、 

けれども 彼等が 最上 へ II 何 か 偉大な もの \ 方 へ 行く の だと は 知って ゐる | 


= Tlie  soul  travels  ； 

,Th ひ l-ody  does  not  travel  as  mucti  as  the  soul; 

Tlie  body  has  kist  as  great  a  work  as  the  soul,  and  parts  awav  at  last  lor  tlie  journeys  01  the  solll. 

All  parts  away  for  the  progress  of  souls  ； 

All  religion,  all  solid  tilings,  arts,  governments, I all was  or  is  aj^arent  upon  this  glot>e,  or  any  glot>e,  mils 

into  niches  and  corners  before  the  procession  01  Souls  alon ぬ the  roaas  of  the  universe. 

Of  the  progress  of  the  souls  of  men  and  women  along  the  grand  roads  of  the  universe,  all  other  progress  is  the 

needed  emoi ひ m  and  sustenance. 

Forever  auve,  forever  forward. 

Stately,  solemn,  sad,  withdrawn,  DaiHed,  mad,  turbulent,  leeble,  djssatlsfjed. 

Desperate-  proud,  fond,  sick:,  accented  bv  men,  rejectea  by  m ひ n, 

1,11 ひ y  go  ！  thiey  go  ！  I  know  tiiat  thev  ^o,  t*ut  I  i^now  not  where  tlsy  ； 

wut  I  know  ？ they  go  toward  the  be:t — toward  something  greatz 

(From  -  son^  of  the  〇f>en  Road.-) 

「お & 生きる 限り、 生の 支配者であって —— 扠隸 とならぬ こと， 

ホ ヰット マンに 就いて  四艽 三。 
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威勢 あり 戰勝 おとして 生に 面する こと、 

腹 を ふくら かさす —— 屈託せ す —— つぶやかす、 皮肉な 批評 をせ す。 

(中略〕 

お &悅 服させる 力 以上の 力で 牽 きつける こと！ 

それ はどうい ふ 力 か 私 は 知らぬ —— しかも 見よ！ 何物に も服從 しない 或る 力、」 

いつでも 主動的で、 受動的で ない II しかも 如何に カ强 くそれ は牽 くよ 

お k 受難の 喜び！ 

偉大なる 矛盾との 戰ひ！ 恐れ 氣 なく 敵に 向 ふこと、 

全く 一  人敵屮 にある こと！ どれ 程 人 問 一 匹が 抵抗し 得る か を實證 する こと ー 

，鬪、 呵責， 牢獄、 一般の 非難、 死 を 顔 前に 見守る こと、 

斷頭臺 に 登る こと！ 完全な 無頓着 さで 銃の 筒先 に 進み出る こと！ 

實に 實に祌 である こと！ 

お i 船して 海に 帆走る こと！ 

この. S 强 な永綏 せぬ 陸地 を見棄 てること！ 

物う い 町 や、 人道、 家屋の 變り なさ を見棄 てること I 

ぉ& 汝间定 した 不動の 陸よ、 汝を 見棄て X 船に 入り、 

帆走り、 帆走り、 帆走る こと！」 


な 〇, whils  I live,  to  l>e  the  3^«.  of  lilelnot  a  slave. 

To  me り t life  ai a  powerful  conqu  s. 

No  fumes — no  ennuilno  more  complaints,  or  scornful  criticisms. 

O,  to  attract  bv  more  than  attraction  ！ 

How  it  is  I  know  not—vet  bohold!  the  something  which  obeys  none  of  the  rest. 

It  is  offensive,  never  defensive I. yet  liow  magnetic  it  draws. 

o.  jcv  01  suffering  ！ 

To  struggle  against  great  odds  ！  to  meet  enemies  undaunted  J 

，ro  !Je  entirely  alone  with!  them  ！  to  find  liow  mucli  one  can  stand  ！ 

To  Ibok  strife,  torture,  prison,  popular  odium,  death!  face  to  face  ！ 

l-o  mount  the  scafford !  to  advance  to  the  muzzles  of  ^uns  witn  periect  nonchalance 一 

1 o  l>e incke  i  a  God  ！ 

O  to  sail  to  sea  in  a  ship  ！ 

To  leave  tliis  steady,  cnenduraljle  land! 

To  leave  the  tiresome  sameness  of  the  streets,  the  sidewalks  and  the  houses  ; 

To  leave  vou, 〇, you  solid, motionless  land,  and  entering  a  ship, 

ホ ヰット マンに 就いて  TO: 五 五 
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To  sail,  and  sail,  an<3  sail ！ " 


「私 は 誓 首す る、 私 は 嘗て 征服せられ ない もの.， r 味方 だ， j 

その 根性 を 一 度 も 曲げた ことのない^ 女の 味方 だ、 

法律 や、 舉說 や、 傳 習に 打ち勝 たれない 人々 の 味方 だ、 

私 は 誓言す る、 私 は 全地 球と 肩 をなら ベ て 押し 歩く もの & 味方 だ、 」 

凡て を 開始す る爲 めに  一 ^より 開始す る もの 、味方 だ。」 

" I  swear  I  am  for  those  that  have  never び een  mastered  ！ 

p.or  men  and  women  whose  tempers  have  sever  been  mastered. 

For  those  who ョ laws,  theories,  convention,  can  never  master. 

1 swoar  I  am  for  thoss  who  walk  abreast  with  the  whole  earth! 

Avllo  Inaugurate  on ひ， to  inaugurate  all." 


四 五六 


(From  "  Poem  of  Jo  v. 一 


(From  -  Marches  now  the  War  is  over." ン 

ホヰッ トマ ン のこの 健全な 物怯ぢ をし ない 氣稟 は、 彼 をして ヱ マァ ソンの 眉 を ひそめし めた 性慾の 歌 「アダムの 

子等」 を 書かせました。 乂ボ ス トン の檢 事局 をして 發寶を 禁ぜし めた 「カラ マス」 を 書かし めました 。「若しお 前が 


お前の：^ 上の もの を浪费 して ゐ るの ならこ、 に來 るな。 病人 は 駄目 だ —— 酒 喰ら ひや 梅毒 病み はこ-に は 許され 

ぬの だ」 と 彼の 道に 來 ようとす る 人々 に 警戒 を與 へながら、 

「私 は^^して ゆく 人 を 捕へ る、 而 して 無敵の 意志 を 以て 彼 を 引き上げる、 

お、 失^す るお よ、 玆に 俺の 頸が ある ぞ、 

神 かけて いふ、 降って 行って はいけ ない、 構 はない から 安心して、 俺の 頸に つるさ がれ」 

" I  seize  the  descending  man,  and  raise  him  with  resistless  will. 

O,  dcspairer,  here  is  my  neck; 

i3y  God  ！  you  shall  not  go  down,  hang  your  whole  weight  ulsn  me.-  (From  "  Walt  whitman.") 

といって ゐる。 その上 彼 は 自分自身が 世の いふ 罪人で ある こと も 知って ゐる。 彼 は 自ら 歎いて かう 歌って ゐる。 

「^愁 と 邪 惡とを 私 は 退けない， 

私 は 犯罪者 と共にあって 燃える やうな 愛を覺 える、 

^も その 仲間 だと 私は感 する —— 私自身が 罪囚 であり 漁淫 であるから だ。 

而 して 私 はこれ から 彼等 を 返け る こと をし まい —— 私 は 何う して 自分自身 を 返け 得よう ぞ。」 

" Lusts  and  wickendness  are  acceptable  to  mo ; 

I さ allc 冬 ith  delinquents  with  passionate  love, 

ホ ヰプト マンに 就いて  四艽七 
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I  feel I  a  n  of  thelllll  belcng  to  those  convicts  and  prostitutes  myself. 

And  hence  forth  I  will  not  deny  themlfor  how  can  I  deny  myself". 

(From  "  You  Felons  on  Trial  in  courts.") 

さう です。 彼 も 亦 嗟嘆と 後悔との 前に 打ちく だかれねば ならぬ 瞬間 を 幾度 か 有し、 生活の 狂 ひに 對 して は 「默 

して 沈思」 せねば ならぬ 場合 を ffii- 持った に は 相違ありません。 然しながら 彼の 向日性 は、 それらの 暗雲に 襲 はれ 

れば襲 はれる 程、 雄々 しく その 特質 を發 揮し ました。 恐らく 彼 位 一般の 人が 遭遇せ ぬば ならぬ 不幸 や、 罪惡 や、 譎 

詐ゃ、 ひがみ 根性 を 身近 かに 見 且つ 觸れ たもの は 多くあります まい。 しかも 又 彼位ゐ 人と しての 尊嚴を 信じ 拔ぃ 

た 人 も 多く はありますまい。 彼の 前に つれて 來 ると、 この 極めて 平凡な しかも 偉大な ドン • キホ ー テの 前に つれて 

來 ると 大抵の 皮 肉屋 は 世に も 卑しい 慘 めな ものに なって しま ひます。 彼 一 人の あるの は 人生の 可能性 を 力 强く證 

據 立てる ことです。 こ X から 彼の 第 四の 特色なる 愛が 生まれ 出ます。 こ \ から 彼の 祌が 生まれ 出ます。 

「無限 —— 萬 有に つ い て の 思索、 

爾 はわが 祌。 

私 を 待ち望む に飽 くこと なく、 未だ 現 はれ ざれ ども 必す來 るべき、 

祌々 しい 戀人、 完全なる 友人、 

扉はホ 力ま 

公明で、 能力 あり、 美しく、 飽滿 し、 且つ 愛に 滿ち、 肉體 に充實 し、 靈に 微妙なる 汝 I 完成され たる 人.' . 


爾 はわが 祌。 

お k 死 I (生 は その 役 口 を 栗た したから〕 

H< 上のお 殿 を閒 き、 そこに 人 を 導く もの、 

顶 はォカ ゆ  • ， .  ...  .  . . 

私が 兑、 感じ、 知る 限りの 最大 最上の もの 凡て、 

(それ は 沈滞した 約^ を 破って II お- A 汝魂、 汝の 自由にす る) 

爾 はわが 神。 

i!; しく は汝、 常に 進み 行く 不壞の 道、 凡ての 偉大な 觀念、 人類の 夢想、 私の 魂よ、 汝を 高め 解放す る 凡ての もの、 

凡ての 雄々 しき、 思 ひ 入った 情熱の 行爲、 

雨 はわが 祌。  .， 

おしく は 時 il、 若しくは 空 n、 

地球の 姿の 祌々 しさ 不思議 さ、 若しくは 私が 見 且つ 崇拜 する 私自身の 姿、 若しくは 他の 人の 見事な 姿、 若しく 

は耀灼 たる 太陽、 若しくは 夜 天の 星、 

爾 はわが 神」 

-ー - 

r  Tffi〇UGH、r.  of  the  Infinite—the  All 一 

ホ牛ッ ト マンに 就いて  四 五 力 
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Be  thoc  mv  Go<3. 

Lover  devme,  and  perfect  Comrade! 

ン vaitmg,  content,  invisible  yet,  t>ut  certain, 

WQ  thou  my  God. 

I,i10u I thiou,  tli ひ Ideal  Man  ！ 

Fair,  able,  beautiful,  content,  and  loving, 

complete  m  Body,  and  dilate  in  Spirit, 

B ひ L,bu  my  00^. 

O  Death I (for  Life  has  served  its  turn;) 

Opener  and  usher  to  the  heavenly  mansion  ！ 

Be  thou  my 〇01 

Aught,  au^llt,  of  mightiest,  best,  I  see,  conceive,  or  know. 

(1,0  break  the  stagnant  tie I thee,  thee  to  free, 〇 soul,) 

Be  thou  mv  God. 

Or  <:liee,  01 J  Came,  whi ひ n、er  advancing"; 


o 


All  ereat  ideas,  the  races*  aspirations; 

All  that  exalts,  releases  thee,  my  Soul 一 

All  heroisms,  cieeds  of  rapt  enthusiasts, 

！ Be  ve  mv  cods  ！ 

Or  Time  and  Space 1 

cr  shanc  of  Earth,  dev ョ e  and  wond ひ： ous 一. 

()r  shape  in  I  mvself—or  830  fair  shap ひ, I,  viewing,  worship, 

cr  lustrous  ort>  of  Sun,  or  Star  by  night : 

ye  my  Gods."  (な 〇ods. 、じ 

おしあ 叫の 特徴なる 彼の 愛に 關 する 詩 を、 この 「草の葉」 から 拾 ひ 上げよう となら、 餘 りに 多き に 過ぎて 今夜 中お 

話 をし- M けて ゐて もな ほ 足らない と 思 ひます し、 諸君 は 今まで の 所で も旣 にい \ 加減 厭きられ たと 思 ひます から、 

代^的 だと 思 はれる 例の 二三 を 擧げる ことにと^-め てお きませ う。 私が この 詩集の 中の 金剛石 だと 思 ふ 詩 は、 

「は. も 知らぬ 人よ、 あなたが 行きす りに， 私に 遇って、 話しかけようと 望むなら、 話しかけて 惡ぃ譯 が何處 にあ 

り ませう？ 

又 私が あなたに 話しかけて 惡ぃ譯 が何處 にあり ませう？」 

rsTK. ANGER- ！  if  you,  passing,  meet  me,  and  desire  to  sl)ea!c  to  me,  wliy  should  you  not  spealc  to  me? 


有 a 武郎 企^^ 六卷  四 六 二 

And  why  shoulJ  I  rbt  sp"ak  to  vou?  ("  To  Yoi にジ 

とい ふ 一 一行の 短詩です。 詩 は 短い けれども 心 は 長いと 思 ひます。 ふと 遇った ばかりで 友達で あり 戀人 であり 得る 

と 感じ 合った 人で も、 ^に 兌 知らぬ 人と いふば かりに、 fB 葉 も かけ 合 はすに 永久に 離れて 行って しま ふとい ふの 

は， はかない， さびしい、 腹立たしい、. J とではありません か。 人々 が 愛の 觸角を もっと 公然と 思 ふま \ に 働かす 

ことが 出來 たら、 私達の 生活の^ はもつ と與 るに ちが ひない のです。 凡て この 祕 めら れ たる 大事な 欲求 を、 押し 

隔て、 被 ひかくし、 破壞 せんとす る 生活の 様式な り 制度な り は、 撤廢 されなければ なりません。 而 してやが て は 

される で せう。 

「凡ての もの X 底に、 生まれた ま i の 姿、 

私 は 誓 ふ、 私 は 自分の 生まれた ま \ の 姿 を 守らう、 —— 敬虔な こと だら うが 瀆聖 のこ. とだら うが 構 ひなく、 

私 は 誓 ふ、 生まれた ま \ の 姿 程に 私 を 喜ばす もの はない、 , 

BT 女、 都會、 國民は 共に 生まれた ま \ の 姿に ょづ ての み. 美しい。 

凡て の もの-底に 男と 女との 愛の 表現の 必要が ある、 

私 は 誓 ふ、 私 は 見過ぎ る 位 男に 對し 女に 對 して 愛の 表現の 卑しい 力なき 方法 を 見せられた。 

この n から 私 は^に 對し 愛の 表现の 私ら しい 方法 を 採用す る ぞ。」 

r  Jnderneath  all,  nativity, 

I  s..vear i will  stand  t>v  mv  b\vn  nahvitv I pious  or i ョ J〕10lls,  so  t>e  it  ； 


I  swear  I  a ョ chann*d  with  nothing  except  nativity. 

Men,  women,  cities,  nations,  are  only  l3eautuLll Iri  nativity. 

Underneath  all  is  the  expression  of  love  for  men  and  women, 

I  swear  I  hwe  seen  enough  of  mean  and  impotent  modes  of  expressmg  love  for  men  and  women. 

After  this  day  I  talce  mv  own  modes  of  expressms  love  for  me:i  and  women. 

(From  r IVIarch ひ s  now  tlie  メづ al. is  over. 

それなら ホ ヰット マンら しい 愛の 方法と は、 如何なる もので あつたか。 彼 はかう 歌って ゐ ます。 

「私 は 制度 を破壞 せんと もとめて ゐ ると 攻擊 されて ゐ るの を 聞かされる、 

然し 私 は 制度に 贊成 する もので も反對 する もので もない、 

(私と S 度と は， 可の か& はりが あらう ぞ、 —— 又 その 破壞と 何の か& はりが あらう ぞ) 

た^ 私 は マンハッタンに、 及び 內 地と 海 沿 ひと を 問 はす 諸 州の 凡て の 町に、 

畑と 森に、 水 A- 切って 往來 する 大小の 船の 上に、 

^物 も、 规約 も、 委員 も、 理窟 もな く、 

仲 問 同士 の 親密な 愛の 制度 を 建てよう とする ばかり だ。」 

r  I  ffiEAR  it  was  charged  against  afle  that  I  sought  to  destroy ョ stitutions, 

ホ ヰグト マンに 就いて  四 六； 一】 
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wut  really  I  am  neither  lor  nor  against  institutions; 

(what  mdeea  have  I  m  common  witti  them  ？ I Or  what  with  the  destruction  of  them  ？) 

only  I  will  establish  m  th ひ Manhattan,  and  in  every  city  of  these  Sates,  inland  and  seaboard. 

Anc3  in  the  fields  and  woods,  and  atsve  every  keel,  littl ひ or  large,  that  dents  the  water. 

Without  ealnces,  or  rules,  or  trustees,  or  any  argument, 

lye  institution  of  the  dear  love  of  comrades."  ("I  hear  it  was  charged  against  me." ン 

かくて 彼の 愛 は 生活の あらゆる 方面に 擴 がって 行った。 彼 は 一人の 娼妖に 向って かう 歌 ひかけ る。 

「落着いて  私に 對 して はくつ ろいで お出で  私 は ワルト. ホ ヰット マ ン、 自然が ある やうに 自由で 快活 だ、 

太陽が あなた を 見放さない 中 は、 私 も あなた を 見放し はしない、 

水が あなたの ために 輝く の を 担み、 而 して 木の葉が あなたの ために ひらめく の を 担まない 間 は、 私の 言葉 も あ 

なた のために 郯 きひら めく こと を 担み はしない。 

わが 娘よ、 私 は あなたと 一 つの 約束 をしょう —— 而 して 私 は あなたが 私に 會 ふことの 出来るだけの 準備 をす る 

やうに 命じよう、 

而 して 私が 來 るまでに あなたが 忍耐 强く而 して 完全に なって ゐる やうに 命じよう。 

それまで、 あなたが 忘れぬ やうに、 意味 ある 眼 付で あなたに 挨拶 を 送る」 

"Be  compose :Ilt>e  at  ease  with  me 1 1  am  Walt  wllitman,  liberal  and  lusty  as  .. 


Not:  Hll the  sen  excludes  you, ト exclude  yon  ； 

Not  till  the  waters  refuse  t〕  glisten"  or  you,  and  the  leaves  to  rustle  for  you,  do  my  words  refuse  to  glisten  and 

sstie  fcr  you. 

Mv  girl, I  appoint  with  you  an  appointment — and  I  charge  you  that  you  make で rejxlrduon  to  Le  worthy  to 

meet  me. 

And  I  chscrge  you  that  you  be  patient  and  perfect  till I  come. 

、rill tl en,  I  salute  you  with  a  significant  look,  that  you  do  not  lorget  mc." 

つ To  a  Cim91  prostitute.") 

或は 彼 は その^の 負傷 を 役 纏： すべく 戰 場に 臨んだ。 而 して 人と 人と が 殺し 合 ふ 慘狀を 一度 目擊 すると、 二度と 

^を 向ける ことが 出來 なかった。 

「蹶起し 激怒し、 

私 は^ 鐘 を 鳴らして、 情け容赦 のない 戰爭を 促え うと 思った、 

けれども ぢ きに 指が いふ こと を 聞かな くな り、 私の 節 は 俯向き、 而 して 私は斷 念して、. 

れ； g おの 傍に 坐り， 而 して それ を 慰め、 或は 沈默 して 死者 を 見守った。」 

^  Aroused  and  an^ry, 

I  thought  t:>  beat  the  alarum,  and  urge  relentless  war  ; 
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wut  soon  my  nnger"  faTd  me,  my  face  droofzd,  an 1 I  resislM  myself. 

To  sit  by  the  wounded  and  soothe  them,  or  silently  watch  the  dead." 

或は 又、 彼が 切愛した 名大 統領 リンカ ー ンの 死に際しての 挽歌の 如き は、 長いので こ & に 紹介す る ことの 出來な 

いの を遣憾 とします けれども、 よい 一人の 人間に 對 する 哀情が 身 を 切る やうに 痛感され ます。 又 雌鳥 を 失った 一 

羽の^ 鳥 を 詠 じた 詩な ども、 こ \ で 紹介す るに は 長き に 過ぎます けれども、 詩人の 同 唐 は 格調の 上 こも 自然に 虎 

はれて、 その 內容 が幽艷 であるの みならす、 誦讀 した^けで、 意味 は 分らないでも、 惻々 と 人 を 動かす やうな 力 

を 持って ゐ ます。 

「私が 好む ところの 人々 と共に ゐる だけで 十分 だと 私 は 知る， 

一 夕 を その 人々 と共に 通す だけで 十分 だ、 

美しい、 物好きな 友、 呼吸し、 放哭 する 肉に よって 圍 まれる、 それで 十分 だ、 

その 人々 の ^ を 通り、 或は 一 人に 觸れ、 或は 私の 腕 を 極々 一瞬 問 彼な り 彼女な りの 頸の ま はりに 觸れる こと、 

と  これ は 何 だら う？ 

私 はこれ 以上の 喜び を 求め な い  私 は 海 での やうに その 中 に 泳ぐ。 | 

"I  have  perceived  that  to  be  with  those  I like  is  enough, 

r。  stop  in  company  with  the 置 at  evening  is  ensgh, 

lo びひ surrounded  by  beautiful,  curious,  t-reatllill^,  laugllil-^  nesll  is 


To  一 uss  among  them,  or  touch  any  one,  or  r ョ t  my  arm  ever  so  lightly  round  his  or  lier  neclc  Icr  a  momentl 

I  do  not  ask  any  more  deli2ht—I  swim  in  it,  as  in  a  seit."  (From  -  I  sing  the  wody  Electric. ) 

かうな ると、 彼に とって はもう 靈 肉の 區^ はありません。 彼 は 自由に 肉から 超越して 肉に 執着し ます。 

皮の こ の 愛 は 隣人から 隣人に 及んで 遂に デ モ クラ シ ー を 唱道 させました。 彼 は 神聖なる 平民 (Deviser  Average) 

を^^し ました。 彼 はこの 平民の 出現の 爲 めに、 その 平民の 間に 完全な 理解が 成り立つ ために は、 いかなる 革命 を 

も 餘り高 惯 過ぎる と は 思 ひませんでした。 怫國が 革命に よって 氣息 喘々 たる 時、 ホ ヰット マン は 米國の 一隅から 

熱心な 拨 助の 聲を 寄せて、 平民の 勝利、 平安 幸福の 爲 めに は、 國境も 撒し、 王も廢 せよ と 叫びました。 この 方面 

に 4、 ける 彼の^ 想 を 更に 探らう と 思 ふなら、 「{m 選 日記」 と譯 されて ゐる. -specimen  Days  in  Amrica- を謓 み^ 

みられる がい、 と 思 ひます。 露實の 意味に 於て 米國の デモ クラ シ I の爲 めに 彼の 寄せた 火の やうな 愛着と 深い 懸 

念と は、 怖尜 雄勁な 文 の 中に 深く 汲み取られ るで せう。 

^後に ホ ヰット マ ゾ の^ 五の 特色と して の 祌祕的 表現に ついての 二三の 例 を擧げ て^ませ う。 

「魂の 流 射，  \ 

魂の 流 射 は、 問題の 種を掭 き-ながら、 木の葉に 被 はれた 門 を 潜って、 內 部から 洩れて 出て 來る。 

この あこがれ 心、 それ は 何故 だら う！ 义 それと 定めが たいこの そピろ 心、 それ は 何故 だら う？ 

何故お の 人^、 女の人 逹が 私の 側近く 來 ると， 太陽の 光が 私の 血に 漲る の だら う？ 
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何故 彼等が 私 を 離れる と、 私の 喜びの 長旅 は 細く 垂れ 下る の だら う？ 

何故 私が そ の 下 を 歩く. g に、 あす こ の樹 から 偉大な 音律 的な 思想が 私 の 上 に 降る の だら う？ 

(思 ふに 人 は あの 樹に夏 冬 をつ るして おいて、 私が その 下 を 通る とその 木の 栗 を 落して よこす のだヒ 

r  Here  is  the  elHux  cf  the  Soul ； 

匕 一: ひ emux  of  the ひ oul comes  irom  within,  ^8C^  embower-d  gates,  ever  provoking?  questions : 

IJhcse  yearnings,  why  are  they?  ,rhese  (h〕ugts  in  the  clarlsess.  why  are  thev? 

U  ny  are  there  nr.en  and  women  that  while  they  are  ni^tl  me,  the  sun-li^llt  expands  my  blood  ？ 

ン\  hy,  wlien  they  leave  me  do  my  pennants  of  ioy  sink:  flat  and  lank  ？ 

Wny  are  there  treos  i  never  walk  un」er,  but  large  and  melodios  thoughts  descend  upon  me? 

(I  think  they  han^  there  winter  and  summer  on  those  trees"  and  always  drop  fruit-  as  I l〕ass  ；) 一、 

(From  V  song;  of  th-e  oi〕en  R-oacLS) 

「淚！ 淚！ 淚！ 

夜 寂寥の 中 …… 淚ょ。 

白い 汀に 流れて は、 砂に 吸 ひ 込まれ 行く 淚  一 つの 星 も 出て ゐ ない —— 眞喑な 物寂し さ。 

頭 を 包んだ 彼の 服から 洩れる 緞 つた 淚 11 お、 その 亡靈は 何者 だ I , 暗闇の 中で 淚を洩 すその 異形 は 何者 だ。 

瀧な す淚 — お \ 泣く淚 —— 息 も 絶え^-に 泣き叫ぶ その 痛苦。 


お、^  ^^^さま じく、  ^沿 ひ を 吹き まくる. お \ 物 すごい 夜の- M —— 風！ お-その はげし さ、 ゆ、 しさ！ 

ぉゝ 影よ — 畫 の^は、 沈^な 顔 付 をして、 规則 正しい 歩みで、 威儀の 正しい 影よ。 

夜が 來て、 人 を 離れて 孤獨 になる と、 お-その 時の 淚の 海、 

淚の！ 淚の ー 淚 の！」 

"Te§ 一  tears!  tears! 

In  the  nig 一. it,  in  solitude,  tears  ； 

On  the  white  shor ひ dripping,  dripping,  sues  in  by  the  sand  ； 

、「2rs,—  not  a  star  shining I all  dark  and  desolute  ； 

Moiit  tears  from  the  eyes  of  a  Ml&cd  head; 

!c  who に that  TOt5st?—tllat  from  in  the  dasy  with  tears? 

What  shapeless  lump  is  that,  bent  §uch-d  there  on  the  sand? 

Streaming  tearslsobb;n2  tearslthroes,  choked  with  wilu  cries; 

O  stor ョ, embodiel  rising,  careering,  with  swift  steps  along  the  bench : 

c  wild  and  dismal  night  storm,  with  wind  i 〇 げ elchin^  and  de"perate  ！ 

严 >  二 ude  so  sedate  an 1 decorous  by  day  with  calm  countenance  and  regulate  pace  ； 

I3ut  awav,  at  night,  as  you  fiy,  noni  lookillglo  then  the  unloosen-d  ocean, 

of  tears  ！  tears  ！  tears  ！ 、一 
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「^なる 死の 囁き、 それが 嗨 かれる の を 私は閗 く、  . 

夜の の ざれ霄 葉 I ii すれ を 思 はす 饒ゃ H 

靜 かに 登って 來る跫 昔 —— 祌祕な そよ風、 ひそかに^ I く 吹いて 來 る、 

兌えざる 河の 漣 —— 流れ、 永遠に 流れる 潮の 流れ、 

(それとも あれ は 淚の漣 か？ 人の 淚の报 てな き 海原の) 

私 は 見る、 僅かに^る、 空の 方に、 大きな 叢雲 を、 

薆 はしげ に、 靜 かに 卷 きちぐ み、 昔 もな く擴 がり 交り 合 ふ、 

時折り、 朧 ろに 悲しげ な 遠 星が、 

現 はれ、 又隱れ ながら。 

(寧ろ 或る 分娩 I 或る 嚴 かな 不死の 誕生 か、 

それと 眼に はさ だかなら ぬ阈境 を、 

魂 は 今 …… 越えて 行く) 

-w£sj?WK.S  01  heavenly  deatn,  murmur-d 1 hear; 

Labial  gossip  of  night II sibilant  chorals; 
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l~oots ^で s  grtlltly  ascending I mvstical  breezes,  watted  soft  anal  ow 

Ripples  of  unseen  rivers I tides  of  a  current  flowing,  forever  flowing; 

(or  is  it  the  plashing  of  tears  ？  the  measureless  waters  of  human  tears  ？) 

I  sco,  mst  see,  slcyward,  great  cloud.masses  ； 

Mournfully,  slowly,  they  roll,  silently  swelling  and  mix ヨ^; 

.with,  at  times,  a  half-dlnm 一 d,  sudderfd  far-off  star, 

ATDDCarm^  and  disappearing. 

(some  parturition,  ratner — s〕me  solemn.  Immortal  t>ll.th: 

On  the  frontiers,  to  eves,  impienetrabl ひ, 

Some  Soul  is  passing  over  ：)  一-  ("  Whispers  of  Pleavcnly  OSF^,^ 

これらに 類した 詩 はな ほ數 多く こ \ に 引用す る ことが 出來 ますが、 象徵 派の 詩人に 見る やうな 格調が これらの 

作 "1 に 鋭 はれる とい ふこと は 誰でも 氣付 くで せう。 深い 神 祕に對 する パ ル ス が 自ら 感ぜられる やうな 作品です。 

瞑想 的な ホヰ ット マ ン の 肖像 は是 等の 詩の 中に 求める ことが 出來 るで せう。 

極めて^ 笨な 不忠寶 の 紹介に なりました。 結局 私 はこの 通り この ュ 一一 ー クな 詩人に 對 しても 何も 木質 的な こと 

はおり 得なかった やうです。 然しながら、 こ、 に 引 川した 若干の 詩に よって、 諸^の 屮 にこの 「よき 老いた る 灰 
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色の 詩人」 に對 して 興味 をお 感じに なった 方が ありますなら、 進んで 自ら 彼 を 研究して いた^き たいと 思 ひます。 

詩人 は 萬 花 鏡です。 彼の 姿 は 見る 人に よって 異る であり ませう。 而 して その 何れもが ある 點 までの 莫相 であり、 

ある 點 まで 幻影で ありませ う。 しかも 彼 は 私達に かう 約束して ゐ ます。 

「私 は 私の 身 を 塵に 委 する、 而 して 私の 愛する 草に 現 はれよう。 

君が 私 を 求めたい なら、 君の 靴下に 私 を 尋ねなさい。 

君に は 私が 何で あり 何 をい ふの か 解る ま い、 

解らなくて もい x.、 私 は 君の 爲 めに 健康 を 齎らさう、 而 して 君の 血 を 淨めカ づけよう。 

一 度 私 を 捕 へそ こなって も 失望して はいけ ない、 

玆で 尋ね あてなかったなら ほか を 尋ねて 御 覽. 

私 は を 待 つ て 必す 何處か にゐ るの だから。」 

(】 九 二 〇 年 十月、 新人 會笫ニ 囘學術 講演 食に 於て) 


一つの 提案. 

「イブセンの 什 * 場から」 とい ふ 本が ある。 イブセン がその 作品 を 世に 發 表する 前， 色々 に 工夫 を 凝らして 草稿 

を 作った、 それが 狼め て あるの だ。 その 中に 「人形の 家」 の 草稿が ある。 一八 七 八 年に 書かれた もの だから、 今 

から 叫 十 年 以前の 文獻 である。 今 丁度 その 本 を 友人に 貸して あるので、 正確に イブセンが 書いた 通り を こ \ に紹 

介す る ことが 出来ない のを殘 念に 思 ふが、 私の 舊稿 からこ.^ に その 主意 を 書き連ねて 見る と、 

「世に は 二種 類の 精神的 法則 卽ち 二種 類の 良心が ある。 その 一 つ は 男性の， 而 して 他の 一 つ は、 男性の それと は 

^然 異質な 女性の 良心で ある。 この 二つの 良心 は 相互の 間に 理解がない。 而 して 實際 生活に 於て は 女性 はいつ 

まで も 男性の 法則に よって 钊斷 せられて ゐる。 それ は 丸で 彼女 は 女性で はなく して 男性で あるかの 如く。 

女性 は 現在の 社會 にあって は、 全然 男性 化した 現在の 社會 にあって は、 彼女 自身で ある ことが 出来ない。 今 

の 社會の 法則 は贝 性に よって 組立 てられ、 而 して その 法則 制度の 下にあって は、 女性の 行動 は 男性的 見地の み 

から 判斷 される。 

彼女 は爲稃 偽造 を敢 てし、 しかも そこに 誇り を 感じた。 何故ならば 彼女 は その 良人の 生命 を 救 はんが 爲 めに、 

t-is によって それ をな したから である。 しかも 良人なる 男性 は 凡 下な 名譽 心なる ものに か \ づら つて、 法律の 

味方に なり、 問題 を 男性の 視角から のみ 考 へた。 

そこに 精祌的 衝亂が 起る。 キ. 權に對 する 信念に 混 亂を來 し 壓抑を 感じて、 彼女 は 道 德的權 威の 承認 及び 育兒 

の 能力に ついての 自信 を 失 ふに 至った」 云々。 

1 つの 提案  四 七三 


. 有 岛武郞 仝 柒. 笫六卷  四 七 四 

大體 かう いふ ことが 書いて あつたと 記憶す る。 近頃 これ を 讀んで 私 は、 自分で したり 顔に 今まで 主張して ゐた 

ことが 四十 年の 昔に イブ セ ン によって 遣憾 なく 云 ひ 現 はされ てゐ るの を 知って 恥ぢ すに は ゐられ なかった。 

私の 主張と いふの は 今の 社會 生活 は その 根柢に 於て 男性の 創立した ものであって、 女性 は與 かって ゐな いとい 

ふこと だ。 丁 俊 今の^^ 制^ は、 资本 家と 勞働 者の 協 11 作業に よって 成り立って ゐる けれども、 その 實 際に 於て は 

資本家の 創立した ものであって、 勞働者 は 無智な まゝ で、 甚だ 不利益な 條 件で、 自分 達を签 i 窮地に 陷れる 制度 

を 助長 させて ゐる やうに、 今の 社會 生活 は 男性が 自分の 傾向に 都合の い \ やうに、 女性に は 頓着な く 組立て たも 

の だ。 若し 女性 を考 へに 入れる やうな ことがある とすれば、 それ は 女性が 男性の 生活の 內容を 便利に し、 安固に 

し、 豐富 にし、 享樂 的の ものに なし 得る 場合に 於ての みだ。 これ は 私達が 少し 公平な 心の 立場から 私達の 生活 を 

考 へて 兌れば、 直ぐ 氣附 かすに は ゐられ ない ことで ある。 

かう いったと て、 私 は 何も 現在 女性と 男性と が 到る ところで いがみ 合って ゐ ると 申し出る ので はない。 同じ 一 t! 

業 制度の 下に あっても、 侗人 として 見れば 實に 立派な 心がけの い K 资本 家もゐ る。 制度の 許す 限りに 於て、 勞働 

者に 對 して 同情と 现 解と を 持った 人が ある。 その やうに 社會 生活に 於ても 女性に 對 して 现解を 有し、 親切 をお す 

る 男性が ゐ ないで はない。 又 同じ 産業 制度の 下に あっても、 自分 等の 運命 を さう あるべき もの だと 頭から 決め込 

んで しまって、 丁庶 昔の^ 臣乂は 親子の 關 係の やうに、 资 本家に 信賴 し服從 して、 何等の 苦痛 矛盾 を 感じない 勞 

働 者が ある。 その やうに、 社會 生活に 於ても、 現在の 社會 生活が 永久 不變の あるべき 生活であって、 女性 はか、 

る 運命に あるべき ものと 觀 念し、 男性の 慈悲心 を 拾 ひ 物で もした やうに よろこんで、 その 庇護の 下に 身 を遛 くこ 

とに 滿 足し 切って ゐる 女性 も ある。 だから か \ る 不自然な 社會 生活 も 破滅 を兒る ことなく 今日まで 綾い て 來てゐ 

るの だ。 然し 今日まで 綾いて ゐ ると いふ ことが 決して 現在の 社會 生活の 內容が 完全で あると いふ 理由に はなら な 


い。 ^し 一人の^ 性が ゐて、 現在の 社お 生活の 逍德 や^ I 惯を利 川して， 女性 を 膨； 迫しょう と 企てるならば、 一寸 

想像す る ことが 出來 ない 稃な亂 ^狼藉 を扳舞 ふこと が 可能で あらう。 現在 わが 日本 國に賣 春 婦の數 は、 中等 程度 

以上の 敎宵を 受けて ゐ る女舉 生の 數 より 多い とい ふで はない か。 自ら 進んで か \ る 境遇に 身 を 落した ものが 尠 、 

はない の だと 辯 解す る 人に 私 は 答へ たい。 自ら そこに 身 を 落す の を平氣 ならしめ た is 因 は何虑 にある のかと。 假 

りに さう いふ C 隨 落な 女性 を 論外に おいて 見た としても、 この 現象 は 人を考 へさせす に はお かないと 私 は 忍 ふ。 

^在の 社お 生活に 於て、 貞操と いふ こと は ^性に 對 してよりも 女性に 對 して 特に 嚴 しく あてはめられて ゐる。 結 

娇 によらす して r. ^せに：：； を 破った 女性 は、 結婚の 權利を すら 亡失した もの-やうに 考 へられて ゐる。 それほど 女 

性に 對 して 社 〈I： は贞 操の m- んす べき を敎 へながら、 多數の 女性 をして 貞操 を資 物にさせて 恬然と して 知らぬ 颜を 

して ゐ るの だ。 A 操を强 ひるの も、 それ を^ 物にさせ るの も、 男性に 取って 都合が い-からだと 解 釋 する より 解 

g: のし やうがない ではない か。 若し 社お 化^ 形成の 板牴に 女性の 力が 働いて ゐ たら、 か、 る 矛 质 は 生じて 來 べき 

や：： がない の だ。 か-る こと は 唯 その 一例に 過ぎない。 女性に 課せられて ゐる道 德習惯 を 少し 綿密に 考察して 兒た 

ならば、 識 でも 今の^ 活の^ 調が^ 性の みに よって 築き上げられて ゐ るの を 發兑 する に 苦しまな いだら う。 

地球の 上 に^ん ど：！： 數の^ 性と 女性と が 存在して ゐる 以上、 か&る 生活様式が 人類と いふ ものに よい 結 采を持 

ち來 すべき 苦がない。 兩性 とも か、 る 不自然な 生活に 呪 はれて 隨 落して 行かねば ならぬ。 男性 は 知らす 識らす 女 

忭に S して 侮 S おとなる。 私. s 身が 返よ それで ある こと を 意識す る。 女性 を 男性の 奴隸 であると して 取り扱 はう 

とする お 惑 は、 旣に 血液の 中に 傳 へられて 私の 心に も 存在して ゐる。 私 は 自分自身 それ を 恐れる の だ。 私 は 何も 聖 

人 だから か-る 說 をお 張す るので はない。 私自身が 先づ この 矛盾から 救 はれたい から、 王 張す るの だ。 兩性 生沽の 

缺^ から 來 るお^ を 私 も 十分 被って ゐ るの を 苦^に 感す るから、 今の 處瘦 我^して 渐 やく 誘惑に 打ち克って ゐる 

1 つ？^ 案  W 七 五 
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けれども、 いっそれ に 負けない とも 限らない から， 大急ぎで この 事 を 主張す るの だ。 女性 は 知らす 識ら. f 男性 を 

呪咀 する か、 その 被 征服者と なって 甘ん する。 これらの ことが 隱 約の 中に どれ 程 私達の 心 を 腐 らしつ \ あるか は 

^想 外の ものである。 

然 らば この 矛盾 を 如何にした らい、 か。 それ は その 矯正 を 女性に 待つ より 仕方がない。 産業 制度に 於て、 その 

や 新の 新しい 希望が 全部 懸 つて 勞働 者の 手に ある やうに、 社會 生活に 於ても、 その 根柢 的な 革新 は、 今までの 生 

活を 創造した 贝性 によるに は あらす して、 實に 奴隸の 境遇に おかれて ゐた 女性に よらねば ならぬ の だ。 新しい a 

方 は^:: い W 性の 問から は 生れ 出 やうがない。 男性 は旣に 創造 をな し 終へ た。 而 して 女性の 創造すべき 順序が 來な 

ければ ならぬ の だ。 

度々 いふ 事 だが、 女性が これまで 通りの 社會 生活の 諸 部門の 活動に どれ 程 行き渡つ て參 加し 得る 日が 來た處 が、 

それ は それだけの 寡で は 結局 男性が 創造した 社會 生活の 様式 を 鞏固に するとい ふ 結 某 を 持ち 來す に過ぎない こと 

を 知らねば ならぬ。 勞働 者が 縦 令奮發 して 资本 家の 位 mi に 登り 得た とした 處が、 今までの 産業 制度で は 矢張り 资 

本家と 利害 を 別にす る勞働 者が 必要と される だら う。 だから ある 一 定數 の勞働 者が 資本家と なって 樂 をした 所が、 

そこに は 更に 多 數な勞 働 者が 生まれ 出て 來 なければ ならぬ。 勞働者 は 永久に 失くな り はしない。 それと 同じ こと 

が^ 性 問題の 解決に ついても 云 ひ 得られる の だ。 勞働 者が 階級闘^ を 主張す るの は、 勞働 者が 资 本家の 立場 を 取 

つて 代らう 爲め ではない。 资 本家と 勞 働^と を なくなす 爲 めだ。 凡ての ムが 同じ 立場に あって 生活 をしたい が爲 

めだ。 女性の 運動 も 亦 かく あらねば ならぬ。 女性 は 男性 化して ER 性の 創り 上げた 生活様式 を乘っ 取る 代りに、 そ 

の 様式 を 無くなさなければ ならぬ。 男性が 惡 いので はない。 男性の 創り 上げた 社會 生活の 様式が 惡 いの だ。 その 

様式 は 上 は 政治 宗敎 道德 から 下 は 家庭生活、 家の 建 方、 料理の 器具に 至る まで 惡ぃ。 それ は 凡て 片務 的に 出來 上- 


つて ゐる。 女性 は先づ それ を 打破せ ねばならぬ。 而 して その 跡に 女性の 天才、 本能から 創り 出した 様式 を 打ち 建 

てねば ならぬ。 而 して それが 今まで 男性の 創り 出して 來た樣 式と 互に 融合 一 致す る 時、 甫 めて 完全な 社會 生活 は 

生まれ 出て 來る であらう。 若し この 企圖に 於て 女性の 天才、 本能が 目的 を豫. 行す るに 足る だけ カ强 くなかった な 

らば、 女性 は 永久に 男性の 隸屬 者で あり、 その 慈悲の 下に 命 をつな がねば ならぬ。 それ は殘 酷で あらう となから 

うと、 どうしゃう もない 女性の 運命 だ。 

私 は W 生で あるく せに 何う して 男性 を 裏切る やうな こと を 女性に 告げ口す るか。 それ は资 本家が 自分の 創った 

制 ぼに 中毒して、 自滅して 行かう とする 苦痛に 堪 へられる やうに、 私も亦 私が 屬 する 男性の 創った 様式に 中^し 

て、 だまらない 不安 を 日夜 感じ 出して ゐ るから だ。 子供の 將來 だけ を 思っても、 私の やうな 不安 を 嘗め 繽 けさせ 

たくない からだ。 

叫 十た 牛 も 前に イブ セ ンが 道破した こと を 繰り返さ ねばならぬ 私 は 少し 馬鹿 だ。 私 はもつ と 進んだ 提案 をせ ねば 

たらぬ 喾だ。 けれども これ 以上の ことが まだ 云へ ない。 云へ る 時が 來た らまた 云 ふ。 (談話 筆記) 

( 一 九 二 〇 年 十月、 「女性 H 本人」 所載) 


つの 提案  W 七 七 
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クロポトキン の 印象と 彼の 主義 

及び 思想に 就いて 

ク 口 ボト キン は 森 P 辰^ 氏に 殘 酷な 遝 命を與 へた やうです が、 私に は 反對に 面白い 運命 を與 へて 吳れ ました。 

叫 年 程 前に 「新潮」 が 海外で 會 つた 文 藝 家と いふ 題で 歐 米の 思想家の 印象 を 載せた ことがありました。 一番に 與 

謝 野 晶子さん が。 ダンの 印象 を-書 s れ ましたが、 何處で 私の こと を 知った か 二番目に は 私に 來 ました。 その 時 私 

の 書いた のが クロポトキン の 印象で、 それが 私の 文 擅への デビュウ になった のです。 

所が 可笑し いのは、 何處で クロポトキンに 會 つたの か、 翁が 何ん と 云 ふ處に 住んで 居られた のかす つかり 忘れ 

て 了って、 どうしても 思 ひ 出せない のです。 ロンドンの 郊外と いふ こと は 解って ゐ ますが、 どっちの 郊外だった 

か さっぱり 解らない のです。 然し クロポトキンに 會 つたこと は事實 で、 まあ 世界の 何處 かで 會 つたので すね。 何 

ん でも 一月の 末 ごろでした、 千 丸 wg: 年です。 豫め 手紙で 訪問 をしたい と 言って 遣る と、 月曜に 待って ゐる とい 

ふ 返事で したが、 丁度 月曜に は 他に ェ ンゲ ー ジメ ントが ありまし たので、 其の 前日の 日曜に 出. かけました。 汽車で 

行った こと を覺 えて 居ります。 降りた 所 は 工場 地が 市街地に 變っ たやうな、 がさく した 町でした が、 そこの 廣ぃ 

ぺ ー ヴメン トを 行く と 右側に 三 軒の アバ ー トメ ン ト があって、 その 中央の 家に ク ロボ ト キンが 住んで ゐ ました。 

ベル を 押す と白髮 になった 奥様が 出て 玄關 右手の 客室に 通されました。 その 奧隣 りが 食堂に なって ゐ ました。 そ 

こに 令嬢が 出て 來て 接待して くれました。 翁 は ライブラリ I で 仕事 をして ゐ るし 夫人 は 食事の 支度 をして ゐ るか 

ら 一寸 待って くれと 曾って、 その 娘さんが 話 相手をして 吳れ ましたが、 それ は 極く 快活な 明るい 懾 快な 娘さんで 


した。 三十 分ば かりして クロポトキンが 來て、 よく 来たと 言って 暖かい 握手 をされ ました。 あなたの 本 を 一通り 

^ん だが、 ，21 分の 解り 兼ねる 點を いろ， （-伺 ひたいと 思って 來 たとい ふと、 さう かそれ では 書 齋に來 て 吳れと 一 一 一一 口 

つて 二階の $齋 に 述れて ゆかれ ましたが、 三 間に 叫 問 程の 部.^ で、 壁 際に は 天井まで ぎっしり 本が 詰まって 居 

ました。 £仓.§： はかま はな い 方ら しく 窒の ファー ーチ ユアな ど隨分 アナクロニズムな ものでした。 其のと き 翁の 著書 

7  Feilds.Labor  and  Workship" に サインし たの を 贈られ、 著者から どれでも 自由に 飜譯 して 可い とい ふ 許可 を 得 

ましたが、 つ ひま だ 手 をつ けす に 居ります。 堺、 幸德は 何う して ゐ るかな どと ク Q ボト キン はよ く 名前 を覺 えて 

ゐ て 消 ^を 訊 い て ゐ ました。 丁度 その 頃はド ハボ ー ル が 加奈陀で 新しい 共 產村を 造 つ てゐた 時分で 翁 は それが 成 

功す る こと を 頻りに 望んで ゐ ました。 ドハ ボ ー ルと いふの は ロシア Q 或る 村の 名で はない かと 思 ひます。 R 露戰 

&の時 に それが 極端な 非 戰論を へ て 兵器 を 燒き捨 て \ 出征 を 拒んだ の で すが、 當時 非常な 問題 になつ た 事件で 

す。 すると 英米の フレンド 派 基督教の 一派で 非戰 主義の 或る 派の 人達が 盡 力して 加奈陀へ 移住 させた のです。 ト 

ルス トイの 「復活」 は 印稅を 其の 人達に 寄附す る爲 めに 書かれた もの だとい ふこと です。 ドハ ボ ー ルは 加奈陀で 

^ま 村 を 造り、 鐵道 工事に 働いて 勞銀を 村 全體に 公平に 分配して やった のです が、 周圍の 社會が 全然 異なる 組織 

にある ので、 その 共. M 生活 は 他との 交涉 から 失敗に 終った とい ふこと でした。 

そんな 話 をして ゐ ると、 やがて 食事の 用意が 出來 たとい ふので、 私 は 始めて 訪問した 家な ので 辭 退し ましたが、 

^はない から 是非 食べて 行けと いふので 食堂へ 行きました。 食卓へ 着いた の は 翁 夫妻と 先程の 娘さんと 若い 紳士 

でした が、 其の 靑年 紳士 は 娘さんと H ンゲ ー ジの 間柄ら しく 見えました。 そして 平生は 露語 か佛 語で せう が， 私 

が ゐた爲 めか^ 英語の 會 話で、 非常に 愉快な 氣 持ちの 好い 食事でした。 

ク n ボト キン の 著書 は 一 通り 讀 みました。 可な り澤 山あって 特に宣 傳 用の バ ム フ レット はな か/. \ 善く 書い て 
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あります。 翁の 無政府主義と いふの は、 簡單に 言へば コ ムミュ 一 1 ティ ー を 小さな ものにして 其の 各-が 共 產の形 

をと るので す。 翁の 計算に 從 へば、 その コム ミュ 二 ティ ー では 各人の 生產勞 働に 從事 する 時間 は 一 日 三時 問で い 

いのです。 さう いふ 强制勞 働の 理想に なると、 何時も 問題になる の は 汚い 仕事 や 面倒な 仕事、 例へば 糞尿の 慮遛 

とか 活字 を植 ゑる 勞働 とか は 誰もす る ものが 無から うとい ふ 事です が、 ク 51 ボ トキ ンは それ を 科擧の 進歩に 依賴 

して 居る やうです。 ベル を 押す とか ハンドル を 廻す とか すれば、 とにかく 人の 嫌 ふ 仕事 は處理 される ことになる 

の だと 言 ふので す。 それから その コ ムミュ 二 ティ ー の 生活に 適しない 人、 社會 組織 を 破る やうな つまり 犯罪 人と 

い ふやうな もの は 其の コム ミュ 一一 テ ィ ー から 退去 させられる のです。 どこでも 他の コム ミ ュ 二 ティ ー へいって み 

て、 自分 を 置いて くれる 處が あるか どうか 見て 來 るが 好い とい ふので せう。 然し 結局 さう いふ 人間 を容れ る處は 

無い わけです から、 自然に 誰も コ ム ミ ュ 一一 ティ ー の 生活に 從 ふこと になる のです。 

然し ク ロボ 卜 キンの さう いふ 小さな コム ミ ュ 一一 ティ ー を 作る とい ふ 無政府主義の 理想 は、 それ は 全世界が さう 

たと ひ 

ならなければ 出來 ない ことで、 假令ロ シァ 一 國 がさうな つても、 他の 國が 今の ま X では 行 はれないで せう。 そし 

て 全世界が さう なるとい ふ 事 は 畢竟 {4.: 想に 近いと 思 はれる かも 知れません。 翁の 無政府主義 的 共 產社會 の 理想に 

對 して、 有力な 破綻と される の は、 大規模な、 國際 的な 仕事の 問題です。 さう いふ 小さな コム ミュー 一 ティ ー の 世 

になって、 誰が 鐵道を 敷き 列車 を蓮轉 する のか、 誰が 交易に 從ふ のかな ど& いふ 事になる と、 翁の 考へも 確かに 

斯うと はき まって ゐ ないやう です。 同じ 無政府 共產 主義で も、 ク & ボト キンの は、 勞働 組合が^ 業 を 管理す ると 

いふ サン ヂカ リストの 主張と は 大分 違った 所があります。 

そして、 ク a ボト キン はさう いふ 共 產社會 を來す 手段と して 階級 鬪爭を 是認し 主張して 居ります。 翁の 名著 

「佛蘭 西 革命.^」 を 私 はま だ 讀んで 居りません が、 あれ はもう 一度 あ  >- いふ 暴力に 依る 革命が 起って、 社 會を顚 缓 


する のが、 自分の 理想す る 無政府 共. v ぼの 社 會を來 す捷徑 であると いふ 意見から 見て 書いた もの だとい ふ 事です。 

從來ぉ かれた 多くの 佛國 革命 史は ブル ジョァ の 見地から 書かれた ものであるが、 自分の は 第 叫 階級の 立場から 書 

いた ものである。 あの 革命 は 第 一 階級と 笫 一 一階 級との 横暴 壓 迫に 憤った 第三階級が 第 ra: 階級 を 誘って 起した もの 

であろ が、 出來て 見る と 第四階級 は 全然 第三階級の 傀儡に された 結 茶に なり、 立派な 資本主義の 社 會が現 はれた。 

これ はも-つ 一度、 欺かれた 第 叫 階級の 乎に よって 社 會が顚 覆されなければ 本 當の社 會が來 ない とい ふ 意味が、 そ 

の.：： f: 文に あります。 佛蘭西 革命 は 餘程ク n ボト キン を强く 動かした やうです。 そして、 その 階級 鬪爭の 手段、 革 

命 を 起す 方法、 戰術を ま曰 いたのが、 あの 有名な r パ ンの 略取」 で、 あの 本 は 翁の 著述の 中で 最も 過激な もので せ 

う。 

婦人問題、 敎育 問題 その他に ついて 詳し S 記憶はありません が、 翁の 思想から 論理的に 考 へて 見れば、 婦人 は 

全然 解放され て 居るべき で、 自 由 結婚の 社會 であると 見る のが 順序で せう。 家庭と いふ もの は 何う 見ても、 41 人 

を 被 所有者と して 居る ので、 それ は その 社會 にあって 極めて 不合理な こと X される の は 理解され ます。 從 つて 子 

供 は！； 有で あり、 敎 育は國 家の 食擔 になる でせ う。 

たビ、 ク は ボト キンが 階級 鬪爭を 是認す るの は、 翁の 理想 社會が 極めて 合理的な 所から 見て、 大きな 矛盾の や 

うです が、 それに 對 する 翁の 昆解 がどうい ふ もので あるか、 私 は 知りません。 (談話 筆記) 

(一 九 二 0 年、 「讀賣 新 聞」 所載) 
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緒  言 

私が こ」 で 云 ふ 生活と は、 主に 個人の 生活、 延いては 侗 人の 生活に、 現在で は、 曲り なりに も 充足と 可能と を 

與 へる 所の 家族 生活 を 指す ので、 もっと 廣ぃ 意味で 用 ゐられ てゐる 生活 卽ち 社會 生活と か國家 生活と 云 ふやうな 

ものに は觸れ ない のです。 

現在 私達が 持 つ てゐる 生活 に 於いて は、 純 粹な侗 人の 生活と いふ もの は、 不懾 快な 割引き を 受ける 事な しに は容 

易に 成り立ちません。 人と 人との 間の 交涉 はまた それ を 成り立た せる 程の 自由 を與へ 得べき 發展を 遂げて は 居 ま 

せん。 若し 人が 純 粹に侗 人的な 生活 をしょう と 思へば、 勢ひ隱 者の やうな 形式に よって、 この 世の中で きけ 得べ 

き 人^と しての 特權を 大部分 投げ出さなければ、 それが 出来ない 事に なって ゐ ます。 丁度 現在の 資本 制度の 下に 

あって は、 否で も應 でも 各人が 或る 階級に 加入し、 或る 程度の 能力 を 費やして、 他の 階級の 人と 競爭 し、 何等か 

の 意味に 於て 周 圍の人 を 打ち負かし、 從 つて その 人達に 何等かの 意味に 於いて 苦痛 を與 へなければ、 自分の 生活が 

保障され ないやう に、 現在で は眞に 個人的な 生活に 徹底し、 全力 を 自己の 生活に のみ 費 さう とした 所が 望まれな 

い 事です から、 勢 ひ 家族と いふ 二人 以上の 圑體に 加入して、 互 ひに 多少の 不便 を 忍び 合 ひながら も、 純粹な 個人 


的化活 では^られ ない 人 問と して の特灌 を享樂 して ゐ るので す。 それが 爲め には^ 族の 各員 は 他の 方面に 於いて 

或る 程度の 犧牲を 忍ばなければ なりません。 而 して その 犧牲を 忍ぶ とい ふ 苦し さが、 永い 習慣の 結果、 一 種の 道德 

としてお へ られる やうにまで なって 來てゐ ます。 從來の R 本の 家族 生活に 於いて 家婦が 主人 (主人と 云 ふ 言葉が 遺 

憾なく 表 はして ゐる やうに) に對 して 捧げて 來た 犧牲、 子が 親に 對 して 捧げて 來た犧 牲と云 ふやうな もの を考へ て 

兌る と * それ はよ く 解る 事です。 それ は 美しい と强 ひてい ひ 得ようと も、 少なくとも 合理的な ものではありません、 

^遍 的な 安 當性を 持った ものではありません。 近來 になって その 不合理 性 は 段々 矯正され つ-あります。 昔、 女 

たり 子な り の逍德 と考 へられて ゐ たもの が、 不道德 でなければ 非道 德 であると 考 へられる やうに なって 來 ました。 

今の 世の中で 主人の 放蕩 三昧 を默 つて 忍從 して ゐる妻 はよ い 妻と は 云 はれす、 親の 爲 めに 貞操 を赍 つたり 、親の 遣 

^や 造 名 を 後生大事に 守る だけで 何ん にもせ すに 暮らす 子供が よい 子供と は考 へられ なくなつ たの は 明かです。 

^ち^ 族 生活に 於け る 道 德の價 値 は 非常に 變 つて 來てゐ ます。 こ の價 値の 變遷 をよ く考 へて 見る と 畢竞侗 人の 生 

わざ 

活に對 する 獨 立の 要求が させて ゐる 業で あるの を 誰でも 看取す る 事が 出來 るで せう。 卽ち 家族 內に 於け る 各 

Q が倘 性の 尊 殿 を 漸次. IT 覺 して 來た結 菜から、 この 價 値の 變化は 生まれ 出た のです。 この 傾向 —— 而し てこれ ま 

で の變 化で はこの 倾向は 正しい よい もの だと 心 ある 人に は 誰に でも 信ぜられて ゐ るので すが， i を 僻：^ なしに 或 

ろ^^ を 以て 押し進めて 者へ て 見る 人が あったら、 現在 認められて ゐる やうな 家族 生活 は、 やがて 破壊 さるべき 

運命に 在る 事を豫 知し ない 譯には 行きません。 

在^-の 家族 生活の 形式 を 重視す る 人々 (それ を 重視す る爲 めに は 色々 な 利己的な 理由が 後援 をして ゐ るので す 

が、 それ は餘恭 に 瓦， るから^ しく 述べません。 財產 私有 制度、 男性 優越の 先入 思想、 生物に 內存 する 保守的 倾向、 

女性の 失格 等 を讀^ の 考察の 對象 として 數 へる に 止めて おきます) が 個性の 自. H を 敵視す るの は 深い 理由の ある 
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^です。 實際 現在の ま-の 形式に 於け る 家族 生活で は、 過去に 比して 可な り 進んだ 調節が 行 はれて ゐる にも か- 

はらす、 個性の 生活の 自由 若しくは その 內容 の擴大 とい ふ 事 は 容易なら ざる 脅威であります。 弱い 稟 質の 人が 

時勢の 進 運と 安 協す る 必要から 家族 生活の 改善な ど ゝ云ふ 名目の 下に、 一 歩々 々竊 かに 自分の 據り 所と して ゐる 

家庭の 根柢 を 崩して ゐ るのと は逮 つて、 强ぃ稟 ^を 有して しかも 家族 內で 自分の 優越 を 意識し、 自己本位 である 

人々 が侗 人の 自由 を 以て やがて は 家族の 破壞を 導き出す もの だと 見る のは遙 かに 徹底した 直覺 です。 丁度 勞資の 

關 係に 於いて 徹底的に は 調和 點が ないやう に、 現存の 家族 生活と、 要求せられ つ-ある 個人 生活との 間に は 押し 

つめて 見る と 渡る べき 橋梁が ありません。 

そこで 私の 制限した 生活なる もの は、 徹底的な 意味に 於いて H に 相容れない 一 一つの 生活様式 を 含む 事に なり ま 

す 。個人の 生活 は その 自由な 發展の 極致に あって は、 家族 生活 を 不必要と する のみなら す障礙 とします。 家族 生活 

はまた 各員の 生活に 對 する 犧牲 (自主的で あれ 強制的で あれ) を 必要 條件 としての み 成立し ます。 それなら 私 はこ 

の 相反した 生活様式の どちらに 重 點を遛 いて、 文 學の交 涉を考 へる 積り であるか を 問 はれるなら、 躊躇す る 事な 

く侗 人の 生活 を 選びます。 何故なら、 文化と 云 ふ もの X 某 調 は 個人に 還って 來 ねばなら ぬと 私 は 信す る もの だか 

ら です。 個人が その 自覺 する 最上の 本能に よって 自由に 生活し 得る 世界が 卽ち 文化 生活で なければ なりません。 

若し その他の 目論 昆 から 文化 生活に 人類 を 導かう とする 人が あつたと すれば、 それ は その 成就の 曉に 自己 を 失望 

させる 爲 めに のみ 企て &ゐる 大きな 誤謬です。 

私が 前に 「個人の 生活、 延いては 個人の 生活に、 現在で は、 曲り なりに も 充足と 可能と を與 へる 家族 生活」 と 

云った 意味が 解る かと 思 ひます。 現在で は 何ん と 云っても 私達 は 家族 生活に よって (極端に 侗人 生活に 對 する 要 

求の 强ぃ 人、 若しくは 人と しての 特權を 容易に 放棄し 得る 人 を 除いて は) 未来に 要望して ゐる 生活の 面影 を 造， リ 


出す 外はありません。 然しながら 若し 私達が 家族 生活の 文化 生活に 對 して 有する 意義 を辨 へて ゐ なかったなら、 

その他の 點に 於いて 家族 生活の 內容 がいかに 都合よ く 整理され てゐ ると しても、 それ は 經濟界 に 於いて、 一つの 

工場が 勞 働^: とい ふ 問题を 全く 顧慮せ すに 整理され てゐ るのと 全く 同じ 體裁 をな す ものです。 それ は 要望され つ 

つ ある 文化^ 活とは 對角線 的に 反馳 した 整頓の され 方です。 だから 家族 生活と 文學 との 關係 を考 へる 時に も • 私 

は その 後ろ に 僴人 の^ 活 が嚴存 する 事 を 忘れ ま い と 思 ふ も のです。 

文 とい ふせに ついては、 私 は玆に 自分自身 を 申し 譯 してお かねば なりません。 私 は文舉 者と いふ 名前で 呼ば 

るべき 人の 一人 かも 知れません が、 明かに 文舉 研究家と 云 はるべき 者で ない のです。 私 は 嘗て 文舉 とい ふ もの を 

研究の 主^と した ことがありません。 從 つて 私の 文學の 本質 若しくは 文舉 史に對 して 有する 知識 は 極めて 不 秩序 

で：^ 時に 獨斷 的です。 而 して 恐らく は それ 以上に 淺 薄です。 だから 私 はこの 仕事に 從 事す るに 當 つて 心からの 躊 

路を 感じました。 然し 運命の やうな 或る 壓迫 的な 事情が 私 を 動かして しま ひました。 從 つて 讀 者の 迷惑 を 一 番恐 

れてゐ る もの は 明かに 私自身です。 

兎に角 藝 術と 云 ふ廣ぃ 世界 は 私達の 前に 展 けて ゐ ます。 それ は 動かす 事の 出来ない 眞實 です。 私達の 生活 活動 

がお い 時代の 後に それ を 私達の 服の 前に 建立し ました。 藝術を 無用な 夢との み 見る 人 は恥づ べきであります J II 

レ たづ 

而 して そんな 人が 如何に わが 敎養 ある 紳士 淑女 達の 間に 多い か を 知って 私 はこれ を 云 ふので す。 徒らな^ 罵で は 

ありません —— o 藝術を 鍋 や 釜と 同様な 實 用品に 引き上げなければ 承知の 出来ない 人 は、 濶眼 にして 盲 ひたる も 

のです。 —— 而 して そんな 人が 如何に わが 道德家 主義者の 問に 多い か を 知って これ を 云 はなければ なりません ー 

I。 アポロ は 光で は あるが 同時に 神であった 如く、 藝術は 人間の 夢で は あるが 同時に 眞實 です。 アポロ はミ ネル 

ヴァ にも マ アキ リュ ー にも^せ す 直ちに ディ ウスに 鳩して ゐ たやう に、 藝 術も理 智に屬 せす 功利に 艇 せす、 直ちに 
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人 問に^ して ゐる。 それ を 見 謬って 藝術 を虡 にし 得た と 思 ふやうな 人が あったら、 その 人 は 結局 人間 生活の 寶質 

の 一 つ を 見事に 取り逃がした 人と 云 はなければ なりません。 叉 藝術を 玩具 視 する 人 は それに 相當 した 報酬 を 受け 

るで せう。 人生 そのもの を 玩具と 兑る 皮肉な 人が 藝術 にも 除外例 を與 へな いのは それ は 徹底した 事です。 私 は そ 

れに對 して 何等の 抗議 を も 申し出る ものではありません。 然しながら 實 生活の 或る 部門に 對 して は守錢 奴の やう 

な 執^ を 持ちながら、 藝術 のみ を 玩具の やうに 思って ゐる 人の 心 は、 いっか 後悔に よっての みその 誤 謹から 救 ひ 

出される 日 を 見出す でせ う。 何故ならば (やがて 委しく 述べる やうに) 凡ての 人 は 生まれながら にして 藝術 家な 

のです から。 それ を自覺 した 人 は、 自覺 しない 人より どれ だけ 幸福 だか 知れません。 それ は、 同様に 眼 を 持ちな 

がら、 それ を E ゐなぃ 人と 正しく 用ゐる 人との 幸 不幸 を考 へて 見れば すぐ 分る 事です。 多 かれ 少な かれ 自分が 藝 

術 家で あるの を自覺 した 人に とって、 完成され 醇化され た藝 術が 提供され た 場合、 それ をた ビ翫 弄して 滿足 する 

事 は出來 ない 害であります。 その 藝術は 直ちに その 人の 內部 生活の 順當な 延長と して その 人に 役立つ からです。 

或る人 は 叉藝術 鑑賞 を 一 つの 趣味 だと 考 へる かも 知れません。 然し 徹底的に 考 へて^ ると、 最小限の 實 生活 I 

i それさへ が 外部から 强 ひられないで 濟む 可能性 を 私達 は 旣に考 へ て、 その 實 現に 向って 多少の 歩み を 進めて ゐ 

るの だが II を 除いて、 趣味で 動いて ゐなぃ 生活の 如何なる 部分が あるで せう か。 その 意味に 於いて 藝術 鑑賞 を 

一 つの 趣味と 云 ふの なら 正しく 當 つて ゐ ます。 而 して 藝術 鑑賞が 際立って 趣味ら しく 昆ぇ るの は、 たま （. 趣味 

として 兌た 人^の 活動の 最も 純粹な ものであるの を襄窨 きする ものです。 こ の 事に ついては 更に 後 章に 述べて^ 

ますから. それと 見 くらべて いた^きます。 兎に角 私が 緖ー 一一 in に 於いて 藝 術なる ものに 就いて 言った の はこの 講義 

錄に 「生活と 文章」 と 云 ふ 標題が 兑 出された 時、 面倒な 舉 術の 講義の 中に 娛樂 的な 頭 休め をさせる 爲 めに、 編輯 

者が 機轉を 利かした 一 つの 方策 だと 讀 者が 考 へる 事の ない の を 希っての 事です。 人の 生： 沾に パンが 必要で ある や 


うに、 知識が 必要で ある やうに、 人間 間の 親和が 必耍 である やうに、 藝術も 亦必耍 であると 云 ふ 事 を 主張す る 0 

は^ 斷 でない とい ふ 事 を 私 は 主張した いのです。 若し この 主張 を 肯定し ない 人が あるなら、 その 人に はこれ から 

私が 述べよう とすろ 所の もの は、 全く 無意味な 漫言に 過ぎないで せう。 

私 は 次に 述べる やうな 順序 を 追って、 生活と 文舉 との 交 涉を考 へて 見たい と 思 ひます。 

一 化 活の相 

生の 動向 I . 生 の內容 I 生の 具象 化卽 ち化活 II 生活の 藝術的 要求 

二 藝 術の 相 

藝術的 衝動 I 藝術的 衝動の 向上 性と 向 下 性 i 藝 術の 醇化 

1 二 藝 術に 於け る 文舉の 位置 

其 象藝 術と 印象 藝術. I 印象 藝 術の 特長 II 文學 

叫 文 舉の諸 傾向 (其の 一 ) 

內在 的倾向 —— 三 侗の對 象 II 過去 —— セン ティ メンタ リズム I— 未来 —1 01 マ ン ティ シズム —I 現 

在 —— リ ァ リズム 

五 文 學の諸 傾向 (其の 二) 

表現 的倾向 —— クラ シ シズ ム —— 口 マ ン ティ シズ ム —— ナチ ユラ リズ ム  アイデア リズ ム 

六 文 の 諸倾向 (其の 三) 

共 體的倾 向 —— 詩 I 小說 —— 戯曲 I 其の 他 

七 文^の 鑑賞 

生^と 文學  四 八 七 
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1、 生活の 相 

生 の 動向 II 生 の 內容 I 生 の 具象 化卽ち 生活— 生活 に 於け る 藝術的 要求 

私 は 「生活と 文學」 とい ふ 標題の 下に、 生活と 文 擧とは 何う いふ 關係 にあり、 生活 は 何故に 文 擧を耍 求し、 文 

學は 如何に 生活に 影響を及ぼ すか を考 へようと しつ- "あります。 それが 爲 めに は、 先づ 生活と は 如. 可なる もつ 

あるか を檢 ベて 見る 必要が 起って 來 ます。 生活が 如何なる もので あるか を 知らう とするなら、 いき ほひ 生 舌の 內 

容を 形造って ゐる生 そのもの & 何んで あるか ビ考 へられなければ ならぬ ことになります。 そこまで 行かな (と 問 

題の 解决が 徹底し がたいの みならす、 本當 をい ふと、 その 試みな しに は、 文學が 人生と 相關 はる 楔 子を國 むこと 

が 出来ない 結果になります。 これが 爲 めに は、 一見 迂遠と 見える 考察 を も， 決して 輕視 して はならない と 言 じ ま 

私達 は 生きて ゐ ます。 私達の 持つ 凡ての 要求 はこの 生きる とい ふ 一事に 根ざし を 持って ゐ ます。 それなら 生き 

ると いふ こと は 何んで あるか。 それ は 生と いふ 一 つの 不思議な 力が 凡ての 存在 を 可能に し、 私達が 意識し 得る 凡 

ての 現象 を 造り 出す、 それに あると いふ ことが 出來 ませう。 

生と いふ もの 、本質が 何んで あるか を 的確に いひ 現 はすの は、 人間と して は 不可能な こと だとい はなければ な 

りません。 何故なら 私達 は 一 人と して この 生なる ものから^ 存 するとい ふこと が 出来ない からであります。 私達 

の 存在 は 存分に この 生と いふ 力の 中に 浸り 切って ゐて、 そこから いさ、 かで も 離れ 出る ことが 出来ない 次に、 生 

とい ふ 力 を客觀 的に 考察す る こと は 到底 出来ない ことになります。 眞筌の 中に おかれなければ， 人 は 空氣が どん 


な ものである かとい ふこと を 判然と 知る ことが 出来ません。 然し 眞 空に おかれる 前に 人 は 死んで しま ひます。 そ 

れ 故人 は in 分と^ 氣 との 關 係に 於いて^ 氣が どんな ものである かとい ふ 事實を 本質的に 知り 切る ことが 出來 ませ 

ん。 それと 问じ やうに、 私達 はまた 生の 本質と は どんな もので あるか を 知る ことが 出来ません。 签氣と 人との 關 

係の 場合に 於いて は、 まだく 人 はいくら か、 色々 な經驗 から 筌氣 とい ふ もの-人に 對 する 本質的 關 係を考 へて 

见る餘 地が あります が、 生 は 空氣 以上に 人にから み附 いて 居り、 とい ふよりも 人 は 全然 生 そのもの からのみ 成り 

立って ゐ るが 故に、 その 本質 を 知悉す るの は、 空氣 など を 知らう とする 場合より 更に，/ \ 不可能の ことで あらね 

ばなら ぬの は、 容易に 考 へられる ことであります。 

た^ 私達 は 生と 共に 動いて ゐ るが 故に、 生きて 行く 經驗 から、 生が 如何なる 作用 を 人間に 及ぼして ゐ るか は 朧 

げ ながら 考 へて 見る ことが 出来ます。 生の 本質が 何んで あるか は 不可解で あると しても、 その 力が 人間に 對 して 

どう 働く かとい ふこと だけ は體驗 する ことが 出來 るで せう。 私が 生の 動向と いふ 言葉で 云 ひ 現 はさう とする の は 

それ を 指す のです。 

私達が 各よ この 不思議な 世界に 存在 を 持ち、 その 存在 を持續 しょうと する (何等かの 意味に 於いて) 衝動、 これ 

はおし なべての 人に は、 誰に でも 內在 すると ころの 要求であります。 これ を 否定す る こと は出來 ません。 次に 私 

^に は、 ^に 自己の 存在 を持績 する のみなら す、 これ を 擴充し 鞏固に しょうと する 要求が あります。 これ は 存在 

持 綾の 要求の 延長であって、 また 否定すべからざる 事實 であります。 私達が この 世に 生きて ゐ るの は、 實 にこの 

n 己. T 在の 要求が 反射的に 自己に 働いて ゐる 結果で あると い ふこと が 出来ます。 この 要求 は 人が 死 を擇む 時に だ 

け 失 はれて しま ひます。 生きる 所に は どこに でも この 要求 は强ぃ 力と なって 絶えす 人間の 上に 働いて ゐ ます。 こ 

の^ 求 こそ は 私の いふ 生の させて ゐる 業です。 

&沽と 文^  W 八 九 


冇島 武郞仝 第，^ 六卷  叫 九 〇 

生物 舉者 はこの 力 を 本能と いふ 首 葉で 言 ひ 現 はして ゐ ますが、 近顷 では それが 哲擧の 用語と して 用 ゐられ る や 

うにな りました。 これまで 本能と いふと 單に人 問の 中に 潜む、. 下等動物が 持つ と 同じ 衝動の 如く 解せられ てゐま 

したが、 本能と いふ 生の 力の 檢 察の 結果、 それ はもつ と廣 い、 深い、 強い、 生物 全體を 動かす 力と して 考 へられ 

る やうに なって 來 ました。 生 (又は 本能) と は 進化の 原理で あると して 考 へられる やうに なって 來 ました。 卽ち 

無機物 を有榉 物に、 有機物 を拏 純な 生物に、 單純な 生物 を 複雜な 生物に、 而 して 複雜な 生物 を 遂に 人間にまで 押 

し 進めて 來た 大きな 力と して 見られる やうに なりました。 心理的の 進化の 方から 考 へても， 無意識な 活動 を 有意 

識な ものに、 有 意識的な 活動 を 更に 反省 的な 活動に、 反省 的な 活動 を 遂に 道德 的な 活動にまで 導く 力と して 考へ 

ら れてゐ ます。 これが 生の 有する 動向であります。 

卽ち 生の 動向 は單 純より 複雑に、 外面 的より 內面 的に、 粗雜 より 精緻に、 無自覺 より 自覺 に、 無 表現より 表現 

に、 消極より 積極に 凡ての 存在 を 導いて ゐ ると いふ 事 實が縱 しかす かにで は あれ、 看取され ます。 而 して これが 私 

達に 浸み とほって ゐる 生の 內容 だとい ふこと が 出来ます。 生 はいつ でも 凡ての 存在 を 不完全より 完全への 一 路の 

上に 立た せようと して ゐる やうに 見えます。 勿論 それに は 幾多の 例外が あるで せう。 生物界に 見られる 退化の 現 

象の 如き は その 著しい 例で、 ある 存在の 內容が 段々 不完全に なり 返 縮し、 遂に は その 存在 を 亡失して しま ふに 至 

る 現象 は舉 者が 夙に 認めて ゐる 所であります。 然し この場合 も、 又 生の 力の 過 剩の爲 めに 存在が 却って 危 くされ 

る 場合 も 例外であって、 全體 として 凡ての 存在 を 見渡して 見る と、 整然とした 進歩 完成 へ の 道行きが 素晴らしい 勢 

ひで 刻々 行 はれて ゐ るの を 見の がす ことが どうしても 出來 ません。 生 はかくの 如くして 存在 を 可能なら しめ、 持 

綾せ しめ、 完成 させよう として ゐ ます。 私達 人間 も 亦 この 大きな 生の 流れの 中に あって 流れて 行く 流體の 一部、 

殊に 重要な 一 部です。 


先 はかくの 如くして 凡て の 存在の 中に 自分自身 を 表現して ゐ ます。 私達 人^ はかくの 如くして この 世に 動かす 

ベから ざる^ 在 をお して ゐ ます。 而し てこ、 に 人類 社會 とい ふ 一 つの^ 團を 造り上げます。 この 集圑の 各よ の 分 

子卽ち 私迮 自己が 自分に 頒 けられた 生の 力に よって^ 在 を 保障され てゐる こと、 卽ち私 逢が 私達で ある こと、 こ 

れが 生の 几 (象 化であります。 生と いふ 不思議な 力が その 强ぃ 働きに 基く 分化 作用に よって、 私 逹銘々 の 中に 自分 

を 具象的に 表現して ゐ ます。 かく 具象 化された 生の 働き を 私 は 生活と 呼ぶ のです。 

私迮は 表面的に いふと 各ぶ 勝手に 自分自身 を 生活して ゐる やうに 兒 えます。 然し 本當 をい ふと、 私逑 とい ふ も 

のは^ は^ 1 秫の假 象であって、 その後ろ に カ强く 働いて ゐ るの は 生 そのものです。 

卞： は 前に もい つた やうに、 具象的に 自分自身 を 表現し ます。 表現 は 創造です。 神が アダム、 イヴ を 創造した の 

は、 祌. n 身の 一 つの 表現で あると いふ 意味に 於いて、 表現 は 創造です。 而 して 藝 術と は 表 现卽ち 創造の 外 何もので 

もありません。 この 點を 注意して 下さい。 私 は 今 生活が 何故 藝 術の 要求 を 持つ かとい ふこと を說 明す る爲 めに、 

ケ^し この 點を 演繹して 見なければ なりません から。 . 

私 逯 の 導いて ゐる 生活と は 生 それ 自身の 表現で あると 私 は 結論し ましたが、 その 結論が 肯 かれる ものと したら、 

私は假 り に 私逑の 生活の 常體 なる 生の 觀 念から 離れて、 生活 を 私達 自身の 本能の 欲求で あると して考 へて ほ ませ 

う。 さう するなら 私達に 取って はこの 生活 は 私達の 全 個性の 表現で あると いへ ませう。 私達 は 自己 を 表現すべき 

欲求 を 持って ゐ ます。 行住坐臥の 間に 私達 は 結局 常に 自己 を 表現しょう として ゐ るので す。 極く 外面 的な 生存の 

條忭 とされて ゐる 衣食住の 末に 至る まで、 よく 考 へて 兌る と 一 々それ は 自己の 表現に 過ぎません。 況んゃ 物 を^ 

へる ことと か、 業と か、 他人との 交渉と かいふ ことになると、 いふまで もな く 何等かの 意味に 於け る. e 己^ 说 

です。 刻々 の 2j 表現です。 食 ふこと により、 衣す る ことにより/ 考 へる ことにより、 仕樂 する ことによって、 

生 だと 文 SI-  W 九 】 


^^武 郎仝^  ^六 卷  ^九 二 

私逹は 一 瞬々 々に 異なった 自己 を 創造し 表現し っ& あるので あります。 だから 私達の 生活の 各 過程 は 前に 私， が 注 

意した 意味に 於いて それ/^ 藝術 的で あると いへ ませう。 卽. ち 更に 言葉 を かへ ていへば， 私達 は 藝術的 要求 を滿 

足させる 爲 めに 生活して ゐ るので あって、 私達の 生活 は その ま、 一 つの 藝術的 活動であります。 廣ぃ 意味での 藝 

術 そのもの であります。 

これまで fB ひ 進める と、 生活と 藝 術との 關係 はおの づ から 明瞭に なって 來、 從 つて 生活と 文舉 との 交換 も 抽象 

する ことが 出 來る譯 です。 

然し 最後の 結論に 達する 前に 私 は 更に 或る 說明を 加 へ て 置く 必要が あると 感じます。 それ は 私が 今 申し出た 藝 

術と いふ 意味と 世 ii で 通常 用 ゐられ て ゐる藝 術と いふ 意味との 間に 存 する 關 係に ついて です。 單に 生活が 藝術だ 

といって しまへば、 普通い はれる 藝 術なる もの-存在の 理由と その 必要と は何處 にある のか、 さう いふ 疑 ひが 惹 

起されなければ ならない と 思 はれます。 この 點を 一 應 いってお かなければ 生活と 文舉 との 關 係が 明瞭で あり 得な 

い 恐れが あるで せう。 

藝 術と は 畢竟 表現で あると 私 は 云 ひました が、 而 して 凡ての 人の 生活 は 表現 的 過程 だとい ひました が、 單に表 

現と いっても それに は 色々 の 程度 階級が あらねば なりません。 私達が 自己 を 表現す る爲 めに は、 それ を 表現す る 

に 常って W ゐ るべき 媒介物 を 必要と します。 その 媒介物 若しくは 材料 を 私達 は 自分の 必要に 應 じて 取捨 按排す る 

ことによって のみ 自己 を 表現す る ことが 出來 るので す。 この 材料 若しくは 媒介物の 中に 私達 は銘々 の 面影 を 宿さ 

うとす るので す。 私達の 自己の 假 りの 宿り を そこに 求める のです。 卽 ち象徵 (symbol) を 借りて 自己が 表現 せら 

れ ねばならなくなる のです。 象徴と は 故ら に侗 性が 自己 を 表現 せんが 爲 めの 煩悶です。 最も 單 なる 場合に はた^ 

一 聲の 叫び 聲 として 自己が 表現せられ るで せう。 最も 物質： £ な 場合に は 一 杯の 食と して 自己が 表現せられ るで せ 


ラ。 ^も 咴ぃ場 八：： に は、 一 大事 象と いふ やうな 形に 於いて 自己が 表現され るで せう。 最も 純な 場合に は 一 つの 音 

樂 として、 ：： 取 も衮ぃ 場合に は 一 つの 詩と して、 自己が 表現され るで せう。 兎に角、 それらの 詩な り、 事業な り、 

な^なり、 叫び 聲 なり は、 自己 表現の 材料であって、 言 ひ換 へれば 象徴です。 

各人 は备 人の 好きぐ に從 つて、 各 i 別々 な 象徴 を 選びます。 或る人 は縱令 奥行きが なくと も 成るべく 廣ぃ自 

己^% の 欲求 を 持って ゐ ますし、 或る人 は狹 くと も 出来るだけ 深い 自己 表現の 欲求 を 持つ でせ うし、 その他 種々 

の^ 求に よって その 象徵を 選ぶ でせ う。 然し 大體に 於いて、 粗雜な 象徴に よって 自己の 表現 をな すの を 意と しな 

(も^の 人と、 洗練され た 象徴で なければ 滿 足の 出 來 ない 人との 二種に 區別 する ことが 出来ます (固より これ は 

r ぁ對 的に 區 別の 出来る ことではありません が)、 洗練され た 象徵を 求める とい ふの は 何う いふ 譯 であるか、 象徵は 

何んでも い 、害で はない かとい ふ 疑 ひが 起る かも 知れません。 それ は 全く 人の 好き-^ \ でさうな るの だとい ふ 外 

はありません が、 その後ろ に は 然し もっと 深い 意味が 潜んで ゐ るので す。 それ は 象徴が 洗練され \ ばされ る ほど、 

-：： 己が 純粹 に^ 现 される とい ふ 一事です、 象徴 は 表現の 村 料で あるのに、 その 材料が 粗雜 であったら、 如何にる 

れを 巧みに 組み立て \ も、 思 ふやうな 表現が 出来な いのは 知れ 切った ことです。 唱歌 手 は その 聲を 何よりも 大蔡 

に呆 護して それ を出來 得る だけ 洗練す るに 勉め るで せう。 若し その 聲が 粗雜な もので あったら， 如何に その 唱歌 

卩に； しょうと 思 ふ ものが 潤澤 にあっても、 遂に 完全な 表現 を 成就す る ことが 出来なくなります。 それ故に！？ 

やで ト. は、 その.^ が. IE 分の 藝 術に 良心的で あれば ある ほど、 自分の 聲の淸 純な らんこと を 望み 且つ 勉 める のです 

かう いふ 要求が 生活 そのもの \ 上 にも 働いて ゐ るの を 私達 は發 見す るで せう。 私達が 知らす 識らす 勉めて ゐる生 

活の 純化 は、 つまり 自己 表現の 完成 を 期す るが ためにな されて ゐ るので あります。 

私 辻が 藝 術^と 呼ぶ 人逹は 結局. E 己 表現 を 出来るだけ 純粹 にし (卽ち 自己 を 出来るだけ 端的に 表現し ようと 
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し) 從 つて 象徴の 選 揮に 對 して 極めて 祌經^ な 人々 をい ふので す。 若し この 欲求 を 强く申 つて ゐな かったなら， 

たと C 

縱ゃ その 人 は 自分 を藝術 家と 呼ばう とも， 本當の 意味に 於い. て藝術 家と 稱 する こと は 出来ません U 象徴の 嚴 選と 

いふ こと は、 その 人の 用ゐる 象徴 を 色々 な 不純な 屬性 を帶 びる に 至った 寶 生活の 用途から g ひ 分ける ことです。 

篩 ひ 分けて その 象徵 が本來 有する 完全な 内 容に 到達せ しめる ことです。 例 へ ば 作詩に は 言葉が 象徵 として 用ゐら 

れ ます。 然し 詩人 は 凡て の 言 紫を雜 然と 無 反お に 使役して 作詩の 用に 充てる こと はしません。 多くの 一一 一一 口 葉の 中 か 

ら、 M 分 を 十分に 表現せ しめ 得べき いくつかの 言葉 を 選み 取り、 共の 言葉の 中からで も、 その 言葉に 附帶 した 雜 

多た^ 味 を 除き 去らう と 試みたり、 意味の 轉襖を 企てたり します。 嗨潞 とい はれる 危險を 侵して まで も それ を 成 

就しょう とします。 かくして その 詩人の 用ゐる 言葉 はあり 来りの 言葉から 離れて、 その 詩人 その 人の みの 言葉と 

なる のです。 かくて こそ 詩人 は その 自己 を 思 ふま X に 現 はすこと が 出来る のです、 その 生活 を轉 化し 向上させる 

ことが 出來 るので す。 

一般の 人の 生活 も その 本來の 面目に 於いて は、 藝術 的で あると いふ こと は 前に もい ひました。 誰でも 自己 を 表 

現しようと いふ 要求 は 持って ゐ るので す。 けれども 徹底的な 表現 は 容易に 得られません (それに は 自己 表現に つ 

いて 極めて 鈍感な 人 も あらう し、 十分に その 耍求を 抱きながら 敎 練の 不足な ために それが 出來 ないで 悶えて ゐる 

人 も あらう し、 現在の やうな 實^ 活の 有様で は、 衣食の 爲 めに 妨げられて， 折角 持って生まれた 表現の 能力 を 押 

へつ けて しま はなければ ならない 人 も あるで せう。 凡そ 世に かくの 如き 悲しい ことはありません。 1^ に 自己 を 

，、； さ 

表現す る 機會カ 担がれる やうな 社會 生活 は 常に その 社 會を向 下せし め、 その 下に 住む 個人 を 不幸に し 苦悶 させ ま 

す 私達 はこの 意味から 生活の 改造 を 兑 なければ なりません) ノ てこで その 人達 は 自分の 代 辯 者 を 求め、 その 人の 

生活 (純粹 表現の) 中に 自分 達の 姿 を 反影して、 創造的 衝動の 滿足を 求める のです。 こ \ に 於いて 私達が 普 i 名づ 


けろ ところの^ 術が 生まれ 出て 來 るので す。 

一 m に は 藝蚜^ 自身の 欲求た る純粹 表現の 生活 • 他方に は 一般人の 要求す る 藝術的 共鳴、 この 二つの ものが 原 

利と なり 結^と なり、 結^と なり 原因と なって、 こ \ に實 生活と 狭義の 藝 術との 連繋が 成り立つ のです。 

若し 以ヒの 欲求 以外の 欲求から 私達が 藝術を 要求したならば、 それ は 藝術を 玩弄物の 世界にまで 堕落させる こ 

とで あり、 以上の 欲求 以外の 欲求から 藝術 家が 作品 を 生み出すならば、 それ は藝術 家が 自分自身 を 道化役者たら 

しめる ことです。 共に 陷 つて はならぬ 魔道です。  — 

乂 上申した ことによって 知悉され 得る やうに、 實 生活と 藝術. 民衆と 藝術 家と いふ もの- A 間に は 渡る ことの 出 

來 ない 溝が あるので はありません。 どれ 程實 生活に 卽 した 生活に も、 それが 生活で ある 以上 は藝術 的であります。 

凡ての.，、 ま 何等かの 程度に 於いて 舀己を 表現して ゐ るので あります。 卽ち 何等かの 程度に 於いて 凡ての 人 は藝術 

袞で r。 それ &に こそ 凡ての 人 は 狭義の 藝 術なる もの を 鑑賞し 得る 資格 も 能力 も備 へて ゐ るべき 害な ので ありま 

す。 然るにお こ は往々 にして 藝術 を^なる 閑人の 1 むれと み 見做し、 又は 理解 共鳴が 出來 ない の を 却って 一 つの 誇り 

で^も ある やうに いひ ふらす 人の あるの は 聞こえな いこと だと 私 は 思 ひます。 か X る 心 持 を 馴致した について は 

色々 な 原因が ありませ う。 藝術家 自身の 墮落 がさう いふ 僻兑を 世に 播ぃ たこと も あるで せう。 义餘 りに 理不盡 な 

^^逍 な實 生活が 人の 心の中の 大切な 芽生えなる 藝術的 要求 を 枯死せ しめた こと も あるで せう。 然し これらの 悲 

しむべ き墮^ は どうしても 矯正 さ れな い 墮 落で す。 

趣味の 墮 落なる ものが どれ 程 人の 生活 を 曲った ものにす るか、 それ は 想像に 餘 ります。 よく 考へ れ^る と ゾ 

の 活動の 报柢に は好惡 とい ふ ものが^ も 大きな 働き をして ゐ ます。 善 惡の觀 念、 正義の 念 すらが、 詮 じつめ て 貝 

ると 人の^^  (te ョ pe  口  ment) の選擇 から 來てゐ る ことが 肯 かれます。 稟質の 選擇と は畢兗 その 人の 好惡が 標準と 
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なって 起る ところの ものです。 好 惡とは 換言すれば その 人の 趣味です。 而 して 趣味と は、 その 人の 俊い 意味での 

藝術的 要求の 如何によ つて 定まる ところの ものです。 その 藝術的 要求 卽ち 自己の 正しい 表現に 對 する 欲求が 鈍， リ 

若しくは 崩れて 来れば 來る ほど、 その 人の 趣味 は 當然墮 落す るので す。 だから 趣味の 如何 は 人^の 文化的 生活の 

程 底 を 測定す るに 重要な 標準と する ことが 出来る のです。 藝 術の 意味 を その 正し さに 於いて 檢 察すれば， 趣味と 

い ふ 言葉 の 意味 も 亦 こ& まで 高められなければ なりません。 

二、 藝 術の 相 

藝術 的銜動 I 藝 術的銜 動の 向上 性と 向 下 性 I 藝 術の 醇化 I- 附ー百 

前に も 申し出た やうに、 苟も 人間と あれば、 その 如何なる 天性の 人で あれ、 如何なる 職業の 人で あれ、 如何な 

る 社會的 境遇の 人で あれ、 程度に 差 こそ あらう が、 凡て 多少の 藝術 家であります。 卽ち 何等かの もの を 自分の 中 

から 創造して 行かう とする 動向 を 持って ゐ ます。 こ の 動向 こそ は 人間が 所有す る 凡て の 所有物の 中で 最も 尊い も 

のであって、 人類が その 原始 生活から 今日の 文化 生活 を發展 させて 來 たの は 全く この 創造的 動向の 力に よって 成 

就され たとい はなければ なりません。 この 力が 原動力と なって 私達の 內 部に きびしく 働いて ゐれば こそ、 私達の 

生活に 或る 様式が 出來 上り、 その 內容が 調整され、 而 して それが 可能と なり、 又 機會が 到来す ると， その 様式が 

破壞 されて 新たな 様式に 轉 化され、 從 つて 內容が 革新し、 全く 新たな 生活の 舞 臺が調 へられる やうに なって 行く 

のです。 

然しながら この 藝術的 衝動と いふ もの は、 人 問の 心の 働きの 中で も 極めて 深い 內 部に 現 はれる もので、 それに 


動かされて 私 建の 所^ 道 もお^ も 生まれ 出て 來 るので すから、 私達 は往々 にして 外圍 的に 現出す る 現象に 餘計 

氣を 取られて、 それらの 現象の 源 頭と なって ゐる藝 術 的 衝動 そのもの を輕視 する 傾きが あり 勝ち^す。 例へば 宗 

敎的 活動と いふ 人^ 生活の 一 部門 を假 りに 考 へて 見ます と、 人間の 宗敎 生活の 中で 一 赉 大事な もの は渴 仰と いふ 

ことで あらねば なりません。 飢ゑ渴 くが 如く M 理を慕 ふ 心 持が 根柢 的な 宗敎 生活の 要素であります。 この 一事 さ 

へ 決^して ゐれ ば、 也の 凡ての こと は 全く 無くても、 その 人 は宗敎 的で あると いふ ことが 出來 ます。 所が この 谒 

仰 的と いふ 內 部の 動向から .0 然に 様式が 生まれ 出て 來 ます。 卽ち 第一 に その 渴 仰の 目的物，^ i 換言すれば 信仰の 

ぉ體が 如何なる もので あるか を具體 的に 抽象しょう とする 要求 も 起れば、 その 當體と 宇宙との 關係、 當體と 自分 

との 關係， 常體と 結び付いた. C! 分と 隣人との 關係， その他の 關係を はっきりして おくべき 要求 も 起れば、 當體を 

^^する について の 正しき 方法、 自分が 信す る もの を 他に 傳 へ て 同じ 法悅 にあ づ からしめ たいとの 熱意から 生す 

る俾 近の 手投、 さう いふ ものまで 考 へる 要求 も 起り ます。 宗敎 的な 天分の 饒 かな 人が、 さう いふ 要求に 從 つて 色々 

な榇式 を 編み出し、 その 人の 信仰の 內容が 調整され、 可能に なって 來 ると、 或る 種類の 人 は その 堂々 たる 外見に 

感、 いして しまって、 先づ その 立派な 様式に 信賴を 置き はじめます。 而 して その 様式に 自分の 生活 を遵 合する こと 

によって、 .： 示 敎的渴 仰の 念を滿 足させよう とします。 從 つて 自分自身の 內 部に 持って ゐる 動向 をば 輕視 したり、 

無視した りし、 ^いて は その 人 を宗敎 上の 様式に 導いて くれた 先覺者 その 人の 内面的 動向 を も 捨て 、顧みない こ 

とになります。 さう いふ 人に 取って は信條 とか、 敎師 とか、 同信 者と か、 儀式と かいふ ものが 大きな 價値 となつ 

て 感ぜられます。 その 極、 宗敎的 生活の 精髓 であるべき 渴仰は 遂に 呼び 起されす に 仕舞 ふやうな 結 粟に もなる で 

せう。 而 して か、 る 結 梁に よって 現 はれ 米た る 所謂 宗敎的 生活が 如何なる もので あるか は、 誰でも ほビ 想像す る 

ことが 出來 ねばな りません。 それ は當 然眞 正なる 宗敎 そのもの & 破滅です。 その 人の 外面 的な 様式が 整へば 憨ふ 

生沾 と文學  四 九 七 


有 岛武郎 仝桀^ 六卷  四 九へ 

ほど、 その 人 は その 様式の^ 懕に 打ち 負けて、 乾燥し 切った、 無 內容な 生活に 墮 ^する ことになる のです。 これ 

に反して 何よりも 第 一 に渴 仰と いふ 大事な 點に 十分の 執着 を 持って ゐる人 は、 その 渴 仰の 様式 化に 於いて どれ 程 

不完全で あらう とも、 內 部から 輝き 出る 光の 爲 めに、 自ら 生命と 潤 ひと を 持った， 充實 した 生活 を 導く ことにな 

るで せう。 しかも かく 申し出る の は 容易な ことで あり、 それ を 納得す るの もさして むづ かしい ことで はない のに、 

この 渴 仰と いふ 宗敎 生活の 笫 I 義に對 して M に惯 値のお かれて ゐる楊 合が いかに 少ない ことで せう。 而 して その 

^果 として、 宗敎 生活の 內容が 空虚に なり、 而 して 露に 渴仰 的な 人が 異端視 される 場合が いかに 多い ことで せう。 

さう した 現象 を 歴史の 上で 度々 見せつ けられ、 批評 的に は その 非 を， あらしながら、 現在 自分 達 自身の 生活に 來る 

と、 忘れた やうに その 正しい 見方 を 捨て、 顧みない とい ふの は、 全く 渴仰 とい ふやうな 動向が 生活の 內 部に 潜ん 

でゐ て、 輕々 しく 外部に 浮 * ひ 出て 來 ない 所に 起因 するとい つてい 、のです。 これ は 前に も 注意した やうに 一 つの 

例に 過ぎません が、 凡て の 生活 活動に 於いて 斯 かる 現象 は隨 所に 看取され る 所な のです。 

かくの 如く 藝術的 衝動 は 人間 生活の 深みに 潜んで ゐて それに 依って 末梢の 生活 すらが 支配され てゐ ると いふ こ 

と を 人 は魴も すれば 忘れた がります。 狭義の 藝術家 は 然し それ を 忘れる ことの 出来ない 一群の 人々 であると いふ 

ことが 出來 ます。 尠くとも さう であらねば なりません。 他の 生活 部門に 屬 する 人々 の 中に も斯 かる 態度に 在る 人 

は 澤山ゐ ますが、 藝術界 に 働く 人 は 凡てが さう いふ 人で あらねば ならぬ のです。 何故ならば 藝術は 如何なる 場合 

でも この 藝術的 衝動の 端的な 表現で あらねば ならぬ からです。 それが 藝 術の 司る 分野で あるから であります。 

くどい やうです がもう 一 度 繰り返して い ふと、 藝 術と は 人 の 最も 內 部に 働いて ゐる藝 術 的 衝動 卽ち 創造 慾の 

所産であります。 而 して W 及 的 端的な 所產 であります。 それが 端的に 確寶に 表現 せられる 程 その 藝術的 M 値 は 高 

まって 行く 譯 なのです。  . 


然しながら 藝術的 活動 s 分野に も斯 かる 理想的 要求が 常に 滿 足に 行 はれて ゐる とはい へません。 云へ ないど こ 

ろで はなく、 その 條 件が 極めて 內面 的で 且つ 纖 細な 反應を 必要と する ものであるが 故に、 實 際に 於いて は往々 醜 

い 蹉跌に 陷ら ねばな りません。 それ は 他の 分野に 於け る 生活 活動と 同様に、 實 際に 於いて は、 藝 術の 世界に も^ 

郜を 無^して 様式の みに 赴く 傾向が 生す るが 故であります。 

^に 於いて か藝 術の 世界に も 向上 性と 向 下 性と が存 する ことに 注意せ ねばな りません。 それ は藝術 的 衝動に 對 

して 藝術 家が 採る 態度に よってお のづ から 決定され るので す。 

ゆ^した 藝 術と は 何 か、 若しくは 立派な 藝 術と は 何 か。 この 問題 は 恐らく 藝 術が 古い 如く 古い 問題 だと 思 ひま 

す。 その 爲 めに は博舉 有能な 畢者 たちが 美 寧と いふ 舉 問の 名の 下に、 色々 な 批判^ 與 へようと した もので、 それ 

4V- 綿密に 紹介す る こと は、 到底 私の やうな 無辜な 者の 力の 及ぶ 所ではありません。 舉者 として この 問題に たづ さ 

はるべき 资格は 私に は $1 無です。 私 は^-に 藝術 家の 末席を汚す ものと して、 自分 だけ を 律す る その 法則 を 御 參考 

に 申し出て^ ようとす るに 過ぎない のです。 然しながら バウムガルテン 以來、 美學 とい ふ舉 問の 形 を 取って 現 は 

れ 出た^ 術の 内 容の惯 俽に關 する 舉說 の大體 を舉 ばう とするなら、 ト ル ス トイの 「藝術 論」 に據 るの が 便利 だと 思 

ひます。 凝り性の トルストイ は， 自分の 藝術論 を 申し出る に當 つて 十 年 以上の 歳月 を 費やして 十 2 來の 美舉を 徹底 

的に 涉獵 し、 それ を 簡明な 配列 法に よって 紹介して くれて ゐ ます。 トルストイの 藝術 論の 結論に は 不服が ある 人 

でも、 その 前提と も 兇ら れ る舉說 の 紹介に は 十分の 注意 を拂 つても 損がない と 思 ひます。 然し 私 はこ、 では 他人 

の. ぉ见を 逐次に 述べる こと を 避けて、 た^ 私 だけの 考へを 中し 出て 見ます。 私に は資際 それ 以上が 出來た いので 

すから。 

政治 だと か 生^だ とかの 世界に は、 色々 な 道具立てが 必要であって、 その 凡てが 一 々藝術 的 衝動から^: 接に 生み 
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出された 力での み 動かされて ゐる譯 に 行かない のに 反して、 狭義の 藝 術の 世界で は、 徹頭徹尾 藝術的 衝動の みが 

働かねば ならぬ のに、 情けない ことに は赏 際に 於いて は 決して さう ばかり は 行って ゐ ません。 そこに 藝術的 衝動 

の 向上 性と 向 下 性が 生じて 來 ます。 

藝術的 衝動と は 前に も 度々 申し出た 如く 創造的 動向であります。 自分の 生活の 中から 新しい 存在 を 創り 出さう 

とする 欲求であります。 而 して 創り 出された の は當然 何等かの 形に 於いて 表現され ねばな りません。 かう 考 へて 

見る と 創造的 動向と は 畢竞^ 事で はなく して、 同時 同 處に發 生す る 現象と いふ ことが 出來 るので す。 私達の 生活 

そのもの は 一箇の 藝 術であって 同時に 表現です。 けれども 實際 生活に あって は、 その 周圍を 取り 圍ん でゐる 不純 

た f  Ml 氣が餘 りに 濃厚で ある 爲 めに、 藝術的 衝動 を滿 足させる やうな 表現が 完全に 充 たされ 難い 憾みが 多い ので 

す。 實 生活の 中に 現 はれる 藝術的 衝動の 結 菜 は、 大抵の 場合、 情けない 程 種々 な附纏 物の 爲 めに 煩 はされ てゐま 

す。 斯 かる 不完全な 藝術的 表現から 眞に 近い 藝術的 表現に 至らん が爲 めに は、 勢 ひ 諸種な 不純 分子 を 排除して、 

出 來るだ け 表現の 様式 を純粹 にす る 必要が 生じて 來 ます。 その 爲 めに は 生活 そのもの を 更に 選擇 された 表現 手段 

(文字、 昔 響、 線 積 等) を 川ゐて 再現す る 要求が 生じて 來 るので あります。 この 方法が 正しく 使 はれ-ば、 今 ま 

で雜 然と 不純に 表現 せられて ゐ たに 過ぎなかった 生活が、 在るべき 調和と 均衡と を 以て、 私達に 感受 せられる や 

うになる でせ う。 

だから 藝術品 は 或る 事象の 當體 そのもの ではなく して、 藝術 家の 氣稟を 通しての w 現と いふ ことが 出來 ます。 

一 房の 葡萄の 畫は 喰べ る ことに 役立ちません。 如何なる 美術家 も 喰べ 得る やうな 葡萄 を 創り 出す こと は出來 ませ 

ん。 然しながら その 葡萄の 姿を畫 布の 上に 再現す る ことが 出来ます。 而 して その 再現に よって、 その 葡萄 は實物 

の 葡萄より 以上に 純粹に 本質的に その 姿 を 表現す る ことが 出來 るので す。 これが 藝 術の 有する 唯一 の 特長と 見る 


ことが 出來 ます。 所が この IS 现と いふ ことが S よ 大きた 危險を 伴って 藝術 家の 誘惑と なる のです。 一房の 葡萄 は 

どこまでも； _3 の 葡^で、 そこに 人爲 的の 變化を 加へ る こと は出來 ません が、 それ を赘 布の 上に 表現し ようとす 

る はになる と、 それ ケ稲々 に變 化させる 十分の. n.E が藝術 家に 許される ことになる のです 。藝 術^ は. ce 分の 藝. ま 

的 衝動と 表现 との^に 或る 餘裕 若しくは 問 隔を兑 出さう と 思へば^ 出す ことが 出来る のです。 

おし 藝術 家の^ 術 的 術 動が 純粹で 且つ 緊迫した ものである ならば、 一 つの 事象に 對 する 表現の 道 は 限られて 行 

つて、 その 極た に 一 つし かない ことになります。 必至 的に たビ 一 つの 道に よって 或る 惠象を 表現せ ねばならぬ 事 

になります。 資 生活の 埸 合に 於け る 生活 卽 表現と いふ やうな 三昧の 境地が、 再現の^ 合に も 自然に 成り立たねば 

ならなくなります。 か、 る 緊張した 態度の もとに 創造され た藝術 はいつ でも 十分の 必然性 を 持って ゐ るが 故に、 

これに 接した ものに は 0 然 そのものに 接した 感銘 を與 へす に はおき ません。 私達が 優れた 藝術 品に 接する 楊 合、 

必す^ 一  に 受ける 印象 は、 それが 私達 自身の 生活に いかにも 直接で 且つ 眞 であると いふ ことです。 ドス トイ エフ 

スキ ー の もの や スト リンドべ ルグの ものな ど を 讀んで 見る と、 その 結構な ど は 可な り 勝 乎に 便利の やう に^り 上 

げて あるの を 感じます が、 その 結構の 中 を 流れて ゐる人 や 自然 やの 姿 はいかに も 生々 しく、  L かも 私達の 生活 そ 

の ものと^ 接に 繫 がれて、 讀んで 行く 中に 結構の 不， HI 然さ など は 忘れて しまって、 作 中の 人物に 同化し、 その 人 

物と 共に 或は^: しみ、 或は 菩ん で、 知らす. /(\ その 作^の 兑方で 物 を はる やうに させられて 行きます。 卽ち これ 

らの藝 術^ は いつまでも その 藝術的 衝動 を いつでも 最上に 愛護し、 その 衝動に 最も 近く 表現 を 位^せし めて ゐる 

とい ふこと を 想像し 得ます。 又は 池 大雅の 描いた 畫を兑 て御覽 なさい。 そこに 表現 せられて ゐる 形態 はー兑 自然 

に见 出される そのもの とは^: 壊の 相違が ある 如く 考 へられる でせ う。 彼の 人物 は どれ もこれ も 片輪で、 その 自然 

は 悉く^ 近 法の 無視 を 以て 現 はされ てゐる やうに 见 えます。 然し 少しば かりの 眞率な 愛 を 以て、 彼の 作品 を 眺め 
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る 人に は、 その 作品 は鲶 くべき 奇蹬を 演じて 見せます。 その 作品に はこの み 越した 藝術^ の氣粱 によって 過た す 

切り取られた 自然な り 生^な りが、 正しい 生^と、 正確さと、 純粹 さと を 以て 表現され てゐ ます。 それ は 人の 生 

命の 中心に 容赦な く 分けて 來て、 大きな 生の 力 ^感じさせ すに はおき ません。 こ X に 或る 一 つの 本當の 世界が あ 

ると いふ 感じ を樯 ゑつけ すに はおき ません。 この やうに 寳感と 表現と が ぴったり 嘴み 合って、 二つの もので あり 

ながら 二つの ものでなくなる やうに なると、 藝術は 始めて その K 諦に 近寄って 來てゐ るので す。 かう して 藝術家 

の 生活と 表現と が 不二の 境界に 達した 時、 正しい 創造的 動向 は滿 足され、 而 して 眞の 創造 は 成就され るので す。 

爇術的 衝動の 向上 性と は實 にこれ をい ふので す。 

所が 藝術的 衝 動と 表現と が 分離しょう とすれば 分離され 得ないで もない 所から、 藝術家 は Mi 奇怪な 誘惑に 試 

みられます。 それ は藝術 的两励 以上の 若しくは 以外の. £ 度まで その 表現 を 持って行かう とする ことです。 所謂 技 

巧^ 重と い ふ 恐る ベ き倾 は そこから 來る のです。 

表現 は 一 つの 技巧 だとい ふこと が出來 ます。 如何に 藝 術的氣 稟の豐 かた 人で あっても それ を 表現す る 乎 段に 喑 

ければ、 よい 藝術品 を 生む こと は 出来ません。 女で あっても 子 を 生む ことの 出來 ない 女が ある やうに、 藝術 家で 

あって も 藝術品 を 生む ことの =£來 な い 結 某になります。 苟も 藝術品 を 生ま ん とする 以上 は、 表現に 役立つ ベ き 道 

具、 卽ち 技巧に 磨き を かける 必要が あります。 i? 歌 乎が 驟 帶に 大切な 注意 を拂 ひ、 絶えす 昔 樂の茈 礎 的 練習 をし 

なければ ならない とい ふが 如き は その 例の 一 つであります。 然しながら かくの 如く 練磨され た 技巧 はた^ 十分な 

る 藝術的 衝動の 在る 所に のみ 役立って、 その 無い 所に は 何の 惯値を も 持ち 來す もので はない とい ふ事實 は、 分り 

切った ことで ありながら、 璲 i- 忘却され^ いとい ふの は 悲しい ことであります。 これ は 全く 技巧の 練磨と いふ こ 

とが、 藝術的 衝動と 直接の 聯關 なくして なし 得られる 所から 起る 謬见 に相逮 ありません。 かくて 藝術家 は往々 に 


して：^ 上の 一大事 を 放擲して、 表現と いふ もの を 一 つの 獨 立した 仕事と して 見る に 至ります。 實質 とその 外衣と 

の^に お 機 的な ii 係 をお くこと を 蔑ろにします。 こ の 藝術的 創造の 過程に 於け る 内外の 分離が 思 ひも よらぬ 破綜 

を^^す る 例 は 私達が 常住 出會 はねば ならぬ 所の ものです。 如何に 美しい 人で あっても、 その 人の 美し さ 以上の 

人が^ て 似合 ふ 衣 物 を^たならば 興 ざめ た 姿に 變 るで せう。 又不 似合 ひな 色の 衣裳 は その 人の をむ ざく と^ 

すでせ う。 その. ^こま その 人に しっくり 莰 まった つくりが あらねば なりません。 そのつ くり をした 時に、 その 人 

みち やま 

け.^ めて 幸 幅で あり、 それ を 見る 人 も 亦 喜ばせられます。 然るに 美しい 人が この 點に 於いて 可な り 通 i 兌 謬り を 

する やうに、 藝術家 も 亦 この 誘惑に 跷 きがち です。 殊に 藝術的 衝動に 對 して ひたむきになる 勞を厭 ふ 人、 又は 藝 

お. ^衝動の 袞 へ を 感じ 出した 人途は その 缺陷を 補ふ爲 めに、 知らす，/., \ 表現と いふ こ とだけ に 機械的な 努力 をす 

る やうになります。 卽ち藝 術 家の 生活の 中には、 その 生活と 切り放す ことの 出來 ない 藝術的 衝動 以外に、 全く そ 

れと はお 機 的の 關係 なく 働く 力が 現 はれ 出て、 この 二つの 力が 調和 するとい ふよりも 互に 相殺し 合 ふ^ 果 になる 

のです。 額 終 ms の藝财 に はいつ でも この 傾向 が^られ ます。 これ を 私 は 藝術的 衝動の 向 下 性と 呼ばう とする ので 

す。 こ、 まで 藝 術が 堕^して くると、 もう それ は 明かに 藝術 ではなく して 一 つの 漫然たる 遊戯に 過ぎません。 而 

して その 時 藝術は 生活の 11 內 から 放擲され ねばな りません。 

化 米 をい ふと W 現と いふ こと は 藝術的 衝動と 表現と を 二つの ものに 離す やうに 見えます けれども、 實 際に は不 

可^の 關係 にあら しむべき ものな のです。 藝術的 衝動 卽 表現で なければ なりません。 私 は 先に 肉體と 衣裳と いふ 

やうな 例で 二者の 關 係を說 明して 見ました が、 本當 をい ふと それ は 肉 體と 皮膚と いふ 關係 にお かれねば ならぬ 害 

の ものです。 肉體の ある 所に は 皮膚が ある やうに、 藝術的 衝動の ある 所に は 表現が あらねば ならぬ のです。 技巧 

を すると は、 肉體突 を 明かに する 爲 めに 皮膚に 膏 する やうな ものです。 この 關係を 厳密に 納得して おく こと 
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は、 爇術 家に 取っても 藝術鑑 (A おに 取っても 大切な ことです。 私 はこの 點に關 して 岩 野泡嗚 氏の 云った 言葉 を 今 

でも 忘れません。 それ は 或る 集會の 席上での ことで してが、 或る人が 或る^: 名な 論文 家の 害いて ゐた長 論文の 嗨 

をして 、「あの rnR は 思想 は 中學生 程度 だが、 文章 はさす がに うまい もの だ」 と 言った 時、 岩 野 氏 は 卒然として r 忍 

想が 駄 なのなら、 その 文章 は どんなに うまく 見えた って惡 文に 過ぎない の だ」 といった のでした。 私 は それ を 

聽 いて 感心し ました。 文章と いふ ものが 獨 立した もの k やうに 考 へられる とい ふこと は 忌むべき 現象です。 これ 

は 恐らく 支那 あたりで、 進士 の試驗 でもす る 時に 用 ゐられ た 習慣が、 知らす，， （-曰 木の 漢舉^ などに よって 輸入 

された もので はないで せう か。 

この 一 事から 考 へても、 藝術 上の 流派と いふ やうな ことが 過去に 屬せ しむべき 習慣で あるの を 知らねば なり ま 

せん。 私 は 四 五 年 前に 一人 一流 派と いふ こと を强く 主張し ました。 寶際藝 術の 世界に 逍 伴れ はありません。 又い 

りません。 表現の 統 一 とい ふやうな こと は 害に こそ なれ 益に はなり ません。 

かくの 如く 藝術的 衝 動と 表現と が 一 元 的な 約束の 下に 結が 付けられる 時、 藝 術の^ 化なる もの は 始めて 成就 さ 

れ るので あります。 而 して かくの 如き 藝術 のみが 私達の 生活と 一 赉緊密 な 關係を 保って^ 繽 する ことが 出來 るの 

々二  o 

^に 一 言 を 附け加 へて おきたい こと は、 人が よく 藝術を 生活の 或る 部門の 促進に 役立つべき 乎 段と して 見よう 

とする 謬^です。 例へば 藝術を 川 ゐて宗 敎心を 向上せ しめよう とか、 道徳心 を 滿 養 せしめよう とか、 そんな 所に 

持って行かう とする ことです。 私は敢 へて 云 ひます。 よき 藝術は 必す渴 仰 的で も あり、 道德 的で も あるで せう わ 

： 然しながら 或る 手段と して 利用され ようとす るなら、 その 瞬 問に 藝術は 利用しょう とする 人の 乎 を嗨 むに 逮ひぁ 

b ません。 何故ならば 藝術 はもつ と本體 的な e 的 を 問 有して ゐ るからで あります。 藝術は 人 問 生活 全 g„a の表晃 で 


す。 人^の 木 能 的 動向の^ 示と なる ものです。 この 動向に は 始め もな く 終り もありません。 何處 がその 出 發點で 

もな く、 何虚 がその 歸^ 點 でもありません。 この 動 {5 は 歩いて ゐ るので す e 唯 どこまでもく 歩いて ゐ るので す。 

ロダンの 作なる 「歩む 人」 とい ふ 彫像 を 兌た 人 は 誰でも 或る 悲壯な 感銘 を 受けす に は ゐられ ますまい。 彼 は その 

强^ な 兩の脚 を 踏み 張って 歩いて ゐ ます。 た ゆます カ强く 歩いて ゐ ます。 彼 は何處 に：；；： くの か は 知らない けれど 

も， 彼の 行く の は必す 行かねば ならぬ 故に、 强ぃ 決心 を 以て 勇ましく 歩いて 行きます。 蘇 術と は實 にあの 無限の 

- 歩みの 或る 點 から 或る 點 まで を假 りに 切り取った に過ぎないと 云 へます。 そこに は褐仰 的な もの はあります けれ 

ども、 完成した 宗敎 はありません。 そこに は道德 的な もの はあります けれども 间定 した 倫理はありません。 その 

後ろに は 無^た 逍が あり、 その 前に は 更に 無限な 道が あります。 私の 笫の生 馬が 或る時 私に 靈を兑 る 道を敎 へて 

「额綠 で 切られて^^ に 纏まった 作品 を 見出したら その 作品 を 疑へ。 額緣の 先まで も擴. がって ゐる なと 思 はせ 

る やうた 作品に 出會 つたら、 假令ー 兑價値 低く 見えよう とも、 十分の 注意に 値する」 といった の は、 凡ての 藝術 

に 共： g して 云 はれる 言 槳 だと 思 ひます。 然るに 私達の 持って ゐ る社會 生活の 様式 は 或る 規範 を ちゃんと^ めて、 

ラ ての 所まで 私達の 生活 を 持って行か うとして ゐ るので す。 而 して 一 筒の 藝術を も それに 遵 合する やうに 導かう と 

する の は 现不盡 な ことではありません か。 藝 術の 中に 酌み 取られねば ならぬ もの は、 凡ての 矛质 と、 愛憎と、 混 

亂 をも^ けない 一 つの 世界に あって、 徐ろに、 然し 力強く 進みつ & ある 一 つの 力の 端的な 感じです。 この カを感 

する 以外に 更に 何物 をか藝 術に 求めよう とする の は、 求める 所 を 知らない ものと いはねば なりません。 だから 如 

；！: にょい^ 術 も、 藝術的 衝動 卽ち 創造的 動向 を 感じた ことのない 鑑赏 者に 遇って は、 豚の 前にお かれた 33 珠 同様 

です。 
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三、 藝 術に 於け る 文 學の位 蘆 

具象 藝 術と 印象 藝術 II 印象 藝 術の 特長 I 文學 

偖て 私 は 以上の 大體 論に 於て、 人の 生活の 中に 藝 術が どれ だけの 廣さを 占め、 どれ だけの 重さ を 持ち、 どれ 薛 

のか、 はり を 保って ゐ るかに ついて 、概要のお 話 をし、 廣 義の藝 術と 狭義の 藝 術の 區 別につ いても 一 言し ました。 

卽ち 狭義の 藝術 (卽ち 私達が 普通 稱 すると ころの 藝 術.) が廣義 の藝術 (卽ち 常に 創^し つ-ある 生活 そのもの) か 

ら 如何にして 導き出され るか を 述べた つもりです。 これからの 私の 言 說は 主として この 狭義の 藝 術と いふ 問題に 

道 入り こみます。 隨 つて 今後^に 藝 術と いふ 言葉 を 使ったら、 それ は 狭義の 藝術 であると 承知して いた,， きます。 

お も 

私の 主に 說か うとす ると ころ は文學 であり ますが、 文舉は 藝術界 にあって 如何なる 分野 を 占めて ゐ るかと いふ 

こと を考 へて はねば なりません。 それに は藝 術の 内容 を區 分す る ことが 必要になります。 この 爲 めに 從來 幾多の 

方 法 力. ^し 出されて ゐ ます。 私が 述べよう とすると ころの もの は、 或は 先人が 一一 一！  ロひ盡 した ものである かも 知れ ま 

せんが、 舉者 でない 私 は 一 々文獻 を 調べて その 有無 を 確かめる 暇が ありません 故、 敢 へて 重複. U るか も 知れない 

危險を その ま-にして 思 ひの ま-を 述べて 見ます。 

藝術象 か 自分の 內部を 人に 訴 へ るに 際して 象徴 を 借らねば ならぬ と い ふこと は 前に 述べ ましたが、 その^ 徴に 

はおの づ から 二つの 形式が ^別され る やうです。 藝術 家が その 內 部の 生活 を具體 化して 象徴に 託する 楊 合と、 藝- 

術 家の 內部 生活 を 象 徵を通 ほして 享樂 者の 生活 中に 其 體 化する 楊 合との 二つです。 尤も この 區^ は 截然と 互の 交 

涉を 絡して なされる もので なく、 第一 の揚合 (私 は それ を 呼んで 具象 藝術 とい ひます しと 第二の 楊 合 (私 は それお 


呼んで 印象 藝術 とい ひます. 3 と は 互に 共通して ゐ るの はいふまで もありません。 たビ これ は 私の 考へを 述べる 便 

.{儿 上の ことであって、 本^的の 區別 でない こと は豫め 注意して いた^きます。 

^^の 如き、 彫刻の 如き、 ^築の 如き、 浈 釗义は 舞踊の 如き は槪 して 具象 藝 術に 鳩 するとい ふこと が 出来ます。 

^ん となれば、 藝術 家の 创作的 衝動が 象徴の 中に 其 象 化されて、 卽ち 或る 具體 的な 形 を 取って 現 はれ 出る からで 

あります。 藝術 家の 內部 生命 は先づ 一度 其體 的な 形式に 飜譯 される からであります。 か-る 藝 術の 享 ま：^; は、 藝 

術 家の 內部 生命と 端的に 抟觸 する ことが 出來 ません。 先づ 具象的 象徴に ぶっからなければ なりません。 それにぶ 

つかって、 それ を 通過して ffi めて その 中に 潜む 藝術 家の 內部 生活に 觸れる ことが 出來 るので す。 

これに 反して 昔 樂だ とか、 詩歌 だと か、 戯曲 だと か、 小說 だと かいふ ものに なると， 象徴 そのものに は 强ぃ具 

象 化が 施されて ゐな いが 故に、 藝術 家の 內部 生命 は 割合 ひに 端的に 鎰賞 者の 內部 生命に 通じ合 ひます。 鑑賞^ は 

前の ^合よりも もっと^ 接に その 藝 術からの 印象 を 受ける ことが 出來 ます。 而し て鑑貧 者が 或る 印象から 内分の 

心の 巾に 或る 具 體 的た 形 を 創り 出す やうになります。 これ は 假リに II にして 示して 兌れば、 
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とい ふ 風であって、 具象的 ^ 徴が 用ゐて あるか、 印象的 象徴が 川ゐて あるかに よって、 おの づ から 區 別が 生じ 來 

り、 從 つて 藝 術の 部門 も 生 するとい ふ譯 であります。 今 この 兩 者の 比較的 研究 を 試みる の も 必要な ことで あり、 

S ハ^の ある ことで ありませ うが、 あまり 長々 しくなる 恐れが あるので、 姑ら くそれ を 措き、 文 學が附 挺する 所の 

印象 藝術 について のみ、 述べる ことにします。 好奇心の ある 讀者は それによ つて 具象 藝 術の 如何なる ものである 

かを^ 測す る ことが 出來 ると H 心 ひます。 何と なれば 具象 藝術は 大體に 於て、 印象 藝 術の 特色と 反對の 內容を 持つ 

もの だと考 へる ことによって ほビ 正鵠 を 得る ことが 出來 ますから。 

印象 藝 術の 特色の 一 っは感 覺に訴 へないで 感情に 訴 へて 來るこ とです。 physical  man に訴 へないで mne£  man 

に訴 へて 來る ことです。 か &る藝 術が 感覺 的に 人 を 動かさう として ゐる 場合で も、 先 づ鑑赏 者の 感情に 訴 へて， 

鑑 おが それ を感覺 にまで 飜譯 する の を 待たねば なりません。 音樂の 如き は 耳と いふ 感覺 機關に 先づ訴 へて 來る 

やうに 思へ ぬで もありません が、 各個の 音 は 丁度 「いろは」 の 各 i の 一字の やうな もので、 各侗々 々に は 感覺を 

或る 生きた 作 川に ^く 力が 極めて 微弱であります。 その 昔の 綜合 を 成就しょう 爲 めに は 勢 ひ感覺 以上の 力 ある 感 

情に 據る外 はない のです。 かくて 感情に よって 綜合され た 一 速の 音階が 感覺 に逆戾 りして、 そこに 始めて 肉體に 

まで 及ぶ 影響 を與 へる に 至ります。 最も 感覺 的なる べき 音 樂で すら さう ですから、 劇 曲 や 小說の 如き ものが 感覺 

に 還元され る爲 めに どれ 稃複雜 な 心理的 過程 を經 ねばなら ぬか は 想像す る ことが 出來 るで せう。 而 して 藝 術の 一 

特色と して その 影響が 感覺 にまで 逼 つて 来る とい ふこと は 兌の がして ならない ことです。 哲擧 だと か科舉 だと か 

は 普通 か.^ る 影響 を 持って ゐ ません。 宗敎に 至って は 時に 藝 術と 同じい 働き をす る ことがある やうです。 藝術は 

火です。 それ は 人の 心に さへ も 或る 智慧 を與 へす に感覺 的な 熱を與 へる ものです。 この 點 から 考へ ると、 印象 藝 

術 は 直接に 感 覺に訴 へない 點に 於いて、 熱で は ある けれども 潜熱と いふべき もの だと 兑る ことが 出來 ます。 それ 


が 熱に 變 つて^ 術 木來の 働き を 成し とげる に は. 或る 心的の 過程 を 必^と する のです。 これ は 確かに 印象 藝術 の不 

利な 點 です。 主に 視力に 訴 へる 几 ハ象藝 術に あって は、 一 つの 藝術 品が 端的に その ま k の 形で、 鑑赏者 を感覺 的に 

動かし^る 垛 八：： が 数多くあります が、 印象 藝術 にあって は、 どうも さう した 直接な 働きが 出來 かねる のです。 こ 

れは • 而 確かに 不利な ことで はあり ますが 同時に 或る 利點を 持たないでも ありません。 具象 藝術は 空間に^ 定化 

される 傾向 を 持って ゐる に反して、 印象 藝 術に 於いて は 時 問 的の 連 繽性を 必要と し、 それがなければ 到底 か、 る 

^^の^ 術 は 成り立たない とい ふ 一事です。 具象 藝術 にあっても、 舞踊 若しくは^ 劇の 如き は 時 問 的の 經過 を必 

耍 とする に逮 ひありません が、 それ は 寧ろ 签 間に 固定された 具象の 連續と 見た 方が 正しい 場合が 多 いのです。 然 

るに 印象^ 術 巾の 小說 なら 小說を 取って 考 へて 見る と、 その 小說 なる 藝術 品が 鑑賞 者に 對 する 使命 は、 讀 者が 最 

初の i 十から^ 後の 字まで を 時 問 的 連 綾の 中に 吸收し 終った 後に 始めて 完 うせられる のです。 その 或る時^の 問、 

その 藝 術の 鑑^お はた^ 不完全な 印象から 印象へ と 自分 を 運んで 行かねば なりません。 而 して その 問に 受け入れ 

たものに 對 して. c: 分の 感愦を 整理して 行かねば なりません。 而 して その後 やう やく I 若し その 藝術 品が 本當の 

^is を 持った ものなら ば —— 讀者は 或る 感覺に 導かれる やうになる のです。 この 寧ろ 廻りく どい 過程 は、 前に も 

巾し 出た^ り、 藝 術の 最後の 使命に 達する 爲 めに は 不利で あるに 相違ありません けれども、 同時に 鑑賞 者に 十分 

の 内部的^ 倫の 暇 を 與 へる 點に 於いて 勝れた 特色 を 持つ ことが 出來 ます。 感 覺に訴 へられ^ ちに 感^に よって 反 

應 する ことなしに、 理 郑" と 感情と を 濾過した 上に その 效 菜が 感覺に 及んで 來 るが 故に、 鑑賞 者 は 凡ての 心的 過程 

に 於いて その^ 術 を 受け入れ、 十分の 安心 を 以て それ を 具象 化し、 感覺 にまで 飜譯 する ことが 出來 るので す。 

從 つて 印象 藝術 は鑑赏 者の 內部 により 多くの {H: 山 を與 へます。 これ は藝術 家の 方から い へば 可な り氣 になる こ 

とに は相逮 ありま せんが、 鑑赏 者に 取って は 難 有い ことの 一 つで あらねば なりません。 自 分の 受けた 印象 を 或る 
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形に 其 象す る こと は鑑赏 ，s の 忍 ひの ま \ です。 そこに 鑑赏^ は 殆んど 自分 GI 身が 藝術 家で ある やうな 喜び を 感じ 

^ま す。 實際 印象 藝術 は鑑赏 者 の 中に 眠って ゐ る 藝術家 を 喚び 覺 ます 藝 術と い ふ こと も 出来る のです。 

以上の 如く. ^し 出した といって、 私 は 以上 述べた 二つの 藝術 境の ii を 截然と 分た うとす る もので もな く、 同じ 

印象 藝 術なら 印象 藝 術の 中に も 具象 藝 術の 特色に 通す る 階段が 色 階 や 昔 階の やうに 存在す るの を 否定 もし ませ 

ん。 例へば 詩歌の 中に も 其 象 的の 詩歌と 印象的な 詩歌と が 併存す るの は 勿論の ことです。 畫 とか 彫刻と かいふ も 

のから 受ける と 同じ 感銘 を 受ける 詩歌 も あれば、 音樂 とか 劇 曲と かいふ ものから 受ける と 同じ 感銘 を 受ける 詩歌 

もあります。 その ii には數 限り もない 階段が あります コ この 事 は 具象 藝術 につ いても 同様にい ふこと が出來 ます J 

だから 私の 議論 は 極めて 大體に ¥: つた 議論と していた ビ かねば ならぬ のです。 

こ、 まで 順序 だて & ゆして 來 ると 私 は 始めて 私の キ-题 なる 文舉 について 云 ふべき 立場 を 得た のであります。 

文舉は 印象 藝 術の 一部 門 であって、 音 樂 なぞより は 更に 印象的な 要素 を 多量に 有する 藝 術であります。 人^の 

心の 働きの 倾向 として 具象的の 傾向 は 印象的の 倾 向より 早く 發 達すべき ものであります 故に、 人文史 上文 學が S 

つたの は 他の 具象 藝 術に 比すれば 遙 かに 後代で あつたに 相違ありません。 野 蠻人は 自分の 藝術的 衝動 を 表現す る 

爲 めに 先づ其 象 的な 形式 を 借りました。 昔 樂 (それ は 印象的 藝 術なる) の耍 素た る 音 を 用ゐる 場合で も、 音 樂の約 

束た るハ， 'モー 一 ー を 無視した 單昔 のみ を 用ゐ、 音 を 色彩と 同様の 用途に 使 はう とした ことが 獻 はれます。 それ は 

極めて 感覺 的な もの-外 何者で もありませんでした。 

或る人 は 文字の 發 明が 文化の 發祥 であった といった やうに、 文字 若しくは 私達の 稱 する 言語の 發 生した の は 人 

間の 生活が 餘 程複雜 になって から 後の ことです。 卽ち 人類の 人 間 的 自覺が 言語、 延いては 文字と なって 現 はれ 來 

つたので す。 而 して 文^と いふ 人 ii 內 部の 表現 様式 は その後に 至って 初めて 起り 來っ たのです。 だから 文 擧は藝 


術發： ^の 順^から いふと 比 校 的 後朋の ものに 屬し、 ^つて その 組立ても 複雜 であるが、 鑑赏の 過程 も 前述した や 

う に 曲折 をお し て ゐ る譯な のです。 

一概に 文^と いふと 中々 澤 山の 分野 を 含む ものであって、 一行の 歌 も 文舉 であれば、 こちたい 锊维 害、 科 的 

硏究の 或る もの も、 或る^ 味から いへば 十分に 文舉 としての 惯値を 持ち 得る 場合が あります。 然しながら 大體に 

； ^训 して 兑 るなら、 詩歌 (PCKm)， 戯曲 3rai)、 物語 (Rosancey 小說 (Novel) 、論文 (Essay) 、雜文 (Misc ヒ： any) 

，とする ことが 出來 ませう か。 ^等の もの 、特色 竝 びに 惯値 等に ついて 考 へて 兒 るの も 全く 必要の ない ことで は 

ありま せんが、 それ は 暫く 讀 者の 常識的 判斷に 任せて おいてい k と 思 ひます。 たビ 私が こ-で 申し出て おきたい 

と 思 ふの は、 藝 術と いふ もの は その 本來の 要求と して 及ぶ だけ 內部經 驗 の純粹 な 表現 を 求める ものである 以上、 

卽ち 表现を 可能なら しむる 象徴 を純粹 且つ 獨自な ものと する 倾向を 有する 以上、 形式と して 詩歌 S 如き は 文舉に 

あって 的 に：：^ 咼位を 卜：； む べき ものであると いふ ことです。 詩歌 は 人 W の 文舉的 表現 の 中 殺 も 原始的な も の で 

ありながら、 も 一 ：1 い^ 侦を 持ち、 而 して 私の 臉 測が^ 遠って ゐ ないなら、 將來に 於いて 恐らく 一番 冇カ な^ 現 

法と なり はしない かと 思 ひます。 人蔡 が複雜 になって 行く とい ふこと は 勢ひ藝 術の 內容の 複雜さ を 伴 ひ、 おに 感 

情に のみ 訴 へる 詩歌で も 物 足ら なくなって、 勢 ひ 小 說ゃ戲 曲の 如き 现智的 分子 S 餘計加 はった 表現 様式が より 多 

く坨 川され さうな ものな どと考 へて は 常識的に 云って 安當 らしく 兌え ますが， 我々 の 生活が 複雜 になれば なる 程 

その 複雜 さの 核心 を 端的に 捕捉す る 要求 は强く なり、 從 つて 勝れた 直感 若しくは^ 觀 によりす がらう とする 動向 

が强 めら れ るの は 常然な ことで、 詩人 は そこに： ^も 古くして 最も 新ら しい、 詩歌の 領土に 大きな 働き をな すに 至 

る だら うと 私 は 思 ひます。 私自身 若し 及ぶ ことなら 詩人と なりたい 欲求 を 感じて ゐ ます。 私の 內部 生活が もっと 

緊 おして 來 たなら ば， 詩に よって S 己 を 云 ひ 現 はすより、 よりよ き 手段 はない やうに 思 はれます。 しかも 現代 は 
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とが 

その 本^の 要求 を 忘れて 詩歌 を おろそか にして ゐる やうです。 それに は 詩人の 方に も 一 面尤が あると いひ 得る の 

かも 知れません。 然し もっと 時代が 眞劍に 詩歌の 要求 をす るまでに 自覺 して ゐな いのが 一 番惡 いこと であらねば 

なりません。 要求の あると ころに は必 すそれ に應 する ものが 輩出す るの は 自然の 理 であるから であります。 ホヰ 

ット マンの やうな 人が 米！： に 現 はれた の は 確かに 一 つの 先驅的 現象と 兒る ことが 出来ます。 波の 詩 は 或は まだ 完 

成されな いものと いふ こと が 出來ま せ う。 

入 てれ は ホヰッ トマ ン 0 身が その 詩の 巾に 明かに 云 ひ 及んで ゐ ます。 然しながら 彼の 如く 獨自 的な 詩に 對 する. 0 

覺が、 やがて 新しい 要求に 應 する 詩の 要素た るべき は ほぐ 想像す る ことが 出来ます。 私 は 一 つの 豫首 として こ、 

にこれ だけの こと を 申し出て おきます。 

偖て 私 はこれ から 文 學を全 體 的に 見て、 これまで 現 はれ 來 つた 色々 な 特色 を考 へて 見ねば ならぬ 楊 合に 至り ま 

したが、 その^に 一 曾 文擧に 於いて 表現 さるべき 要素に ついて 巾し 出て おきたい と 思 ひます。 

文 舉 の 中には 色々 な耍 素が 兒 出されます。 それ は 人 問の 生活 中に 色々 な 要素が 見出され るのと！： じこと です。 

或は 笑 ひがあります、 或は 淚 があります、 或は 譏 嘲が あります、 或は 哀^ (pathos) があります、 或は 崇 美が あり 

ます、 或は 凄慘 があります。 或は 默想 があります、 或は 躍進が あります。 凡そ 生活の 凡ての 相 は、 文擧の 中に も 

見出されなければ ならない のです。 然し 大體に 分けて 見る と、 實 人生で もさう である やうに、 悲釗 的な ものと 喜 

劇的な ものとの 二つに する ことが 出來 ます。 而 して 古來、 この 二つの もの、 何れが 藝術 として^い 高い 水準に あ 

るかと いふ ことが、 可な り やかましく 論議せられ ました。 私 はこ、 で 私自身の 考へを 云 ふなら ば、 惡 しきず-: 釗的 

作品 はよ き 悲釗的 作品より^ く、 よき 悲剡的 作品 はよ き 害 釗的 作品より 惡 いと^. し 出たい のです。 世に 惡 しき 喜 

劇 ほど 馬鹿々々 しい ものはありません。 成程 人世の 表面 は 笑って すまさねば ならぬ ことに 充ち滿 ちて ゐる でせ 


う。 笑ひ抡 て、 おけば それで 事の すむ やうな ことが 多いで せう。 然しながら それ は 何とい つても 表面 だけの こと 

です。 もう 一 つ 沈潜して：^ ると、 そこに は悲釗 的で あらねば ならぬ 凡ての ものが 備 はって ゐ ます。 私逑は 先づ時 

^と 方虚 とい ふ もので！. 肘され、 不思議に 喰 ひち がった 運命に 弄 ばれ、 义人問 同士が 築き 合った & 々な 妨^物の 

はめに 牛： 命 ハ迆轉 がはビ まれ、 誰 一人と して 欲求す る ま、 の 生活 を 完全に なし 遂げる こと は出來 ません。 生きる 

ものが n 分の 欲する やうに 生き 得られな いのは 旣に 否 むべ からざる 悲劇です。 しかも 人 M は 有らゆる カを盡 して 

この 不可 抗 的な 外界 を 克服しょう とします。 生まれ 出て 來る ものが 一 人 殘らす 飽き もせす 思 ひ 切り もせす にこの 

こと を 繰り返して ゐ ます。 文 s-ぉ と雖 もまた この 桎梏から 逃れ出る こと は出來 ません。 のみなら す、 -ズ攀 ^は そ 

の 鋭敏 多感な 感^性 を 以て 普通の 人 以上に 恐らく この 矛盾に 苦しまねば なりません。 こ の 苦々 しい 生活 經驗 から 

^果 される もの は、 當 然悲釗 的な 味 を 持った 作品で あらねば ならぬ のです。 古來 傑作と か 名著と か稱 せられた； K 

才の 作品 巾に 如何に 多くの 悲釗的 作品 を は. 出す ことで せう。 それらの 作品に よって、 私達 は 自分の 運命の いかに 

悲し. いもので あるか を、 ；大才 によって 裘喾 きされ、 安んじて 或る人 は 人生に 對 して 鼸嘲的 態度 を 採り、 或る人 は 

的 態^ を 取り、 或る人 は 戰鬪的 態度 を 採り、 或る人 は 悲觀的 態度 を 採り、 或る人 は 自分 を 憐れむ が 如き 態^ 

を 採る に 至ります。 

然したがら 乂更に 一 厣生活 に 沈潜し 得る 達人に なると、 一 兌 人生の 根柢に 横 はって ゐ るら しい 悲釗 的耍素 の义 

t ての^ に、 或る 統一と R: 的と を兑 出さす にはゐ ません。 人^の 生存と いはす、 凡ての もの 在 を 可能なら しむ 

べき^お. 的な 力 を 感受せ すに は ゐられ ません。 それ故に その 人達の 作品に は、 如： I： に 悲劇的な 題材が あっかって 

^つても： i:^ かに 人 II の 生^力の S 分と なリ、 人^ を 死の 方に 導く よりもより 豐 かな 生の 方に 押し進めて 行く 力 

を S: つて ゐ ます。 一 ^肯定的な 所が あり、 菩 釗 的な 所が あり、 いふべ からざる 美しい ュ ー モアが 漂って ゐま す。 
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ュ ー モア、 これ こそ は 人生の 逹人 のみが 生に 對 して 冇 する 本 當 の餘裕 であると いふ ことが 出來 ます。 泉が 盛んに 

湧き出れば おの づ から 音 樂の やうな 水 音と 踊 子の やうな 飛沫と が 生す る 如く、 藝術 家の 生命力が iK 富の 極に 逹 す 

ると おの づ から そこに この ュ ー モアなる もの を 生じ 來 るので せう。 ュ ー モアと 哀情と は いつまでも 伴って 起り 來 

ります。 孔子の 謂 ゆる 「悲しんで 傷ます」 とい ふ 境地と 似通 ふ ものが ある やうです。 人生の 相の 安定 はか、 る 所 

まで 行った 時 はじめて 得られる やうです。 か、 る 作品に 接する と 鑑賞 者 は， 自分の 生活の 外に、 若しくは 奥に、 

更に，/, \廣 く 遠い 美しい vista  (遠見) の ある こと を氣 付かされます。 卽ち 今の 生活から 安心して 躍 出し、 更によ 

りよい 生活に 移り 得る 希望に 滿 たされます。 人生が 狹 苦しい 袋、 小路で ない こと を合點 させられます。 藝術 家と 

して は 自己の 鍛鍊が 進み 進んで この 境界にまで 行かねば ならぬ し、 鑑賞 者と して は實 にか、 に藝 術に よって その 

生活， を 生き甲斐 ある ものにして 行かねば ならぬ と 思 ひます。 生活と 文舉 との 交 涉がこ k まで 緊迫し 合って 行った 

時、 文舉は 始めて その 正しい 効用 を 成し とげる ことが 出來 るで せう。 

四、 文 學の諸 傾向 

共の 一 內在 的倾向 

一二 個の 對象 II 過去 —— セ ン ティメ ンタ リズ ム I 未來 —— 0 マ ン ティ シズ ム 

. I 现在 I - リア リズ ム 

これから 私 は文舉 そのもの、 內容に I つて 順次に 考へを 述べて 行きたい と 思 ふので すが、 文樂に はおの づ から 

色々 な倾 向が ある ことが 考 へられます。 例へば 文舉的 表現の 方から いへば、 そこに 或る 種. S の倾 向の ある ことが 


^取され ますし、 文舉的 形式から いっても tls- に 述べた やうな いくつかの 傾向が 抽象され ます。 これらの 事に つ 

いて は^に^ を 改めて 考 へて 见る ことにして、 こ、 では 先づ その 內在的 乂は寶 ^的 倾 ，！： について 63  く 考察して 兌 

たいと 思 ふので す。 

文 の 5： 在 的倾. H: と はどうい ふこと かとい ふと、 それ は 主に 作品が 生み出される 時代の 倾向 によって 決定され 

ろ もので、 作品の 資質 を 形造って ゐる色 合 ひとで も稱 すべき ものであります。 餘談に 亙る けれども、 私が 或る央 

服 M から 問いた ところに よると、 日本の 反物の 地色の 基調と なって ゐ るの は 二種 類 ださう です。 一 つ は 紺で、 一 

っは货 ださう です。 而 して どんな 複雜な 色 合 ひで も 結局 この 一 一色の どちら かに 甚調 となって 世に 見る やうな 種々 

た 色 合 ひが 染め出され るの だとい ふこと です。 で、 染物屋と して は、 今年 は 紺と 黄との 中 どちらの 地色が 基調と 

なる か を 十分に 兑拔く 眼識がなければ ならぬ。 それ を 見拔く 方法に もお もしろ いやり 方が あります。 又 こちら か 

ら 進んで 自分が 選んだ 地色 を 流行に する 方法に もお もしろ いやり 方が あります が、 それ は餘 り餘談 過ぎます から 

こ、 では 云 はすに おいて、 兎に角 地色 を 見極めたら、 どんな 色 合 ひの もの を 染め出す につけても、 基調になる 地 

色に^: かない やうに しなければ ならない。 例へば 紺が 基調 だと 見たら、 同じ 赤 を 染める にしても 紫が-つた 赤 を 

選び、 紺 を 染める にしたら、 思 ひ 切って 深く 紺 を かける とい ふ 具合に する の ださう です。 かくして 流行の 色 八 I： ひ 

とい ふ ものが 自然に 大體に 於いて 統一され て來 ると いふ 譯 です。 而 して 更に 奇妙な ことに は、 紺が 茈調 として 流 

行す る 年 は ー體が 不景氣 であり、 黄が 流行す る 年 は景氣 がい &の ださう です。 これが^ して その 人の いった 通り 

に：；；： くもの か 何う か、 私は觀 察して 見た ことがない から、 その 人の 言葉に^ 喾き は出來 ません。 

卅 てこれ と问じ やうな ことが 文學 上の 倾向 にも 現 はれて 來 ます。 大體 から 言って、 或る時 代 若しくは 或る 地方 

に、 或る 丁：^ した 色 合 ひが 出 來て來 ます。 ティ ヌと いふ 怫蘭 西の 文藝 評論家の 如き は、 主に この 事 赏に^ きをお 
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き、 卽ち 文舉的 作品が 生み出される 璦 境に 注：：： を拂 つて、 文& 上の 倾 ，w を觀^ しょうと 企てました。 此の 如き 企 

てに は 確かに 十分の 意義が あります。 私 は 自分： 個の 立揚 から、 か、 る 環境に よって 創り 出される 色 合 ひなる も 

の は どんな もので あり、 それが どうい ふ^ 因から 生じて 來 るか. を、 こ、 に 少し 考察して 兌たい と 思 ふので す。 

1 つの 社會 でもよ し、 乂 時代で もよ し、 その いづれ にせよ， その 中に 生きて ゐる人 ii の 生活が * 過去 を 主にし 

てゐる 時と、 未來を 主にして ゐる 時と、 現在 を 主にして ゐる 時との 三 様が ある やうです。 勿論 生活と いふ もの は 

人^が 現^々 々を 處理 して 行く 方法であります から、 現在 を 全く 無視して 過去ば かりに 執着して ゐる 生活 もな く、 

また 未來 の憧愦 ばかりから 成り立って ゐる 生活 もない に は 相 遠ありません が、 同じ 現在々 々を 處理 しながら も、 

或る時 代 或る 社會に 於いて は 兎角 過去に あった 生活が 忘れられす、 何かとい ふと 現在の 生活 を 過去の それに 1^ 

して 生活しょう とする 揚 合に は、 私 は それ を 過去 を 主と した 生活と いひ、 それが 未来と いふ ものに 對 して 同様の 

励き 方 をす る 時には、 私 は それ を 未來を 主と した 生活と いふので す。 而 して 現在 を 主と した 生活と いふと、 勿論 

この場合 にも 過去 を 振り返ったり、 未來に 憧れたり する ことが 呰 無で はあります まいが、 觅も角 も 現在が 一番 强 

い 力と なって、 その 生^ を 導いて ゐ るの をい ふので す。 

過去 を 主と する 生活環境 は 何う いふ 場合に 行 はれる かとい ふと、 人の 一 生に あてはめて 考 へて 兌る と 一 番 判り 

い &と思 はれる が、 か \ る 現象 は 人^の 生活が 絶望的に 行きつ まった 時 (卽ち 大病に 犯された 時と か、 勇氣を 挫 

折し 終る やうな 失敗が 起った 時と か)、 又は 老衰 期に 得て 起り 勝ちな ものです。 卽ち 人の 現在が 何ん となく 弱々 

しくな つて、 前途に その^々 しさ を 癒すべき 希望が 薄らいだ 時 起って 來る 心の 狀 態です。 その 時人 は 過去に あつ 

た 榮華を 現在の 生活の 巾に 織り込んで 僅かに 堪 へがたい 空虚から 週れ ようと 藻搔き 初める のです。 所謂お の if 

とい ふ 心 持 はこれ です。 これと同じ 心 现的狀 態が、 或る時 代 若しくは 或る 社會に 起って 來 ます。 卽ち 或る時 代 若 


しく は 社お の 生活が 一 つの 役 RE を枭 たし 終って、 自壊作用 を 惹起して 來 ると- もう そこに は 前途の 光明が 瘐 く^ 

つて 米ます。 しかもな ほ S? された る 多少の 活力 は 何等かの 自己 表現 を 求めねば やみません。 か \ る 時 その 表現の 

お^となる もの はいつ でも 過去です。 何故なら そんな は： &に陷 つた 時代な り社會 なりに 取って は、 過去が  一^ 薆 

れた 所れ であります から。 

か k る 時代な り社會 なりの 生活に あって は、 新しい もの を狻 得しようと いふ 意志の 力 は 消耗され 切って ゐ ます 

力ら ^^を 川ゐ すして 得られる やうな 或る もの を 求めねば ならなくなります。 それ は咼 去です。 i 去 こ S) つた 

こと は どれ^ 立派な もので あっても、 又 どれ 程鞏 间 な 意志が 働いても、 過去に あった その ま.， の もの を 零び 現在 

に^き 上げる こと は絡對 に出來 ない 喾の ものです。 覆 水 盆に 還らす です。 だから 過去 を囘 役す る こと は 意志の 力 

では 出來 ない もので、 唯一 の 可能な の は 感情的に その 狀態を 空想す る 外に 途 がありません。 だから か.， る 時 比 若 

しく は 社お の 生活に 取って は、 まとま つ た 生活力の 中から 感^と い ふ 特殊な 機能が 分離され、 際立って 發逹 しま 

す G ち 主お 的倾 2 が 助長され ます C セン ティ メンタ リズムと はこれ をい ふので す。 か X る 生活環境が 耍求 する 

文 m 的^ 现は、 この セン ティ メンタ リズムです。 

かう 屮し 出る と 文 蔡的倾 向と して の セ ン ティ メ ンタ リズ ム の 内容 もお のづ から 自 知せられ 犸 ると 思 ひます。 句 

お 的と も譯 すべき こ， の倾向 は、 寶行性 若しくは 實行 カを缺 いた、 過去に 封す る 感^ 惑溺 を 意味す るので す。 殉^ 

的と いはれ る 文 舉を繙 いて 御^なさい。 讀者 はいつ でも その 巾に i チ たす 過去の 現 はれに 對 する 主情的な 執着の あ 

るの を發见 する でせ うから。 而 して そこに は 新生に 對 する 躍進 的氣 分が なく 、絶望的な 悒餺が 重く 漂って ゐ ます。 

その 巾に いかに 華やかな 夢が 描かれて あっても、 畢兗 それ は 美しく 現 はれて^ しく 消える 虹の やうな 實現 性な き 

/パ しす 然し： ^時に そこに は^ 欲に 驅られ て ^ほ になった やうな^ 躁と いふ もの はなく、 靜 かに 物の 突し さを^ 
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味し、 平らかな 心で 善惡 眞 偽 を 見 究める とい ふやうな 所 もあります。 それが 嵩 じる と 一種の 諷刺に もな り 勝ちで 

はあり ますが。 

これお 要するに 文舉的 表現と しての セン ティ メンタ リズム は 宿命的で あり、 囘顧 的で あり.、 咏嘆 的で あり、 高 

踏 的で あり、 悲觀 的であります。 これらの 特色の 內容を もこ \ で 說明 する のが 本當 かも 知れません が、 讀者は 私 

の これまで 申し出た 所から ほ^それ を 推察して 下さる ことが 出來 ると 思 ひます から 改めて 述べません。 

それで は 未來を 主と する 生活環境 は ：！： うい ふ 楊 合に 行 はれる かとい ふと、 一 つの 役 H を 某た し 終った 時代 又は 

社^: が、 まだ 十分に 生命力 を 持ち 綾け てゐ て、 更に 生活の 內容を 更新しょう とする 時に 起る ものです。 これ を 人 

問の 一 生に 喩 へて 见 ると 靑 年期と いふ ことが 出來 ます。 靑年は 幼 年少 华のニ 時期 を經 過して 到達した 時期で は あ 

ります が、 その 生命力 は衰 へる どころ か 益： 增大 しつ \ あります。 现智的 若しくは 意志的な 制御 を 無視して まで 

IP 犬し つ & あります。 さう い ふ靑 年期に 取 つ て は 過去 は 勿論 の こ と 現在で すらが 齒 痒い ほど 面白から ぬ狀 態に あ 

ります。 そんな もの を 一 つ 殘らす 打ち. S してし まって 何 かま だ この 世に 現 はれ 出ぬ もので それ を 補 はう とせす に 

は ゐられ ません。 從 つて 未 來に現 はれ 來る であらう ものが 唯一 の 期待と なり 力の 源と なります。 過去と 現在と を 

凡て まだ 兑も 知らぬ 未來に 繋がう とい ふこと になります。 實行 不能と 見える 夢で さ へ が靑 年に 取って はまざ^ \ 

と摑 むことの 出 來る實 在です。 從 つて か、 る 傾向の 內容は 熱 的で、 空想的で、 傳奇 的で、 破壞 的であります。 

セン ティ メンタ リズムが 感情 を その 基調と して ゐ るの は 勿論です が、 茶 だしく 现智 的な 所があります。 t$I だしく 

1：- 冗した 现智を 以て、 溺れる やうな 感^ を 堅く からめつ けて ゐる 所があります。 所が a マン ティ シズム に 於いて 

は、 その 感情 は ひたすら 奔放 ft: 在で、 何物に も 拘束され ようと はしません。 意志で も理智 でも 感情の 奴隸 となつ 

て 使役に 甘ん する 限りに はこれ を用ゐ ます けれども、 苟も それが 上 乎に 出ようと するならば、 すぐ 容赦な く 蹴. o. 


つけて しま ひます。 か &る倾 向 は、 その 本^に 於いて 勝れた もの を 持って ゐ ます。 それ はま かり 間遠へば 囘復の 

出來な い^ 倒に、 ^ち 穴， "疎 粗笨な 虚無的 思想に 文 舉を導 く 恐れが あります けれども、 その 中には 兌の がす ことの 

出來 ない 潑剌 たる 生氣が あり、 やがて 現 はれ 來 たるべき 人^の 生活の 誕生 を 雄々 しく 促が し迎 へる 力 を 持って ゐ 

ます。 新興 文^に はいつ でも かくの 如き 倾 向が 伴って 生す るので す。 

S 筏に 现在を 主と する 生活環境 はどうい ふ 場合に 起る かとい ふと、 それ を 例によって 一人の 人の I 生に 比べて 

见 ると、 壯 ^期に 常る とい ふこと が出來 ます。 壯年は 熱 達の 時期です。 靑 年期に 至って 頂上に 達せん とした 生活 

力 はま だ^ 縮す る ことなく 緊張した ま-に 綾いて 居り、 同時に 理智と 意志と が 平均して 發 育して 來て、 所謂 智情 

おが 一 二つの 働きと して 別々 な 作用 をす る ことなく、 人格と いふ 一 つの 力の 中に 溶解され 統合され る やうに なって 

來 ます。 かう いふ 風に 一元的に 統一され た 生命力に 取って は、 過去に いかに 美しく^ でた ものが あらう とも、 そ 

の^: 現の 絶對に 不可能 なること を 知って、 それに 最大の 執着 をお くこと をせ す、 又未來 にどれ 程かビ やかし いも 

のが 想像され ようと も、 まだ 乎に 取る 事 も出來 ない そのものに 懸命の 期待 をつな ぐ 事 もし なくなり、 現在 眼の 前 

に 在る^ 象の みが^の 沽 動の 對象 である こと を^: 分に 知り 拔 くやう になります。 勿論 凡てが 進化の 階段に あるの 

だから、 现 在に は 数 限り もない 不完全が 隨 所に 見出される でせ うが、 その 點 こそ は、 存在が 完成の 餘裕を 有つ 所 

以 である こと を 納^して、 單に 不完全で あるが 故に 容 I： 勿に 捨て去る やうな こと はしません。 その 不完全 を 包 有す 

る 世界の 巾に やむ にや まれぬ 完成の 努力 を 致さう とする のです。 卽ち 虛な もので なく、 過去で もな く未來 でも 

なく、 现 ^な もの、 眼に 兄、 ff- に 間き、 手に 觸れる ことの 出來る 現在に 最大の 憒値 をお き、 そこの みに 正しい 生 

お を弒り 出さう と勉 める のです。 これ は實 に壯华 柳の 人で 押しな ベて 持つ ところの 特色です。 或る時 代で も义或 

る 社^でも、 その 成熟期に 近づく に從 つて この リアリズムの 倾向を 夥しく 帶 びて 來 ます。 而 して か \ る 環境の 下 
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に 生み出された 文 舉には 又お のづ から その やうな 倾 向が 現 はれて 來 ます。 

リアリズム にも それ S 身が 持つ 所の 恐ろしい 弱點 がないで はありません。 それ は 構 念 (conception) の 固定 化 形 

式 化と いふ ことです。 生命力の 內容が あまりに 完全に 統合され ると、 その 働き 方に おの づ からなる 一定の 方向が 

生じて 來 ます。 その 方向 を 絶えす 强め、 押し進める とい ふことの 代りに、 動と もす ると、 そこに 固着して、 外界 

の^ 惝 に順應 して 殼を 破って 新しい^ 在に 突進 するとい ふ 力 を 失 ふやう になる ことがあります、 或は 現實 とい ふ 

ことに あまり 信頓 をお きすぎ る 結 架、 現在の 有する. お 所 も 缺點も その ま- T 受け入れて、 そこに 變易 せらるべき 何 

物 もない とい ふやうな 似而非なる 自己 飽滿の 態度 を^し 出さない とも 限りません。 これが 誠に リア リズ ムに 取つ 

ての 大敵です。 或る 社會 なり 時代な りが その 發逹 の預 fK に 達して 謂 は ゆる g 壊 作用が 萠 しかける と、 か&る 恐る 

べき 倾向は 更に 顯著 になって 來 ます。 文舉の 上で はか \ る 倾向 を形忒 化と いって、 袋小路の やうな、 先に 突きぬ 

ける 見込みの ない 惡ぃ倾 向と されて ゐ ます (例へば 怫 in 土 朝 末期の クラ シ シズム 、或は わが 國の 藤氏 末葉の 文學的 

倾 向の 如き は その 一例 だと 見る ことが 出來 ませう )o 更に 义 リアリズムが 陷り 易い 陷^ として 平凡 化 CTrivialism) 

とい ふの があります。 それ は あまり 現在に 卽し 過ぎる 結^、 飛踡 力が なくなって しまって、 有り合せの もので 滿 

足す るの みならす、 それ を I 赉 確かな 一 桥露實 な ものと してし まひ、 少しで も 調子の ちがった もの を 取扱へば も 

う 下らない {ゃ： 想に 耽ける かの 如く 感 する 傾向です。 この 倾 2 は 全く 人生 をぁぢ きない ものにして しま ひます。 而 

して 人の 生活 を 安價に 腐らせます。 

然しながら リアリズム がその 本然の 力に 立つ 以上 は， そこに 袋 も 堅 I！： な、 底力の こもった、 而 して 人^の 生活 

を 板柢 力ら 搐り節 かして 向上せ しむる 文舉を 生む ことが 出 來る喾 です。 か \ る倾 向の 特色と：^ るべき もの は、 統 

合性で あり、 力の 感じで あり、 健全 性 (wholesomeness) への 示 咬で あり、 ^念の 充贅 味です。 


^はかくの 如く 一  つの 時代 乂は社 會に現 はれる 三つの 文^的 傾向に ついて 概略 を 述べ ましたが、 實例 につ いて 

一 々それ を證 明す ると ー桥 解りい & と^ひます けれども、 不幸に して 私 は！： 山の 文獻を 渉 I して ゐま せんから、 

適例 を 舉げる ことの 出來 ない のを讀 者に 對し てお 氣の 毒に 思 ふので す。 然しながら ペトラルカから タッソ I 位 ま 

で、 卽ち 一 一一 ：〇 叫ギ から 一 五 〇〇 华の屮 葉に 至る あたり 迄の 伊太利の 文攒 は、 中 世紀の 文化が 崩壞 して 行く 時代 

にあった ので、 一 帶の 調子に セ ン ティメ ン タルな もの を 多分に^ して ゐ たとい ふこと が出來 ませう。 ダンテ の 如き 

もこの 時代に 生きて ゐた 人であります が、 この 人 は 中 世紀の 幕 を閉ぢ て、 近世の 舞 甕 を 調へ た 人で あると いはれ 

る だけに、 ロマン ティ ックな もの を潤澤 に 持って はゐ ます。 と 同時に、 多量の セン ティ メンタ リズム を も 包^して 

ゐ るの を は 逃す ことが 出來 ません。 か X る 大家で あっても、 時代の 反影と いふ もの は 免れる ことが 出來 なかった 

と兑 えます。 义 a マン ティ ックな 時代 は 例へば 獨逸國 民 勃興 時代の 文 學屮に 多量に 發兑 せられます。 その 常時 行 

はれた 祌話を 題材に した 物語から、 騎士道の 物語に 至る まで、 凡て 奔放な 感情の 結晶で ない ものはありません。 近 

代に 至って 獨 逸が 新興 せんとす るに 至って、 この 氣勢 はまた 高められて ゐ ます。 その 頃に は a マ ン ティ ックの 運動 

は 殆んど 歐洲全 土 を席卷 したと いっても よい 位です。 英國に は バイ a ン、 怫國に はュ， 'ゴ I、 獨 逸に はゲ ー テ、 

シラ ー とい ふやうな 人が 現 はれて 皆 こ の氣 運に 乘 じて 作品 を 世に 提^して ゐ ます。 リアリズム の 時代 は 十九 世 

から 二十世紀に かけて 著しく 發逹 したと いへ ます。 卽ち 歐洲の 文化が その 發 育の 頂點に 達して、 それ 自身に 於い 

て强ぃ 飽滿を 感じた 時 この 倾向は 現 はれ 出した のです。 しかも その 巾に 於いて 幾多の 小 波瀾の あった こと は爭は 

れ ません。 n 然生^ の 運動が リアリズムの： てれと 結び付いて 现 はれ 出ました が、 その 宿命的 機械的な 人生 觀 はや 

うやく 形式 化を來 して、 十九 世紀の 末から 二十世紀の 初期が さう であった やうに、 自分で 作った 桎梏の 中で 藻敁 

き はじめ、 n 填 作 川 を 生ぜん とした 時、 鄉 土文舉 とか 傳弒 主義と いふ やろ な ものが、 特に 怫 國、 ^太 利 等の 國々 
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に 唱道せられ ました。 これ は 一 種の 囘顧的 風 湖 であって、 時代が おの づ から 促進した ところの セ ン ティ メン タリ 

ズムの 出現であった のです。 その 中に 歐洲は C 壊 作用の みに. R 分 を 任せす に、 すぐ それに 綾いて 更新 作用 を 起し 

ました。 桢物 などで 兑る 「若が へり」 (Rejuvenescence) の现 象と 同じ 現象が 起り ました。 文化 改造と 稱 せられる 

遝動 がそれ であります。 この 倾向 はすぐ 文學 にも 反影して、 後期 ロマンティシズム (Neo-Ronrmticism) の 運動が 

現 はれ 出た のです。 凡そ これらの 諸倾向 は、 近代 歐洲 文明の 茈調 をな して ゐる リアリズムの 傘下に 統合され て は 

ゐ ますが、 それでも 時勢の 小變遷 は、 鋭敏に 文舉 上の 倾 向に 働き かけて ゐ るので す。 

所で この セン ティ メンタ リズム、 ロマンティシズム、 リアリズム の三倾 向の 中、 どの 倾 向が 最上の 文舉的 作品 を 

生み出す のに 適して ゐ るかと いふ 問題に なると、 諸家の 說 がお のづ から 區々 になる 譯 であります。 文舉を 軍に 時 

世の 反影と しての み：^、 それが 忠實に 反影され てゐる 以上、 文學は その 贳 任 を 相當に 架して ゐる ものと 見るなら 

ば、 この 三倾 向が 文舉に 持つ 惯値は 同一 だとい ふこと が出來 ます。 然しながら 文學が 人の 生活に 或る 推進力 を與 

へ、 生活 內容の 統合 を 成就し， その 創造 を 達成す るのに 役立つべき ものである ならば (私が この 講義の 最初に 論 

じ來 つたが 如く)、 三つの 傾向が 必す 同^ 値の 文舉を 生み 得る と 推定す る ことが 出來 なくなります。 

それなら どの 倾 向が 煅 上の 文舉的 作品 を 生み出す のに 適して ゐ るかと 私に 問 はれるなら、 私 は その 答へ をす る 

^に 更に 私の 申し出に 補足 をして おく 必要 を感 する ものです。 

いかなる 時代 若しくは 社會 にあっても、 上述した 三倾 向が 純粹の 形で 現 はれる とい ふこと は實 際に 於いて 在り 

^ない ことです。 私が 截然と 三つの 倾向を 別して 述べた の は 理論 上の 便 (且 からした ことであって、 實 際に 現 は 

れる现 象に 至って は その 三者が 色々 の 程 鹿に 混合して 現 はれる のです。 例へば 私 は、 一 つ の 時代 若しくは 社 會が自 

壊^ 川 をた すべき^ 命に 陷 つた 時には、 それ を 支配す る 心的 倾向 として セ ン ティ メ ン タ リズムが 發生 するとい ひ 


ましたが、 おも セン ティ メンタ リズムと いふ 傾向が 有る^ は，：： 填 作 川 は 完成され てはゐ ない のです。 老年 朋はセ 

ン ティ メンタルになります。 燃し その 老ハ牛 期が 徹底的に 進む と、 ^に 肉體 的に 生お を持綏 するとい ふこと だけが 

殘 つて、 心的 活動 は^^す るに 至ります。 それ は 非^に 高齢な 老人の 狀 態を考 へて 兌れば 知れる ことです。 だか 

らセ ン ティ メ ン タルで あると いふ こと は旣に c 壞作 川が 過程に あるので 完成の 狀 態に あるの • ではない とい ふ證據 

です。 例へば 現在の 朝鮮の やうに その. HE 壞作 川が 殆んど 極度に 達した 揚 合に は、 セン ティ メ ン タルな 文學 さへ 產出 

され なくなって しま ひます。 自壞 作用が まだ その 過程に ある 問 は、 自壞 作用と 共に 幾分の 柿 足 作用 も 行 はれて ゐ 

ろ の です。 卽ち 多分の セン ティ メンタ リズム に 幾分の リア リズ ムも、 更に また それより 少ない 幾分の ロマン テ イシ 

ズ ムも北 ハ^: する 譯な のです。 これと同じ こと を ロマン テ イシ ズ ム の倾 向に ついても、 リアリズム の倾 向に ついて 

もい ふこと が 出 來る譯 です。 この 事が 臉に 落ちて 下さるなら、 私は煅 上の 文舉的 作品 を 生み出す に 適した 傾向が 

何んで あるか を 述べる ことが 出 米ます。 その 傾向 は リアリズム を 基調と する 倾 向です。 卽ち、 時代 若しくは 社會 

の狀 返に ついてい ふなら ば、 或る 文化の 方向が 明かに 一 定 して 漸次 昂進し、 その：： 期に 逹 せんとす る 頃に 起り 

來 たる 文 は、 概してよ き 内容 を備 へて ゐ ると いふ ことが 出 來 るので す C かくの 如き 時 M の 心的 倾向は 前述した 

通りに リアリズムで はあり ますが、 一味 a マ ン ティ ックな 內容 更新の 氣勢を 持って ゐて、 リア リズ ム の 病弊と な 

りおい 形式 化 や： 午 凡 化に 捕 はれて ゐ ません。 寳 行が 卽ち 理想で あり、 理想が 直ちに 實行 化されて 行く とい ふやう 

た^ 地が出 來てゐ ます。 H リザべ ス 王朝 時代の 文學、 自然主義 勃興 時代の 文學 とい ふやうな ものに は 明かに この 

^M.v 力 取す る ことが 出來 ます。 我が 國 でも、 源氏物語が 書かれた 時、 近 松 門 左衞門 や、 井^西鶴が 現 はれた 時 

など は、 その 時朋 とい ふこと が出來 るで せう。 

こ-を 以てお へて 兑 ると、 時代 だと か 社お だと かの 狀 態が 人間の 内部生活にまで もどれ 程の 强ぃカ を 働き かけ 
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るかと いふ ことが 明かに 解ります。 よく 世の中の 人が、 今の 文 擧には 碌な 文舉 がない、 一 體文擧 者 は 眠って ゐる 

のか 死んで ゐる のかな どと、 漫然と 罵る やうな こと を 聞きます。 然しながら 私が 述べた やうな 時世と いふ もの、 

影饗を 頭に おいて 兌るならば、 か^-る 漫然たる 非難 は往々 にして 罵る 人が 自分自身 を 罵って ゐる やうな 結果に な 

るので す。 文學 から 何物 を か 得ようと して ゐる 人々 の 生活が 行き 詰ったり、 たるんだ りして、 何う して そこに 力 

强ぃ 作品の 现 はれ 出よう 譯 があります か。 文學の 無力 を 罵る 前に は、 先づ 自分 達の 生活が どの位 緊張して 生活 さ 

れてゐ るか を、 どの位 ゐ 合理的に 生活され てゐ るか を、 少なくとも どの位 ゐ 立派な 衝動に よって 生活され ようと 

して ゐ るか を 反^すべき 必要が 十一 一分に ある こと を 知らねば ならぬ と 思 ひます。 

然しながら 同時に 次の 一 大靠を 私逑は 忘れて はなり ません。 若し 或る時 代な り社會 なりが、 その 中に 含有され 

てゐる 活力 だけで、 その 活力の 種々 なる 結合 や 離散 だけで 或は 發展し 或は 變遷 して 行く もの だとす ると、 自然 ほ 

然に 衰弱して いかねば ならぬ の は 分り切った ことです。 獨樂を ま はした ま.^ にして おけば、 一秒々々 と 囘轉カ を 

或 じて 遂に 停止して しま ふ 外に 道はありません 。「若返り」 とい ふやうな 現象 は 到底 出現し ない ことになります。 勿 

論 社會ゃ 時代 は 獨樂と は 違 ひます。 獨樂は その 隣り から 力 を 受ける ことが 出來 ません。 社會ゃ 時代に は 外界から 

新ら しい 力が 働き かけます。 然しながら^に 外界から 異邦 的な 力が 加 はった ばかりで 本當の 「若返り」 が 成就 さ 

れ よう 喾 がありません。 ^非 内部から その 時代な り社會 なり を揋拌 し、 鞭撻し、 推進す る 力が 生じて 來 ねばなら 

ぬのです。 それ をす る もの は 個人です。 人格と か侗 性と かいふ 一 つの 力です。 これ は實に 生活 體に 於け る 一 つの 

不忍議 です。 個人と いふ もの も 又 時代な り社會 なりが 生み出し たものに は 相違ありません けれども、 それが どう 

かする と內發 的に 自分 を 生んだ 社會 なり 時代な りの 原動力と なり、 それ を內 部から 改新す る 力 を 持つ とい ふの は 

一 つの 不^議です。 然し それ は 否むべからざる 事寶 です。 そこで 文舉 とい ふ もの も單に 時勢の 感化 影響ば かり か 


らは 生まれて 來す、 却って 或ろ 時代 又は 社會を 生み出す 力 を 持ち 得る ことが 察せられます。 こ、 が 實に侗 性が 無 

視 すべから ざる 尊 嚴を冇 する 所以です。 だから 或る人々 が文擧 者の 無力 を 罵る とい ふこと にも、 か-る 半面の 现 

比が 存在す る こと を 特に 文 舉者は 忘れて はならない のです。 

で、 ^はこれ から 上述の 三倾 向が 侗 人に 現 はれた 楊 合、 特に 藝術 家に 現 はれた 揚合、 その 創作 品なる 文畢 とい 

かなる 交涉 をな すかに ついて 述べなければ ならない 順序になります。 

侗 人が 環^から 脫し 切る ことの 出来ない の は 知れ 切った 事 1  霞です。 科舉 から 抽出され た 哲舉は 凡て 此の 事實に 

^心 點を おいて 人^の 生活 を考 へて ゐ ます。 極言 すれば 科舉 と哲舉 との 交錯 點の 最大なる 特色 はこの 點に^ する 

とい ふこと が出來 ます。 私 は 如上の 考察に 於いて、 主に この 立脚地から 文 舉を考 へて 見ました。 

然し^; 筒の 立場から いふと、 環境の みが 人間の 生活 全體を 造って ゐる ものと は 思へ ません。 私が 最初に 述べ 

た 通り、 ^在の 极柢 をな す もの は 本能の 統流 であると いふ 假定が 許されるならば * 而 して その 本能と いふ もの は 

おに 能 励 的に 働いて ゐる ものである ならば、 侗 性の 中に 存在す る 本能 卽ち 創造力 は 環境の 支配の 下にの みある こ 

となく、  ^極 的に 環境 を變 革し、 突破し、 創造す る 動向 を 有った もの だと 考 へねば なりません し、 又實 際に 於い 

て さう した 作 川が 働かれて ゐる こと を 私達 は 常に 經驗 する ことが 出来ます。 それでなかったならば 「藝術 は 創 ま 

たり」 とい ふやうな 觀念は 全然 意味 をな さぬ ものと なる 外はありません。 何故と いへば、 創造と は 勿論 これまで 

^かった もの を 有らし める ことです。 私達の 環境の 中に 見出されなかった もの を 新たに 創り 出す ことで あるから 

であります。 ォス カァ. ワイルドの 論文の 屮に、 生活が 藝術を 創る ので はなく、 藝 術が 生活 を 創る の だとい ふこ， V 

， 桢 乃、. に^した ものが あります が、 その 中の 一 つの 例と して、 ラフ ァ H ル前 派の 人達、 殊に ダンテ. ガブ リ ェ ル 

ゼ ツチが 一 つの 女の 典塑を 創造した C それ は 人々 がよく その 畫に 見る が 如く、 あまり 縮 れてゐ ない、 赤味 を帶び 
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ち 

た 髮の毛 を 有って、 n マン ティ ック な、 どっち かとい ふと ^想 的な 容貌 を冇 し、 一 體の表 愦 が 極めて 靈的 であるに 

も か、 はらす、 厚ぼったい 唇の 逯 りに 一味の 肉感 性を帶 び、 天. 才色と もい ふべき 蒼白い 皮膚と、 稍 i 太い 而 して 

長い 頸と を備 へた 女の 姿體 です) ところが この 流派が 勢力 を 持ち 始める と、 いつ ともなく 英吉利の 婦人の 中に さ 

うした タイプの 人が 现 はれる に 至った、 とい ふので す。 それ は實 際さう ありさうな ことです。 か、 る 例 は 日本 Q 

B 術の 1- 史を 調べて 兌ても 發兌 する に雞 くあります まい。 恐らく 近 松 門左衞 門が 心中 物の 淨塯 璃を喾 いて、 それ 

が大阪 人士に よって 持て はやされた 時には、 その 作品の 中に 出て 來る やうな 精祌 生活に 終始す る 男女が 所お に 現 

はれ 出た に 遠 ひありません。 これ は敢 へて 藝 術に 限られた ことで なく、 一人の 强 烈な侗 性が 出現す る听に は、 生 

活の 如何なる 部門なる を 問 はす、 か&る 現象が 出現して、 今までの 環境に 刺戟 を與 へ、 遂に 在來の 環境の 方向 を 

轉換 させる 結^ を 生む に 至ります。 與謝野 女史が、 藝術 は豫言 的の 要素 を 持つべき であると 云 はれた の は、 この 

意味で 極めて 安 當な 主張 だと 私 は 思 ひます。 

だから 文舉 とい ふ 分野に 於いても、 例へば 口 マ ン ティ ックな 時代に は、 a マ ン ティ ックな 文舉 者と 作品ば かりが 生 

ま^ると は 限りません。 そんな 時代に も 或る 楊 合に は 恐ろしく リア リス ティ ック な文學 者が 出て 來て、 t て來 るべ 

き リア リス ティ" クな 時代の^ 礎と 方向と を 定める ことがあ.^ すし、 若しくは 乂、 そんな 時代に も 恐ろしい デカ 

ダンな セ ン ティ メンタルな 作家が 出て 來て、 社會の 進歩的 方向 を逆戾 りさせ ようとす る やうな こと もあります。 

かくの 如き 點は 人^ 以外の 動物に は 絶無と いってい \ 所で、 或る 意味に 於いて 人 ii の 生活が 非常に 複雜な 相 を 

呈 する 所以であります。 その 證據に は哲舉 若しくは 資踐 倫现の 問題に 宿命 說と 意志 自山說 とがあって、 軍に 现茧 

の 上から 考 へるなら、 宿命 說の 方が 論理が 立て 易く、 且つ 徹底的な ものに 思へ ます けれども、 人間 内部の 欲求の 

中には、 どうしても その 境地に 滿足 する ことの 出來 ない 侗 性的 自由の 主張が あります。 而し てこの 欲求 は、 往々 


にして^. なる 論理 上の 病 命說を 超越して， 實行 的に 生活の 上に 現象し ます。 この 論理的 過程 を その ま&實 際の 生... 

活に 移す と、 そこに 私が 巾し 出た 環境と 個性との 關 係が 認められる ことになるで せう。 卽ち侗 性の 內部的 要求が： 

ゆ t の 精祌を 超越して 働き、 時と すると 時代の 色彩が その 侗 性の 要求に よって 導かれる とい ふやうな ことが 行 は 

れ るので す。 高山 樗牛 氏が 「吾人 は須 らく 現代 を 超越せ ざるべ からす」 と 言った の は、 おなる 倣 語と 聞こえ もし. 

ませう が、 同氏の 侗 性的 欲求の 中に、 自分が 住む 時代に 影響され て 生きる 外に、 それ を 超越した 自由の 境地に 馈 

れてゐ た 様が 窺 はれる ではありません か。 さう した 點か ら考. へて 見る と、 この 言葉に は 面白い 意味が 發 見され る 

と 思 ひます。 

偖て 藝 術に i ひう とする 人々 は、 多 かれ 少な かれ この 個性的 欲求 を 持った 人 々です。 もっと 嚴密 にいへば、 ^ 

境に よって 作り出される、 どっち かとい ふと 一 時 的な 氛圍氣 に 注意す るよりも、 もっと 沈潜した その 底に 存在す 

る 人^の Ml 久な倾 向， 狀態、 運命 等 を 如實に 把握して、 それ を 表現した いとい ふ 欲求 を 持つ 倾 きがあります。 か 

かる 倾， ：！： に對 して は 或る 種の 論者から は 迂愚の 譏り を 受ける かも 知れません。 人 問の 恒久的な 倾向、 狀態、 遝命 

などと いふ ものが 縱令 潜在して ゐる とする も、 それが 或る 現 はれと して 感ぜられ るの は、 環境に 接觸 した 時に 於 

てビ ある。 つまり 環境の 如何によ つて その 現 はれ は 常に 異なった 相 を呈 する。 その 色々 と異 つた 相 を所緣 にして 

人 問 性 は^ 現される 外に 道がない。 環境 を 無視して 如何なる 藝術も 生まれ 出よう がないで はない か。 かう 抗議 を 

巾し 出る 人が あるか も 知れません。 これ はー應 尤もな 抗議であります。 然し そこに はま だ 徹底し ない 論理の 混雜 

が ある やうです。 藝術は 如何なる 楊 合に も 生の 具體的 表現で あるが 故に、 環境と いふ 具體 的な 道具な しに は 表^ 

は屮 Z 來ま せん。 然しながら 同じ 文舉的 表現で も、 環境の みに 重き をお いて、 內 部の £1 久性を 探らう としない もの 

と、 内 部の W1 久 性に 重き をお いて、 環境 をた^ 表現の 道具に 使 はう とする ものとの ニ械が ある こと を 注意せ ねば- 
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なりません。 近顷 通俗 文 舉とは 何ん ぞ やとの 議論が やかましく 11 はれた やうで したが、 私の 考 へる 所に よれば、 

通俗 文舉と 純文^と の 相逮 は、 以上の 屮し出 を 徹底し て考 へて 昆れば ： 止 鹄を得 るに 近く はない かと 思 ふので す。 

卽ち 通俗 文舉と は 環， お、 殊に 現在に 重き をお いて、 内部的の 葛藤 を 人 il の 表面的な 解釋 によって 解決し ようとす 

る もので あり、 純 文 離と は その 焦點を 人問內 部の 恒久性に 粜 めて、 深く 更に 深く その 眞體を 表現しょう とする 所 

に 相 逮を來 すの だと 思 はれます。 而 して 云 ふまで もな く 純 文舉的 表現に 志す 藝術家 は藝術 家ら しい 藝術 家と いふ 

ことが 出來 ます。 例へば、 こ &に戀 愛の 葛藤 を 描いた 文學が あると しませう。 或る 文舉者 は、 そ Q 戀 愛の 經驗を 

取极 ふのに、 その 小說が 取扱 はれて ゐる 時代の 經濟 生活 だの 家庭生活 だのが、 戀 愛と いふ ものに 對 して どうい ふ 

關係を 持って ゐ るか を 注意して 觀 察し、 或は その 矛盾， 或は その 調和に よって、 一 篇の想 を 構へ、 そのいき さつ 

を 綿密に 描きます。 勿論 文舉 である 以上、 その 巾に 出て 來る 人物が 心の中に 釀す 喜び や 悲しみ は 或る 程度まで 描 

かれて ゐ ないで はありません が、 それ は 筋 を 運ぶ 必要から 說 明に 描かれて ゐる もの だとし ます。 讀者は それ を讓 

んで 感激す る ことが 出來 ます。 何ん となれば、 凡ての 讀者は 或る 程度まで は 環境の 枝梏を 感じて それと 戰 つて 

^ねばならぬ からです。 そこに 作品との に 共通 共鳴の 點を兌 出す ことが 出來 ます。 然しながら その 感激 は畢兗 

生活の 表皮に 於いてな されつ、 あると いふ こと を 忘れて はなり ません。 その 感激 は 可な り强 いか も 知れません 

が、 永繽 的で ある こと は 出来ません。 何故と いへば 環境 は 時々 刻々 に その 姿 を變 へる ものであります から、 或る 

^境の 重壓が 除き 去られる 時が 來 ると、 その 作品の 有する 魅力 は 索然た る ものに なって しま ふからで す。 德川時 

代に あった やうな、 家柄に 附帶 する 義理 人情の しがら みに 懸 つて 悶える とい ふやうな こと は、 今の 代の 人に は理 

解す る こと さ へむ づ かしい 境地に なりました。 それ だから 今の 代の 人 は その 當 時の 人が 感激した に 違 ひない と 忍 

はれる やうな 作品 を 誠んでも、 その 描寫が 義理 人^と いふ ことば かり を 重く 取扱って ゐ るかぎ り、 更に 感激 を 咬 


られる ことがありますまい。 或る 戀愛 事件が さう いふ 下らぬ 障^に よって 行き^む とい ふの を W 笑し な、 腑屮斐 

ない ことの やうに さへ 思 ふか も 知れません。 これに 反して， 人 ii の 生 八 叩の 屮に桢 ゑ 付けられた 深い 衝動と しての 

^女の^ 係、 それが 體驗 的に 深く 考察され、 强く 意識され、 而 して これが 環境と いふ 假り の逍4 、によって 端的に 表 

現されて ゐ るなら ば、 読者の 一 時 的に 受ける 感激の 度合 ひ は 或は 5： 者に 讓る 所が あるか も 知れません が、 その. 感銘 

は 底 深く、 永く 消えない ものになります。 何故と いふなら、 か V る內部 生命の^ 燒は 如何なる 時代， 如何なる 環^ 

の 下に も离 人の 心の中に 起る ところの 必至な 現象で あるから です。 而 して か、 る 境地の 表现 は、 小說に 於け るよ 

り も、 戯^に 於け るよりも、 更に 詩に 於いて 最も 都合よ く 表現され 得ます。 かくの 如き こそ 純文學 とい ふこと が 

出來 るので せう。 赏際 過去の 傑作と 稱 せられる やうな もの を 私達が 讀む 場合、 恒久性 を 持った 偎他 として、 その 

作品が 生まれた 時代と 全く 異 つた 時代に 住む 私達に 感ぜられる もの は、 實 にこの 純 文舉の 特色た るべき 侗性 内部 

より の 欲求で ある こと を 知る ことが 出來 ます。 

以上の ポ^から 浈 IS して 考 へて 見る と、 私達が 眞 の文舉 として 要求すべき もの は、 藝 術の 個性的 要求が、 眞に 

徹底し、 に飽滿 し、 眞に 表現され たもので なければ なりません。 かくの 如き 作品 を さう でない 作品から 選み 分 

ける 楞準 は、 讀 者の 侗 性的 要求の 强弱 如何によ つて 決定され ます。 かくの 如き 作品の み を 他の 蕪雜な 作品から 選 

み 取り得る 讀^ は 幸 ひです。 而 して さう いふ 讀者の 多く 住む 國は 偉い 園です。 かくの 如き 作品が 數 多く 提出 さ 

れ、 かくの 如き 作品が より 多く 鑑賞され る 所に 於いて は、 個性の 力が いつでも 環境 を 動かし、 在來の 環境 を 破つ 

て、 更に 新しい よりよ い 環境 を 創り 上げ、 結局 民衆 全體の 生活 を本當 の 意味に 於いて 向上 發展 させます。 藝 術に 

對 して かう いふ 態度 を 持ち 得る 民衆で なければ、 社會 組織の 革命 を も， 道徳的 精神の 向上 を も、 本 常の 意味に 於 

いて 成就す る こと は出來 ません。 

生^と 文 五 二 九 
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社會紕 織を變 革し、 道徳的 標準 を 改定 すれば、 個性の 生活 もお のづ から 向上す ると 唱 近す るの は 一 理 ないで は 

ありま せんが、 それ をす るの は 誰が する かとい へば、 矢張り 識 兌の 環境よりも 一歩 進んだ 社會 革命家と いふ もの 

がする の だとい ふこと を 誰も 担む こと は出來 ますまい。 矢張り 凡て の 進歩の 源 頭は侗 性より とい ふこと になり ま 

す。 獨り藝 術に 於いて 其の 例外 を 見る こと は出來 ない のです。 

五、 文 學の諸 傾向 

..  ； 其の 二 表 現 的倾 向 ：  • ：  -. 

ク ラ シ シ ズ ム.  口 マ ン ティ シズ ム  ナチ ユラ リズ ム  アイデア リズム 

私 は 前に 文學が 生み m される 心的 動機 卽ち內 在的倾 向に 就いて 概赂を 述べ ましたが、 これから は その 內 在的倾 

向が 表現され る揚合 * 如何なる 形 を 取って 表現され るかに 就いて 述べて 兌たい と 思 ひます。 これ も 前に 中 出た こ 

とです が、 藝術は 表現で あると いっても い、 位の もので、 藝術的 衝動の 中には、 その 衝動 を 何 かの 形に 現 はさな け 

れば ゐられ ない とい ふ 大切な 要素が あります。 この 要素が 働く とそ こに 藝術 品と いふ ものが 生れ 出て 來る のです。 

文舉 も亦藝 術の 一部 門で ある 以上、 この 約束に 從 つて 生れ 出た の は 勿論の ことです、 そこで これまで 表現され 

た 文舉の 形式 は どんな 風であった かとい ひます と、 大體 クラシシズム、 ロマンティシズム、 ナチュラリズム- アイ 

♦ テア リズ ムの 叫 つに 區別 する ことが 出來る やうです。 それにつ いて 今 俊 は 少し 述べて 見る つもりです。 

ク ラ シ シ ズム とい ふ 言 粱は い つで も 希 臘の藝 術と 結び付 いて 考 へられます。 クラシシズム といへ ば先づ 念^ に 

つ ちか 

湧き上って 來 るの は、 あの 希^の 美 土に S? はれて 育ち 上った 大藝 術の 面影であります。 


大 g クラシシズムと 呼ばれる 表現 Q 特色 は 何んで あるかと いふに、 一^に 规模の 雄大で ある こと、 形式 は憨： 止 

の 美 を 保って ゐて、 極端な 感情の 偏 倚がない こと、 〖つ.， （\ の 言葉が 莊 重な 調子 を帶 びて 他の 言葉に 繫 がれて ゐ 

る こと 等 を 擧げる ことが 出來 ます。 平衡と いふ ことが いつでも 考 へられて ゐて、 謂 は^-重々 し i 礎の 上に、 適度 

な 茧 さ を 以て 立つ 堂々 たる 建築物 を 思 はせ ます。 そこに は アイデア リズム や、 ロマンティシズムで 見出される や 

うな 流動の 感じはありません けれども、 大抵の ことで は 小搖ぎ もしない やうな 安， 冗 さがあります。 それなら 何う 

して かくの 如き 表現が 希 獵に榮 えた かとい ふと、 相 當の謂 はれがないで はありません。 

わざ 

それ は 矢張り 當 時の 希臘の 生活が させた 業です。 希 職の 文化 を 形成した 希臘 人なる もの は 世に 聰明な！： 民で し 

た。 彼等 は 透徹した 頭腦の 所有者でした。 それで あるから 人^の 生活なる 事象に 對 しても、 ^に尜 朴な 態度で そ 

れを 莩爻 する のみなら す、 その 內容 を嗨み 分けて 极柢 にまで 徹底し なければ 止まない やうな 所が ありました。 か 

かる 態^ はいつ でも 生命に 對 する 悲痛 感 となって 现 はれます。 生の 現狀は 勿論の こと、 その 過去と 未来と を檢察 

する ことが 深ければ 深い ほど、 そこに 矛盾 や、 不可知 や、 撞着 やが 生じて 來て、 人智で は 量り 知る ことの 出來な 

い 祌祕に 突き 常り ます。 而 して その 祌祕の 姿 はいつ でも 悲釗 的です。 人 Ms 力 は 自然の 力よりも 小さく 弱い。 然 

しながら 人^ は已む 時な く 自然に 對 して 反逆し、 自然と 戰鬪 し、 自然 を 征服しょう とする 衝動 を 捨て去る ことが 

出来ません。 この 人^ 內 部の 宏大な 企 11 と、 それ を 成就す るに は 小さ 過ぎて 兑 える 力量との 矛^ は、 それに 感付 

いた 人^が 聰明で あれば ある ほど、 絶望的な、 悲劇的な 事體 として 感得され ねばな りません。 それ は悲壯 なお 命 

觀を： gE^ します。 若し この 倾 向が 他の 條件 によって 救 ひ 出されす に何處 まで も 徹底され る ことにな つたら、 悲釗 

的と いふ 垸界を 通り越して 悲觀的 厭世的と いふべき 領域に 這入り込むべき 可能性 を 持って ゐ ます。 印度に 於け る 

あの 思想 上の 倾向は 明かに この 領域に 陷沒 した ものであって、 それから 人 ^自身 を 救 ひ 出す 逬は、 ^に 人 11 の 所 

生 沽 と 文お  五一 一二 
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おする カを抡 て、、 潔く 大自然の 前に 降伏して、 無我と なって 自然の 屮に沒 入す る 外に は 亡くなる のです。 然し， 

ながら 希 臘人は そこまで 進みませんでした。 そこまで 進む ベ かりし 希臘人 を、 もう 一歩と いふ 處で 悲觀 主義者で 

ある ことから 救 ひ 上げて くれたの は、 實に 希臘の 自然 そのものでした。 希臘 の..： ni 然は 泣く もの を も 笑 はせ すに は： 

おかない やうな 自然でした。 單に氣 候が 適 順で あるば かりで なく、 地力が 豐饒 であるば かりで なく， 世に も 稀れ 

なる 魅力 ある 風光に よって 恵まれた 鄕 土でした。 若し 古代 希臘 人の やうな 聰明に して 勇氣 ある 人種に よって 住ま， 

はれなかったならば， 生活に 何等の 不合理 も 感ぜす、 精進の 氣も摧 けた、 醉生夢 死の 徒 を多產 した かも 知れない， 

と 思 はれる ほど 自然 は惠 まれて ゐ たのでした。 如何に 自分の 生活に 反省の 力の 强 ぃ希臘 人で も、 この こと だけ は. 

明かに 感受せ すに は ゐられ なかった でせ う。 徹底的に は 人間の 敵で ある 大自然が、 彼等に 膚ざ はりの い k 環境 を 

用意して ゐ ると いふ 一事 は 兌の がしませんでした。 それが 希 臘人を 厭世 觀 から 遊れ しめ、 彼等 をして 世に 在る ii 

は 大自然に 對 して 苦しい 戰鬪を 核け る 勇 ^を 振 ひ 起させました。 從 つて 彼等の 生活 は、 いつでも 悲釗 的で ありま 

せんでした。 最後に 來 たるべき 人間 生活の 宿命 は豫 想され ながら も、 彼等 は 勇敢に 生に 執着し ました。 この 態度 

は 明かに 英雄的であります。 さし 迫った 危險を 前に ひかへ ながら、 しかも 悠揚 迫らす 自分の 立場 を 守って ゐるゃ 

うな 姿に は、 いつでも 雄大な 感じが 伴 ひます。 藝術 表現の 特色の 一 つ は、 たしかに かう した 態度から 生まれた の 

で せう。 

义希臘 人 は^は^  二つの 極の 中 に 立って ゐ たといへ ます。 一つ は 聰明な 睿智から 來る 淋しい 人生 觀、 一つ は 

環境が 惠み與 へる 樂觀 的な 外部 生活。 この 撞着した 二つの 要素 は 常に 希臘 人の 心に 働いて、 動と もす ると： その 

何れ かビ 他に 打ち勝た うとす る 傾向 を 示しました。 然し 第一 の ものが 笫 二の ものに 打ち勝つ 時には， i 人 は 環 

境の 恩惠 に對 して 忘恩になります。. 第二の ものが 第 一， の ものに 打ち勝つ 時には、 希 臘人は 人間と しての 誇りなる 


立ち 俊れ た錄^ を 踏み 躅ら ねばな りません。 そ € 何れの 楊 合 も希臘 人に 取って は 忍び 難き 損失です。 そこで 彼等 

の^に は、 極端な 感^の 侃 倚 を 避けて、 兩 者の 平衡の 上に、 自分の 生命 を 建立す る 必要が 生じます。 これが 又ク 

ラ シ シ ズ ム の 他の 特色なる #ぉ の 美を發 梂 せし むる に 至った のです。 

こ、 で私迮 が 特に 汴ぉ しなければ ならぬ の は、 希臘 人に よって 求め 出された 表現 は、 單 なる 外形の 美裝 ではな 

かった とい ふこと であります。 その 表現が 全部 內部 的な 必要から 生まれ 出て ゐる とい ふこと であります。 そ 叱 故 

に 希 腿の 蕩術 を兑 ると、 クラシシズムの 表現が 大體に 於いて 無視され ようとして ゐる 現在に あっても、 脇む こと 

の出來 ない 生命力 を 私達に 感じさせます。 外 觀の憨 美、 均衡の 中に も、 灼，^ して 動き やまない 生命が 感ぜられ、 

而し て それが 私 Si の 生命 に 或る 熱 を 注ぎ入れます。 

然しながら 希 腿の クラシ シズム も その 末期の ものに なると 表現が 内 生命から 分離して、 その 形 はいか ほど 盤つ 

て來て も、 益よ 無力に なって しまったの は 悲しい ことです。 

ネ臘 人が 築き上げた 素晴らしい 表現なる クラシ シズ ム に對 する 憧^から、 共の 復活 を 企てた i 動 は その後 も歷 

代行 はれて ゐる。 或は 或る時 代に よって、 或は 或る 一箇の 藝術 家に よって。 然しながら 全盛 柳の 希臘 人が 高まつ 

たと^: じ^ さに、 此の 表現 法に よって 高まった 時代な り藝術 家な りを發 見しょう とする の は 相當に 困難な 事 だら 

うと 思 はれます。 

中 刊紀が 希臘 文化の 輸入に よってに はかに 中 世紀と しての 發達を 停止し、 その 跡に 希臘 文化の 繼承 者と いふべ 

き 文 i 仪舰ハ 期が 起り、 それが 中部 歐羅 巴に 傳 はって 行って、 怫國 王朝の 繁榮期 を 生み出した 時、 佻 蘭 西で は i り 

にこの クラシシズム へ の 還元が 藝 術の 上に も計畫 された。 然しながら これが 大部分 無益な 結果 を來 した こと は已 

t を^ない ことでした。 何故と なら、 當 時の 佛國に は 希 臘に 見られた やうな 内部的の 條 件が 更に 隨 はって ゐなか 
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つたから です。 希臘 殊に ァゼ ンスの 生活 は、 奴 If や 農 民に 市民 權を與 へなかった 點に 於いて は、 極端に^ 族 的で 

はあった が、 市^の^に は 割合に 廣ぃ. HE.S と、 從 つて 普遍的^ 文化の 普及が あって、 藝術 家が 感じ 得た 「聰明と 

瑗- おの 相剋」 とい ふ もの は、 その ま-常時の 人達の 內 生活に カ强く 働かれて ゐ たもので あつたの です。 

然るに 怫國 王朝の 盛時に あって は、 當 時の 佛！： 文化と もい ふべき もの は、 王廷 と、 朝臣と 儈 侶との 階敉に 限ら 

れ、 その 人達 は 自分 等が 僥悻し 得た 外部 的な 機 勢の 座から 失墜せ ざらん ことに 汲々 として ゐて、 もっと 生活 を， U 

己の 侗 性に 引き寄せて 考 へて 見る とい ふやうな 餘裕は 持ち 得なかった。 動ともすれば、 權 勢の 座から 扠隸 と擇ぶ 

所の ないやうな 生活に せんじなければ ならない 平民の 階級に 逐ひ 下らされる 恐れが ある 時に、 どうして 人々 が 誠 

の，： n: 己の^ 察 を 遂げる ことが 出來 ませう ぞ。 しかも 希臘 文化 ゃ羅馬 文明の 跡 を 模倣 せんとす る怫阈 王朝 は、 希臘 

に榮 えた やうな 藝術を 今の 世に 造り 出せと 要求し ました。 こ、 に 於いて か 常時の 文舉者 は內部 的の 要求 を 持つ こ 

となし に、 希 臘藝術 表現の 形式 卽ち クラシ シズム を 取り入れようと しました。 

^なる 智 的の 枝 巧に も 容易に 侮り 難い もの はあります。 人々 は往々 にして 此の 巧みなる 表面的な 造作に 欺かれ 

て、 一種の 陶醉狀 態に 這 入り 得る の を、 すぐに 藝術的 反 應と考 へる やうな 事が あります。 然しながら それ は 到 S 

人の 心を眞 底から 動かして、 新しい 生氣に 甦らせる 事 は出來 ません、 消極的な 效川 をし か 持つ ことが 出來 ませ 

ん。 何故なら か \ る智 的の 技巧なる ものが どれ 程 爛熟の 極に 達した からと て、、 それ は 決して それ を 生み出した 人 

の 生活の 全 體とは 結びつ いて ゐな いのです から。 隨 つて それが その 作品 を 鑑賞す る 人に 働き かける 場合に も 全人 

格 的に 働く とい ふこと が出來 ないから であります。 こ の點 の相逮 が實に 希臘の クラシ シ ズムと 近代の 初頭に 起つ 

た クラシ シズム とを區 別す る 楔 子と なる のです。 希 S の クラ シ シズム をい ふ 序でにい きなり 近代 歐羅 巴まで 下つ 

てし まひ ましたが、 勿論 この 二期の 間に は 大切なる 他の 表現の 一時期が あった こと を 知らねば なりません。 それ 


は 口 マ ン ティ シズム です。 

n マ ンテ イシ ズムは 希 職の 文化が 伊太利に 移って 或る 年 所が 經 つてから 起った 表现 法であって、 その 表現 法が 

起る にも 相 常の 现出 が あると 私は考 へ る ものであります。 

ー體 ロマ ン ティ シズム とい へば 概念的に も 斯うい ふ もの だと 考 へる ことが 出來る やうです が、 その 內容 をつ き 

つめて^る と 中々 複雜な もの を 持って ゐ ます。 それ はこの 言 粥が 適當な 邦譯を 見出す ことが 出來 ない とい ふ 一 事 

から 推しても 考 へる ことが 出來 るので す。 例へば、 クラシシズム は 古典主義と いひ， ナチュラリズム は 自然主義 

とい ひ、 アイデア リズム は 理想主義 といへば， 大體に 於いて その 內容 を盡す ことが 出來 ます けれども、 浪漫主義 

といっても、 傅 奇主篛 といっても、 ロマンティシズムの 内容 を說 明し 盡す ことに はなり ません。 その 癖 日本に は 

<ヒ然 ロマン ティ ックな 作品が 昔から なかった かとい ふと 決して さう ではない のです。 それに も か、 はらす、 この 

の 表現 法に 對 する 適譯 がない とい ふの. は、 その 內容が 十分 複雜 であると い ふ S 據に なります。 

私 C 身^して 口 マ ンテ イシ ズムの 內容を 把握して ゐ るか どうか は 疑問です が、 私 は 私な りに この 主義に 對 する 

一 つの 解釋を 持って ゐ ます。 文 學の內 在 的 傾向 を 論じた 章で 私 はこの 主義に 對 して 數 一一 一一 ロを费 やして おき ましたが、 

^にこ 、で祯 足して いふなら ば、 表現 法と して の ロマ ンテ イシ ズムと は 異常 を 求める 心 持で あると いふ ことが 出 

來 ると 出め ひます。 クラシシズムが 物の 均衡と いふ こと を 心 懸けて 表現 を完 うしょう とする に對 して、 ロマン ティ 

シズム に 於いて は、 均衡と いふ 事に は 頓着せ す、 卽ち 環境 を輕視 して 自己 內 部の 要求に 重き を 遣く 傾向 だと 見る 

ことが 出来ます。 それ は歐羅 巴に 於いて、 中 世紀の 文明が ゃゝ 形態 を 調へ るに 至って 渐々 頭 を捺げ て來た 表現 法 

であって、 人々 が 從來の 生活に 滿 足せす、 何か變 つた 境界の 中に 自分 を 連れて行か うとい ふ 熱意が 自然に 具象 化 

される に 至った 結 栗であります。 ダンテ あたり を起點 として ペトラルカ、 タッソ ォ等 によって 强 調され た 表現 法 
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は^に これであった とい はねば なりません。 彼等 は 在來の 基督 敎的 文化に 加へ て、 希 腿から 傳來 した 異敎的 感化 

を 蒙り はじめました。 而 して 新しい 眼 を 以て 自分の 周 圍を觀 察した 時、 そこに 打破せ ねばならぬ 堅い 殻の ある こ 

とを發 ^し、 £E 分 等の 生活 を 導いて 行くべき 刖械の 世界の ある こと を朧 ろげ ながら 感じました。 そこで この 世に 

は^出されない、 或る 輝 かしい 世界に 對 する 憧^と 飛^と が 試みられねば なりません。 藝術家 は それ を 個性的に 

感じ はじめた のです。 而 して それ を 熱情 を 以て 表現した のです。 ダンテ は それ を當 時の 文化的 耍尜 に對 して 試み 

ました。 タッソ ォは それ を藝術 そのもの X 上に 試みようと しました。 ペトラルカ は それ を 人の 心の 働き， 殊に 男 

女の^の 心の 働きの 上に 試みようと しました。 而 して それらの 試み は 凡て 當 時の 民泶 によって 露 ！！： に 共鳴され た 

のです。 又 上代の 羅^の 文學の 中には あまり 見出されなかった、 自然に 對 する 人， 問の 持つ 藝術的 SE 緒 (人^ 生活 

の^ 景 として 兑られ た {ZI 然 ではなく、 獨 立した， 生ける 存在と して の，：：： 然) さう いふ もの も當 時の 藝術 家に よつ 

て珩 めて 探求され 表現され るに 至りました。 この 事 實はロ マ ン ティ シズ ム の 持つ 一 つの 特色 を 指示す る もので、 n 

マ ン テイスト は 或る 意味に 於. S て 一個の 冒險 的探險 家た る 资格を 持って ゐ ます。 彼 は在來 納受され てゐた 生活 闼 

外に 新たなる 獲得 をな さん こと を 試みる のです。 當 時に 於て、 自然 を獨 立した 一 つの 存在と 見て、 そこに 今まで 

氣づ かれす にゐた 世界 を 開拓しょう としたの は、 確かに 新世界の i§ 兑 であった とい ふこと が出來 ます。 

この a マン ティ シズム の 傾向 は文藝 復興 朋を經 てチュ ー トン 人種の 勃興の 時代にまで も 及んで ゐ ます。 獨 立： ^ 

族の 持つ 祌仙譚 • 延いては 近世 初頭の 所謂 騎士道が 生み出した 文學の 凡て は， 何れも：！ マ ン ティ ックな 情緒 を 以て 

表现 されて ゐな いものはありません。 新しい 文明 を 建立し ようと 精進して ゐた獨 逸^ 族が、 環境の 壓迫を 打破 

して 侗 性の 尊厳に よる 耍求を 徹底 させよう としたの は-::：: 然な ことで、 當 時の 文 舉に現 はされ た 人物な り祌 仙な り 

は、 等しく 或る 英雄的な： 大娬を 有った、 力まの 侵れ た 若々 しい 男性であって、 それが 何等か G 征服 事業に 從 事し， 


或は 中逍に 斃れ、 或は 成功の 絶^に 立つ そのいき さつ を咏 嘆し ない ものはありません。 

=s の 後 中部 歐羅 巴が 其の 所産の 文化に よって 整理せられ、 一定した 制度と 習惯の 下に 一定の 生活 をな す 事が 可 

能で ある 伐に なり、 近代！： 家の 基礎が 定まる に 至って、 ロマンティシズムの 運動 は 漸次 下火になり、 而 して 近代 

的 M ^机 殺の 發祥 地と なった 怫蔺 西から、 私が 前に. e. し 出て おいた 新しい クラシ シズ ム の萌芬 が 生 t たので あり 

ます。 人の 心の 老い か、 つた 所に は、 最早 n マ ン ティ シズム は榮 える 餘地を 見出しません。 そこに は必す 他の 表 

^が 要求され ます。 而 して 此の 楊 合に あって は、 それが クラシシズムであった のです。 

然しながら 當 時の クラ シ シズム が 如 何 に 古代の 外面 的 模倣に 過ぎなかった かとい ふこと は 前に 述べて おき まし 

たから、 こ-に 新たに 同じ やうな こと を 繰り返す こと はやめ ませう。 ラシ ー ヌ、. コル ネィュ とい ふやうな 文豪 は 

g 代に 於いても 決して 度外視す る ことの 出來 ない 立派な 作品 を 出した 人達で はあり ますが， それら 十指 を 屈する 

にも 足らない 少數の 藝術を 除いて は、 當 時の 文學は 稀薄な クラシシズムの 香 ひ を 持った 作品 か、 熱情 を 伴 はない 

でお に 怿奇な 表現 を 求める の を 能事と する 出來損 ひの 口 マ ン ティ ックな 作品が 現 はれた ばかりでした。 これらの 

點 から 者へ て兑て も、 歐羅 巴に 勃興した 近代 阈家 主義 的 生活 は、 如何に K 衆の 欲求と 交涉の 薄い もので あつたか 

を^ 取す る こと が 出 來る暂 で す。 

然しながら 近代 幽家は その 堅^な 中央 集權 的の 組立ての お蔭で、 民衆 全體の 要求と は 割合に 沒交涉 であった に 

も か、 はらす、 可な り 長い^ ^綾し ました。 けれども その 底 潮に 何等 カ强ぃ 民衆 意志が 動いて ゐ なかった 爲 めに、 

その 時代々々 の.^ 雨 計と も 目すべき 藝 術の 世界に は、 何等 華々 しき 所產が 見られないで しまった のです。 固より 

この 時代の^に 英國に はシェ タス ピャ も 生まれ、 スペインに は セル ヴ アン テス も 出て、 私達が いつまでも 瞻 望し 

なければ ならない 蕩術を 生み出して はゐ ますが、 これ は 寧ろ 異常なる 天才 者の 個人的 先見 を H 書きす る もので、 
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その 當 時の 阈家的 生活が 要求して ゐた クラシシズムと は 類 を 異にした 藝術を 生み、 却て その後に 勃興し 來 つた 0 

マ ン ティ シズ ム の先驅 をな して ゐ ると いふ 事實を 見遁 して はならない のです や 

同じく ラテン 民族で ある 佛 蘭 西 人 は、 伊太利に 榮 えた 文 藝 復興の 精祌を 逸早く 取り入れて、 一 つの 文化 を 建設 

し、 欧羅巴に 君臨す る ほどの 威勢 を 示し ましたが、 その 中に 獨逸 民族 は 次第々々 に その 若々 しい 力に よって 眼覺 

め來 り、 野 蠻人視 されて ゐた 境遇から 拔け 出して、 獨 得な 文明 を 創り 出す 爲 めに 立ち上る に 至りました。 その 文 

明の 外形 は どこまでも 文藝 復興 期の 精 祌を踎 襲して、 國家萬 能の 方向 を 取った ので はあります けれども、 民衆 全 

體の 若々 しい 活氣 は、 自分 を 表現す る爲 めに クラシシズムの 形式 を 取る こと を 許さなかった のです。 それ は 或る 

時機まで 怫蘭 西の 流 風に 影響され、 その 模倣 を 事と して 得たり と 心得た 時代 も ありまし たが、 そんな 校 倣に は 安 

住して ゐられ ないやうな 强ぃ 衝動が 内 部に は 動いて ゐ たのです。 

この 新しい 新興 國の 精祌 は、 隣り合せ の怫蘭 西に 反影し ない 譯 がありません。 折から 怫蘭 西の 帝政 は その 秕 t 

の^^、 段々 自壞作 川 を 起して 來て、 それに 代るべき 何物か^ 喑々 裡に需 めら れる やうに なって 來てゐ たのです 

から ハ この 二つの 力に よって 刺戟され た阈民 は， 對 岸の 英吉利に 行 はれた 社會 改造の 結 栗に 三重に 刺戟され て、 

急轉 直下の 勢で クラ シ シズム ならざる 表現 を 求む るに 至りました。 これが 寳に 近代に 現 はれた 口 マ ン ティ シズ ム 

らんしゃ う 

の 濫觴であります。 

侗 人的に いふと * 近代 口 マ ン ティ シズ ム の 源 頭 をな した もの はシ ェクス ビヤと い つても ^違 ひ はありますまい。 

歐羅巴 大陸に 現 はれた 口 マ ン ティ シズム の 文 舉者は 大抵 シ H タス ビヤの 刺戟 感化に よって 自分 達の 行くべき 路を 

尋ね 出して ゐ るからで あります。 佛爾 西に は バルザック， ュ ー ゴ. I、 英！： に は バイ ロン、 シ h レ ー、 獨 逸に はゲ ー 

テ、 シラ ー 等の IK 才が 一時に 雲の 如く 现 はれ 出ました。 而 して 歐羅 巴の 天地 を 生まれ 代った やうに お々 しい も， Q 


にして くれました。 この 時代の a マ ステ イシ ズムの 文 者が 盛んに 用ゐた 問題 は 彼等が なすべく 餘 儀な/ されて 

ゐる 尘活 におす る 反抗であります。 彼等の 書く もの は 何等かの 意味に 於いて 時代 彈 劾の 氣 分に 浸されない もの は 

ありませんでした。 その 結果と して 彼等 は その 時代に 求め 得ぬ 所の もの を 求めて やみませんでした。 例へば 歐羅 

巴 以外の： 人 地 卽ち亞 非 利 加 や 近 朿 極 鬼の 生活が 得て 題材と して 選 まれたり、 心的 生活 を 描く 裼合 にも 異常なる 心 

^現象が 题材 として 川 ゐられ たので、 騎士 時代の 怪奇な 傳說 や、 遝命 的な 悲戀 や、 あり 得ない やうた 胃 險談 やが 

*i 彼等の に 熱 i£ 的な 筆 を 以て 描かれました。 

か &る倾 向が 歐羅 巴の 思想界、 延いては 實 生活の 上に 投じた 影響 は 決して 些少な ものでなかった とい ふこと が 

出來 ます。 或る 意味から いふなら ば、 怫！： 革命の 如き あの 絶 代な 事件 も、 か-る^ 想 的 傾向に 示唆され て 勢 を增 

したと いふ こと は 疑 はれない 事實 だと 思 ひます。 

然しながら か &る勢 ひも それが 極まれば 又 餘弊を 生す る こと を， 免れません。 口 マ ンテ イシ ズムは その 奔放な 筌 

想に よって、 人^の 生活 を 熱情 的に し、 現在に 滿 足出來 ない ものにし、 或る 何等かの 新しい 世界の 創造に 向って 

踢迆 せしめ はし ましたが、 その 問に 人々 の 脚 は 知らす 識らす 大地 かも 離れて、 竪實 味. を 失 ふ倾向 を 生す るに 至る 

の は已む を^ぬ ことです。 これ は 近代の 人々 に 取って は 最も 不安 極まる ことです。 

何 故と いへば、 彼等 は旣に 一方に 於いて 科學的 精祌の 訓練 を 受けて ゐ たのです から。 彼等に は 地上に 现在 存在 

する ポ實 を；^ も板據 ある 生活の 某. 礎と して 考 ふべき 素養が 旣に與 へられて ゐ るので すから。 

こ ゝで科 £ 的精祌 とい ふ ものに ついて 一言 を 費やす 必要が あると 思 ひます。 中 世紀に 核いて 近代の 初頭、 文藝 

^似ハ の大述 動が 欧羅巴 殊に ラテ ン民族 を 風靡した 時、 これが 生み出した 文化に は 少なくとも 二つの 大きな 潮流が 

流れ こみました。 一 つ は 羅^ 帝 n から 傳來 して 來た 中央 集 機 的、 國^ 至上 主義 的、 傳統 的な 保守 精祌 であって、 
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これが 次に 至る 時代の 外面 的 形體を 調へ ました。 f つ は希臘 若しくは ァラ ビヤ 等の 諸 外！： から 傳來 した 地方 分權 

的、 民衆的、 革命的な 進取^ 神でありまして、 これが 内面的の 動 wi となり、 やがて その 一 脈 は ロマンティシズム 

の大 運動と なって 近代の 初頭に 现 はれ 出ました が、 その外に 極めて 理智 的に 現象の 本質 を 探らう とする 冷 靜な心 

的 活動が 始まって ゐ たのです。 占^術 や、 鍊金術 や、 祌祕 折：： 學 など はこの 倾 向の 先 驅と兑 る ことが 出來 ますが、 

この 流統 にあって は、 直接の 人 W 生沽 のみ を 思索の 對象 とする ことなく、 人 11 の 生活 を 生み出した 自然 若しくは 

思考力 そのもの を 研究の 對 象と して、 その 本質が 何で あるか を 極めて 合理的に 尋ね 出さう としたの です。 この 精 

祌的述 動 は、 それが 極めて 现智 的で ある だけ、 簡單に 或る 結論に^ する こと は出來 ませんで した けれども、 一歩 

一 歩と 確 實な牧 穫を結 架し つ X、 段々 大きな 領域 を 文化的 生活の 上に 占める に 至りました。 而 して 十；： 來^ に 物質 

として 輕視 されて ゐ たもの が、 人 問の 生活 を 左右す る 上に どれ 程な 大 威力 を 振って ゐ るか を 闡 明し 始めました。 

而 して それが 遂に 一 つの 動かすべからざる 領域 を 思想 生活の 屮に迪 立し ました。 人 は それ を 科^的^ 神と t- び ま 

これ は實 に歐羅 巴の 今 を 通じて 特筆すべき 大事 件の 一 つであります" それが 物質的 生活の 上に 投げ かけた 絶 

犬の 影響 は 勿論の こと、 思想 的 生活の 上に 及ぼした 感化に 至っても 實に 驚異に 値する ものが あります。 科 舉的精 

祌は儼 乎と して签 想的假 •： ルを棑 斥し ました。 而 して 動かすべからざる 事 實を耍 求し ました。 動かすべからざる 事 

實は 私達が 感觸 する ことの 出來る 物質と 稱 せられる もの-中に 明かに 把握す る ことが 出来ます。 それ 故 科 學の硏 

究 おは 先 づ凡 てのもの を 措いて 物質の 本質 及び 物質が 支配され る 法則 を發^ する ことに 努力の^ 部 を 費やし まし 

た。 そこに は それまで 人々 が 想像 もしなかった 全く 新奇な 事實と 法則と が、 繽々 として 發 見せら る- -に 至り まし 

た。 かくて それらの 事實 及び 法則 を 基礎と して 折：： • が 卽ち萬 有と 人生との 關 係が 提唱され るに 至りました。 これ 


を稱 して 唯 物的 人生 觀と稱 します。 科舉的 研究 法 は (殊に 自然 科 梨に 於いて は) 殆ん ど^ 納法 によって なされる の 

であり ますが 故に、 侗體の 特色と いふ， もの は出來 得る 限り 無視され， 若干の 侗體に 共； f) する 特 のみが、 殊更に 

强 調され る 給* になります。 さう せねば 到底 結論 は 抽出され ない のであります。 この 方法が 人生^ 题に應 川され 

た sisr 個性と いふ もの は 法外に 無視され、 侗 性の 綜合から 成る 社- $3 の 生活、 延いては その 社會 を^ 立せ しめる 

川お の狀 態が 極めて 綿密に 討究され るに 至った の は 自然の 勢 ひです。 この 倾 向が 喜んで 文學の 世界に も 取り入れ 

られ ました。 而 して それ を 發足點 として 成り立った 表現 法が 卽ち ナチュラリズムであります。 

以上の 說^ によって ナチ ュ ラ リズ ム なる 表現 的 傾向が 如何なる もので あるか はほ^ 推察す る ことが 出來 ると 思 

ひます が、 この 倾向 は、 a マ ン ティ シズム が希臘 風の クラシシズム を 打破して、 個性と 環境の 二お の 中、 前者に 極 

ハ^き を^ I かう としたに 對し、 後者 卽ち 環境に 對 して 殊更に 重き を蹬 かんとし たの は理の 然るべき 所であります、" 

一人の 人^ I を この 世に 生れし め. その 人 問 が 生活し 來 つたが 如き 生活 をな さしめ、 その 運命の 凡て を 支配す る も 

のは^^の 外に はない とい ふこと を、 この 倾向は 主張し ました。 從っ てこの 傾向に あって は、. 凡ての 存在 は 物質 

的の 闪^ 關係 によって 成就せられ、 宿命的な 力に よって 拘束され てゐ るので あって、 人閗の 生活と 雖も亦 この 約 

束から 脫 逸する こと は 出来ません。 それ 故 自然主義の 文 學者は 作品 を 生み出す に當 つて は、 先づ 自分自身が 自然 

そのもの、 やうに 人生に 對 して 無 關 心な 態度に ならなければ なりません。 何等 侗 性的の 要求 好惡に 支配され る こ 

となく、 在る がま 》 の 現象 を 厳密な 具 體 的な 因^によ つて 觀察 しなければ なりません。 それが 完全に 出来れば 出 

來る ほど その 作品 は！^ 値 を增す st^ のです。 

この 自然、 王義的 運動 は a マン ティ シズム が や k 極端に 走って、 その 脚が 渐く 地から 離れ 去らう とする 顷、 猛然 

として^:: を もたげ 始めました。 旣に 存在の 研究に 於いて この 方法に 惯れ 親しんで ゐた 民衆 は、 それが 文舉の 世界 
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に應 S される の を 見た 時、 どうして 歡迎 しないで ゐられ ませう。 佝ゅ 如何なる 時で もしつ かりと 脚 を 地上に 踏み 

固めて、 少しの 焦躁 もな く、 少しの 假斷 もな く、 どこまでも 辜 實の眞 に 徹しよう とする 自然主義者の 態度 は、 悲 

せんぎ やう 

壯 といへ るまでに 眞劍 な， 忠實 な、 人生に 對 する 態度 だとして 瞻 仰され たの は 無理の ない ことです。 

かくして 人生の 姿 は 容赦な く 私達の 目前に 展開され ました。 これまで は 一 種の 誇りから、 或は 一 種の 恐れから、 

或は 一種の 感情から、 强 ひて 露出し ないやう に 仕向けられて ゐた 世相の 斷 面が、 何の 顧慮 もな く、 何の 容赦 もな 

く、 忠實 に、 あるが ま、 に 描き出される ことにな つたので す。 而 して 徒らに 自分 だけの 感 愦ゃ智 見に 執着して、 

人生 ゐ 外面 を 撫で 廻 はして、 {仝 中に 樓閣を 描いて ゐ たやうな n マ ン テイストの 態度 は， 怯惰 極まる 殉 情に 過ぎな 

いとして 見下され るに 至りました。 この 述動は 近代の 內部 生活 を 極から 極に 移轉 させた といって 差 支へ ありませ 

ん。 卽ち侗 性 へ の溺 惑から 環境 へ の 降伏で ありました。 

これが どれ 程近 代人の 倾向を 堅固な ものにし たかは 計る ことが 出来ぬ 程 大きな ものであります。 この 洗 禮を受 

けなかったら 十九 世紀 一 一十 世紀の 特種な 文明 はどうしても 生み出される こと はなく、 人類 は 徒らに 過去の 諸 傾^ 

の 下手な 繰り返しに 滿 足しなければ ならなかった でせ う。 一 度 自然主義の 潮に 入り浸らない 人 W は 一 一十 世紀に 生 

きて る 意義 を 失 ふと いふ こと さへ 出來 ます。 こ の大遝 動が あ つ た爲め に 私達 は 始めて 私達 を や \ 委しく 客 觀視す 

る ことが 出來る やうに なりました。 そこの 世界に は 最早 詩 はない かも 知れません が、 可觸 的な 辜寶は 儼然として 

拾 ひ 出されます。 この 遝動 によって は 人類 始まって 以來の 夢から、 臉を こすって 眼覺 めた のです。 私達の 生きて 

ゐる その 姿が どんな もので あるか を 適確に 示された のです。 この 運動の 猛將 なる フロ ー ベル、 モ ー パッ サン、 ゴ 

ン チャロフ、 シ ユー 1 ッッラ ー 等に 對 して、 私達 は 十分の 感謝 を 捧げねば ならぬ 现. S があります。 

然 らば 自然主義 は功德 のみ を 持った 表現 的 傾向で あるかと いふと、 それ は 決して さう ではありません。 凡ての 


* 物に はお：^ の 一 面が ある やうに、 この 倾向 にも 亦 短所が あります。 

しかも それ は 容^なら ざる 短所であった のです。 

それ は ：！： であった かとい ふと、 大體 二つの 點 から考 へて 兑る ことが 出來 ます。 

その 笫ー は 自然主義の 主張で ある 純容觀 なる 立場が 人^業と して は 不可能で あると いふ ことです。 科學が 人^ 

以外の n 然を對 象と して 取扱って ゐる 場合に は、 而 して その 對 象が 人類から 關 係の 遠い もので あれば ある 程 (例 

へば： 大 II であると か、 數字 であると か、 重力で あると か)、 客觀に 近い 立 楊に 立つ ことが 出來 ますから、 從 つて そ 

の耵究 によって 抽出され る 結論 も客觀 性の 濃い 公平な ものである ことが 出來 ます。 然し， それ だからといって、 

この 研究 法 を 人類 そのものに 及ぼして 來 ると * 觀察 者と 觀 察の 對 象との 關係は 段々 異なって 來 ます。 そこに は 如 

何しても 地質 擊 者が 或る 巖 石に 對 して 持ち 得る やうな 客觀的 態度 を 許さない ものが 生じます。 社舍的 现象を 松^ 

i-  5? こ さき 

する^ 合に はま だ出來 易い (例へば 社 會學、 法理 學 * 政治 學の 如き) といへ ます けれど 一度 その 鋒 先 を 一人の 

人^の 心の 動き 方に 向ける 場合に なると、 第一 對 象が 非常に 特殊な ものになります から、 綜合と か 歸納と 力い ふ 

方法の みで は 到底 成功し 得ない 雞點が 生じて 來 るので す。 かうな ると 前に 云った 自然 科舉の 根本 方針と 矛^して 

來ュ 尤 なりま^ん。 早い話が、 フ n 1 ベルと モ ー パッ サンと は 自然主義 文舉 者の 巨頭と して 目され てゐる 人で は 

あります が、 兩 者の 作品 を 取って 比較して 見る と、 誰でも 銘々 の 持って ゐる持 味と いふ やうな もの を區 別す る こ 

と： A ぶ來 るで せう。 モ ー パッ サンの 表現した 所の もの をフ 口 ー ベルに 表現 させたら ぁ&は 表現して なかった らう 

M-ぶ こ. フ 口，' ベルの 表現した 所の もの をモ ー パ ッサ ンに 表現 させたら ぁ&は 表現し なかったら うと 思 はせ るのに 

十分な；；！^ が兑 出されます。 さう して 兑 ると、 同じ 人生の 姿で あっても、 而 して それが 理想的の 自然主^者 によ 

つて 描お されて ゐて も、 必す しも 同じ 姿 を 私達の 前に 展開す る もので はない とい ふこと が 認められねば なり ませ 
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ん。 この 桕遝は どこから 來 るかと いふに、 それ は 何とい つても 二人の 文璣 者の 個性の 相 遠に よるの だとい ふの 外 

はありません。 

右の 事實が 否むべからざる ことなら、 自然主義の 表現 法に よって 私達に 與 へられた I つの 作品が、 如何にも 人 

生 その ま、 の 相 を 表 はして ゐる やうに 見える の も、 つきつめて 見る と 一 つの 假 像であって， 結局 は その 作者の 氣 

稟 なり 侗性 なりに 濾過され た 世相で あると 考 へる 外 はない のです。 科舉的 方法 を 人生 觀 照に 應 用した まで はい X 

が、 實 際の 結^に 行く と 十分に 實 現されて はゐ ない のです。 矢張り 私達 は 或る 作家の 個性 を 窓と して、 色 ガラス 

の 嵌め こまれた その 窓から、 白日の 下で 見た つもりで 人生 を兒 てゐ るので す。 自然主義 によれば、 人生が 宿命的 

で 機械的で あると いふの も、 人間 以外の 自然に 對 して、 科擧 者が、 研究の 結 菜 下した 斷案 を， その ま& 僻見 的に 

踏襲して 疑 はないで ゐる とい ふまでの ことです。 人 問の 內部的 要求の 中には、 生活の 全部 を 宿命的に 考 へて、 晏 

如と して ゐられ ない 或る もの \ ある こと は 否むべからざる 事實 であるの です。 然し その 內部的 衝動 を 全く 無視し 

て、 人^と 環境との 交涉 のみから， 人間 生活の 全體を 表現し 得る と 思った の は 自然主義の 大きな 誤謬であった の 

です。 

、又 自然主義の 第二の 短所と いふの は、 前に も 一寸い つた やうに， 人 問の 生活 を 宿命的で あると 斷定 してし まつ 

たこと です。 人 の 生活 を ー侗の .0 然现 象と 兌て (實 際义 ある 意味に 於て さう であるに 違 ひない のです が)、 他の 

現象が 一 っ殘ら すが 自然律に よって 在 在して ゐる やうに、 人間 も 亦 萬冇を 支配す る 自然律 以外に 出る こと は出來 

ない と斷定 してし まった ことです。 然し こ、 で 自然主義 は 大切な 一 つの 見落し をして ゐ ました。 それ は 何で ある 

かとい ふに、 人^に は 他の 生物と 遠って、 自覺 とい ふ 特殊な 機能が 發 達して ゐる とい ふこと です。 この 自覺 とい 

ふ もの は 他の 生物に も 或は ある もの かも 知れません が， 少なくとも その 發達 は實に 痕跡 的であって、 人 II の それ 


と比べて ると、 嚴 ばかりで たく！：； まで遝 つて ゐる といっても い、 位に かけ 隔たって ゐ ます， 人 はこの 機能 を 

以て W に，：：：： 己の 存在 を 意識す るの みならす. e 覺 します。 卽ち. n: 分の^: 在が 環境 的の 諸條 件に よって 成り立つ てな 

ると いふ 外に、 いかなる 內部的 耍求 によって 成り立って ゐ るかと いふ こと を 知って ゐ ます。 恐らく 人類に 特に 

に现 はれた この 自覺 とい ふ 機能が， 人^ を 他の 生物から 殊 別して、 一 躍 地球の あらゆる 存在の 设高 位に 立た 

しめる に^った のでせ う。 さう 考へ るの は科學 的に いっても 許さるべき ことです。 人^ はこの 自覺 によって、 卽 

ち內ぉ 的な. E 巳^ 識 によって、 徐ろに 進化の 最高 階に 立ち、 而 して 更により 高い 所に 進まう としつ k あります。 

化 右し 人 §i を 考察す る^ 合に 於いて、 この 一事 を忽 諸に 附 したならば 決して 正鵠 を 得る とい ふこと は出來 ない 譯で 

あります。 所が 科舉は 人類に 自 覺の發 生した こと を 承認しながら， それ を 考察す る 場合に なると、 ^に 外面 的な 

條忭 のみ を^ 準と して その 働きに 結論 を與 へようと したので す。 固より 軍に 純理 的な 見地から いふなら ば， 人類 

が 今！ n 在る 所に 在る とい ふの も、 大きな 自然律に 從 つて ゐれば こそな ので、 それから 脫 逸する こと は絶對 的に 出 

來な いので はあり ますが、 それ 故 科舉の 申し出る 所に 半面の 理 山がないで はありません が、 然し 人間が 苟も 生^ 

してんろ 以上、 何等かの 内部的 要求な しに は、 換言すれば、 人 を圍繞 する 環境に こちらから 働き かけて 行く 力 

の^ 識 なしに は 生存して ゐな いとい ふ 事 實も亦 同時に 認めねば ならぬ 次第です。 他の 生物に あって はこの 點を考 

察に 入れる 必要はありません が、 人 Si にあって は 是非とも 不問に付 する こと は出來 ません。 これ を 不問に 附 した 

ら人 §1 の .4- しい 姿 は當然 歪んで しま ひます。 叉 この 機能の ある こと を 否定して 人生 觀が 作られたなら、 人^の 推 

進 力 は無殘 にも 萎縮して しま ひます。  ， 

然るに 自然主義 はこの 一 事 を おろそかに しました。 自然主義と 雖も 人^の 持って ゐる この 內部的 衝動 を 全然 度 

外視 した 譯 ではありません が、 殆んど 僻見 的に この 力が 環境に 對 して は 計算に 入れる 必^がない 程 無力な もので 
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ある こと を 1  口 示した のです。 これが 自然主義の 陷 つた 第二の 大 なる 錯誤でした。 

この 表現 的倾 向が 若し 活力の 漸次 失 はれつ、 行く 人 問の 生活の 中に 起ったならば、 それ は當然 その 倾向を 受け 

入れる 人 11 に 取って 致命傷 をな したに 相 遠ありませんで したが、 幸に も歐羅 巴に 於いて は、 この 傾向に 徹底的に. 

征服 せらるべく、 餘 りに 力強い 人^ 生活が 存在して ゐ ました。 縱令 それが 歐羅 巴の ある 階級 若しくは ある 國 土の 

、々によって 庇條件 的に 信奉せられ たと しても、 幸に 歐羅 巴に はこれ から 新ら しい 文化 を 生み出さ うと 藻搔 いて 

ゐる^ 力に 充ち滿 ちた 地方が 殘 つて ゐ ました。 それ は北歐 と概稱 せらるべき 地方であって、 露 四亞、 デンマ ー ク， 

ス カン ディナ ヴィャ 地方 を 包含す る 大地 域であります。 これらの 地方に ある 人逹 は、 若々 しい 大望と 力量と を 以て 

文化的 生活に 參 加し、 如何なる 隙礙に 遇っても それ を 突破して 自分 達の 生活 を 完成し ようとい ふ 熱意に 燃え 始め， 

ました。 而 して その 當時 J1 マン ティ シズム の 運動 を複 へして、 勢力 を 扶植して ゐた ナチュラリズムに 對 して 彈劾 

の^を 放ち はじめました。 世人が 呼んで 後期 ロマンティシズムと 稱 する 表現 的 傾向 は、 寳 にこの 北歐 人の 意氣が 

生み出した ところの ものです。 

先づ 彼等 は 環境に 對 して 侗 性の カを强 調す る ことから 出發 しました。 卽ち 環境なる もの を 人^ 生活の 玉 座から 

追 ひ 下ろしまして、 その あとに 侗 性と いふ もの を 坐ら せようと したので す。 この 點に 於いて その 表現 倾向は 確か 

に 自然主義 以前に 盛んであった P マ ン ティ シズ ム の 運動と 一 味相逋 する ものが あります。 哲舉の 世界に 於いて 逸- 

早く マックス. ス ティル ネル を 動かし、 -ー イチ ェ；， § かし、 キル ケゴ ー ルド を 動かし、 美術の 世界に 於いて セザ ン ヌ 

を 動かし、 ゴッホ を 動かし、 ロダン を 動かした のは實 にこの 氣勢 でありました。 それらの 凡ての 叛逆 者た ち は、 

t てつ 力 を^え て,^ の 力に 依赖 する こと を 說き、 且つ これ を實行 しました。 文舉の 世界に もこの 倾， 2 はいお々^ 

はれた のです。 自然主義の 劇 曲 家と して 認められて ゐる イブ セ ン の 如きに も、 旣 にこの 倾 向は顯 著に 窺 はれます 


スト リントべ ルヒ， トルストイ、 ロマン .ロー ラン、 ホヰ ット マン、 力！ ペン タ I 等に に 至って は、 全く ナチ ユラ 

リズ ム の^ 術から 解放され た 人々 として、 儼然として 私達の 眼の 前に 立ち 現 はれる に 至りました。 

W より；^ 等の 人の 持つ a マ ンテ イツ クの味 は、 ：SM の それと は 大分 逮っ たもので あるに ffl 逮 ありません。 旣に 一 

然卞^ の 洗禮を 受けた これ 等の 人々 に 取って は、 硯實の 生活、 目前の^ 體は 決して 空想的に 一 蹴し 終る を 許 

さない 嚴肅な 藜實 であって、 そこから 一歩で も囘避 するとい ふこと は、 旣に 一歩 だけ g: 分の 立場 を 弱め いぢけ さ 

せる もの だとい ふこと を 十分 知り 拔 いて ゐ ます。 現實の 生活 以外に は、 天 國 にも 地獄に も 生活と いふべき もの は 

ない とい ふこと を 忘れる こと は 出来ません。 この 苦しい 煉獄の 爲 中で 彼等 は设 上の 戰を戰 ひ、 無限な 力 を 持つ と 

n ル える 環境の^ 幽の 中に ゐ ながら、 自己の 個性 をして 優勝 權を 握らせようと 戰 つたので す。 彼等の 脚 は不斷 にし 

つかりと 大地に 結びつけられて ゐ ます。 而 して その ま、 で 大地 を 征服し ようと 目論んで ゐ るので す。 この 表現 的 

が ： 皮 行 はれる やうに なつてから、 全く 行き 詰って 動きの とれ なくなった 人 問 生活 は甫 めて 少 しづ、 動搖し 

始めました。 絶望の どん底に 一 鸫の 活力が 動き 始めました。 これ は實に 現代の 欧羅巴が 經験 しつ、 ある 所の 生み 

の^しみ です。 この 苦しみの 屮 からどれ だけ 惯 値の ある ものが 生起した か、 又將來 する だら うかと いふ こと は、 

明かに 秤お されるべき 時機に は 達して ゐ ないやう です。 然しながら 兎にも角にも 環境 萬 能の 機械的 人生 觀の  一^ 

が^え て、 個性 屮 心的な 有機的 人生観が 首 を搽げ 出した こと だけ は事赏 です。 

今までの 所で この 表現 的 傾向が 人生の 生活に 與へ 得た と 信ぜられる  一 二の 事柄 を 申し出て 見る の も 無駄で はな. 

いかと 思 ひます。 それ は^ 一人^の 內在 する 當爲の 能力 を覺醒 しました。 荷命觀 によって 全く 虐げられて ゐた^ 

力 を-: 仅活 させて 意志の C.H の 方へ 人 を 歩ませました。 又傳說 習俗から 人 W を 解放して 新しい 世界の- M 立に 人 を 誘. 

ひました (現在 行 はれつ V ある 全世界に 亙っての 文化 改造の 機運 は、 或る 稅 度まで この 表現 的倾 向の 所產 だと：^ 

生 と 文せ  艽 W 七 
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るの を 至當 とすると 私 一 箇は 信じて ゐ ます)。 自己の 尊 嚴と自 山と が 主張され 始めた が 故に 他の 侗 性に 對 する 尊敬 

と 自由と が 認められ ねばならなくな りました。 人^の 生活に 對 して 極めて 流動的な 見方が 成り立つ やうに なり ま 

した (ベ ルグソ ン の哲舉 など は 確かに この 倾向を 代表して ゐる ものと 見る ことが 33 來 ませう )o 極く 簡^-にいって. 

も、 これらの ことが 旣に行 はれよう として ゐる のです 。而 して それが 行 はれた 結枭 が、 或る 弊害 を 伴 ふに もせよ 

II 而 して 地上の 如何なる ことが 弊害 を 伴 はすに 行 はれ 得 ませう や —— 人 問 の 生活に 活氣 ある 新生面 を 開く であ 

らうと いふ こと は 誰に でも 想像の 出来る こと だと 私 は 思 ひます。 

クラシシズム、 口 マ ンテ イシ ズム、 ナチュラリズムに 就いての 概略 は 以上の 如くであります が、 終りに 臨んで ァ 

イデア リズ ム に 就いて 數言を 費やして おきたい と 思 ひます。 

アイデア リズム は 理想主義と 譯 して 大體 間遠 ひがない やうに、 その 內容は その 命名から ほ^ 推察す る ことが 出 

來 ると 思 ひます が、 それ は 或る人 爲 的な 目的 槪念を 構 出して、 それに 向って 人間の 生活 を遵 合して 行かう とい ふ 

所から 出發 して ゐる 表現 的 傾向であります。 この 主義に あって は、 人 問 はいつ でも 向 下 的 傾向 を 持った ものと 斷 

定 されて 居り、 若し 人 問 本然の 赴く ま、 に 放 澄して あるならば、 必. f 退 縮から 退 縮 を 結果す るに 過ぎない とい ふ 

ことが 前提され るので す。 但し 人 問に は、 自分 だけで は その實 行 的 能力 はない が、 或る 他の 力 を 借りるならば、 

上進 歩しょう とする 欲求 だけ は あると いふ こと も 问 時に 前提され なければ なりません。 卽ち 人間 は 人間 以外 若 

しく は 以上の 或る 力に よって、 人 本 來の絕 望 的な 境界から 救 ひ 出される ことが 出來 るので す。 その 人間 以外の 

力に よって 到達せ しめらるべき 境界が 卽ち 理想と いふ ものです。 ナチュラリズムに 於ても、 人間と いふ もの &外 

に瑗 境と いふ 力 を 立て \、 人 問が それによ つて 不可避 的に 支配され ると 見る のです から ニ昆 類似 點が ある やうに 

も 思 はれます けれども" ナチュラリズム に 於いて は その 力が 人^ を 善くす るか惡 くす るか は 全く 考 へ られ てゐな 


いで その 力が 人 問に 働く 有様 は 極めて 無慈悲な 無關 心な ものであるのに 反し、 アイデア リズ ム こ > 、いて は その 

力が 必す 絶對的 に^ぷ：^ なる ものが あって、 それが 人^に 鋤く 有様 は、 必す捣 取 的で 意 人的であります。 卽ちブ 

ラト ー の アイデ ィャ にしても、 祌 祕主讒 者の 祌 祕常體 にしても、 有神論 者の 神に しても、 それらの もの はもて 現 

在の 我々 人^に は 抱擁 もし^しく 理解す る こと も出來 ないやうな、 超越 的な 或る 力であって、 それが 何等かの 關 

係に 於いて 人^に 働いて ゐる。 人間 は g: 方 摸索の 結果、 かすかながら 共の 力 を 認め、 それに 信頼し、 をう け、 

一 歩 一 歩と 共の 力の 方に. a 分 遠の 現在の 境涯 を乘り 越えて 進んで 行かう とする。 そこに 现想 主義 的の 態度が 成り 

立つ のであります。 

か、 る 態度 は 共の 程度の 多少 は あれ、 人 問の 誰でもが 持って 居る 所の ものであります。 人^ はすべ て 自分の 見 

^に は 滿 足して 居ません。 そこから^ 却して、 よりよ き 若しくはより 高き 境涯に 移り 進まう とする 要求 を 持つ 

て：^ ます。 此の 點に 於いて は、 凡ての 人が 理想主義 者 だと 云 ふこと が出來 ます。 

それ 故 理想主義の 文舉は 如何なる 時代 如何なる 處 にも 多少の 現 はれ を 持たない ことはありませんでした 0 しか 

し 乍ら、 私が こ X で 他の 文舉的 表現から 區刖 して、 理想主義と 名 づける ところの ものに は、 か X る 概念的な 見方 

から は、 多少 特色 づけら れる ものが あるので す。 理想主義の 一般的 特色の 中に も、 それ は 勿論 あるので すが、 

，」ー あ 的^ 现と いふと、 私共の 現. 在の 生活に 對す るかな り强ぃ 否定と、 理想の 實 現に 對 する 排他的な 熱意と が ゆ 

に 色 濃く 示されて ゐ るの を、 云 ふので あります。 或る 理想 境の 前に は、 私共の 生活 は 見下げ はてら るべき^ に、 

^似の ない ものと されて ゐ るので す。 從 つて 現在の 生活と、 未来との 問に は 有機的な 述 絡が k たれて；^ ます。 私 

カ^に 述べた 屮 世紀に 於け る 口 マ ンテ イツ クの倾 ，w も、 ゃ乂 これに 似た ものと 云 ふこと が出來 ませう けれども、 そ 

こに は 现在の 生活 を 否. K したと ころに、 さう して 理想 を 憧^す ると ころに、 厳しい 意志の 力が 勁いて r 占たい で、 

生^と 文^  .  五 四 九 
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夢想と か陶醉 とか 云 はるべき、 渺茫 たる 心の 狀 態が、 起る のです けれども、 理想主義に 於いて は、 理想の 愤^ 义 

は實 現に、 もっと 强ぃ 意志の 力が 働きます。 卽ち 此の 種の 表現. に 於いて は 理想 境の 成就 は 人^ を 必至 的に 救 ひ 得 

る 唯一 の 道な のであります。 理想主義 的 表現が、 かう いふ もの だとして みると、 私共 はか-る 表現 的倾向 を、 歐 

羅 巴の 文舉 史上の 所在に 見出す ことが 出來 ませう。 例へば、 キヤ ソ リックの 信仰 を 高調 せんとす る 文舉の 如き、 藝 

術の 至上なる こと を 主張す る文舉 の 如き、 所謂 キリスト 敎文 擧と稱 せらる-もの-如き、 社 會主讒 的文舉 と稱せ 

らる、 もの^-如き、 等しく それでない ものはありません。 

か-る 倾 向の 表現に も、 おの づ から 特質 は 生じます。 其の 良い 方の 點を云 はうなら、 か X る 表現に は 何時でも 

純一 無雜な 熱意が 働いて 居て、 私共の 生活に たるみ を 持つ こと を 許さない やうな 激しい 意氣が 働いて：^ ます。 如 

何なる よい もので あれ、 現在に ある 所の よい もの は、 到底 未来の 成就の 爲 めに はもの & 役に は 立たない と 云 ふ 程 

の意氣 込が 窺 はれます。 か，^ る點 で、 此の 種の 表現 は、 これに 接する 人に 或る 種の 潔い 强ぃカ を 生じさせ、 現在 

に戀々 として るの を 屑し とせざる 氣 組み を 起させます" さう して、 夢で あれ 幻で あれ、 その 理想 を 成就す る爲 

めに は 現在の 何物 を 犠牲に 供しても 憚らない と 云 ふやうな 衝動 を與 へます。 か-る 與が 人生に どれ^の い \ 力 

た す 

となる かとい ふこと は、 誰でも 容易く 想像す る ことが 出來 ませう。 

併し 同時に 共の 缺點も 亦 かへ り みられなければ なりません。 理想主義 は 第一、 現在の 生活に 對 する 否^で あつ 

て、， そこに は ひどく 厭人 的な ものと、 厭世的な ものと があります。 初めから 人 と 云 ふ もの を もって、 無價 値な 

ものである とみて か-る 所に、 此の 主義の 破綻が あると 云へば あると 云 はれます。 殊に 現今の やうに 我々 の侗性 

の 自覺が 著しくな つた 時代に あって は、 か-る 前提 は 疑 ひの 眼 を もって みられねば なりません。 又 理想と いふ も 

の は それが 如何に 一 ^しゃかに 考 へられ 义表 現されん としても • そこに は  一 二の^ 漠 さが 漂うて 居る の を 否定す る 


ことが 出來 ません。 現代の やうに 現在と いふ もの を 重く 昆て、 朱 來をも 過去 を も その 中に 溶かし 込まう とする 時 

, 代 にあって は、 现 想の 成就 せられる 未 來を輕 々しく 現代から 切リ 離して 考へ るの を、 拒ま やに は 居られな いとい 

ふ點 もあります。 それから 珂 想と いふ ^定 した 概念 は、 往々 にして 人類 生活の 視野 を狹 め、 縮める 嫌 ひがないで 

. はありません。 實際 過去 を^み てみ ると、 或る時 代に 非常な 熱意 を もって 享け 入れられて ゐた 理想主義の 文學 が、 

如 にも 狹ぃ 一 時 的な 倾 の 代表的 表現であった とい ふこと を考 へねば ならぬ 場合が 多々 あります。 日本の 例で 

云って みるなら ば、 頼 山陽の 日本 外史で あると か、 支那の 例で 云って みるならば 靖獻遣 言で あると か 云 ふやうな 

^物 は" 其の 時代々々 の 理想主義 的 作品と して、 讀む 者の 血 を 沸かす に 足る ものが あつたで ありませ うが、 今に 

なって それ を 請む と、 內容 の^ 疎と 人生の 切取り 方の 狹 さと を、 十分に 感ぜし むる ものが あると いふ やうな 次^ 

- です。 然るに 藝術的 表現 は、 か、 る 概念的な 見地から もっと 深入りして、 不變 高級な 人^ i 性にまで 達して 居る の 

, が、 より^ 想 的な 仕^で ある こと は、 前に も 述べた 通りで あると すれば、 现想 主義 的 表現に は、 此の 點に 於て 一 

味の もの 足らな さが 介在す ると 云 ふこと が出來 ませう。 

か^-る 表现 は、 如 ：！： なる 心の 狀 態が 生み出す もので あるかと 考 へて みるのに、 それに は 一 一つ あると 思 はれます。 

笫ー は 人の 心が 比較的 衰 へて 或る 倦怠が 生じた 時です、 それ は どちら かと 云 ふと 、や、 口 マ ンテ イシ ズムに 近い 夢 

想 的な^ 想 主義 を 生み出します。 笫 一 一は 共の 時代の i 活全體 が 個性 を 極端に 壓迫 する 時です。 其の 時には 個性 は ど 

うしても 现 在と 安 協 的な 闢係 にある 事が 出來 ない 爲め、 勢 ひ 現狀を 打破して 全く 色彩の 異なった 生活 を 未 來に實 

現しよう とする に 至る のであって ギ リシ ャの クラシシズム と は 全然 反馳 した 姿 を 呈す るに 至る のです。 ともあれ、 

かかる 倾向は 人 11 の 生活が 力に 充ち 合理的に 行 はれて 居る 際に は 決して 表 はれない のが 常態です。 だから 理想 主 

雜的^ 现が 著しく 勃興す る 時代に は 私達 は 警戒の 眼 を もって その 時代の 生活 を 反^す る 必要が あると 思 ひます。 

生^と 文 ゆ  K 五 」 
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以上 申し述べた 所に よって、 文學 上表 現 的の 傾向の 大體を 述べた 積り です。 或る時 代 若しくは 或る 作者に 表 は 

れる これ 等の 倾向 は、 その 時代が 如何なる 時代で あり、 その 作者が 如何なる 性格 境遇に あるか を、 割合 適確に 吿 

げ 知らせる と 思 ひます。 それ は 文舉を 鑑賞す る 上に、 多少の 參考 になる かも 知れません。 

六、. 文 學の諸 傾向 

共の 三 具 體的倾 向 

詩 I 小說 1 0 1- ^の 他 

或る 意味から 云 つて、 藝 術と は 表現 そのもの であると いふ こと を 前に 述べ ま した。 勿論 藝術 の 一部 門た る 文舉も 

其の 辦が わ に 出る こと は出來 ません。 此の に 於て は 文學が 如何なる 形 を もって 表現せられ るか を 述べ る 積り です。 

^ふに、 生物が 發聲 する に 至った の は、 自己保存 とか、 種族 保護と か、 種族 繁殖と かの 目的に 依ってな された 

ものに 相逮 ありません。 友と 友と が 生^の 必要品 を 分ち ぁふ爲 めに 呼び 交 はし、 敵の 襲 來に對 して 助け を 求める 

はめに 呼び 交 はし、 或は ゆ 敏 の爲 めに 異性 を 求めて 呼び 交 はした とい ふやうな ことが 共の 起原 をな すに 相違 あり 

ますまい。 しかし 乍ら 人類に 於いて 或る 程度の 進化 を 遂げた 狀 にあって は、 必す しも 斯 かる 富 川 的な 意味から 

のみ 發聲 されす、 縱ぉ乂 北ハの 背後に は赏川 的な 動機が 隠れて 居る にせよ、 意識に は それ を 上す ことなく、 發聲 す 

る！ S 合が 非常に 多くな つて 來て 店ます。 例へば、 痛み を 感じた 時に 忍 はす 叫び 出す 時" 或は 喜び を覺 えた 時に 識 

ら すしら す 叫び 出す 時、 美しい 物 を 見た 時 ふと 叫び 出す 時、 人 は 共の 背後に 必 すし も實川 的な 要求 を 意識的に は 

.， つて W ません。 比の 實川 的な 意義な くして、. □: 己の 內 部の 痛切な 感じ を 表現す る それが、 とりも 直さす 蘇 術が.^ 


^であります。 しかし 乍ら 人類の 生活が 更に ^雑多 様になる に從 つて、 人 はもつ と冇！ n: 的な、 換 1  一一 口 すれば 實用的 要 

^に. ぼ じ^る 發 ^の 乎 段を考 へ 出す に ザ： りました。 これが 所謂 言^であります In 葉 は 人類に 至って 共の 生活が 投 

雜 になる に從ひ 益よ 敉雑 となり、 それに つれて 藝術的 表現の 手段と して 發聲 から は 益ぶ 遠ざかる に 至りました。 

かく^ 雜 になった 表現 を、 その 純一 な 形に^ さう とする のが 藝術^ の 化 事であります。 この 意味から 云 ふと、 

ル 1： にも 述べた 通りに 詩の 形式 が^も 成功した ものと 云 はれなければ なりません。 人^の 生活が 今の やうに 複雑に 

たる 以 S に は 文 祭 上の 表現 は 體 的に は 主に 詩歌の 形に 於いてな されました。 それ は 如何なる！： に 於いても 符を 

人：： せる やうに M じです。 併し 生活の 複雜化 は その^ 地に のみ 文舉の あるの を 許さないで、 こ k に 戯曲と か 小說と 

か-ぶふ^ 现 法が 生れ 出ました。 この 表現 法に 於いて は、 どうい ふ^が 企てられ たかと いふに、 ^川 的な-;  一 n 葉 を か 

はすに 川ゐ て、 その 結^に 於いて 或る 藝術 的な 印象 を 浮び 上らせよ うとした ものです。 それ 故 そこに 川 ゐられ 

た 言葉 そのものに は、 多くの場合 亂雜 な內容 が附帶 して^る の を 免れません。 讀おは その 藪 G 様に 生 ひ 茂った^ 

^の屮 を： f 過す る^に、 おの づ から 藝術 的の 氛 を 形づくって 行かねば ならぬ のです。 ^竞藝 術 家 は小說 戯^ 

に 於いて c: 分の 内部に 持って 居る 表現の 要求 を、 思 ふ 儘に 言 槳の 上に 沁み 出させる 力がない ので、 已む を^す この 

不純な 村 料に 依 H して W るので す。 これは^ 體 的な 蘇 術 上の 表現 法と して は、 何ん といっても 不^ 仝な もので あ 

ると 云 はねば なりません。 

戎る人 は 云 ふか も 知れません。 人 問 生活の 複雜化 は、 勢 ひ 散文的な 表現 を 必要と する に 至った ので、 これが あ 

ながち に 文^の 退歩と いふ こと は 出来ない。 此の 後 生活が 益 i 複雜 になる に從 ひ、 延 いて 人の 心 も 曲折が 綿密に 

たるに つれて、 散文的 表現 G 倾向 はいよ ，/(\> 助お される だら う。 さうなら なければ 私共の 文擧 -に對 する 要求 は：^ 

して 充 たされな いだら うと。 しかし 私 はさう 考 へない。 將. 米に 於いて は 詩^ 的倾 向が 漸次に 發逹 する だら う。 

生^と 文 五：九 三 
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. ち 首 葉が、 その 實用 的な 蕪雑な 內容 か^ 解放され て、 純 粹な藝 術 的 行動の 唯一 の 表現 手段と して 用 ゐられ る 程度 

に醉 化される だら う。 何故ならば、 藝術は その 本来の 性質と して 常に 醇化から 醇化へ 赴かう として 居る もの だか 

ら であります。 生活が 縱令 如何に 複雜 にたら うと も、 よき 詩歌 は 完全に それ を 表現す る 事が 出來 ると 私 は 固く 信 

する ものであります。 此の 意味に 於いて 詩歌 は、 文舉の 具體的 表現の 最高 位に 位する ものであります。 

さう は 云っても 散文的 表现が 全然 跡 を 絶つ だら うと は 思 ひません、 世の中に は 何時でも 純粹な ものの みが 獨存 

する ので は 無い のです から。 その上 現在に 於いて は、 この 散文的 表現の 傾向が 可な り 著しく 發 達して 居る のです 

から。 そこで これから その 散文的 表現に ついて 數 1  一一 口 を 費やし ますが、 散文的 表現 は 標題に も ある やうに 大體 二つ 

に 分ける 事が 出來 ます。 一 っは戲 曲で あり、 一 つ は小說 です。 尤も 小説に 近い 形 を 持った もので、 物語と でも 云 

ふ ものが あります が、 それが 實 際の 物語で あれ、 架空な 物語で あれ、 歷 史的 叙述と 云った 方が 適當 で、 藝 術の 圈 

內に屬 せし むべき もので はない と 信じます。 勿論 小說の 中に も 此の 膜 史的 叙述と 云 はるべき 分子が、 多少の 程. 度 

に 於いて 混入して ると いふ こと も 拒み 得ない 事柄で はあり ますが、 しかし それ は 小 說に缺 くべ からざる 要素と 

いふ こと は出來 ません。 此の 事 は 又 戲曲を 考 へる 場合に も 云 はれ 得る 所です。 

戯曲と 小說 とが 如何にして IHH 別せられ るかと 云 ふに、 私に は 共の 截然たる 區 別 はどう もつ き 兼ねる のです が、 

以前 印象 藝 術 と 具象 藝 術との 區刖 をした 時の 氣 持が、 此の 杩合 にも 或る 程度まで 當て はめられ ると 考 へる のです。 

卽 ち、 戯曲に あって は、 具象と いふ^が 主な 目的に なって 居り、 小說 にあって は、 印象と いふ 事が 主な 目的に な 

つて 居る と考 へる ので r。 

だから 戲曲 は、 心なり、 動作な り、 事件な りの、 或る 場合に 於け る 外部に 現 はれた 姿 を その 儘に 表現して、 見 

：: る もの、 感 覺に訴 へる の を 旨と する。 さう して それ は その 效^ をた かめる 爲 めに、 他の 藝 術との 協力 を 要. 求し ま 


す。 例へば^ 樂、 紛^、 舞踊の 如き それであります。 從 つて、 作お の內 部に 存 する 藝術的 要求 は、 か&る 外面の 附纏 

物に よって 高調せられ^ ると 同時に、 ® よ 歪め 虐げられ^い。 此の 點に 於いて は 藝術的 表現と いふ 立場から 見て、 

何^か 突きつ まって ゐ ない、 綏 澄な 所が あると 云 はねば なりません。 それ 故、 戯曲の 作お は 人生に 對 してお のづ 

から^ 大な 心の 持主で あるに 相逮 ない。 さう して 猶、 戯曲の 特色と して、 生活の 中から クライマックスが 飛び飛び 

に 拾 ひ 上げられなければ ならぬ 必要が あって、 その 中^に 介在す る 所の、 平 調な 過程 はお 略される が 故に、 生活 

の. ひ t 瞰 I！ は：^ されす に、 云 は^ 秀でた 山の 峰の みが 示されて 居る と 云 ふやうな 結^になります。 か-る 作品 を 

生み出す 爲 めに は、 藝術^ はおの づ から 詩人の 持って 居る やうな 资 格の 一 面 を 持たねば ならぬ 害であります。 

尤も 請 劇と 稱 して 全く 讀む爲 めに のみ 書かれた 戯曲がない ではない。 しかし 乍ら、 私 はこれ を變 則な 現象と 兑 

ないで は ゐられ ない。 戲曲本 來の發 生から 考 へて みても 戯曲 は必す 俳優に よって、 舞 蓬の 上に 實演 せらるべき 約 

朿の 下に ある。 卽 ちその 表現が、 ^接感 覺に訴 へられて 效架を 生すべき 約束に わる。 この 約朿を 無視せ ねばなら 

ぬ： とい ふの は、 その 表現が 其 象 的で なく、 印象的で あるが 故で あるに 相 遠ない。 卽ち感 覺に訴 へす して 頭 o 

に訴 へる 部分が 多い に^ ひない。 さうな ると 形式 こそ は戲 曲で あっても、 內容に 於いて は 小說に 近寄って 米て E 

るので す。 おに 形が 戯曲に 似て 店る からと 云って、 それ を 戯曲と いふ こと は 困難で はない かと考 へます。 

小説に なると、 此の 具象的 傾向 は 全然 なくなって、 その 目指す 所 ゆ 印象的、 卽 ち鑑赏 者の 頭 腦に訴 へる ことに 

なります。 作者 は^に 生活の クライマックス のみ を 表現しょう とする 事な く、 如何なる 局部に 對 しても， その 藝 

術 的 動 を 動かし、 その^ を 作^ 自身の 氣稟を 通じて 云 ひ 表 はさう とする のです。 だから 小說は 結局 人の 心理の 

過^ を その 儘 跡 づけて 行く 結朵 になり ませう。 といって、 それ は 心 现舉の 記述と は 全然 異なって ゐ るの は 中す 迄 

もありません。 科學は 常に 總括を もくろみ、 藝術は 常に 特殊 化 を 目指して ゐ るので、 同じく 心理 過程 を 表現す る 
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にしても、 文學 にあって は、 それが 最も 確 實に几 ：體 化されて ゐ なければ ならない のです。 

私の 小 說に對 する かう いふ 考へ. 方 を 非難す る 人が 或は あるか も 知れない と 思 ひます。 お前の 云 はう とする の 

は、 小 說全體 について 云 ふので はなく して、 單に狹 い 意味の 心理 小說 について 云って ゐる やうに 見える と。 

併し、 私ー侗 として はさう は 思 はない。 小 說に现 はれる 事件の 推移と いふ 事 は、 單獨に は藝術 的に 何等の 意味 

も 持って ゐ はしない。 それ は^に、 その 中に 表 はれよう とする 心の 働き を 載せる 車の やうな ものであると、 私 は 

m 心 ひます。 若し、 その 事件の 描お とか、 環境の 描寫 とかい ふ ものが、 强く獒 しく 遂げられて 居た としても、 それ 

は小說 としての 價値を 高く する もので はなく して、 詩歌の 分子、 又は 優れた 慼 史的 記述が 混入して ゐ るに 過ぎな 

いの だと、 私 は 思 ひます。 これ 等の 考 への 誤認から、 よい 小 說が惡 ぃ小說 とされたり、 惡 ぃ小說 がよ ぃ小說 とさ 

れ たりす る 場合が、 極めて 多い やうです。 

以上 戯曲と 小說 とが、 如何なる 區 別の 上に 成り立つ かとい ふ 事 は、 大體 述べた 積り です が、 要するに、 散文的 

表现 は： I： としても、 藝術 品と して 物 足らない こと を 感じさせます。 戯曲が 他の 藝 術に 俟 たなければ、 それ 自身 を 

十分に 表現し 得ない とい ふ點 から考 へても、 又 小說が 人の 心の 平面 的な 若しくは 分解的な 記述に 依って Q み 成り 

立つ とい ふこと を 考 へて みても、 藝術的 衝動の 端的な 發 露から は、 甚だ 遠い とい ふこと が 察せられ るで せう。 音 

樂が 持つ やうな 極めて 直接な 純一な 表現 は、 到底 これ 等の 藝 術から は 望む ことが 出來 ません。 私自身 戯曲 ゃ小說 

によって n 分 {:! 身 を 表現しながら、 かう いふ 事 をい ふの は S! だ 忸怩たる ものが あります けれども、 よく 考へ てみ 

ると、 さう いふ 表現 法 を 選び 乍ら も、 私 は 常に 詩歌 を考へ 音樂に 憧れて ゐ るの を發見 します。 それ は^-に 私の も 

のす きな 心の させる 事の みではありません。 そこに はもつ と 深い 事實が 潜んで 居る のです。 私の 藝術的 衝動が 純 

粹 であらう とすれば する 稅、 散文的 表現に は滿 足が出 來 なくなる のです。 それ 故 私 は此處 に敢へ てこれ だけの 事 


を 屮し 述べた のです。 詩歌、 戯曲、 小說の 外に も 文舉の ュハ 體的 表現の 傾向 は數 あるに 相逮 ありません。 論文， 

亩 1^、5似 文 詩、 Essay の 如き は それであります が、 これ 等 は 皆 上述の 具象的 倾 向の 二つ 以上の 化合物で あるか、 或 

は^ 術 以外の 要素 を 加入した 藝術的 混血 兒 かであります から， 私 は此處 にく ど （-と 巾し 述べる の を 避けます。 

それ は^-冴^^が 少しく 考 へて 下されば、 直ぐ 判る こと だと 思 ひます から。 

七、 文學の 鑑賞， 

生活と 文舉 とい ふ 楞题を 掲げて 居り 乍ら、 私の 講話 は 多少 岐路に 入った 趣きが ありました。 しかし 乍ら， 文學 

の 概念 を 形造る 上に 於いて、 多少の 參考 になる ものが あるかと 思 ひます。 生活と 文擧 との 交渉 を考 へる 上に も、 

これ だけの 概念 を 形造 つて 置く ことが、 無益 では あり ます ま い。 

私 は 文^が 藝術 家の 藝術的 衝動の 表現で あり、 その 表現の 屮 でも 純粹に 衝動 を 表現すべき 方法が 求められて 居 

り、 その 表現 は 時代 や 作家 その 人の 倾 向に 從 つて、 多様の 相 を 現 はす ものであると いふ 事 を 概略 述べて 來 ました。 

さて、 か、 る 藝術的 表現 は 我々 の 生活の 上に、 何ん の 役に立つ であらう か、 如何なる 角度 を もって^ 在す るか、 何 

ォ cm 、^を 佻 給す るかと いふ やうな 問題が 殘る ことになります。 此の 問題の 解決 は 前述の 諸 章 を 少し 注意 深く fm 

んで 下されば 私と しての 意見 は自 から 抽出され ると 思 ひます が、 此處に 暫く 重複 を 厭 はす それ を 述べて みます。 

私のお へから 云 ふと、 凡ての 物の 存在 は その 存在 自身の 屮に、 價 値と 目的と を 持って 居なければ なりません。 

^くと もさう ある 事が、 その 存在に とっての： g 上の 條 件です。 若し、 その 存在が 或る 他の 存在に のみ 役立つ やう 

た^ 在で あると したなら、 その 存在 は獨. c: 的に 存在す る 何等の 现. £ も なくなって しまって、 他の 存在の 屬性 たる 

に過ぎない ことになります。 世の中に は、 往々 にして 文學を 或る 他の 人 il 活動の 道具で あるが 如くに 考 へる 人が 
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ある やうです ゥ 

宗教家 は宗 敎の耍 =: ハ として これ を 兌ようと し、 敎育家 は敎^ の 材料と して これに 俟 たうと し、 社會 改良 家 は 社 

^改良の 乎 段と して、 でれ を あしら はう とする やうに 兌え る 事 さへ. あります。 さう して、 不幸に して 文學 がそれ 

等の 人の * 耍 求の 埒外に 出る と、 忽ち惡 德文舉 とか 墮落 文舉 とかい ふやうな 汚名 をき せて、 それ を 葬り去ら うとし 

ます。 或は 又 生活の 壓 迫を綏 和すべき 遊戯の 一 つの 種類と して、 これ を见 ようとす る 人 もあります 。俗な 一一 一一 口 葉で 

云へば 疲れ 休め、 骨休めの 爲 めに 文擧 を鑑赏 する の だと、 公然と 云 ひふら す 人 もあります。 それ 等の、 何れの 人達 

に對 しても、 私 は 徹底的な 抗議 を 申し込ます には^ら れ ません。 或る 舉^ が 云 ふやう に、 藝 術と は、 生活の 餘裕 

が 出來て 後、 初めて 生れ 出る もの だとの 說が 縦令眞 であると しても、 餘裕が 生み出した ものであるが 故に 遊戯的で 

あると いふ 結論に は斷 じて なりません。 少なくとも 文舉は さ うした ものが あって はならない と 私 は 主. 張し ます。 

宗敎 がその 領土 を 儼然と 守って 居る やうに、 科擧 がその 王國を 固く 守って 居る やうに、 文舉 にも 文舉 のみが 耍 

求し 得る 領土が あります。 それ は 何んで あるかと 云 ふに、 人の 内部に 潜んで 居る 大きな 術 動. 1 習惯、 習俗、 制 

度 等の 一時的な 附帶 物に 煩 はされ る 事な しに、 それよりも もっと 深い 所に 純 粹に保 たれ、 働いて、 居る 所の 本能 I 

I を その 儘 表現しょう とする 氣 の 働きであります。 しかも その 衝動が 表現され る爲 めに は、 決して 說明 的で あつ 

て はなら す、 平面 的であって はなら す、 有機的な 綜合に 於いて 生きて 居る 儘の 衝動 を 表現し ようとい ふので す。 以 

前に はよ く 藝術は 再現な りと 云 はれました。 卽ち 一 度經驗 された 生活 を M 等 かの 形態に 於いて 苒 び可感 的に する 

のが IS 術の 使命で ある やうに 主張され ました。 その 議論 は 併し 肯綮に は 中らない と 思 ひます。. 苒現は それが どれ 

稅 巧みに なされて 居た としても、 結局 校 倣で あり 物眞 似で あるに 過ぎません。 そこに. は必. す 原型の 固定 化が 生じ、 

又 本質的 生命の 退 縮が 結 架され ます。 それ は藝 術の 第二義 的な 要 索と は 云 はれる. かも 知れません が、 第 一義的に 無 


くて 卟 はぬ 耍尜と 云 ふ^は 出来ません。 それなら 第一義 的の 要 尜とは 何んで あるかと 云 ふのに、 今 申し述べた 逦 

りに、 人の 內部 的^ 励の 能 ふだけ 端的な 表現であります。 &令 形式に 於て は苒 現と 見られる やうな ものが あった 

としても、 その 奥に 本能の 力の 生 々しい 搖 ぎが 無かった ならば， それ はよ き文擧 とい ふ^は 出來 ません。 それ だ 

から 作品の 巾に 表現され て^る もの は， 必す しも 現在 肯定され て 居る 生活の 様式で なけれ はならない とか、 私 北 C 

の开： が^ 知す る 自然の 姿で あらねば ならぬ とかい ふやうな 制限 は 加 へ る 事 は出來 ません。 表現 派の 美術 を兑た 

人 は 誰でも：： S 付く では ありませ うが、 此の 派の 人が 表現す る 自然の 姿 は、 一見 極めて 不自然に 誇張され たり、 1^ 

めら れ たりして ほる の を 知る でせ う。 けれども それ は 無意味で さう されて 居る のではありません。 此の 派の 人に 

とって は、 c: 然を その 儘 W 現す るの が 却って 無意味な のです。 それ は寫眞 によれば 直ぐ 成就され る^だと 彼等 は 

おへて： ^るので す。 さう して、 藝術 家の 氣稟を 通じて 刺戟 を 受けた 內 部の 本能が 働いた その 儘の 姿 を 然とい ふ 

素 村 を 通じて 表现 する 所に、 藝術 家と して の^の 使命 を 感じて 居る のです。 實際 現今の 表現 派の 美術家 達が、 ど 

れ だけの^ 度に 於て 此の 態度 を その 作品に 表 はして 居る かと 云 ふ 事 は、 此處 では 問題に する 必要 はない ので あつ 

て、 その 態度が 正しい ものであると いふの が 認められ &ば、 ^の 企 11 は 足りる のです。 

文 ゆに 於いても これと ni: じ^が 云へ ます。 外界から 作者が 受ける 刺戟 を 如何に 5g しゃかに 再現す るかと いふの 

が、 作お の 問題で はなく、 その 刺戟に 對 して 作^の 本能が 如何なる 働き をな して 居る か を、 端的に 表 はすの が 文 

巧，^ Co 使命であります。 であるから、 その 表現に は 現在の 外界の 事情、 卽ち 現在の 生活に^ 合する やうな 結果が、 

^はれる か K "か は 問題ではありません。 さう いふ ものが 現 はれる 事 を 文 擧に耍 求 せんとす る 人達 は、 必す 失望す 

ろで せう。 文^が 佻 給す る もの は、 その後に 潜んで 働いて 居る 衝動の 生きく した 姿の 表現であります。 此の 衝 

励卽ち 本能 こそ は、 私共 人^の 生命の 中軸 をな す ものであって、 しかも その 姿 は 私達の 口 常 生活の 混亂 によって it 
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まされ， 容易に 把握す る ことの 困難な ものであります。 それ を文擧 は朧げ ながら 有機的な 姿の 儘で、 私達の 目 Q 

前に 現 はれし めようと する のです。 かくして、 人 は 現在の 道 德習惯 制度 を 超越した 赤裸々 な氣 持で， この 本能の 

力に 觸れ" そこに 生命の 躍進 を 促が すべき 暗示 を 純粹な 形に 於て 受取る 事が 出來 るので す。 これの みが 文 舉の有 

する 目的で あり、 價 値であります。 文 舉 は 本能の 自己 表現 そのものに 目的 を 持ち、 價値を 持ち、 さう して 其の 點 

に 於て、 生活に 對 して 正しい^ 度 を 以て 儼存 する ことが 出來 るので す。 古来の よき 文 舉はー つの 除外例 もな く， 

此の カを豐 かに 持って 居る ものであるの を， 少し 注意深い 讀者は 容易に 發 見す るで せう。 さう して 結 栗と しての 

此の 力が 人生に 進路 を 示し 光 叫を與 へ， 最後の 健全なる 到達に 意味 深き 喑 示を與 へる に 遠 ひありません。 

凡ての 力 は それが 善く あらう とも 惡く あらう とも、 必す 破壊の 力 を 伴って 居ます。 もっと 正當 にい ふと 力に は 

惡ぃ 力はありません。 其の 力が その 奥底から 純粹に 湧き出した 揚 合に は、 必す 破壊すべき もの を 破壞し (それが 

现^ に 於て 一見 どれ 程 尊い ものに 見えよう とも)、 築き 上ぐべき もの を 築き上げて 行きます。 人^の 生活の 凡ての 

现 はれが 力の 働きで ある 以上、 文 學も亦 一 つの 嚴 しい 力です。 その 破 壞カを 恐れて、 最も 尊い もの k 隱 されて 居 

るの を 忘れる の は、 不幸 だとい はねば なりません。 讀 者が 若し 自分の # 畫の 上に 火 を 積み重ねて 蹬 くやうな 氣持 

で文舉 的 作品に 對 したならば、 そこに は必 すよ き 牧穫が 生まれ、 將來 更によ き 文學が 供給され るで せう。 

(一 九 二 〇ハ+四 月 1 1 九 二 一  年 n 一月、 「文化 生 沽硏究 t 所載) 
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